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き 己の 文集に 名づ くるに 平淡 簡明なる 適 當の語 を a 出し 得なかった。 そこで 卷 頭の 一 篇の題 をと つ 

て、 これに 『そのほか』 の 文字 を 添へ た。 かかる 書名 は 日本に 於て 全く 前例な きもので は あるが、 西 

人の詩集ゃ論^^！-に .*  ami  Other  PC211S" " …… ami  c^^.  wssays" など 云 ふに 同じく、 

亳も奇 を 街 ふの 意 はない。 『及び 其 他』 なぞと 云 ふ 感じの わるい  一一 一一！； 葉 だけ は、 如何なる 場合に も 私 は 

避けたい と 思 ふ。 

十 一 月の 中旬、 本書の 印刷 成れる 時、 平和 克復の 報 を 聞いて 喜びに 堪 へす、 急據 筆を呵 して 『平和 

の 勝利』 ー篇を 作り、 卷 末に 加へ た。 世界 文明に 一 新 時期 を 劃すべき 此大戰 の 結末が、 人類 生活 史上 

の 意義の 極めて 重 人なる を 思った からだ。 
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小 泉 先生 

(近刊の を讃 む) 

/ 

一 ラフカディオ • へ ルン 

『贈 從四位 小 泉 八 雲』 

とかう 害けば、 全く 知らない 人 は 日本人 かと 思 ふだら うが、 小 泉 先生の 血管に は 日本人の 血 は 一滴 も 

流れて ゐ なかった。 美しい 祌秘と 空想との 世界に 生きる ゲルト 民族の 愛蘭 人 を 父と し、 むかし 欧洲の 

花やかな 藝 術と 文明と を 生み出した 希 職の 國人を 母と したる 純粹の 西洋人であった。 愛 蘭に 育ち、 

怫蘭 西に 舉び、 米國に 人と なって、 四海に 家な き飄 零の 孤客であった 先生 は、 東海の はてに ありと 傳 

ふる 蓬 萊の國 にあ こがれて、 今から 三十 年 ほど 前、 はじめて 我が 日本の 國 土に 来られた。 それ はハァ 

パァス 社の 一 通信員と してであった。 のち 出 雲 松 江 中 舉の敎 g をして 居られた 間に、 そこの 舊 藩士の 

女と 結婚し、 遂に 日本に 歸 化して 小 泉 姓 を 名 乘られ た。 八 雲の 名 はこれ から 出た の だ。 近代 英文 舉の 

史上 にス ティ ヴン ソン ゃキ プリング と 肩 を 比べ る 散文 の巨擊 として、 歐 米の 文壇に は 先生の ラフ 力 デ 

ィォ • へ ルンと いふ 本名の 方が 嫌き 渡って ゐる。 多少 讀 書の 趣味 を 解し、 或は 苟も 日本の 存在 を 知れ 


11 —— 


^—13 


る 英米人に して、 先生の 名 を 知らぬ 者 は 殆ど 無から う。 知らぬ の は 日本人ば かりだ。 敎^!2ぁりと稱す 

る 邦人が 英米へ 行って、 かの 國 人からへ ルン 先生、 11- 卽ち 『小. M 八 雲』 の 第 を 訊かれて まごついた 

！ £ お を、 私 は 幾た び も a もし M きもした。 

ラフカディオの 名 は、 ^界 最大の 女 詩人と 呼ばれる サ フォォ が、 望みな き 戀に身 を 投げた と 傅 へら 

れる 希^の リュ ゥカ ディアの 海に 因め る 名 だと 聞く。 また ジブ シィ に緣 あるへ ルンの 姓 は、 英語の 梵 

(ヘロン) と- -fil: 相 通 するとい ふので、 先生 は 羽織 や、 著書の 扉に 押す 紋 どころ に、 二 羽 の^を 太 化 

して S ゐられ た。 

R ^ 琴 日 の 如く西洋^^國 に 名高く した もの は、 必 すし も數 次の 戰 勝と 國？ 迪の隆 nul とのみ では ある 

まい。 これには先生，ぃ光絢婉^6<の歷筆が與ってカぁる事を思はねばならぬ。 たまへ、 ただ 觀光を 目. 

的と して 來朝 する 英米人の 十屮八 九まで は、 先生の 著 n 巧 『こころ』 『柬 方より』 『日本、 その 解釋， 『怪 

談. 『日本 雜錄』 『*= 董』 『日本 W 見錄』 『佛陀 園 拾 遣』 『影』 等の 諸 作の 愛讀 者で ある、 或は 少く とも 

その  一 二 を必す 行李の 底に 收 めて ゐる人 たちで はない か。 

朝廷が 國 家に 對 する 功 緩 を嘉し 給うて 故人に 贈位の 御沙汰の あった 時、 たと ひ歸化 人で ありと はい 

へ、 純然たる 白人 を 之に 加へ させられた 事 は、 未だ 曾て 我が 國の 史上に 類例な ま 聖代の 慶窜 であつ. 

た" 先生 はたと ひ 長く 束 京の 大舉に 英文 舉. V. 講ぜられ たに もせよ、 その 名聲 をして S; に 世界的なら レ 


めた もの は、 矢張り 文筆の 人と してで ある。 11 かの 俗物 輩が 動もすれば 三文文士と 嘲り、 新開 屋と 

，み、 遊冶郎と 同一視 せんとす る 操觚の 人と してであった。 この 純然たる 白人の 文士に 向って かかる 

恩典 を 加へ させられた 事 は、 日本の 智的 文明の 進度に 關 して 西 人に 非常な 好 印象 を與 へた。 米 國の新 

閒雜誌 は、 其 頃 この 贈位の 御沙汰 を 特筆大書して、 嘆美の 辭を 以て 之 を 世に 傅へ た。 伹 しそれ はさき 

の大 隅內閣 時代の 事で ある。 

二 講義の 上梓 

今更 また 何 を 思 ひ 出して、 また 何の 醉 興で、 小 泉 先生の 事 を 書く のかと 怪しむ 人 も あらう。 私が 今 

わざわざ 禿 筆を呵 して 先生の 事 を 書く の は、 日本の 一般 社 < ^が餘 りに 先生 を 知らな さ 過ぎる からのみ 

ではない。 擊士 とか 博士と かいふ 一寸 偉 さうな 人た ちが、 一 かど 日本で 新しい 察 問 をした やうな 颜を 

しながら、 きで ある 先生の 名 を さへ 知らないと 云って、 外國 人の 前で 赤恥 を 接いて ゐる 珍談 

が 多い からのみ ではない。 私が 十四 五 年 前、 先生の 講 筵に 侍した 頃の 大舉の 講義が、 一昨年 あたりが 

ら. 順次 米國で 出版せられ、 それが 彼國で 非常な 好評 を 博して ゐる 近来の 好 著で ある 事 を、 ただ  一一 一一 一口 

したいから である。 殊に 日本で 贈位の 御沙汰の あつたのと 偶然に も 殆ど 時 を 同じう して、 海の かなた 

で此 講義 出版の 擧 があった 事 は、 尠 からす 英語 國 民の 注意 を惹 いた。 
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京の 文 St 大舉に 於け る 先生の 英文^ 講義 は、 前後 約 十 年 にわた つた。 勒勉 なる 先生 は^ 年 新し 

) 秦 きき 參肇  0 鲁 

い ぉ题 ：！！ を はれた。 今日まで 旣に 上梓せられ たのが 四 冊。 最初の は， Mr 文學の 解說』 ニ卷 とに 『詩 

||,::|&』 一 卷。 そして 今度 また 新しく 出た のが ま 人生と 文舉』 の ー卷 である。 常時 聽講 の の 

^1;^ ケ 集めて、 人 フ コラム ビア 大舉の 英文 m ャ敎 授ジョ ン • ァァ スキン 君が 校訂して、 紐 育の 書 蹄から 出 

版して ゐ るの だ。 

ァァ スキン 君 は 私 も 滞米 中に M おった が、 詩才 學殖 ならび 勝れた 少 壯有爲 の敎投 である。 批評 〈糸と 

しても iirt 人と しても 米^の- 乂 I？ 一に は^く 知られた 人 だけに、 かの 徒らに 服 訓詁に 耽って、 药術 とし 

て 文 m に 何等の 理解な き 死灰 枯木の 如き 极"^ トとは 全く 選 を 異にした 人 だ。 私共 は 小^先 生の 講義が 世 

に 公に せられる に當 つて、 先づ も 適 常なる 校訂 者 を 得た 事 を、 衷心から 喜ばねば ならぬ。 

先生の は 毎週 九 時 問であった】 英文 梨 概論が 三時 間、 作品 講讀が 三時 問の 外に、 詩歌 小說 戯曲 

たどに 關 する & 々の题 目に 就いて、 斷片 的の 講義が また 三時 間あった。 先生の 豐 かな 天分と、 斷 じて 

他の 漠^ を 許さない その 獨創 性が 遺憾な く發 揮せられ、 また その 特有の 趣味 鑑識に 基づけ る 批判が 十 

分 こ si^ 生の 前に 披瀝せられ たの は、 主として 此斷片 的 講義の 三時 間であった。 幸 ひなる かな、 こ 

のた び 世に 公に せられた もの は卽ち 講義の 此 部分の みで ある。 

抆了^<;はその緒言の中に、 此 講義 集 を 嘆賞して 隨分思 ひ 切った 事 を 言った。 曰く、 『英文の 文藝批 
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評と して は、 コ オル リツ ヂ 以後の 第一 人。 否な 寧ろ コ オル リツ ヂと雖 も 或點に 於て 及び 易から ざる も 

の あり』 と。 ァァ スキン 君の この 語 は 彼國の 文壇で も だいぶ 問题 になった。 しかし 此首 葉に 多少の 溢 

美 誇張の 嫌 ひ ありと はいへ、 私 は 先生の 文藝 評論が、 確かに 詩人 コ オル リツ ヂの 『沙 翁講 淡』 と IS 一 

系統 に屬 する ものである 事 だけ は、 斷言 して 可い と 思 ふ。 

北歐傳 說を說 き、 英國の 古謠を 論じ、 沙翁 以後 キ プリング、 メレディスに 至る 諸 星 を品隨 し、 さら 

に また 先生 平素の 愛讀 書であった 佛蘭 西の 作物から は、 近代の モ ォパッ サン、 ポオ ドレ エル、 ロティ 

等の 諸 作 を 紹介し、 これらの 書が 未だ 今日の 如く 日本 や 英米の 讀書界 に 行 はれなかった 顷に は-くも 之 

を r 化 鬼の 靑年學 生に 傅へ、 西 歐新思 湖の 歸向 する 所 を 示された のであった。 凡て を容 れんと し、 凡て 

を迎 へんと する に 急なる 若き 人々 の 心に、 豐 匿なる 英佛 文學の 深き 與味を そそられ たもの は、 極めて 

廣汎な る 範阖に わたって 題目 を掙 ばれた 先生 の 此 講義で あった。 

これらと 同じ 題目た 取扱った 英米の 評論 は 固より 汗 牛充楝 であるが、 此書は思想^^として、 また 批 

評 家と しての 先生 1ゅ 得の 鑑賞 眼に 映 じた 純然たる 主觀的 批評で ある だけに、 英米 諸國に 於て 他に 全く 

類例な き 唯一の 評論で ある。 しかし 先生 はこれ を文藝 評論と して 自ら 筆 を 下された ので もな く、  や 

また之を世に公にする^5^^芯は少しも持たれなかったのでぁる。或人が生前この講義出版の事を您想し 

た 時、 先生 は霄 下に 之 を 斥けて、 『あれ はま だ十囘 十五 囘の 改ま を 要する。 よし 改竄 を 加 へても、 そ 
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れ だけの 勞に 値する もので は 無い』 と 答 へられた さう だ。 文章に 非常な 苦心 をして 推敲 改 m に 細心の 

用意 を 怠らな いのは、 鬼西古今すべて^藝術的^2{心ぁる名^^の常でぁる。 かの 紅葉 山人の 如き は 寄い 

て は 直し、 直して は 寄き、 除 白が 無くなって 遂に は 紙 を 貼り付け てまた その上 を 直す とい ふ 有様" 其 

1^ 稿 紙 は 遂に 糊の ため 板の 如くな り、 書き入れと 線と、 墨で 消した 跡と が 交 tS 複雜 して、 H: に 活版屋 

泣かせ こ 浅って ねる の を 見て、 私 は つくづく 感心した 事が あるが、 小 泉 先生 は. n 著 を に 公に せられ 

H ざ 

る 時、 いつも その 苦心 は 非常な もので あつたと 聞いて ゐる。 一度 書き上げた 原稿 は數ロ £ ^故意と これ 

を筐 底に を さめ、 よほど 時經 ての ち、 更に それ を 取 出して いくたび か 添 刪袖訂 し、 十分 意に 滿 つろ ま 

では 決して 之 を 公に せられなかった と 聞く。 世界 を 驚かした その 一 代の 名文 はかくの 如くに して 成つ 

たので ある。 從 つて 敎 で爲た 講義 を その 儘、 稿本 や 筆記に よって 上梓す る 事 は 如何なる 事情の もと 

に 於ても 先生と して は 露に 堪へ 難き 事であった らう。 だから 私 は 今 此書を 一個の 文藝 評論 集と して 見 

るよりも、 に 講義と して 評する 事の 正當 なる を 思 ふので ある。 今 もし 先生 を 地下に 呼び 起して 此 ま1 

を 示すならば、 文藝 批評と して は 先生 自らと 雖も 意に 滿 たぬ 節々 が 頗る 多から うと 思 ふから だ。 

1 Interpretations  of  JJiturature. 13y  Lafcadio  fficarn. 

1 1 Appreciati§s  of  T-oetry.  By  the  ISame. 

三 Life  an(l  L-iteratus. liy  the  ^00.  (l>-blish21  by  Doild  Meod  &  Co,  New  York) 
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三 その 特色  • 

批評 論と してで なくた だ 講義と して、 私 は 今 その 內容に 就いて 思附 いた 二三の 特徵 を擧げ よう。 多 

くの 點に 於て 先生の 講義 は 天下 一 品であった からだ。 

先生 は その 稀世の 名文 を 以て、 我が 日本の 美 を 西 人に 紹介 せられた 第一 人であった と共に、 また そ 

の 趣味 饒 かなる 講義 を 以て 、 日本の 學 生に 正しく 西歐の 思想と 文學 とを傳 ふる に 最も 成功した 外國敎 

師 ひあった。 來西 兩洋の 間に 立つ 紹介者と して、 先生 をして その 天職 を 全うせし めた もの は、 獨りそ 

の 流麗 明快なる 筆舌と 該博なる 舉殖と のみではなかった。 徹頭徹尾 眞の 世界人た る 先生の 特異なる 人 

格が 然 らしめ たので ある。 小 泉 先生 は英國 人で もな くまた 米 S 人で もな く、 されば とて 純粹の 日本人 

では 無論なかった。 國 土ゃ國 民に 執着 せんとす る 何等の！^ a なくして、 足跡 は 世界に あまねく、 到る 

所に 美 を 見出して 之に 同情し 同感し、 十分に 之 を 享樂し 得る 人であった。 西洋人 以上に 西洋 を 理解す 

ると 共に、 日本人 以上に 日本 を 理解した 人であった。 かくの 如き 浪漫的な 人格 を 有った 人 は、 世界に 

於て 先生た だ 一 人 あるの みと 一一 一一：； つても 過言で は あるまい。 この 點に 於て 先生の 如き は 空前に して また 

恐らく 絕 後の 人であった らうと 思 ふ。 

. 日本人が E 本で 西洋 文 舉を講 する 事が 至難の 業で あると 同じく、 西洋人が 日本に 來て 西洋 文 學を講 
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や-る はな ほ 更に 難な 仕事で ある。 外國の 大舉に 於け る 研究 法  i かも 想 式な W 究法を 其 俊に 應 ^ 

S する なぞ は M より 一一 一一：： 語道斷 であるが、 西洋の 文 祭 評論の 受資を L て 能事^れ と爲す 如きに 至つ て 

は、 ゆ 生 こそ 露 にょい 述惑 である。 n 本 を 愛し 日本 を 研究し、 日本 婦人と； is 姘 せられた 先生 は、 松 江 

中 舉ゃ熊 本 五 高に 敎鞭を 執られた 長い間の 經 驗に徴 して、 日本人の 物の 考へ かた、 物の 觀 かたが 西 人 

と 全く 異なれる 點を 十分に 理解 せられた。 此經 驗と此 理解と を 以て、 先生 は 束 京大 舉の 英文 舉 講座 を 

拾 任せられた。 そして 日本人の 詩觀、 n 本人 思考 法に 適する やうに 英文 攀を說 かれた のであった。 

試に 此 講義 集中の 如何なる 一章 をで も 通 一 m せられよ。 これ は 日本人の 爲に、 日本人の 美感に 訴 へよう 

として 說 かれた 西欧 文舉 の講說 だとい ふ 事が、 特に際立って讀者の注^！なを惹くのでぁる。 

たと へば 耶蘇 敎を 信じなければ 英文 學は 解らない やうに 言 ふ 人が ある。 殊に これ は 西洋人の ロ^の 

言 ひ 草. ヒ が、 先生 は 決して そんな 野暮な 事 は 言 はれなかった。 先生 は 変 書が 偉大なる 宗教 文學 である 

こと、 殊に ジ H ィムズ 王 欽定 譯の 英文 聚 書が 沙翁 劇に 次ぐ 文舉 上の 大作で ある 事 を、 誇々 として 私 ど 

もに 說 かれた。 しかし 宗教 的に 之 を 見る 事 は 必要で ない と斷 言せられ たのみ か、 そんな 考へ方 をす る 

事 X 、 文藝 作品 の 優秀 を 理解す るに は 邪魔になる だら うとまで 極言され たの は 面白い。 ( 講義 集 『文學 

の 解說』 第一 ー卷 第三 章 『英文 學に 於け る 聖書』 參 照)。 先生 は舉校 へ 通勤 するとき、 わ ざ わざ 迂 囘し 

てまで も 耶蘇 敎^ の そば を 通る 事 を 避けられた 程に、 耶蘇 敎嫌 ひであった。 
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十五 六 年 前、 大舉の 講堂で 先生の 口から 聞いて、 それ以来 不思議に 私の 頭に こびり 附 いて ゐる 批評 

は、 十七 世紀の 詩人 ロバ アト • ヘリックが 花鳥風月 を 詠 じ、 物の あはれ を 歌った 詩篇 を說 いて、 これ 

は 漢詩 や 和歌 俳句に 最も 近い もめ だと 言って 比較され た 事 だ (同上、 _ つ 七章參 照)。 私 は 今でも 先生 

の此 説に は 十分の 黉意を 表する ものであるが、 曰 本で 英文 學を說 く外國 教師で こんな 講義 振 をす る 人 

は先づ 滅多に無から うと 思 はれる。 

作品 や 詩人の 批 刺に 關 する 微細なる 點 にわた つて、 一 々かう いふ 例 を 擧げれ ば 際限 は 無い が、 この 

東洋 趣哝の 鑑賞 眼 あるが ために、 古い 作品に 新しい 味 は ひ を 求め、 西歐の 研究者が 未だ 曾て  一一 一 E ひ 得な 

かった 所 を 道破し 得た 點は 甚だ 多い。 此講義 集が 出版 以來 英米の 讀書界 に 好評 を 博して ゐ るの は、 全 

くこの 新しい 東洋風の la かたがあった からだ。 

人に 物を敎 へる とい ふの は、 要するに 理知の 作用に 訴 へる 事 だ。 理知に のみ 訴 ふるが 故に 殺風景に 

なる、 話が 理に 落ちて 了 ふ。 どんな 面白い 文擧 作品で も敎 場と いふ 所へ 持 出せば、 大抵 は 乾燥無味 蠟 

を嗨 むが 如き ものと なって 愛想が 盡 きる。 況 やそれ を 讀んで 點數の 種に し、 やがて はまた 釵の たねに 

もしょうと いふ 了簡 を 抱く に 至って は、 試 前に 讀み なほす のさへ 眞に 苦痛 Q 極で ある。 詩 や 小說は 

ポオ ルド 

矢 張り 齊齋 に獨 坐して 明 窓淨几 の もとに 雜 くべ きもので、 里 一 板 の 前に 持 出す ベ き 性質 の もので はない 

かも 知れぬ。 下 乎な 教師になる と、 西洋の 批評家の 口 露 似なん かで、 ここが 巧い の、 あの 句が 荷 名 だ 


のと Ig り 感服 顔 をして、 その 安资の 感服 を 生徒にまで ひるが、 聽く 者の 方で は 何が 有名なん だか 巧 

いんだ か 強 り 合點が 行かぬ。 小. M 先生 は CI 身 ゆたかな、 そして 偉大な； 大分 を 有 たれた 人 だけに、 此 

點 では 他の ^究^ の斷 じて 企及す ベから ざ る 特色 あ る 講義 を せられた" 

さらば その 特&と は何ぞ や。 情 絡 本位の 文 舉敎授 法であった。 先生の尺-:3|^{中の ー篇に 7 の 語が あ 

る" 

『情^の 表現と して、 人生の 描寫 として 私 は 文 舉を敎 へた。 ある 詩人 を說 くに 當 つて 彼が 與 へる 情 

紐の 力と 件 質と を說 明しょう と 試みた。 換言せば 祭 生の 想像力と 情緒と に訴 へる 事 を 私の 敎控 法の 

土^と した r 

一 通り パラ フ レイズで 本文の 說明を 終り、 難解の 詞 句を釋 して 後 (出版 せられた 講義 鍋に は說 明解 

釋の 部分 は 大抵^ 略されて ゐ る)、 先生 は 自分の 姜 しい 首 葉で 美しい 詩の 句 を 批評し、 その 藝術的 意 

義 を說 かれた。 ごて ごてと 理竊ゃ 事實を 列べ 立てる ので はなく、 端的に 聽者 胸奥の 琴線に 響く やうな 

解釋を 下された。 理知 を 以て 解すべからざる 詩 を 情緒に 訴 へて 解せ しめんと 心掛けられた 所に、 先生 

の 講^の 大 なる 特色が あった。 かの 徒らに 西 人の 筆に 成れる 註疏の 書を迪 つて、 一 語源の 說 明に 二 時 

^三時 間 を 棒に振り、 遂に は藝 術の 眞意 にだ も觸れ 得ざる 擧究 先生の 爲す ところと は眞に 壊の 差で 

あつ-^。 講じ 終って 後、 先生が いつも 獨り 言の やうに よく 言 はれた Wonderfully  beautiful! とい ふ 


言葉 も、 其 時 は旣ぅ 能く 私 どもの 鈍感な 胸に さへ 響いて、 成程と 思 はせられ た。 

鍵に 理知 本位の 講義で ないだ けに 琪事 にわた つて は往々 にして 誤謬 もあった。 年代な どの 思ひ逮 ひ- 

もあった らしい。  また その 講義が 組織的 系統的で ない とい ふ雞も 無いで はなかった。 しかし それ は 私 

ども 擧 生が 自分で 調べれば 出來る 事であった。 自分で 出来ない 事 を 先生 は爲て 下す つた。 それが 嬉レ 

いので ある。 私 は 外遊 中滅 西洋人から 小 泉 先生の こと を 訊かれた。 その 時 私が いつも 答へ た What 

he  gave  us  was  not  so  much  knovvlcdj^c  ins  pi  rati  21 の 一一 一一 门 葉の 力け に は、 先生に 良す る、 七 力 

ら なる 感謝の 外に、 外 國大舉 に うぢ や うぢ やして ゐろ 腐儒への あ P つけが あつたの だ。 講壇に 立って 

理を說 き 事 竄を傳 ふるに 巧みなる 人 は 多から うが、 詩文 を說 いて 貴き 鍵 感を與 へ、 之に よって 靑年 

擧徒を 指導し 得る 敎授 は、 天下 果して 幾人 ある だら う。 

11 書 館に 饉城 する 者の 事 を惡く 言って 『カン 詰め』 とい ふが、 曙 詰で も隱ー 詰で も 好い から 私 は、 圖 

書 館で 一 寸 調べれば _ ^ぐ 解る やうな 事 を 敎窒で わざわざ 擎 記させて 賀 ひたく はない と 思 ふ。 飽くまで 

0 己を發 揮して、 先人の 道 を 踏まない だけの 獨創性 を 有して 居られた 小 泉 先生 は、 先生の 口からで な 

ければ M かれない 多くの 事 を 語られた。 重箱の 隅 を 楊子で ほじく る アルバイト 先生 や、 屋上 屋を 架し 

て 喜ん で ゐる獨 逸の 學者は 何と 言 はう とも、 先生の 講義に は 先生 の. < ^格の 煌きが あつ た。 そ の 個性が 

名匠の 乎に 成 ろ 浮彫 を 35- る やうに 鮮やかに 現 はれ て ゐた。 西 歐文學 の 大作が 先生の 極めて 淸新 強烈な 
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る-; セ 覜. て 透過して 說 かれた 所に、 ^劣の 迂儒 をして 愧死 せし むる に 足る ものが あった。 

すぐれた 獨创 性に 當んだ 人 だけに 先生の 趣味に は 偏した ところがあった。 、江戶 趣味の 通人が 頻りに 

かク なおべ 物 を 漁る やうに、 先生 も 亦お つな 作物に H^I 鈹を打 たれる ことが 多かった。 それが どうも 私 

たも^ 仲、 信 長 そち 返け の 野 武士の.^ 几に 合 はない 都 も往々 にして あった。 面. HI いから H だ 非 通 m せよ 

と 先生が 薦められた 本 を？ 12 んで： て も、 一向 野 武士 どもに は而 白くなかった 菓も隨 分あった。 さう い 

ふところが 今度 出版され た 講義，； n おに もよ く见 えて ゐる。 たと へば、 先生 は 多くの 1^ 談の類 や、 或は 少 

ij^ 文^と して 英國に 名高い 『アリスの 冒險』 (リュ ヰ ス • キヤ ロル 作) など を 非^に 面白い と 言 はれ 

たが、 私 どもに は 飴り お 難くない 物であった。 殊に リットンの 怪談に 至つ 一-は、 先生が 最も- i "読 せら 

れた 物ら しいが、 これ も 今以て 左程に 思 はぬ。 先生が また 妖異 險 奇なる 類暖の 趣味に. 深き 同情 を 持た 

れ たこと も、 矢張り この 一例 だ。 ボォを 愛し ポオ ドレ エル を 好まれた のが その 何よりの 證據 である。 

從っ てまた 尋常 一 様の 英國 批評家の 言 說 以上に 秀でた る 卓見 は 甚だ 多かった。 十八 世紀の ブ レ イク 

がま. k- 今 口の やうに 持 難され なかった 當 時に 於て、 先生 は此 詩人 を 激賞して、 『その IS の 藝苑の 荒れ 

たるな かに、 色 も 見知らす、 は 尙も奇 しき 不思議の あだ 花よ』 と 言 はれた の は、 實に快 心の 事で あ 

つ だ。 ヮァズ ヮスを 喜ばす して、 、ン H リイ を 褒められ たの は 殊に 痛快 を 叫ばし めた。 此 講義 集の 中に 

先生が デ イツ ケンズ を 褒められなかった と 言って、 『へ ルンに は ユウ モアが 解ら な いんだ』 と 不平 さ 
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うに： マ！； つてね た 英吉利の 或 老人に 出く はして、 私 は 苦笑した 事が ある。 

さて 以上の 如く 述べる と、 先生の 舉風 を、 かの 天才 肌の 創作家に おり 勝ちな、 淺 薄な 讀書 趣味の や 

うに 思 ひ 誤る 人 も あらう が、 事實は 決して 左様ではなかった。 否な 左様 はならない やうに と、 先生 は 

特に 舉生を 戒めて 居られた。 現に 此 講義 集の なかに も、 正確 細心の 擧 風あって 始めて 詩文の 鑑賞 を爲 

し 得べ き 事 を、 切言 せられた 一 節が あるの だ。 

先生 は 所謂 舉究の 徒ではなかった。 從 つて さまで 藝術 的價值 なきべ ィォ ウルフ や キヤ ド モンの 古詩 

の 研究に 沒顾 して、 動もすれば 文藝の 3M 諦を 逸し 去らん とする 英米 大舉の 英文 擧敎授 と は、 全く 趣 を 

異にした 人であった 事 は 言 ふまで もない。 その代り 十六 世紀 頃 以後の 所謂 近世 英文 舉の 全般に わたつ 

て 先生の やうに 博 洽の識 と 鋭敏なる 理解と を 有って ゐる人 は、 英米 第 一 流の 大學に 於て すら 餘り 多く 

は 無い と 思 ふ- これ は 旣刊四 冊の 講義 集の 目次 を 見た だけで 肯 かれる 事で、 年 々歳々 題目 を 新に し 

て、 沙翁 以後 幾 百 幾 十の 作家と 作品に 就いて、 毫も 受賣 でない in 、己の 鑑 賞 を 語り 得る 者が、 多士 

濟 々たる 英米の 舉界に 於て すら して 何十 人 ある だら うか。 先生の 講義の 中には 純文學 のみでな く、 

バ アクレ ィゃス ペン サァ の哲舉 (先生の やうな 頭の 人が 何故 あんなに スぺ ンサァ の 綜合 折 r 擧を 尊崇せ 

られ たの か、 今でも 私 は 何だか 矛盾の やうに 思 はれて ならない) の 講義 もあった。 また 英文 舉 以外に 

於て は、 さすがに 佛； 1 西で 敎育を 受けた 人 だけに、 近世 佛蘭西 文 S^Ji- にも 十分に 精通して 居られた。 か お 


のゴォ ティ ェ ェ の IgT? 染ゃ、 アナ トオル 。フランスの 『シ ルゴ スト ル • ボナ アルの 罪』 の 英譯木 は、 

先生の 维に 成れる 巧妙なる 飜譯 が 今日 旣 に！^ 準 |；| となって ゐ ろの を 見ても、 怫 文に 於け る そ の 素^^ の 

程 を、 がふに 足る ではない か。 殊に 先生の 創作の 方面で は。 先づ その 繊麗 なる 筆致から して、 旣に怫 蘭 

西 文风チ の 感 化 に 负 ふ 所 ^な る は 私ど も の ^:,^?も疑は な い 點 で ぁ る 。 

言 ふまで もな く 英米 大^で は、 英文 學は卽 ち 國文學 の 事で あるから 之に は うんと 力を入れて ゐる。 

多い 所では 此 一 講座に 十二 三人の 教師が 掛 つて 仕事 をして ゐる。 從 つて 銘々 が分擔 する 時代と か题ロ 

とか は 極めて 狹 小な 範 困で あるから、 勢 ひその 舉者 たち は 自分の 狹 苦しい 領分 内に 籠城して ra; くな つ 

て 了 ふ。 沙翁 時代 is! マ e: の 人に アン グ B  • サ クソンの 古文 學の話 をす ると、 物理の 先生が 法雜 の^でも 

訊かれた 時の やうな 找面 をして ゐ るから 可笑しい。 日本で は 外國文 學に對 して こんな^ 備 をす ろ必 

耍も なく、 また 周 園の 事情 も 無論 許さない。 勢 ひ 或 程度まで は 八百屋 店 を 張って 貰 ふ 必耍が あるが、 

八 tlEl^ 式 文凤. f 講座の 擔任 者と して は、 恐らく 小， 1!^ 先生 ほどの 適任者 はまた と あろまい と 思 ふ。 

何等 擧府の 閱歷を 有しな い 新聞記者で あ つ た 先生 の 著述 を讀ん だば かりで、 その 舉殖と 天分の 凡な 

ら ざる を觀玻 し、 直ちに之を束京の大擧に招！^^たる人は、 時の 大舉總 長 外 山 正 一氏であった。 今 か 

ら 十一 一年 前、 卽ち小 泉 先生の 殁後 もな く 出版され た イリ ザべ ス • ビズラ ンド 編^ 『へ ル ン傳 及び 尺 

^$if』 のなかに は、 先生が 友人に 寄せられた 手紙の 二つ 三つに、 當 時の 東京 文科 大學の 車. =^.1! かれた 
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お 一， 


のが ある。 なかには 讀んで ゐて隨 分 破顔 微笑 を 禁じ 得ない 節々 も 多い が、 その 一節に 自分の 同^の 外 

國 人に は獨 逸文 舉で萊 府大學 の ドクトル 何とか、 哲舉 では 獨逸 何とか 大學の 誰々、 そして 何處の 者と 

も 素性の 知れない 者 は 吾輩 一人で ある、 とい ふ 文句が あつたの を 私 は 今でもよ く 記憶して ゐる。 如何 

にも それに は相逮 なかった。 舉歷 だの 稱號 だのと いふ 看板 を ブラ 下げて ゐな いのは 先生 一 人 だけで あ 

つた。 それ は 鬼に 角、 この 四 冊の 講翁集 を 今 評 壇の 驚異と して 歡迎 して ゐる 英米の 讀書界 は、 かかる 

天才 を 草 魔に a 出して 此講 篛を爲 すに 至ら しめたる 故 外 山 正 -ー 氏に 對 して、 先 づ大に 感謝し なければ 

ならぬ。 

この 講義 集に 用 ゐられ たる 英語 は、 中舉 卒業 程度の 語 學カを 以て 何等の 苦痛な しに 理解し 得る 極め 

て 平易 明快なる ものである。 單に 詩文の みならす、 晦 なる 哲學 思想の 解說に 於て すら も、 先生 は殆 

ど 難解の 語 を用ゐ すに 說 かれて ゐた。 評 隙 論議の 書に して かく も 平明なる 文辭 を用ゐ たる もの は 他に 

多く 類例 は 無い が、 これ は 舉殖 文才 共 にす ぐれた 小 n 水先 生の 如き 人に して 始めて 出來 る藝當 だ と 思 ふ 。 

横文字の 物を縱 文字に 直した 奴 を、 我が物顔に 喋 舌って ゐる や-つな 事で は 迚も かう は 行かない。 教師 

自分に も 解って ゐ ないやうな 外国語の 術語 なぞ を 矢 鱸に 振り 廻 はして、 言 ふ 方に も聽く 方に も 珍紛漢 

な 講義 を、 決して 先生 は 爲られ なかった。 私 は 平 0^ なる 英文 を讀み 得る 凡ての 日本の 讀 者に 向って、 

この 珍ら しい 講義の 書 を 最良の 文 梨 人 門 寄と して、 或は 手引 草と して 推薦す るに 躊路 しない。 


四 おも ひで 

また 新しい ハ牛を 一 っ迎 へた。 旣 うかれ これ 十五 六 年の 昔に もなら うか、 敎 {?1 で師 なる 此 1K 才の 1^3 を 

•  ゆれる： しい 發晋の 英語に 耳を澄ましながら、 ノオトの 上に ベ ンを 走らして、 その 片$& ^句 を も 逃さ 

じと 書き §a めた の は。 

私に とって はさう いふ 悛 かしい 思 出の 附纏ふ 講義が、 今 海の かなたで 上梓せられ 新しく 舶載せられ 

た。 ペイ パァ • ナイフで 書物の 緣を 切る 手 さへ もどかしう、 先づ 扉から 序文 R 次へ と 目を通す うち、 

ぃっも新^15の書を縮く折には嬉しぃものの 一 つで ある 紙の 匂が 私の 胸に は 何時に無い 不思議の 心 持 を 

そそった。 久し う^れて ゐた 友と 昔 を 語る 時の やうな、 また 故鄉で 聞き 惯れた 古い 歌の 節 面白き に 心 

を^ はれる やうな、 我ながら 怪しと 思 ふ さまざまの 興味に 促されて、 ただ 一息に 全 卷を通 請す る。 迎 

読し 終って 瞑目 一 番 すれば、 先師の おもかげ は 今努緊 として 眼底に 在る。 

先生 は 如何にも 風采の 揚ら ない 人であった" 瘦身 矮驅、 實に 白人に は 珍ら しい ほど 小柄な 人で あつ 

た。 いつも 前屈みに を圆 うして、 ひょこひょこと 歩いて 居られた。 私たちが その 講 筵に 侍して ゐた 

時代に は、 旣に^^^；-籍をぉぃた半白の老人 (？) で、 かの 洋 袴の 折 nir にさへ 氣を 配る 英米人と 異っ 

て、 衣^ Q 末に はまた 極端に 無頓 $15 な 人であった。 殊に 糊で しゃ クか こばった シャツ だの、 燕尾服 だ 
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の高帽 だのと いふ 類の 物 を ひどく 毛 嫌 ひされた らしい。 先生の 美しい 花やかな 文章 を讀ん で、 一た び 

は その 謦咳に も 接したい と 騷ぎ廻 はり、 はて は 講演の ための 渡米 を 求めて 止またかった 金. 髮 碧眼の 美 

人た ちに して、 若し 先生の あの 風采 を 見たならば して 何と 貢ったら うか、 と 思へば 可笑しく も あ 

る。 いっか 『朝日』 の 文展漫 霜に 例の. 一平さん が、 鎬木淸 方 書 伯の むくつ けき 顔 かたちと、 その 優艷 

なる 作 書との 對照を 描いて 居られた 時、 私 はこの 小 泉 先生の 文章と 風采との 更にな ほ 著しき 對 照に 想 

ひ 及ばざる を 得なかった。 

先生の 1^ は希獵 風の 立派な 恰好で あつたが， 南欧の 血統の 外に また 西 印度 地方に 長く £5 られ たため 

か、 顔の 色 は 何だか 赭顔と でも 言 ひたい やうな 色であった。 兩服 殆ど 視力な く、 左 は 盲目、 右 は 眼球 

が 大きく 飛び出して、 それが また 强 度の 近視であった。 時々 極めて 稀に 衣囊 から 片眼 鏡 を 出して、 一 

寸 おの 目に 當 てられる。 その 稀世の 名文に 寫 された 日本の 文物 人情 社き 等の 精 透なる 觀察 は、 すべて 

この 弱 い 視力に 片服 鏡を當 てられる 其 僅か 十 秒 一 一 十 秒 問 の 凝視の 結果で あつたの だ。 大きな 股 玉 をぎ 

, ^ケ つかせながら、 心眼 育 ひたる 凡 物に は 見えない 或 もの を、 先生 はかう して 常に 鋭く もまた 敏く觀 

破せられ たのであった。  . 

西洋 s 人と 先生の 此 眼鏡の ことと を 思 ふ 時、 私の 腦 裏に 深く も 印象 せられた 一 つの 事件が ある。 

犯 介なる 先生 は 客に < ^ふ 事 を 非常にい やがられ たが、 わけて 西洋人が 嫌 ひであっ^。 先生 殁 後の 文 
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is^l? 評の _v うにな つて ゐる 米阔海 1^ の 主計 官 マクドナルド 氏の # 旋 によって、 今度 この 講義 紫 も 世 

に 出た ので あ が、 先生 は 平素 この 無二の 親友の 外、 滅多に 他の 西洋人と は 交 ほせられ なかった。 何 

しろ 先生 は 西洋の 物 §3； 文明 を廢 はれて、 早くから この 來 方の 樂 土に 来られた の だから、 かなたの 文 3ml 

に は 殆ど その §3 在 を さへ 疑 はれる 祌祕的 人物の やうに 做され、 それが また だしく 1： 人の 好奇心 を 

そそって た。 先生の 崇拜 者、 その 著 の 多くの 愛讀^ は、 はるばる 此 國に來 朝して 先生の 大久 保の 

邸 を 訪ねる が、 みな 素氣 なく 門前 拂を喰 はされ たもの だ。 殊に 两洋の 女と 云へば それ こそ 毛蟲 よりも 

嫌 ひであった らしい。 ところが 或 日 午後の 講義の 時間に、 英國の 女子 教育家と して 可な り 有名な HI 

—と云ふ女がニ人の！！：行婦人と共に私共の^^後に在る圆を排して敎室に這入って來た。 そして その 0 

§ いて ゐる 机のと ころに 坐った。 忘れ もしない、 それ は 先生が 私 どもに 小說家 シャロット • ブ £1 ンテ 

ィの 事を說 いて 居られた 時間であった。 その 英 51 婦人の 一人 はまた 御苦勞 にも 手帳 を 引 張り出して、 

私たちと 一 絡に 筆記 を 始めた。 先生が 講義のう ちに、 ブロン ティ は 愛蘭 血統の 人 だと 述べられた 時、 

此 一行の 英國 婦人が i^.^ ッと顔 兌 合 はせ て 笑って ゐた 其額附 を、 私 は 今でも 明らかに 記憶して ゐる。 

殆ど 視力の 利かなかった 小 泉 先生で も、 この 思 ひ 掛けない 鬧入 者の あるのに は氣附 かれた もの か、 

滅多に 川 ねられない 例の あの 片眼 錢を 出された。 それ を 右の 目に 當て がつ 一 女 どもの 方 を 凝視す る こ 

と 三 四 秒。 また 直ちに それ を 衣 褻に 牧 めて 講義 を 綾 けられた。 


其 瞬 問、 思 ひなし か、 先生の 面に は 不快の 色が 現 はれた。 

のち 先生が 朿 京の 文科 大學を 去られる やうに なった の は、 此 H —— とい ふ 女の 參觀 が、 鋭敏なる 感 

性 を 有 たれる 先生に 色々 の 疑心暗鬼 を 起させた のが 源 だと も傳 へられて ゐる。 私 も 校 を 卒業して か 

ら 長い 問敎師 をして 飯 を 喰って ゐ るから、 展次此 種の 經驗は あるが、 ー體 あの 參觀人 だの 視擧員 だの 

とい ふ 者が、 敎 室の 一隅に 恰も 蠟燭の 如くに 突立って、 碌に 解り もしない 授業 を： a てゐ るの は、 教師 

にと つて 頗る 快から ぬ ものである。 殊に 其 男が 鼻眼鏡 越し か 何 かで 小生 意氣な 面で もして 居る と、 何 

か 御 川で すか 位 は 是非 とも； 一一 一口 つ て 遣り たくなる。 苟もお のれの 學殖 と經驗 とに 自信 ある 敎師 ならば、 

もれ を 快し とする 者は斷 じて 無い ので ある。 或 地方の 高等 擧 校の 外 國敎師 が、 日本の 舉校は 何故かう 

參觀 者が 多い のかと 私に 訊いた 事 もあった。 滿 天下の 教師 諸君、 私の 此 言に は 恐らく 同感の 士も多 か 

らうで はない か。 

H 11 と 云 ふ 女の 來觀 は、 先生の 崇拜 者と してで あつたか 何で あつたか、 そんな 事 はこ こに 記す ベ 

き 限りで はない。 ただ それが 先生に は毛蟲 よりも 嫌 ひな 外國 婦人であった 事 を 思 ひた まへ。 私 は 心 か 

ら 先生に 同情す る。 鈍感な、 利害 打算 一天 張りの 俗 W に は、 到底 この 心 持 は 解り もしまい が。 

五 敎室 にて 
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敎師 は^ 鉢で あると 或 人が 言った。 mi 板と 云 ふ 板に しがみ 附く 肉の 意 だら うが、 それならば 當り前 

である。 1^^ なのになる と、 黑板も 生徒 も そちの けにして、 分が 一夜 に iw へて 來た ノオトに 恰も 

岩-」 li. 、ける 牡噸の 如くに が 1^ ぃ附 く。 そしてもう 斷末 魔の 迫った やうな 1^ を 出して 絶叫して ゐる。 憐 

れ むべき かな、 私 なぞ もこの 仲 であらう。 

そこへ 行く と、 さすが 天才の 小 C 水先 生 は 偉かった。 引 川すべき 詩文の 書の ほか、 紙 ぎれ 一枚と 雖も 

敎.： ： せに は 持って来す、 そらで 話された。 も 十 年  一 n の 如く、 坊主が ぉ經 を？ g む やうに 同じ 事 を 繰 

K 一すならば、 私 等に でも 似 は 出来よう が、 前に も 述べた 如く 先生 は 年々 歲々 新しい 题 目で 新しい 講 

il^ をせられ た。 固より 準倘 にも 相 當に骨 を 折られた ことで あらう が、 いま 次々 に 上梓せ ら^て ゐる^ 

講雜 架の 美しい、 そしてよ く 整った 明快な 文章 は、 あれが 皆卽 15 に卽興 的に 先生の 口から 出た もので 

ある。 蔡生に^^^2取らせるゃぅに考 へながらゅっくりと、 しかし 少しの 淀み もな く 語られた" 時々 は卽 

典の 散文詩と も いひたい 美し い 文句 や、 奇抜な 句が 口 を 突 いて 出る のであった。 咳 唾珠を 成す と い 

へば 古から う。 錦 心 繍瞎、 これ を 織り成せる S 彩 約 爛の絲 を ほごして、 繰れ ども^れ ども 縱々 として 

敲 きざる 趣 は 鮮やかであった。 銀鈴 を 振る 如き その 聲は、 また その 文の 美しき が 如くに 美しく、 抑揚 

一 低に さへ 何の 不自然 も 無かった。 斷 精しつつ 一 言 また 一 句、 みな 能く 聽 者の 胸底に 詩の 露 興 を傳ふ 

るに 足る ものが あった。 ふと 目 を 舉げて 先生 を 見る と、 窓外 を 眺めながら 講埒- の あたり を、 あちこち 
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と靜 かに 歩いて 居られた。 

英文 舉史の 講義の 時 だけ は 極めて 稀に、 名刺な どの 小さい 紙 ぎれ に 年代 か 何 かの 覺書 をして 持って 

居られた。 しかし これ は 寧ろ 例外であった。 

天才と 云 へ ば 不規則な 怠け^の やうに 心得て ゐる人 も あらう が、 勤勉 努力の 人であった 先生 は 非 せ 

に 几帳面で、 欲 勤 なぞ は 滅多にせられ なかった。 講義の 時 gl なぞ も きっしり と 守って、 鐘が 鳴る と 間 

もな く、 重さうな 風呂敷 包に 美しい 装釘の 詩集 や 文集 を 幾 冊 も 入れた の を 提げて、 あたふたと 教室に 

遣って 來られ る。 講：^ に 上って 先づ ー捭 し、 ごく 低い 澄み わたった 聲で Good  morning,  gcntlslcn 

と 言 ひながら、 風 a: 敷 包 を 解かれる のが 常であった。 書物のう ち 本文と して 引用すべき 筒 所に は、 各 

しるしの 紙が 禅んで あった。 時 問の 終に 近くな つて 其 日 講義すべき 部分が 終り かける 事 はあって も、 

先生 は必す 鐘の 鳴る まで 何 か 知ら 話された。 時 ふさぎに は隨分 詰らない 解り 切った 事 を、 お 祖父 さ 

んが 孫に でも 言って 聞かす やうに 語られた が、 それが 皆の 筆記帳に 殘 つて ゐ たものと 見えて、 此 講義 

集 2 中に も その 儘に 出て ゐる 简處が ある。 これ なぞ も 先生が 今 若し a られ たなら ば 不快な 思 を 爲られ 

る だら うが、 その 講義の 模様 を ありの 儘に 世に 傳へ ると 云 ふ 上から て、 私 は 校訂 者ァァ スキン 君が 

之 を M 除し なか つ た 事 を 如何ば かり か 嬉しく 思 ふ の で ある。 

先生 はいつ も 体から 下りる と 直ぐ その 儘 敎窒に 来られた。 偉い 舉者 たちの 同僚に 顔 を 合 はせ るの が 


^であった の だら う、 滅多に 敎 室と いふ 所に は 這 入られなかった。 講義の 問の 休憩時^に は獨 りで 2. 

校 Ig/ を ぶらぶらと 近遙 して： られ た" 鬼 京の 大 ゆに は、 ぁの地所がもと前出侯の^^13邸でぁった時代か 

らの 十：： い い 大きな 池が ある。 この 池の 歷史に は、 先生が如何にも好まれさぅな^^；^^-代の妖^た物 

語が あつたか 無い か は 別問題と して、 とにかく 何 か. S 來 のおって 欲しい やうな 池で ある" 幾 百 i^. の齡 

を ffi ねた 1^ 一 >. せた る！ 木に 取卷 かれて、 よどめる 水 は 洞^の をな して、 何時も 黑 かった。 池の かなた 

の 小山の 上に は、 俗に 『御殿』 と稱 する (舍 所の 古風な 建物が ある" 先生が！^^も好まれたのは卽ち此 

池畔の， MJfi^ で、 例の 前屈みに その あたり を 歩みながら、 なた 豆の 日本 煙脊ゃ 葉卷を 燥ら して 居られる 

のが であった。 近づいて 敎を W ひたい 察 はあって も、 私たち は 先生の 靜 忍 を 妨げる こと を 恐れて、 

诚 多に 側へ は 行かなかった。 落ち 紫 を 蹄みながら 彼， 炯 して 居られる その 姿 を 遠くから 望んで、 先生の- 

腦：2^$を往來し てゐる 美しい 幻想の 何もので あ るか を、 想像して 见るこ とも あ つ た。 

雨の 降る 日で も、 休憩 時 に敎官 室へ は 決して 行かれなかった。 その 儘敎 室に 殘 つて 好きな 煙 ic 十 も 

i 犬ます、 ただ 默々 として 窓外の 景色 を 眺めて 居られた。 さう いふ 時 はお 氣の毒 だと 私 は 思った。 これ 

を兑て 天才 は 孤獨を 喜ぶ なぞと 言って 澄まして ゐ るの は、 先生の 胸底 を 察し 得ざる 迂 儒の 妄語 だら 

ラ0 

景色 を られて も、 先生に は 殆ど 視力がなかった から 常に 煙 靄 模糊た る、 さながら 淡彩 一抹の 風 £^ が 
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霱に對 する やうに 見えた ので あらう。 目に は 見す して 心に 見られた その 印象 は、 遂に 全き 藝術的 表現 

を 得て、 色彩 ゆたかなる 文字に 寫 された の だ。 鋭敏なる その 感性 は 却って この 極めて 烈しき 近視眼の 

ために 幸 ひせられ、 部分的なる 細微の 點を拂 拭し 去って、 一幅の 全景 を 心裡に 活躍す るの 效 を收め 

得た。 先生 自ら も その 新聞記者 時代に は 米國で 書かれた 論文のう ちに、 ハマトンの 『風景 論』 に關聯 

して 此事を 述べて 居られる (グゥ ルド 著 『ヘル ン傳』 一〇 九 Jo; 參 照)。 先生の 文名 を嫉 み、 或は 日本 

の 美を现 解し 得ざる 西 人 は、 へ ルンの 描いた やうな 美しい 日本 は何處 にも 無い と 言 ふ" いささか 瘤に 

障る 批評で は あるが、 一 面から 言へば 如何にも それに は 相違なかった。 

六 敎師と 文筆 

敎師と 文 维とは 仲の 悪い ものである。 少く とも 曰 本の 學 校に 於て は 確かに 左様 だ。 これ は 我が 國の 

敎育界 が嗶に 聞く 頑冥 固陋の 徒の 巢窟 であるた めか、 或は 西洋の よりも 遙 かに 進んで ゐ るた めか、 そ 

の邊は 知らない。 誰か 閑人が 考 へて 見たら 可から う。 

夏 E さんが 第一 高等 寧 校の 教師であった 時、 その 處女作 『吾楚 は 猫で ある』 を 公に された。 文名 一 

時に 天下に 高き を 見て 或 男が、 あんな 文 は 教育家の 書くべき もので ない と 陰口 を 叩いた さう だ。 或 人 

は、 飮 ます 書かす 吹かざる を 約して 遠く 都 を 落ちの び、 田 舍の學 校に 敎帥 たる を 得た とい ふ 奇訣も あ 
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る" こんな 珍ら しく もない 例 を、 今； 史舉げ る だけが 野暮な 位の もの だら う。 敎師 をして 居ながら 詰ら 

ん事を 書き立てる なよ、 ともう 誰か 言って 来さうな 時分と 十 年 このかた 心待ちにして ゐ ると、 笑って 

ゐた私の或友人もぁった。 

小^^先生が異常の天才でぁり、 また 世界の 文 一 „J 水であった とい ふ 事 は、 敎師 としての 先生に 何等の 光 

彩 を 添へ なかった のみ か、 色々 の 意味に 於て 日本の 學校 では 都合が 悪かった らしい。 

文章 は 人格で ある、 筆の 尖の- 藝當 ではない。 苟も 一枝の 筆 を 以て 天下 人心 を 動かす 程の 人に は、 そ 

の 人格に 何. 2^ か必す 强烈 なる 特 巽の 色彩が あって、 凡俗と は 到底 安 協調 和 の 道な きもので ある 事 は 一 百 

ふまで もない。 

これ を 呼んで 偏. <^ となし、 嘲って 偏屈 者と 首 ひ、 半 狂人 を 以て 遇し、 一本調子 として 之 を 蔑視す る 

の ほか、 腐 に 天才 を 尊 S して 縦横に その 驥足 をのば さしむ るの 道 を 解せ ざる もの は、 卽ち 窮屈な 今の 

日本の 社會 である。 東西 古今、 單に文 まヶ」 以て 衣食す る 事が 至難の 業で ありと すれば、 小 C 水先 生 ほど 

の 入で さ へ も 矢張り 教師の 職 を忠實 にやって 居られた。 しかし また 先生 程に 思 ひ 切って 潔癖な 非 ゲく協 

的 態度 を 以てして は、 窮極に 於て 遂に 何等かの 迫害 は 免れなかった らう。 

實用的 人物と 老人との 外 は 一 切 何者 をも容 るるの 餘地 なき 日本の 國は、 先生が ながく 足を留 あて 坡 

墓の 地と せらるべき 所では 無かった ので ある。 さりと て 米國も 駄目 だ、 三十 年 前の ギク トォ リア 朝な 


らば、 英國も 矢張り 駄目であった。 ここに 至って 私 は 先生が 米國 から 禅び 佛蘭 西に 戾られ なかった 事 

を 深く 惜しむ ものである。 少 くと も數年 日本 を觀 察しての ち、 嘗て 敎育を 受けられた 巴 里の 地に 歸ら 

れ、 若し そこで 生涯 を 送られたならば、 先生の 生活と 作品と は； に 偉大に、 更に 光輝 ある もので あつ 

たらう と 思 ふ" 先生 は 東京の 文科 大學を 去られ、 また 米 國コォ ネル 大舉應 聘の事 も 架され す、 早稻田 

大舉に 僅かに 數 時間の 講義 を擔 住せられ たのみで、 その 浪漫的に して 數 奇なる 生涯の 最後の 一 一年 を 送 

られ た。 この 二 筒 年の 先生の 生活 は 決して 快き もので は 無かった らうと 思 ふとき、 私 は 先生の ために 

噔 然として 淚を 呑まざる を 得ない。 

政 客、 俗吏、 成金、 坊主の ffi. は 文士と いふ 言 薬に 非常な 輕 蔑の 意味 を寓 して ゐ るが、 敎育界 となれ 

ば-:^ ia{ に 烈しい。 文舉を 以て SHic に 等しき 遊戯な りと！ 2| つ た 者 も あれば、 不健全 道德 の 本家本元 だ 

と 心得て ゐる者 も 甚だ 多い。 生徒に 向って 雜誌 ゃ小說 類の 閱讀 を禁. ^し， * 殊に 演劇に 對 して は 殆ど 之 

を 蛇蝎 視せ るが 如き 舉校 は、 かの 11 化した る 野蠻國 たる 獨 逸の 事情 はい ざ 知らす、 日本 を 措いて 他の 

文 5： 國 では"， r 對に はられない ことで ある。 また 私 は 外遊 中、 歷 日本に 於け る 英語 敎 育の 盛んなる 事 を 

彼阔 人に 話して 聞かせた が、 斷然 ロを絨 して 言 ふ を恥ぢ たる 一事が ある。 それ は 日本の 中學に 於け る 

英語 教科書から、 ゴ オル ドス ミスの 『.*: 力 ァ • ォヴ • ェ イク フ イイ ルド』 の 全部 や、 ァ ァ 并 ングの 『ス 

.ケ ツチ • ブック』 中の 數 章が、 二十 年來 全く 教室に 於け る 使用 を 禁止 せられて ゐる 事で ある。 かくの 
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如き！^ 例 を 耳に せば、 ゎが國！^に通ぜざる外人が^?1ちに：=本の^祌文明の進度に疑を挿む*^恐れたか 

らだ。 

文 * 書を讀 むさへ 惡 いとすれば、 自ら ま を 執って 之 を 書く に 至って は 1% まさに 百倍す る わけで あ 

る。 試に 思へ、 今 或 中學の 教師が 自己の 周圍を 描いて 漱石 先生の 『坊ッ ちゃん』 ほどの 作品 を き、 

之ケ發 表したり と 假{};- せよ。 翌 M!:: 十 速 校長窒 に 呼び付けられる は 愚か、 その 首 は 忽ち 飛んで 教育行政 

食の 案 頭に 韓がる を 免れまい。 作者の 遝命 は卽ち 主人公 坊ッ ちゃんの 述命 である 事 は、 火を附 るより 

も 明らか だ。 

小 ^ ^先生に して 若し 私 どもに 生きた 文學 のな にものな り ゃを敎 へ て 下さらす、 ィ ディ ォムか 文法 語 

源の 講釋 ばかりす るか、 當局 者の 鼻. を 窺 ふ 片手 閱に 外國 文で つぎはぎの nl 本文 舉史 編お、 をで もして 

居られたならば、 1K 下 は 頗る 太平であった らう。 そして あの 世界的 名聲を 博した 十 數卷の 著述 を爲し 

給 はすに。 

日本 を 愛し 日本 を 信じ、 その美 を 世界に 紹介 せられた 先生 も、 晚 年に は 此國 を餘り 快く は 思 はれな 

^1ったとか聞く) 若し * して 然り とせば、 ここに 至ら しめたる もの 鳴 呼 これ mi^ して 誰の 罪ぞ や。 

七 霧 門 家 


日本人 はギ クトォ リア 朝の 英 人の 口 眞似 をして、 頻りに 『コ ン乇ン • センス』 とか を贵 ぶ やう だ 

が、 また 同時に 驚くべき ほど 『專門 センス』 を 有難が る。 專 門と は 外の 事 は 何 一 つ 知らす、 出来 もし 

ない とい ふ 意味で あらう。 必す しも 一事 ー藝に 秀でた とい ふ惹 味に はならぬ らしい。 その 證據に は 時 

時 法律 を 知らない 法律家が あったり、 土木の 事 を 知らない 土木； 一, ズ師 さへ ある さう だ。 外の 事 は 何もせ 

す出來 もしなければ、 それで 立派に 專門家 として 天下 を 横行 濶 歩し 得る と は 芽出度 い 。 

それの みで はない、 外の 事が 出來 ると いふ 事 その 事が、 眞の專 門 家と しての 素養 力量の 程 を 疑 はれ 

る 基に もなる の だ。 往年 高山 樗牛 氏が 此事を 憤慨して、 森鷗外 氏が 小說 家で あるた めに 軍醫 としての 

手腕 を 疑 はれ、 外 山 正 一氏が 教育家と して 政界に 出 人した ため、 社 <5|： 學に 於け る 造詣 を輕ん する 者 あ 

りと いふ 例を擧 げたやう に 記憶す るが、 敎師學 者の 社會 にも 無論 この類の 事が ある。 暇つ ぶしの 娱樂 

を 部下に 獎勵 する 校長 はあって も、 新刊書 を讀 めと 勸 める 校長 は 滅多に無 からう。 基礎 醫學 の學 者に 

脈が 取れる の は、 餘り 手柄に もなら ぬらしい。 舉 者に とって 口と 筆と は 大切な もの だと 聞き及んで ゐ 

るが、 餘 りに 演說 をしたり 文章 を 書いたり すると、 日本で は學 者と しての 信用が 墜 ちる 場合が ある さ 

うだ) 

S ォ門擧 科と 云 ふ もの は、 大きい 基礎の 上に 建てて 欲しい。 齊 通人に 普通教育が 必要ならば、 學 者に 

も專門學^^としての#:通敎育がぁらぅ。 兎の 睪 丸の 研究に 五 年 十 年の 歳月 を 費しながら、 舉會に 出て 
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浪說 1 っ出來 ない 人も贵 いものに は相逮 なから うが、 演說が上手だからとて舉^^の似打を疑ふ理由に 

はなるまい) 文章が 巧い からと 云って、 淺^な 知識 を 筆の 尖で 胡 魔 化して ゐると 殺る の は 馬鹿げ てゐ 

る。 話 は 違 ふが、 或 所に 维劍と 俳句と 眼科 醫術 とで 有名な 人が あった。 世 では 其 人 を 目して、 あの 

Bi- は 三つのう ち 一 番 下手た 醫者 をして 飯 を 喰って ゐ ると 一一 一一 "つた。 これ は 如何にも n! 本人が 最も菩 んで 

倾聽し 信用し さうな 評語で ある。 

此點に 於て 英佛 米の 擧 者に は 趣味 能力の 1= ^だ 多方面な 人の 多 いのは、 舉 風の 然 らしむ ると ころと し 

て 毫も 怪しむ に 足らない が、 我が 國で 崇拜 せられる 獨 逸の 學徒 でも、 必すしも所|^^3ザ門式の人ばかり 

では 無い らしい。 特に 著しい 一 例 を 一一 目へ ば、 ヘルムホルツ の 如き. ケ ェニ ヒス ベ ルヒ、 ボン、 ハ ィ デルべ 

ル ヒ の IS 大 に- 歷 住した 生理 學の 泰斗と して 世界に 誰知らぬ 者 もなかつ たが、 们林 大舉に 就任して は 

物理 风 f の敎 校と して その 方の 無數の 論文 を 公に した。 それの みか 一方 政治 界に現 はれて は、 迫の 鐵血 

^相 を 手 古 招ら した 程の 豪の者であった。 『尊 門 センス』 のみの 貴ばれる 日本の 舉界 から は、 こんな 

物騷な 人物 は當 分先づ 出さう も 無い から 安心して 好い。 伍し 日本に も、 德川 時代に は 新 井 白 石の やう 

に 文章 も 達者で、 にも考 證 にもす ぐれ、 また 政治 上に は經世 家と して 立派な 論策 を 立てた 人 も 

くなかった ので ある。 

談は 岐路に 人った が、 文 撃の 方面に 於て すら、 文筆に 秀づ れば舉 者と しての 造詣 を 疑 はれる の だか 


ら 面白い。 漱石 先生 は小說 家と して 餘 りに 偉かった ために、 英文 學に 於け る 素養に 就いて 鬼 角の 評 を 

する 者が ある こと を 私 は 聞いた。 そして また かと 思った。 さう いふ 人 は、 試に 遣 著のう ち 『十八 世紀 

文學 評論』 の 第五 編 ボォプ を 論じた 一章 を通讀 せられよ。 外國文 舉に對 して あれ だけ 手際 好く 獨創的 

の 論斷を 下し 得た 人 を、 寡聞た る 私 は 日本に 於て 未だ 一 人 だ も 見た こと は 無い ので ある。 

同じく 文豪 小 泉 八 雲 氏が、 學者 として また 敎師 として 如何にす ぐれた 素養と 技倆と を 持 たれた か 

は、 この 數卷の 講義 集 を讀む 者の 普く 首肯す ると ころで あらう。 敎窒の 人と しての 先生の 努力と、 文 

藝 批評家と しての その 鑑識の 凡なら ざると を 語る に、 無言 の 雄 辯 を 以 て せ る 此 講義 集 の 出版 を、 私 は 

また かかる 意味に 於て も贺す べしと 爲す 者で ある" 

聽講舉 生の 筆記 借り § ^めて、 校訂し 上梓した 此數卷 の 書 を 得て、 いま 太平洋 彼岸の 讀書界 は頻り 

に 之 を 嘆賞し 讃美して ゐる。 優婉の 筆を揮うて 異邦の 風物 說話を 叙す るに 秀でた 散文 家の 半面に、 今 

はじめて E 心 ひ 掛けな くも、 文藝 批評家と しての 勝れた 先生の 力量 を 認めた からで ある。 先生が 半生 Q 

心血 を 注がれた 勞 作の かげに、 かく も贵き 遣 業の 今まで 世に 知られす して 潜める を發 見した る 西 人の 

喜び は、 思 ふに 古器の 愛玩 者が 珍ら しい 掘 出し物 をした よりも 以上に、 遙 かに 深く 大 なる 意義 ある も 

ので は 無から うか。 

憶 ふ、 明治 三十 六 年せ 水 月 某日、 先生 は 遂に 束 京の 文科 大學を 去られた。 これほど 立派な 講義 を爲ら 
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れた 先生、 教師と しても 精勵恪 励の 人であった 先生、 學 生の 尊崇 敬 ia^ を 一身に 集めて 居られた 先生、 

:v< あるが ために 常時 私たちの 母校が 世界に 知られて ゐた 程の 此の先 生 をして、 遂に 去らざる. V 得 ざ 

るに 至らし めた 者 は、 …… 喷、 私 は 之 を 言 ふに 忍びない。 

文豪と しての 先生 は 世界が 之 を 知って ゐる。 先生の 文 を 論じ その 人 を 傅した もの は、 英米 はもと よ 

り獨 1^ 怫 伊の 諸 邦に 甚だ 多い。 英文の 評惯 として は ジョォ ヂ • グゥ ルド、 イリ ザべ ス • ビズ ランド、 

H ドヮ アド • トマ ス 等の 救 種の 書が ある。 ただ 英文 舉敎投 としての 先生の 一 面が 未だ 多く 世に 知られ 

ざる 事を憾 とし、 講義 $1- の 上梓 を 機と して 敢 へて 此 拙劣なる 一文 を 草した。 歳末 歲始の 忙屮に 閑を偷 

み， て 走らして 成れる、 かかる 粗 莽蕪雜 の 文字 は、 いま 來京 雜司ケ 谷の 天台宗 寺院 自證院 の 墓所に、 

安らかに 眠らせ 給 ふ 先師に 對 しても 徇 に申譯 なき 事 だと 思 ふ。 

(大正 七ハキ 1HO 
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果して 虛榮の 罪 か 

一 賄 賂 

またしても 九州の 牧贿 問題が 世 を 騒がせた。 今な ほ 私 どもの 記憶に 新な、 往年の 教科書 事件 以來僅 

かに 十數ハ 牛の 問に、 かの ョ溏 事件、 海軍 事件の 如き を 筆頭と して、 此 種の 問題 は 幾た びか 天下の 視聽 

を欹 てし めた" 特に 法廷の 問題とまで はなら す、 また 新聞紙 上に は 現 はれす して 長へ に 祕密裡 に 葬り 

去られ、 從っ てまた 平素 閑 窓に 閑居して 閑 文字に のみ 親しめる 吾等 讀菁 生の 耳に 達しない 此 種の 事件 

は、 たと ひ 大小 輕 重の 差 こそ あれ、 之を數 ふれば 實に 幾千 件 幾 萬 件の 多き に 上る ことで あらう。 西 人 

にして 若し わが 日本 を 目して 賄賂 公行の 國 なりと 篤る 者 あらば、 吾等 架して 何と 答 ふ べき か。 

西洋に も 賄賂 は 行 はれる と 人 は 言 ふだら う。 行 はれる どころ か、 車夫 馬丁の 徒 を 始めと し て 稅關 

. 吏、 警吏、 郵便配達に 至る まで、 比較的 下 I&? の 階級に ある 者が 不正の 牧入を 貪る 事 は、 日本に 於け る 

よりも 西洋の 方が 遙 かに 甚だしい のが 事實 だ。 然しながら 苟も 政治 上社會 上に 相當 重要の 地位に 立て 

る 公人た る 者が その 公職 を 利用して 私腹 を 肥さん とし、 かく も 壞 次苞 1 の 問題に 關聯 して 赤恥 を 天下 
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に 曝す ies- は、 現代に 於け る 世界の 文明 國に 於て 斷 じて 他の 類例 を 兌ざる 現象で ある。 殊に 奇 なりと す 

べき は、 上の 爲す ところ 下 之に 倣 ふの 語が、 日本に 於て 贿胳 のこと に關 して は 適切なら ざる やの 感さ 

へ ある。 卽ち 日本の^ 吏、 郵便配達 など 微力な 階級の 人た ち は、 西洋の 同 階級の 者に 比して は 稍跟潔 

であるに も拘 はらす、 かの 大官 と稱し 有力者と 號 する 者が、 動もすれば 此 種の 罪惡を 犯す こと 多き が 

ため、 社 僉を蠶 毒す る こと も 更に ー騷 甚だしい。 思へば 西洋の I.- 級 者の 收防 癖と 日本の 上流 者の それ 

と、 此點 では 西洋と 日本と が 殆ど 正反對 である 事 は、 民族 生活に 於け る 一 個の 注目すべき 現象で はな 

いか。 見よ、 彼阔 では 多く 警吏 門番の 徒の 犯し 易き 罪 を 以て、 日本に於ては堂々たる 一 國の^^相が嫌 

疑 を 受けた ので ある、 役所の 長官まで が 首を縊 つたので ある。 所謂 名譽の 軍人と 稱 する 者 も、 一圃の 

良な りと いふ 代議士 も、 これが ために は 線 被の 辱め を 蒙った" 否な 子弟の 前に は 聖人 君子 を粧 ふに 

巧みなる 教育家 までが、 挎地 一 反で 法廷に 罪 を 問 はれた ではない か。 尙 更に 驚くべき は、 法官の 痛快 

なる 剔抉 を 見て、 此 類の 事 を 一 々荒立てて 菲を亂 す は、 審 業の 進 運 を妨ぐ なぞと 公 1  一 H して^らざる 有 

力なる 寳業家 さへ ありと 聞く。 如何に 黄金 熱に うかされ たる 病 者の 囈語 なりと はい へ、 今の 時節に こ 

れ はまた 隨分 途方 も 無い 事 を-一一 in ふ があった もの かな。 敢 へて 問 はん、 雨 は 3^ して. 1:^ 明國 の：^ なり 

や- 

； はさきに 現代の 文明 國に 於て と 言った。 何と なれば 過去に 於て は、 西洋に 於ても 贿赂 公行 は、 希 
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臘羅 馬の 時代から 近世に 至る まで、 殆ど 日本の 現狀と 大差な き 有様であった からだ • かの 立憲政治の 

模範 國 たる 英國に 於て さへ も、 或 時代に は 議員 買牧が 毫も 珍ら しくなかった 腐敗 墮 落の 時代 も あ つ 

た】 然し それ は 英國の 政界が 眞に民 本 政治の 實 を擧げ 憲政の 完美を 致す より、 すっと 以前の 話で あ 

る。 卽ち千 八 百 三十 二 年の 議院 改善 拔 通過 以前の 時代に 屬 する 事 實 である。 哲人べ ィコ ン 廟堂の 柩機 

に參 して 收贿 し、 w;;^ を 5^ て 汚名 を 千載」 傅 ふるに 至った の は、 イリ ザべ ス女 王朝の 事で はない か。 宰 

相 a バト • ヲ オル ボ オルが 自己の 政策 を 行 はんため、 盛んに 黄白 を 散 じて 議院 政治 を腐肷 せしめた の 

は、 逮ぃ逮 い 十八 世紀の 昔 物語と なった。 二十世紀の 今日に 於て は、 宰相 n イド • ジ ョォヂ が 自己の 

財^^の出听に疑を禅まれた時、 直ちに その 资產の 內容を 天下に 公表して 憚らなかった 程に、 英國の 公 

人 は 今 口、 金 錢 問題、 廉潔 を贵 ぶので ある。 口 本 は德川 時代の 老中と 言 ふ ものから 明治 大正の 高官 議 

員に 至る まで、 今 も 昔 も 種々 の 美名の もとに 行 はれる 賄賂 を 以て、 殆ど 公然の 祕密 なりと 心得て ゐる 

國 である。 此 有機で はまた 武士道 も絲风 もあった もの か は。 赤穗 義士の 美談に すら、 牧贿 漢吉良 上野 

介 の 行動が そ の 動機 を爲し て ゐる ではない か。 

東海 君子 國の 民、 出 來金錢 に 潔 蹄な りと 稱 せらる。 勞 力に 對 する 正當の 報酬 を 求む る 場合に 於て す 

ら、 士人は りに 黄白の 事 を 口にせ ざらん と 欲する 程の わが 日本が、 かく も賄赂 公行の 國 たる は 1 

見、 大 なる 矛 であり 撞着で あるかの 如き 觀が ある。 而も かくの 如き、 或は これ 大愁は 無慾に 似、 大 
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好 は忠に 似た るの 類で あらう か。 はたまた 石部金吉 を粧 へる 道學 先生に、 徘々 の 如き 好色漢 多き の 類 お 

か。 ああ、 5；?； 子國の 民よ、 雨 はまた 竞に僞 善の 民 か。 

二 時代錯誤の 喜劇 

收贿15^^件の錢發は確かに聖代の恨事また國民の恥辱でぁるが、 その 原因 を尋 ぬれば これに は 色々 の 

ie^-がぁらぅ。 曰く 黃金崇 拜の餘 弊、 in く 法律 萬 能の 謬 想、 曰く 官吏の 薄給、 曰く サ イシ の践 E  (「才 

子」 ではない。 世に 敏腕家 なぞと 云 はれて ゐる或 種の 俗漢、 舉名を ホモ • サビ H ンスと 呼び、 和名 を 

サ イシと 名 づける 類 人 jil の やうな 一種の 動物 だ)、 曰く 祕密 主義の 弊、 曰く 職業 敎 育の 結 曰く 寵 

商の 弊害、 曰く 女子 虚榮の 罪、 曰く 何、 曰く 何。 かう いふ 色々 の 事が、 今まで 原因と して *1 の 論者の 

口に 上った。 如何にも 皆 尤もで あらう。 

しかし 今此 種の 事件 を 文明 批評の 問題 或は 思想 上の 問題と して 見た とき、 菜して 如何なる 事が 考へ 

られる だう か。 日本 現代の 文明の 根柢に 潜める 一大 缺陷 とも 云 ふべき ものが、 ここに も 亦 極めて 露骨 

に その 醜惡 なる、 而も また 猿芝居の やうに 滑稽な 半面 を さらけ出して ゐ るので はなから うか。 

私 は 此缺陷 を 假に名 づけて、 形式に 對 する 內容實 質の 時代錯誤と 呼んで おく。 元来 時代錯誤と は、 

時と 處を 得ない 二つの ものが 一 緒に 置かれた ために 生す る 不調和 を 意味す るので ある。 文學 上で 言へ 


ば、 沙 翁が 古代 希 醍の雅 典の 事 を 書く のに、 平氣で イリ ザべ ス 時代の 町人 を 使って ゐる やうな 滑搭を 

指す ので ある。 

今の R 本人の 生活 或は 文明 は、 その 形式的 方面 即ち 制度 法律 なぞの 上に 於て は、 西洋の 非常に 進ん 

だ 文明 國の それ を燒き 直して 出來 たもので ある。 又 その 形而下 的 方面 或は 物質 生活の 方 を 見ても、 商 

工業の 發 達と いひ、 經濟 組織と いひ、 總べ てが 错 先進 諸國の それに 一歩 も 後れ ざらん とする 健 氣な努 

力に よって、 中外の 耳目 を聳 動した 程の 進歩 改善 を 見た。 換言すれば 外形 上に は總 てが 皆 最新式の ハ 

ィ カラに 出來 上って ゐる。 ところが 更に 目を轉 じて 文明の 他の 半面、 卽ち國 民の 內的 生活、 形而上の 

方面、 また 思想 道德 など、 文明の 實！ K の 側 を 見る と、 玆に はまた 驚くべき かな、 依然として 二三 世紀 

以前に 旣ぅ疾 くに 徵の 生えて 了った やうな 古臭い ものが、 非常な 執着 力 を 以て 今も猶 頑張つ てゐ る。 

頑冥 固陋と 言 はう か 保守 退 嬰と 言 はう か、 眞 にお 話に もなら ない 天 保錢か 一 文錢 見た やうな ものが、 

牢乎た る 權威を 以て 思想界 を 支配 せんとして ゐる。 多少 新しが つて ゐる やうな 人で すら、 其 人の 腹の 

底の 奥の 奥の 方 を 見る と、 矢張り この 天 保錢を 大切に 仕舞 ひ 込んで 尊重す る氣 味が ある • 首 は 飛んで 

もこれば かり は 放さぬ とい はねば かりに、 傅 家の 寶 物と でも 心得て ゐる らしい。 殊に 怪しむべき は、 

大正の 御代に なって 封建時代の 骨 童 人物 は 大抵^ 落し 去った にも 拘 はらす、 後から後から また 同じ や 

うな 種類の 頑冥 黨が どこから 出て 來る もの か、 いくらでも いくらで 飛び出して 來 るの は 不思議と E 心 は 
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れる程 だ。 かくて 現代の 日本 は、 その.？：的生活に於.-は確かに怫蘭西革命以11の西欧^^阔、 卽 ち先づ 

精々 十八 世紀 位のと ころに のそのそして 動かす にゐ るので あろ" 卽ち 十七 八 世紀の 內的 生^ や 思想 狀 

態の 上に、 二十世紀：^ 近の 物 的 形式 文明た 借用して 來て、 そこに 多くの 喜劇 を 演じて ゐる のが 今日 

のお 樣だ。 これが 時代錯誤でなくて 菜して 何で あらう ぞ。 醜態 暴狀 見る に堪 へす、 〈に 識者 をして 面 

を けしむ る もの ある は、 卽ち この 一大 缺陷が あるから だ。 

ベルグ ソン は 滑稽 を說 明して、 生命の 絶えざる 進化 流動に 逆ら ふ 所に 生す る もの だと 首った。 動い 

て 止まない 生，. § の 流に 背馳して、 固定し 硬化 せんとす もの ある 時、 社會现 象のう ちに は^ 釗が 生れ 

る。 -z: 容 よりも 形式 を 重んじ、 精祌 よりも 物質 を 先き にせん とする 如き 場合 も その 一 つで、 假面を か 

ぶる おの 5^ 精に 15- える 所以 は卽ち これ だと 說 いた。 また 昔から 他の 多くの 學者 も、 ^稽の 意味 を說明 

する に 不調和なる 二 物の 併置 を 以てした。 沐猴 にして 冠す る も此類 だら うが、 若し 田 吾作、 空 丘 ハ衞を 

して 最新式の ハイカラ 仕 立の 燕尾服 を 着用せ しめたら ば、 恐らく 今日日 本文 明の 好個 カリカチュア 

をな すで あらう。 そして 此 種の 喜劇 滑稽 は、 その 半面に 於て また 往々 にして 深刻なる 悲劇で ある こと 

も、 人生の 一 つの 反語で はない か。 日本に 多い 牧贿 事件と 云 ふやうな iSif も、 考 へ 方に よって は、 そこ 

にシ ョォの 戯曲 を讀 むより 以上の 皮肉が 味 ははれ ると 思 ふ。 

私 は 先づ具 的な 一 二の 例 を擧げ よう。 日本の 憲法 政治と いふ もの は 元來、 西洋の 最も 進んだ ハイ 
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カラな 政 體を繞 き 直して 出來 たもの だ。 形式 だけ は 旣に備 はって、 立派な 議會 が出來 てから 旣に幾 十 

年に 及んで ゐる。 ところが 國 民の 內的 生活に ある 政治 思想に 至って は、 依然として 二三 世紀 前の 妙な 

ところに 固定 沈滞して 少しも 動かう としない。 今頃に なって 歐洲戰 爭で何 を 思 出した もの か、 急に 民 

本 主義の 言葉 一 a- をす る 必要 を 生す る 程に、 時代から 後れた ものである。 徒らに 形式 上物 質 上に ハイ 力 

ラ がる 眞似 は、 猿に でも 出来よう。 しかし 形式に 伴 ふ 內容が いつまでも 骨 T 威 的 古物 だから、 日本の 立 

憲政 治 は 十年經 つても 一 一十 年經 つても 物に ならない。 國 民の 政治的 生活の 眞の 精神とまで は 成り 得な 

いので ある。 時代の 合 はない 二つの 物 を； 緒に 並べた 錯誤の 喜劇と は先づ この 通りの もの だ。 かの 遠 

から や 日 比 谷 原頭の 偉觀 たらん と 傅 へ られる 最新式の 議院 建築の 如き も、 かくて また 遂に 時代錯誤の 

新しき 一 大象徵 たるに 終ら すん ば 幸 ひで ある。 

更に 教育界に 就いて 見ても 一 方に は 西洋の 最近の 科擧的 物質的 知識 を 授ける 一 般の舉 校 制度 その も 

の も、 昔の 德川 時代と は 似ても 似つ かぬ 新式に 出来 上った の はまこと に 結構 だ。 ところが 生徒の 內的 

生活 を 指導す る 段になる と、 十 年 否な 百年 一 日の 如く 舊 思想の 一 點 張りで、 昔の 頑固 老爺の 說法 見た 

やうな 事ば かり を 言って 聞かせる。 そして 新しい 文學ゃ 新しい 思想 は 不健全 だの 怪しから ぬのと 言つ 

て、 靑 年が 燃 ゆるが 如き 必然の 內的耍 求に 迫られて、 切に 之 を 求めても 決して 與 へようと はしない。 

從 つて 敎育は 極めて 內 容の签 疎な 形式 一 方の 束縛 教育に 走って、 人物 養成の 實効は 少しも 擧 つて ゐな 
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い。 1 時 喧しく 言 はれた 普： g 敎 育に 於け る 立憲 思想の 養成 なぞ も、 その後 どうな つて 了った のか 一向 

聞かない ではない か。 

かかる 意味の 時代錯誤の！ S 例 は、 我が 國 現代の あらゆる 社會に 於て 見出され るが、 收賄 事件な ども 

亦 同じ 立場から 考 へ る ことが 出來 ると 思 ふ。 

今の 口 本の 事業界が その 形式 や 組織に 於て、 西洋の 最新式の ものと 異なる ところな き は 言 ふまで も 

たい。 それに も拘 はらす 之. V 運轉 して ゐる當 事 者の 頭 は、 今 もお 昔ながら の 古い 所に 停滞して 容 に 

迆ま うと はしな い。 

n 本に は 昔から 特別の 意味で 有力者 ゃ官 人に 接近す る寵 商と 一 百 ふ ものが ある、 御用達と 云 ふの が あ 

る〕 これらの 人た ちの 周 園に 耱綿 紛糾せ る內 に 至って は 固より 祌祕の 帳の 蔭 ふかく も 隠れて、 私 ご 

とき 門外漢の 知る ところで もなければ また 言 ふべき 限りで もない。 しかし かかる 舊 弊な 者の 存在 を 許 

せる 內的 原因、 平たく 言へば さう いふ 人た ち を喑々 裡に 動かして ゐる 因襲 觀 念の 如何なる ものなる か 

に 想 ひ 到る 時、 聰明な る 讀者は 早く も 私の 言 は んと 欲す る 時代錯誤 の 意味 を 察せられる であらう。 

今日日 本の 一切の 社^ 組織 經濟 組織 は、 外形 上 全く 新しい ものに 變 化して ゐ るに 拘 はらす、 應道 

德の 上に は 不思議に も 封建時代からの 因襲が、 恰も 頑強なる 徵菌の 如くに こびり 附 いて 離れない。 言 

ふまで もな く 今 u の 經濟 組織から 言へば、 社會 のために 自己が 11;^ くした 正常な 報酬と しての 外 は金錢 


は 受けられない 譯 である。 しかし 日本の 昔からの 因藝觀 念から 言へば、 主君より 賜 はる 拜領と 名の 附 

く 物 は 無論の こと、 或は 他より 受 くる 役得、 附け 屆と稱 する ものの 如き、 實 はえたい の 知れない もの 

であるに も拘 はらす、 之 を 受ける 事が、 たと ひ 或 場合に は 是認せられ なかった にもせ よ、 さまで 大な 

る社會 的罪惡 なりと は 見做されて ゐ なかった ので ある。 私情 を 以て 謂れな き 黄金 を收受 する 事が、 社 

^の 一員と して 犯せる 罪惡 たる 點に 於て 泥棒と 異なる ところな きものなる 事 を、 決して 痛切に は 感じ 

てゐ なかった の だ。 たと ひ 暮夜 ひそかに 鬥を 叩いて 近づかん とせる 寵商侫 人の 手より 阿 賭 物 は 受けよ 

うと も、 形式 上、 君に 忠、 親に 孝なら ば それで 立派な 男一匹 だ、 と 人 も 許し 我 も 信じて ゐ るので あ 

る。 ちっと は 彼奴 もやり 居る わい 位な 所で 先づ 無事に 濟ん だので ある。 一方に 於て は正當 な 報酬 を 奥 

求す る 場合に すら、 猶金錢 の 事 を 口にする を 憚る 程 潔癖で ありながら、 他方に 於て は 平 氣で不 fl^ の 阿 

赌 物を收 める とい ふ 事 は、 昔風の 舊 弊な 日本人で なければ 斷 じて 出来ない 矛 の藝當 である。 出 所の 

知れない 金で 衣食 は 愚か、 贄澤 三味 をして ゐる 怪しげな サ イシの 多き こと 日本の 如き 國は、 他の 文明 

國に 一寸 例が 無 いのは、 全く この 矛盾の 藝當を 何等 良心の 呵責な しに 演じ 得る 者が 多い からで ある。 

察する 所、 世に 多き 牧賄者 も 贈賄 者 も、 若し 全然 法律の 示す ところが 無かった らば、 賄賂 を 以てさ ま 

で罪惡 とは考 へて 居ない ので はない かと 思 ふ。 袖の 下 や 附け屆 と はそんな にまで 惡ぃ事 かな あ、 と 今 

更の やうに 呆れて 驚いて ゐる人 も、 廣ぃ 日本に は 百 萬 人 や 一 一 百 萬 人で は あるまい と 思 ふ。 
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中む 孝の ^題と でもい へば 口角 泡 を 飛ばして 激論し 愤慨 する 程の 人で さへ、 平素 牧賄者 流 を 目して、 

あれ は 融通の 利く 人、 少し は 話の 解る 人、 腕の ある 人、 さう いふ 言葉で 批評して 平 氣でゐ るの が 多 

日本人の 金 錢道德 と 云 ふ もの は、 かくの 如く 時勢 後れの 舊 弊な ものである、 鎖國接 夷の 時代 を距る 

事 未だ 遠から ざる 程度の ものである。 ところが 一 方に 於て 今日の 法律 は 西洋文明 國の 比較的 新しい と 

ころ を擧ん で出來 たもので ある。 それが 恰も 時計の 機械の やうに 遠慮 會釋 なく 動いて 行く。 因襲 的な 

}^ 思想の 人た ちの 上 へ寸毫 の假借 もな くこの 最新式の 法律 を 適用して、 所^ 秋官 獄を斷 する の 態度 を 

以て 臨めば、 醜態 百出す るの は 常然の 次第で ある。 法廷に 持 出さる る收賄 事件の 如き、 寧ろ その 數 

少 き を こ そ 怪しむ べき だ。 

へ マ の 日本で は 一切 萬 事が すべて 此流俊 だから、 常の 卑近な 事に も 時代錯誤の 喜釗は 到る 所に 兑ら 

れる。 それが また 形式的 物質的 方面 を 新しく すれば する 程、 益々 際立って 目につく ので ある。 花 時 

ス テ 

の 汽車 電車の 旅の 不愉快な 事 はどうで あらう。 侗人 同志の 間で は 無闇に 丁寧な 日本人が， 車中 或は 停 

車 場での If 行 碗 はお 話に もなら ない もの だ。 醉漢の n 恭狀と 云 ひ、 押 合 ひへ し 合 ひの 亂雜 とい ひ、 まる 

で 無政府 狀態 だ。 汽車 電車 或は 鐵道 規則 そのもの は、 いくら 新式の ハイカラに 出來 あがっても、 乘容 

の 頭が 少 しも 文明 的で ない の だ から、 日本 の 花時 の 旅行 に は 西洋の 汽率 電車の 旅で 決し て 見られ-な い 
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多くの 不偸快 を覺悟 せねば ならぬ " 

私 はまた n 本で E 動 車に 乘る^ に、 これ も 時代錯誤の 好 標本 だと 思 ふ ことがある。 3 本で は 自動 率 

は 何だか 一 種の 澤 物の やうに 見做されて ゐる だけに、 米國 に：： 取 も 多い フォ ォ ドの廉 物の やうな の は 

少ぃ。 ピアスの 最新式に も 劣らない 程の 立派な 車 さへ 勘から す 輸入され てゐ る。 而も n 本で は その 乘 

心地の 惡 いこと 甚だしい もので、 それ も その 害、 自動車 だけ はいくら 新式の 上等で も、 肝腎の 猜-路 の 

方が 封建時代 その 儘の でこぼこ 式で ある、 市街に 車道の 151； 別 も 無ければ、 況ゃ 郊外に ドラ イヴの 設備 

はない。 だから 埃が 立つ、 が たびしす る、 タイア は 損む、 はて は 行人 をして 顰燈 せしめる やうな こと 

になる の は 當然の 結果 で あ る。 

n 木 今：：：； の 文明 は總 ベて が此 自動車 式 だ。 封建時代の 野蠻な 物の 上へ 二十世紀の 最新式の 物. V, き理 

無 IS に運轉 させよう として は、 到る 所に 色々 の 喜劇 を 演じて ゐる" これで 萬 事が 圓滿に 健全に 進涉し 

て 行く 理が 無いで はない か。 於是 乎、 形式 上物 質 上の 新式 を 全然 撤廢し 去って、 鎖國 攘夷の チョン 髻 

時代に 逆戻りす るか、 若し それが 出來 すと あらば 內的 にも 外的に も、 また 形式に も內容 にも、 物質に 

も 精神に も、 兩方 とも 思 切って 新しくな るか、 二者 孰れ か 一 を 選ぶ より 道 は 無い 笞 だ。 

然るに また 怪しむべき かな 驚く ベ きかな、 現代の 日本人 は 物質 上 形式 上の 進歩 改善に その 全力 を 

傾注しつつ、 滿 身の 精力 を 倾け盡 くして 惜しまざる 觀は あるが、 それに も拘 はらす 精神 上內容 上に 
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は、 殆ど 何等の 眞面 H な 努力 をも拂 つて ゐ ない" 物の 者へ かた 兑 かたは 依然として 大名 行 の 時代 そ 

の 俊で あるの みか、 甚だしき に 至って は 思想 や 道德に 於て は、 無理やりに でも 昔の 時代に 逆戻り させ 

ようと 苦心 焦慮して ゐる人 さへ 稀で はない。 二十世紀 東海の はてに は、 シルク • ハットの 下に チョン 

駁を 《w ゑて 見たら ば、 さぞ： n 本に 固有な、 特有の 結構な 物が 出來 上らう と 日夜 苦心して ゐる頒 愚阁陋 

の 徒が ある 事 は、 富に 文明 史上の 奇觀 だ。 世界 共通の 新 思潮に 對 して あらゆる 反抗 を 試み、 はて は 罪 

も か r 無 い 文藝上 の 新 思想に 對し て まで 盲滅法な 排擊を 試み る 者 さへ 多い のが、 何よりの 證據 ではな 

いか。 かの 時勢 後れの 侵略的 武斷 主蕤を 謳歌 せんとす る 者の 如き、 また 此 徒の "亞 流た らん すん ば 幸 ひ 

だ。 

今の z: 本で は、 政治で も敎 育で も宗敎 でも 實業 でも、 何でも かで も $1 此 種の 時代錯誤に 惱 まされて 

ゐな い^は 無い。 從 つて 凡ての 事が のんびりと 發 達しないで 畸形と なり、 不具と なり、 そこに また 衝 

突 も 起れば 破綻 も 出る。 まるで 匁の 缺 けた 出^ 疱 丁で 鰹節 を かく やうな もの だ。 かくて は 遂に 開化し 

たる 野蠻國 とも 言 ふべき 滑稽な ものが 出來 上る. たらう。 

三 女の 虚榮 

维が 滑って、 思 はす 前置きば かりが 長くな つた。 さらば 本題に 人ら う。 牧賄 問題に 聯關 して 日本 


人の現狀を^！；；-へたとき、 私 はこ こに も 同じ 時代錯誤の 病弊 を 見た ので ある。 

人 マ 囘 事件の 衝に當 つた 某 法官の 語れる ところと して 傳 へ られ ると ころに よれば、 かかる 事 は 婦人の 

虚榮が 原 だと ある。 世 問 一般、 殊に 子に は 左様 信じて ゐる 人が 頗る 多い らしい。 折も折と て 春 さき 

は 細君が 花兑 衣裳の 一 つも 新調し ようと 云 ふ 矢先、 これが 亭主に とって 究竟の 反 對理. a. に 利用せられ 

た 場合 も 多から うと 思 ふと、 ちょと 破顔 微笑した くなる。 

暴君の やうに 我儘な 丰； 人が、 座敷に 在った 花瓶 を 落して 破る と、 早速 下女が 細君 か を 呼び 附 けて、 

お前た ちの ml- き やうが 悪い からだと 怒鳴る。 自分の 不注意と 失策と は 棚に 上げて 顧みす、 先づ 弱い者 

に 罪 をぬ すり 附 けようと する。 今度の 女子 虚榮 問題に も 多少 この 趣が 無いで はない。 

ある 不祥の 事が 起る と必す 何者かに 罪を歸 しょうと する？ その 何者か は 抽象的 或は 非人 稱 的な もの 

では 承知が 出來 ないから、 必す ある 人に ぬすく る。 そして 其 人 は 弱い者で ある 事が 最も 好都合な ので 

ある。 平生 無事の 日に は 殆ど 無能力者 同様に 蔑視して、 その 言に すら 耳 を 傾けす に 置きながら、 一朝 

かかる 不祥事の 起る に當 つて は、 先き に 女と 云 ふ 弱者 を 捉へ來 つて 槍玉に 擧げ ようとす る。 日本の 

男子の 婦 人に 對 する 横 なる 態度 は遣憾 なく 此際 にも 現 はれて ゐる。 さきに 教科書 事件の 時に も、 海 

軍事 件の 時に も、 同じ 事が 世人の 口 に 上った。 

私 は 妻 君の 虚榮 が、 收防l5^f件の背後に伏在してゐる 一 小原因でぁった事を認める。 また 極めて 特殊 
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な 場 <I 口に 於て は、 それが 主要な 原因であった 事 を も 否定す る 者で はない。 しかし？. 上 多くの 論^が 言 

へる 如く、 これ を 以て 重大 原因な りと 兑 做し、 =^ だしきに 至って は^ llj; が^^の ために 犯した る 罪 

を、 ネ 主が 背 负-っ て ると 一一 一一 C は ぬ ば かり に 誇張す る^ ある を 聞 い て 、 そ の 餘 りな 出 鱒 目に 驚かざる を 得 

ない。 かくの 如き 2^41 は、 婦人の 地位の 確立され て ゐる米 a: は 勿論、 英佛 等の 先進 li に 於て 恐らく 5=^ 

にす る isl- の出來 ない 性質の もので あらう。 

； F ルは旣 に 述べた 如く、 かかる 事件に は虚榮 なぞと いふ 事よりも、 遙 かに 蜇大 なる 多くの 原因が 他に 

ある 事 は 勿論 だが、 に.^ 榮と 云ふ點 のみに 就いて 言っても、 Ei- 子の 虚榮心 は その 馬鹿々々 しさ 加減 

に 於て、 女子の それと 毫も 異る 所な きのみ か、 遙 かに 悪むべき 惡 性の ものである ため、 社會に 流す 害 

棄も從 つて また 女子の 虚榮 心よりも 更に だしい ので ある。 襟 飾の 模様 を氣 にして 見たり、 鍍金の 金 

計 を プラドげ て たりす る點は 婦女子と 何の 選ぶ ところな きのみ か、 勳 舞に あこがれ、 書 を 珍重 

し、 らに 門戶を 張らん とする 者の 如き、 政界に 於て 舉界に 於て また 事業界に 於て、 その 一世-て iSd 毒 

せる 事の 如何に 甚だしき か を 兌よ。 之に 比すれば 女子の 虚榮の 如き、 その 淺 薄なる 點に 於て 無 邪氣な 

る點に 於て レ 殆ど 問题 にならない と 言って 可い。 

似た もの 夫婦と いふ 俗諺に は 眞理が ある。 犬 も 喰 はぬ とい ふ喧啼 をしながら も、 一緒に 慕して 行け 

るの は兩 方が どこか 似. - ねる からで ある。 また 一 緒に 暮 せば 兩 方から 接近し 同化し きってお のづか 


ら 似て 来る ので ある。 若し 虛榮 とい ふ 事が 令囘の 如き 事件の 場合に 問題と なると すれば、 主人の 虚榮 

も 細君の それと 似た もので、 男子 だけに 却って 女のより も 更に 惡 性の もので あつたに 相 遠ない。 極端 

に 女尊男卑 である 米國の 如き 國 ならばい ざ 知らす、 男子の 劎 幕の 恐ろしく 烈しい 此 日本に 於て、 亭主 

は 一 一 宫宗で 細君ば かりが 虚榮 の權化 だな どと 云 ふ 場合 は 千 人中 恐らく 一  人と 雖も 無から うと 思 ふ。 單 

に此點 から 見ても、 女子の 虚榮 をのみ 咎める の は 我儘 勝 乎な 男子の 言 ひ 事に 過ぎない。 

装飾 美 は 女の 女た る 生命の 一半で ある。 また その 社會的 義務の 一端 だと 言っても 差 支ない。 徒らに 

おさん どんの 如く、 また 3^ 母の 如く、 なりふり 構 はすに 眞黑 になって 働く ばかりが 女の 能で も ある ま 

い。 出来るならば 身に 綾羅 を耱ひ 珠玉 を ちりばめ、 阿彌陀 如来の やうに 光らせる 事 も、 決して 咎 むべ 

きで ない ので ある" 世に は道學 先生と 云 ふ 者が ある。 王宮の 庭に、 さながら 己が 天成の美 を 誇る もの 

の 如く 舞へ る 孔雀の 絢爛たる 羽毛 を 剪り 去って、 色彩 ゆたかに 美し かるべき 人生 を 灰色に 塗り潰さう 

として ゐろ悪 魔が ある。 呪 ふべき かな、 彼等。 

勿論た だ 女子の 虚榮 心を滿 足させる とい ふ 事なら ば、 それ は 親孝行の やうに 結構な 事で は あ る ま 

い。 しかし 今日の 實 業界 なぞに は、 親孝行 を せんがた めに 泥棒 同然の 金 儲 をして ゐる 人間 は、 必 すし 

も 珍ら しくない ので ある。 否な 贫民 51 に は 親に 孝を盡 くさん がた めに、 隣家の 米 使 を 盗んで 法に 問 は 

れた者 さ へ ある。 かかる 場合、 その 罪の 源 をな したから とて 親孝行 そのもの を も 悪い と 言って 咎 むべ 
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き だら うか。 若し 女房 孝行の ために 罪 を 犯した 人間が ありと すれば、 罪は问 より 大に惡 むべ しと^も M 

その 志 や 寧ろ 憐 むべき ものが ある。 收 恥の 一 つも 爲 ようと 一 K ふ 横着な 『サ イシ』 に、 そんな 優しい、 

殊^た 心掛けの 男が 果して 一 人で も 居る だら うか。 紗く とも 左様い ふ 男が 日本に は 多い と 言へ るで あ 

ら. つか。 

若し^^ 事件の 起れ るに 際して、 1^ 人に 關 する 事が 問題になる とすれば、 論すべき 點は 他に 幾ら も 

あらう と 思 ふ。 卽ち 今日日 本の 男女 關 係に は、 文明の 進度と 全く 不調和な 時代錯誤が あるから だ。 

四 不思議な 贿賂 

不思議な： 極の 防賂、 と 言った つて 日本で は^に 不思議な もので も 何でもない。 今更 そんな 話を不 

思_!§さぅに書く者こそ餘程不思議に1«^ぇる位は、 私と 雖も 承知 だ。 承知で 之 を 書く の は 順序と して 書 

かざる を 得たい からだ。 

日本に は货 金の 外に ！ つ 不思議な 賄赂が ある。 之 を雜赂 として 用ゐる こと は、 近代の 文明 國に 於て 

多く 例 を a ざる n 本 特^の ものである。 それ は卽ち 男子の 獸 性に 附け 込んで、 賣笑婦 の 腐れた 肉を與 

、る 察 だ。 我が 國 固有の ものの 一 つと あらば、 これ も 亦 誇るべき であらう か- 

ン オシ 

1 夫 一 婦で^ 足し 得ない と 云 ふ 男子の 獸 性の 存在す る 限り、 東西 古今 いづれ の國 にも 避け ® き 社， „^ 
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的 害悪と して、 私娼 も あれば 公娼 も あらう。 しかし n 本に は 一種 特^の 藝 者と 云 ふ ものが ある。 この 

特種な 賣笑婦 は、 すべての 社交的 會 合に は 言 ふまで もな く、 公人が 公事 を議 するとき、 何人の 出 人 を 

も 許さない 場合に すら その 席に 侍する 程の 大 なる 特權を 有する 者で あろ。 西洋人が 富士山と 共に、 之 

を 日本の 名物と して 數へ るの も 無理 はない。 

西洋に も 古代 希 職に は 『へ タイ ライ』 と 云 ふ ものが あった。 源平 時代の 白拍子、 舊幕 時代の 傾城 遊 

女、 現代の 藝 者と 同じ 性 赏の寶 女で、 歌舞と 色との ほかに また 擧問； 一, 乂藝を さへ 責物 にした" 女子 教育 

の 全然 度外視 された 古代 希 職に 於て、 彼等の 間に は 才色兼備の 女 も 多かった。 プラト ォ ンゃ H ピキュ 

ラ ス のお 弟子に なって 氣焰を あげた 者 も あれば、 ゾ クラ テェ スと交 はって 世界に 於け る 女， i 論の 第 一 

聲を 放ち、 千載の もと 靑. に 名 を 留めて ゐる 豪の者 もあった。 しかし かう いふ 不思議な 一種の 賣笑婦 

は、 近代の 文明 國に 於て 全く その 影 を 潜めた。 二十世紀の 社會に 於て かくの 如き 者に 存在の 餘 地を與 

へて ゐろ 文明 阔は、 恐らく 日本 だけで あらう。 西洋の女優ゃ舞姬とは^„^だしく趣を異にしてゐる。 

武士 を 拔泥敏 に 描へ 上げて 國內の 平和 を 保た うとした 德川 氏の 政策 は、 寶笑婦 に 直接の 保護と 特 

權 とを與 /て ゐた。 遊里 を 自由 戀 愛の 行 はれる 地上 樂 園に 持へ 上げて ゐた。 從 つて 之 を 封建 時時 代の 

社 會と云 ふ 環境の 中に 昆れば こそ、 そこに 詩 美 も あれば また 一種の 道德 もあった の だ。 今日 一切の 社 

狀態 をハ. 1 カラに： H 上げて 置きながら、 然として かくの 如き ものの 存在 を 許す の は、 言 ふまで も 


なく^ に 執 せる 時代 錯.？ I である。 封建時代 は 去って 资本 主義 立憲政治の 世と なっても、 子の 婦 

人に 對 する 根本 思想 は 少しも 進韓 してお ない。 ： 刚性關 係に 现 はれた 時代錯誤の 現^と 云へば、 これな 

ども その 一 つで あらう。 

罪. のかげ に 女が あると 云 ふの は、 山嶽と 共に 古い 話 だ。 しかし今度の牧防^^件に限らす、 かかる 

場へ：： おし 罪が e-4=、 闢 係に 甚因 すると ころ ありと すれば、 そは紬11|^の虛榮などを問题とするょりも、 こ 

の 口 本 特有の 藝^ と 云 ふ ものの^ 在の 方が、 色々 の 意味から して 遙 かに 有力な 原因で ある こと は、 

新しく 曾 ふまで もなから う。 而も 此 を^め すして 彼 をの み^める とい ふの は、 明らかに 子の 得手 勝 

乎な？？ S 論 だ。 お 者に 罪 をぬ すくら うとす る 卑怯な 態度で なくして 何で あらう ぞ。 

英； f:i の 『防 咯』 と 云 ふ 宇の 語源 は、 『.1  乙 食に 與 ふる 一片の 麵包』 の 意で ある。 日本で は獸 慾に 餓 

たる 乞食に 與ふる 一 片の 腐肉の 意と もなる だら う。 讀者 はまた 沙 翁の 『ジ ュ カリア ス • シイザア』 の 

中に、 防赂を 欲しがる 者の こと を 『痒い 掌』 an  itchhlr、  pahii と 云って、 これが 日常の 俗語に も轉 W 

せられて In? る こと を 記憶 せられる だら う。 封建時代 や 希 随時 代の 兩性關 係 を 平氣で 今の 世に 持 しつ 

つ、 ハ 者に 關 係す る 事 を <lr も猶 粹』 だの 『通』 だの 『いき』 だのと 心 てゐる 時代錯誤の 人た ちに 

は、 痒 いのは {4. でなくて、 …… 一寸 これ は肯 葉に « した。 

ビエ ヱ 凡 • "ティの 『お 菊さん を 讀んだ 西洋人 は、 曰 本を资 女の 國 だと？ わって ゐる。 また 私は讀 


— お 


んだ事 はない からよ く 知らないが、 支那 人が 日本人の 性愁 生活 を 描いて 『留東 外史』 とか 云 ふ 本 を！！！ 

き、 日本 を賫淫 國 だと 罵って ゐる さう だ。 罵られても 仕方のない 缺 點の存 する 以上、 反^すべき 餘地 

は ある だら う。 

賣淫國 である 事と 賄胳國 である 事と、 二つの 問に は關 係が ある。 否定すべからざる この 原因 155^ の 

關 係.  そんな 事まで もくだく だしく 私 は 書きたくない。 

五 夫婦生活 

かかる 件 あるに 際して 若し 妻た る 人を咎 むべ しと すれば、 そ は眞に 妻た るの 責務 を ra^ し 得な かつ 

た點 にある。 然し それと いふの も、 B 本人の 夫婦生活に は 今 も 摘， 王 人と 奴隸 との 如く、 依然として 封 

建 時代の 因襲 を脫し 得ない 色々 の 時代錯誤が あるた めだ。 

々として 亭主の 亂行 を傍觀 しつつ、 之 を 男の = かいしょ』 として 許して ゐた者 は 誰で あるか。 夫 

カ賣 女に 溺れ て ゐ るの を忠吿 もせす 諫爭 もしな いのが、 新時代の 妻と して 立派な 淑德 だと 考 へ られる 

だら うか。 

七 去 一一： 從の奴 棘の 道徳が 婦人に 向って 說 かれた 舊 時代の 因襲が、 今 rn なほ 破 壌せられ ない 結 si- とし 

て 亭主の 亂行 を- -默視 する 事 を 女の 『たしな み』 の 一 つと さへ 心得て ゐる人 も鈔く はない。 たと ひま 
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た それ 程で なくと も、 亭主が 外で 道樂 をす る 代りに 着物の 一 枚 も ゅ3 つて 吳れれ ば、 それで 滿 足して ゐ 

る やうな 婦人 も 珍ら しくない のが 事實 である。 —— 亭主と いふ 者 は、 よく 色々 の恥赂 を^に 贈る もの 

だ y 

更に 他の 方面から 一一 r" ふ と、 罪惡の 結晶と も 云 ふ 可き 不淨 の 財が祌^^！な る ベ き 家庭に 這 入 る の も 知 ら 

す、 或は 知りつつ も 之 を默視 して ゐ たとい ふ 點に、 また 確かに 妻た る 人の 罪が ある。 

首 ふまで もな く 男子が 外に あって 爲てゐ る 仕事 を、 或 程度まで 理解して ゐ る 事 は 妻た る 人 の 義務で 

ある。 賢母 £2{ 妻の 眞 意義 は單に 家庭の 中の 問題と して 始終す るので はなく、 夫と 云 ふ 者 を 通して 女の 

力が 外部の 社會に 及ぶ ところに 價 値が あるの だ。 夫が 牧 賄の 罪 を 犯し、 或は 米の 買 占と 云 ふやうな 殘 

忍な 行 爲を敢 へて する 場合に、 敢然と して 之 を 制止す る 事 は 女と しての 義務で ある。 生存 競-争の 烈し 

い 時、 男子 は 動もすれば 功名 利 慾 3 念に 驅られ て、 不知 不識の 間に 罪 を 犯し 易い。 殊に n 本の やうに 

社會制 栽の 殿 格で ない 國 では、 男子 は 何を爲 でかす か 分らない。 さう いふ 場合、 女の 敏感なる 情 性 

以て 之. ゲ】 矯め 之 を 制する 事 は、 妻た る 人の 當然の 責務で はない か。 『お前 なぞに 世 問の 事が 解る か』 

と 言 ふ 亭主の 一喝に 葬られて 止む 如き 人 は、 新時代の 賢母 良妻で はない と 云 ふ 非難 を 免れまい。 これ 

では 嬖妾 下婢と 何等 選ぶ 所がない からだ。 

私 は 今 夫 II 生活に 現 はれた 時代錯誤に 就いて、 一 々これらの 事 を 指摘す るの 煩 を 避けよう。 ただ m 
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人の 眞の 覺醒と は先づ かくの 如き 點に 起るべき もので、 それが 纏て 女と しての 存在 をして 意義 あらし 

める 第一歩で ある 事 を 言へば 足る の だ。 現代に 於け る 日本 婦人の 地位が 餘 りに 低く、 其 勢力が 餘 りに 

弱い 事 は、 時代 文明の 形式的 方面と 全く 調和 を 得て ゐ ないから である。 あの 變 挺な 『新しき 女』 なぞ 

と 云 ふ 者が 世を騷 がした の も、 畢竟す るに 時代錯誤が 生み出した 畸形 兒 であった の だ。 

極端なる 壓迫を 加へ た 結 3^ は、 其 者 をして 萎縮せ しめ 自 屈せし め、 遂に 本来の 能力 を 失 ふに 至らし 

める か、 然ら すん ば 殆ど 自 14^ 自棄に 近い 反 *J 的 態度 を 執る に 至らし める。 日本の 馬 は 多年の 動物 虐待 

の 結 =^、 猛獸に 近い ものに なった と 評した 人が あるが、 日本 婦人の 中に も 稀に は 悍馬 御し 難き 類が あ 

る。 街頭で 少女 を 蹴 粒す 荷馬車の 馬の やうな の も 無いで はない。 しかし 多く は 幾 百年の 自 屈の 結 *、 

女と しての 本來の 能力 を さへ 失って 了った 婦人が、 妻と して 正當 なる 責務 を盡 くし 得 なくなって ゐる 

事が、 今囘の 如き 事件に 際しても 特に 痛切に 感じられる。 

之 を 救 ふ もの は 女子 敎 育の 任で あらねば ならぬ。 然るに 今日の 女子 敎育は 男子の 職業 敎 育と 同じ 

く、 徒らに 目先の 事に のみ 役立つ 實 用品 を 造る に 忙しく、 思想 方面の 敎養 4V 與 へる 上に は 何程の 事 を 

も盡 くして なない。 飯炊き や 按摩の 稽古 も 結構な 事で は あらう が、 そんな ことで 賢母 良妻 は 出来る だ 

らう か。 また 『ベ カラ ズ十 條』 式の 消極的 敎訓 もさる 事ながら、 更に 女子の 眼 を 開いて 眞の 向上と 覺 

瞎とを 促す に 足るべき 積極 方針 を 執る に、 何故 躊躇す るので あらう か。 私 は 先頃 新聞 跌 上に 揭 げられ 


. たる、 將來の 希望に 對 する 女舉 生の 答案と 云 ふ もの を 讀んだ 時 も、 矢張り 同じ 事を考 へさせられた。 g 

米國に 於け る 婦人の 地位が ^りに 高いた め、 多くの 弊害が あると 同時に 一 方に また、 あの 極端な 功 

利 主義の 文明の 餘毒を 除きつつ ある もの も 亦 婦人の 勢力で ある 事 を、 わたくし は 翁に 『北米 印象 記』 

(本 卷に牧 む) の 中に 說 いた" 日本の 黄金 文明の 進歩の 急速なる と共に、 思想 や 宗教 や 道 德ゃ藝 術 

や、 て 文明の 內容の 方面に 於て 婦人の 責務が 3 兪々 重き を 加へ つつ ある 事を眞 面目に 考へ て 貸 ひたい 

ので ある。 il:- 思に のみ 生きん とする 男性 を 中和す ろ 事 は、 感 its に 生きん とする 女性の 天職で あるから 

だ】 

六 虚榮の ャ面を HIT す や 

此稿ケ 起す 初から、 «1 かう と 思つ て^の 腦裏 を往來 して ゐた 二つ 三つ. H.: 要な 點に は、 まだ 少しも 觸 

れてゐ なかった 事に 氣附 いた 時、 早く も 豫定の 紙 數は盡 きんと して ゐる。 かくて 龍 頭 蛇 尾に 終らん と 

する を 自ら も 苦笑しつつ、 今 大急ぎで 簡單に その 一 一三の 點を 書いて 此の 稿 を 了ら う。 

rr 本で は 罪； siw のかげ に賫女 あり 婦 ありと は言 へ よう。 しかし 同じ 筆法 を 以て 罪惡 のかげ に 妻 あり 

とたし、 之 を 妖嬖に 比する が 如き は誣 ふるの だしきと 言 はんより は、 寧ろ 殘酷 である。 

女に は 感じ 易き 淚 脆き 情 性が ある" おのが 愛する夫 をして 罪-て 犯さし め、 图 圄の 人たら しめて ま 


で、 自己の 虛榮 心を滿 足せし めようと する 程に、 女 は —— 否な 少く とも n 本の 婦人 は、 1^ 酷 無情な 者 

だと は考 へられない。 しかしながら 今假に 女の 虚榮 心が 犯罪の 素因で あつたと 見る にしても、 それ は 

女が 虛榮 心に 煽られて 不知 不識に 犯した 罪で ある こと は 一 一 一一 n ふまで もない。 ところが、 かかる 場合 その 

半面 を 見る と、 そこに は 確かに 女子 をして ここに 到らし めた SR 子の 方に も、 咎 むべき 點が ある。 

男子の 淫蕩 は單に 金錢ゃ 肉體の 上ば かりで なく、 色々 の 意味に 於て 精神的に も 亦 恐るべき 悪影響お 

妻に 與 へて ゐる。 その 中の 一 っは棄 てられた るセ め、 孤獨 なる 者の 悲哀で ある。 愛に 生きん とする 女性 

として は、 最も 堪 へがた き 痛ましき 悲哀で ある。 たと ひ 夫婦 關係 は持耰 されつつ も、 夫が 他の 女に 溺 

るる 時、 妻と して 深刻 痛烈なる 哀愁に 心を惱 まさない 者が ある だら うか。 そして 其 刹那、 女 は 殆ど 病 

的に 自暴自棄に 近い 行 爲を敢 へて してまで、 此 悲愁から 逃れよう とし、 自ら 慰めようと する。 女の 方 

外なる 虚榮、 女の 亂行は 多く 此 危機に 生す ろ。 私 は此事 isi を、 今 II の 事件の 中心に あって 虚榮の 化身 

の やうに 攻擊 せられて ゐる 某氏 夫人の 場合に 就いて 考 へて 見たい。 

某氏の 夫人 には子がなかった。 某氏 は 他の 女に 關 係して 遂に 一子 を 設けた。 其 子 を 養子と はした 

が、 夫人 は 如何しても 其 子 を 愛する 事が 出來 なかった。 かかる 場合、 敏感なる 女性に とって 極度の 悲 

哀は、 彼女 をして 遂に 俊爱病 者たら しめた。 此 悲愁 を 免れる 唯一 の 果敢なき 手段と して、 彼女 はこれ 

を虚榮 心の 滿 足に 求めた。 社交界の 女王と なって、 しばしたり とも 此悲を 免れよう とした 時、 隼の 如 


き 眼 を^て る惡. 飚は 機に,^ じた。 姦 商の 乎 は 彼女に 捧 ぐるに 黄金 を 以てした。 

自己の 生命と もい ふべき 情 性に 培 ふべき 愛の 對象を 見出し 得ない 時、 女 は必す 他の 何もの か を 求め 

る。 何もの か を 求めて 得られざる 時、 遂に 分刖と E 心 慮と を 土芥の 如くに 索て て 自暴 自粲 となる。 夫 は 

他の；^ 人に 溺れ、 また CI 己が 母性 を滿 足せし めんに も 子がない と 云 ふ 場合、 孤獨 寂寞の 悲愁に 鎖され 

た憐 むべき 彼女に とって は、 ^榮の 毒盃を 一息に 飲み干す ことが 唯一 の 慰めであった、 毒酒の 醉に自 

己 を 忘れる のであった。 

右に 述べた 某氏 夫人の 如き は、 问 より 非常に 極端なる 場合で ある。 然し これほどまでに は 至らざる 

他の 類似の 例 は、 私共が 單に戲 曲小說 ばかりでなく、 社 會の實 際に 於て 屡 次 目 防す ると ころで はない 

か。 かくても なほ 男子に 罪がない と 言へ るで あらう か。 虚榮の 裏面 を兑 よ、 多くの 場ん " そこに は必す 

愛せられす 愛し 得ざる 者の 悲愁が 潜む。 他の 正當 なる 方法に よって 己が 生活 を充實 せしめ 5^ なかった 

女の 喑愁 が昆 出される。 かくても なほ 忍べと 求む る は、 ボッカ チォが 書いた グ リセ ルダの やうな 女で 

ない 以上、 出来ない 仕事で ある。 

愛 は mi- 子に とって は その 生活の 一 部に 過ぎない が、 女子に とって は その 總 ベて であると 或英國 の 詩 

人 は 言った。 ところが 女が 生命よりも 大切な 此愛 を、 子に も 夫に も昆 出し 得ない 場合、 換言すれば 自 

已が總 ベて を 捧げ て 愛し 得る も の を も 見出し 得な い 場合、 それが 必す しも 常に 皆 男子 の 罪 だ とば か 
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り 私 は 言 ふので はない。 郎ち周 園の 事情に 制せられて 誤れる 結婚 をした 場合と か、 又は 稀に 見る 或 種 

の 女の 如く、 性情の 然 らしむ ろと ころ.^ ものに 對 しても 自己の 全部 を 捧げて 愛し 得ざる 人と か、 これ 

ら種々 の異. なった 場合 は 甚だ 多から う。 然し かかる 場合に 於ても、 虚榮は 彼女に とって 感情 生活の 空 

虚を滿 たす に 最も 乎 近な 最も 容易な 乎 段で ある 事 だけ は、 否定す る を 得ない と 思 ふ。 論じて ここに 到 

れば： 史に 根源に 溯って、 結婚 問題に 一一 一一 n 及し 個人主義の 思潮に も觸れ ねばならぬ〕 しかし それ は此 文の 

キ： 题 ではない から、 他日に 譲る ことと しょう。 

日本の 形式 文明 黄金 文明の 發逹が 急激なる とともに、 時代錯誤の 病弊 は從 つて 益々 甚だしく！ Is^f や U 

れ るので あらう。 簡單に 言へば 古い 頭 を 以て 新しい 社會に 臨み、 新しい 仕事 をしょう とする からだ。 

官吏であった からこ そ 法廷の 問題と はなった ものの、 私營|«^^業の場合には牧賄と-ぉふ罪惡は、 今日 殆 

ど白晝 公行 C 有様で 問題に はたらな いので ある。 新 社會の 新道 德に 人の 心が 目 醒めざる 限り、 かくの 

如き 醜 事件 は將來 なほ 幾た びか 識者 をして 银燈 せしめる ことで あらう。 女子 虛榮 問題の 如き は 末の末 

であって、 原因 は 全く 他 に^する。 

平生は 女に 向つ て 唯もう 引 込ん で 居 ろと 一一 目 ふ。 しかも 勝手な 時には 眞先 に 女 を 翁 玉 に擧げ て 罪 を 塗 

り附 けて 了 ふ。 審制 主義 武斷 主義の 舊 出ん 想 は、 また 婦人に 對す るお. 5 壓 思想と なって 現 はれた の だ。 個 

A の .nI.H を 尊 菜す る デ モク ラシィの 發逹 は、 必すゃ 先 づ兩 性關係 の 改善 よ り 始ま ら ねばならぬ。 . I 
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たと ひそれ が 米國の やうに 突飛に 極端に はならなくても" 

疾風. m^、 迅雷の 耳を蔽 ふに 暇 あら ざら しめた 法 {l: の 行動 は、 一 ^風教の ため！ に 社 含が 感謝す ベ 

きと ころで ある。 しかし 法^が 遮に^ 能の もので ない 以上、 文明の- 2： 灾：： ^質の 上から て、 尺 族の 

的 生 に存す る 時代 15,?^、 の大な る缺 isS に は、 低 人 が K に 十分 の ..て 耍 すべき ものが あ る だ らう。 M. 

に 婦人の？！ 榮と いふが 如き、 男子に のみ 都合の 好い 睡， I をして 自ら 安ん すべきで はたい と m わ ふ- W よ 

.0 これらの に 就いて 吿 し..^ ^ 斷す るに は、 私の 如き 門外漢で はなしに、 世お のづ から 別に 共 人 ある 

ベ き^*12だ* ただ今 囘の 事件に 際して， いまだ 兩性關 係に 就いて 多く 此 iE^ を； 一 H ふ 人な きを はて、 後れ 馳 

せながら 私 は 柄に もない 此 一 篇を 草した •  r ゎれ豈 辯 を 好ま^ や』。 

擱， しょうと すろ 時、 さる；^ 人雜 誌に 矢張り 问 じく 此 問題に 關し 婦人の ために 辯 じた 或 人の 文が あ 

つたと いふ 蔡を 聞いた • 私 は それ を 讀む機 舎の 無かった 裹 を逍憾 とする。 おもへば 深更 燭を 剪って 肝 

瘀 と祌經 とで 脫 線しつつ 書き上げた 私の こんな 文 は、 恐らく 思想の 進 運の ため 何の 效 も 無から う； 

もっと 複雜 な、 一本調子で なく 三本 調子に も 五本 調子に も 出来た、 そして 表から 裏から、 上げたり 下 

げたり、 肴め たり 赚 したりした、 上品で 穩 健で 老巧な、 また 设 俗の 珍重す る 形式論 现 から 兒て 筋の 通 

つた 文に よって、 女子.^ 榮 論の 非 を說 いた もので も ありと すれば、 私 は 其方 をお 薦めしょう。 

(大正 七 年 五 W) 
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病 的性您 と文學 

人類が 原始時代から その 儘に 傅へ てゐる 男女 兩 性の 關係、 少し 廣く 言へば 性愁の 問題 は 現代人の 生 

活の 上に 様々 の 醜い 一！？ 黑の影 を 投げて、 文明の^ 熟と 共に 今までに 無い >m 大な 意義 を 有する に 至つ 

た】 從 つて 现 今に 於て 英吉利の ハヴ ロック • エリ ス氏 や、 瑞 西の 了ゥグ スト • フ ォレ ル氏 などの 碩學 

を始 として、 獨、 佛、 伊、 諸 邦の 多くの が此. 方 西に 向って 摯 it なる 研鑽の 勞を 文：： まな いのは、 決 

して 謂な き 好 ia^ の 紫で はない) 特に また 此 性慾 题は人 ii 生 マ^ の記錄 たる 文 蘇と は、 直接に 淺 から ざ 

る 關係ゲ -i^ する に 至って、 前世紀の 中 ：3 自然主義の 勃興 以來、 詩文 界に 於て 殆ど その 中心 問題た るの 

^を呈 する に 至った。 

すべての 英雎 豪傑 も、 また 思想 上藝術 上の 天才 も 一 切 皆 これ 精神病 者に 他なら ぬと 喝破して、 一 世 

を 驚かした お 名な^ 太 利の 犯罪 樂 者が 世お 去って から、 门 十く も 旣に救 年を經 た。 が、 その 名著 『天才 

と 红氣』 はこの 頃 遂に 日本 譯も 出來 た。 かれの 所 說に對 して はたと ひ 多くの 辯 雞攻擊 は あるに せよ、 
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その 極めて 大膽 なる 論斷の 半面に、 牢平 として 動かすべからざる 3M 理の ある こと は 疑 はれまい。 それ 

は に 5W、 精神病 现擧の ra 地から して 詩人の 閱歷を 研究し 或は 作品 を 解剖しょう とした 舉 徒の 試み 

は、 決して 徒 勞には 終らなかった。 その 最も 祸 端なる 一例と して は、 かの マクス •  ノルダウ 氏が その 

著 『顿 後』 に 於て 一 切の近代文藝を以て£5神病ぉの喷^5語に過ぎすと斷定し去った如き、 私共 は その 

燥 4^ なク 論と 無錢 砲なる 僻說 とに 對 して 全然 不同意 を 表しながら も、 なほ 彼が 极 Jim よくも 調べ 上 

げ た 研究 の s^ii; に對 して、 相 常 の 敬せ 6 を 表せ ざ る を 得な い 。 

的 心理 現.，^ のうち 特に 性慾に 閥 係した もの は，、 單に 文藝の 上に 現れた もの だけに 就い て 一一 ョ つ て 

も、 その si. 類 は た 多い。 梨お は 病的 性 愁心现 を 分類して その 一 々にむ つかしい 一一； 葉で 持へ た 何々 ィ 

ズ ム の名稱 な- 附け てゐ るが、 私 は 今 それ を 片端から 皆受 費しょう とい ふので はない。 唯$^近に於て新 

聞雜 誌の 上に： その 15^13? を傳 へられ、 或は 文壇の 新作 家た と へ ばせ 崎 潤 一 郎 氏の 作品な どに 描かれた 

二三 の-お 的 性慾の 现 55： 永に 就いて、 文藝 史上 の 著しき 事資の 一斑 A ，-語 らう とす るまでで ある。 

近 ISIM 性の 戀と いふ iar 卽ち斯 近の 寧 者の 所謂 性慾 倒錯 の现 象が 雕 世人の 注意 を惹ぃ 

た" 殊に 女子 の^の IS 性 性愁に 就いては、 一部の 敎育家 なぞ.， てして 今更の やうに 目 を錄て しめたが、 

これ は 遠い V:?- 職の 北 ：！：、 女 詩： <サ フォォ の、 キ 僅かに 斷章 として 殘 された る 熟 情の 歌の 背後に あつたと 

i^" へられる 女；！ n 志の 戀- 卽 ちサフ イズムで ある。 此女 詩人 は その-! お、 しい 酒と 女の 產地 として 知られ 


た レス ボスの 島の 生れ だと 云 ふので その 地名 を 取って、 英語なら ば 『レスビアン ，ラヴ』 と 云 ふ霄紫 

が、 女子 ！：！ 性^ の ある 極めて 不自然な 病的 現象 を 意味す る ことにな つ て ゐ る。 

女子の 同性 性慾 は 最も 多く 賫 女の 問 に a られ ると 云 ふの が 凡て の擧 者の 說 だが、 中には 有名な 女傑 

や 女王の 中に も その 例が 甚だ 多い。 藤 史上の 人物で 二三の 例を擧 ぐれば、 瑞 典の 女王 クリスティ イナ 

は 君主と して 非常に 英邁な 人であった のみなら す、 十七 世紀の 詩文 擧藝の 上から も 忘れられない 人で 

あるが、 この 女王 は 飽くまで 結婚 を 嫌った" そして 性慾 倒錯の 人 だとして 傳 へらて ゐる。 また 露西亞 

!!- イタ ァ 

Q 女王 イリ ザべ スは彼 得 大帝の 子で、 七 年戰爭 などに 英名 を蔬 かした 美人で あつたが、 これ も 性愁倒 

の 人であった さう だ。 おなじく 露 西亞の カザ リン 二世、 英國の 顯理八 世の 五 度 目の 皇后 カザ リン • 

ハ ヮ アドな ど、 皆 この 病的 性慾の 人に 數 へられて ゐる。 

一！'、 レリ ジョ オズ 

純 文藝の 方で 女 同志の 戀を 書いた 最も 著しい 作 は、 十八 世紀の ディ イド a ォの 『修道女』 で、 これ 

は il^ 寺の 內部 を寫 して、 性愁 倒錯の 尼 院長が 若い 一 人の尼を^？責する隨分細ぃ所まで突込んだ描寫で 

ラ、 フィュ 、ォ ォ、 ジゥヽ 

ある。 また 性愁 研究で は 殆ど その あらゆる 種類 を 網羅して ゐる バルザックの 小 說には 『こがねの 目の 

娘』 が あり、 ゴォ ティ H  H の 傑作 『マドモアゼル • ドウ • モォ パン』 や、 ゾラの 『ナナ』 にも これが 

寫 されて ゐる。 そのほか モ ォパッ サン、 ブ ウル ゼェ、 ドォデ H の 作に あら はれ、 詩で は ラマ ルティ ィ 

ス、 ス ヰンバ アン、 、、エル レイ ヌの 集中に 女 同志の 相思が 美しく 歌 はれて ゐる。 
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しかし この 性慾 倒^の 人 は、 古今 is^ 西と もに Ef^ 性に は t& だ 多い。 德川 時代の 小說 たと へば 西 鶴の 作 0 

『男色 大鑑』 に 描かれた やうな 話 は、 更に 戰國 時代の 昔に 於て 武士 ゃ愤 侶の 間に 少しも 珍ら しくな か 

つた" 試みに 平 出 氏の If 近古 小說 解題』 によって 調べて 見ても、 秋 夜長 物語、 鳥 部 山 ii、 松 帆沛物 

語、 嵯峨 物語 等の 小 說は呰 この 性慾 倒錯の 物語で ある。 これらより 後の 時代の 作品に 就いて 調べたら 

ば、 もとより 枚 舉に遑 なき 程で あらう。 

天 才 或は 英雄と 云 はれた 人物の 性行に は、 動もすれば 常軌を逸した 倾 向の 多い ところから、 例の 口 

ムブ B ォソ 一流の 論で は 之 を 病的な りと は 倣す。 そこで 性愁 倒錯の 人で あつたと 速斷 されて ゐる倚 人 

も甚た 多い が、 中には 明らかに 後人の 牽 强附會 だと 思 はれる 者 さへ 尠 からす ある。 希 職の 大 折；： ソ クラ 

テ ェ スゃ プラト オン は #： 通に 同性 性愁の 人で あつたと 認められて ゐ るが、 眞偽は * して 如何で あらう 

か。 ただ 希 職 時代に 於て は、 性慾 倒錯と いふ ことが 公然 世 から 認容され てゐ て、 近代の 英米に 於け 

る 如く それが 罪惡視 されたり 法律の 制裁 を 蒙ったり する やうな こと は 全く 無かった" 否な 公然と かか 

る不 E 然な 愛に 惑溺しながら、 例へば H バミ ノン ダスの やうに 一 世の 尊敬 を 得て ゐた人 すら 決して 珍 

らしくなかった ので ある" 希^ 藝 術に 於て 特に 男性の 肉體 美が 尊ばれた とい ふやうな こと も、 此 現象 

と淺 からざる 關係 があった らしい。 

この^的現ハ.^^^は北歐ょりも南歐に多ぃ。 中に も希醱 などで は、 流行に 促されて 自ら 此風 おに 惑， す 


る 者 も 多かった が、 旣に 先天的に さう いふ 性癖 を 有って ゐる 者の 方が 遙 かに 普通であった、 殊に それ 

はド オリ アン 人種の 中に 多かった • また 南歐 のうちで も 伊太利 は その 最 なる もので、 羅馬 時代に は殆 

ど それが 社會の 常習で あり 風俗であった かの 如き 觀 があった。 殊に その 頹 ii! 期であった 帝政の 末年に 

於て 烈しかった こと は、 多くの 史家の 考證が 示す 事實 である。 馬歷 代の な aw に は その 例 甚だ 多く、 

ジ ユウ リアス • シイザア を始 として ォォ ガス タス、 ティべ リアス、 カリ ギ ユラ、 一一 イロ、 トウ レイジ 

ヤン、 ヘイド リ アン 以下 殆ど 枚擧に 遣な き 程で ある e いつも 自分の 肉 體美を 誇と した 該撤が 陣中の 逸 

話 は 多く 此事 實を傳 へ、 また へ イド リア ン 皇帝が 美男の 奴隸ァ ン ティ ノア ス との 相思 はさま ざまの 傅 

奇的 色彩に 飾られて 有名な 史 きとな つて ゐる • 恐らく はこれ は 後世の フレド リツ ク 大王と ともに 最も 

著しき 例で あらう。 羅馬 帝政が 頹 魔の 極に あった 頃、 在位 三年に 及んだ 皇帝へ リオ ガバ ラスの 如き は 

自ら 女装して 自分の 愛して ゐる 男子に 身 を 捧げた とい ふ。 かう いふ わけ だから、 羅 馬の 文 學には 勿論 

深い 關 係が あるので、 大 詩人 ，ファジル にも 此 性^が あった 事を舉 者は傳 へて ゐる。 そのほか カタ ラス • 

や オギ ッドの 作品に ある 美しい 牧童の 讃美 を も、 皆 この 性愁 倒錯に よって 解釋 する 人が 多い。 

中世から 文 藝復與 期へ かけて は、 この 風習が また 甚だ 盛であった らしい。 ダンテの 『神曲』 地獄 界 

十五 章の 終の 方に、 

『この 人々 みな 舉 高く 譽も高 かりし が、 地上に て 同じ 一つの 罪に 身 を穢 したり c』 とい ふ 句が あるが、 
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此 『一つの 罪』 とい ふの は 卽ち西 鶴の 好色本な どに ある 『衆 道』 を 言った の だ。 常時 才擧 一世に すぐ 

れた舉 ^が、 たちの 美 に 想 を 懸けた 者の 多かった ことが これで 知られる。 

い ふまで もな く 文藝復 M ハ期 は、 中世 禁慾 時代の 後 を 承け て 肉の 解放され た 時代で ある。 從 つて 人々 

の 性慾 生活の 上に も、 色々 の 意味に 於て 注目 せらるべき 事柄が 多かった。 卽ち 常時の 古典 舉 者の 中に 

は E 性 性慾に 溺れた 人が 紗 からすあった ので、 その 著しき 例と して は佛蘭 西の ミュ レ H  (又 ムレ トウ 

ス ；；； -ニ 六— 八 五) の 如きが ある。 彼 はは じめ 巴 里で 多くの 靑 の爲に 哲舉と 法理 を 講じた 5;、 名 I は 

一時にな 2 かった のが、 例の 不自然な 愛 に 耽って 遂に 獄裏 の 人と なった" 後 ゆ る されて 今度 は トウル ゥ 

ズに 行って、 そこで liHii 法 を 講じた が、 またもや ある 靑 年と 關 係が 出 來 たため 罪 を宣齿 されて、 二人 

共に 火刑に 處 せられよ うとした。 ミュ レエ 身 を 以て 漸く 逃れて 伊太利に 奔り、 そこで また 冋 じく 不自 

然な亂 行 を^け て 遂に 世 を 終 つたので あ る。 なほ 常時 の 藝術家 でい へば レオナルド * ダ た 井ンチ も、 

ミ ケ ラ ン ゼ a も错こ の性游 V. あつたと 傳 へ られ てゐ る。 殊に 後！ <? に 至 つ て はす ベ て の傳 記者が 皆 こ の 

を立證 し、 かれが 5!- 性 突に 對 する 感性の 特に 鋭かった 所以 を 語って ゐる。 

英文 舉 でい へば イリ ザべ ス朝、 なかで も かの 豪放の 生活と 熱烈の 詩才と を 以て 後世に^ えたる 大 

舉 才 人の 一  人マァ n ォ こそ、 最も 著しき 例で あらう。 その 作で は 悲劇 『ヱ ドヮ アド 二世』 に 王と 

臣 との 係 を 描いて ゐ るが、 これ は 作^も また 描かれた 王 H ドソ アド 二世 も、 共に. &ぐ货 の 上に 於て 


性慾 倒錯の 人で あつたの だ。 また 哲人べ イコンに 至って は、 毫も 疑 ふ 餘地も 無い 『ぺ * テラ スト』 であ 

つた。 沙 翁に もこの 嫌疑が ある、 とい ふの は あの 名高い 小曲 集の 中に 詩聖が 埶ー烈 な 愛 の  一 一一 一！： 葉 を 捧げ て 

ゐる 相手の 美男が、 疑問の 中心に なって ゐ るからで ある。 しかし 沙 翁が 女性との 11 係の 甚だ 深かった 

こと を 思 ふと、 この 性愁 倒錯と いふ 點は どうも 私共に は 受取れ ないやう に 思 はれる。 ただ 僅かに 此小 

曲に 現 はれた 位の こと を 以て 嫌疑の 村 料と するならば、 處女 王朝の 抒情詩 人の 作に は それ かと 思 はれ 

る やうな 詞句は 毫も 珍と する に 足らない 程 多い ので ある。 

感情 生活の 豐 かな 詩人の 常と して、 友愛の 情 も 殆ど 常軌 を 逸して 濃 かな 場合が 多い。 それ を 例の 枯 

淡な 舉究 的觀 察から、 性慾 的關 係で もあった やうに 誤認す る 例 は 決して 尠 くない。 たと へば バイ ロン 

の學生 時代の 友情 や、 或は 彼が 二十 二 歳の 時に 親交の あった 一年 青年の ために 遣 産の 一部 を 分た うと 

考 へた 事. 遒を捉 へて、 Is- ちに バイ a ン にも 此性. 姊 があった と斷定 する 人が ある。 又もつ と 極端な 例 を 

いふと、 テニソンが 大作 『イン •  メモ オリ アム』 に その 死を哭 した 親友 ハラムとの 關係 にも、 性慾 分 

子が 這 人つ てゐ たかの やうに 速斷す るに 至って は、 寧ろ 滑稽の 感が あ る。 

近代の 所 類 廢文舉 の 徒に 至って は、 此 病的 性癖の 顯 著な 例が 最も 多い。 先づ 『惡の 華』 の 詩人 ボ 

ォ ドレ H ルを始 として、 .、H ルレ イスが 美少年 詩人 アル テュ ウル • ランボオとの 戀に 落ちて、 妻 を棄て 

象 を 去り、 二人 相携 へて 放浪の 生活に 入った 話 は 特に 名高い。 - 、エル レイ ヌは 後に この ランボオとの 間 
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に 不和 を. 中： じて、 遂に 举銑騷 ぎとまで. なって 獄に投 ぜられ た。 詩桀 『鼈 智』 は^に この 時の 製作で あ 

る。 また 英吉利の ォ スカァ • ワイルドの 有名な 男色 事件に 至って は、 旣 によく 邦人の？？ に 知られて ゐ 

タリ 事で 今更 1=1! ふまで もなから う。 ただ 最後に 一 言した いのは ホヰ" トマ ン である、 熱烈なる 肉 體の諧 

类者 として 彼の 詩篇に は 男性 突 を 歌った ものが 甚だ 多い。 殊に 詩集 『草葉 3 のなかに 出る 『s- の 愛』 

とい ふ霄 葉の 意 は、 熱烈な 友情が 肉體の 接近に よって 情 絡の 快感 を 伴 ふの 意 を 含めて 言って ゐる。 

然し この 詩人 は 他の 場合に 於て、 明らかに 同性 性愁を 自然 に 背け る 罪. 惡 なり と 明 言し てゐる ので 兑る 

と、 それと これと は 或は^ 問題と して 考 へたの かも 知れない。 此點は 確かに 疑問と して 殘 るべき だ。 

4P からよ く、 一切の 色愁. て斷 つた 道心 堅固の 人、 或は 高 德の士 と 云 はれる 人々 に、 自分で は 全く 無 

意識に この 同性 性慾の 性癖 を 有し、 これが 變 化して 慈悲 博愛の 美德 となって ゐる やうな 場合 も紗 くな 

い こと を、 H リスな ぞは說 いて ゐる。 また 多くの 天才の 中には、 女色と 共に この 同性 性慾に も 溺れた 

人た ちが くない。 專門學 者 は 之 を 名 づけて 『兩 性 き 心 理』 と 呼んで ゐ るが、 先に 擧 げた マ 

ァ ロォ や.. ヱ ル レ ィヌは 卽ち此 適例で ある。 又ド ス トイ H フ ス キイが 描いた 西 伯 利- 亞 囚人の 生活に も、 

兩性愁 载備の 例 が 澤山出 てぬる。 


だいぶ 以前に 雜 r ス バル』 の 紙上で、 ある 若い 作家 11 誰で あつたか 今 名 は 忘れた が 11 の小說 

に、 女 を 傷け 血 を 流して それ を昆て 男が 快感 を おぼえる とい ふ 『サディズム』 の 事が 書いて あつたの 

を 初めて たと き、 私 は rn 本に も かう いふ 類の 作物が 出来る やうに なった こと を 珍ら しいと 思った。 

それから 後、 谷 崎 潤 一郎 氏の 作な ど を 見て ゐ ると、 層 この 性慾の 變態現 I が 村 料に なって ゐる こと を 

見、 ^:-取近に於ては同氏の作 『燒太郞』 (中央 公論 大正 三年 九， 月號 所載) に、 作き 自ら 銘打って 『マジ 

ッヒ ズム』 を樂 しむ 主人公 を 描いた の を讀ん だ。 今 多くの 病的 性愁 のうちで、 ことさらに 『マ.. ソッヒ 

ズム』 と 『サディズム』 との 二つが 西洋 文 藝に現 はれた 例 を 私が 說 くの は、 我が 國 文壇の 近 ffi- の 作品 

に、 多少の 關 係が あるから である • 先づ 『マゾ ッヒ ズム』 の 方から 言 はう。 

『マゾ ッ ヒ ズム』 とい ふ霄 葉は獨 逸の 性 S. 者ク ラフト. H ビング の 命名で あるが、 彼 は その 著 

『病的 パ性愁 心现』 に 於て この 病的 現象に 下の 定義 を與 へて ゐる、 r 心理的 性慾 生活の 一 變 態に し 

て、 これに 福れ る 者 は 己 を 威壓し 屈辱し 虐待す る 異性の 人の 意志に、 全然 無條 件に 服從 すと いふ 觀念 

によって、 その 性的 思想 感情 を 支配 せらる、 者な り』 とかう 言って ゐる。 元來 この マソ ッヒ ズム とい 

ふ 名 は、 塊 多 利の 小說 家ザッ ヘル • マゾ ッホ ( 一八 三 六 11 一八 九 五) の 作品に 此 病的 性愁を 描いた 

ものが 多い から、 その 名 を 取った ので ある。 しかし これ は マゾ ッホ のみなら す、 ゾラに も あれば ルソ 

ォの 『懺悔 錄』 にも 出て わる。 バルザックが 巴 里 生活の 晤黑面 や-描いて、 あらゆる 醜據な 寫實の 極致 
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を^く した 『！ §3! しき 親』 の 第一 卷 『從 妹の ベ ット』 の 巾に も 描かれて ゐる。 

(性の 者から 苦痛 を 受けて、 それ を 甘受す るの みか 却って 肉的 快感 を 得る とい ふ此 11^ 的狀態 は、 女 

子よりも 子の 方に 多い。 元來 病的と 云 ふの も 要するに 程度の 問題であって、 戀 愛と いふ に は 多少 

み な 異性から 受け る 苦痛 を 喜 ぶと いふ やうな 心 持が 伴 ふ ものである。 これ は 古くから 文舉の 書物 に は 

よく 出て ゐる ことで、 巾^の 浪漫的な 戀 物語な どに 厘 ある 話 だ。 後世の もので も、 たと へば 十七 世紀 

の 英文 舉に 忘れられな い 名^に たって ゐる バト， バ ァ トンの 『|^!:|- の 解剖』 は、 當 時の 書物と し 

て は 人の 心理 を なかなか 巧く 解剖し 透察した 面白い 本で あるが、 その 中に 戀 する の 心 现を說 いた 條 

に、 『かれら は 大抵 は奴隸 であり 捕 慮で あり 進んで 奴 僕と なる 者で、 カスティ a が 言った 如く 戀入は 

女の 奴隸に 外ならぬ。 女の ために 囚人と なり 勞 役者と なる もの だ』 (同書 第三 卷、 第二 部 i 米 三 章) と 

あるが、 これが 常軌 を 逸して 烈しく なれば 約り マゾ ッじ ズム だ。 

古い 昔の事 をい ふと 希臘の アリス トテ レ H ス など も冇 名な マゾ ッ ヒ ストで、 この 大 竹が S: つ 這 ひに 

なって、 鞭 を 持った 一 人の 女が その上に 馬乘 りに なって ゐる綺 が ある。 羅 馬の 方で は 詩人 ォ. 井 ッドに 

最もよ く 出て ゐる。 近代で はゲ H テ にも あれば、 ハイネ や プラァ テン の 詩篇に も 明らかに マゾ ッヒズ 

ムの 痕跡が あると 評 家 は 言って ねる。 も 一 つ 新しい ところで 振った 例 を 言へば、 錢血 宰相 比 公が 戀人 

に途 つた 手紙に も、 確かに この 病的な 文句が いくら も 出て ゐる、 とこれ は 私 は 讀んだ ことがない が專 
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門 衆が さう 言って ゐる。 しかし ビス マァク なぞ は 例外と して、 かう いふ 病的 傾向 は 概して 祌經 質で 多 

情 多恨で 謂 はば 詩人 肌の 人に 多く、 また 野蠻 時代に は少 くして 文明の 進 や ゾと共 に 増加す る こ と も 今更 

言 ふまで も 無い。 また 女が 頻りに 暴威 を 揮 ふ 西洋で は、 今 もな ほ 男尊女卑の 風の 烈しい R 本な どより 

も かう いふ 病的 傾向が 多から うと は、 誰が 考 へても さう m 心 はれる。 實際私 は 自分の 狹ぃ讀 書 範圍の 中 

から、 口 本文 學に 於け る マゾ ッヒ ズムの 例を兑 出さう と 思っても、 一つ も 思 ひ 出せない ので ある。 

次に この 名の 源 をな して ゐ るザッ ヘル • マゾ ッホ その 人に 就いて 一一 一一 II ふと、 彼 は 今度 歐洲 戰亂で 有名 

になった. カリ シァの 人で、 レム ベルグ 市の 生れで ある。 その 作 中、 英譯 になって ゐる 『猶太 人物 語』 

に牧 めら れた 二十 餘 種の 短篇 は、 東 歐の此 地方に 住む 猶太 人 特有の 風俗 を 描いて、 隨分 醜稳な 描寫を 

試みた 物で あるが、 之に よって 見ても ガリ シァ 地方の 女 は 極端に 男子 を抑壓 して 之 を 虐待す るか、 或 

は 男子に 向って 全く 奴 II 的 服 從の狀 態に 滿足 する か、 この 兩 極端の 何れ か 一方で ある 事が わかる。 マ 

ゾッホ は元來 幼少の 頃ル らして、 所 刑の 圖を昆 たり 悲惨な 殉敎 者の 話な ど を讀ん で、 殘 忍な 血な まぐ 

さぃ|3^-柄には無上の快感，，-覺ぇたさぅでぁるが、 その 十歲 の 頃に 旣に 下の やう な 話が 傳 へられて ゐ 

る" 卽ち 彼の 父 かたの 方の 親類に 洋奔な 美人の 或 伯 © 夫人が あつたが、 幼い マゾ ッホは 頻りに この 夫 

人 を 敬お した。 夫人の 方で も それ を份 からす E 心って、 左右に 侍らせて 色々 の 用事 を さして ゐた。 或 時 

のこと である、 マゾ ッホは 夫人の 前に 跪いて 紹の 皮の 上靴 を 穿 かせよう として その 足に 接吻した。 夫 
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人 は t2 笑して マゾ ッホ を縱 つたので、 少 ii^ は ひどく 快感 を覺 えた さうた。 この類の 話 は マゾ ッ ホの俾 ^ 

記に いくつ も EE てゐ る。 紹の 皮に^ら すすべ て 毛皮 を 愛する の はかう いふ. お 的 天才に よく ある こと だ 

さう だが、 マゾ ッ ホは 毛皮 を 着て 鞭 を 持った 女が 何よりの 好物であった • 

マゾ ッホ が：^ 婚 して 閱 もない 53、 ある 時 細！ 1?？ に顿韃 して れ よと 求めた • 細^が 聽 かなかった ので 

それならば 女中に やらせよう とした。 細！ S に はどうしても それが 面目 だと は 受取れ す、 遂に 女 巾が 

猛烈に 答 打 を やった ので マゾ ッホ も滿 足した さう だ。 しま ひに は 釘の 附 いた 鞭ケ 特別に： へて、 いや 

とぃふ紬^55に無理にそれを持たせ、 自分 を 鞭打た せた。 殊に 創作に 從 事して ゐる 時な ど は、 」 は nj の や 

うに 女性から 此微縫 を 受けて その 興奮で 準 を 走らせ、 彼の作中にぉ定まりの£!-千^^5:の女を描くのを 

快 心の 事と した さう である。 ある 批評家 は、 イブセンが 例の ノラ 式の 女 を 出して 一方に はまた 甚だ 意 

^1-地の無ぃ男子を描くのを見て、 この 近代の 大戲曲 家 を も マゾ ッ ヒ ス トの仲 聞と して 論す る 人が ある 

が、 それ は 勿論 あまりに 極端な 僻說 である。 

性 とい ふ點 から a ると 粹 純な 男性 もなければ 女性 もない、 大抵の 人 問 は^ 雨 性 混合で あると いふ 

こと を智て ワイ 一一 ン ゲルの 本で 讀ん だが、 マゾ ッヒ ズムの 性. 船の 子な どは频 りに 女装 を 喜び、 之に 

對 する 女子の 方 は 草 を toK ん だり 乘馬鞭 を 振ったり して、 昔の 女 兵の やうな 勢になる とい ふ訪 だ。 日 

本で も 近頃、 若い 生. HI い 面 をした 男 だか 女 だか 分らない 奴が 長 裕神を 着て 喜んで 見たり、 女の 蟒に男 


子 類似の 服装 をして 都 大路 を 横行 濶步 する 風が 流行る が、 これ は 追々 に マゾ ッヒ ズムの 方に 發展 して 

行く こ と であらう。 

可愛 さと 憎さと、 愛情と 苦痛と、 極端に 相反した これら 二つの ものの^に は 不思議の 關 係が あるら 

しい。 時々 は 無理 を 言って 手荒い ことの 一 つもす る やうな 亭. 王 を こそ、 此上 もた く 嬉しと 思 ふ 女房 も 

あらう。 ボッカ チォの 『十日 物語』 や、 チヨ ォサァ の 『キャン タ ベリ 物語』 の 中の の 話 j に 出 

て 名高い グリゼルダ 堪忍 物語と 云 ふの が ある。 ，R 人から あらゆる 虐待 を 受けて、 少しも 不平な 顔 をせ 

すに それ を 忍んで ゐる 女の 話で あるが、 あれな ども 一 種の 病的 狀態 だと 見れば； 3- られ るで あらう。 

さて 苦痛 を 受けて 喜ぶ マゾ ッヒ ズムと は 正反對 に、 苦痛 を 異性の 者に 與 へ て 喜ぶ 心理 狀態 をサ * ティ 

ズムと 呼ぶ ので ある。 詳しく 言へば 自分の 戀人を 打擲し 虐待し お 傷せ しめ、 殊に その 血 を 流す を て 

. 肉愁の 快感 を 得る 者で ある。 普通 はリ搔 いたり 嚼附 いたりす るか 或は ま m の 法に よるの が 精々 だ 

が、 少し 病勢 の 昂進した のになる と必す 血に 渴 して 來 る、 そして 遂に は 相手 を 殺し て 仕舞 ふ の が 所謂 

• ルスト モナ .. ト 

性愁 殺人で ある。 また 死屍 を 弄んで 快感 ♦v 貪らと す-るの みか、 これ を寸斷 して はじめて 性 愁の滿 足 を 

得る 者 A^、 舉者は 名 づけて 『ネ クロ ファイル』 と 云 ふ〕 これら は 犯罪者に 往々 見られる 病的 心理で あ 

.ろ * 

ぁ洋で この サディズムの 例 を、 寡聞なる 私 は 今 直ぐに 思 ひ 出さない が、 かの 紂 王の 寵妃 妲已の 話な 
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ど は 確かに この 一例と すべき だと 思 ふ】 紂 王が 炮 格の 刑 を け、 銅 柱に.： 骨し 之 を 炭火に 加へ 5^ 人 をし 

て その上 を 行かし め、 炭 中に 墮 つれば 妲己は 乃ち 快げ に 笑った とい ふ 類の 話が それ だ" 两 洋. の 方で 

は Si 馬の 皇帝 ユイ „-、 ティべ リアス、 カリ ギ ユラな どが、 確かにかぅぃ ふ性-;^を有してゐたと^1„？ へ ら 

れる。 女性で は 十六 世紀の カザ リン ニァ 。 メディチが、 聖. パ ァソ a ミュ ゥ祭 曰の 夜の 新教徒 大虐？ 权を 

昆て 快感 iV 貪った 話 を、 此 病的 性慾 心理に 歸 する 舉者も ある。 古く は羅 馬の 皇帝 ク C1 ォ ディア スの皇 

后で、 淫蕩と 悖 德とを 以て 古今の 史上に 名高い メッサリナ も、 矢張り サディストで あつたと 做され 

てゐ る。 

文 li の 方で は、 十八 世紀の 佛蘭 西の ドウ • サッド の 作品に 此 病的 性慾が 描かれて ゐ ろと いふので、 

『サ， テ イズム』 とい ふ 名 稱は出 米た ので ある。 ォ スカァ ，ワイルドの y- サ K メ』 が、 銀盤の 上に m にか 

れ たる 血. びし だた る戀 人の 生首に 接吻す るな ども この 方の 傾向が ある。 また 獨 逸の ハインリッヒ • フ 

ォ ン • クライストの 傑作で ある r へ ンテジ レ H ァ』 のうち、 狂 亂の女 主人公が、 自分の 手で 殺した 戀 

ん，' ヒレ ス のま だ體溫 ある 屍體 に、 犬と 一 緖に 咬みつ く 深刻 痛烈の 場面- ゲ も、 或 批評家 は此サ ディ ズ 

ム だと 解して ゐる。 さて はまた-一 イチ H の ツァラ ト ウス トラ』 のなかに、 『雨女に 行かん とする 

や、 さらば 鞭 を 忘るな』 とい ふやうな、 どうも それらし い 文句が 澤山 あると いふので、 一一 イチ 二 もこ 

の 病的 性愁 の 人 だと 斷定 されて ゐる。 現代の 詩人で は デ キ ン -ト が展そ の 詩篇のう ちに 性愁 のかう い 
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ふ 病的 與奮を 歌って ゐる。 叉 やっと 古いと ころで 一一 一一；： へば、 十 じ 世紀の 末に 出 米た 『靑， -- 鬚』 の 物語の 

主人公 ラウ ウル とい ふ 武士 も、 矢張り この サ ディ ス ト であらう。 彼 は 若い 妻に 城內 のす ベての 鍵 を 渡 

したが、 或 特^の ー窒 だけ は 開ける こと を嚴 重に 禁じて 置いた。 しかし かう いふ 時に 禁制の 木の を 

食べ たいの は 女の 常で ある。 そこで 主人の 不在 中 を 見計らって 其 一 窒を 開けた。 兑 ると 驚くまい こと 

か、 令までの 幾人 かの 先妻が 智慘 殺されて、 死屍 は 此の 一室に 累々 たる 有様で あつたと いふ。 これら 

は 或は 上に 述べた 『ス- クロ ファイル』 の 仲間で あるの かも 知れない。 なほ 曰 本の 德川文 舉の中 をよ く 

調べたならば、 此 種の 性 愁描寫 が ある だら うかと 思 ふ。  (大. 正 四 年 一月) 


ルゥ、 、ヱイ ルの 漫 窗 

日本で でもん 氣 役者の 似顔 槍 なぞ は、 江戶 時代から 隨分行 はれた ものであるが、 しかし 西洋 ほどの 

流 r は 明治に なつてから も られ ない。 元來 西洋人と いへば 何故 また あんなに 似 顔 を 喜ぶ の だら 

う。 私 どもに は 不思議と 思 はれる 程 だが、 それだけ また 此方 面で 鎗も 十分 發 達して ゐる。 眞 面目く さ 

つた 英吉利 人まで が、 評判の Max 1 ぎ i〕cli  (本卷 『若き 藝術 家の むれ』 の條參 照) のかいた 戯翳 

を、 やん やと 宵って 面白がる。 人氣を 一身に 集めて ゐる やうな 政治 冢ゃ 俳優 は 勿論の こと、 詩人で も 

小說 水で も、 ひとたび マックスの 戲 筆に 描かれる とさん ざん な 目に 遇 ふ。 それ を また 告が 面白がって 

喝采す ろので ある。 

佛， 西の方で は， 卡 Andra  timiveyro の 似顔 槍が 最近の 評判 物で あるが、 奇抜な、 人の 意表に 出で 

ると いふ^で は眞に 痛快 を 極めた、 またと 類の無い 面白い ものである。 批評 界 では ttra ミーつ S を はじ 

め、 む drc-  Gl^ic や、 Ksly  (Ic  Gourniont の やうな 名家が 盛んに その 提灯 を 持つ し、 詩人の 故 

iJl レ otias など も 美しい 散文で、 この 一 派の 漫豁を 世に 紹介した。 一 時 壇 を 風靡して ゐた あの 

奇： ^"な *1 期. 5 象 はいふまで もた く、 立體派 cllhisln、 それから まだ 進んで 後期 一 ひ- 體淤 Post-cu- 


bism の破壞 的な 奇拔 の蒭 風まで が、 追々 はこの 漫 窬 の 方面へ も 這 入って 來る ものら しい。 

どんな 美人で も 名優で も、 ひとたび この ルゥ， エイルの 毒筆に かかった が 最後、 さんざんな： n に 遇 は 

される。 中に も 一番 ルゥ >1 ィル から ひどい 目に 遇 はされ るの は 婦人で ある。 評判の 女優 や オペラの 歌 

ひ 女 を わざわざ 選び 好んで、 猛烈 な 毒 .v しい 得意の 粛 筆で 飜 弄する の は jl, 典に 痛快で、 かかれた 當人さ 

へ 苦笑 を 禁じ 得ない だら う • 救 年 前 物故した 彼の 名高い 詩人 cat  =  lle  Mcnd6t< の 夫人 を、 ルゥ -H ィル 

が 描いた の を r 几る と、 むやみに 肥った、 まるで 隊の あたまの やうな 物にして 描いて あるが、 嘲弄 も か 

うまで になって は餘 りに 烈しい とい ふので、 ルゥ ♦ エイル は 遂に 法廷に 訴へ られ ようとし たとい ふ 名高 

い 話が ある • かう いふと ルゥ. エイル も 何だか、 あの 北歐の 有名な 女 嫌 ひの 文豪 sfri-ldLcrg の やうに 

も 聞え るが、 よく 調べて 見る と必 すし もさう ではない ので、 •  つまり 彼 は 平凡 を 忌む 結 E^、 女の 編の 異 

機な 特徵 つかまへ て、 極度に それ を 誇張して 描く ため、 ああ も 思 ひ 切って 殘 酷に 醜 化する ことにな 

るの だら うと 思 はれる。 勿論 この 書家の 頭に アイ 口 一一  カルな、 1^ 世 的な、 强 ひて 物の 晴黑 面を桌 の や 

うな ：11 ではようと いふ 傾向の ある 事 は、 否定す る 事の 出来ない 事寞 である。 ブラ ン， テス は 彼の 窗筆を 

評して、 野獸 がその 接 物 を 弄ぶ やうに、 さんざんに 鋭い 爪牙で 引裂く 殘 忍な |g きかた をす るの だ、 と 

言った の は 面白い 評語で ある。 

ルゥ ，エイルの 翦は、 雜誌 などに 出て ゐた 物の ほか、 纏まった 一冊の 畫集 として 私 どもが はじめて 見 
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さよ むくろ 

たの は、 千 九 百 〇 七 年に 出た 『聖 き骸』 "Carcasses  I)ivincs" とい ふので、 これ は现代 名士の 似 1^ を 

架め たもの だ。 その ポオ ドレ H ル 式の 表題の 附け 方から して 旣に 面白い。 全卷を 三部に 分けて、 ^一 

部 は Portraits で、 今の 佛蘭 西の 詩人、 小說 家、 女優、 批評家な どの 似顔が 五十 四 枚、 き 一部 は 或 女 

リカ テ 

優 (名 はわ ざと 內證 にして) の immographie で、 六 枚の デッサン、 第三 部 はまた 或 別の 女優の 似 

顔、 I!Z じ 女 S?S を 色々 の 姿勢 や 位置に 置いて、 それ を 一二 十五 枚の デッサンに 描き 分けた ものである。 同 

一 人の 顔で は あるが、 極々 さまざまな 表情と いひ 氣 分と いひ、 それ を 一 々巧みに かき 分けて、 ；枚ご 

とに 全くち がった 感じの 嗇に 仕上げた その 伎倆に 至って は 露に 驚嘆の 外 はない。 日本の 毛攀で 墨く ろ 

ぐろ と 一 刷毛な すった やうな、 馬鹿に 粗い 太い線 を 使った の も 多い。 これ こそ 奔放と 言 はう か、 殘酷 

と：； S うか、 眞に 評しよう のない 奇 拔な寶 である。 S^S^B^^ 

それから 數 ijf のちに 出た のが 『女 部屋』 *.に G,v=6c6e" とい ふ 一 卷で、 これ は 女の 裸體の 習作 八十 

枚 を めた もの、 その 官能的な II 風が 先づ 著しく 世の 注意 を惹 いた。 ジ ヤン • モ レア スは 此^ 染を、 

^愛の Dansc  Masbrc  (扮鬼 舞踏) だと 評し、 その 序文 を 書いて ゐるレ ミ • ドウ • グ ウル モ ンも、 

『これ は 生の 書で ある、 夢の 書で はない』 と 言った。 また ブランデスに 言 はせ ると、 このせ； r^gf は戀愛 

に 於け る 婦人の 肉的 方面 を 赤裸々 に 描いた もので、 遣憾 なく その 獸性 表 はして ゐる。 婦人の あら ゆ 

る 励：^ を 仔細に 觀 察して、 行 俊よ くして ゐる ところから はしゃいだ ところ、 何でも 常人の 目 に附 きさ 


う もない ー擧！ 動の 末まで、 その 特徵を 誇大して 寫し たもの ださう だ。 勿論 これ は 日本の 公刊 物な ど 

に 紹介す る 事 を 許されな いもの だら うが、 私み づ からま だ 見る 機 曾 を 得ない ので ある。 或 人が 折角 怫 

蘭 西から 持って 歸 つたの を、 横濱 で沒牧 された とい ふ 事 を 聞いた が、 殘念 でた まらない。 

最近に また ルゥ 、、エイルの 新畫 集が、 巴 里の Mercure  dc  France 社から 出た。 今度の は 題して 『現 

代の 肖像』 "Visages  des  Conteniporaiiis" とい ふので、 歐洲 現代の 名士 八十 六 人の 書 像で ある。 例 

によって レ ミ • ドウ • グ ウル モ ン の 熟 心な 推譜の 序文が 附 いて ゐ るが、 それに は 下の やうな 事が 書 い 

て ある。 

ルゥ 、、エイル の鎗に は寫眞 とい ふやうな 分子 は 微塵 もない。 さりと て 普通の カリ テ ュ ゥ ル の やうに 單 

に 人 を 笑 はせ るので もない。 かれ 獨 得の 伎倆と いふべき 解剖と 構造との 力で、 つまり 吾々 をして 考へ 

させる やう な^を かくので ある。 ちょっと ると、 壁に 映った 影の 輪郭 だけ を、 木炭 か 何 かで さらさ 

らとゑ どった やうな ごく 簡單な もの だが、 その 一線 一 劃 ことごとく ルゥ- 、エイル その 人に 特有の もので 

ある、 斷 じて 他人の 模倣 を 許さない 生き生きした ところが ある。 グ ウル モンの 言葉 その 俊 を 引用して 

言 ふと、 『かれが a る 顏は獨 り 彼に よっての み られ たもの、 それ を 描く に 先だって 彼 は先づ それ を 

现 解しょう と 求める。 線で も 陰 でも 目鼻 だち でも 凹んだ 所で も、 また 色で もみな 全く ル. t  、、エイル 獨 

得の 我流で 描いて あるが、 それが また 此窗 家の よく 合點 して ゐる首 葉で 語られて ゐる。 考 へて ゐる頭 
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のた かで、 すべての ものが 老 へて ゐ るので ある。 資際ル ゥ-、 エイルの かいた 顔で、 一つの 心狀の 象徴に 

なって なない もの は 一 つも 無い。 その 生命 や 一一 一一：： 葉が、 皮？ 5 の 皺 一 つづつ の 中から も^て ゐる やうに リル 

える。』 

ル ゥ.. エイ， -の縱 をよ く： てゐ ると、 あの 無造作に かきなぐつ たやうな 線の なかに、 一 つ 一 つ 生命の 

流が 溢れて ゐて、 それが みな 張り切れる やうな 力で 躍動して ゐる。 時には あまり 心理 を 透察す る 力が 

鋭いた めに、 殘忍 だと も 言 ひたい やうな 耕 も W 來 るが、 それが またな かなか^ 快 だから 面白い。 

いやに 澄ました Aiiatole  Fransc, 燒 鳥の あたま 兑 たやうな lAcrgscn の 額、 紙： W を 丸めた やうな 

ブランデス、 E ばかり 大きく かいた I ケ Allmllsio, 瘦 せつ ぼちの 露西亞 の 舞踊 女 俊 l^ubhlstcill の 姿 

なぞ、 $1- せ t て雜誌 『メル 午 ュ ウル. 'ドウ • フランス』 に 出て ゐた而 .n いもので あるが、 今 兹に极 おす 

$ の 出來な いの を 私 は 遗憾に m わ ふので あ る。 

此の 一 篇は數 年 前、 ^都の 或 新劇 阁の 機關雜 誌の ために^した ものであるが、 常時 私の 乎 許 

に 在った ルゥ 、、エイルの 總が今 昆當ら ない ので、 更に 文 藝雜誌 『メル キュ ウル • ドウ • フラン 

ス』 に 在る 改葉を 採って 兹に揭 げた。 Nat-llic  CH き nl B.im  .y  (第 七 岡) と Manluisc  (1C 

Mac-Mah=n  八 gl) の 二 枚 は、 此^家が婦人を描く殘忍な^^^の 一 斑を示 し て ゐる" その 

次の eoctcur  Doyen  (第 丸圖) は怫 現代の 外科^、 婦人科 饥：： の 泰斗" また Fr§c;s 
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f  i  (l^f.^) は n 然 突お 欲 ふ 人の f  Noank* 伯 1 人 (f  5^ は き In 

第！  ^女^人" 第六^の 010 は 文 f;t に 於て 现代怫 蘭、 C 文植 1 方の 旗^だ" 誰でも^ 

でも. 猗、 此ルゥ 、、エイルの 舉に かかって はかな はない。 
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Anatol  France 
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Anatol  France 
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お 伽-瞬の 話 

一 鉢 かづき 

物語に 對 する 興味 は 人間の 本能 性で ある。 個人と して は 子供の 時から、 また 民族と して は 原始時代 

から、 色々 な 荒 無稽の 談に耳 を 傾けて 興がって ゐる。 小む つかしい 近代の 文學 も、 遠く 源へ 通れば 

矢張り 昔の 武男譚 や 直話 や 怪談の 類から 進化した ものに 過ぎない。 わが 室町 時代に 出來た 『お 伽 草 

子』 は 多くの 古 傅說を 集めた 童話 集で あるが、 それが また 後の 德川 盛期の 戲曲 小說の 起源 をも爲 して 

ゐる。 

此 『お伽草子』 の 中に 收 めら れた 『鉢 かづき』 の 話 は、 爾後 幾 世紀の 間、 『桃 太郞』 や 『文 福 茶签』 

と共に 日本の 子供の 心を樂 しませた 名高い ぉ做噺 である。 私 は 今 比較 說話舉 に 於け る此 話の 意義 を 語 

るに 當り、 先づ 原本の 『お伽草子』 によって その 荒 筋 を 述べよう。 

河內 の國、 片 野の 邊に備 中の 守 さねた かと 云 ふ 人が あった。 何 一 つ 足らぬ 事な き 富裕の 身であった 

が、 長らく 子供の 無い の を 嘆いて ゐた。 ところが 如何した 拍子で か 一人の 板 君が 生れた。 姬は 肩の 隱 


97 ~ - 


れる ほどの 大きい 鉢 を 冠って ゐた。 母親が 詠んだ 歌に、 

さ. > もぐさ 深く ぞ賴 む觀世 音、 

善の ままに いただかせ ぬる。 

姬が 十三の 年に 母 は 死んだ。 あとに 來た繼 母が 姬を 虐待し 父に 護誣 したため、 姬は 遂に 家 を 逃げ出 

した。 河に 身を投じ たが、 鉢 を 冠って ゐる ために 顏 ばかり は 沈ます、 遂に 漁船に 救 はれる。 それから 

人里へ さまよ ひ 出た 時、 ふと 國 守の 山 蔭の 三位 中將の 目に とまり、 鉢 を脫 いで 顏を： a せようと しても 

鉢 は 如何しても 取れない。 そのまま 國 守の 館に 風 K: たき 女と して 置かれた。 

この 屮將 殿に は 四 人の子が あった。 三人に は旣ぅ 嫁があった。 四^ 3 の 子の 大將 御曹子と 云 ふの は 

まだ 獨 身で、 『優に やさしき 御 姿、 むかし を 申せば 源氏の 大將、 在 原 業 平 かと ぞ 中す ばかり』 であつ 

たが、 ふと この 風呂た き 女の 鉢 かづきに 想 を かけて、 深く も 契った。 

御曹子の 父君 は、 かかる 見苦しい 風呂場 女の 不具者 を 息子の 嫁に する 事に は 無論 反對 であった。 母 

君 もまた、 鉢 かづき は變 化の 者で 必定 若君の 身に 禍 する だら うと 邪推 をして 恐れた。 しかし 御曹子の 

熟 愛 は變ら なかった。 

父母 は 二人の なか を 割くべく 一計 を 案じた、 御曹子ら 四 人の 兄弟の 嫁 競べ を すれば、 鉢 かづき は 見 

苦しき 我が身の 姿 を 恥ぢて 自ら 逃げ出す だら うと。 御曹子 は 鉢 かづきと 共に 此話を 聞いて から 苦悶し 
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た 揚句、 さらば 二人で 出 をしょう とい ふので、 曉 近く 急いで 家 を 出ようと する 時、 『いただき 給 ふ 

鉢 は かっぱと 前に 落ち』 て 割れた。 

驚いて 鉢 かづき 姬の顏 を 見る と 『十五夜の 月の 雲間 を出づ る』 に 異ならぬ 美し さ、 そして 落ちた 鉢 

のなかから は 余 銀 珠玉の ほか、 『十二 ひ， V への 御 小袖、 紅の ちし ほの 袴』 まで 出た ので ある。 これ は 

被の 母が 初 瀬の 觀状昔 を 信心した 御 利 生であった。 そこで 姬は 御曹子に 伴 はれて 嫁 競べ の 席 へ 出る 

と、 その あでやか さ、 美し さは 滿 座の 人 を 驚かした のみ か、 三人の 嫂 をして 顏色 なから しめた。 そし 

て 父なる 巾將は 喜びの 餘り、 家産の 大部分 を 御曹子 夫婦に 與 へた。 これに ひき かへ、 嘗て 鉢 かづき を 

虐待した 機 母 は、 人々 から 棄 てられて 悲慘 なる 一 生 を 送った。 

一一 世界的 傳說 

H 本 民族が 昔から 語り 傅へ た此 『鉢 かづき」 の 話 は、 世界 各國 民の 有する 說 話の 比較 研究者に とつ 

て は、 たしかに 我が 圃賓の 一 つで ある。 此話は 種々 に 形を變 へて、 遠い 古代から 世界中 到る 處に 傳播 

して ゐる。 欧洲の 文明！： は 1  一一 c ふに 及ばす、 阿弗利加の ホッテントットの 野蠻人 も、 印度の 山奥の サン 

タル 人 も、 芬藏人 も、 セルビア 人も^ これと同じ 昔噺を 有って ゐる。 かの 深遠の 擧殖に 加 ふるに 能文 

健筆 を 以て 名高かった、 英 國のァ ン ドル ゥ *ラ ングが 主宰した 傳說 舉會の 研究に よると、 之と 同型の 
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説話 は， 川ル に 二： 百 む 五 極 傅 へられて ゐろ。 ^^^^門舉者がリップ • 、、ワン • ヰン クル 式と 呼ぶ 浦 島 太郞の 

話 や、 白鳥^！女説話として分類した羽衣傅說と！！^じく、 一； 鉢 かづき』 も 亦 吾々 が 五大洲の 諸 民族と 共 

に、 遠い a 先から 語り 傅 へ た 物 ，語 である 審を思 へ ば、 一 篇 の此宽 話に は 重大な 世界的 意義が： a 出され 

る 0 

『鉢 かづき』 の 話の 起源 は、 他の 多くの 帝 話と M じく 固より ぉ史 以前に あるの だが、 E 洋の文 献に现 

はれた ところで 肯 へ ば、 紀元後 第三 世紀、 羅 馬の. 家 イイ リア ン の 書いた 口 ド オビ ス の 話が それ だ。 

しんし 尙 これよりも 二 世紀 遡って、 地 现學の 方で 有名な、 かの スト レイ ポオの 『地誌』 の 中に も え 

てゐ るが、 此方 は 埃 及の 話に なって ゐる。 降って 歐洲の 中世と なると、 ^逸ぁたりでは4^も流行した 

もので、 今 n グリムの ま W 話 築に 出て ゐる 『ァ ッ セ ンブ ッ テル』 は卽ち これ だ。 

英米の は、 佛^ 西十ヒ 世紀の、 ンャ ルル ,パ a ォの 有名な 『仙女 物語』 から 取った もので、 英. 冗 i 國民 

の 子供で お 伽 噺に之 を 聞かない 者 は 殆ど 無い、 と 言って 可い ほど 名高い 『シンデレラ』 の 話 は、 卽ち 

わが 國の 『鉢 かづき』 の ー變 形で ある。 

『、シンデレラ』 の字^！は 『灰擾 きの 女』 とい ふ 息 味で、 『お伽草子』 の 『鉢 かづき』 の 中に、 ll 湯殿に 

けと ありければ、 未だ 習 はぬ 事 なれ ど、 時に 從ふ 世の中 なれば、 ？衂 殿の 火 を こそ 焚かれ けれ』 と あ 

.KM,- 一致して ゐ るの も 面. HI い。 ただ 西洋の 方の は 風 nL. 焚きで はなく、 いつも 爐の 隅に しょんぼり 坐つ 


てゐる ヱ ラと云 ふ 女の 義 である" 

いま 英圃の 劇壇に バ アナ ド . シ ョ ォと 並び 稱 せられる 人氣 作者 はジ *1 ィムズ • バ リイで あるが、 小 

說ゃ 普通の 劇の 外に、 此 人の 名 を 最も 重から しめて ゐる もの はお 伽芝居 だ。 バ リイの 作 『ビ イタ ァ • 

。へ ン』 と 聞けば、 英國の 子供 は 直ぐい やっと 笑 ふ 程に 喜ばれる ものであるが、 最近に 此 作者 は、 ここ 

にい ふシ ンデ レ ラ の 話 を 戟爭の 際物に 作り 變へ て 喝采 を 博して ゐる。 此 人の 脚本 はいつ も 女優の モ ォ 

ド • アダムズが るに 定まって ゐ るが、 私 は それ を 一度 滞米 中に 紐 育の 大 劇場で 見た。 相變ら すの 大評 

判であった。 お 伽芝居と は 云 ふ ものの、 觀客は 子供よりも 大 供の 方が 多數 で、 パリィ 物を演 する 此女 

優の 收人 は、 一 與行幾 十 萬 弗に 上る とさへ 聞いた。 

三 シ ンデ レ ラ 

西洋のお 伽噺の 流行す る此 頃、 シンデレラの 話 も 『黄金の 靴』 と 題して 旣に 我が 國に傳 へられて ゐ 

る さう だから、 私 は 玆に唯 その 梗概 を 述べて 我が 國の 『鉢 かづき』 との 比較に 便しょう。 

娘の 母が 死んだ ので 父 は 後妻 を迎 へた。 父の 存命中 は、 意地 惡の繼 母 も 此娘を 可愛がつ たが、 程な 

く 父 も 死んだ。 繼 母の 腹に 生れた 二人の 娘よりも、 先妻の 子の シンデレラの 方が 遙 かに 美しく 遙 かに 7 

愛らしき を^んで、 繼母 はこの 可憐の 少女 を 虐待し 酷使した。 いつも 襤褸の 衣 物 を 着せて 屋根裏に 押 


し 込めて 置いた。 

或 時、 王の 宮殿に 舞 會 があって 他の 二人の 娘 は それへ 行った が、 シンデレラ だけ は 固より 行く 事 

を 許されなかった。 爐邊 に獨り 淋しく 取殘 されて 留守 をしながら、 しくしく泣いて ゐた。 すると 不意 

に此 少女の 敎母 である 仙女が やって 來 たので、 自分 も 舞 路會に 行きたい とき n つて 訴 へる。 仙女 は それ 

を 慰めて、 

『よろしい、 それで は. M へ 行って 舞踏靴 を 一足 取って らっしゃい』 と 言った。 

むすめ は 舞 IS 靴の 一希 大きい の を 持って 來 ると、 仙女 は 直ちに 魔法の 杖 を 使って 之 を 立派な 馬車に 

變 へた。 また m を 六 匹 取って 六 頭の 馬に 變じ、 刖に 一匹の 大；： ^を 立派な 馭者に 仕立てた。 杖 を 少女の 

か- J た  スリッパ 

體 に觸れ ると、 苦しい 着物 は 忽ちに して まば ゆきば かりの 舞路 服と なり、 また 特に 美し レ 上靴 を 一 

足與 へた。 

シンデレラが 出掛けて 行く 時に、 仙女が 與 へた 大切な 注意が あった。 十二時までに 王宮 を 出て 來な 

いと、 ；i9< しい 衣裳 はまた もとの 通りの 擻褸 になり、 馬 単 も 馬も呰 初の 鼠に 還って 了 ふと 言 ひ 聞かせて 

m はいた。 

舞站の 場で は此 少女の 美し さが 滿 堂の S を そば だてた。 王様の 一人し き やない 王子 は、 忽ち この 少 

女の手 を 取って 踊った。 片時 も その 側 を 離れなかった。 
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十二時 近くに なると、 シンデレラ は 王子と 他のお 客に も 別れ を 告げて かへ つた。 そして 仙女に 深く 

感謝した。  . 

二人の ii ハ母妹 は 遲く歸 つて 來 たので、 シン， テレラ は 眠い 目 を こすって 戶を 開けに 行った。 今 晚の舞 

路に 一 人す ぐれて 美しい ぉ姬 様が 來て 居られた、 と 云 ふ 話 を 聞いて シ ンデレ ラは何 喰 はぬ 顔 をして、 

『それ は どなたでした？』 と 訊いた。 

誰で あるか 全く 昆 當が附 かないので、 王子 は 殊に それ を 悲しまれ たと 云 ふ 話であった。 少女 は 異母 

妹ら に、 明晚は 自分 も 行って 其 美しい ぉ姬 樣を兑 たいから、 あなたの 古着 を 貸して 下さいと 一 百 ふと、 

意地の 惡ぃ 妹ら は 怒って 言下に 之 を 斥けた。 

次の 晚も 亦、 シンデレラ は 王 宫の舞 路會に 出る 事が 出来た。 王子 は 夢 かとば かりに 喜んだ。 時の 過 

ぎる の も 忘れて 一 一人が 乎に 手 を 取って 踊って ゐ ると、 まもなく 十一 一時の 刻限 は來 た。 ぉ姬 様の 、ン ンデ 

レラは 慌てて 王子の 側 を 去って 一 E 散に 駔け 出した。 王子 は それ を 追 ひ 掛けて 行った が、 遂に 及ばす 

して 影を昆 失った。 

シンデレラが 慌てて 駄け 出す 拍子に、 上靴が 片足 脫 げた。 王子 は 後から それ を 拾 ひ、 自分 は此 靴の 

？ H を a- 附 けて 妃 にしようと 皆の 人々 に吿 げた。 シ ンデ レ ラは 美しい 上靴お 片足 だけ 穿いた 儘歸 つて 了 

つたので ある。 
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翌日 王子 は 使者 を 遣って 戶 毎に 此 靴の 持主 を搜 させた。 王族 や^ 族の 姬君 はもと よりの IST ありと 

あらゆる 女に 穿 かせて 見 たが、 誰の 足に もべ n はなかった。 使者 は 終に シンデレラの 家に 來て、 先づニ 

人の 妹娘に 穿 かせて 見た が、 とてもう まく 適合らなかった。 

设 後に、 ンンデ レラが 進み出て、 手に 持つ 赛を棄 てて 其 片足の 上靴^ 穿いて 昆せ ると、 不思議 や、 し 

つくりと 足に 適った。 ふたりの 妹娘の 驚き は 之に 止まらない かった。 シンデレラ は 衣 画から 更にもう 

片足の 方の 靴 を 出して それ を 穿いて 見せた。 

その 場へ 再び 姿 を 現 はした の は 仙女で ある。 はにかむ シ ン， テ レ ラを 忽ちに して また 美しい 服装の 氣 

高い ぉ姬 様に 變 へた。 使者 は此士  n 報 を 蕭 して 王チに 侮へ る。 いつも シンデレラ を 苛めて ゐた 二人の 娘 

も、 今 は その 膝下に 跪いて 許し を 乞 ひ、 いつまでも. K の 妹と m 心って 吳れ よと 賴ん だ。 

シ ン デレラ はめで たく 王子の 妃 となり、 後に は 女王と なり 異母 妹た ち は 女官と して か しづいた ので 

ある。 

四 比較 研究 

五大洲に 揽 がって ゐる 三百 四十 五 種の 『鉢 かづき』 の說話 は、 傳說學 者が 分類の 根本と して ゐるそ 

の 趣向に 於て は 無論 同一で あるが、 形に は稷々 の變 化が ある。 ラングの 說 によると、 野蠻 人の 國 では 
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この フ H ァリ、 卽ち 日本のに は 初 瀨の觀 昔に なって ゐる ところが、 山羊 だの 牛 だの 羊 だの 或は 犬な ど 

であって、 それが 可憐の 少女 を 助ける 事に なって ゐる。 少女が 男子に なって ゐ るの も ある。 

例へば カフ ァァ 土人の 傳 へて ゐる 『黄金の 角』 と 云 ふ 話で は、 或 男の 兒が 母に 死別れ る。 固より 1 

夫 多妻の 事 だから、 父の 他の 女房た ちが 此 子供 を 苛めて、 終に 牛の 子に 遣って 了 ふ。 此子は 牛に 乘っ 

て 家 を 出て 行く と、 長い 旅の 間、 牛の 右の 角から 食物 や 衣 物が 出て 何の 不自由 もない。 或 時、 敵に 出 

く はして 牛 は 身 を 以て 子供の ために 戰ひ、 遂に 殺された が、 その 角から は 依然として 衣食が 得られ 

た。 かう して 得た 美しい 衣 物 を 着て、 此子は 遂に 美しい 女と 結婚す るに 至った と 云 ふ。 

かう いふ 動物 說話 になって ゐる ものの 外に、 また 植物 說 話の 形 を 取って、 死んだ 母の 墓から 生えた 

樹木が 子供 を 養 ふとな つて ゐ るの も ある。 露 西亞の カレリア 土人の 如きが この 一例 だ。 セル ビヤ ゃ獨 

逸の は、 此 樹木が 鳩に なって ゐる。 

此說話 は、 之 を 傅へ はじめた 時代に 於け る 各の 民族の 文化の 程度 や 或は 氣 風の 相 異な どに よって， 

剛壯 なの も あれば 詩的な の も あり、 趣向 も簡單 なのと 複雜 なのとの 違 ひ は ある。 しかし 母に 死別れ た 

子供の 可憐な 境遇、 觀音 とか 仙女と か、 また 何等かの 超自然 力の 救濟、 最後に 王子 或は 美女との 幸福 

なる 結婚、 この 三つの 耍點に 於て すべて 一致して ゐろ" 學者は 之 を 天然 神話の 一 つなり と昆 做し、 少 

女 を 黎明、 繼母を 暗雲と 解し、 雲 拂 うて 現 はるる 太陽 を 王子と 釋 した。 そ はと まれ、 原始時代に 於 


てす ベての 人類が 思想 發 達の 同じ 階段に 在った とき、 同じ やうな 事 を 同じ 様式で 考 へたと ころに、 ラ 

ング 一派の 比較. SS 舉の 興味が 在る の だ。 

逮ぃ 祖先の 代から 親から 子へ、 子から 孫へ と 語り 傳 へた 傳說 神話 は、 彫琢 を 加へ す 修飾 を用ゐ なか 

つた 古代 民族の 自. おの 儘の 詩歌で ある。 その 自然 觀 人生観が、 文字に 現 はされ た 文學の やうに 定形 を 

取らす して、 流動の 形の 儘に 傅 へられた 贵き 遺物で ある。 考 古の 樂 者が 太古の 石器 や 土器 を 研究す る 

と 同じく、 荒誕 無糟の 民族 傳說、 鄕 土傳說 も亦擧 者の 摯資 なる 研究に 依す る 事 は 言 ふまで もない が、 

わが 國 では 斯搴の 進歩が 今 = なほ 萎靡して 振 はな いのは 遣憾 である。 往年 高木 敏雄 君が 『比較 神話 

學- の 好 著 を 公に して、 日本に 於け る 斯舉の 建設に 最初の 貢獻 をせられ てから、 『山 島 K 譚集』 の 著 

者 柳 S 國男氏 等の 『鄕土 研究』 となり、 近く はまた 日本 傳說 舉會の 出版物と なった のは眞 にわが 舉界 

の^ 事で ある。 しかし 日本の 現在で は、 斯學は 未だ 研究 村 料の 鬼 集 時代に 在る の だが、 更に 進んで 人 

類^、 比較 宗教 學、 族 心理の 研究と 相俟って、 眞の組 識 的 比較 研究の 時代に 入る の 日 は 2^ して 何^ 

であらう か。 
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わかき 藝術 家の むれ 

(大正 二 年 一 月 『三 田 文舉』 所載) 

一 

数年 このかた 我が 文壇の 異彩であった 「ス バル』 『白樺』 『朱 欒』 などに 績 いて、 近頃 はまた 银 しく 

かう いふ 類の 雜 誌の 數が 殖えた。 『創作』 『峽 灣』 『奇蹟」 など、 廣吿に 見える 文 藝に關 する 新雜 誌の 

名だけでも：^^^してニ三に止まらなぃ。 そして どれ を兑て も 全く 商 賣氣を 離れた、 いかにも 詩文 藝術そ 

の もの を 愛する 人の 乎に 成った もの だとい ふ 事が 一見して わかる。 私 はかう い 雜誌を 乎に するとき、 

たと ひそ こに 出て ゐる 作品の 價値 如何 は 問 はすと も、 先づ 若い 人々 が藝 術に 對 する 熱烈な 愛慕、 新 思 

潮に 對 して 少しも 禱 踪し遂 巡す る ことの 無い 雄々 しい 態度、 また 製作の 上に あら はれた わかわかしい 

努力の あと を 見て、 齡 からす 心 を 動かされる と共に、 また これに 對 する 十分な 敬意 を 表せす に はゐら 

れ ないやう に 思 ふ。 

私 は 日本の 文壇に かう いふ 現象 を a ると き、 今から 十四 五 年 も 前、 英吉利の 藝苑に 生れ 出で た 同じ 

やうな いくつかの 雜誌 のこと を 想 はすに は ゐられ ない。 a.he  Savoy,  Tls  Dose,  TThe  Pageant, 


m ~ - 


^^  Yellow  Book とい ふやうな 澤 山の 雜 誌の 名 は、 今ではもう 此 道の 人の 外に は餘り 記憶され て 

もね ない。 どれ もみな 長く は 綾 かすに S 刊 して、 今日で は旣に 珍本と して 値の 出た のさへ ある。 そし 

てち やう ど 日本で 文藝の 雜誌 が 海外 新 思潮 の 輸入 者で あり 鼓吹者で ある やうに、 英吉利 で これらの 雜 

誌 はまた 大陸 文學の 紹介者であって、 最近 英國 文壇の 一面 をな して ゐる新 傾向 を 産み出す ために は、 

みな 與 つて 大にカ ある ものであった。 なかで も 最も 人の 注意 を惹 くに 至った もの は、 例の John  f 

ac 社から 出て ゐた 四囘發 行の The  Yellow  Book であった。 

近 はの 文 蘇お の 上に 重耍な 意義 を もった 雜誌 では、 これらよりも すっと 以前に、 ロゼッティ： f ラフ 

ァ ェ ル前 派の The  Gcrni や The  Oxford  and  Ca ョ bridj^e  Magazine などが あった。 また 大陸 文舉 

の、 方で かう いふ 青年 文士の 機關雜 誌が 續 出して、 新 氣運や 鼓吹した 最も 著しい 例と いへば、 先 づ千八 

百 八十 年代に 出た. «: 耳義 の、、 エル ハ アレン 一派の r、l  .TS" つ aelgiqllc を はじめと して、 なほ La 

ヨ ainc,  Lc  TTypc などの 類が いくつ も 出た。 怫蘭 西の レ 一一 ェが やって ゐた La  Walloiiic, マラルメ 

や.. エル レエ ヌの關 係して ゐた La  B;-scdK- など もみな 同じ 類で あつたが、 中には わ づか三 號で廢 

めた の もあった。 が、 それが^ 各 新 文藝に 貢献した ところ は 決して 齡 くなかった。 しかし これら は 皆 

く は ー黨 一派の 機關 であって、 或 主義 を 標榜した 新 運動の 代表であった、 從 つて 隨分 こちたい I ノ. C— 

pagatida 的の もの も 無いで はなかった。 が、 今 私が ここに 說か うとす る 英吉利の 諸雜 誌、 ことに 
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.The  Yellow  Book など は 全く さう いふ 一派の 主張 や 傾向 を 代表した ものではなかった。 ただ 世の 

俗衆 を 離れて 詩文 藝術を 愛する 人々 が 集まり、 自分た ちの 製作 を 公に し 意： a を發 表する ための 艸 紙に 

過ぎなかった ので ある。 だから 同人の なかには 小 說家も あれば 詩人 も ある。 粛 家 も あれば 批評家 も あ 

る。 傾向から 言っても、 寫實 主義の 人 も 浪漫的な 人 も 耽美派の 人 も 色々 あつたと いふ 風で、 唯 皆が 藝 

術に 對 する 熱烈な 愛慕と いふ 一 點に 於て 相 合し、 例の 常識と 道德 との ほか 何もの を も 顧みない 俗衆に 

反抗しょう、 とい ふ 態度に 於て 一致して ゐ たとい ふだけ である。 どこまでも 作家の 個性と 作品の 獨立 

と を 重し とする 文藝の 本質から 言っても、 全く 主義 流派の 如何 を 問 はすに、 各み な 自己の 特色 を發揮 

した 作 を 寄せて ゐ たの は 面白い とお も ふ。 

『黄表紙』 11 假 にかう 譯 してお く。 表紙が 每號 黄い ろの クロ ス 綴であった から 此 名が ある 11 が 

はじめて 出た の は 一八 九 1： 年、 それから 十三 號 まで 出て 廢刊 したの だから、 わが 國の 文壇で はちゃう 

どこれ とよく 似た 雜 誌の 『文 學界』 に 透 谷、 天 知、 柳 村、 藤 村、 禿 木、 秋 骨、 孤蝶の 諸家が、 盛んに 

筆を揮って 淸 新の 趣.^ を 鼓吹され た 頃に 相當 する だら う。 先 づ繪書 意匠な どの 方 は Aiihrcy  Bcard- 

sley, 詩文の 方 は Henry  Harlaml が 主にな つて やって ゐた。 これに 筆 を 執って ゐ たもの は 眞に十 

入 十 ^3 で、 A.  C.  B.llsoll の やうな 人 も あれ は、 Saintsb ョ y や Gosse の 名 も： Ef^ える。 皮 肉屋の 

Max  wcern-ohlll, いつも 氣の いた 評論 を 書く  Waugh, 詩人で は Davidson,  Dowson,  symsls. 
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Yeats, 小說の 方で は Gissillw の ほかに Crackanthorpe, それから 詩で も 批評で も小說 でも 何でも W 

達：^ な Richard le  Galienne など、 數 へて 見る と 英吉利の 新 文 學に關 係の ある 大抵の 名 は 出て ゐ 

た。 これら をい ま 一 々批評す る こと は、 とても 紙幅が 許さない から、 私 は 唯 ここに その 中の？ 者し ぃ數 

人に 就いて、 紹介と もっかす 感想と もっかぬ 事 を 書いて ようとお も ふ。 主として ケネ ディ 氏の 新著 

に據 つたので、 色々 しらべて 書き上げた elaborate な 評論の 類で はない。 ただ 當時 まだ 歳 わかく 意氣 

甚だ 盛んであった 此 一 群の 詩人 や W 家の 名 を だけで も 我が 文壇に 傅 へ て、 動もすれば 輕 浮な 俗論に 動 

かされよう とする 一部の 人々 に、 眞に 熱意 ある 藝術 家の おもかげ を^ば せたいの が 私の 願で ある。 

二 

この 『黄表紙』 の 聲價を 貴から しめた もの は先づ 第一 に ビア ヅ レイの 揷 書であって、 かれが 退いて 

から 他の 畫 家が 代って やった が、 どうも 以前 ほどに うまく は 行かなかった。 七つの 歳から 旣に肺 息に 

侵されて、 僅かに 二十 六 歳で 死んで 了った この 薄倖の 天才が、 世に 遣した 作品の 數は隨 分に 澤山 ある 

が、 それ は 宵 前後 ゎづ かに 六 年間の 努力に 成った ものである。 子供のと きから 音 樂と騫 とが 好きで、 

中舉 生の 頃に よく 敎師の 似顔 を かいて、 あまりの 巧 さに 人 を 驚かした さう だ。 また 病身な のに も拘は 

らす隨 分 本 を澤山 請んで、 文擧の 方の 素養 も實 にたい した ものであった。 もし 健^が 許したならば、 


確かに 文筆の， パ- でも 不朽の 作 を殘す 人であった らう。 詩文の 遣 稿 は 後に なって 出版され たが、 それに 

は 羅甸の 古詩の 譯 ゃ小說 の斷片 などの 非常にうまい のが 出て ゐて、 たしかに 此方 面に も 奇才 世. V 驚か 

すに 足る ものが あった 事 を 示して ゐろ。 十八の 頃から 斷然粛 ばかり を寫 門に して、 マァ ロォ、 コング 

リ イヴの 戲 曲の 揷撸を かいたが、 先づ 出世作と い へば 一 番 名高い ァ アサ ァ 王物 語の 揷输で あったら 

う。 これ は旣 にいく たび か 丸 善の 店頭に も 飾られた から 昆 た 人 も 多から と 思 ふ。 また 彼 か 一生の 傑作 

は、 かって 雜誌 『白樺』 に 載せられ、 その 版 蠢 の 展覽會 にも 出て ゐた 『サ ロメ』 の 挿 &で、 近代 藝術 

史に 於け る ビア ヅ レイの 地位 は 全く あの 十六 枚の 作に あると 言っても 差 支 あるまい。 ジョン， レイン 

社から 出た 『サ ロメ』 の 英譯本 (ワイルド は あの 戲曲を 怫蘭西 文で 書いた) は 一 八 九 四 年の 出版 だか 

ら、 これ はま さに ビア ヅ レイ！ 一十一 一歳のと きの 作で あつたの だ。 

ビ ァ -ヅ レ ィ の 粛は陰 森の 氣 全幅 を 蔽ひ、 祌經の 微動 を 筆端に 迸らせた 寶 に奇拔 な、 人の 意表に 出で 

たもので ある。 どう 見ても 全く 獨創 的な 天才の 作物 だとい ふこと が 一 はして わか るら だから 『サ 口 

メ』 の は 勿論、 ボォの 短篇 小 說の揷 書で も、 皆 決して 唯 本文 を說 明す ると いふ 類の ものではなくて、 

翥 家 その 人の 銳ぃ 感性 を 表現し、 飽くまで 自分の 强ぃ 個性 を發 揮した ところに 特色が ある。 なかには 

餘り大 膽で私 どもに は 何だか 亂暴 だと 見える やうな 意匠 も あるが、 あの 細かい 力の 這 入った 筆法で、 

筆 數を少 くして 而も 能く あれ だけの 強い eabct を 出した 技倆に 至って は、 たしかに 藝苑の 驚異で あ 
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ると tf-: つてよ い。 たと へば かの 『舞姬 の 得た るか づけ もの』 の 如き、 一度 見た^に どうしても 忘れる 

ととの 出來 ない 强ぃ 印象 を與 へる II であるが、 よく 見る とジ ョ カナ ァ ンの 目と サ B  メの髮 の あたりに 

點. ベが ある。 あれが どれ 位 あの 窬の 感じ を强 くして ゐ るか 知れない。 その代り また 才に まかせて 隨分 

亂： § を やった 點も あるので、 例へば 『サ ロメの 化粧』 の 如き、 舞臺は 勿論 東洋の 昔で なければ ならぬ 

の を、 今の 化粧道具 や 香水瓶が かいて あったり、 下の 方の 棚に 佛蘭西 小說が 二三 冊 載って ゐ るし、 着 

物 も 十七 世紀 の 風に なって ゐ ると 云った やうな 類のと ころが ある。 しかし II の與 へ る 感じが あまり 

に 強烈な ために、 かう いふ 缺點が 殆ど 吾々 の 目につかな いのは、 さすが ビア ヅ レイの 偉い ところで あ 

つたら う。 

市 病が ひどくな つて 『黄表紙』 の 方 を やめてから 後、 かれはな ほァ アサ ァ • シ モン ズ 等が 出して ゐ 

た 『サ ディ』 に 寄稿して ゐ たが、 それ も ゎづか 二三 年で 死んで 了った。 今から 十 叫 五 年 前の こと だか 

ら、 其 の 英吉利で は 耽美派 運動に 關 係した もの はみ な 不德漢 の やうに 思 はれて ゐた。 詩文の 方で は 

ォ スカァ • ワイルド、 綺書 では ビア ヅ レイ を その 代表者の やうに 一 百って、 隨分 いろいろな 點 から 攻擊 

を 加へ たが、 とにかく 線寨 に： 新機軸 を 開き、 他の 模倣 を 許さない 獨 得の 肅風 だけ は、 確かに 近代 藝 

苑の 異彩であって、 此點に 於て 彼 はホ井 スラァ と 並び 稱 せられる だけの 天才であった。 
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詩文と 緖畫 との 兩方 にわた つてす ぐれた 才を 持った 人 は 昔から 隨分 多い。 日本の 燕 村 は 言 ふまで も 

なく、 ブレイク ゃサッ カレイ や デ ュ • モリ H や、 或は また かの 詩 を ゑが きま I を 歌った と 言 はれた ロゼ 

ッ ティの やうな 例 は 別と しても、 現に 手近な ところで、 石 井柏亭 氏が 以前 ， 明星』 に 時々 出された 詩 

や、 さきごろの 本誌に 出た 佛蘭西 西班牙 あたりの 紀行、 また 近頃よ く 『白樺』 で 見る 南薰造 氏が 田園 

生活 を寫 された 文な ど は、 共 人の 窗の 方と 昆 くらべて、 私 はこれ らを讀 むと き、 え も 言 はれぬ 興味 を 

感す るので ある。 それで 今 言った ビア ヅ レイ もさう だが、 同じ この 一群の わかい 藝術 家の なかに、 筆 

も 達者なら 肅も 巧い とい ふ 才人が も 一 人ゐ た。 その 人 はよ く 『剃刀の やう だ』 とまで 言 はれた ほどの 

鋭い 諷刺 家 -i また、 ああい ふ輕 快な 才人 は佛蘭 西でなくて は昆 られ ない、 英吉利 人に は先づ 珍ら し 

いと 言 はれた マックス • ビア ボォム である。 何しろ 英國 劇壇 舊 派の 大立物 であった 名優 ビア ボォム • 

ト リイの 弟 だから、 それだけ でも 優に 人の 視聽を 敬て るに 足る の だ。 今 漸く 四十になる かなら すの 年 

輩、 『黄表紙』 の 一 一 ー號 ありに 奇拔な 文 を 寄せて、 辛辣な 皮肉 を 世 問の 俗物 や 評 家に 浴 せかけ： た 頃 

は、 まだ 一 一十 あまりの 若 ざ かりであった。 縱 横の 奇才 忽ちに して 一 世 を 驚かし、 それから とい ふ も |_ 

の、 かの ..More" や -*Yc.t  Agaiu- などの 數 卷に牧 めら れた 奇警な 漫筆 やすけ つちの 類 も かけば、 プ 


また 時々 の 批評 も かいた。 芝居の 方 はもと より 一 かどの 通で あるが、 翁の 批評な ど は、 ホヰス ラァを 

論じた 文な ど 名高い ものである。 別に ：、rllc  Happy  Hyl-ccritc" の やうな お 伽噺も かく、 そして ま 

た 諷刺^で もって いつも 盛んに 喝采 を 博して ゐる。 3W に 才人 往く ところと して 可なら ざるな しの 觀が 

あるから 偉い。 いつで あつたか 彼 は 八 r の ER 子の 服装 は 野暮 だと 言って、 別に 同好の 士を 語ら ひ、 緋の 

上衣に 眞 白の 長靴 下、 それに 派手な 靴 を 穿いて 都 大路 を 練って 行った ことがある。 ちゃう どかの 怫蘭西 

のゴォ ティ H が 淡紅色の 飼 衣 を 着て 自作の 詩 を 歌 ひながら 街 を 歩いたり、 ォスカ ァ • ワイルドが 中世 

風の 派手な 着物に 向日葵 や 百合の 花 をつ けて 倫敦 のべ ルメル あたり を 歩いた 話と 同じで、 これ だけで 

も 風流 子才 マックス， ビア ボォム その 人の おもかげが 目に 見える やうで ある。 

これ は 寧ろ 餘技 であらう が、 彼の 筆に 成った 漫窗 とい ふ ものが また 天下一品、 誰彼な しに 古今の 人 

物 をつ かまへ て來て その 似顔 を かいて、 そこに 鋭い 皮肉な {eS: 意 を 寄せる。 たと へば 昔からの 詩人の 顔 

を かいた $1 鬼に は、 バイ a ンが 靴で 英吉利 を獄 つて ゐる ところ を かいたり、 帝國 主義の 詩人 キ プリン 

グが 玩具の 茁を 吹いて 女祌ブ リタ ュ ァと 乎に 乎 をと つて 得意で 踊って ゐる圖 など も 面白い。 殊に かう 

いふ 調子で、 現代の 名士 を 誰彼の 容赦な く 諷刺 靠で やっつける ところ は眞に 痛快で ある。 ヰリ アム， 

ァァチ ァァが 跪いて イブ セ ン の 靴の 尖に 接吻して ゐる圖 なぞ は、 日本の 文壇に も 苦笑 を 禁じ 得ない 人 

が 多い ことで あらう。 またへ r の 政界の 大立 物が、 みな 諷刺 畫 にお 定 りの 題目で あるな ど は 言 ふまで も 
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ない。 

以前 倫 敦で靑 年 才子の 三人 男と 云 はれた のがあった。 警句と 皮肉で いつも 論檀 を賑 はす チ- ス タト 

ンを 筆頭に、 次 はかの 健筆 縱 横の H ッセ イイ スト、 評 家と して はまた 一 かどの 佛蘭西 通で ある 政界の 

名士 ヒ レア • ベ ロックが あつたが、 それに この マックス • ビア ボォム を 加へ て 名物 男の 三 幅 對に數 へ 

た。 三人と もに 十 年後の 今日、 健筆 签々 その 力 を 加へ るの は眞 に英國 文壇の 慶事で ある。 

、ビア ボォム が 最近の 著 は ，，A  CJhrishiiiiK  G;ll.l;lulr と 云って ハイネマン 社から 出た。 例に よつ ン 

グて 現代 文 擅の 名流 を諷 罵した 十七 篇の文 を 集めた もので 面白さう だが、 僕 はま だ 見たい C  ) 

ビア ボォム の 文集に は、 都會 生活の 美しい 方面 を 面白 を かしう、 ヒュウ マァに 富んだ 筆です けつち 

風に 書いた のが 多い が、 それと まったく 正反對 なの は小說 家の クラ ツカン ソォプ であらう。 彼 は社會 

の 裏面に 潜む 醜惡な 毒々 しい 晤黑界 を 赤裸々 に 描き出して、 少しも 憚る ところがなかった。 文體 とい 

ひ敍 事の 法と いひ、 全く 怫蘭西 流の 書き方で ある。 或 評 家が 之 を 評して モ ォパッ サン を 英語で 行った 

もの だと 言った の は、 單に その 冷靜 な寫實 の 風に 於ての みならす、 巧みに 省筆 法 を 用 ゐた敍 事の 體ま 

でも 二者 相似た 所があった からだ。 この 人 ほどに 大膽な 自然 派の 描寫を 試みた 人 は、 英吉利の 小說に 

在来 その 例はなかった ので、 彼 は 遂に 世の みとむ ると ころと な らす 、僅かに ： Wreckage,"  "Last  st-- 
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dies," など 二三の 小論 集 を 世に 遣した だけで、 遂に 自殺に よって その 短い 一生 を 終へ たので ある。 

五 

當時 『黄表紙』 に關 係して ゐた 若い 人 たちのな かで、 詩人と いへば 先づァ アサ ァ • シ モン ズの 名が 

一番 ひろく 知られて ゐる。 此 人の 筆に 成った 評論の 方 は、 口木で も旣に 多くの 讀者を 有して ゐ るから 

詳しく； くま e もなから うが、 人の 一一 一；：； ふ 通り いかにも ペイ タァ の 衣鉢 をつ いだ、 A^^:蓄の深ぃ詩趣に富 

んだ 文章で ある。 こちたい 論现 をのみ 迪 つて 行く 議論の 類ではなくて、 かう いふの は 批評 そのものが 

旣に 詩的な 创 作に 近い もので、 ちゃう どべ イタ ァの 『文藝 復興』 や 『鑑 赏 論』 などの 文 築を讀 むの 

と 同 じ 趣が ある。 また これ は 評論で はない が、 かの 威" 斯、 羅 馬、 莫斯 科な ど歐雜 巴の 主な 都會 のこ 

と を 紀行文の 體 にかいた 『都 is』 の ー卷の 如き、 恐らく はシ モン ズが 散文の 作 中での 白眉で あらう と 

私 は 思って ゐる。 

さて 詩 欲の 方で いふと、 シ モン ズの 作に は 夢の やうな 情調 ゃ氣分 を、 巧みに 軍 純な 言葉で 歌った の 

が 多レ。 • んでゐ ると、 何だか かう 春の 朧夜 を獨 りさ まよって 行く と 云った やうな 柔 かな 感じが 胸に 

迫って くる。 一. 春の たそがれ』 と 題した 詩の なかに、 『たそがれ は 日 を さへ ぎりぬ" 壁の 上な ろかの 君 

の^ 姿、 ^あせて、 ほのかなる 闇のう ちに 消 ゆ J とい ふ 句が あつたが、 ちゃう ど さう 云 ふお ぼろげ 


な、 溶けて 行く やうな 心 持が いつも 此 詩人の 作に 味 ははれ る。 『私の 詩 は事實 の記錄 ではない、 謂 は 

ば 海の さ ざ 波の やうな 束の間の 情調 ( nioods  )、 これが 藝 術の 領分であって また 私の 詩の 題目で あ る』. 

と 自分で もさう 言って ゐる。 

シ乇 ンズが 最も 多く 歌った 題目 は戀 愛と 女性と であって、 それが いつも 此 詩人の 鋭い 感 性に 觸れ 

て、 極めて 官能的な 肉感的な 詩句と なる ので ある。 寳際 肉の 歡樂と 放 醉とを 大瞻に 歌った 點に 於て、 

かれは 英國 古今の 詩人に 多く 類例が 無い と 言っても よい。 かって キイ ッを さへ 官能的た りと 難 じ、 口 

ゼッ ティ、 ス ヰンァ バ ン を 肉感 詩 派な りとまで 罵った 評 家の ゐる 英吉利 の こ とだから、 シ モ ン ズ の 詩 

篇は 勿論 諸方から 乎 ひどい 攻维 をう けた" 之に 對 して かれは 詩集 二、  sldnn  Nights" の 再版の 序に 於 

て、 下の やうな 斷乎 たる 態度 を 以て 答へ て. ゐ るが、 そこによ く 彼の 藝術觀 とも 云 ふべ きものが 現 はれ 

てゐ て、 殊に 道學 先生に 一喝 を哈 はした ところが 甚だ 痛快 だから、 ここに 引用す る。 

私 は 今 ま で 道德と いふ 論據か 、り 攻擎 をう けた。 世に は、 わたくしの 作が 藝術上 つまらな いからと いふ わけ e はなく 

て、 道德 上い けない と 思 ふと 言って 攻 擎 した 人が 多い。 さう いふ 人 は道德 上と 爇術 上との 批判 を 混同し、 i; 術 を 助け 

ずに 却つ て 荡術を 狭く して ゐる 事に 氣が附 かないの だ。 どこまで も； 4 は藝術 の 自由の ために 爭ふ。 そして 道 德が藝 術 

の 上に 称 判權を もっとい ふやうな 說に は反對 する ので ある。 蕩 術が 道德 によって 仕 へられる 事 はあって も、 それの 奴 

僕と なること は斷 じて 無い。 何と なれば 藝術 の 根抵は 永遠 の ものであるが、 道德の 拫柢は 時代 の變 化に 伴って 動搖す 
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る を 免れない からだ。 試に 諸 がい ま服從 して ゐられ る 闲襲的 道 德の誡 の 一箇 條を でも 取って 示されよ。 私 は 諸君の 

狐 先が 服從 して ゐた或 別な 道德の 箇條の 中に、 必ず それと 正 反對の ものの ある 事 を 何時でもお：； II にかけ よう。 -;^ お 望 

と あらば、 その 道德を 破った 方 を 正しと しても 諸君 も 不本意な がらに 推賞 せざるを得ない やうな 例 を、 早速お U にか 

けよう。 こん な 咋：^ 疋今非 の 定め なき 指導者 のために、 ； 4 ども は 果して 藝 術の 確固 不變 な 指導 を 見す て る ベ きもの だ ら 

うか。 人間界に ある 如何なる もので も —— 熱で も 願望で も. 精祌 またはせ 能で も、 また 人の 心の 天 M にせよ 地 SIC 

せよ 11 それ は 皆 永久 的な 術の 一部分であって、 自然が ざっと $1 つてお いたの を、 鼓 術が うまく 美しい 型に それ を 

桔 合さ せ て 行く ベ きもの だとい ふ 事 を 示 して ゐる。 

近代 人の 胸奥から；^ れ るかす かな 憂愁の 聲を、 美しい 音樂の やうな 詩の なかに 聞かう と いふ 人に 

は、 詩人 ァァ ネスト • ダウ ソンの 名 こそ 忘れが たきものの 一つで ある。 かれはよ くシ乇 ンズと 並び 稱 

せられろ 人で あるが、 旣に はやく 世 を 去った 人 だけに、 ダウ ソンの 方 を 一層な つかしう 思 ふの は 私ば 

かりで はなから う。 戀に やつれ 詩に 瘦せ たこの 薄悸の 詩人、 肺忠と ハツ シッシ ュと藝 術と、 そして 女 

性との 外に は 何もの もなかった 此 人の 短い 生涯に は、 その 世に 遺した 幾篇の 詩文に la られ ると 同じ 深 

い 悲哀の 影が 漂うて ゐる。 僅か 三十 三年 間の 生涯 そのものが、 旣に ー篇の 哀歌で あり 悲劇であった 觀 
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が ある * 

かれは 令から 十二 年 前に 死んだ が、 性行に も閲歷 にも、 世紀末の 天才に 免れが たい 頹廢的 傾向が 著 

しかった。 牛 律 大學を 中途で やめてから 後し ばらく は 倫敦に 居た が、 英吉利の 氣風 はどうしても 此詩 

人に おもしろくなかった のか、 大抵 は佛蘭 西の方で 暮らした。 ォ スカァ • ワイルドの やうに 巴 里の 都 を 

好んだ の は 勿論 だが、 それから なほ ブ リタ 一一 ィ、 ノ， -マ ン ディ の あたり を 放浪して 一 生 を 送った。 い 

つも 沈 なろ くに 他人と は 話し もしない やうな 人で、 窮乏 を 救うて やらう とい ふ 親類に さへ 全く 交際 

をし なかった さう だ。 肺 息が 重って 命 は 曰 一夕に 迫って ゐ るのに、 ^者に 會 ふこと を すら 職うた とい ふ 

の も、 必す しも 死 を 願った からだと は 思 はれない。 

かれの 詩のう しろに、 いつも 毘 えが くれの 一人の 女性が あった。 さる 亡命の 客の 娘、 もとは 相當な 

身分の 女で あつたが、 倫敦の 外國人 街で 母親と 一緒に 小さい 料理屋 をして ゐた。 そこへ ダウ ソン はい 

つも i 母 日の やうに やって来た。 自分の 作った 詩 を 歌って 聞かしながら、 その 間に 纏綿の 情 を らした 

とと も 屠 次であった。 が、 この 女 は 遂に 給仕の 女房に なった ので 詩人の 美しい 戀の夢 は菜敢 なく 破れ 

て しまった。 それからと いふ もの、 強い ハツ. レッシュの 酒に 憂愁 を 忘れよう として、 かれが 生活 は 益 

益 荒む のみであった。 倫敦の 居酒屋に も飽 いて 後 は、 佛蘭 ffi、 白 耳義を さまようて 益々 不顯 放縦の 生 

を 送った。 その 間、 酒と 女と 詩と 病と が 彼の すべてであった 事 はいふまで もない。 
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此 天才が 世に のこした 作品 はまこと に少 い。 一八 九 六 年に 出た 詩集と 死後に 出た "Decorations" 

の ニ卷の ほか、 短篇 小說が 五つ 六つと 韻文 劇の 一幕物が 一 つ ある だけ だ。 勿論 英語で 書かれて ゐるも 

のの、  < 上體の 色調 はすべ て佛蘭 两 風であって、 どう 見ても 全く 羅甸 趣味の 詩文で ある。 これ は ダウ ソ 

ン： 代ば かりで なく、 かれの 父が 旣に佛 蘭 西に ながく 住んで、 その 國の 文舉に 造詣が 深かった とい ふ 

やうな 事が よほど 影響して ゐる らしい。 

かれの 名 をな がく 後世に 倚 ふるもの は、 散文の 作ではなくて 詩歌で ある こと は 勿論 だが、 その 方で 

かれは 多くの デカダン 入の やうに、 ボォの影響をぅけること最も^^だしき 一 人でぁった。 シ モン ズ 

の い ふ 所に よると、 

■-T11C  vicl,  tide  violet  and  vine" 

とい ふボォ の； 句 を ほ して ダウ ソン は、 詩 美の 極致 をつ くした もの だ、 v ぐら ゐ 美しい文 宇 は ほかに 

無い から、 詩に はいくら 澤山 これ を S ゐても 足らない と lln つた さう だ。 かう いふ 首 葉から 推しても 

ぐ わかる が、 かれは 叫ら かに 近代の 象徴派 詩人と 同じく 全く 詩 を 歌 ふ ものと して、 その 音樂的 方面に 

のみ 重き を 置いた 人で ある。 詩 は 決して 思想と か哲现 とか を內容 とする のみで はなく、 音の 感覺を 通 

じて 或^ 調を晤 一； 小す る 純 粹な藝 術 だと 彼 は 做した。 £ 取 も 名高い 次の 一 首の 如き はよ く かう いふ 主義 

を. 过隐に 示した もの だ。 
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5  Exceeding  sorrow 

we  iiitist  depart;, 

22< IS  exceeding  Sorrow- 

All  3y  jmrt  ！ 

Give  over  pkiving, 

广 yst:  tliv  Ylcl  away: 

Merdv  laying 

i>111nc  licax 一  my  w£ly  : 

Prithee,  3 づ c  over づ ia-vln^. 

Grave  or  g^av. 

we  no  word  sfslcen 


(大意) ただならぬ 悲しみ に 

ほろび 行く わが 心。 

あす こそ は 

*^ たりが. 1^ 力れ、 

ただならぬ 悲し みぞ 

いまわが つとめ。 

彈くを やめよ、 

君が 琴お かせた まへ <* 

ただ こなたに 

君が かう ベ を 横た へ て、 

願 はくば 君、 ぎく を やめよ、 

悲しき もまた 樂し きも。 

語りた まふな 一 こと だに も、 
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Weep  nothing:  let  a  I-ale 

Silence,  utnjrokcn 

Silence づ rt-villl ！ 

F*rithcc,  Is  no  wor(l  sl-oken. 

Lest  I  fail ！ 


泣かせた まふな。  一 

色 あせた る 「^： 默 一 の、 絕 間な， 

こ こを領 ずるに まかせよ。 

願 よ. くば Si る を やめよ、  一 

われ は堪へ ざらん。 


Forget  to-morrow  ！ 

weep  llothill-l^  ：  (K-ly  iaj~ 

in  silciit  s()n.(>w 

Thine  hca(l  iiiy  .way  .. 

LA,-t  us  forget  to-rnorrovv , 

.This  one  (lay  ！" 


翌日 を 忘れよ、 

泣かせた まふな。 

ただ沈^：-の悲しみに、 おかせ 袷へ 

こたたに^^がかぅべを。 

あす 

翌日 を わすれて、 

ただけ ふの 日 を こそ 0 


シ モン ズは此 歌 を 評する に 『沈默 の 音樂』 とい ふ 言葉 を用ゐ たが、 かう いふ 捕捉し がたい 何とも 一 育 

へぬ 沈んだ 情調 を、 かく も 巧みに 音律の 美に うつし 得た もの は 現代の 英詩に 稀 だ、 と 言っても 必 やし 
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も 過褒で はない とお も ふ。 

彼が 詩 を 作った の は 全く 自己の ためであって、 他人に 認めて 貰 はうな どい ふ氣は 更に 無かった。 自 

分の 苦心の 作で 自分 さへ 滿足 すれば よかった。 だから 生前 は 殆ど 世の 認 むる ところと ならな か つ た 

が、 近代の 英吉利の 詩人の こと を 想うて、 ス ネン. パアンから イエイツ、 シ モン ズと數 へて くると、 私 

なぞ はどうし も此 ダウ ゾ ン の 詩才 を 同じ 列のう ちに 人れ すに は： t まない やうな 氣 がする。 

なほこの 『黄表紙』 に關 係して ゐた 詩人で 私 どもの 忘れる ことの 出来ない 名 は、 ライ ォ ネル *ジ 3 

ン ソンと ジョ ン • ディ-ヰ ッ. ド ソンと であるが、 ふたりとも 旣に 故人と なった。 ジョ ン ソンが 酒の ため 

に 健康 を 損って、 これ もまた ゎづか 三十 歲 あまりで 世 を 去った の は、 人マ からちゃ うど 十 年 ほど 以前 

だ。 その 詩集に は、 哀音 ひとの 胸に 迫る といった やうな 佳什が、 比較的 短い 作に 多い。 散文の 方で い 

ふと、 トマス • ハァ * ティ を-論じた ー卷が 特に 觀 察の 精緻と 文章の 流暢 明快な のによ つて 著しい。 恐ら 

くこの  一 W がジョ ンゾ ンの名 を 不朽なら しむる もの だら うと 思 はれる が、 私 は それよりも 此 人の 輕妙 

な 漫筆 物の 方 をー歷 おもしろく 思 ふ。 たと へば 『黄表紙』 の is 三號に 『煙草の 雲』 と 題して、 

草の 雲、 雲 また 雲、 その. 溢 卷く靑 い 煙草の なかに 人生の おもかげが 在る とお もへば、 さう おもった 人生 こそ 面白 
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らう。 空中での 美しい 變化、 ゆたかな 動搖、 遂に は靜 かに 消えて 行く その ありさま、 さう いふと ころに 卬分 のない 

あら 

のどか さ 以上の ある ものが 表象れ て ゐる。 雲 また 雲、 どうも 今 言った やうに；！^ はお も ふ。 さう 思 ふの がまた 愉快で あ 

る 0 

かう いふ 調子の 文で 人生 を觀 じた 此ー篇 など は、 たしかに 彼の 傑作の 一 に數 へらるべき だら う。 

また ディ ギッド ソンに 就いては その 詩に 著しく あら はれた 自然 科 寧の 影響、 またーーィチ,^ にうけた 

感化、 それから 基将 敎に對 する 熱烈な 反抗的 態度 や、 一 九 〇 九 年に 自殺す るまでの 一 生の 波 澗 曲折な 

ど齊く ベ き は^だ 多い が、 餘り 長くな るから これ は 他日に 譲る ことにした。 

『黄表紙』 に 詩文 を 寄せた 人々 に は 以上の ほか、 なほ Austin  ccbsoll,  Vermm  L つ， ン l.n(  ！d 

Bennett の やうな 第一流の 名家 を はじめと して、 種々 さまざまな 人が 澤 山あった。 從っ てまた 出て ゐ 

る 作品に も隨分 玉石 同 架の 氣味 はあった が、 それ はかう いふ 艸 紙の 常と して 致 方 もない 事 だら う。 殊 

に 最初 六七號 まで は 一 桥住 作が 多くて 賑 かであった が、 それから あと は ひどく 昆 劣す ス感 があった。 

短い そして 花やかな 生涯 は 天才の 常 だ。 『黄表紙』 の壽 命が 短 かかった やうに、 之に 關 係して ゐた 

同人 も 不思議に 三十 歲 前後で 此世を 去った 人が 多かった。 その 19 か ら 今に 至って は なほ 藝苑に 花. V 

唤 かして ゐる 人と いへば、 I；；！ 指 を 屈する ほど も 無い。 とはい ふ ものの かの 保守的に してと かく 偏狹固 

陋な道 ゆ 无生風 を 免れなかった. 井 クトォ リア 朝の 終 ごろ、 恰も 世紀末の 英國文 培 一に、 自由 淸 新な 大陸 
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. の 思潮 を 導き 人れ、 來 らんと する 新 傾向の 基 を ひらいた 點に 於て は、 これら 多くの 若い 藝術 家の 努力 

は. 4< して 徒爾ではなかった ので ある。 


詩人 ヴ ン. レ ルべ ルグ 

日本に 廣く 知られて ゐ る.、 ェ ル 《アレン や マァテ ルリ ンク と共に、 白 耳義文 舉の將 として 欧洲の 諸 

邦に 認められた 詩人 は、 ゲ ン • レル ベルグ Charles  van  Lcrberghe  ( .ー  八 六 一 年生— 一 丸 〇 七 年殁) 

である。 殊に そ の 殁 後は英 佛各國 で 彼の 作品 を 研究す る 人 益 々 多 く、 

Albert  IMOCkcl,  Charles  van  Lcrbcrgiie.  ； Paris  :  Mcrcure  de  France.  1904 

；? aris  :  Mcrcure  de  pvance. 191 ひ. 

MVP  Parnasse  de 】a  Jcun ひ IBClwiquc.  Paris :  vannler.  1SS7. 

Jc-tv-ro  witllcll,  COTntenllsray  wdgian  wv„.^o^p^cw.o.  London  :  I-lsher  Unwm. 191 ひ. 

Jcthrc  Bithc.u,  Contc ョづ orary  wclgian  ； Poetry.  LolKlon  :  Walter ひ cott.  IQll. 

o  T^lrfjuct-Ivlnncs,  So ョ e  Modern  .Del れ an  Writers:  Londoii : Horace  Mulrhcild.  191G. 

等の 諸畫を れば、 近世 文舉に 於け る此 詩人の 地位が 明らかに 知られる。 -- 試に 白 耳義の 文人に 向つ 

て その 國 最大の 詩人の 誰なる か を 問へ。 答へ て、、 ワン • レルべ ルグ なりと 一一 一一 口 はん は 確かなる べし』 と 書 
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いた 批評家 も ある c 

詩人 の 作品 を鑑赏 する ために、 そ の 背後に 在る 閱歷 の 研究 を 怠る 事 の 出来な いのは 言 ふま で もな い 

が、 私は讀 者の 倦 厥 を 恐れて これ を 前提の 諸 書に 讓り、 唯一 一三の 注目すべき 事項 をし るすに 止める" 

、、ワン • レル ベルグ は 千 八 百 六十 一年 ゲン トに 生れて、 そこの 耶蘇 會の學 校で 敎 育され た。 その 以前 

ルハ アレン や ti ォ. テン バッハ も 同じ 學 校に 舉 んでゐ た。 マァ テル リンクと は 同より 竹馬の友で、 マ 

ァ テル リンク の 伯父が ゲ ン • レル ベ ル グ の 後 a 人であった さう だ。 

藝術的 良心に 富んだ 人 は 決して 濫作 をす る もので はない が、 ヅン • レルべ ルグも 決して 多作の 人で 

はなかった。 劇 二種、 詩集 ニ卷と 短篇 雜文數 種と がその 全集 をな して ゐる。 僅かの 收 人に せんじて 專 

心 一意 その^ 涯を 詩文に 捧げ、 何の 職業に も從 事し なかった。 暫く 首府の 博物館 員 をして ゐた事 はお 

つたが、 詩人と して 思想 や 行動の 自由 を 束縛され る 事 を 恐れ、 僅かに 二 ヶ月に して 職を棄 て、 友人 を 

驚かした と 云 ふ 話が ある。 苟もお のが 意に 滿 たなければ 自作 を 公に する こと を肯ん じなかった 彼 は，. 

その 彫 心 刻 骨の 餘に 成れる 責ま 二三の 作品に 不朽の 名 を 留めた のであった。 

彼が 最初の 詩作 は 千 八 百 八. H ハ年、 雜誌 『ス バル』 "Lapl6ia(le" の 誌上に 發 表された が、 後 三 

年に して 短い 三幕物の 劇 『毂ぐ 者』 "ピ CS  Flaircurs" と 題した 物が 公に された。 これ は 『死』 の 近 

づ くの を象徵 した もので、 或 老婆が 臨終の 床に 就いて、 そこに は 娘が 附 添うて ゐる。 『死』 の 使で あ 
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る 『水の 人』、 『屍 衣の 人」！；、 『棺の 人』 の 三人が 室外に 來て、 代る代る 戶を 叩く。 堅く 鎖した 戶を 隔て 

て內と 外と で對 話が ある。 外から 迫る 三人 は 窒內に 這 入らう とし、 娘 は それ を 担 まう とする。 老婆 は 

漸く 死に 瀬して、 其戶を 開けよ と 求める。 外の 『死』 の 使と 內なる 娘との 問答、 

戸外の^ 

さあ 時が 來た、 時が 來た。 (烈しく^^く、 戶の 破れる 音) 

娘 (臥牀 から 起き 上らずに) 

這 人つ ちゃな らんの、 あなた も 他の 人 も- 

II 外の 

這 入って 兑 るんだ。  (前に も iSP して 烈しく 敲く 昔) 

お母さん、 お母さん。 まあまあ あなた は戰慄 へて、 手 は 氷みたい だ。 恐がつ ちゃ 不可い のよ。 守 

り祌の 私が 附 いて ゐる。 恐がらな いでね、 あの人た ちに 酷い 事 はさせ ないから。 もうよ く 私が 見 

えない の？。 あら、 そんなに 目を据 ゑて 私を昆 ないで 下さい。 ね、 お母さん、 私 は 何だか あなた 

までが 恐くなる から。 

(馬の 嘶く 聲す) 
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母親 微笑みながら 娘 を 抱き寄せる、 そして 右手で 戸 の 方 を 指す。 

馬車が 來た" まい 馬車の 止る 音。 戶の 割れ n から 光が 射す C 喧噪の 萆。 

夜半の 鐘が ゆるやかに 響く と共に、 戶は 破られて 死の 使の 者 どもが 恐ろしい 聲を 立てて 窒 內に閬 入す 

る 所で 幕。 

此荒筋 だけ を兑て も、 讀！^ は此 劇が マァ テル リンクの 『閱入 者』 と 極めてよ く 似て ゐる 事に 氣附か 

れる だら うが、 mj- して 千 八 百 九十 二 年 それが EL 一里に 上場せられ たと き、 作者 はマァ テル リンク を投倣 

したと 云 ふ 非雞を 受けた。 マァ テル リンク は id ちに ー篇の 公開 狀を作 つ て 、 ゲン * レル ベルグの 作品 

が 剽 竊に 非ざる 事 を 辯 じた。 寧ろ！ S 際 はマァ テル リンク a らの 作の 方が 後に 出來 たので あるから、 剽 

竊の罪 は： n 分 こそ 之 を a はねば ならぬ とまで 辯 じた。 これ は 固より 親友の ために 宽を 雪が うとして、 

マァ テル リンクが 極端な ie^ を 言 つたので あらう が、 とにかく 親交 ある 此ニ 詩人 は當時 次相會 して 象 

徴 劇の 事 を 語り、 また 『死』 と 云 ふ もの を 如何に 舞臺 上に 取扱 ふべき かに 就いても 論じ 合った ので あ 

らう。 その 結^、 作品の 上に も 二人 は 殆ど 前後して 相似た この 二つの 作 を 公に し、 新劇の ために 新し 

き 道 を 開いた のであった。 

しんし ヅ ン • レルべ ルグの 本領 は 劇よりも 詩歌に あった。 飽くまで 美に あこがれる 现想 主義者と し 

て、 その 詩 は 形と ヒと の譜 突であった。 音樂 よりも、 また 他の 何れの 感覺 よりも、 先づ視 に訴 へる 
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車が 彼の f であった。 isi 若し 突 を 以て 蔽は るるに 非 ざれば 我 をし 5 お £ ^さし 

むろに 足ら じ。 我に 在って は H< 使 は 純き 形き f す、 また 之 を 以て わが 暴 を蔽へ I しき 女、 

なり』 4: つた 位で、 英響 いへば キ イツと か、 或は また その 流れ を 汲ん？ ゼッ ティ 5 の藝 術に 

近い ものであった。 さながら ラ フ ァ H ル前 派の 紛を る やうな 彼の 詩篇の 一 例を擧 ぐれば、 

Kllc  flcrt;  cliiiis  rclllhrc  t Ijranclics, 

Parnii les  flcurs  <hi Ijcl ケ ふ. 

Uiic  ilcur  PS  SCICil sc づ enclie  

N-esI: ce  pas  uii cyf^ne  encllant^  ? 

Elle  dcrl:  (Icl-ccment-  e<;  scllge. 

ocn  soin  respire  Iciitcniciit, 

Vers  scs  sc ョ mi  la  ilc-llr 

sen  loM^  col  frc-lc  ct  viK.il!ant. 

sans  qu-CHC  s、cs  AFarolK.il つ, 

M,p loagllc,  pale  flcul. に sis. 


 130 


女は靑 葉の かげに 眠れり、 

美しき 夏の 花 かげ。 

曰ぐ る まの 花、 枝 を 垂れたり  

こ は そ も 不可思議の 白鳥が。 

甘睡 して 女 は ^SJJ, む。 

その 胸 は しづかに も 呼吸す。 

裸 形の 胸のう へ、 垂れた る 花の 

なよなよと 長き うなじの 搖ぎ かな。 

女 は おび ゆる こと もなかり き。 

眠りた るう つくしき 胸の あたり を、 

長き うなじの 白き 花 は、 


ffjn もなくて 口 づけし たれ ど。 

11 詩 築 『ヱダ の 歌』 より 

かれの 生！^ は现 想に 對 する 不斷 の愤憬 であった。 然し さう いふ 人に はいつ も 免れ 難い、 現 實に對 す 

ス結 と^ 悪と が、 遂に 彼が 晚 年の 生 を 痛ましき 慘憎 たる ものにした。 千 九 百 〇 七 年 かれが 世 を 去る 

前 數年叩 は、 烈しく^ 人的と なり 賺世 的と なって、 口 ごろの 親友と さへ も 全く 交遊 を 絡った 程で あつ 

た。 

かれは； 大外 13 遊の 孤容、 叫 海に 家な き 人であった。 ブリュ セルから 倫敦、 伯林、 K 顯、 【ぼ 馬、 フ 口 

レンス、 それから 巴规 へと、 國 から！ I、 市から 市へ と、 さすらった。 その 名作の 大部分 を收 めて ゐる 

詩集 『ヱヅ の 歌』" La  challss-  d ふ： vc." は 時々 故國の アル ダンスに 歸 つて 筆 を 執った ものの 外、 南 

欧の 花の 都に 旅 杖 をと どめて、 朝 は 博物館 や 寺院 を 訪ね、 午後 は 宿に 歸 つて アル ノォ の流ケ 見渡す 丘 

の 上で 寄き， r: げた ものであった。 夢幻の 理想 鄕に 生きろ 此詩 人に とって は、 伢太 利の 自然と 蘇 術と が 

いつも 新しい Jlw 興 を そそった のであった。 

同じ. M: 耳義の 詩人 セヴ ラン は、 かれの 作に 英國 的の 色彩の 著しい 事 を 指摘した (sl『；-it】l々 九ルん 

-^? .レ，^ へ號ル しかし 菜し 一英 文舉の 奈何い ふ 作家から 感化 を 受け たかは、 一寸 斷霄し sg- い。 

キイ ッゃ B ゼッ ティの 影響 は 誰に も氣附 かれる が、 恐らくまたコ ォルリッ ヂの夢幻境をも窺った^？で 
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あらう" 沙翁 を讀ん では 特に 『あらし』 と 『眞 夏の 夜の 夢』 を 好んだ、 と 首 はれる の も 成程と 肯 かれ 

る。 そして 怫蘭 西の 詩歌 は 餘り甚 ばす、 ボォド レ H ル など 近代の 作品の 外 は 多く  一;S まなか つた さう 

だ。 

しかし 佛蘭 西の 國 語で 歌 ふ 詩人で ある 以上、 怫蘭西 古詩の 影響が 無い と は 思 はれない。 彼の 作中最 

も 名高く、 いづれ の 詞華集に も 載せられ、 また 苟も 彼 を 論す る 者の 必す 引用す る 『黄金 舟』 " Bar, 

.-■qucs  -rcr" の 突し さは、 確かに その 一例と して 見られる。 

Diins  une IJWl.qrs  croncnt. 

S*en  revenaient;  trois  leunes  arcs, 

Trois  jeiincs  lilies  <r〇n21t 

s-cll  re\-cntiient  en  barque  cTor. 

unc  elm  rttait  noire, 

pt  qui  tenak Ic  ^ouvernail, 

Siir  ses Idvres  aux  roses  essences 

.Nous  rMqiportait  CT^tranges  histoires 

Dans le  silence       1,1 
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cjui  tcnn.it  ki  voile  cn  3aln, 

n.^  do ゴ t  cs  pieds  elaicnf;  aiks, 

xons  ^.-----5^s.^  dcs  gcstes  (ran ^ひ. 

tn  son  ITnrno 一)】 iite. 

Nla】s  une  (Jul  ct^lli: び】 onde, 

Doni: 】cs  clicvciix  tombrlicnl:  clilns  ronde 

广 online  du  solcu  lilvrst, 

ン ol"s  riif>portait:,  sous  ses づ aupi で rcB* 

Iky  11131 广 *rc， 

お 邦の 小舟に 乘 りて、 

一二 人の わかき をと め は 歸り來 ぬ. * 

^3?邦の：ー：人のをとめは、 


ゃバ金の 小舟に のりて 歸り來 ぬ。 

mi なる 一 人 

舵 を と^り。 

j^gi 效の こ ほ /  に、 

奇 しき 物語 をった へぬ、 

}^ ほなくて。 

とびいろ 

褐色の 一 人 

帆 を 待てり。 

その 足に つばさ を そな へ、 

かれは 天人の 手 振 を 傅へ ぬ、 

な 励き はせ で」 

また 金髮の 一 人 あり、 
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船首に 眠れり。 

波のう へ 丈な す髮の 垂れた る は 

あけがたの 空に も 似たり や。 

眼 4« ^、のした にかれ は 持て 來ぬ、 

光明 を q 

ァ ン トル >™ -ジョ ン 

11 00 『瞥 見』 より 

幽 5g 微趣 ケ-倚 へんが ために ヅン • レル ベルグ は、 人並す ぐれて 用語の 選撵に 細心の 川 意 を 怠らな か 

つた" 殊に、 つばさ、 かげ、 ばら、 黄金、 花、 おぼろ、 ひかり、 そら 色、 さう 云った 一一 一一：： 葉 はいくた び 

か 彼の 詩篇に 繰 返されて、 少しも 眾調 でない ばかり か、 或 もの は 纖麗、 或 もの は 燦爛、 巧みに人を^cタ 

幻の 鄉に誘 ふ ものであった。 

S 語 選 搾の ことに 就いて 彼が^に 成れる 一 短篇 『超自然の 選擇』 " selection  s=3atl-rellc  r と题 

したの が ある。 人 §1 の 翳が 自已ポ ^ 現の ための 貢 葉を兑 出し 得す、 途に 沈默の 中に 死なう として ゐる。 

その 時サ テュル ヌの祌 の 忠告に 從 つて、 人々 は 一切の 言葉 を 船に 積み込み、 船中で 王子 は 暇に 任せて 

n 一一 "紫 を 選ばう とする。 色々 の わけで 氣に 人らない 一 W 葉 はみ な 海へ 投げ 棄 てる。 ^一  に は 醜惡な 一一 一一：： 紫、 

第二に は？ 地 動 を 現 はす 一一 IP 葉、 竹 ま 一に は 具^的の 一一 一一" 葉、 その 次に は 抽象的の 一 K 葉、 それから 感覺を 現 は 


す 言葉、 と 順々 に 次から 次へ と 海屮へ 投げ込む。 最後に 祌と 云ふ霄 葉も棄 てて 了 ふ。 もうお ほかた 船 

中 は 空つ ぼに なった。 殘れる もの はた だ 一語、 それ を 深く も 船底に 隱 して いた。 『あこが る』： ras- 

pire と 云 ふの がそれ であった。 『さても 王子 は 跪きて 合掌し、 靜 かに iP ふるやう、 われ あこが る、 光 

明のう ちに Dans  la  hiniiOre  ：  J に， Ispirc- と』。 此 一 篇の 物語 はよ く 作者 自身が 詩作の 風 を 語る もので 

あった。 

美 は 露な り、 Si は 笑な りと はキ イツの 言葉 だが、 同じく 美の 宗教の 使徒と して は、 ゲン • レ ルベル 

グも亦 この 唯 突 主義 を 歌った。 詩集 『エダの 歌』 の 中に 下の ー篇が ある" 

seiwll ひ ur  a  ait  k  son  enKlnl- : 

CCS  iulw つ s,  c-^  In-inent  les で ornnics 

Et Ics  roses.  II est  k  toi.  〔*est  ton  roy£-15 ひ. 

Mais  on  n-6vciile  des  CISSCS 

one la  Seur  ； 

Lraisse Ic  fruit  tuix  brandies, 

N-a づ profondis  nas le  Donllecr. 


Ne  chcrclie  pas  j\  coniiaitre 

Le  secret  (1,.?  la  tetre 

Et.  --^^s.w^^o  (ICS  sxes. 

N-^col1te  pas  la づ o;x  qui  attire 

Au  foml dc l.()m1>rc,  la  voix  qui  tcnte. 

La  voix  dii sel.lK.nt,  (5 la  vcix  des  sirens. 

Oil  ccllc  (ICS  CO 一 onibes  ar(k.llt;JS 

Aiix  l>osquo.ts  sornl,>3s  二 e  rAlllollr 

Kcste  ignorantc. 

Nc  ponso づ as;  chantc. 

Tout  sciclr.c  est  vainc, 

N-aimc  < 一 lie  la  Ix-aute. 

qu-cue  soit  15111- toi  tmitc  la  --Tltr 

祌 その子に 吿げ たま はく、 

行け、 天人の 淸ら なる 圜 生に- 


木の^う つくしく、 花 ざ かりの 園 生、 

そは爾 がお たり、 爾 が！！ なり。 

され どま こと 心う きたつ もの は、 

唯 花 あるの み。 

木の { 貪 は 枝に 殘 せよ、 

幸 幅 を 深く も 求む る 勿れ。 

また 知らん とて 求む る 勿れ、 

世界の 祌祕 を、 

人生の 謎 を。 

聞く ことな かれ、 幽暗の 深みに 

雨 を 誘ふ聲 を。 

蛇の 誘 ひ、 sir6nes が歌をも聞くこと勿れ- 

ほの 暗き 『戀』 の 森に て、 

情埶 m の 鳩の 聲 をば 聞く 勿れ。 


無知に て あれよ、 

また 物 思 は ざれ。 ただ 歌へ よ、 歌へ。 

知識 はすべ て 空なら す や。 

ただ 『美』 を 愛せよ、 

繭が ため、 すべての 『眞』 は 何 か あらん。 

1— 詩集 『H ゲの 歌』 より 

彼が キイ ッ を^んだ か 否か は 問 ふところで はない。 唯 この 最後の 句の 如き は、 二 人の ra? 想が 極め 

て 相 近き も ので あつ た iel- を 示す に 足る もの だら う。 

『ェ. ゾの 歌』 に 現 はれた H, 、ヮは 基^ 敎 思想の それで はなく、 誘惑の 聲に 1^ を M け、 肉に 醉ひ 美に あ^ 

がれる 異敎 思想の エロであった。 此 詩人に 一一 ィ チェの 影響 ありと いふ 評 家 は、 恐らく これらの お 

m: く兑 たので あらう。 形の 女 —— 不思議の 聲に耳 傾けつつ、 目は懷 疑と 驚異の に 雠き、 百花， 淑亂 

の^||に立てるェゲ。 おし 英吉利の ビア ヅ レイ をして 此女を 描かし めたならば、 無ャ おの 詩と お 聲の窬 と 

は 相 つて、 幽^ 險奇の 新 意 は 更に 一段の 精彩 を 加へ たこと であらう。 ピア ヅ レイの 粛筆 こそ 4 ^も： W 

詩人の；； = ^に ふさ はしき ものであった からだ。 

^の 序に 私 は、 一 父の： 歌った ヱ ゲの歌 一 章を譯 して 此稿を 終らう。 


sp  socur  la  l^Iule 

Jv£i  belle  et  ticdc づ luie  (rete, 

IDoucem ひ nt  V〇IC,  douceiiiciif:  rmt, 

A  travers Ics  airs  tnoi 三 I ひ s. 

ヒ cut:  son  coiher  dc  l.>lanches  porlca 

Dous le  ciel  oleu  s-csi:  dehe. 

clIanteN  Ics  iiicrlcs, 

Da.nsez les  pics  ！ 

.pamn les  l:>3ncllcs  qii*dic  plie, 

GaTlseN 】cs  fkurs,  CIKUIICN  Ics  m(IS; 

T^cut  ce  qui  vieiit  du  cicl  est  bellr 

l3e Ina  Douclie,  die  n づ proclic 

s〔s  Jevrcs  hsllHlcs  cle  r  raises  (ICS  bois; 

wit,  ct  ine  tcucllc, 

づ artmit  A  la  fcis, 

D ひ scs Islliers  de  petit s  dc"gts. 


21  r  (ICS  tapis  dc  fleiirs  sonores, 

(hi  soir  JUS 二 Ira-  raul-cre, 

Aiit ョ it  二- die  pcut  picuvcl.r. 

； Puis,  vieiit  I ひ sclcil  elm-  cssuie- 

MWQ  ses  clieveiix  (ror, 

pie」s  dc  ki  Pluie. 

わたしの 妹、 s の 雨、 

あたたかい 美しい s の 雨、 

しめ やかな 空 氣 のなか を 

そっと 靜 かに 軀 けて ゆく * 

白い 腐 珠の頸 かざり、 


ばつと ほどけた、 靑 空で • 

歌へ や、 つぐみ、 

舞へ よ、 かさ さぎ。 

しだれ た 枝の 葉が くれに、 

舞へ よ 花ぶ さ、 歌へ や 鳥の も。 

うれし さは、 空から 來る もの 何もかも- 

妹が わたしの 口 へ 持って きた 

濕 つた 唇、 いちごの やうに。 

に -_  いちど a 

サ：： 几- 爾と笑 うて 一時に 

わたしに 觸る 小さい 指 は、 

幾千と いふえ らい 數。 

花ば たけの 上へ 昔た てて、 

朝から 晚 まで、 
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晚 から 朝まで、 

降って 降って 降り つづく、 

力の かぎり 降り つづく" 

一， 

今度 は 出て 来る お 曰 さま。 

黄金の 髮 でさら りつと、 

雨の 素足 を 乾す お 日 さま。 

— 詩集 『_r ヮの 歌』 よ. OS 
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現代 英國 文壇の 奇才 

(チ H ス タト ン 氏の 文) 

1 の 1 謹に よく 『無駄話』 とい まが 流行る。 固より is 理 でも 無ければ 猿の 1 で 

もな」 多く は I の 時事 唐 f 擎 凡の 事 を 叙して、 尸ら _」 

み "つ 1 身 iif  、却つ ill や Fl』 け 

uu^trflili  一  i  ii ずれ』 H 

J  U はき ine であらう か。 而も かの i 西 近代の 一大 評 家が 毎週の II めた、 『コ 

？ リイ；： ラン ティ』 の 諸 篇とは 勿論 趣 を 異にして ゐる。 さらば 1 一， と 一？ 

ろ わが i 片々』 と 云った やうな もの I らう。 寧ろ 露つ f  r: 

むだ" urfr にも 特殊の 名が 無 I れば、 iii いふ I  If この 無 

^  HI エッセィ 養 その Iff 、 秦 性 i て 決」 て i つ ^ 

nu^h^^i こちた |逸の書|さって 書き集めた 『論文』 

"；" in  y が iif した手霊ハの文 だ。 i 

—おく— 5 に 9 した もので き。 だから 作者 は， まで 皇を 中心として、 藝をさな 


がら 心 おきなき 親友の やうに 思って #1  く。 愚に もっかね 身の上ば なし も 出れば、 宇.： H 人生の 大問题 に 

も觸れ る。 一度 讀 めば 忘れられな いやうな 皮肉 や， 句で 人 を 釣り込んで、 そこに ヒュウ モア も あれば 

ベ イソ スも ある。 脊て 他？ 駄 話の M 摩 ラムが 言った やうに、 所謂 "一. sort  <>f  mihVkcd,  im-o ョ Ihc 

things で、 勝 乎な 出 鰭 目 を 列べ たと 兑 えて 而も は 一 個の 藝術 品と しての 銃 一 も あり 中心 も あろ。 

41S の モンテ ェ -1 ュ やべ ィ コ ンの はいふまで もない、 サァ • トマス • ブラウン が 稀世の 名文 も、 人 マ 口 か 

ら れば ••  くは此 類の ものである。 早い話が、 此 漱 石さん の 『三 四郞』 に 名が 出て ゐた 『ハイ ドリ 

オタ フィ ァ』 などで も、 生眞 面目に 埋葬した 死人の 講釋 など をして あるが、 畢竞 これ 作者 ブラウンが 

骨 i^; 病から 出た 一種の 無駄話で ある。 それ を あの 音樂 的な 花々 しい 散文で 書いて、 一一 一世紀 後の 伎 等 を 

まで，" 感服 さるので ある。 誰でも 持 喷すス ティ ィル、 一、 ディ ソン、 前， 紀に 人. は ハズリット、 ラム、 

ハ ントォ の 無駄話 こそ は、 とこし へに 読書人の 心 を 動かす もので あらう。 また ス ティ ヴンソ ンが此 種 

の 文 をのみ 築め、 わざわざ ホレスが 古歌の. X 宇 を 借り 來 つて、 特に 『少年少女に』 と 題した のに も、 

おの づ から 作お の 意が 覺られ るで はない か。 すべて 此 種の 文 は 日常 平淡の 趣談と 見せかけて、 そこに 

奇， の 觀察を 寄せ、 縱 横の 才藻 を ほのめかした 所に 妙趣が ある。 謂 はば 一種の つや 消しの 文 十 だ。 從 

つ.， に 淵 博の 學 煎と、 群を拔 くの 識兑と をお し、 3M に .Kt (成珠 といった やうな 人の 作で なにれば 

到 K 物に 成らない。 
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これで は 下手な 無駄話に なり さう だから 木 に 入る。 4^ に 言 はう とする チ H ス タトン 氏 Gilbert 

Keith  chc.surlml は、 郎ち この 無駄話 流の 挚法を 以てい ま 英！： 文 境の 耳 口を從 動しつつ ある 新進 氣 

銳の士 である。 相手 かま はす 鋭い 皮肉と 警句と を 浴せ 掛けて、 まるで 他人と 喧嘩 をす るた めに 此 世に 

生れ 川た やうな 人 だ。 評論 は 言 ふまで もな く、 詩 も 作れば 小說も 書く  {き！^!^の^2讀滅ぽ||ぁ^1^;ぃ 

曲 ま £. 針.、 ひ "^SDO そして 皆 之ケー 烈しい 論戰の 武器に 使って、 政治 宗教 文藝 等の あらゆる 方面に わた 

って^^に辯難攻雞の筆を絕たなぃ。 その G.  K.C. とい ふ 署名 は、 さながら 文壇の 怪異で あるかの 如 

くに 思 はれて ゐる。 

僕が はじめて 氏の 文に 接した の は、 まだ 角帽 を 冠って ゐた擧 生の ころに 恩師 某 先生より、 氏が 當時 

の 新著 『ブラウ 二 ング 傅』 を 借りて 讀んだ 時で ある。 今にして 思へば 此 一 卷 の評傳 こそ は、 氏 をして 

今日の 英 II 文壇に 於け る 地位 を 得しめ た 最初の 名 t 者であった。 これより 以前 單 に 新聞記者 とし 知られ 

て. Q た 氏 は. 此 時より 初めて 文藝 批評家と して 一 方の覇を稱す-るに}^-った>  はじめ ジ ヨン • モォ レイ 

ほ は 此靑年 記^の 凡なら ざる 才筆 を 認め、 自分の 主宰せ ろ 『英國 文豪 叢齊』 のために、 特に 此 ブラウ 

一一 ング傅  一^の 著を嘱 した。 稿 成つ て^に 出 づるゃ 忽ちに して 文壇， V 驚かした の は、 この 近世の 大詩 

人の 剛健に して 熱烈なる 樂天觀 が チェ ス タトン 氏の 主張に 近似し、 從 つてよ く 著者の 手に入つ たもの 

であった 事 も 確かに 一 原 WI であらう。 同 御 第 八 章 ブラウ 一一 ングの §:! 舉を 論じた 奪な ど を 見る と 特に 此 W 


感が ある。 しかし 1:^ この 外に 別に 大 なる 现 由が あった。 人の 知る 如く、 ブラウ 一一 ングは 近代の 最も 難 

解と いはる る 詩人で ある。 之 を 解剖し 批判す るに 多くの 舉 徒が 頭を惱 ます 難物で ある。 .汁 牛充 棟と い 

ふ 程 ある 此 詩人の 硏究丧 は、 多く はや かまし い 議論 をして、 そのため 左程で もない ものまで 益 々難解 

にして 仕舞った。 それ を 今 突如と して 現 はれた チェ ス タトン 氏 は、 徹頭徹尾 無駄話の 論調で やって b 

けたので ある。 他人が^^^をせ；？けて講釋するところを、 浴衣が けの 座談で 說 いた】 憑に もっかぬ 逸話 を 

寄いたり、 突飛な 論斷を 下したり して、 而も ブラウ 一一 ング共 人が よく 紙上に 活躍して ねる。 評論の 践 

正な 形 を 打破して、 氏が從來毅へ上げた新聞記^|<?の筆法その儘を川ゐたのは、 ^^屈な#評家をして 一 

驚 を IK せしめた 所以で ある。 毀譽 褒貶 忽ちに して 此 一書に 集まろ と共に、 氏が 名聲 は英國 文壇 を 動か 

した" 如何なる 人の 作で も、 其 人で なければ 書かぬ と 思 はれる やうな 文句が、 m ごとに 必す 一つ や 二 

つ は 出る もの だ、 とブ ラ ンデ ス 言った が、 チュ スタ卜 ンの此 書物た ど は =w もさう で あ る。 文豪 評 傅 

中、 どの 卷 にだって 無い やうな 突飛な 文章が 到る 所に 見える" 例へば メ レディ スの 難解と ブラウ -ー ン 

グのそれとを比^^：した 一 節がぁる (同 寄 一 五 七 页、。 前者の は 常人の 觀 察し 得ない やうな 深いと ころ 

を 書く の だから、 從 つて 内容の 複雜 なた めに 晦^と なり、 (i?:: 者の 方は餘 りに 性急で、 意餘 りあって 語 

足らぬ に 因る もの だと 論じ、 さて その 說 明が 頗る 扳っ たもので ある" ^ち： 人の 男が 噓 をつ いたと 言 

つて、 も-一人の mi- を 二階から 叩き 落す、 こんな 事 を 害く にも、 メレディスなら ば雙 方の 複雜な 心理 狀 
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熊な ど を ま：： いても つ 力し くす る だら うし、 ブラウ 一一 ングの 方なら ば 一刻 も M く 階下 こ 落ちる やう こさ 

も 性^ら しい 文句で わからない ものにして 了 ふだら う、 と 言って わざわざ ブラウ 一一 ング n 調 を 眞以た 

文句まで 書いて ゐる。 これら は 極端な 例で あるが、 終始す ベて 皆 この 筆法で 出 來てゐ る。 恐らく 此類 

の 評 の 書と して は设も 奇拔な もので あらう。 氏が 後に 出した 『ディ ッケ ンズ 論』 の 方 も 傑作の 一 つ 

であるが、 全然 これと！！： 一  な 無駄話 流の 敍述 である。 嘗て マ コ ォ レ ィ郷は.5:^11とぃ ふ固苦しぃ形を打 

破して、 碎 けた. ，1 白い 讀 物に 變 じたと 同じく、 慣習 を 破棄して 評論の 文に この 新機軸 を 出した 

の は、 何 i^- にも 保守的な 英國に 於て 殊更 注目すべき 事であった。 

今より 十 前、 卽ち千 九 百年の 春チ H タス トン 氏が はじめて 世に 公に したの は、 『野 武士』 ，.-i.he 

Wild  ICniglit" と^した ；卷の 詩集であった。 英國の 請 書界 では 此時、 『G.  K.C. と は Bi- して 誰 だら う 

？』 とい ふ sw.i^ が 13 から 口 へと 俾 へられた。 そして 同じ年の うちに 此 署名 は 平 くも 文界 に.！， ：；- 傅せられ 

て、 老大家 を さへ：^!^ ぐに 至った- 日本の 文壇なら ばい ざ 知らす、 英國 でかく も 速 かに 名聲 ケ-擧 げたた 

めし は、 バイ" ンの はさて おき、 最近 五十 年 殆ど 絶無と 言って よい。 现 にさる 名高い 評 家の 如き は 

めて 熱心に 此 ； 卷を 批評した 後、 G.  K.  0. こそ は， ティ. ヰ ッドゾ ンが世 を 忍 ぶ 假の名 であらう、 と 

言った とい ふ 話が ある" いかにも. ティ. ヰ ッドソ ンが毫 放 不碼な 詩 風と は、 互に 似通った 所が あつたか 

らだ らうが、 いかに 此 時まで チ ェ ス タトン 氏の 名が 世に 知られなかった かが 此 一 琪 でも わかる。 僕 は 
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まだ チェスタトン 氏の 詩维を 乎に せす、 外の 喾 物ゃ雜 誌で 唯 二三 を讀ん だに 過ぎない から、 此方 面に 

就いては 多く を 語り 得ない。 唯ホヰッ ト マ ンの影響が旣に此處女作にもー^<"しかった事だけは、 佝 人の 

^：^兑も - 致して ゐる。 r 英 の 詩人が、 信仰に 安んじ 1」 眞に |E3 人生 を樂 しん だ剛 壯な樂 天 主義 

の 感化 は、 氏が 後の 散文の Is^i にも 確かに 现 はれて ゐると 2 わ ふ- とにかく 此 詩集 は 氏が 文壇に 認めら 

れた^ 初の 作で、 具 股 者の 注目 を惹 いたの だ) 现に メレディスな ども 之ケ J 激赏 した 一人で ある。 仉し 

部数 は餘り 多く 出なかった そうだ" 

^し 氏が 批評.；！^ としての 乎 腕な a るべき E:^ 初の 作 は、 『十二 種』 "Twelve  Types" と 題して 一 卷で 

おらう。 勿論 これより 以前に も、 IT 防 者』 "TI ご D, き mlaiit" とい ふ 論 が 出て はゐ るが、 それ は 文 

に關 する ものの 外、 主として帝lI、王義などケilじf^乂を築めたので、 僕 はま だ 兑てゐ ない。 さて 此 

『十二； 1^』 と いふ 本 は、 文畢 史上 设も S ハ味 ある 人物、 卽ちボ ォプ、 バイ ロン、 カァ ライル、 スコット、 

シャロット • ブロン ティ、 トルストイ、 ス ティ ヴン ソン、 モリスな ど 4V 論じた 文- めた ので ある。 

しかし これ も 例の 無 話で あるから、 ただ これら 各 作 { 永に 關係 あろ r& 目 をと つて、 氏が 自分勝手の 說 

ばかり を齊 いた もの だ。 之 ト讀ん で 各 作家の 特色 を 知らう なぞと m 心へば、 それ こそ 大 遠で ある。 表 

^に 川て ゐる名 は單に 道具に 使った 位の もので、 著者 は 例によって 成 I ん にお 啼 腰の 奇論を 吐く、 その 

元 il- は .ぱ に ゆ まじ い 。 そして 人 の 言 はな い やうな 突飛た 論 ぼ は、 奇拔な |:： 句 と 相俟っ て常に謓^^の 感 
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興を惹 く。 例へば バイ ロン 論 十 叫 頁、 何が 書いて あるかと m 心へば かう だ。 彼 は. i, 〔世 家ではなくて 樂天 

家で ある、 何と なれば. 彼 は 自分の 詩歌 を樂ん でね た 人で あろから と" 勿論 ブロン ティと スコットとの 

論 だけ は 虞の 批評で は あるが、 これ とても 此ニ 大作 家の ただ 一面 だけ を 書いた のに 過ぎない。 ー 

どうも 氏の 態度に は 前後の 二期あって、 その 間に からぬ 變化 があった やう だ。 たと へば 帝國、 王 翁 

に關 しても、 初の 詩集 『野 武士』 のなかに は 

That  all  our  seed  be  gatliercd. 

That  iill  cur  race  tills  bands, 

Asl the  sea 1 る a-  ISaxon  Kivcr, 

Tliut ゆ。 ws  t:hr§gll  Saxon  lands. 

す， へて 吾等が 侖は I まリ、 siaf. かくて 海はサ クソンの 國を流 t サ クソンの 河 

とな. らん 

帝國 主義の 代表 詩人 キプ リングに でも ありさうな こんな 文句が ある 事 を昆れ ば、 氏 は 嘗て 明らかに 

此 主義の 味方だった の だ • それが 今 n では 正反對 に、 國！^-、王義の方の側の代表者になってねる。 また 

蒙 g.. の 方で も、 初期の 詩人 時代に は 烈しい ォ }S 敎 の 攻撃^で あつたが、 今日で は 全く 然ぅ ではなく 

て、 寧ろ 固い 舊 信仰の 人で ある。 凡て かう いふ 風に、 へ rn の 氏 は 政治 文 藝宗敎 等 あらゆる 方面に 於 
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て、 en 刈 i に 進歩. }f 義 近代主義に 反抗して ゐる。 おも ふに 烈しい お 啼好 きの 人 は $e に 他人の 反對 ばかり 

を *? へる。 つむじの 曲った 人 問に 限って、 人が 左と いへば 必す 右と 一一" "ふ。 そのうちに は 不知 不識 の^ 

に、 自分の 說 までが 前後 反對 になったり する 事 は、 日 や 々のよ く兑 ると ころで ある。 チェスタトン 

氏な ども 矢張り この 方で、 人が 然 りと 言へば 不；： なと-ぼ ふ、 人が 信 すれば 疑 ふ、 人が 疑へば 信じて 見せ 

ると 一. ム つた 風-た。 だから 初期に は 慣習に 反抗し、 葡 弊な 頭の 固い 連中に 戰を 向け、 後に は 無 政 W 黨、 

無祌 論者、 非 愛！： 者と 戰ふ。 卽 ち 咹曄の 相手次第で 自說 にも S ら 著しい 變 化を來 したの だら う、 と 僕 

は 勝 乎に 解釋 して ゐる。 併し 英國の 論者 はこれ に は 別に 外部の 事情が あると いふ。 卽ち 一は 氏の 細 

の 感化で ある。 今から 九た 牛 前、 氏 は フランセスた フロッグ とい ふ 婦人と 結婚した。 此女は 惯習を 非と 

する 方の 側に ある 一 種の^ 習と いふ ものに 對 する 保守的な 反抗 ^で (こ tt は (？ si^sl ドた ££n:J£.f  £、c 

Si ジ rnpvlsJTO は l"s)、 これ は んマ 日 新 敎育を 受けた t 央吉 利の 婦人に よく ある 型 だ。 そこで チ H ス タトン 氏 

も その 感化 をう けて あの 通り 變 つたの だ、 とい ふ 尤もらしい 話で ある。 他の 一 IS 因 はかの ヒ レア • ベ 

n ック 氏との 交. ilm である。 此人も 矢張り 氏と 相 並んで 今の 英國文 3^ 一に 新進の； 大才と 仰がれる 名家で、 

中世 藝 術の？ i 拜 として 知られ、 佛蘭西 革命 を 論じたり 『羅 li.- の 旅』 とい ふ 本 を 書いたり して、 盛ん 

に 近代的 傾向に 反對 する 人で ある。 .：^12| をお 一し うする 點に 於ても、 まさに チ H ス タトン 氏と は 伯仲の 

£1 にある。 この 二人が 落ち合つ たの だから 忽ちに して 兩 方から 意氣 投合して しまった】 どちら かとい 


へばべ a ック 氏の 方が 先輩で、 その W 心 想 もさき に 固定して ゐ たの だから、 チェスタトン 氏 は 〔十く も そ 

の 感化 を 受けた ので ある- 

チ H ス タトン 氏が 近代 W 心 想を攻 鎖. する wfrgi. は、 懷疑 思潮 を 難す るに 在る。 或 少數の S ぬ 想 家が 懷疑說 

を 出す と， 誰も 彼 も 之に 雷同して、 その 結 报は疑 ふべ からざる 事 をまで 呰が疑 ふ * 一  代の民心は.^^^に 

全く 歸趨 する 所 を 失って 渾沌の^ 態に 陷り、 甚だしく 破壊的に 虚無的に なった。 ィ H イツ の 戯曲に 

『物な き 所に こそ 祌は あれ』 とい ひ、 ショォ が 道徳に 永久 的 分子の 存在 を 疑って、 『法則と は 卽ち法 

則 無き をい ふ』 と 喝破した る 類 は 皆 さう である。 ところが、 不思議に も 世間の 人 は 皆 異口同音に 進歩 

進歩と へて ゐ- る。 進 かとい ふ 以上 は、 何處に 行く とい ふ 事 を 十分 心得ての 上で なければ ならぬ。 民 

心 その 歸 する 所て 失って 而も 進歩 を へ る、 これ こそ ® (に 無意義の 極で ある。 かくて この 懐疑の 暗 潮 

は途に 人々 をして 益々 理想と 信仰と に 遠ざから しめ、 眼前 の 物質的 現. iJi 方面 にの み 急がせる。 かくて 

今 n の 如き 墮. お に a- いたの だと 氏は說 いた" 

抑 も 前^紀 ダァ ヰンが 出てから とい ふ もの は、 世 は その 進化論 を 誤解した" 世界 は 必然よ い 方にば 

かり 進んで 行つ 一」、 『善』 は 『惡 j の 上に 終極の 勝利 を 占める とい 風に、 詩人 も 歌へ ば 論客 も說 く" 

之に 對 して 氏 は 前に 述べた やうな 见 地から して 烈しく 反對 する ので ある。 人 皆 現在の 狀態 を持績 して 

行く 以上、 ゆ 界は將 米に 於て 必すゃ 退歩す る。 進歩が 人生の 原則に はなら すして、 却って 墮 落が 原則 パ 


となる。 遂に 此枇界 ：ゲー 支. K する 者 は 大晚. 王で あらう、 と 一 ぼって 攻， す ，\ぇ もとより 氏 は 明確の 論理 を 

推す やうな E 心 索 家で はない、 寧ろ 一 llgiC 神祕 論者で 直覺の 人で ある。 マ ァ テ ル リン ク などの やうに 露 

现. の 檩. C を. 觀 に！！^ く 方の 人 だ。 氏の 說は 勿論 その 方面 か らま ろ ベ き だと W 心 ふ" 

僕 はま だ ない が、 昨年 氏 は 『正教 信仰』 とい ふ 害 を 公に した- 是は 以上 述べた 氏の 信仰の 變遷を 

.n 傅 的に 告白した ものら しい" 一一 イチ H だの ショォ だの、 凡て 近代 思 の說 では とても 滿足 が出來 

たいから、 自分 は 矢張り 結局 葡 信仰に 遂ひ 込まれて 了った とい ふ 意 を； らした の だ。 次に 引 川す る 

喩 談を參 おしたならば、 這般 部の 消 が ほぼ 會 得せられる。 

現 八？'、 氏が 近代的 傾向の あらゆるぶ 面 を攻， f. する 態度 を 最も^ 瞭に 示した もので は、 『異端 ：Hcr 

ctic-s: と题 した 論 一!^ が ある。 是は シ ョォ、 キ プリ ング、 ホヰッ ス ラ ァ、 イブ セ ン など を 捉へ來 つて 例 

の 無駄話 流の 評論 を 試み、 これによ つて 近代 文藝 と、 その 背景た る 近世 生活と を 非難した もので あ 

る」 ゆ 頭 m 一、 先づ此 寄が 所謂 文藝 批評に 非ざる 所以 そ 述べて 

余 はおに 現代のお も 1 著なる 人^ を 論じた いが、 それ は 個人に 就 い てで もた く 或は 文 g 子： S の やり方に よる の で 

も 無 い、 唯 W 人々 の 唱 ふる 說の .1" 體に ii して 論 ずるので ある。 rt! 分 は活氣 ある 教^家 或は 剛壯な 人 としての キ 

プリ ング 氏に W 市 はな い。 余 は iEf に 氏 を 一 個 22 な 細と して —— 卽ち其 人の =5;^ が 余の 解と 相容れ ざる だけの マ W 

11- ある 入物と して ずる- .0八刀はまた現存のぉも§|^彩ぁる正^21な人；^として の バ アナ ド*シ3 ォ氏に S 事 は 無 い。 
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余 は 軍に 氏 を 一個の 端と して —— 卽ち其 入の 議論 は <^  く^!: で A:  く赏 A? で、 そして 令. く  1^ つて ゐる、 さう いふ 

人物と して 論ずる の だ。 

と ある。 これが 卽ち 飽くまで 無駄話 的 筆法で 行かう とい ふ 著者の 意で ある。 また 序論の 最後に、 次の 

やうな 面白い 喩談が 出て ゐる。 これによ つて、 著者が 保守の 見地に 立って 近代の 思 相 (家に 反 杭す る 

態度が、 極めて 明らかに 分る だら 「と 思 ふ" 

何 かの 事で 街に ー騷動 もちあがる。 まあ 假に 有力 家が 寄って 街燈 を 一 つ 引き倒 すんだ と 想像す る。 そこへ 鼠色 

の 衣 を 着た^ —— これ は 巾 世の 靈 であるが、 ひとり 出て 來て， 中世 STr 學 その 51 の 切 口上で 說き 出す。 『諸君、 先 

づ第 一 に 光と いふ もの の 値 打 を考へ て 御 K なさ い。 若し 光が それ 自らに 於て .R いもので あるな、 しば：： こ こま 

で 喋 舌る と EH^^ は "から 打倒され て 仕舞った。 そして^の 者 は 忽ち 街燈に 飛び かかって、 ^かに 十へ にして 

之 を 倒す。 屮^的 でな くお 際 的 だから 此方が いい、 と 言って お 互に， 祝， ひ 合 ふ。 しかし 物 はさう.： な 易く 解決 は出來 

ない 。第一、 街燈 を 倒す の も、 或 者 は-お 燈が 欲し さに、 或 若 は 古鐵が 欲し さに、 或 者 は 自分が 惡事を 働ら いて ゐ 

るから Inn が 欲し さに やった わけ だ。 ひと リが 街燈で 不足 だとい へば、 ひとり は それで 餘 ると いふ、 市の 逍 具 を 

壞し たさに やった；！ j!? も 居れば、 何でもい いから 破壤 しろと いふ 男 も 居ろ。 そこに 夜 巾 喧嘩が 始まる と、 11 の 事 だ 

け ふ あす あ S つ C 

から 盲滅法に 1^ 手 かま はず 打樹 する。 さあ かうな ると 必ずや 今 rut? 曰 明 後：：！ と漸々 、下の やうな 事 を 思 出す、 どう 

も 結 GS あの^の 言った 事が 正しかった、 何事 も 比 C 光明の 敎に 倚る もの だ。 瓦斯 燎の 下で i!l じられ たもの を、 令で 

な こんな 閣 のなかで 論じなければ ならぬ、 とか-つ 遂に 皆が 思 ふ。 . 
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屮ザ信 ffi の 光ケ」 力き 消し、 わざわざ 渾沌た る 思 楚界を 造り 出した 近代 人 こそ は卽ち この 瓦斯 泣 を 壊 

i. た の 徒で ある。 此 寄に 論じられた 人々 のうちで、 キ プリング を 最も ひどく i は曄 腰で 攻维し 

てゐ るが、 一 つ 困った もの は 害 中の イブセン 論で ある。 氏が この 近世の 大 戯曲 家 を 論す る や、 あたま 

から "The  Negative  Spirit" と 呼んで 散々 に 非難して ゐ るが、 これに は隨分 誤解 も あるら しい。 な 

. かに は、 あのい やな^ 太 人の 老漢 マクス •  ノルダウの 貢 ひさうな * 淺 It な 論 も 出て 來る。 蓋し 氏 ±ィ 

ブ セ ン そのもの を精讀 せ. f- して、 寧ろ シ ョ ォの 書いた 『イブ セ ン S; 髓』 など を 請んで、 ただ 一 概こ， 毛 

嫌 ひした もので はなから うか。 

以上 述べた 如く、 氏の 態度に は 前後 I 一期の 變化は あるが、 依然として 變 化しない もの は その 論調で 

- ある、 その it 嘩腿 でお る。 氏 は 人に 喰って 掛ら なければ 自說を 吐け ない 人で ある。 靜忍 冥想、 ^り 高 

遠の 思索に 耽る が 如き は斷 じて その 長所で はない。 敵が 居ない 時には、 わざわざ 敵を假 想して まで や 

る。 前述の 『防禦 者』 『異端』 などい ふ喾 名が 旣 によく 之 を 示して ゐる ではない か。 だから 今少し 

く此點 を解剂 して a よう。 

^一、 氏 は^して 一木 調子で 無 閱 に：^、 えつく やうな 無能 漢 ではない。 それに は 究竟な 武器 を 持って 

んる、 卽ち パラ ドク スと いふ 飛び 近 具 を 使 ふ。 或 人が 氏 を 冷評して かう 言 つた W 

tea  tjravdy  a-rgucs  Nc  nleaes  Yes- 


He  slsws  tbat  joy  is  deep  distress. 

He  tells  vou  soap  is  alafle  from  cheese. 

『否な』 と；' ふ は 『然 り』 の 意 だと 氏 はは 面目に 論す る。 喜びと は 深き 苦しみで あると 說く。 ：： 石 齢 は で 

造る もの だと 一一 一一 ：！ つて 聞かせる。 

氏の 說は資 際 かう 云った パラドックスで 滿 ちて なる。 英國 では 氏の こと を 『今 ジョ ン ソン』 とい ふ 

さう だが、 それ は 堂々 たる 風采が この 十八 世紀 文壇の 霸王 に似て ゐ ると いふ だけの 話 だら-つ。 昔の ジ 

ョ ンソは 物を考 へる のに ssa に考 へた 人 だ。 誰に も 解る やうに 正面から 說 いた 人で、 『否な』 を 『然 

り』 などと は 決して 一一 目はなかった。 所謂 spade を spade だと 露骨に 言 ふ 人であった。 併し チヱ ス 

タトン 氏 は 何でも 裹 から 物 を考 へ、 逆に 物 を 首 ふ 人で ある。 すべて 眞理 とい ふ ものに は 忘れられた 一 

面が ある。 この 隠れた 一面 を 知ら さう と 思へば、 勢 ひ 裏返して 見なければ ならぬ と 氏 は 信じて ゐ るら 

しい。 例へば 『i 爪 純 は投雜 よりもな ほ 更に 神祕 的な り』 だの、 『青年 作家が 文章 外面の 晦 跪は內 部の 

明晰なる を 示す』 などの 文句 を 見れば、 確かに 此感が ある。 

近代の 英國で 此點に 於て 氏と 似て ゐる者 は、 蓋し ォ スカァ • ワイルド であらう。 併し ワイルド のパ 

ラドッ クスは iHf に 人の 意表に 出で るば かりで なく、 その 縱 横の 文才 を これ： よがし に 振り 廻 はして、 

•JS 句な ど は資に 洗練し 上げた 完璧で ある。 だから それ 以上 說 明の 文句な ど を 人れ る餘地 は餐； いが、 チ 
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^ ス タトン 氏の は、 IS はば 荒 りで， ^だしく  3^ 的な ところが ある。 從っ てまた 滔々 き、^ ひ；： を 費して 

Is- に それ を 敷衍す ろ と 一. ム つ た 風 だ。 そして に 著しい 相 ハは、 氏 の やうな iKi^E< が ワイルドに は 殆ど 

えない。 かの 迎 俗な 誇 を轉 倒して 一種の パラドックス を 作る 事 は、 敬； 3 句 家の よくや-/? §5W 手段で あ 

る。 列へ- ± ワイルドの 『セ バスティアン •  メルモス』 のなかに "plsctlKlHty  is  the  tliicr  of  time " 

と、 - -o;:"- 句 iiA あった. - これ はいふまで もな く、 俗諺の" procrastiTstion  is  of  time"  (^s 延 

は 時^の 賊) のぃ^-ぃだとは、 誰に でも 氣が附 く。 一寸 奇拔で 面白い が、 唯 それだけの 審 である。 と 

ころが チ H ス タトン 氏 は gccd  bush  needs  no  メ  vine" などと いふ〕 これ も 無論 十：： 認の ぃ洒 

には^ 齿の着 板は耍 らぬ』 とい ふの を 逆に、 『廣吿 が 良ければ 酒 なぞ は 要らぬ』 とやった の だ。 一寸 

^の 利いた、 皮肉な 冷 篤に 一種の 妙味が ある。 とにかく 二人の 楚 はこん なと ころに も あら はれて ゐる 

と m 心 ふ。 

次に 氏の 喧啼 腿で 僕が 面. 2^ いと m4 ふ點 は、 飽くまで も- g 憎く、 相手 を 怒らせ すん ば やまない とい ふ 

風が ある 事 だ。 乎 加減 なぞ は 固より 藥 にした くと も 無い。 初から 人奵 きのし ないやうな 說を 大製裟 

に、 而も また；^ 端に 言 ひ 張る。 アナ トオル， フランス 氏の やうに 柔和な 顔 をして 上品な 皮肉 を やる で 

も 無ければ、 誰かの やうに 滿而 朱を濺 いで 稚 i 湫滿 幅の 罵詈 をす るで も 無い。 自分 は 澄まし 込んで ね 

て、 突^な 極端な を 尤もらしく いふ、 そして 相手が 十分 腹 を 立てる やうに 仕向ける。 從 つて 隨分 W わ 


ひ つた 事 をい ふ。 例へば 論錤 『異端』 の &に、 キ プリングに は 愛 圃心は 微塵 も 無い のが 特徵だ なぞ 

と 言って ゐる。 バ アナ ド* ショォ は此點 4va て、 氏 は怫蘭 e: 的で あると いった さう だが、 それ は 何と 

も 僕に は判斷 が出來 ない。 

藝術家 として 氏 は： K も 力，^ 拔 なる ヒュ ゥモ リストで ある。 讀 者の 思 ひも かけない やうな 所に、 突如と 

して 變 挺な 飛び離れた 都 物 を 持 出して 人 を かせる。 眞 面目な 議論 をして ゐ るかと 思 へ ば、 その SIM 最 

中に 奇想天外から 落ちる やうな 事 をい ふ。 さう かと 思へば 下らぬ 話の 途中へ 仰々 しい 聖書 や、 或は 天 

下^ 家 の 大事 を擔ぎ 出して 巧み に 人の 意表に 出る。 此點に 於て 氏 は 蓋し 端倪す ベ からざる 絶倫の 天才 

と 云って 可い。 或 人 は、 氏が K 面目に なれば なるほど、 文 は 滑稽 的になる と霄 つたの も、 よく 穿って 

ゐ ろと ふ。 

氏 は その 眞髓に 於て つまり 論客で ある、 ジャ アナリスト である、 眞の爇 ： 術 家で はない。 詩人と して 

も 小説家と しても 乃至 批評家と しても、 終始一貫して その 論客た るの 態度 を 改めない。 かの 藝術 のた 

めの 藝術 主義に 對 する 氏の 攻维論 は 甚だ 有名な ものであるが、 氏 自ら も 其說の 通りに 出 來てゐ る。 例 

の 『異端』 のうちに 

最上の 短 «| 小說 は帝國 主義 をお 傅しょう とする 人に よって いかれた。 eg 上の 戯曲 は 社會、 王義 を へようと した 

人に よって 害 かれた。 凡ての 萌術 家の 凡ての 教術 は、 主義ふ：：；傳の副^！^物たるこれらの藝術に比して、 いかにも 小 
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さく、 つまらなく 见ぇ るで はない か c 

これ は-はに キ プリ ン グとシ ョ ォとを 引 A" に 出しての 氣焰 で、 僕 は 全く 首肯し 難いと 口 心 ふが、 それ は 

とにかく .WJ. ほ 上、 氏 S 身 も 此說の 通り を i ほ 行して ゐる。 誰の 言で あつたか、 人 は 直接^ 接み な 自己の 

辯 解 をして ゐる もの だとい ふ 事が あるが、 氏の 藝術觀 たど は 全く それ だ。 だから 氏の 作品 は 自分の 主 

^^ぉ傳の副産物たるに過ぎなぃ。 畢竞、 文藝を 論戰の 武器 だと 見做して ゐ るの だ。 

だから、 氏に して 若 I^-i 術の ために 藝 術- ゲゃ つたなら ば、 尙 更に 一段の 光彩 を增す 事で あらう と 或 

人 は 評した が、 僕は必 すし もさう は 思 はぬ) 氏が 祌來の 興に 任せて ー氣呵 成に 書き上げた 文章に は、 

S に 非 <s に 立派な ものが あると 共に 隨分 また 缺點も 多い。 だから 藝術 品と して 完链 では 無い かも 知れ 

ぬが、 その 短所 はやが てまた 長所で ある" 生氣潑 刺た る點に 至って は、 斷 じて 他人の 模倣 を 許さない 

お が ある。 氏の 如き は 是非とも 一海 千里の 勢で なければ 文章の 書け ない 人 だら うと 思 ふ。 强 ひて 之 

に 洗鍊を 加へ しめたら ば、 却って 根本 を 打ち壊す のみなら す、 氏が 無駄話の 妙味 は 殆ど 失 はれる だら 

う。 僕 なぞ も 自分 一個の 趣味から 首へば、 藝術 家と しての 氏に は餘り 感服し ない 方で あるが、 氏が こ 

の獨 得の 才筆 だけ は 確かに 現代 英文 學の S お 彩 だと 思 ふ。 

氏の 文の 缺點 をい へば、 小さい 點 はさて おき、 誰に も氣附 くの は 議論で も 叙述で も、 平 氣で問 S3 外 

の 岐路に 入. ろ ことで ある。 これは健4^31-の人にょくぁる缺點たが、 氏の はこ， わ が 襞 だしい" 興に 朵 


じ 筆に 任せて 書き立て ると、 本題と は 全然 沒交涉 の 方角へ さっさと 行って 了 ふ。 而も 書く 當人 だけ は 

獨り大 に 得意で ゐる らしい、 從 つて 光彩陸離たる 名文 も 却って さう いふと ころに 現 はれる。 一例 をい 

へば、 人物 を 描く のに その 背景の 方に 身が 入る と、 本尊に 無關 係の 事 を 長々 と 書き立てる。 氏の 『ブ 

ラウ ュ ング』 傳 のなかに、 此 詩人が 伊太利 を 愛し、 夫妻 共に ここに 住んだ とい ふ 事 を 書く" そこで 千 

八 百 四十 年代の $i 太 利の！： 情を敍 する に當 つて、 當時 此國の 自由 獨立 運動の 靠を想 ひ 出した。 固より 

これ は 女 詩人 ブラウ 一一 ング 夫人の 方に は 大に關 係 は あるが、 ブラウ 二 ングに はさまで 必要の 無い 事 

だ。 然るに ひとたび 此 問題に 觸れる や、 著者の 頭 は 忽ちに して 熱し 來 つて 滔々 數萬 言、 先 づ佛國 革命 

に 溯り、 那翁、 祌聖 同盟の 勝利より 伊太利の 自山を 論じ、 いつの 問に か 肝腎の ブラウ 一一 ング はお 留守 

になった 氣 味が ある。 而も この 數頁 は、 卷 中の 白眉と も 言 ふべき 壯快 暢達の 文で あるから 面白い。 そ 

の 他、 ブラウ 二 ング 夫人の 父の 事 を 長々 しく 書いた なぞ も、 同じ 例で ある。 つまり 氏 は 自分に さへ 與 

味が あれば、 前後の 關係 だの 釣合 だのい ふ 事 を 無視して 了って、 思 ふ 存分 書きたい だけ 書く とい ふ 流 

儀 だ。 

その外、 氏の 文中に 前後の 重複な ど は 勿論、 また 烈しい 矛盾 撞着が あったり、 論理に 合 はない 斷案 

など も 決して 珍ら しくない。 烦 はしい から 今一 々例設 は 省く。 實際或 評 家が 言った 通り、 氏の 文を讀 

むの はさな が 道路 講釋を 聞く やう だ。 盛んに 長 廣舌を 弄して 奇拔な 言 を 吐く から、 行人 は 誰でも 歩 を 


m ~~ ， 


とどめる。 そして 問いて ねる うちに は 面， HI くな つて、 辯 者の 言 ふが 儘に W き すられて ゐる か. 後に な 

つ て ^i^.- へ れ ば 何 だ か 少 々 馬 鹿 に さ れ た や う な 氣 が す る 。 氏 は 此 點 に 於 て も 確 か に 天 成 の 無 駄 話 家 で ぁ 

ら, i 

おも ふに、 世間で 皮 肉屋と いはれ る 人の 多く は 理想家で ある。 畢竞 自分の 理想が 高い から、 世の な 

かの 缺點 ばかりが 目につく、 從 つて 反撥 的に なって、 動もすれば 喧啼 もした くなる の だ。 氏 も 恐らく 

は此 の 人で あらう と 思 はれる。 それ はとに かく、 氏 は 非常に 浪漫的な 性質の 人で、 この 醜據な 物質 

萬 能の 近世 生活の 中に 在りながら、 自分の みは 獨り そこに" マ ンスの 境地 を 求めて、 絕 えす 愤 惜して 

やまない 虱の 兑 える のが ゆかしい。 

氏 は實に 精力 絶倫の 人、 詩文に 演說 に、 最近 數 年間に 於て 世に 公に した ものの 分 は實に 驚くべき 

ものである。 それさへ 氏の 手に 成った ものの 一部に 過ぎない ので、 筐 底に 藏 せられた 原稿 は尙 これ 以 

上に 多い と 聞いて は、 殆ど 嘘の やうで ある。 氏 は 蓋し 口に 维に その 澄 刺た る 生氣を 外に 發し、 自己 を 表 

白す る 事 を 以て 無上の 愉快と 感 する らしい。 必す しも 名利 を 求む るで もな く、 或 一派の 主義の ために 

する でもない。 唯お のれ 一 側の 胸裡餺 勃の 氣を 吐いて、 猜介 自ら 高う すれば 足る の 人で あらう。 それ 

も その i み、 氏 はな ほ 少壯氣 鋭の 士で、 今 まさに 三十 五歲、 千 八 百 七十 四 年 五 ni: 十八 日の 生れで ある。 

十 年 以前、 r か此文 を^して チ， - ス タトン 氏の 奇才 を 紹介した © から 後に、 氏 は 更に 幾多の 著作 を 公に した。 
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詩に 小說に 或は また 劇に も、 その H ッ セィに 現 はれた と 同じ 天分 を發 揮して ゐる事 は、 今では 平素 英書に 親しむ 

口木の fi- 窨 子の^に も 知られて ゐる。 評傳の 書と して は、 倫敦の Mcrtin  Seeker ビ Seri ま of  Critical  Studies 

わう ち "ゥ K  K.  cheHtertsl"  By  J.ulius  .west を參考 として める。 


奇文ー M  (英、 チ" ス タトン 作) 

チェ ス タトンの 筆致 を 紹介した いと 思って、 その 文集 を 繰返した が 程よ いのが 見赏ら ぬので、 假に 此ー篇 

の ヱッ セィを 選んで 譯 した。 原文 は 『帽子 を 追 ふ 事』 と 題し、 私の 編纂した 『英文 論集』 -Rnslisll  Ksays" 

(ir-xii 發行) に採錄 して s いた。 

元 來 氏の 文牵 はジャ アナ リズムの 産物 だ。 從 つて 政界 や 文 境な どの 時事問題 を捉 へて、 奇拔た 觀察を 下し 

たのが 大部分 を 占めて ゐる。 だから 今 口 私 どもが。 ホォ プの諷 詩な ど を讀む 場合と 同じく、 時虔を 隔てて その 

特^の た る 事. S に 興味 を 持た なくなった 者の 目から 兑て は、 さまで 面， U  く 感じな いのが 隨八刀 ある。 從っ 

て 氏. つ 文名 をして ながく ベせ に淳 はらしむ る 物 あらば、 そ は あまり 時事に 關 保の 無い 題 口に 就 いて 感想 を 

ォ オル * シ 

霄 いた 文で あらう かと 思 ふ。 ここに 譯 したの など は 寧ろ 此 類の もので、 氏の 短い エッセィ を 集めた 『惑 

:1.コ ：錄』 のなかの ー篇 だ。 洪水 を 詩的 だとい ふ奇論 は、 ディ • クイン シィ の！？ 1 文 『 美術と して たる 殺 

人』 にで もぁリ さうな 說 だが、 同じ やうな 事で も、 これ は 飽くまで パラドクシカルに 出 來てゐ る 所に 氏の 特 

色が 见られ る。 そして こんな 下らない 話 を さも 露 面目ら しく 滔々 と 述べ立てて、 巧みに 人の 意表に 出る とこ 

ろに また 一 種の 面. m 味が ある。 

かって 氏が 口 を！ s« めて、 詩人 ポオ プを 激賞した 論文が ある。 一寸 やへ ると 氏の やうな 浪漫的な 人が、 此十 


. 八 世紀の 冷やかな 古典 詩人 を 讚 するとい ふの は 甚だ 奇妙で ある。 しかし それ は 外で もない、 ボォプ が 最も 巧 

みに 駢 儷の 句 や 對 偶 の 法 を 闭ゐた 點を讚 賞した ものである。 昔から 銳ぃ 警句 家と いはれ る 人 は、 ま 西 古 

. 今 を 通じて 昝 好んで この 語法 を 用 ゐてゐ るが、 特に チヱ ス タトン 氏な ど は その 最も 甚だし いも ので ある。 氏 

の 文の 妙所に 至って は、 皮肉 や パラ ドッ タスが 始ど^ 對句駢 龍ば か リで出 來てゐ るの が ある。 玆に譯 した 文 

など. H 寧ろ これの 稀な 方で あるが、 末 段に 近き "An  adventure  is  cnly  ； in  ilKsnveuielK.e  r】glitly  (.gsl- 

■lelvd.  An  inconvenience  is  only  au  ； i 一 Ivcnturc  .wroumly  ccnslllurutl" の 文. tp. など は、 よく ih 力 筆法の 特 

色 を 示した もの だと 思 ふ。 

左に 譯 した 一節 は その 奇臀な 逆 說に 富める 點に 於て、 また 氏が 樂 天 的な 浪漫的な 觀 察の 一端 を も 示して 

. ゐる。 殊に 子供が 停車場で 汽車 を 待つ 一節な ど は、 氏 自らが 近代の 事物に 對 する 態度 を 飾な く 現 はした もの 

だら う。 風に 吹き飛ばされた 帽子 を 追 掛ける と 云 ふ 話 は、 氏が 崇拜 する ディ ッ ケンズ の 名作 『ピ クヰッ ク』 

から 思 ひ 付いた もの かと 思 ふ。 

曰 本の 文壇に はかう いふ 眞の H ッ セ ィを 書く 人も少 いが、 讀んで 味 はふ 人 は 尙更少 いやう だ。 115： 〈理を 背後 

から 兑て 出来た 逆 說の 面白味 や、 極端な 誇張 や 皮肉の 妙味 を 解せ ずに、 唯 事 寅と 理窟 をのみ 求めよう とす 

るからで あらう。 試に 束 京か大 阪が大 洪水の 最中に、 チェ ス タトンの やうな こんな 文 を 書いて 公に する 人が 

あつたと すれば、 世 入 はこれ を 馬鹿 だと 言って 罵らなければ、 恐らくこれを不識愼だとでも言って^^：：め立て 

する こと だら う。 倫敦が 水害で 大騷 ぎの 最中に、 平 氣で此 文 を 公に する チュ ス タトンと 云 ふ 男 も 面白い に 相 
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違な いが、 これ を^んで 破颜 微笑して ゐる 英吉利の 讀者 は-似 更に 面， n いで はない か。 《せて ラ ムの 名， 乂中 にあ 

る 『寄 ii といへば 詩文 小說 など 剖 作の 類 をい ふので、 他の 書物 は 軍に 書物の 形 をした もの， 書物に して 書物 

にあらず、 hiblia  a  biblia だ』 と 云 ふ 奇拔な 言葉が n 本に 轺介 せられた 時、 むきになつ てこれ を 正面 力、 り 御 

f せ勞 にも 辯紋 した 一文が 出た 事 をい まだに 私 は 記憶して ゐる。 さう いふ 人 は. いつにな つたら 眞のェ つ セィ 

の 妙味 が 解る ことで あら-つか。 

自分が 下らない 田 舍に來 てゐる 不在 中に、 倫敦 では 洪水 だと 聞いて ひどく 羨ましい 感じが する。 聞 

，けば 吾楚の バタ ァシィ の 5i では 特に 諸方から 出水が 落ち合 ふとい ふ、 世に も ありがたい 話 だ。 いふ ま 

でもな くべ タァ シィ は旣に 人間の 住居と して 最も 美しい 場所で ある。 その. 4 にい ま 一 面の 大 洪水で 更 

に 壯觀を 加へ たの だ。 從 つて あの 風變 りな 都の 景色 -11 否な 水の 景色 11- に は、 必す や：^? に 類な きも 

のが ある だら う。 恰度 それが.、 ェ 一一 スの 光景で、 屠牛場から肉を運ぶ小舟が銀波激^^たる小徑を苦もな 

. く すらすらと 走る の は 不思議な ぐら ゐ、 全く ゴ ン ドラ を 見る やう だ。 ラッチ ミア 街の 角まで き やべ つ 

を 持てく る 青物屋が を 操つ ろ 様に も、 さぞ ゴ ン ドラの 舟 夫の-.^ 俗な 趣が あらう。 元來 島と いふ もの 

が 旣に巾 分な き 詩的な ものである。 そこ へ 洪水が 出る と 一 地方 忽ちに して 群島に な るんだ から 尙更面 

1: 曰い。 

火事 だの 洪水 だの をつ かま へ てこん な 太平 樂 をなら ベ ると、 それ は實 際に 遠い と 思 ふ 入 も あらう。 
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しかし かう いふ 災害に 對 する 此觀察 は、 その 實際 的な 點に 於て これと 反 對な觀 察と 少しも 變りは 無 

い。 かつい ふ 災害 を 見て 樂 しまう とい ふ眞の 樂チ家 は、 これ を 苦情の 種に しょうと いふ 條慨 家に 比し 

て、 論现 的な 點に 於て 少しも 譲らない のみ か、 更に 數倍 物の 分った ところが ある。 眞の 苦痛、 たと へ 

ひあぶり  *Q つ き 

ばスミ スフ イイ ルドで 火刑になる とか、 齒 痛で 惱 むと いふ やうな の は 返 引なら ぬ 場合で、 これ は 辛抱 

は出來 ても樂 しむと いふ わけに は 行かぬ。 然し 齒痛 など は實際 除外例で あるし、 スミ スフ イイ ルドの 

火 —など も 滅多に ある 話ぢ やない。 男が 文句 を 言ったり、 女が 泣き出した りする やうな 災難と いふの 

は 大抵み な 感悄的 乃至 想像 的の もので、 全く 氣の 所爲 である。 いま-例 をい ふと、 大人が 若し 停車 

場で ぶらついて 汽車 を 待た される と、 頻りに 苦情 を 並べる。 しかし こんな 場合に 子供が 苦情 を 言った 

例 は 未だ 曾て 聞かない ではない か。 それ も その 害、 子供に とって は 停車場の 構 內にゐ るの は、 ぉ伽噺 

にある 不思議の 洞 や、 歡樂の 宮殿に ゐ ると 同様、 信 號標の 赤い 光 ゃ靑ぃ 光が 皆 新しい お 日 さま、 お 月 

さまに 見える。 信 號標の 木の 腕が がたん と 落ちる と、 そ-^ は 王様が 笏を 振り 下げる 合圖 で、 ぴ いと 汽 

享の 試合が 始ま るんだ 位に 思って ゐる。 僕 自ら も 矢張り 此 子供と 同じ やうに いつも 考 へる。 ぼんやり 

立って 二 時 十五 分發の 列車 を 待合 はして ゐて も、 それで また 何 かの 役に立つ もの だ。 かう いふ 時に 得 

られる 冥想 こそ は豐 かで、 そして 實も ある。 現に 僕が 一生のう ちで 一番 樂 しい 時間 は、 大抵 クラパム 

• プノ  7 

驛で 過した もの だ。 11 さう だ、 此驟も 今ぢゃ 洪水に 浸 かって ゐる だら う。 自分 は彼處 でい つも 一 心 7 


不亂に 不思議な 心 持で ゐ たから、 こんな 時で も 腰の 邊 まで 水が 來 るまで、 とても それと 氣が附 かな か 

つた かも 知れぬ。 然し 資際 前に も 言った 通り、 凡て かう 云った 災難の 場合 は 全く 感情的の 觀察 次第で 

ある。 nl 常 生 上 最も 迷惑な 事 だと 一一 一- 2 つて 世人の 騷 いでね る、 大抵 どの 事柄に 適 ffl めて 見ても、 大丈 

夫 これ は 問 逮な いと 思 ふ。 

例へば 吹き飛ばされた W 子 を、 ひた 走りに 追 掛けて 行くな ども 不愉快 だと 人 は 皆 思って ゐる。 亂れ 

す騷 がぬ 敬 虚な心 を 持った 人に、 それが 何故 不偸 快で あらう。 必す しも 走る から、 —— そして 走る と 

疲れ切る からと いふ 故で あるまい。 現に 同じ 人が 競技と か 勝負事と かいへば、 まだまだ 迅く 走る では 

ないか。 綺ー 腿な ii  ^を 追 掛けて 行く よりも、 くだらない 小つ ぼけな 皮の 球 を 追 掛ける 方に 遙か 熱心 

に 走って るで はない か。 どうも W 子 を 追 掛ける なぞ は、 甚だ 以て 器ム を 下げる と 思って る。 ー體、 器 

量 を 下げる と 人が いふの は滑糟 だとい ふ 意味 だ。 それ はいかに も 滑 精 だら う、 然し 人間 そのものが 旣 

に 滞稽な 代物に 出來 てるから 仕方がない。 まあ 人 問の やつ てること は 十中八九 みな 滑稽 だ。 . I 例へ 

は 物 を 食 ふ、 これな ども 滑 待の 一 つ だ。 そして 一番！^ 榜な 梨が 恰度 また 一 桥 仕 甲斐の ある 事な の だ。 

例へば 求姘 なぞが それ だ。 ^子 を 追 掛ける の は、 妻女 を 手に入れようと 追 掛けて ゐる その 半分 も 可 笑 

しく は 無い と 2 心 ふ。 

だから 若し 正しく 物を感 するならば、 IS 子 を 追 掛ける なぞ は 鼓 も 男らしく 熱中して、 また 神聖な 愉 
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け «. "の  かりうど 

快 を 以て やれる もの だ。 吾輩 は 荒れ ま はる 獸を 追ふ壯 快な 獵人 だ、 とかう 自分で 思って ゐれ ばいい。 

實際 また どんた 動物で も、 吹き飛ばされた 帽子ぐ らゐ 奔放な 奴 は 無い ので ある。 風の ひどい 日の 帽子 

獵、 これ は 他 nc 必す 上流 社き の ^ になる だら うと 僕 は 思 ふ。 風の ひどい 朝に は、 どこか 小.. 咼ぃ處 に 

紳士 淑女が 集まる。 すると 此 道の 專門 家の 者 ども、 き々 の 叢に 帽を 放ち 候と か 何とか、 まあ 術語 は 何 

だか 知らないが 觸れま はろ。 見た まへ、 これ は 確かに 最も 完全に 慈悲 人道の 精神に かなった 競技で あ 

らう。 此 遊戯 こそ 苦痛 を 他に 負 はせ る 事の 斷 じて 無い もの だ、 と 獵人も 感じて ゐる。 否な 見物人に 愉 

快！ - 殆ど 躍りた くなる やうな 偸 快 を與へ てゐ ると 感じる だら う。 先 nz も ハイド 。パァ クで或 老人が 

楕予を 飛ばして、 しきりに それ を 追 掛けて ゐ るの を 見た 事が ある。 そこで 僕 はかう 一一 一一 II つて やった。 君 

の 其 時の 一 擧 一 動と いふ もの は、 どれ 位 群衆に 無 邪氣な 愉快 を與 へたら う。 それ を 思って 見た ま へ、 

仁慈の 心 ある 君た る もの 5; がらく 意 を 安んじ、 感謝して 可な り だと。 

家の なかで でも 氣の いらいら する やうな 事 はよ く あるが、 どれに でも 呰 同じ 现窟が 適用 まる。 牛乳 

のなかに 蠅が 一匹 陷 つたの や、 酒の K 息に 木栓の 切片の 落ちた の を 摘み 出す のに、 よく 人 は L-.^ クだ^ 

る もの だ。 然し さう いふ 時には、 1®* 暗い 淵の そばに 腰をおろして 釣 を やる 人の 辛抱 を 一 寸考 へて 見る 

がいい。 すると 直ぐに 氣が鎭 まって、 ゆったり する。 僕の 知人に 宗敎上 極めて 近代的な 考を 抱いて ゐ 

る 人が ある。 その 癖、 抽斗に 物が 緊と つまって 引き出せなくなる と、 じれった さに 神の 名 なぞ を唱へ 


る。 勿論 此 SR の 事 だから、 宗敎 上の 辭 なぞに 何の 意味 も あるん ぢゃ 無い。 殊に 或 友人と きたら、 並はづ 

れて かう いふ 事に 氣短 だ。 毎日 抽斗が つまる、 すると 毎日 それに 拍子 を 合 はせ て 何 か 畜生 呼ば はりす 

る。 それで 僕 は 言 ふんだ。 かう いふ 立腹 は 全く、 王 觏 的相對 的の ものである。 抽斗 は 容易に 拔き 得る も 

さ め 

の、 また 拔か るべき もの、 乃至 拔 ける だら う 位に 自分で 假定て 掛かる からい けない。 試に 君が 或强大 

な 勁敵 を 相手に 引つ ばって るんだ と 想って 見た まへ。 益々 窗勵 はしても、 腹の 立つ 事 は あるまい。 例 

へば 海中から 救助船 を - 艘 引き上げる とか、 ァ ルプ ス山 巾の 絶壁に 仲間の 者 を 網で 釣り上げる とか 考 

へて 見た まへ。 又 自分が 子供 だと 思って、 英怫競 (？！^ の 綱 引 を やって ゐ ると 想像したら 奈何 だ。 とかう 

曾って から 僕 は 直ぐに 此 B!- と^れた が、 此言は 確かに 後に なって ト 分の 效 菜が あつたに 定 つて ゐる • 

思 ふに それからと いふ もの、 此男は 毎日々々 抽斗の 把手に しがみつき、 必死になって 顔 を 赤く し 目 を 

瞧 らして、 えい やえい やの 掛聲で 自分 を勵 ましながら、 まるで 衆人環視 i なかに 喝 釆の聲 でも 聞く や 

うな 風に やって ゐる 事、 S< 々疑な しで ある。 

かう いふ わけ だから 倫敦の 洪水で も、 これ を 詩趣 ある ものと して 喜ぶ 事が 出來 ると 想像す るの は 馬 

鹿げ た 話 だと か、 信じられない 事 だ なぞと は、 僕 は 決して 思 はぬ。 洪水の ため 生す るの は 不便と いふ 

事 以上に は 出ない。 して 兑れば 前に も 言つ 通り  一 i 不便』 と は 物の 一面 だけ を 見た 話で、 それすら 或浪 

漫的な狀態の！^仅も平凡な偶然的な 一 面に 過ぎない。 畢竟 『胃 險』 とい ふの は 『不便』 を 正しく 考 へた 


— no 


もの、 『不便』 とい ふの は 『胃 險』 を 誤って 考へ たもの だ e 倫 敦の家 や 店に 更に 一層の 奇觀を 添へ、 

妙趣 を 加へ ただけ の 事 だ。 かの 物語の なかに ある 舊敎の 坊さん は、 『洒は 水 の ほか 何物と ある もよ 

し』 と 言った が、 『水 は洒の ほか 何物と ある もよ し』 と 言っても つまり は 同じ 道理で ある。 


ヴ ロット ン の 版 騫 

此篇は 大正 二 年の 春、 京都に 『詩と 散文』 とい ふ雜 誌が 出来た 時、 その 創刊 號に 寄せ 

たもので ある。 

贿 

近 3： の佛簡 西の 藝苑 に、 Vallotton の 版畫は 一 種 特異な 地位 を.，；； めて ゐる。 ながく 勢 を 失つ 

てゐた木版^3とぃふものに新しぃカと生命とを與へ、 その-膝 史に ： 新 時期 を 劃した からで ある。 

いつも FV とい ふ 落款の あるかれの 鎗を 見る と、 私 は 人 を 魅す る やうな 一種の 强ぃ 力が 盡 面に 動 

いてね るの を感 すると 共に、 そこに また この 霱家獨 得 の 表現に よって、 人生の 姿が 深刻に 寫し 出され 

てゐ るの を 何よりも うれしく 思 ふので ある。 もし 單に 自己の 好惡を 以て 批判の. 標準と して 差 支ない も 

のなら ば、 私 は 現代 藝 術の 最もす ぐれた 天才の 一人と して この，、 ヮ n ッ トンの 名 を 擧げ るに 瞎路 しな 

、、ヮ 口 ッ ト ン のこと は、 さきに 雜誌 『白樺』 の 第 一 卷 第一 ー號 (明治 四十： 二 年 五 月發 行) に 里 見 氏の 忠 

實な 紹介が あって、 それに は 九 個の 木版 翥 が 添 へられて あった。 その 九 個の なかに. は 特に かれの 傑作 


として 名高い -H ルレ エス、 ポオ、 ドスト イエ フス キイの 肖像な ども 出て ゐた。 この 靠 家の 閱歷 等に 關 

しても 旣に 『白樺』 の 方に 要 を 得た 記述が あつたから、 私 は 單に玆 に 載せた 版書數 枚の 解說を 兼ね 

て、 かれの 作の 著しい 特色に 就いて 一 言す る だけに 止めようと 思 ふ。 普通の 書と ちがって 色の 面倒の 

ない black  ami  white の だから、 摸寫 によって 比較的 十分に 畫の眞 味 を 知る ことが 出来る。 ただ 大 

きさが、 原 圖は縱 六 七 吋から 横 九 吋 乃至 十一 时 あるの を、 すっと 小さく 縮寫 する の だから、 細かい 點 

一： 

はどう も 旨く行かない。 

はじめ 彼 は H ツチ ングゃ 油歸を やって 見た。 もとより その 方で も 出色の 技倆 はあった が、 どうも E ゆ 

はしくなかった。 自分の 見た 人生の 美と 悲痛と を、 何とかして もっと 直截 明白に 表現す る 法が 別に あ 

りさうな もの だと 思って、 かれは 遂に この 木版 霱を はじめた。 黑と 白と だけで、 ごく 僅かな 線 を 使つ 

たこの 上 もない 簡單 な版識 に、 彼 は 遂に 自己 獨 創の 領域 を 見出し 得た ので ある。 

かっして 出来た 彼の 版 霜 は、 その 發 達の 階段に 從 つて 色々 の group にわけ て 見る ことが 出来る。 

先づ第 一 に は 玆に揭 げた 『愛國 歌』 LeCmiplct  patrictiqlle  (第 十一 ー圖參 照) の やうな 類の もの。 あの 

を兑 ると ゲ ロット ンが 如何に 群维を ゑが くのに 巧く、 また その 中の 人物の 個々 の 性格から 態度まで 


を、 いかに 明と 描き わける かに 感服 せざるを得ない。 奏樂 堂で さる 評判の 高い 歌 ひ 手が footlight 

のと ころに 進み出て、 片 乎に 旅で も 持って、 情 を こめた 突し い 愛 國の歌 を 今し も聲を 絞って 歌 ひ 出し 

たと ころ だら う。 高棧 敷の 方で は、 群 ffi- が 口 を 開き 顔 を 歪め 手 を拍っ 一， "熟 心 に それに i? 和して ゐる。 

群 ffi- の？ S とい ひ^ 情と いひ、 一 つと して じの は 無い。 この 家獨 得の 正確な 手法で、 いかにも 活き 

活きと^^人の銘々 の性格ゃ；^^愦がぁらはれてゐる。 ことに 左の 端から 一 一番 目に 頰杖 をつ いた が 拳 を 

欄 千に もたせて、 獨 りひ， i と 澄まして 默 つて ゐ ると ころ なぞ は、 すっかり 僕の 氣に 人った- 

沙翁 劇の なかには、 どんなつ まらぬ 人物の 性格で も、 それが 巧みに 描き わけられて ゐる。 群集の な 

かの 屮 乙の 對 話の はしばし にさへ、 よく 其 者の 侗 性が 出て ゐて、 同じ やつな 人 il は 決して ふたりと 居 

ない とい ふこと を 評 家 はよ く 言 ふが、 * ヮ 口 ッ トン の 描く 群集に 就いても M じこと が 言 はれる だら うと 

思 ふ。 この 點 になる と 昔からの 日本 Si なぞ は賨に 拙い もので、 群集 を かくと、 どの 人 も 大抵み な 同 

じ やうな 問の 拔 けた 面 をして ゐる のが 多い。 私 は 何故 だか、 いつも 群集の 額と いふ ものに 興味 を覺ぇ 

るので、 たと へば 講？ g きの 夜な どに、 電燈の 光に 照らされた 聽 衆の 顔を兑 ると 實に おもしろ いと 思 

ふ" 或 英國の 詩人の 作に、 火事場で 大勢の 人の 顏が 火に 照らされて 見える ところ を 非常にう まく 寫し 

たのが あった。 文舉の 方で も 日本に は あ、 い ふ 巧い のが 甚だ 紗 いやう である。 

.^-ぅしてヅ P ッ トン は 好んで 群集 を ゑが いた。 人道 を 大勢の 人が 通る の を 巡 が 見て ゐる圖 や、— 醉 
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漢が 交番に 引 張られて 行く のに 後から ぞろぞろ 澤 山の 子供が 跟 いて 行く 総な ども 面白い。 また 『買 ひ 

もの』 Le  won  Mardi へ- と 題した の は、 大きな ディ パァ トメ ント • ストアで 澤 山の 奥様 や 令嬢が 押し 

あ ひへ し 合 ひして、 ^頭 を 相手に 熱心に 買物 をして ゐる ところが 實 にうまく 描かれて ゐる。 また 『驟 

I  プラス テイク 

雨』 に Averse  (第 十三 圖參 照) の簿 は、 やや 趣 はちが ふが 矢張り 同じ 類の もので、 特に }^ 確な 彫塑 的 

なと ころが 此ー & の特徵 であらう。 なほこ こに は 『大通り』 wolllcvard  (第 十 圖參 照) をも此 類に 

嵐 する ものと して 揭 げた。 

ミ 

第二に は、 さきのと 稍 風 を 異にした 『お出かけ』 La  Sortie, 『骨牌 戲』 Lo  R>kei- の やうな たぐ 

ひの 綺が ある。 粛面 全體に 眞黑な 背景 をお いて、 それに 少しば かりの 白 を 非常に 强く 利かして、 巧み 

に 翥 面の 統一 を 作った ところが 面白い。 『お出かけ』 (第 十五 圖參 照) の 方 は、 婦 尺が 夜の 装束で 馬車 

に 急いで 乘 らうと すると ころ。 馬車の 輪に はかす かな 光が 反射して ゐて、 戶の ところに は 暗中に 扱 者 

がぢ つと 立って 待って ゐる。 ほかに 何も 見えない が、 胸の 金釦 だけが 目につく ので ある。 『. 骨牌 戲』 

ぶめ 十六 圖參 照) の 方 も 同じ 描き かたで あるが、 頰 鬚の ある 老 紳士の 顔が 特に 面白く 出 來てゐ る。 隣 

の わかい 男 はこの 老 紳士から 睨まれて、 どの； を 行った もの かとよ ほど 當 惑して ゐる 思案 顔が、 ゎづ 
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か單^ 錢ー つかいた だけで 明らかに 寫し 出されて ゐる。 これら 二 枚の 作 を 見た だけで も、 * ヮ ロウ トン が 

がいかに ^筆法 にす ぐれて ゐ るかが わかる。 卽ち 十分に 筆 數を少 くし、 ただ 事象の 中心になる 一 

耍點 だけ を捉 へ、 他の 細かい 處は 一切 略してし まふと いふ 描寫 法で、 これ は 日本の 文人 肅 によく ある 

淡彩 一 抹の粗 齧に 見る やうな、 また 文 寧で いへば モォパ ッ サ ンの 多くの 短篇 小說に 試みられ たのと 同 

じ やうな 描き かたで ある。 一 目して その 刹那に 事物の 中心と なる 部分 を 看取して 了 ふだけ の 鋭い 觀察 

眼と、 その上に よほど 手法の 熟した ところと が 無くて は、 とても 出来ない わざで ある。 

四 

次 に 第三 の 部類に は、 詩人 音樂家 政治家 なぞ の 背 像 叢が 澤山ぁ る 。 どれ を て も その 巧みな 省筆 法 

の 妙に 驚かされる 事 は 同じ だが、 單に 目鼻 だち がよく 似て ゐ ると いふば かりで なく、 その 人物の 性格 

が この ゎづ かな 擎數 のうちに 鋭く 暗示され てゐ る。 ポオ や. ドスト イエ フス キイの 肖 なぞ は、 * ヮロッ 

ト ンが これらの 詩人 小說 家の 作 を 深く 味 はうて、 それから 得た 自分の 印象 を 書面に ゑが いた もので あ 

る。 目の 落ちく ぼんだ、 額の 廣ぃ ポオの 肯像 (第 十七 圖參 照) を昆 ると、 誰し も此 詩人の 悲慘な ！ 生 

を 思 はすに は 居られない ではない か。 何だか 犬 養 木 堂 氏の 寫眞に 似： 罟 る あの ド ス トイ H フ ス キイの 

富 像 (第 十八 圖參 照) を 見る と、 その 異様に 光る 眼と 寂しい 口 もとと に、 私 は 『罪と 罰』 や 『死者の 


家』 の やうな 作を蔽 うて ゐる 近代的 憂愁の 喑影 を、 そこに 認めない わけに は 行かない。 まヒ 本書に 載 

せた マァ テル リンク (第 十九 圖參 照)、 ゴルハ アレン (第二 十圖參 照)、 ェ D オル (第二 十 一 圆參 照)、 

レー 一 H  (第二 十二 圔參 照)、 レツ テ (第二 十三 圖參 照)、 マラ ルス (第二 十四 圖參 照)、， サ マン (第二 

十五 圖參 照) 等 怫蘭西 詩人の $s は、 みな "Lc  Livre  des  Masques" (『假 面 集』 上下 ニ卷) の 中に 

出て ゐる。 これ は 近代の 象徵派 詩人 殆ど 五十 餘 人の 評論で、 本文の 方 は、 現代 佛蘭西 文壇 第一流の 作 

家で あり、 評 家で あり、 また 詩人で も ある レミ • ドウ *グ ウル モンの 筆に 成り、 それに 此ゲ ロット ン 

のかいた 各 詩人の 背 像 一 枚づっ を揷ん だもの だ。 

五 

最後. に 私 は、 かれが 現代人の 生活と 心理と を 巧みに 解剖して、 その 苦悶 悲痛の 一面 を活寫 した 一例 

として、 『信す る 人』 Lc  ConfVant  (第一 一十 六圖參 照) と 題した 一 枚 を 紹介しょう。 女が 長椅子に 腰 を 

かけて ゐる と、 は 跪かない ばかりにして 女の 兩手を 自分の 顏に 押し 當 てて、 啜り 泣きしながら 意中 

を 語り、 身の上 を 打ち明けて ゐる。 男 は 女 を 信じ 切って 滿 腔の 赤誠 を 致して ゐ るのに、 女の 方の 顔に 

は それと はなく、 蔽 ふべ からざる 輕 侮と 噺 笑の 色が 明らかに Hs- える。 かう いふ 女に 意中 を 語り あかす 

の は 敵に 武器 を 貸す の 類で ある、 と は 男み づ から 氣づ かないの である。 こんな 皮肉な 觀 かたは、 たし " 


力に， ヮ n ッ ト ンが 人生に 對す翁 世 的な 一 面の ある こと 墓す る もので、 やはり ？. ン などの 

自然. 王義 的な 態度で ある。 かの スト リンドべ ルヒ こまちち」.. 一 も、 /  ^  -I, , ；- ； ビースト 

ク  〈ノヒ ー は あらす とも 力う いふ 粛 を 見る と 誰し も 女 嫌；^ 


六 

『藝 術 は 性格の^ 求で ある』 ま H ヌは 言った。 人の 顏 一つで も 景色 一つで も、 そ の持 徵の あると 

ころ をし つかり 捕捉へ て、 カ强 くそれ を 描き出す ことが 藝術ま 住務 できと すれば、 . ヮ？ ソ トンつ 

々 き は あの 簡單 な black  and  i によって f よくこの 任務 直し 得た 一 人で ある。 かれの 成功 

力め ざまし かった だけに、 獨佛 I に は 今や かれの 模倣者 は 甚だ 多い が、 -、 ヮ。 ッ トンの 作 こ あら はれ 

た 鋭い 強い 個性の 力に 至って は、 遂に 何人も 之を學 ぶこと を 得ない もので あらう。 

私 は 終に ブリン トン 氏の 評， 語 を その 儘 引 《 して、 讀 者の 參考に 供しょう。 

A  few  ie-sivc  lines  ami  the  sav§t  apposition  of  Fck  and  white  tdl his  story 

o=c  di  „ot 震 一， after  all, t: Ix-  if ミ a ョ (31cr  to  probe  the 

達 Is  or ョ s.  一  high  there  is  nothing  一一  ere さ hid  一  -s 【一 ggcsts  IIK-  ft  112V  osel 

randt  cr  the  si】ver  gray  of  Van  Dyck,  there  is  soill 一，.】 (ま of  tli  heads  which 
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recalls  the ち. catcst  of  -llastcrs,  one  who,  in  the  (lilll  chambers  of  tl-e  Alcazar  -51 

ms  hgiircs  agal-llst  a  neutral  ground  and  painted  them  witn  matchless  -nity  of  effect. 

It  Ks  only  tiie  iimiiatiirc  i-o  crave  externals;  the  disdainful  Velasquez  was  content 

wltl-  essentials." 

これ はまた 隨分思 ひ 切って 褒めた もの である。 
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圆三 十二 第 


祌 秘 思 想 家 

(フランシス • グリアソン) 

11 新しい 普遍な 神秘的 精神が 全世界に 行き渡る まで は、 詩文藝術の偉大なる復活はとても^1;.;み難 

い。 さう いふ 精神が 勃興す る 時 は、 信仰と か國 土と か 制度と かいふ もの を 超越して 殆どす ベて を 風靡 

する が、 それ は 決して 如何なる 物質的 勢力に よるので もな く、 敎養 あり 舉問 ある 人の 知的 想像の 上に 

活 氣を與 へる 感化に よつ て で あ る。 11 

これ は 『唯物論と 罪惡』 と 題した 論文の 一 項。 また 

11 祌祕 的なる 露感 は、 詩歌 美術 昔樂 或は 祈！： 學の いづれ を 問 はす、 すべての 作品 をして 不朽 不滅の 

ものたら しむる 要素で ある。 

小 【^ 感 的の 思想が 取り得る 形式 中、 最も 生氣 あり 且 美しき もの は、 藝 術の 形式と 軌を 同じう する もの 

である。 その 故 はこれ が 一番 祌祕的 だから だ。 最高の 靈 感は藝 術と 叙 知 曰との 結合 を耍 求す る。 また 近 

代の 祌？ i 思想 は、 かの 中世に 現 はれた ものよりも 更に 廣く 更に 深い。 何と なれば 過去の 時代に は、 ，^ 

智 が：^ 次敎義 によって 弱められ、 實 行し 難き 理想の ために 力 を 失って ゐ たから だ。 11 

これ は 論集 『近 伏神祕 思想』 卷 頭の 一節" その 筆者 は 懐疑 を 斥け 唯物論 を棄 てて、 直 感を 重ん す 
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る 新祌秘 主義の 鼓吹者と して、 確かに 最近 思想界の 一面 を 代表して ゐる フランシス • グリアソン 

PVands  〇ricrson である。 かれが 思想の 一端 はこの 數 行のう ちに も 窺 はれる。 

珍ら し い 天才 として かれが 名聲は い ま歐洲 の騷 壇に 高い。 マァ テル リンク はかれ を 現代に 於け る最 

大の えつ is いすと なりと 稱し、 故シ ユリ. プリ ユドン ムは 嘗て 彼の 論集 を讀ん で、 思想の 力 强ぃ獨 

創 性に 深く も 感服した と 一一 一一 口 つた。 なほ：^、 ヰリ アム • ジ エイムズ 敎授ゃ 詩人の マラルメ を はじめ、 エド 

ヰ ン • マ 了 カム、 ァァノ ルド • ベネット、 リ チヤ アド • ル • ガリエ ン など も 皆 かれの 文章の 熱心な 賞 

讃者 である。 近頃 佛蘭 西譯も is 班牙譯 も出來 た。 露 西亞譯 はい ま 着手して ゐる さう だ。 殊に 太 利で 

は、 さる 批評家の 筆に 成った 彼の 評 傳が旣 に 一 小冊子と なって 出 來てゐ ると さへ 聞いた。 

米 國の藝 術 的 天^ は、 不 m 心議 にも 歐羅 巴の 藝苑に 移されて そこで 花 を 咬 かした 例が 甚だ 多い。 输富 

の ホヰッ ス ラァ、 小說の へ ンリ や. シ ェ ィム ズは 一一 一一 "ふまで もない が、 佛-爾 西の 象徵詩 派のう ちに ざ H レ* 

グリフィ ン ゃステ ユア ト •  メリ， レ の やうな 純 粹の米 人が lira^ きをな して ゐるの も、 奇異な 現！^ ではない 

か。 玆に いふ グ リア ソ ンも、 今で こそ 英，； 古^の： i^m 合に 住まって s 然の 風物 を樂 しんで ゐる英 入の や 

うだが、 元來は 亜米利加 人で、 殊に 周圍の 感化 を 蒙る こと も 多く、 何赛 にも 印象 を 受け やすい 靑春 

の 年-頃 を 米國の イリノイ 州で 過した だけに、 後ハ 牛の かれの 思想と 趣味と にも、 おの づ から 英佛の それ 

ならぬ 特異の 色が 著しい やうに 思 はれる。 
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かれが 生れた の は 千 八 百 四十 八 年、 英國に 於て であった が、 すぐ その 翌年から 兩 親に 連れられて 米 

>ま に 行った。 ちゃう ど 南北 戰爭の 騒ぎの 頃 を そこに 過して、 二十歳の とき W び 歐洲に 渡った。 それ か 

ら-^ロ にいた るまで 殆ど 四十 年の 彼が 閲歷 こそ、 まことに 數奇 をつ くした 浪漫的な もので、 謂 はば 天 

外 漂浪の 孤客が コズモ ボリ タン • ライフであった。 先づ杖 をと どめた のが 巴 里の 都 * そこに はじめて 

彼 を 世に 紹介した の は アレクサンドル ニァュ マであった。 しかし それ は 決して 文筆の 人と してで はな 

- くて、 ピアノの 名手と して 又 歌 ひ 乎と して、 その 奇才 をみ とめられた のであった。 別に このお.. g に特 

殊の 修業 をした わけで も 無い のに、 かれはよ く各國 近世の 音樂に 通じ、 また 巧みに 业 口の 希 獵ゃ埃 及の 

古樂の 精神 を さへ 傳へ 得た と 言 はれた。 現に 詩人 シ ユリ • プリ ユドン ムの 如き は、 かれが 歌 ふの を 聞 

くと 懷疑 思想な ど は 消えて 了って、 どうしても 靈 魂の 不滅 を 信ぜす に は 居られなくなる。 畢竞 かう い 

ふ 一-! in 樂は、 之 を心靈 的に？^ 明す る ほか 途が 無い からだら うとまで 評した。 それからと いふ もの、 この 

若い 美しい 樂人 は歐洲 の國々 を遍歷 し、 羅 馬から 伯林、 民顯、 ドレスデンへ、 それから 遠く 北の 露 京 

まで もさ すら ひ、 そこに 暫 らく 旅 杖 をと どめた。 到る ところ 彼が 天才 は樂 壇の 驚異と して 迎 へられた 

が、 名聲の 最も あがった 頃、 ふと 彼 は ピアノ を棄 てて 文筆の 人と なった。 そして 暫 らくの？ i に 五六 W 

の 著述に 文名 を 成してから、 ベ マ 日で はまた 英吉利で、 もとの ピアノ を彈 きながら、 時々 は 昔な つかし 

. い 巴 里へ 出掛けて、 そこに 滿ら滿 ちた 藝術的 空氣の 新味 を 飽かす 樂 しんで ゐる さう である。 
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ここに， A 六 冊の 著述と 言った の は、 お ほかた 皆 短い 論文 を 集めた もので、 折に 觸れ ての 彼が 感想 を 

錄し たもの、 ちょっと マァ テル リンクの 『貧者^』 や 『花の 敎』 などに 似た 類の 本で ある" S 取 初出た 

のが 『近世 神祕 思想』 "Msk.3  Mysticism" ( 一八 丸 九 年)、 次の が 『ゲルト 氣質』 ：The  Celtic 

Tcnipcraiiicnt" (一九 〇 一年)、 それから 一 番 新し いのは 昨年 出來た ミ J?。  H ョ nmir  cf  the  Ill-lcr- 

iiiaii" (此 「アン ダマン」 と 云 ふの は、 ニイ チヱ の 超人 卽ち 「シ ユウ パマ ン」 に對 して  一一 一一 n つた 一 W 葉で、 

譯 しゃう が 無い からこ こで は その 儘に してお く) とい ふので、 三 冊と もみな 卷 頭の 文の^ 題 をと つて 

ま E 名と したので ある。 それから、 これ も 昨年の 秋 ごろに 出來た 『巴 里の おもかげ』 "Parisian  port- 

raits" とい ふ 一冊に は、 前^紀 後半の 佛蘭 西の 名家に 著者が 親しく 會 つた 折の 思 出 を 美しく 書いた 

もので、 象微 詩人の こと を 書いた ものな どが よほど 參考 になる やう だ。 以上 は 勿論 英語で 書かれた も 

ので、 なほ 別に 佛蘭西 文で 書いた 『生と 人々』 "I、a  Vic  et Ics  H§1 ョ cs" とい ふ ー卷が あるが、 こ 

れは まだ 私 は 兑てゐ ないから 知らない。 

かれの 祌祕說 は、 矢張り マァ テル リンクの それと ほぼ 相似た 行き方で は あるが、 さりと て 心 靈の境 

を 奥深く 尋ねて、 ひたすら 高遠 幽玄の 理 をのみ さぐる と 云った 風の 人で はない。 よし 撼树 不遇とまで 

は 言 はすと も、 とにかく 漂浪の 四十 年 を、 或 時 は 王侯の 官 殿に 出 人し、 或 時 は 陋巷に 窮居 する 藝術家 

の 群に も 交って 過した 人で ある。 さすがに 變化 極まりなき 世態 人情の 曲折 を 味 はひ盡 くした 人 だけ あ 
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つて、 その；^^くところは飽くまでも現在當面の事實問題を離れなぃ。 いつも その 祌祕觀 を 提げて 眼前 

俗界の 事象に 解決 を 試みよう とする 風が ある。 世に かれ を 呼んで 『實際 的祌祕 主義の 1 肯者』 とい 

ふの は卽ち これが ためで ある。 之 を マァ テル リン ク などに 比して 淺 たりと 見る 人 も ある だら うが、 

その代り 說く ところ は遙 かに 明快で 解り y"- い。 一例 を 一一 一一：： へば、 かれは 阔！ の 外交 關係 など を さへ 論じ 

て、 之に 對 しても 矢張り 獨 得の： t 祕說で 行かう とする。 かれが 嘗て 英米の 親和 を說 き、 一方に は英獨 

の關 係が あり、 他方に は 米闕の 極東に 對 する 問題が あるとき、 英米の 兩國 を、 その^に ある 自然な 心 

银の 引力 Psy つ hk.  attraction によって 相 結ばなければ、 文明 世界の 平和 は 保 たれない、 と 論じた 文 

など は 名高 いものに なって ゐる。 

ダリ 了ゾ ン はかく 祌祕的 仰 を 持す る 人 だけに、 懐疑 不" 定の 態度に 對 して は隨分 ひどく 攻擊を 加へ 

る。 かって 戎論ズ のうちに かう 一一 一一 口った、 11 『不可知』 の 態度 は、 千 八 百 六十 年から 九十 五 年 あたり 

までの g は それでよ かったら うが、 今では 物！^ n 上に も精祌 上に も 世界の 大勢が ー變し 一- ゐる。 ティン 

ダル や ヘッケル や ハク ス レイな どの 功縝 は、 化舉ゃ 生物 學の證 明に 限られて ゐる。 さう いふ 科 舉は今 

ではもう 古い 科舉 とな つて 了った、 と 1 一一：： つて さ て 下 の や. つ に 論じた" 懷疑は 精神 界 物！^ 界 に 於け るす 

ベ ての 事業 を 破 培す る ものである。 苟も 何ん 偉い と 言 はれる 稗の 事 を 仕遂げた 思想家な らば、 その 人 

には必 す： 111? がなくて はたらぬ- あ 一先 づ S 已を 信す る、 第二に は 他ん A 信す る、 第三に は. 水 遠の 祌秘 
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のうちに 一定の 法则が あり 力が あって、 それ は卽 ち直覺 によって 知る ことが 出來 ると 信じて ゐる。 第 

四に その 人 は 世界が 靜 止して ゐな いこと を 知る 人で ある。 常に 新しい 發 見と 發明 とに 向って 希望し 努 

力す る 人 こ そ 勝利 を 得る 人で ある。 そして 將來 の 大競 爭場裡 に 於て は、 物質 上 の 黄金 萬 能 の 勢力 は、 

やがて 智力 上 心 露 上の 目に a えない 勢力に ffi 倒されて 了 ふに 相違ない。 さう いふ 日の 來るの も 決して 

遠い 未來 のこと ではな からう、 と 彼 は斷言 した〕 

かれの 英文 は 調子の 好い すらすらした、 そして 割合に 飾り 氣 のない 文で ある。 のみなら す エッセィ 

の 常と して、 甚だしく 氣の 利いた 言 ひま はしの 警句に 窗 んでゐ るから、 毫も 讀者を 飽か しめない とい 

ふ 妙味が ある。 その代り 如何にも 思想の 連絡が 惡 いとい ふ 缺點も あるが、 これ は 昔の ベ イコン からし 

て さう であるから、 かう い ふ 類の.. ズ 章に は 免れない ことかと 思 はれる。 

以上 は 主として グリアソンの 論 第に 就いて 述べた ので あるが、 外にな ほ 一種の 自叙， 傳 ともい ふべ 

き、 幻影の 國』" The  Valley  of  Shadows" と 題した 作が 一九 〇九 年に 出て、 これが 歐 米に 跨って 

非常な 評判に なった。 ー卷 二十 六 章の 文 は 皆 ミズ ァリ 州、 イリノイ 州で 彼が 幼時 を 送った 追想 錄に外 

ならない。 それ を 非常に 面白い 傳奇 めいた 筆で 書いた ものである。 その 中には 作者の 親 0- 弟から 周圍 

の 人物 は 勿論、 黑奴ゃ リン カンの 話 も 出る。 當時 まだよ く は 開拓け てゐ ない、 荒 蕪の 地であった ミシ 

、ン ツビ 河の 沿岸 を 背景に して、 そこに log-house の 小屋 住居 をした- S の 生活が、 いかにも 自然 をな 
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つかしむ やうな 筆で 精細に 描かれて ねる。 

私 はは じめ グリアソンの 論集の 卷 頭に、 彼が 露 西 亞の粛 家に ゑが かせた とい ふ 若い 時の 肖像 を 見 

た。 いつも 詩人 や 文豪 を先づ その 容貌で 判斷 して 見ようと いふ 痴の ある 私 は、 彼の H5 目 淸秀な そして 

品り いい、 どこか 贵 公子の やうな、 —— 何だか かう バイ ロン を やさしくし たやうな 額 を 見た とき、 こ 

の 人が 文筆と 音樂 との 兩 方に すぐれた 祌祕 思想家 だな と 思 つ て、 一一 一一 C はう やうな きな つかし さ を さへ 覺 

えた。 まことに 彼 は 米 人 だとい つても 米 人で はなく、 無論 英國 人で もなければ 怫蘭西 人で もない、 謂 

は •+< 本當 Q コ sf^ リ 人であって、 ただ 眞に 『藝 術』 の國を 以て 自己の 鄉土 とする 一個の 天才で ある。 かの 

parochial  patriotism の 人た ちに は、 かう いふ 人の 偉い ところ も 或は 合點の 行かぬ ことで あらう。 

私 は 此點に 就いて、 グリアソンが 天才の 反 地方 的、 非 民族的の ものである 事を^ 破した 一文 を 引 川し 

て、 此 简の跋 としょう。 

， 、*- 

—— 『自分 だけで 納まって ゐる やうな 人 は 地方 的の 名士に 過ぎない。 通りすがりの 人 をして 微笑ま 

しむる だけ だ』、 とマァ テル リンク は 言った。 これ 天才 は 地方 的 感情と 相反す る 者で、 決して！  族 

或は 國 民の 典型で はない 所以で ある。 ハム レツ トを 書いた 沙翁 は英國 詩人 中、 最も 英 人ら しくない 者 

である。 彼の 靈感の 根本的 耍 素は廣 潤と 云 ふ點に 在って、 これ は、 若し 沙翁 にして 地方 的な 感情 や 熱 

意 理性の 動かす ところと なって 居たなら、 決して 存在し 得ない ものであった。 同じく、 また 二三の 名 


を擧げ るなら ば、 ダンテ、 ミケ ラン ゼロ、 ベ H トホ ォ、、 ェン、 ゲ H テは その 國々 に 於け る 代表的の 典型 

では 無かった の だ。 彼等の 思想 は祌祕 的であって 方法 的で は 無い から、 世界的で ある。 英吉利 人の 感 

情に 反した ものと いへば、 沙 翁の 神秘 E 心 想ぐ らゐ 甚だしい もの は、 ちょと 考へ 及ばない 程 だら う。 而 

も 未だ 曾て 詩人が 英國の 思想家に よって かく も 深く 鑑賞せられ、 大陸の 批評家に よって かく も 充分に 

理解され た 時 は 無かった。 眞の 人と は內部 生命に 生きる 人で ある」 淺 薄な 人と は 地方 的の 心 を 有つ 

て、 外部の 影響に 屈した 人 をい ふので ある。 さう いふ 人 は、 その 中で 自分 は 發展し 進歩して ゐ ると 自 

ら信 する その 一 圈內に 在って、 轉轉 して ゐる に過ぎない。 だから 自分の 天地で は 有力で は 1^ るが、 そ 

の 力 は 因習 的で あり、 その 感化 力 は 一 時 的で ある (グリアソン 論集 『近世 神秘 思想』 一 五— 一 六 M 參 

照 )。 

グ リア ソ ン の 前 揭の諸 著 は、 偷敦の John  Lane 社 及び stoplgu  Swift 社の 出版。 また 此 思想家の 評傳 とし 

て、 特に 彼の 人生 觀に 就いて 說 ける ものに て は、 

Voices  of  To-morrow;  Critical  Studies  of  the  NC.W  Spirit  iu  Literature.  By  Edwin  Kjorlfman.  New 

York,  Mitchell  Kennerlcy.  1913.  . 

の 中に ある、 简 にして 耍を iS! たる 一文 を める。 


老女 優サラ つへ ルナ アル 

I 

それ は 降誕 祭の 翌日であった。 l^,N しい 午後の 半日 をピ イボ ディ • インス ティ テュ ゥトの 讀書窒 に 

送って から、 手控を 衣囊に 仕舞って、 たそがれ 時に 私 はふら ふらと その 門 を 出た。 

ポオ ルティ モアの まち は、 詩人 ポオが 終焉の 地と して 年来 わたくしの 記憶 を 去らなかった 土地で あ 

る。 この 地へ 杖 をと どめてから 旣ぅ 三月、 船つ きの 都 倉に 似合 はす 落ちついた、 そして どこか 古風な 

ところの あるの が 私に は氣に 入った。 かねて 覺悟 はして ゐ たもの の、 米國 には隨 分と 凄まじい 都會が 

ある。 私 は 大陸 を 西から 東へ と横斷 するとき 市 俄 古と いふ 所 を^いて 見て、 俗惡の 二字 は 之 を 形容す 

ベく 餘 りに 陳腐で あるのに 驚かされた。 そして 其 時 は ミシガン 湖畔の 宿に ー晚 とまった きりで 早速 引 

き 上げた。 紐 育へ 來て 見ても、 ここ はまた ビズ ネスと 利害の 打算の ほか 何もの もない やうな 土地 だ。 

落着いた 氣分 になって、 ゆったり と 物を考 へたり する 事の 出来さう もない のに 閉口して、 半年の 後に 

はこ こ を も 去った。 華 盛 頓に來 て 見て、 これ はさす が 大國の 首府 だけに 美しい 立派な 都で あると 思つ 
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て、 初めて 感心した。 そして 遂に は そこから 程ち かい ポオ ルティ モアの 地に、 緣 あって 杖 をと どめる 

ことにな つたので ある。 

ここ は イリ ザべ ス 女王の 頃から 開けた ので あるから、 北米の 都會 として は 古い ものの 一 つで ある。 

ホ才ム • ライフ 

土着の 人が 家庭生活 のまち だと 言って 自ら 誇る だけに、 紐 育の ァパァ トメ ントに 住み なれて ゐる 人た 

ちとち がって、 人情の 溫 かみ も あれば 風俗の 淳朴な ところ も ある。 殊に 郊外、 上流の 住宅地た るロォ 

ランド • パァク など は、 京の 暖哦ゃ 御室 あたり を 西洋式に した 趣 もないで は 無い。 市中に お 寺の 尖塔 

が 殊に 澤山 見える こと も、 此 まちの ゆかし さ を增す もの だ。 マルべ リイ 街の 大 伽藍 は 亞米利 加で 一番 

古いお 寺 だと 聞いた ので、 私 は 降誕 祭の 朝に 參詣 をした。 

時々 私が 調べ物に 行く ピィ ボディ • インス ティ テュ ゥトに は、 音樂 堂と 美術館と 圖書 館と が 一 つに 

なって ゐる。 よく 演奏 會 などの ある 處で、 その 階上に は 搶盡の 展覽會 がいつ も ある。 ここの 圖書館 は 

通俗 向きの もので は 無いだ けに、 入 館 者が 少 くて 靜か なのが 何より うれしい。 館員の 親切な の も氣に 

入った。 

(餘 計な 話 だが、 米 國の圖 書 館 は 公私い つれ を 問 はす、 館員 は實に 親切で 行 届いた もの である。 私 

は 此國の 多くの 圖書 館へ 這 入って 見て、 未だ 曾て 一た び も 不快な 思 をした 事がない。 華 盛頓の 國立大 

圖書館 の 如き、 中に も 最も 叮嚀 親切 を 極 めた ものである)。 
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圖書 館の 門 を 出た 私 は 寒い 夕風に 外套の 襟 を 立てて 首 をす くめながら、 鼻 さきに 突立って ゐる 高い 

モー ーュメ ントを la あげた。 天空に 聳 ゆる こと まさに 何百 尺 か は 知らないが、 その 頂上に 華 盛頓の 巨像 

が ある。 これ だけ 高い 所に 置けば、 日本に 澤山 ある 大抵の まづぃ 銅像で も、 少し は 立派に 見える だら 

うと 獨り 感服す る。 ここの 場 を 南北に K く大 通が チヤ アル ズ 街で、 此邊ー 帶がボ オル ティ モアの 目 

乇 11 ュ メント  チヤ ァチ メソ ディ スト 

拔 きのと ころで ある。 塔 の そばの マウントた ヮ ノン 會堂は 美以敎 のお 寺 だが、 此 建築が また 此 場所 

に は 一 W ふに ー百 はれぬ ほど 好い。 朧月夜の 晚 などに 人通りの 少ぃ 折、 この あたり を うろつく と、 私 は 未 

だ 曾て 紐 有な どで 味 ははなかった しんみりした 氣分 になって、 はじめて 心の 落着き を US 出し 得た やう 

に 思った。 

チヤ アル ズ 街で 本屋へ  一二 軒 立 寄って から、 その 邊で 夕飯 を濟 まさう と 思って あちこち 見 ま はす 

と、 ふと 『和 蘭 茶屋』 とい ふ 小 綺麗な 一風 變 つた 家が 目についた。 私 はこの 和 蘭と いふ 名前が 何とな 

う 好きな ので ある。 むかし 日本の 長 崎へ 傳 へられた 和 W 風 は、 異邦 趣味の 古雅な ところ を先づ 我が 國 

に 傅へ た 唯一 の ものであった。 ヲ シン トン • ァァ. 井 ングの 『ニツカ アポ ッカァ の 紐 育史』 に 現 はれた 

和蹈 は、 }si 米！： 加 人の 心が 今の やうに 險 しく 尖って はゐ なかった 素朴な、 そして ヒュ ゥ モアに 富ん 

だ、 遠い 植ぉ 時代の のどか さ を 想 はせ る ものである。 

ドア を 開けて 內に這 入る と、 室の 有様が 想った 通り 極めて 上品で、 装飾 も 何もない 淸楚 なのが うれ 
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しかった。 ぴかぴかした 飾 を これ 毘 よがし に澤山 列べ 立てた 近代 式に 見飽 いて 了った 私 は、 かう した 

shnpHcity を 一 しほ また 懷 かしく 思 ふので ある。 ちょっと^い 好みの 俱樂部 や 料理 厘に よく ある や 

うに、 燈爐に は 瓦斯 や 電氣を 使 ふ 代りに 態と 無雜 作に 薪 をく ベ て あるの も 好い。".^ 坐るべき { 仝 席が な 

く、 さりと て 婦人の ゐるネ 子へ 割り込む こと もなら す、 ちょっと 躊躇って 立って ゐる。 日本人が 這 入 

つて 来たから とて、 じろ じろ 人の 顏を 見る やうな 行 俵の 惡ぃ 人た ちもゐ ない が、 男 三分に 女 七 分の 客 

で ぎっしり つまって ゐる。 給仕の 女に、 坐る 所 は 無い かと 聞く と、 二階が あいて ゐ ますと 云 ふので 階 

上へ 行く。 食卓 は蔽 ひも 何も かけす、 ただ (Ionics を いくつか 敷いて その上に 食器 を 置く 此風も 私 は 

好きだ。 羊の 肉 を 一 皿 食って から 『和 蘭 茶』 とい ふの を 飲んで 食事 を濟 ます。 

佛蘭 西の 老女 優サラ • ベ ルナ アルが、 亞米利 加に はこれ でお 別れの 巡業と あって、 今 晚ー晚 だけ こ 

の 市の 抒情詩 座で 演 るので ある。 かねて 切符 を 買って おいた ので、 八 時 二 卜 分の 開幕と いふのに 時 は 

まだ 少し 早い が、 電車に 乘 つて i 茶屋 を 出かけて 行く。 

二 

近世 歐洲 劇壇の 花形と 謳 はれた この 名優 も、 今 は 七十 一 歳の 婆さんで ある。 一 昨年 手術 を 受けて 一 

g を切斷 し、 まだ 舞臺の 人と して 活動 を やめない ところ は、 明治 初年の 名優 田 之 助が 鉛毒の ため 兩脚 
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へ a オイ" K.< 

を 失って、 なほ 劇界 を 去らなかった 壯烈を 想 はせ る。 

『 …… であらう とも』 ~Quand  nl61s マ とい ふの が、 勝ち 氣な此 女優の 金言で ある。 片脚は 失 はう 

どい、 年 は 寄らう ひ.：^、 戰爭の 危險は あらう.^ も、 恐れ もせす 屈し もしない。 爲 さんと 欲する ところ 

をな し、 行かん と 欲する ところに 行く。 病院 を 出てから また 戰 地へ 出かけて 出征軍人 のために その 技 

を.^??じては愛國の熱誠を示し、 巴 里 倫敦の 飛行機の 恐ろし さ を 物と もせす、 更に 潜航艇の 危險を 冒し 

,  ひまご 

て 大西洋の こなた、 加奈陀 米國に 渡って 最後の 興行 をしょう とい ふ。 これが 子 も あれ ば^も あり 曾孫 

まであって、 齢す でに 古稀 を 越え、 立派な 樂隱 居の 出来る 老婦 人の わざと は 信じられない 程の 壯烈で 

ある、 剛男 である。 生の 力の 底まで を 汲み 盡 くして、 自己の 偉大 を これ 見よ がしに 誇れろ 此女 を、 世 

は 目して 超 女な りと 云 ふの は 至當の 一一 目で あらう。 暇 さへ あれば、 酒色 か 圍碁謠 曲に 安逸 を 貧ら うとす 

る 如き 有^の 男子、 これ を 見て 若し 愧 死せ すん ば、 吾 は その 厚顔に 驚く と 言 ひたくなる。 

これが 他の 仕事なら ばと にかく、 身體の 動作 を 主にす る 俳優と して、 老齢と 不具と を 物と もせす、 

41B その 名 聲の全 i£ を 動かした 頃 『豹の 動く が やうに』 と 謳 はれた その美し い 身の こなし は出來 すと 

も、 おのが 絡 代の 天才の 淺 りの 面影 を 今一度 世に 示して、 われながらに 自分の 妙技 を 惜しむ ものの 如 

く、 また 誇る ものの 如く、 かれが いま 舞臺に 現れる こと、 それ 自らが 旣に大 なる 悲壯 美で あり、 また 

悲钊 である。 人生 そのもの を 一 つの 藝術 として 見る とき、 名優が 別れの 興行 は 行く春 を 惜しむ より 


 198 


もつ ゆ ふべ のさに 殘紅を 望む よりも、 なほ 更に 哀切なる 『詩』 ではない か q 

死 を 恐れす に 無 鐵砲を やる 此 女に は、 色々 と 面白い 逸話が ある。 佛蘭 西の ブ リタ 一一 ィの ベル 。イイ 

ルに 彼女の 別莊が あるが、 そこでの 生活の 事 を 書いた 物を讀 むと、 だいぶ 以前の こと だが、 海岸から 

隨分思 ひ 切って 遠くまで 沖の 方へ 泳いで 行って お ほかた 溺死しょう とした。 その 時 この 女優の 命 を 救 

つたの が、 あの 『シ ラノ  • ドウ • ベ ルジ ュ ラタ』 の 作者であった さう だ。 かう いふ 事 だけ を 聞く と、 

彼女 は 何だか 男 まさりの 極めて 殺風景の 女の やうに 聞え るが、 それでも 矢張り 世間な みのお 婆さんの 

やうに、 子 や 孫 や 曾孫に 圍 まれて 子供の やうに なって 樂 しんだり、 また 信心が 深くて お 寺 詣を缺 かし 

た 事 もない さう だ。 この 別莊 から 荒野 原 を 十五 哩も へだてた、 小さい 加 特カ敎 のお 寺まで 怠らす 參詣 

をして、 そこの 住持に 歸 依し、 わざわざ 名工に 賴んで 造らせた 窓の 綺砲子 を 二 枚 寄進して 獨り 喜ん 

でゐ ると いふ 事な ど を 書いて ある。 

今度の かれの 巡業の レ ぺ ルトヮ アルに 出て ゐる物 は、 どれ も 皆 その 不自由な からた で 動き 廻 はらな 

くても 濟む やうな 場面の もの だけ を 選んで ある。 當 夜；^ の觀 たの は、 『クレオ パ トラの 臨終』 "La 

Mort  cle  CI ゆ opfitrc," 『まこと ならぬ モデル』 "Lc  Faux  Modole,: 『劇場より 名 譽の戰 場へ』 *6U 

Th&atrc  au  Champ  crHonneur-- とい ふ 三つの 一幕物であった。 英語 國 民の 觀客を 相手に して 全部 

佛蘭西 語で 演 るの だから、 開幕の 前に は 若い 女優が 出て 來て、 その 度 毎に 英語で 筋を說 明す るので あ 
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る。 序の 話 だが、 こちらで は 時々 奇怪 至極な 日本の 芝居 を 演られ るので 頗る 恐縮す るが、 若し こんな 

風に 通譯說 明の 方法 を 執るならば、 本當の 日本の 一座が 西洋へ 出掛けて そして 日本の 臺 詞で演 つて 

も、 物に よって は 或 程度まで は 成功す る だら うな どと も 思った。 但し 私の 坐って ゐた 後の方の 席で 

は、 或 がぐ うぐう 鼾 を かいて ゐた などと いふ 滑稽 も ある。 お ほかた 細君に せがまれて 無理に お 伴 を 

して 來た 3R でで も あらう。 (此 女優の 名 を 英語 流に 平 氣でバ ァ ン 〈アトな どと 發 音し て、 誰の 事 をい 

ふの かと、 ちょっと 私 を 面 喰 はした 亜米利加 人な ども 此仲 問で あらう。) 

=ー 

最初の 『クレオ パ トラの 臨終』 は、 この 女優の 長子 モリス • ベ ルナ アルの 筆に 成る 脚本であった。 

幕が あくと、 ふたりの 侍女に か しづかれ、 虎 や 獅子の 毛皮に 包まれた 派手 やかな 縛に 眠れる は、 埃 

及の 女王 クレオ パ トラで ある。 ふと 目 を さまして、 マルク • アン トァヌ からの 消息 は 如何にと 訊く。 

『まだ』 *NS1  lias  encore,  nlaitresse- とい ふ 返事 を 聞いて、 待ちに 待って ゐる 女王 は 煩悶す る。 ひ 

そかに 奸計 をめ ぐらし 女王 を 欺いて、 二人の 戀 なか を 割かう とする ファロ スは、 實は おのれが 女王に 

戀 して 我が ものにしようと いふので あろ。 ここ は危 ければ！： 十く われと 共に リピイへ 来らせ 給へ と 言へ 

ば、 女王 は赫と 怒って、 *QU-  OSes  tu  dire?  Chien  一  tu  t-cs  trahi !  - と 一 喝 する。 そこ へ 負傷し 
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た 使の 者が 來て マルク * アン トァヌ の 敗報 を裔 す。 やがて 女王 は 侍女の 手から 短劎を 受取って、 おの 

が a- 下に 跪ける ファ a スの肩 を 打って 殺して 了 ふ 凄まじ さ。 

マルク。 アン トァ ヌが來 ると いふので、 女王 は 侍女 や 奴隸に 命じて 花 を 撒き散らさせ 樂を 奏し、 自 

分 は 急いで 手に 鏡 を 取って 身づ くろ ひ をす る。 そこへ 這 入って 來る のが マルク • アン トァヌ で、 二人 

は 相 抱く。 『われ は 君を戀 ふ。 され ど われ は挨 及の 女王、 如何な りと も 己れ の 治む る 此國を 去る に は 

忍びす』 と 言 ふ。 マルク • アン トァヌ は 遂に 最後の 接吻 を殘 して 去る。 

派手な 服装 をした 嫁 長 が 這 入って 来て、 いよいよ ォ クタ ァヴの 勝利 を 傅へ ると、 女王 も 今 はこ 

れ までと 毒蛇に 自分の 胸 を かませて 鋭く 叫ぶ。 この 前後 は 長い 長い 獨白 である。 おのが 領土たり し 美 

しき 埃 及の 國を あとに して 此世を 去る を 嘆き、 マルク • アン トァヌ の 戀を言 ひ、 花の なかに 埋めて あ 

る 毒蛇 を 取って 自分の 胸に あてが ふ 間 も 最後の 運命 を 嘆く。 死に かけて ゐる ところへ、 羅 馬の 兵 を 率 

ゐたォ クタ ァヴが 這 入って 來る。 女王 は 『戰 車のう しろに 曳 かれ 行く わが 姿を羅 馬の 人に は 見せす』 

とレひ -Incline  toi romam,  dev.ant  ce 一 le  clui  meurt   encore,  et  tolljcurs  Rcine!   salut;- 

Jnp&rator! …… と 叫んで 死ぬ ところで 幕。 

女王の ベ ルナ ァ ルは 全く 歩行と いふ 事 をし ないで、 得の 上に 坐って ゐる ほか はァ ントァ ヌと相 抱く 

時に 身 を 起す だけで、 あとの 二 幕と もに 皆 かう いふ 場面ば かりに 出 來てゐ る。 そして 全くべ ルナ アル 
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一人の 藝を 見る だけの 芝居で、 それ も 胴から 上と 兩手を 動かす だけ、 つまり 此 女優の 獨 聞く 

だけで ある。 しかし 驚くべき は 昔ながら にな まめかし いその 聲 である。 これが 七十 一歳の 老女 優の 聲 

と は 何としても 受取れ ないやうな 美しい、 よく 通る 聲が棧 敷の 隅々 まで もと どくと； U ろ はさす が い 

もの だと 思った。 流動物と 野菜と 水との 外 は 何も 食べない と、 あんな 聲が 出る もの かと 獨 りで 感服す 

る。 此聲と 上體の 運動と だけに、 舞 臺面を 少しも だらけさせない だけの 力が こもって ゐ るので ある-. - 

次の 『劇場より 戰 場へ』 は 戰爭の 際物で あるが、 藝 として は 此方が 面白い と 思った。 舞臺而 は激戰 

の あと 森の こかげ、 負傷した 一 人の 佛蘭西 兵 (女優べ ルナ アル) が 足 膝 もた たす に樹 下に"^ g つて ゐ 

る。 ふと われに 歸 つて、 自分 は 旗 を 放さなかった、 仆れる ときには 確かに 持って ゐた。 …… 自分 は 旗 

芋の 直ぐう しろに ゐ たの だ。 …… 獨逸 兵が 来て 旗 を 裂いた から 銑劍で その 男の 喉 を 突いて やった 害 

だ。 ハ はたし かに 取り 戾 した。 …… が、 それから あとの 事 はもう 記憶がない。 かう 獨 語って ゐる とこ 

ろへ、 これ も 負傷して 頭に 繃帶 をした わかい 英吉利の 士官が 出て 来て、 自分の 水筒から 水を飮 ませ 

る、 そして 病 院 車の 來 るの を 待つ ので ある。 

此丘 ハ士 はもと 俳優で、 名 を マルク， ベルトランと 云 ふ。 無理に 志願して 父と 共に 出征し、 父 は旣に 

死して 了った。 旗の 行方 を氣 にして ひどく 煩悶す るの を 英吉利の 士官が 慰める。 

『君 は gf; 壤で佛 蘭 西の 詩人の 歌を聲 高らかに 吟 じて、 大に士 氣を鈹 舞した とい ふで はない か』 と 士官 
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が 言 ふと、 それ は 『敵の ために 捧 ぐる 祈』 Lapri6re  pom.  iios  enncniis と 云 ふので あつたと 言って、， 

瀕死の 兵士 は それで 長い 長い 朗吟 を やる。 敵 を^ ふ 歌で 

Vous  -卜 ui  voyez.  Seigneur,  leur  ilrpe  jlju-au  fcml, 

Ne leur  pardonnez  pas,  ils  savent  cm  qii*ils  font. 

主よ、 人の 心の底 をまで 見た まふ 神 は、 

自らお のが 爲 せる 事 を 知れる 彼等 を 許し 給 ふなかれ。 

とい ふ 言葉が 幾た び も 繰 返される。 旗の 行方 を氣 にして 兵士が なほ も 煩悶して ゐ ると、 そこへ 看護婦 

になって ゐる 公！^ $1 人が 來て、 『舞 臺で遞 を 演じた お前 は、 今 まことの 勇士と なつ て此戰 場で 手 

柄 をした』 と 言 ふ。 兵士 は 益 々煩悶し 激して 旗 を 失った 事 を 嘆き、 再び それ を 取り かへ すまで は 死す 

とも 死せ すと 言って、 公爵夫人の 慰める のも聽 かない。 出血 は 益々 甚だしくなる。 再び 『わが 戰 友な 

りし 旗手よ』 Portedrapeau  son  cclm-adc! とい ふ 長い 歌 を 歌 ふ。 その 終の 邊 はもう 死に 迫って 息 

も 絡え 絕 えに 苦しんで ゐる ところへ、 英吉利の 士官が 樹の 後に あった 佛蘭 西の 三色旗 を さがし 出して 

渡す と、 瀕死の 兵 は それ を ひろげて 兩國の 萬 歳  一 ivc  rAi お letetTc,  vivc  la  France- を 叫ぶ。 滿 場の 

喝采 を 得て、 兵士 は そのまま 三色旗に 包まれて 死ぬ ので ある。 

芝居と して は 固より 簡單 な戰爭 物で、 言 ふに 足る ほどの もので はない が、 女優み づ から 戰 場へ 出掛 


けて 行った 剛 5R を 諷し、 時節が ら此 三色旗が よく 利いて ゐ ると ころも 面白かった。 老體に 似合 はぬ 身 

振と 聲 とに は、 十分 人 を 引きつけ る だけの 力が こもって ゐた。 脚本 は戰 地で 或 士官が 作った 事に なつ 

てゐ て、 はじめて 倫敦で 正月の 三日に 演 つた 物 ださう だ" 

次の iciff 輕ぃ 滑稽 物で、 『話す 通りの 英語』 - に Anglais  Tel  quV>n le  Parle" と 題した もの、 佛蘭 

西の 或 ホテルで 英語の 通じない ために 起る 一場の 喜劇。 この 幕に は 女優べ ルナ アル は 出ない。 兵士の 

絶叫に 疲れた 老體を 休ませる ためで あらう。 

最後の は 『まこと ならぬ モデル』。 舞臺 はシィ モア • ベ ルと いふ 英吉利の 盡 家の ステュ ウディ ォで、 

細君の マデ レイン (ベ ルナ アル) が 手に ライア を 持って サフォ ォの 姿で モデルに なって ゐる。 これが 

嫉妬深い 女で、 モデルの 女 を 夫が 使 ふの さへ 好まない。 そして 子供がない。 そばで サフ ォォの 曲をビ 

ァ ノで彈 いて ゐる 弟の レイモンと、 三人の 間に 滑稽な 問答が 一し きりはす む。 戰 後に は 男子の 數が足 

ら なくなる から、 H 十 歲未滿 の 男子に は 一人に 四 人め 妻 を 持たせる 法律が 出來 ると いふ。 それなら シ 

ィ モア はいくつ かとい ふと、 五十 三 だとい ふ。 それでも 構 はない、 もう 外に 三人 女房 を 持たせた らば 

十 人 や. P 二人の 英人を 生む 車が 出來 ようと 言 ふ。 はじめ 此說を 出した マデ レイン は 『私 は 佛蘭西 人の 

事 を； k つて ゐ るんで すよ』 とい ふ。 書家 は 英吉利 だって 佛蘭西 だって 同じ だとい ふと、 細君 は 『英吉 

利に は 海が あるから そんなに 澤山 人間 は 要らない』 と 答へ る。 魚で は 兵隊に 成らない からね と 亭主^ 


I  -  ,  ：  、  „> ュ」 - 、 ..s。 こんな 對\ ^をして ゐる ところ へ 、 あ 蘭の 金 持 

si 匕に と、 あなた は眞 面目に 物の 言へ なレ 人ね とレふ こんす f 詩 を ^7  ：  Z 

H^^tll  I 奠人 まの IPH、  ^0 

こ U と I 出して 肌ぬ ぎになる とい ふ 騒 t 、フ 1  う 7f つた 滑 f 殆ど 動作と いふ 程の ものな て 進 

r 最後に マデ レインが シェ リイ s『i 影ぎ を藝の 儘で 吟す气 


,The  fountains  mingle  with  the  river 

And  the  rivers  メ vitli  the  ocean. 

The  winds  of  Heaven  mix  for  ever 

.with  a  sweet  emotion; 

.Nothing  in  tlie  world  is  single; 

All  things l)y  a lisv  divme 

In  one  spirit  meet  and  migle, 

AVey  not  I,  witli  t.tcnc? 

See  the  mountains  Idss  lljgl!  Heaven 

Ae 一  the  waves  clasp  one  another; 

siRter-asver  w§w  be  forgiven 

If  it  disdained  its  brother; 

And  the  sunlight  clasps  the  eaitli 

And  the  mooDbeams  kls  the  sea. 


.whnt  is  aU  this  sweet  メ vol.】〈  worth 

If  thou  kiss  not  me? 

とい ふの を 朗吟して 幕。 これ は 唯べ ルナ アルの 聲を 聞く だけの 芝居であった。 

幕の あとで 觀 客の 喝 釆に應 へる 時には、 ベ ルナ アル は 立って はゐ るが 左手 を輕く 他の 役者の 肩に お 

いて、 それに 凭り かかって ゐた。 四た び 五った びと 幕 を あげさせる 滿 場の 喝釆 は、 光榮 ある 彼女の 過 

去の 應史 に對 する 敬意 を 示す もので、 辛うじて 名優が 殘 りの 面影 をし のばせる に過ぎない 當 夜の 演伎 

に對 してではなかった であらう。 唯 多年 練へ にきた へ 上げて、 その テク 一一 イクの 上に 少しの 危げ もな 

い 老練 は 驚く ばかりで ある。 

こちらの 新聞記事で 見る と、 ベ ルナ アル は 素顔 を 見ても (舞 臺顏は 勿論 だが) 四十 歳 位に しき や 見 

えない さう だ。 一 行のう ちに は 固より 抱へ の醫 者が ゐて、 養生の 事な ど は 一 々その 指 圖に從 つて 非常 

な 注意 を拂 ふとい ふ 話。 英語 は餘り 達者で ない ので、 記者に 面 會の時 は 通譯を 外に 立た せて、 自分 は 

It のかげ に 不自. H な 身 を かくして 話す の ださう だ。 記事の 一節に こんな 事が いてあった。 戰举の あ 

とで 佛蘭 西に 男子が 少く なって は、 美しい 佛蘭 西の 女に 獨 身の 人が 多くなる でせ うと 記者が 一一 一一 n ふと、 

『なに 其 時 は 立派な： 亞米利 加の かた を澤 山に ぉ迎 へして、 御 亭主に すれば い いぢゃありません か』 と、 

此 婆さん なかなか 如才ない こと を 言 ふ。 記者が 强 ひて 幕の 間から 姿 を 見ようと すると、 『あら、 いや 
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かたね』 …… 、 そして 醫 者が 旣ぅ寢 よと いふから これで 御免 を 被る と 言って 這 入って 了 ふさう だ。 

歩行に 不自由な 身 は、 ホテルの 出 は ひりに も乘 物に 乘 るの だと 聞いた。 

古稀の 老軀を 以てな ほその 技 を 萬 里の 異域に 誇らん とする 隻 脚の 老女 優 Hlie  devine  SaralV 彼女 

が晚年 衰殘の 日の この 雄々 しき 努力 を 見て、 誰か また 意義な しと 言 ふ ものが あらう ぞ。 

(大正 六 年 四月 『太陽』 所載) 


女の 表情 美 

表情 美と いふ 點 から 言へば、 日本人 は 遠く 西洋人に 及ばない。 これ は 人々 の 談話して ゐる ところ を 

てゐて も 直ぐ 氣の附 く 事で ある。 西洋人の 場合 は 顏面は 勿論の こと、 動作 身 振な どの すべてに 

感 の 極めて 自然の 儘な 11 或は 多少 誇張され た 表 現 が あるから、 談話が 如何にも 賑やかで 生き 

生きして ゐる。 內容を 間かなくても、 嬉しい 事 か 悲しい 事 か、 或は 樂 しいの か 苦しい のか、 傍觀 者に 

も 大抵の 判斷 はっく 位で ある。 ところが 日本人と なると 追從ゃ 愛嬌の ために、 可笑しくな いのに にや 

£i 4- 笑 ふやうな 不. H 然な眞 似 はする が、 眞の 表情と いふ ものが 甚だ 乏しい。 僞 りなき 眞 情が 顔面 や 励 

作な どの すべてに 現 はれて ゐ ない。 意識的に もまた 無意識的 にも、 それが 蔽 ひかく されて ゐる ため、 

Hi: 二 談話 も 殺風景に なり 無味乾燥 になり、 淋しくな り 冷淡に なって 了 ふ。 これ を 一 言に して 肯 へば、 

表情の 乏しい とい ふ 事 は そこに 全く 美しい 『詩』 とい ふ ものの 失 はれた こと を 意味す るので ある。 

日本で は 美人と いへば、 先 づ目暴 だち の 整った、 所謂 『道具』 の 揃った 美しい の を 第 一條 件に する 

やう だが、 この 點は よほど 西洋と は 違 ふやう だ。 こな ひだ も 米 國の桑 港大博 覽會に 招待す るた め、 各 

州から 一人 づっ 美人 を 選出した とき、 その 採點の 標準なる ものが 面白い。 卽ち 第一 に 表情 二 〇 で、 こ 
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れに 最も 重き を 置いて ゐる。 次が 容姿  一.. tf 齒ー 〇、 髮ー 〇、 口 一 〇、 鼻 一 〇、 性質 知識 一 五、 かう 

いふ 標準で あつたと 聞いて ゐる。 

おも ふに 日本人に 表情 美の 缺 けて ゐ るの は、 むかし 佛敎 ことに 禪宗の 影響 をう けて 出来た 武士道と 

いふ ものが、 喜 怒 哀樂を 色に 現 はさす とい ふ 事 を 手柄の やうに 敎 へた その 餘弊 である。 いかに 嬉しい 

事が あっても 平 氣でゐ ろと か、 或は 胸に 堪 へられない 程の 苦痛が あっても 顔に は 笑み を湛 へて ゐ ろと 

か、 愚に もっかぬ 不自然な 虚偽 を 貴んだ ために、 現代の 日本人 は 遂に この美し い 『詩』 を 失った： 種 

の 不具者の やうに なって 了った ので、 吾聚は 此點に 於ても、 祖先が 傳 へて 吳れた 武士道と かいふ 頗る 

結構な 敎に對 して、 大に 感謝すべき わけで ある。 西洋人の 目に 日本人が 鬼 角陰險 なる かの やうに 見え 

るの は、 全く この Demonstration の 足らな いのも 確かに その 一原 因で あらう。 

しかし3^;:子の場合はとにかく、 婦人に あって は 表情 こそ 實に その美の 生命で ある、 全部で ある。 如 

何に 目鼻 だち が 美しくて も 衣服が 立派で も、 この 表情の 乏しい 女に は 肝肾の 生命と いふ ものが 無い 

の だから、 その 突し さは 全く 人形の それと 選ぶ ところ はない • 日本の 女 は 西洋人に くらべる と 實に此 

點に 於て ひどく 劣って ゐ るので、 これ は 忽ち 綺 霜の 上に 最も 明らかな 證 據を殘 して ゐる。 n 本の 人物 

粛、 ことに 美人 窬に は、 とても とても 西洋 盡 にある やうな 微妙な 美しい 表情 は 見られない。 現に この 

あ ひだの 文展の 所謂 『美人 盡窒』 の 出品 を毘て も、 矢張り 此感は ある だら う。 大抵が 皆 女の 表情と い 
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ふ點に 於て、 實に 甚だしく 物 足らない 心地の する 作が 多かった やうに 思 ふ。 日本で は 在来、 風景 富の 

やうに 人物 IS の 方が 發 達して 來 なかった とい ふやうな 他の 原因 は 別に あるに もせよ、 とにかく これ は 

確かに、 寫 さるべき 日本の 女 そのものに 表情の 美が 缺 けて ゐる 事が、 主なる 原因 だと 私に は考 へられ 

るので ある。 

日本で は 昔から 齊 通の 婦人より は、 遊里の 女の 方が この 點に 於て 遙. かにす ぐれて ゐた事 は、 德川時 

代の 戯曲 小說ゃ 浮世 緣 なぞが よく 證明 すると ころで ある。 因襲 迅德の 束縛 を はなれた 自. M な 美しい 感 

情 生活 は、 德川 時代に 於て は 殆ど 之 を 遊里と いふ 一 區 域に 求める 外 はない のであった。 また 現代に 就 

いて 地方 的な 昆 かたで 言へば、 東京の 婦人に くらぶれば 京大 阪の女 は 表情に 乏しい 人形の やうな のが 

多く、 また 概して 言へば 田舍の 女が 都會の 女よりも 表情に 乏しい 事 は 今更 言 ふまで もない 事實 であ 

る。 表情， 美に 乏しい とい ふこと は、 つまり 表情筋の 發 達して ゐな いこと を 意味す るので ある。 獨り顔 

ばかりでなく、 身體 各部の 筋肉に 感情の 波動 は 現 はれる の だから、 これが 在来 長い 感史の 結 として 

曰 本の 女に は 殆ど 遣傳 的に 缺 如し 不足して ゐた 一 面で ある。 一 朝 一 夕に 今 それ を どうしょうと 云った 

つて、 とても 無理な 話で は あるが、 私 はこの 點に 於ても、 かの 女優の 問題な どの まだまだ 前途遼遠 ほ 

こと を 思 はすに は ゐられ ない。 遣傳 的に さう いふ 缺陷を 有って ゐる 日本の 女に、 何よりも 表情の 大切 

な 俳優と いふ こと、 —— 殊に 隨分 極度に 誇張され た 表情 を 必要と する 西洋の 芝居 なぞ を やらせる の 
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^> そもそも 無理な 注文で はなから うかと さへ 思って ゐる。 

しかし これ は單 に外觀 のみの 問題で はなく、 實は 婦人の 內部 生活の 問題で ある。 內に豐 富な 自由な 

熱烈な 感情 生活の 美がなくて、 どうして 外に 花やかな 表情の 美が あらう ぞ。 賢母 良妻 主義の 敎育 家な 

ぞが 夢想 だ も 及ばない 派手 やかな 豊かな 內部 生活の 『詩』 があって こそ、 そこに 初めて 女の この 生き 

生きした 表情 美が 生す るので は あるまい か。 (大正 四 年 一月) 


戲曲 『亡 靈』 に 序す 

叙事詩よりも 抒情詩よりも、 また 散文 小說 よりも、 藝術 として は遙 かに 進歩した る 形式と 複雜 なる 

內容と を そな へ たる 劇に 於て、 世界の 文藝史 がな がく 人類の 光榮 として 誇り 得べ き 偉大なる 作品が、 

その 發逹の 主要なる 三つの 時期 を 劃して 現 はれた。 先づ 古代に 於て 希躐ぺ リク リイ ズ 時代の 古典 釗を 

舉げ、 中 ごろ 古典 法則の 製總を 離れて 更に 奔放の 新 意 を 創めた る 英國處 女王 朝の 沙翁 劇を數 へるなら 

ば、 近代に 及んで 人 は 誰し も 皆北歐 劇壇 一の 將星 イブ セ ンの諸 作 を 以て この 新時代の 代表な りと 認める 

に sf^ しない。 かれの 問題 釗社會 劇 は 藝術上 最も 大膽 なる 峻烈の 態度 を 以て、 前人の 未だ 曾て 踏まな 

かった 新しい 道 を 行った ものである。 

戯曲 『亡 蓬』 は、 此 イブ セ ン釗を 代表す る 大作の 一 つで ある。 之 を 思想 上より 見れば、 近代 文明の 

裏面 に^み 思潮の 极抵 にわ だか まる 晤黑の 影 を 捉へ來 つて、 虚偽の 生活に 安ん する 樂 IK 家の 夢 を 破ら 

ん とした ものである。 また 文藝 史上、 悲劇と しての 地位より 言へば、 これ を 古典 劇 『イイ ディ パス 王』 

や、 或は 沙翁剝 『マクベス』 『リア』 の 如き 大作と ならべて、 必す しも 甚だしく 倫 を 失する もので は 

無から うと 思 はれる。 
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西 歐諸國 の 新 劇壇 は その 創立の 初に 當 つて、 殆ど 皆 申し 合 はせ たやう に 劈頭 第 一 此 『亡 靈』 を 上場 

した。 卽ち獨 逸の 自由 劇場 は 千 八 百 八十 九 年 九月 二十 九日に、 怫蘭 西の 自由 劇場 は翌 丸十 年 五月 二十 

九日に、 英吉利 Q 獨立 劇場 は翌 九十 一年 三月 十三 日に、 みな 最初の 公演 或は^ 演に此 劇 を 用ゐて 一 

世の 人心 を錄 動し、 これによ つて 劇壇 革新 運動の 第一歩と なした。 この 事實は 一個の 近代劇と して 

『亡 露』 の 眞惯の ある 所 を 最も 明瞭に、 また 剴切に 吾々 に 向って 語る もので はなから うか。 

元來 イブセン 一代の 作品 は その 初期の 浪漫的 倾 向から、 中 ごろ 徹底的 破壤 的の 自然主義に 移り、 更 

に晚 期に 及んで 漸く 圆 熟の 境に 人って 神秘 象徵の 風格 を帶 ぶる に 至る まで、 その 間の 發達 變遷 の徑路 

に 極めて 自然なる 連絡が あった。 各篇皆 悉く その 前後 の 作との 間に 緊密な 關係を 有する 點に 於て は、 

彼の 全集 は實に 終始 を 一 貫せ る 一 大 連鎖た るの 觀が ある。 或 時 は 人物の 性格に 於て、 或 時 は 作 全體の 

基調に 於て、 或 時 はまた その 中心思想に 於て、 一作 は 一作 ごとに 序を逐 うて、 そこに 何等かの 連絡 を 

保ちつつ 開展 して 行く、 その 推移の あとが 如何にも 鮮やかに 吾々 研究者の 目に 映す ると ころが、 歡か 

らぬ 興味 を そそる ので ある。 そこで 今 『亡 靈』 に 就いて 言 ふと、 これ は イブセンの 破壞的 否定的 態度 

が 激烈の 頂點に 達した 折の 作で ある。 だから 此 作に 對 するとき、 吾々 は先づ 孤軍奮闘の 勢 すさまじ 

{ 因 瘦と權 威に 反抗して 一世 を 痛 篤しつつ 獨往 邁進 せんとす る戰士 としての イブセン 其 人 を 想 はね 一 

ばなら ぬ。  ^ 


いまこの 頃の 作物で、 『亡 靈』 を 中間に 挿んで その 前後との 關 係を考 へる と、 千 八 百 七 七 九 年 作 『人 4 

形の 家』  . 一 

千 八 百 八十 ： 年 作 『亡 靈』 

千 八 百 八十 二 年 作 『人民の 敵』 

とい ふ 順序で 出来て ゐる。 先づ 『人形の 家』 に 於て、 イブセン は 例の 隨分思 ひ 切った 態度で 婦人 解放 

問题 のために 絕 叫した。 慣習 道徳が 命す ると ころの 『義務』 の 束縛 を脫 して、 眞の 自我 中心の 生活に 

人ら うとす る 女 主人公 ノラの 氣焰に は、 世の 道學 先生 は 勿論の こと、 いくらか 新しい 氣運を 理解し 得 

る もの さへ 尠 からす 驚かされた。 一 般の 社會は イブ セ ンの此 作 を 目して 世 道 人心 を 毒す る ものな りと 

して、 猛烈な 攻难を 加へ た。 そこで イブセン は 翌年の 夏 を南歐 ソレント ォの 海岸に 送って、 更に 新曲 

の 稿 を 起した" あくまでも 世と 戰 はんとす る 彼 はかう 考 へた。 ノラが 一朝 自已 とい ふ ものに 覺醒 して 

家庭生活 を放梵 する の を、 世人 は 異口同音に 不道德 だと 言って 非難す るが、 若し それならば ノラが あ 

のままで 全く 覺^ せす に、 虚偽の 生活 を續 けて 行ったら ば どうなる だら うか。 この 結末 は 或は 頗る 慘 

1^-たるものがぁるでは無からぅか。 ここに 於て 唯 かの 漫然 舊道德 の 立場に 在って 攻 摩 を 逞しう しなが 

ら、 この 明白なる 疑問に さへ 逢着し 得ざる 衆愚の 蒙 を 啓くべく、 イブセンが 彼等の 面前に 今 これ を 見 

よとば かりに 投げ出した 作が、 卽 ち悲剌 『亡 靈』 であった。 ああ 道畢 先生の 講釋に はとく に旣ぅ 聞き 


飽 いた。 理窟 や 說敎は 何とで も 言へ ようが、 唯此 恐るべき 冷やかなる 赤裸々 の 事實に 面して 卿 等 は 如 

何せん と はする ぞ。 かく 問 はんとす るの が イブ セ ンの眞 意であった。 

『亡 靈』 の アル ギン グ 夫人 は、 不品行と 放蕩の 生活に 身 を 持ち崩した 男の 妻と して、 虚偽の 家庭 生 

活を つづけた 女 だ。 因襲 道 德の權 化と も 言 ふべき 牧師 マンデル スの 言に 從 つて、 彼女 は 心なら す も 母 

たり 妻た るの 『義務』 を 果して 世 を 送った、 その 最後の 悲慘 なる 運命 こそ は、 要するに 彼女が 多年 覺 

醒し 得すに 績 けて 来た 生活の 當 然の歸 結に 他なら なかった。 そして この 戰慄 すべき 悲劇 を 構成す るに 

至る 根本の 力 を 何かと 言へば、 それ は 近代の 自然 科學が 吾々 に 提示した る 恐るべき 遣傳の 現象で あつ 

た" わが 文壇の 或 新作 家が 所謂 『歡樂 の 鬼』 であった。 父の 亂行は 生理的に、 その子 ォス ワルド をし 

て 救 ふべ からざる 病弱の 靑 年たら しめ、 彼 は 遂に 絶望の 極 『われに 太陽 を與 へよ』 と 叫びつつ、 懂愴 

暗澹たる 此 曲の 大圑圓 をな すに 至った ので ある。 (醫 家の 說 によると ォス ワルドの 症狀は Syphilis 

hereditaria  tarda 『谩 性遣傳 梅毒』 か、 然ら ざれば Delneutia  f-arylytlca 『麻痺 性 痴呆』 でなくて 

はならぬ が、 いづれ にしても、 これに はな ほ 疑 ふべき 點が あると 言 ふこと だ。) 

英國 現存の 評 家 ハヴ a ック • ェ リス 氏 は、 甞て此 劇 を 評する に當 つて Robust  naturalism の 語 

を用ゐ た。 かの 浪漫主義の 美しい、 され ど菜敢 ない 夢 を 根本から 一掃し 去って、 醜惡な 人生の 喑黑面 

を かくまで も 遠慮なく 暴露した 作物 は、 さし も豐 富な 近代の 文藝に 於ても 類 は 甚だ 少ぃ。 さきに 『人 
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形の 家』 を攻 if した 世人 は、 ここに 至って また 更に 聲を大 にして 『亡 靈』 を 非難した。 亂倫 なり、 悖 

逆な り、 汚^な りと 罵って、 逮 にこ は藝 術の 國 外に 逸し 去れる 醜 劣の 文字な りと さへ 嘲った。 そこで 

また イブセン は 更に 奮激して、 社.^" に 向って 次の 矢 を 放った • それが 卽 ちそ Q 翌年に 出た 『人民の 

敵』 であった。 今 は 衆愚の 世 だ。 思想家 或は 先覺 者が 眞 S を 語って かれら 俗衆の 蒙 を 啓かう とすれ 

ば、 世 は 却って 此先覺 者 を 敵視し、 遂に は 之 を 責めて 死地に 陷れ ようとす る。 敢 へて 身 を 挺して 民衆 

の 敵た らんと せる 其 人 こそ、 眞に 一代 を m:: 醜すべき 貴き 豫霄 者で ある 事に 彼等 は氣附 かないの だ。 ィ 

ブセ ン はこの 意味に 於て 自己の 立場 を 明らかに すべく、 『人民の 敵』 の 主人公 ストック マ ンを 描いた。 

温泉 場の 缺點を 暴露して、 报て は大に 市人の 攻擊を 受けた 此保 誇の 士 ストック マンが、 『世界に 於け 

る 最强者 は 最も 孤獨 なる 一 人で ある』 と 叫んだ の は、 作者 自ら 自己 を 描いて 世の 嘲罵に 報いた もので 

あった。 

以上 述べた やうな わけで、 悲劇 『亡 靈』 は問题 剷社會 劇と して、 實に イブ セ ン作 中の 最大なる もの 

である。 かれが 現實の 問 题に觸 接して 最も 激越な、 非 協 的の 態度 を 持した る 頃の 代表的 作物で あ 

る。 從 つて 藝術 品と して は、 なほ 完璧 を 以て 許すべからざる 缺點の ある 事 は 認めねば ならぬ。 卽ち彼 

の 作物 は此 SS よりして 以後 漸く その 色調 を變 じ、 次いで 出た 『野 鴨』 や 『rl スメ ルス ホルム』 に 至つ 

て 益々 圆 熟の 境に 入った ので ある。 だから 私共 は 純藝術 家と しての イブセンの^ 作 を 以て、 むしろ こ 
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れら よりも 後の 晚 年の 作に ありと 見做しつ つも、 なほ 同時に この 『亡 靈』 を 以て 眞に讀 み 苦しき まで 

苦味の 勝った る、 また 痛ましき まで 深く 現實 味の 底に 徹した る 稀世の 大作で ある 事 を、 信ぜざる を 得 

ない ので ある。 戯曲 『亡 靈』 を 讀んで 唯 そこに 『詩』 の 乏しい 事 や、 或は 極端な 誇張の あと を兑、 露 

な 一 本調子の 作風に 慊ら すとの み 思 ふやうな 人 は、 いまだ 共に 問題劇 を 語る ベから ざ る 人で あら 

う。 かって 丁 抹の評 家 ブランデスが 此作を 評して、 これ イブセンの 最大 作に は あら ざれ ども 確かに 彼 

が 最高の 功業な り、 と 言った 言葉の sm 意 は讀^ が 深く 思 を 致す ベ き 所で あらう。 (大正 四 年 二月) 


~ m 


英國 思想界の 今昔 

(ギ クトォ リア 朝と 現代と) 

外交 關 係と 思想 問題と、 この かけ 離れた 二つの もの を强 ひて 私 は 結び 附 けて 考 へようと 云 ふので は 

ない。 二者の 間に は 何の 關係 もな く交涉 もない、 とた だ 一概に 否定して 了へば それまで であ ス.。 しか 

し 私 は 最近 十數 年の 英國 の國 情を考 へる 時、 その 最も 著しき 特徵 が、 外交の 上に も 思想の 上に も 益々 

大陸に 接近して 來た、 とい ふ顯 著な 事實 にある 事 を 思 はざる を 得ない。 そして また、 たと ひ 偶然に せ 

よ、 また 必然に もせよ、 此 同一 現象が 外交 上と 思想 上との 兩 方に 現 はれた 事に 特に 興味 を感 する ので 

ある。 かの 能文 達識 を 以て 知られた フ ラ ン シス • グ リア ソ ンが 昨年 世に 公に した 論集 『無 敵 同 

盟』 などに は、 現に 國際關 係を說 くに 氏 一 流の 祌祕 思想 を 以てした 如き 極端な 例 さへ ある。 また 前 

世紀の 後半、 自然主義の 勃興 時代から、 世紀末の 象徵派 文藝の 盛んであった 頃に かけて、 思想 上藝術 

上に 於け る 露 佛ニ國 の 間の 密接な 關係を 以て、 その外 交 上の 親善な 問 柄と 對 比して 考 へる 時 は、 外交 

史と 思想 史 との 間に 不思議な 一 致の あった 事に 誰し も 注意 を 促される であらう。 かう いふ 現象 を 思 ひ 
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返せば、 今 私が ここに 英國の 外交 關係を 最近 思想 史の 上から 見て、 二つの 間に 一致 を 見出さう とする 

の を も、 あながち 牽 强附會 とのみ は 言 はれない だら うと 思 ふ。 

前世紀の. 井 クトォ リア 朝の 末つ かた、 英國國 運の 隆昌 はまこと に 前古に 比な きものが あった" その 

頃歐洲 大陸に は、 獨塽 伊の 三國 同盟に 對 し露佛 同盟が 出来て、 勢力の 均衡が 保 たれた。 唯英國 のみ は 

グロ ォ リアス *ァ イソ レイ ショ ン スプレ ン ディド • アイ  > 'レイ ショ ン  • 

獨り 自ら 高う して、 所謂 『名譽 の 孤立』 『花々 しき 孤立』 とい ふやうな 地位に 在って、 國戚を 誇 

つて ゐた。 それが 二十世紀 になって 先帝 H ドヮ アド 七 世の 御宇に 入り、 英國の 外交 は 從來の 孤立の 態 

度を棄 てて 頻りに 大陸に 接近し はじめた。 千 丸 百 〇 二 年に 成立した 日英 同盟 は、 相手が 東洋 だから 姑 

く 別問題と し-」、 次いで 千 九 百 〇 四 年の 英佛 協商と なり、 千 九 百 〇 七 年の 英露 協商と なった の は讀者 

の 知らる ると ころで ある。 おもへば かの 歐洲の 『平和 建設者』 と 呼ばれ、 或は 一一 平和の 國王』 と稱 

せられた 先帝 エト ヮ アド 七 世 は、 少壯の 頃より 下情に 通じ 給 ひ、 人心の 機微 を 察し 世相の 曲折 を 解せ 

られ たる、 謂 はば 苦勞 人と も 云 ふべき 英明の 君であった。 登 祚の後 は 殆ど 年 ごとに 大陸に 行幸せられ 

て、 大陸 諸國 との 親善の 度 を 增し給 ひ、 在位 十 年の 間に 世界の 國際關 係 はために 著しき 變化を 生じ 

た。 英佛 露の 三國 協商に 日本 その他 を 加へ て 聯合 國 とし、 以前の 三國 同盟より 伊太利 を脫 したる 獨澳 

同盟と 對戰 する に 至った 今次の 大戰亂 は、 要するに 近時 英國の 外交 政策が 孤立 を棄 てて、 大陸 接近の 

態度に 出で た 事に 基因す るので ある。 


— m 


さて 之 を 思想 史の 上から！^ て も、 ギ クトォ リア 女王 時代の 英國 は、 大陸 諸國の 近代 思潮と 殆ど 沒交 

涉の觀 があった。 特に 先づ 著しく 露 怫ニ國 に 現 はれた 自然主義の 文藝 も、 また かの 現 皆； i 露、 因^ 打 

破 、 偶像破壊 等 の 首 _ ^水で 言 ひ现 はさ れた る^ 湃 たる 新 思潮 の 勢力 も、 皆遂 に英國 海峽を る に は 至 

ら なかった。 前世紀の 後半、 大陸. ^ 闽 の：^ が 社，^、 H.: 義の遝 動に 狂奔した 時に も、 英國の 下：^::^ は 依然 

として 贵族ゃ バ 水に 對 する、 一 種の 傅 說 的な 服從に 4= ん じて ゐた。 佛蘭西 あたりの 矯激な 社 合、 王 翁 

の宜佛 おさへ、 英國 のみ は 遂に 全く 侵し 難き^ 天 地な りと して 絡 望した 程であった。 かくて * ヰ クトォ 

リア 朝 盛期の 英國 は、 極めて 健着實 なる 常識-お 能の 俗衆に 滿 たされた。 妥協と中^？との外、 何 を 

も 知らない 近 6 先生の 國 であった。 一代の 民衆 は ゾラ ゃフ ロォべ ヱ ルゃ イブセンの 文 藝には 目 も 犬れ 

す、 平！；^ 無^の^ 人テ 一一 ソ ンの諸 作に 隨喜 の淚を こぼし、 天下 太平 を 誕 歌した。 氣 E 十な 日本 文坷 一の 批 

評 などが 一概に、 英國を 以て 時流に 後れた る 保守 頑冥の 國 なりと 誤解し 速斷 したの も、 要するに ギ 

クトォ リア 朝の 思想界が、 大陸に 對 して 『名卷 ある 孤立 1; の狀 態に あった からだ。 • 

^協^ 和 を m ん する 思想の 流 は、 やがて 必す 凝滞し 沈衰 して 何等かの 變 化を耍 する の 時機に 到 建す 

る。 これが 卽ち 過渡 時代の 危機で あり、 大變換 期 である。 殊に その 中膽 平凡 思想の 流が 長ければ 

き ほど、 また 強ければ 強き ほど、 その後に 現 はれる 破壞的 革新の 新 思想 新氣運 は 一 歷 急激で あり 猛 

烈 である。 殊に 英人は 昔から、 保守的な 一 面と 共に 急進的の 一 而を 具へ、 資際 的なる と共に また 夢想 


的で ある 特色 を 有して ゐる。 こた は 全く、 保守れ 

、 ： ペ 1- 、、また ケルト 人種 特有の 熟 情 i 

、 -^^  一 *1 紀 前に タ B ム ェ . 

.. や-ハイ a ンの竊 叫 を. マ-. . 、  二、 

、  Z  \  .  -■』■:.  -  二-二  -  r  - 


. ：コを老ゃー： 

.1、 自然主義 _ 

- つた 芙& は、 t 


ムる こ、  へ 

、 ,v  、である-  卞 

、 、.<も幾十年先.<じて、レ 

-,、 , 上て： /得よう ぞ。 

終、 女王 治せの 末年に 近く、 

*  ノ、  -  /  5 ュ C き ま- - ク .、 一 ョ1 M  -ニ、  i  、  、  ，1.4 


一 


る B 

て、 

た C 


-昔 。ー マ 、つ C  . 

- あった" それお 


と i 

. Vk 人に 


した 

I  - ク-し 

3:. なつ 

這ない 


が、 とにかく ギ クトォ リア 朝の 中頃 こそ は、 一 般 民衆が 貴族 富豪 地主な どに 對 する 一 種の 保守的 崇拜 

熱の 最も 熾であった 時 だ。 當 時の 文豪 サッ カレイが、 名著 『スノッブ スの 書』 を 公に して 此 病弊 を 罵 

つたの は 實に千 八 百 四十 八 年であった。 然るに 大陸 殊に 佛蘭 西、 露西亞 では、 人の 知る 如く 前世紀の 

中葉 以後が、 破壞 革新の 思想 や 個人主義 自然主義の 文 藝の極 盛期で あつたが 故に、 英國の 思想界 は獨 

り 時 潮 を 離れた る 孤立の 狀 態を呈 して ゐた のであった。 

鎖 國主篛 や 孤立主義 は 民族 生活と して は 到底 不自然の 態度た る を 免れない。 外交 上に も 思想 上に 

も、 『花々 しき 孤立』 は 果して 長く は績 かなかった。 先づギ クトォ リア 女王 朝の 終、 所謂：， 世 紀末仏 

頃に 動搖 しはじめた 英國の 思想界 は、 一 一十 世紀に 入って 急轉 直下の 勢 を 以て 大陸の 思潮と 同 一 方向 を 

指して、 更に 一 暦の 勢 を 加へ て 驀進しつつ ある。 すべての 方面に 於て 因襲 や 傳說の 勢力 を破碎 し、 

『ノォ マン • コンク ュ スト』 以来 養 はれ 来った 貴族の 勢力 も、 最近 數 年間、 いまの 自由 黨內閣 の 急進 

的社會 主蕤的 政策に 壓 せられて、 築敢 なく も 漸く 衰頹の 色を呈 して ゐる ではない か。 

千 九 百 〇 五年パ ル フォア 內閣が 一 たび 關稅 改革の 問題に 蹉跌して より、 今日に 至る 約 十 年間 は實に 

全く 自由 黨內閣 の 天下で、 さきに キャン ブルた ハナ マンに 次いで、 ァス キスが 首相と なつてから は、 

更に その 働き 振が 一 醫 目 ざまし い。 言 ふまで もな く統 一 黨は 保守的な 貴族 や 地主 や 富豪 や 銀行家 ゃ資 

本家の 利益 を 代表し、 自由 黨の 方が 勞働者 や 平民の 味方で ある。 此 統一 黨が 最近に 於て 黨勢 甚だ 振 は 
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す、 全く 政權に 遠ざかって 在野 黨 たる 事 殆ど 十 年、 愛蘭 自治 案に 關聯 した アル スタァ 問題な ど を 利用 

して、 しきりに あらゆる 辛辣なる 手段 を 用ゐ、 如何に かして 自. E 黨內 閣を顚 覆しようと 焦慮っても、. - 

遂に それが 效を 奏しないで、 益々 苦悶し 澳惱 して ゐ ると いふ 現象 は、 果して 何 を 意味す るので あら 

う。 勿論い まの 黨首ボ ォナァ •  a ォの その 器に 非ざる を 始めと して、 人材の 缺乏も 一原 因で あらう 

が、 時代思潮の 大勢が 旣に 統一 黨の帝 國主篛 を 離れて、 全く 現內閣 自由 黨の 社會 主義 的 政策に 一致 I 

て來た 事が、 その 大 原因で あるの は 言 ふまで もなから う。 

現 內閣の 花形 役者た る藏相 ロイド • ジ ョ ォヂ は、 文壇に 於け るバ アナ ド • シ ョ ォ と共に、 私 は 之 を 

最近 英國の 民主的 社會 主義 的 因襲 打破の 大勢が 生み出した 時運の 寵兒 だと 見なす ので ある。 彼が 苦心 

慘愴 の餘に 成った 有名なる 千 丸 百 〇.f^ 年の 豫算案 は、 最も 露骨に、 また 最も 突飛に その 急進 政策 を 現 

はした る もの。 勞働者 や 平民が 歡呼萬 歳のう ちに 之を迎 へたと 共に、 貴族 や 富豪に 加 へられた る その 

大打擊 は 彼等の 心膽を 寒から しめた。 その 餘 りに 極端なる 急進的 態度に は、 さすがの 大陸 諸 國と雖 も 

一驚 を 樊 せざる を 得なかった。 而も この 豫算 案が 遂に 議會を 通過す る や、 彼 はな ほ 勢に 乘 じて 更に 懸 

軍長 驅、 敵の 本 3|ー を 奪 はんとす る ものの 如く、 上院の 否認 權廢止 案 を 以て 更に その 牙營に 肉薄した。 

この 突擊 はまた もや 見 ごと 效を 奏して、 今では 英國の 貴族院 は 驚くべき ほど その 權カを 失墜す るに 至 

つた 事 は、 讀 者の 旣に 知らる る 通りで ある。 
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ギ クトォ リア 朝の 中顷に は、 資本家に 對 する 勞働 者、 貴族に 對 する 平民の 關係 は、 多 ハヰ因 の 力に 

よつ て^ど 動きな きものであった。 それが 近年 漸く 大陸 思潮との 接近と 共に、 先づ 職工 組合主義 とな 

り、 また 同盟 罷ェの 運動と なり、 今日で は 遂に かの 佛蘭 西の ソ オレル 等に よって 創められた サン ディ 

力 リズムの 色彩 を さへ 帶ぶ るに 至った 事 は、 注目すべき 現象で はない か。 實際 近年の 英國 ほど 同盟 罷 

ェの 頻繁な の は 全く 他に 例の 無い ところで、 印刷 職工、 鐵道 就業 員、 炭坑々 夫、 海員 等 一 として この 

同盟 1?^ェ を やらざる なしで ある。 一例 を 言 ふと、 千 九 百 十二 年の 一月から 九月までの 間に、 同盟 罷ェ 

の 岡 數實に 五 百 ー囘、 罷ェ勞 働 者の 數百 三十 四 萬 人の 算す るに 及んだ と傳 へられて ゐる。 文藝の 方で 

はゴ ルス ヮ アジ ィが千 九 百 〇 九 年の 作 『爭 鬪』 は、 坑夫の 同盟 罷ェを 背景に して その 巨魁と 會 社の 重 

役との 衝突 を 描いた もので、 全く 英國 現代 社會 の此大 問題 を 取扱った 劇で ある。 

ミ 

世紀末 以後の 英國が 思想 上に 於て 露佛と 接近す るに 至った 現象 は、 わが 日本が 日露 戰爭 以後 歐洲の 

自然主義 を 輸入して よりこの かた、 思想界に 大動搖 を 生じ、 それが 遂に 大正の 初に 至って 外部の 實行 

的 方面に あら はれ、 かの 憲政 擁護の 騒ぎな ど を 始めと して、 種々 の 政治 上社會 上の 動搖 となった そめ 

？ 1 の 徑路に 酷似した 點が 多い。 ，  . 


新 s 潮が 最初な ほ 未だ 具體的 活動の 形 を とらす、 茫漠 として 捕捉すべからざる 隱れ たる 力で あり、 

人心の 內 部に 兆した 氣分 であり 情調で ある 間に、 早く も 之 を 感じ 之 を 表現す る もの は 文藝に 他なら 

ぬ。 從 つて 政治 上社會 上の 現象 は、 多く は それに 先 だっこと 十 年 二十 年、 時に 或は 半世紀 一世紀 以前 

に 於て、 旣 に文藝 上の 新 運動と して 現 はれた る 例が 甚だ 多い。 大正の 政 變に先 だつ 約 十 年に して 旣に 

我が 國の 文壇に 新 思潮が 現 はれて ゐた 如く、 英國 現代の 民本主義 社會 主義 的 傾向 は、 今より 約 二十 年 

前、 ギ クトォ リア 朝の 末期に 近く、 詩文 藝 術の 上に あら はれた る大 il 思潮との 接近が 實に その 先驅を 

なして ゐた ので ある。  - 

テ 一一 ソン、 ブ ラウ ニン グ の 詩歌、 ディッケンズ、 サッ カレ ィ の小說 によつ て 代表 せられた ギクト ォ 

リア 女王 成 i 期の 文藝 は、 かの ラフ ァ H ル前 派の 藝 術が 勃興した 頃から 漸く 變 化の 色 を呈 して、 大陸の 

デカダンスの 倾 向に 接近し 始めた。 ロゼッティ 一派の 詩歌 や 11 戴に は、 旣に 一種 病的の 色 sorbi- 

desa が 現 はれて ゐた。 かれら は 文藝上 一切の 法則 や 因襲 を棄 てて、 放 たれた る 自由の 藝術を 起さう 

とした。 例の 道擧 先生 ー荤の 徒から は、 早く も亂 倫な り 肉感的な りとの 攻擊を さへ 浴せられ た。 更に 

この 一派と 密接の 關係 ある ペイ タァ は、 その 『文藝 復興 論』 中の 諸篇 に希醱 系統の 異教 思潮の 美を讃 

嘆し、 更に そのお 名なる 結 論 の 一 篇に 刹那々々 の 官能 生活の 意義 を說 き、 一種の 美的 享樂 主義 を 

以て 當時 文壇の 耳目 を， 錄 動した。 かくて 旣に 動き はじめた る新氣 運に 促されて 起った のが、 卽ち 詩文 
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に 於て はォ スカァ • ワイルド、 繪霱に 於て はォォ ブレイ • ビア ヅ レイ を 以て 代表者と する 純然たる 頹 

廢 お r のき ィ動 あった わき S 贿 家)。 此 一派の 運動 は その後、 かの ワイルド 入獄 

事件 二八 九 だ 年) によって 一頓 挫を來 したと はいへ、 英國思 相 (界の 根柢に 與 へた 激動 は：^ して 輕少 

なる ものではなかった。 

遠く 源に 溯れば、 キイ ッゃシ H リイの 昔から 流れて ゐた英 國本來 の 抒情詩 的 傾向に 養 はれ、 また 南 

歐 伊太利の 脈 を 承け たる ラ フ ァ H ル前 派の 熟烈 奔放の 藝 術に 肥やされた 沃土に、 今 新しく 此 額 唐 

の倾 向の 種を播 いた もの は、 卽ち佛 蘭 西の ポオ ドレ エルから、、 エル レエ ヌに 至って 成熟した 象微 派の 詩 

文であった。 言 ふまで もな く 佛蘭西 は 近代の あらゆる 新 思潮の 發祥 地で、 露 西亞藝 術の 豪放 痛烈なる 

態度と 相 呼應し 相俟って、 常に 全 歐文藝 思潮の 根牴 となる 絶大の 力 を 生んで ゐる。 英吉利の ワイルド 

等が 新 文藝の 運動 も、 要するに また この 大陸 思潮の 輸入と 影響と に 他なら ない ので、 ギクト リア 朝の 

因襲 悔統 が极抵 から 破壤 せらる るに 至った の は、 全く 此佛蘭 西 新 思潮の 勢力が あった からだ。 だから 

耽美 の 系統に： g する 人々 は、 皆 悉く 英吉利に 生れた る 佛蘭西 人と も ふべき 虱が あった。 ワイルド は 

より、 ビア、 -ッ レイ も、 ァァ ネスト • ダウ ソン も、 ァ アサ ァ • シ モン ズも、 リ チヤ アド • ル • ガリエ 

ンも 皆お ほかた 大陸の 藝 術の 都、 巴 里 を 以て 精神 上の 故鄕 とした 人々 であった。 從 つて 英 國の顏 派 

の藝 術に は、 强く 異邦 趣味が 含まれて ゐ たの は 當然の 結果 だ。 
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近頃の 英國 政界に 愛蘭 國民黨 の 勢力め ざまし く、  領 レドモンドの 鼻息の 荒い と 同じく、 かの イエ 

イツ を 旗頭と したる 愛蘭 詩 派 は、 現<1ェ 央國の 劇壇 や 詩界の 一 方に 侮り 難き 一 大勢 力 をな し てゐ る。 

が、 これな ども 大陸 殊に 佛蘭 西から 來 た象徵 主義 や 神秘 思想の 感化が、 たまたま ゲルト 人た る 愛蘭 人 

固有の 神秘的 倾 向と 相 合して 出来た 結 ra^ であって、 大陸 思潮との 接近 は 此點に 於ても 見られる ので あ 

る 0 

類廢の 時代 は その 半面に 於て また 再生の 時代で ある。 老いた る 者の 若き に 返らん とする 時代、 古き 

力の 廢れて 新しき 力の 興らん とする 時代で ある。 人心の 動搖、 思潮の 混亂 は、 人々 が 如何に かして 新 

生活に 人らん として、 1SW  to  live の 問題に 何等かの 解決 を與 ふべ く 努力しつつ ある 現象で ある。 其 

國 固有の 思想が 外來 m 心 潮の 刺戟 感化 を受 くる 事 最も 大なる 時 は、 常に かかる 時代に 於て である。 かう 

い ふ 時期に 於て 英國に 大陸の 自然 派 文學が 輸入 せられた 事 は、 我が 日本に 於け る 同じ 思想の 影響と 對 

比して 極めて 興味 ある 事であった。 卽 ちゴッ スの 批評が 始めて イブ セ ンを英 國に紹 < したの は 千 八 百 

七十 九 年であって、 ァァ チヤ ァの 筆に 成る 英譯も 之に 次いで 績々 上梓 せられた。 - ヰゼテ リイが ゾラの 

自然主義の 作品 を英譯 出版して 遂に 獄 裏の 人となり、 ジ ョォヂ • ムゥァ が 盛んに ゾラ 張りの 小 說を書 

やて、 當時 まだ 因襲の 夢から 覺 めなかった 樂天 的の 英人を 驚かした の も、 皆 この 前後の 事であった。 

かかる 風潮に 促されて 英國の 文壇に は、 モォ パッサ ン に 似た る クラ ツカン ソォプ や フランク， ハリス 
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等の 短篇が 出で、 ァ アサ ァ • モリソン は 貧民窟 描 で 成功し、 近頃 は 劇壇で 名 を 成して ゐるサ マァセ 

ット • 乇ォム が 『ラムべ ス の リザ』 とい ふェ 女の 生活 を 描き、 リ チヤ アド • ホ ワイ ティ ングが 『ジョ 

ン 柯五桥 地』 の 名作に 自然 キ： 義の 代表的 作品 を 出した の も、 皆此 女王 治世の 末 頃であった。 

此 自然 主篛輸 人に 關聯 し、 はやく 大陸から 侵 人して 英國の 思想界に 潜 流 浸潤して ゐ. た社會 主義が、 

然として 勢 を 得る に 至った。 殊に それが 著しく 文蕩界 にあら はれ、 G.  W.  S. (卽ち George  wcrn, 

arcl Sha さ) はフ H イビ アン 協會の 中心人物 として 活動し、 自然主義の 新作 家 また 多く 之に 加盟し、 

常 の智 的少壯 階級の 大半 は その 會員 であった。 今 ほに 於て G.  B.  S. は 言 ふまで もな く、 ァァ ノル 

ド • ベ ネッ ト、 ダラ ン ギル. バァカ マ、 ゴ ルス ヮ アジ ィ、 ェチ • ジィ • エル ズ等 新時代の 諸 作家が、 

ソす シァ， -、 リフォ ォマァ 

^等しく 社 <|3 改良 家で あるの も 怪しむ に 足らたい。 

四 

-- - :i ミド *ケ クトォ y  了し ォプ ティ ミズ ム 

二十 ぜ紀の 英國が 女王 朝 中期の 樂天 觀を棄 て、 保守的 道學 先生の 態度 を 一 變 したの は、 おの づ から 

なる 時勢の 推移な りと はい へ、 以上 述べた 外来の 大陸 思潮 を輸 人した 事が その 最も 有力た 原因で ある 

事 は 疑 を容れ ない。 從 つて 此事資 は 著しく 文 藝界に 現 はれて、 近頃の 英國 文壇に 於け る 外 國文學 の 流 

行、 殊に 露西亜 佛蘭 西の 戯曲 小說の 流行と なった。 久しく ァ ル マ • タ デマ の 月並な 输粛 を 賞^して ゐ 
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た 英吉利 人が、 近年 グラ フ トン の展 i5 會に 後期印象派の 作 を 賞し、 或は 一一 ジン スキ ィ 等の 露西亞 舞踊 

を菩ん だり する の を 見る と、 誰し も 此！； に 於け る 時 潮の 推移に 驚かされる だら-つ。 ディ ッ ケ ン ズゃサ 

ッ カレ ィに 隨喜渴 仰の 淚を こぼして ゐ た小說 "ほ 者 は、 今ド ス トイ H フ ス キイの 深刻 沈痛なる 作品に、 

近代 E 心 想の 暗影 を迪 つて ゐる ではない か。 罪と 罰』 や 『死人の 家』 の 作お は、 旣に約 三十 年 以前から 

英， Z に 紹介され てゐ て、 而も 永く 顧みられなかった のが、 此頃 になって 急に すさまじき 流行と なった 

ので ある。 英國 近時の 出版界に、 大陸 殊に 佛蘭西 近代の 名著の 飜譯が 如何に 頻繁に 出る か を 見た 人 

は、 此 頃の 日本に 於け ろ飜譯 流行の 現象と 對 比して、 思想界の 要求が 那邊に 在る か を 知り 得べき であ 

らう。 

この 風潮 は 直ちに、 劇に 於て G.  B.  S. ゃゴ ルス ヮ アジ ィの 作物に 反映され てゐ るの は 勿論の こ 

と、 小說に 於て は H チ • ジィ， M ルズと ァァノ ルド • ベネットの 一 一家の 作物に 设も よく 現 はれて ゐる。 

この エル ズ とべ ネットが ra^ して 眞の藝 術 家と して 第 一 流の 人で あるか どうか は ^問題と して、 とに か 

く 英^::: 代の 社會 を活寫 して ゐる點 に 於て は、 今から 五六 十 年 前の ディ ッ ケ ン ズと當 時の 英國 社會と 

の關 係に 勞駕 たる ものが ある。 H ルズ 氏の 健筆 は 殆ど 毎年の 新作に 世間の 注意 を 集めて ゐ るが、 近年 

の 物で は 『新 マ キア * エリ』 (一九， 一 一年) に 最もよ く 現代の 世相 を寫 して ゐる" これ は 主人公 リ チヤ ァ 

ド 。レ ミト ンと いふ 政治家の 棄を 自叙 陣風に 書いた もの、 劍橋 大學を 出てから 後代 議士と な. 0/ 最 


初 は 極端な 社會 主義の 意見 を 抱 持した のが、 後に は 統一 黨の 方の 關稅 改革 論者に なって 了 ふまでの 筋 

道 を 書いた もの だ。 その 變遷の 徑路は 作者 H ルズ其 人の 思想と は 正 反對の 徑路を 取って ゐ るが、 實は 

これによ つて 英國 現代の 政界 を活寫 し、 作者が 周圍の 人物 を諷 罵した ものである 事 は、 一 讀の後 誰し 

も氣の 附く點 である。 

マイルス トォ ンズ 

またべ ネットの 作で は、 『一里 嫁』 とい ふ 劇が 一昨年 頃から 英米 兩國に 演じられて、 未曾有の 大喝 

采を 博した。 これ は 『三代に わたれる 芝居』 と 銘打った 通り、 或 一家の 人々 が 三つの 時勢に 對 する 關 

係 を して、 近代 英國の 時 潮の 遷移 を 描いた ものである。 卽ち 

第一 に は 千 八 百 六十 年より  ギ クトォ リア 朝 中期 

第一 一に は 千 八 百 八十 五 年より ：：： ギ クトォ リア 朝 後期 

第： 二に は 千 九 百 十一 一年より  現代 

この 三つの 時代に 於て、 人々 の 結婚 問 題、 贵族 平民の 社 #J 階級 問題、 親子の 關係 などに 對 する 思想が 

如何に 輕 化して 來 たかを 示した もの だ。 この 第三 is 布卽ち 現代のと ころに、 ムリエルと いふ 二十 四 歳の 

お it 婆 娘が、 結婚 問題に 就いて 母親に 反抗し、 戀 人の リ チヤ アドと 一緒に 加奈陀へ 飛び出さ うとす 

る。 母親が どうしても 許さぬ と 言へば、 舊 弊な こと を おっしゃい、 そり や 時代が 違 ひます よと いふ 調 

子で、 
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「璺 えて & らっしゃ い、 今 は 千 九 百 十二 年と いふ 時代に 居 るんで すよ。 リ チヤ アドさん に は旣ぅ 結姘の 約 iSv "もし 

たんだから、 わたし は 結婚し ますよ。 f 許される」 も 何もあった ものです か。』 

なぞと 氣焰を 叶： く。 今度 は、 も 少し 物柔 かに、 やはり 母親に 向って、 

『  私 は あなた を snob  (貴族 祟 拜.： S 者) だと は 言 やしま せんよ、 モリ やもう、 どのみ ち 幾何 か スノッブで S い 

一一 ユウ スピリット 

人 は 無 いんだから。 しかし あなた は 新 思 想と いふ ものが 仝然ぉ 解りな さらない のよ、 ぉ氣の 毒ね。 貴族なん て 

厄介な 話は旣 うとつ くに 濟んで 了った 事よ。』 (以上 『 一 里 塚』 第三 幕、 刊本 九九 頁) 

* 井 クトォ リア 朝の 因襲が 打破 せられて そこに 現代の 英國が 新しく 出来た 事が、 此の 生 意氣な 一 少女の 

口 を かりて 一一 目 ひ 現 はされ たので ある。 

なほ 文學の 外に、 鎗翳 などに 於ても、 大陸 ことに 佛蘭西 印象派の 影響 を 受けて、 所謂 ァカ デミ ィ風 

の 官僚 藝 術に 反抗 せんとす る グラス ゴォ 派の 諸家、 たと へば ガス リイ、 ペブロ ォ、 ブラ イドな どの 輩 

一一 ユウ • イングリッシュ *ァ アト *ク ラブ 

出す る あり、 また 『新 英國藝 術俱樂 部』 一 派の 新書 風が 俄に 勢 を 得て、 かの ポインタ ァゃァ ルマ • タ 

デ マ 等の 舊 派に 反抗した の も、 耍す るに 大陸との 接近に 基づく 時 潮の 推移 を 示す ものに 他なら ぬで あ 

らう。 

外交 上に も 思想 上に も 孤 立の 態度 は、 たと ひそれ が グロ リアスで あらう とも ス プレン ディドで あ 

らうと も、 到底 永鑌 きのし ない 不自然の 態度で ある。 殊に 近代 思潮の 大勢 は、 世界 文明 國の 一部に 斷 


じて 思想 上の 鎖國 主義 を 許さない 事 を 注意し なければ ならぬ。 かの 世上 動もすれば 保守 頑冥の 論に 左 § 

祖 せんとす る 人人の 如き は、 かって 世界最大の 保守 國 だと 見做されて ゐ た英國 のかく の 如き 近狀 に、 一. 

深く 鑑みる ところ あるべき だら うと 思 ふ。 (大正 四 年 二月 『太陽』 所載)  一 

一  . 


ケル ト文藝 復興 槪觀 

一 民族の 醒 

前ぼ紀 後半 の. 并クト オリ 了 女王 朝の 英 國 のみ を 知って、 あの や： 識 的な 道舉 先生 風 の 、 1: を 協調 和 を 重 

ん じた 中 庸 をのみ 行かう とする 思想 倾向 を兑 一-、 あれが 英國 の眞相 だら うと 勘 遠 ひ をした 人、 或は 

日本 文壇の 一 部に ありがちなる 氣 早な 又 頗る 聰明な 批評. の やうに、 英^ は 大陸 近代の 思潮に 獨り起 

ち遲れ て、 今 もな ほ ディ ッケン ズ の小說 か、 さもな くば テ 一一 ソ ン の 詩歌 をのみ 有難が る 保守 頑冥の！！ 

だら うと 早合點 をした 人た ち は、 世紀末から 現代へ かけて 殆ど E まぐ るし いやうな 變化 をつ づけて、 

大 近代の 思想と 同 一 方面に 向って さらに 勢 を 加へ て 驀進しつつ、 思想 上に も實行 上に も 殆ど 面目 を 

一 新した 今 曰の 英國の 相 を a るなら ば、 今. 史の やうに 驚 驗の眼 を 際る ことで あらう。 

.1«然主.^^ゃ社會主義の思想、 次いで は祌 祕象徵 主義の 文藝を 輸入し、 或は 今、 後期 印 5;.^ 派 や 未来派 

の を さへ 盛んに 歡迎 しつつ ある 現 代英國 のこの 急激に して 突飛な る變化 は、 如何にも かの タト 

オリ 了 朝 以来の 囚襲傳 銃が-: E 壞 したる 必然の 結果に は 相違ない。 また 不思議に 保守的 一 面と 共に 急進 
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的の 他の 半面 を 有し、 寳際 的なる と共に 極めて 夢想 的なる 英國 民の 特質が、 ここ 思潮の 轉 換 期に 際 

會 して、 ひとき は 色 鮮やかに 現 はれた もので あろと も 言 はれ 得る だら う。 

しかし この 41- 激な變 化の 裹 面に は、 政治 上、 思想 上 或は また 藝 術の 上に 於て、 かの 愛蘭 や H ィルズ 

を根據 とした ケ ト 人種 力  民族と して 覺醒 したと いふ 一 大事 實の存 する 事に、 特に 注意 を拂 はねば 

ならぬ。 

來の因 ゃ權 威に 反抗す る ことによって 新しき 生活に 人らん と 努力しつつ ある 今 代の 英國に 於 

さは 

て、 この 新しき 時代思潮 を 代表せ るふたり の 人物が、 際 だって 吾々 の 注意 を惹 いて ゐる。 それ は 政治 

界に 於て、 貴族 富豪の 勢力 を體 迫せ る 中心人物 たる 口 イド • ジ ョォヂ と、 文壇に 於て は、 先づ イブ セ 

ン 一 流の 思想と 藝術を 高調して 英 人の 偽善 的 態度 を 篤 倒し、 社會 主義 的 革新 策 を 絶叫した るバ アナ ド* 

ショ ォ共 人で ある。 前者 は 生れ は マ ンチ H スタァ であるが、 M ィルズ の カナ ァダン 選出の 代議士. たか 

ら、 ゲルトに は 特に 緣 が-がぶ い。 後者 は 一一 一一 c ふまで もな く 愛蘭の 人、 二十歳まで ダブリンで 育った 男で あ 

る。 かう へて 来る と、 あの 佛爾 西の 頹廢的 傾向 を 英國に 移植して 耽 笑 派 蓮 動の 中心と なった ォ 

スカァ • ワイルド も、 やはり 愛萌 生れの ゲルト 系統の 人であった。 少しく 誇張した 言 ひかた を すれ 

ば、 英國で 近頃の 新 思潮に 關係 ある 人物 は、 大抵み な ゲルト 人の 國、 愛蘭の 出身者 だと 言っても 差 支 

はない。 
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元來 愛蘭 人と 云 ふの は、 昔英 人の ために 放逐され た プリ トン 人の子 孫で、 ケルト 民族に 屬 する 舊敎 

徒で ある。 ところが 十七 世紀の 中頃に 新教徒た る英 人に 反抗し、 クロム M ル のために 征服され て 了つ 

た。 それ 以來、 英人は 愛蘭 人 を毘る こと 扠肆の 如く、 愛蘭 人 は 小作人と して 英吉利の 貴族た る 大地 主 

の 利签を 謀る ために 生存す るが 如き 有様であった。 それが 近代に なつてから、 怫蘭西 革命 以来の. EE 由 

民權の 思想に 動かされ、 政治 上に 於け る自. S 解放 を耍 求して やまない やうに なった。 近頃の 政治 史上 

の大 問題で ある 愛 蘭 自治 案 もこれ から 来たので、 虞 翁 以來、 今の 歐洲戰 亂爆發 の 前まで、 これ 

が英國 政界の 難問題の 一 つであった。 實際 いまの 英國內 政の 上に 於て、 首領 レドモンド を 中心とした 

愛蘭 國民 黨の 勢力 は 非常な もので、 政府 黨 たる 自由 黨と、 在野 黨 たる 統 一 黨 との 間に 介在して 英 

阈 政界 を 左右す るに 足る 勢力 を 有って ゐる事 も、 畢竟 これ ゲルト 民族が 覺醒の 結 に 他なら ない。 文 

壇に 於て、 ンョォ は 詩人 ィ H イツの 需に應 じて、 千 九 百 〇 四 年 愛蘭 文藝 座に 於て 演 すべく 『ジョ ン*ブ 

ルの 別の 島』 (卽ち 愛蘭 を 云 ふ) とい ふ 一 篇の 戯曲 を 草して、 愛蘭 自治 問題の ために 萬 丈の 氣を 吐い 

た。 

I 民 旅の 覺醒 は、 それが 政治 上に 現 はれる と共に、 必す やまた 文學藝 術の 上に も 現 はれて 居な けれ 

ばなら ぬ。 


二 詩的なる 民族性 

ゲルト 人種 は アン グ 3  • サ クソンな どの 實際 的な のと は反對 に、 極めて 詩的な 空想的な、 或は 多情 

多感と も 云 ふべき 性質 を 有って ゐる。 殊に その 思想の 一 面に は本來 甚だしく 祌祕 的な 傾向の ある 事 も 

著しい 特 G である。 それ は、 この 民族に 同 有な 傳說 民謠の 類が、 如何に 欧洲 一般の 文藝 のために 豐富 

なる t::- 的 村 料 を 供給した か、 とい ふこと によって 明らかに 證 明され ると 思 ふ" たと へば 前世紀の 浪漫 

派文藝 の 上に 絡大の 影響 を與 へた 『オシ アン』 の 歌 も、 また ワグネル その他 近代の 歐洲文 藝の題 村と 

なった ァ アサ ァ 王の 簿說 も、 それら は 皆 この ゲルト 民族の 富瞻な 想像力と 纖， 1 微妙な 感情 性と が、 世 

界文风 やの 上に 致した 貢献に 他なら ない ので ある。 

近世に 於て ゲルト 思想の 美を說 いた 第一 の 人 は、 佛蘭西 近代の 名文家、 『基督 傳』 の 著者 ルナンで あ 

つた。 次いで は 英吉利の マシュウ • ァァノ ルドの 『ゲルト 文舉の 研究』 (千 八 百 六.！' 七 年 出版) が、 最 

も 多く^ 人の 注意 を 此方 面に 促した。 ァァノ ルド は、 英國の 詩歌が ゲルト 思想に 負 ふところ いかに 大 

なる か、 いて 三つの 點を擧 げた。 卽ち 第一 に は 、スタイル』、 第二に は 哀愁、 第： 二に は -ビ atiiral 

sag  一 V- これらの 三點に 於て ゲルト 思想の 流れ は 英國の 文藝に 絡大の 感化 を與 へて ゐる 事を說 いた。 

私 はい ま 便宜上、 ァァノ ルドが 列擧 した この 三つの 特徴 を土臺 にして、 ゲルト 思想の 美に 關 する 自 
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分の 所 3- を 簡單に 述べ よう。 

is 、一  の 『スタイル』 と は 詩文の 風格で ある、 韻 致で ある、 また 風韻で ある。 すべて 0 すぐれたる 藝 

術に は、 內容と 外形との 渾然たる 一致 調和がなければ ならぬ。 ゲルトの 文擧に は、 その 優婉の 思想 を 

盛るべく、 又纖 細の 情趣 を傳 ふべ く、 それに 相應 した 外形が あった。 それが 卽ち ァァノ ルドの 所謂 『ス 

タイル』 である。 希醱羅 馬の 詩文 は 言 ふまで もな く、 ダンテ や 沙翁ゃ ミルトン にも 皆 この 『スタイル』 

が 具 はって ゐた。 獨り獨 逸文 學は 之を缺 いて、 大 詩人 ゲ H テと雖 も 此點に 於て は 少しも 誇るべき もの 

を 有たなかった、 と ァァノ ルド は 言って ゐる。 とにかく 英文 學に 『スタイル』 とい ふ ものの^ 來 たの 

は、 ケル ト 思想の 混入に 負 ふところ 尠 からざる もの ある は事實 だ。 

^二に は 哀愁 または 欝憂、 これが ケルト 民族性の 大 なる 特徵 である。 讀者 がよく 知らる る、 かの ヮ 

ィ巾ド の 『獄中記』 の 中に も、 ケルト の傳說 では 人生が 『淚の 霧 を 通して』 見られ、 また 人の 一生 

が 『散る 花の 一 生の やうに 觀 じられ る』 とい ふ 句が あった やうに m 心 ふが、 確かに この 沈欝な 情調、 悲 

哀 ん S の 分子 は、 ケルト 文學の 重要なる 一面で ある。 しかし この 悲哀と いふ 中に も 自ら 二種あって、 

スカ ン， ディナ ギアと か 露西亞 あたりの 人の はむしろ 態度の 上の 悲哀で、 鬱 憂と いふ 中に も哲 學 的な 

或は 理知的な 分子が 強いが、 ケルト 人の は 寧ろ 情調の 悲哀で ある、 空想的 詩歌 的の、 茫漠 として 捕捉 

すべから ざる 哀愁で ある。 これ は 日本の 或 時代の 文學が 『物の あはれ』 こ 云った、 あの 心 持と 稍 相似 
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たと ころが あるので、 人生 を * 敢 ない 夢 や 或は 朝露の やうに 觀 じた 人の 胸の 中 を 絡え す去來 する 一種 お 

の暗愁 である。 わが 英文 學の師 ラフカディオ， へ ルン 先生の 或 書物に、 嘗て この 『物の あはれ』 とい 

ふ 言 紫 を 英語に 移すべき 適當の 語が 無い とい ふので、 alincss  of  things と譯 された の を 見た が、 ケ 

ル ト 人の 憂 もや はり かう いふ 種類の もの かと 私に は 思 はれる。 さきに 言った ル ナ ン の 論文に は 下の 

やうに 書いて ある。 『彼等 は 勝利 を 歌 ふより は 多く 敗殘を 嘆く。 その 歷史は 唯一 つの 長い 慟哭の 聲 であ 

る。 いつも 流 謫を想 はせ、 海の あなたへの 逃亡 を 想 はせ る。 時として は 愉快に 見える こと はあって 

も、 微笑の かげに は 問 もな く淚の 露が 閃く。 かの 不思議に も 人生の すがた を わすれ、 運命 を 忘却した 

る快樂 とい ふ 事 を、 かれら は 全く 知らないの である。 その 歡樂の 歌 はやが てまた 悲歌と なって 終って 

ゐ る。』 

第三に、 ゲルト 人の 自然 觀には 一種の 祌祕 的な 翳 趣と も 云 ふべき ものが 見られる。 ァァノ ルドが 所 

謂 natural  niagic の 意 も 亦 この 點 にある ので、 ゲルト 人 は 森羅萬 象す ベて を觀 じて そこに 神 を 見出 

すと ころの 汎神論の 倾向を 有って ゐる。 行く 雲、 流る る 水、 また 一草 一木の 末に 至る まで、 自然の 風 

物 は 皆 悉く 不可思議な 生命と 侗 性と を 具 へ てゐ ると い ふやう に考 へ る。 つまり 古代人 そのままの 自然 

0 拜の こころ を 今 もな ほ 失って ゐな いので ある。 愛蘭 は 紀元 五 世紀の 頃に、 聖 パトリック によって 

基 敎 化された ので あるが、 その 以前 はかの ドル ウイ ッド敎 とい ふ、 一種の 魔法の やうな 事 を やった 


り、 神木 を拜ん だり する 原始 宗教の 國 であった。 靈 魂の 輪廻 轉生を 信じ、 日月 星辰 を崇拜 した その 古 

代 宗教の 遣 風 を、 かれら は 今 もな ほどこ か 胸の 奥の 奥に 祕 めて ゐる。 天地 萬 物す ベての 上に 美しい 不 

思議な 影を附 けて 觀る こと、 英語で いふ ：glalm5r" が卽ち ケルト 思想の 美 をな して ゐ るので ある。 

デリ ムロ オズ  >J が：； S 

たと へば 櫻 草の 花 を 見ても 『可愛い 黄金の 人た ち』 <dsr  golden  folk- と 言 ひ、 山川 草木す ベて を 

『不思議な 同胞』 die  mystical  br()thcl.hosr と 呼ぶ やうな 類で ある。 だから ケ 1^ ト 人の 物語に は、 

『ェ ルフィ ン』 とか 『ゴブリン』 とか 『フ H ァ リイ』 とかい ふ、 變化ゃ 妖精の 類の 非常に 多 いのは 勿論、 

そのほか、 例へば 死人が あるとき 戶の 所に 來て哭 く  Banshee とい ふ 魔物 だの、 首 無しの 騎馬 武者 

DuIIahan とい ふ 化物 だの、 いろんな ものが 数へ 切れない ほど 澤 山に 出て くる。 また 大きい 湖水 を 見 

て も、 その 底に は 市街が 沈んで ゐる とい ふやうな 事を考 へたり、 山に も豁 にも 皆 化生の 者が 住まって 

ゐ ると 實際 信じたり して ゐる。 前世紀の 愛蘭の 詩人 ヰ リア ム* アリン ガムの 『フェアリ ィズ』 と 云 ふ 

詩に、 

に U づ tlie ョ rv  mountain, 

Down  i:lic  rushv  ^121, 

iiaren 一 t  go  a-nlsting 
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マ or  rear  of  Httlc  Jn3/* 

拿  かり 

(山越えて、 谷 越えて、 獵には 行くまい、 小 鬼が こ はい。) 

とい ふ 句が あ-るが、 これな ぞも實 際さう 信じて ゐ るので ある。 そのほか イエイツの 詩 なぞに よく ある 

飛行 自在の 天魔 シィ sicllK- だの、 不老不死の 國 或は 常 若の 國、 nl.-nal 一- gc などの 實在 を、 かれら は 信 

じて ゐ るので ある。 

ゲルト 思想の 中心に は、 だから 一 種の 神 秘 說が ある。 ゲルト 人に は 夢の 世界と 現實の 世界が 全く 

一緒に ごつ ちゃに なって ゐる。 E に 見える すべての 物 は、 目に 見えざる 或 物の！^ 徴 に過ぎないと 考へ 

て、 絶えす その 見えざる 何物 かに あこがれる。 ルナンの 言葉で 言へば T 知られざる 或 物 を 求め、 と こ 

しへ に 願望 を 離れて 逃れ 行く 或 物 を 求めて やまざる 心、 これが ゲルトの 詩的 生命の 根源で ある。 ；. ー 

この^：^族は無窮にぁこがれ、 それ を渴 望し、 あらゆる 樣 牲を拂 つて、 墓の かなたに も、 地獄の かなた 

にさへ も、 それ を 求めて ゐ る』。 また 現代の 詩人 ィ H イツが 『詩 は 夢で ある』 と 言った 一一 一一 口 葉 も、 やがて 

この ケル ト文學 の 特徴 を 言 ひ 現 はして ゐ るので あらう。 

，ズ ルト 思想の この 傾向 は、 前世紀の 末 ごろ 大陸、 殊に 佛蘭 西に 於て. E 然 主義の 唯 物 m 心 想に 反抗して 

起った 祌 象徴の 文 舉と相 結ばれた。 マラルメ や-、 H ルレ H ヌ等の 詩歌、 或は マァ テル リンクの 祌秘哲 
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擧ゃ 戯曲と 相 合して、 そこに 英國 文壇の 一 方に は 愛蘭 文學の 新聲が 起った。 A.E. (本名 はジョ ォヂ • 

ラッセル) の 汎祌論 的と でも 云 ふべき 風の 詩 や、 ィ H イツの 祌祕 的な 戯曲 や 詩篇が 急に 文壇の 視ュ t 

を聳 つるに 至った 事 も、 畢竞このケルト^^有の思想が、 世紀 小水 C お 洲：： あ^ 界に 著しくな つた 『靈 の覺 

醒』 とい ふ 大勢に、 うまく 投合した 結 3^ に 他なら ない ので ある。 

三 民族 藝術 また 鄉土藝 術 

園 民に 自覺を 生 するとき、 また 民族に 覺醒が あるとき、 そこに 邀刺 たる 生命の 力に 滿 ちた 新興 藝術 

が あら はれる。 政治 上に 於て 盛んに 地方 的 運動が 起る と共に、 國 民の 熱情 は 更に、 際立って 地 方 色 

の 鮮明な る 鄕土藝 術と な つ て 外に 發す るの も、 かかる 時機 に 於 て である。 

元来 この #土 藝 術と いふ 言 著は獨 逸の 文學 に^ ゐられ る名稱 であるが、 近代の 千篇 一 律な 物質 文 

明に 支配され る都舍 生活 を 離れて、 印 園 自然の 儘なる 鄕 土の 特色 ある 生活 をな つかしむ 藝 術と いふ 意 

味に 於て は、 これ は いづれ の國の 新文藝 にも 見出ださるべき 性質の もので 輓 近に 於け る ゲルト 人種の 

覺醒が 産み出した 文 藝復與 の 現象の 如き、 最も 著しく この 鄕土藝 術の 本質 を發 揮した もので あらう と 

思 ふ。 人工的な 近代の 都會 生活に は、 民族の 個性と いふ ものが 全く 現 はれて ゐ ない。 地方 的 特色と い 

ふ ものの 少しも 出て ゐ ない、 或 意味に 於て 單 調な 生活で ある。 さう いふ 生活に 飽き 梁て た 人 は 自然の 
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結 3^ として、 まだ 野性 を脫 しな. S 自然 生活 を 慕うて、 所^ 『土のに ほひ』 Erdgeruch をな つかしみ- 

怫 i-l 西 人の 言 ふ 『泥土 を 懐かしむ 51^ 鄕の 心』 】a  nostalgic  dc  la  boiie を 生す るので ある。 唯 それ は 

昔から 言 ふやうな 簡單な 田園 趣味の 文藝 ではなく して、 强く 鮮やかな 地 方 色を發 揮し、 民族 固有の 

特色 を 重んじた 藝術 をい ふので ある。 この 意味に 於て、 近頃 英文 舉の 一隅に あら はれた ゲルト 一派の 

新興 文藝 は、 鄉土藝 術た ると 共に また 民 族 藝 術た るの 名に 最もよ く相當 する もの だら うと 私 は 信 

じて ゐる。 

この ゲルト 民族の 新藝術 は先づ 第一に 愛蘭に 現 はれた。 かの 千 八 百 九十 一年と いふ 年に、 愛蘭 自治 

問 t ばの 驗 將 であり、 『無冠の 王』 と 呼ばれた パァ ネルが 死んだ。 そこで 今まで 政治問題に 集注され て. Q 

た 國 民の in 覺と 元氣と は、 この頃から 2^^^の•吏に奥深く潜める內生活の 耍求に向けられた。 情緒 生 

活、 心靈 生活の 方面に 彼等の 注意 は 促された。 英國 風の 趣味 を 排斥す る こと、 卽ち de-anglicisatisl 

によって、 愛蘭 固有の 文 學ゃ傳 說を責 び、 昔の、 ゲイ リック 語 を 復活しょう とする 企てが 起された。 愛 

蘭の 英雄 時代、 卽ち クフゥ リン cl-clll 一 Iain が國を 治め、 勇將 フィン Finn  (或は Fingal,  Find) が 

武功 を樹 てた 民族 傳說の 時代 を囘 想し 硏究 する ことによって、 鄉 土の 特色 を 明らかにしよう とする 努 

力 も 始められた。 

文藝に 於け る この 新 運動の 旗頭 は、 詩人 ヰ リア ムた-ハ トラ ァ • イエイツ である。 かれが 最初に 世に 
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認められた 詩集で、 愛蘭の 古 傳說を 村と した 神 祕な作 『ァ シ インの 漂 遊』 "The  Wanderings  of  Oisiii 

i!  Other  p§】s"v^f ジン はァ 「パ t と ィ同ン hf?5u" 昔) が 出た の は、 千 九 百 八十 九 年で あるから、 文藝 

史上 先づ この 年 を 以て 愛蘭 新派 文 擧復與 の 時と 見なして 可から うと 思 ふ。 次いで 千 八 百 九十 一 年に ィ 

H イツ は 首府 ダブ リ ン に 國民文 學會を 設け、 後 一 一年 更に 愛蘭 文 學會が 倫敦に 於て 發食 式を擧 げた。 

イエイツ によって 導かれた この 新氣 運に 乘 じて、 今や 愛蘭に は 文人が 雲の 如くに 起った。 或 英吉利 

の 評 家 は 近頃の 愛蘭 を 目して 鳥の 巢 だと 言った が、 神 来の 靈與に 觸れて 歌 ふ 人の 俄に 多く 集まった と 

い ふ 意で ある。 文筆の 士は單 に 男子ば かりで なく、 女 詩人に もす ぐれた 人が 甚だ 多い。 これら 新派 文 

士の名 は、 今 私が 記憶して ゐる だけ を列擧 しても 殆ど 三十 人に 餘る ほどで ある。 ただ 徒らに 片 假名の 

固. f 名詞 を 多く 陳列す る の 煩 を 避け て 、 今 は翁峪 する ことにした。 

ケ ルト 人の 竹が、 一の 根 據地は H ィルズ である。 しかし 此方で は 民族の 覺醒は 寧ろ 主として 政治 運動の 

方面に 現 はれ、 文藝の 上に は 何等 これと いって 名 指す 程の 運動 を 見なかった。 ただ 先 づァァ ネスト • 

リイ ズの 『エイル ズ 歌集』 を 以て 最も 注目すべき ものと 言 ふべき であらう。 日本に よく 知られて ゐる 

ァ アサ ァ • シモ ンズも ユイ ルズ 系統の 人で あり、 また 小說 家の メ レディ スも 父母が 此 地方の ゲルトの 

血 を 承け てゐ ると いふので、 M ィルズ 文 學に緣 が ある やうに 說く人 も あるが、 シ モン ズゃ メレディス 

の" お-術 は 決して かう いふ 民族的 地方 的の 特異な 色を帶 びた もので はなく、 寧ろ ひろく 英文 學と いふ 全 
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體の 上から 見られるべき 性質の もの だと 思 ふ- 

^三に は 蘇 格 蘭に 起った 新 文學が ある。 それ は エディ ン パラから 出た 『常 磐』 ：T11C  Evergreen" 

とい ふ 機 關雜誌 を 中心とし たもので、 この 草紙 は 今から 十八 年 ほど 前に 旣に 廳刊 した。 この 雜誌 は圖 

案揷截 等す ベ てに 奇拔 なケ ル ト 一 流の 意匠 を 凝らした もの、 この 雜 誌の 寄書 家のう ちで ゲルト 文 藝 (议 

與の新 運動の ため 忘れられない 大切な 人 は、 フ アイ ォナ • マクラウドと いふ 女の 名 を 用ゐた 文士で あ 

る。 木當 はヰリ アム • シ ，アブと いふ mf- 子の 小說家 批評家で あるが、 詩に は (時には 小說の 方に も) 

いつも 此女 名前 を署 して、 文壞 では 全く 男女 別人で あると 思 はれて ゐた。 今から 十 年 ほど 前に 死んだ 

時、 初めて 同一人であった 事が わかって 人 を 驚かした。 この 人の 作品 は 純粹な ケルト の祌祕 思想 を 書 

いた もので、 殊に その 釗ゃ 短篇 小 說の類 を 見る と、 全く マァ テル リンクな どと 同じ 脈の ものである こ 

とがよ くわ かる。 ^い 時から ロゼッティと 親交が あって、 その 方の ヲファ アル 前 派からの 感化 も 加 は 

つて ゐる。 

しかし この 蘇 格 蘭の 方で、 特に ゲルトの 鄕土藝 術の 特色 を發 禅して ゐ るの は、 小 說界に 於て Kail 

ミ】 School と t. ばれて ゐる 一派の 作品で ある。 ケィル *ャ アドと いふの は茱 園の ことで、 ケィル と 

ぃふ言葉は獨逸；^|1の ， -。 と 同じく き やべ つの やうな 野茱 をい ふの だ。 特に 蘇 格 蘭 田園の 農民 生活 

P ォ カル ラ ァ 

を 描き、 地 方 色の 特に 叫な 小說 であるから 此 名が ある。 先づ 死んだ 人で は 『イアン • マクラレン』 
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の 作物 を 第一と して、 現存の. K 家で はバ リイの ものが この 一派の 最も 代表的な ものである。 かの 佛蘭 

西の モォ パッ サンが ノォマ ン ディ 地方の 俗語 を寫 し、 獨 逸の ハウプトマンが シ ユレ H ジ H ンの方 1!  一一  c を 

闭ゐ、 (アディが H セックス 地方の 方言 を W ゐて、 よく 其 地方 特有の 空氣と 色調 を 出した のと 同じ 

く、 この 蘇 格 蘭 一 派の 小 說家は 極端に あの 邊の田 舍言著 を 使って 小說を 書く のおから、 私 どもが 字 

引 を 繰って 見ても 解らない やうな 一 百 葉が いくら も ある。 

以上 三つのう ちで、 最も 重耍 なの は、 いふまで もな く 愛蘭に あら はれた ゲルトの 新文舉 であるか 

ら、 それに 就いて 極めて 簡單に 述べよう。 

四 愛蘭の 新文學 

愛 新派の 文學 で、 先 づ^ 一  に 批評 論文 なぞの 方 は 割合に 振 はない。 才人 行く 處 として 可なら ざる 

無き イエイツの ほかに は、 小說家 の ジョォ ヂ • ムゥァ や 『ジョ ン • エグリントン』 ( 本名 は マ ギ ィ ) など 

が 草す る I- 論の 類に、 時々 文壇の 視 II を 紫て る ものが あるば かりだ。 情緒と 空想と に、 すぐれて 美し 

い 長所 を 心って ゐる ゲルトの 人に は、 評論と いふ やうな 事 は餘り 得意で はない ので あらう。 

第二に 小說 では、 愛蘭 は 昔から ふざけた 滑稽 趣味の ものが 可な りに 多かった。 古いと ころで チヤ ァ 

ルズ • リイ ゲァ とか サミュ M ル • ラゲ ァの 作に 就いては、 大抵の 文 學史の 類に 評說が あるから、 私が 
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今更 玆に言 ふ 必要 もなから う。 ただ 近頃の 覺醒 してからの 愛蘭 人の 氣分は ひどく 緊張し 興奮して ゐる 

から、 不 面目な 道化た 種類の 文學を 喜ばない。 その 趣味 はむしろ 嚴肅な 眞劍な 悲劇的 內觀の 方面に 

向って ゐ ると 言って 可から う。 さて かう いふ 風に 鋭い 自覺が 起って 情熱が 與奮狀 態に 在る とき、 新し 

い 美感と 靈的 向上の 精神が 目 ざめ たと き、 この 全 生活の 表現 は、 色々 の 文學の 中で 先づ 抒情詩と いふ 

形 をと るの が 最も 自然で ある。 散文で ならば 短篇 小說か 或は 一幕物の 類で、 所謂 そ ひがなくて 無駄の 

ない、 引 蹄った 形の 文學 でなければ ならぬ。 だらだらと 長たら しい、 動もすれば だれ 氣味 になり がち 

な 長 篇小說 など は、 到底 この 緊張した 氣 分に そぐ はない からで ある。 愛蘭の 新 文學が 詩歌、 殊に 抒情 

詩の 類に 豐 富な と共に、 グレゴ リイ 夫人 ゃィ H イツな どの 一幕物に 秀抜の 作品の 多 いのも、 短篇 小說 

に 於て はゼ イン *バァ ロォ 女史 や ジョォ ヂ* ムゥァ を 始めと して 名家の 甚だ 多い 事 も、 全く 以上 言 ふや 

うな 原因に 基づく ので あらう。 

然し 最近に 至って はこの 緊張した 氣分、 引締った內生活にも多少の^-^^りが出來たのか、 近 1SI は徐 

徐に筋 を 展開して 行く やうな のんびりした 種類の 文藝 も績々 と 現 はれる らしい。 たと へ ば このごろ 愛 

蘭の 代表作 家と して 英阔 文壇の 注目 を 集めて ゐる、 ジ ョォ. チ* バァ ミン ガム (本名 は ハネィ とい ふ牧 

師) の 長 篇小說 な^ は その 一例で、 此 人の 書く 物 は 大抵 愛蘭 西海岸の 寒村の 風俗 人情 を 書いた も Si 

で、 やはり 、レン グの 刺な どと 同じ 題 村 を用ゐ たもの だ。 ただ 此 作者の 『ハイア シン ス』 とか 『不幸なる 
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時代』 とか 云 ふ 作 は 傑作に は 相違な からう が、 あまりに 宗教 上 政治 上の 問題が キ- になって ゐる ため、 

愛蘭 や 英吉利の 人に 興味 ある だけ それだけ、 私 ども 日本人な どに は 面白くない 感じが ある。 

第ビに は飜譯 事業、 これ はわ かりにく い 愛蘭の 古語で 書かれた 物語の 類 を 近代 英語に 移し、 或は 口 

碑 傳說を 鬼 集して 鄕 土の 特色 を 明らかにしようと する ものである。 此 事業 は ダグラス， ハイドが、 王に 

なって、 自分で the  Gaelic  Lf-ag=c とい ふ 團體を 組織し、 愛蘭 固有の 首 語 文擧を 保存しょう として 

ゐる。 

ハイド は 詩人と して 勿論 不朽の 名 ある 人で は あるが、 ^に その 著 『愛蘭 文 學史』 にあら はれた やう 

な 研究で 偉大な 功 績 を 遣して ゐる。 なほ 此方 面の 事業で 特筆 大食 CI さるべき ものに は、 グレゴ リイ 夫人 

が 極めて 詩的な 幽婉な 散文 を 以て、 昔の 愛蘭 說話を fl いた ニ卷の 物語 集が ある。 これ はァ アサ ァ王傳 

說に 於け る マ 口 リイの 如く、 英文 舉の あらんかぎり 不朽の 名著で ある。 卽ち 『ム ウル テ國の タフ ゥリ 

ン王 物語』 "Cucliulaiii ()f  Muirtemne" ( 一  九 〇ー 一年) と、 『神々 と 戰士』 ： Gods  and  Fighting  sen: 

とい ふニ卷 である。 

第 四 は 最も 大切な 詩歌、 卽ち 愛蘭 思想の 特色た る 神 祕象徵 風の 抒情詩 や、 古い 物語 を 村 料に した 叙 

事 詩の 類が あるが、 之 を詳說 する ために は 刖に長 論文 を 要する から 今 は 全く 省略す る ことにした。 殆 

ど 二十 人に 近い 新 詩人の 各に 就いて その 作品 を 評 隙す る 事 は、 到底 この 雜 誌の 紙幅が 許さない。 そこ 


で最後に第^^;:•として、 劇に 就いて 一言して この 簡單な 概說を 終らう。 

五 愛蘭 文藝座 

いろいろの 文藝 のうちで も 劇 は、 他 の ：as 詩な どの やうに ただ 少數の 高級 趣味 の 人々 の 鑑賞 を の み 

待つ とい ふ 譯には 行かない。 勢 ひ 多 數の觀 客と いふ 平 俗 階級 を 相手に する 民 衆 藝 術と なる の は、 

劇 そのものの 性質 上 自然の 結 だ。 そのため 動もすれば 凡俗 趣味に 船び、 藝 術の 圏外に 逸して、 ひた 

すら 入りの 多き をのみ 望む 商賣 本位に 墮 して 了 ふ。 殊に ト九 世紀の 英國の 劇に 至って は、 全く 藝 

術と して 無價 似なる、 殆ど 寄席 藝 人の 遊戯に 過ぎなかった もの だ。 當 時の 英國は 劇に 於て は、 何とい 

ふ」 も獨逸 ゃ佛衛 西の 大陸 諸國に 比して 遙 かに 遜色があった。 これ を 革新して、 よく 世紀末の 英國に 

近代 藝術 としての 演劇 を 興した もの は、 愛蘭 人と して は ショォ や ワイルドが ある。 しかし 釗壇 のこの 

ニ大天才が|_^^した所は、 愛蘭と いふ： 地方、 一^ 土の 藝術 のた めではなくて、 寧ろ 英國 —— 否な 歐 

洲全 體の釗 道の ためであった。 純粹の 鄉土藝 術と しての 愛蘭 劇 を 起して、 近代劇の 史上に 特带 大書す 

べき 功緒 を逍 した もの は、 詩人 ィ H イツに よって 創められ たる 愛 蘭文藝 座で ある。 

こ の 新劇 團のぽ 的 は、 言 ふまで もな く 思想 上藝術 上に 意味 あろ； 劇 を 起し、 特に 愛蘭 特有の 氣分 

^を 出し、 地 方 色 を 鮮明なら しめんが ために、 愛 .， I 農民の 純朴 簡素の 生活 を寫 し、 口碑 傅 說の類 を 
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村 1^ として^ ゐる と共に、 また 特殊なる 演出 法 を用ゐ た。 设初ィ H イツと 共に 此 愛蘭 文 藝座を 創立し 一 

たもの は、 グ レ ゴ リ ィ 夫人と H ドヮ アド • マァ ティ ン であった が、 後に ジョォ ヂ • ムゥ ァも 之に 加 は 

つて、 千 八 百 九十 九 年 八日 ダブリンに 於て 最初の 興行 を やった。 

一代の 新氣 運に 促され、 これに 乘 じて 起った この 劇團 は、 藝術 上に もまた 物質 上に も 忽ちに して 偉 

大なる 成功 を牧 めた。 この 劇 團は後 二 年に して 一先 づ 解散し、 改めて 千 九 百 〇 三年に 愛蘭 國民 

劇 協 會 として 文藝 座の 事^ を繼 いだ。 最初^ 立の 際に は资 金ゎづ かに 四十 磅で 始めた この 釗團： 

は、 漸次 發逹 して 經濟 上に も 餘裕を 生じ、 倫敦は 勿論、 遠く 米 國 にも 興行して 非常の 喝釆を 博した。 

それと いふの も 一座の 俳優、 殊に 女優と して サラ • オル グッド、 優で はァ アサ ァ* シンク レアな どの 

S 典の 藝 術に 對 する 埶 一誠な 努力が こ の 效果を 致した のであった。 

愛蘭 劇の 特色 は、 要するに その 自然な、 沒_ ^巧 的な 點 にある ので、 藝術 上に 『自然に か へれ』 とい 

ふ 言葉の 通り を 行かう とした もの だ。 在來の 劇が あまりに 洗鍊 された 技巧に 滿ち て、 全く 自然 を 逸し 

てゐ るのに 反抗しょう としたの である。 昔からの 舞臺上 の 因襲 や、 或は 筋 や 場面の 變 化に よってつ く 

られ ：， 興味 を！  W してし まって、 唯もう ありの 儘に 『人生の 斷片』 を觀 客の 前に 出さう とした。 そし 

て此 自然 を lis- んす ると 云 ふ點に 於て は、 殆んど 現代文明の 風に 觸れて 居ない 愛蘭の 寒村 僻地 の 所謂 

「鄉 土』 生活 や、 或は また 古來の ゲルト 傳說の 類 を S 村と して W ゐた 事が 非常な 成功であった。 そし 


S49 ~ ^ 


て これらに 交 ふるに、 マァ テル リンク や スト リンドべ ルヒ などの 大陸 劇 を 以てし、 或は 愛蘭 作者 エド 

ヮ アド • マ ァ ティン や ジョォ ヂ. ムゥ ァゃパ アド リク • コ ラムな どの 近代劇 を 上場して、 ほぼ 獨佛 のき 

由釗 場と 同 一 の 方法 を 以て 演出した のであった、 (大正 四 年 一月 『文章 世界』 所載) 
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アナ トオル • フランス 

この ー篇 は、 ブランデスの 著 『アナ 卜 オル • フランス 傳』 を 紹介 せんとて、 数年 前讀 

賣 新聞に 連載した ものである。 


近代の 文 學には 徒らに 眞率を 名と して、 實は蕪 雜醜陋 の 文字 を聯 ぬる もの 多き に堪 へぬ。 力、 獨り 

羅.^ 民族の 詩文 は 確かに 獨 露の 趣味と 反して、 今 もな ほ 昔ながら に 都人が 高雅 華 歷の風 を 失って ゐな 

い。 現こ英 豪の 如き は、 その 古今 を 通じて これが 感化に 補 育せられ たる 事 最も 著しき ものである。 

羅甸 民族の なかで も 常に 西歐 is 先鋒た る怫 人に は、 すぐれた 特性が 多い。 うちに も 著し 

い S その 刺の 機才で ある。 今の アナ トオル • フランス 氏の 如き、 卽ち 最もよ く此 一面 を 代 ま 

し 辱た 人 I らう。 淵5 霞に 加 ふるに 縱撗の 才を以 一」 し、 輕快 にして f  8 な I の あとに は、 

一 ¥ 一  句の 末に も 無限の 味が ある、 奥行が ある。 破顔 微笑の 裏に は 骨 を も 刺す 鋭い 諷戒が 潜んで ね 

る。 その. -こ 見えた る 『ァ ティカの 鹽』 こそ は 3呉 に 近代 文藝の 異彩 だ。 氏が 一時 歐洲の 文壇 一に 於て 

大膽なる 人生の 批霞 として ト ル ス トイ 伯と 盛名 を 競うた 所以 は、 必す しも 識見 群を拔 くが 故の みで 


は あ V? まい。 

此顷、 氏の 盛名 は遙 かに わが 絕 おの 文壇に も喧傳 せられ、 又 その 著書 四 五 極の 英譯 本が 徵 からす 讀 

寄 界 に歡迎 せられろ と 聞く の はまこと に 嬉しい。 若し 眞に此 人の 作品が 味 ははれ、 萬 一 わが 文 擅に も 

移植 せらる るの n あらば、 日 本文 學の ため 眞に賀 すべきで ある。 

おに ハイネマン 社の 『現代 文豪 叢書』 中の ー卷 として、 フランス 氏の 評 傅が 出た。 著者 は 評 壇に 名 

きかの ブランデス 氏、 沙翁も イブセン も ト九枇 紀文學 も、 ひとたび 此評 家の 筆に 上されて は、 めざ 

ましい 光彩 を 添へ た觀 があった が、 今度 新に 得た 此ー卷 も、 勿論 こちた き 主 1^ 論 や 空漠た る 人生 論の 

f>、e は 無く、 巧みに フランス 共 人のお も かげ を努 驚し 來 つて、 作物の 品 隙に も 深い 用意が 見られる。 

して 枯炎 無味の 俗文 字で はない。 自分が 此頃 讀んだ 評論 書の なかで は 最も 會 心の 書の 一 であった。 

近 3^ 盛んに フラ ンス氏 を持嚇 せる 英國 文壇 も 亦、 新に Ttt の 評 家が この 明快 暢達なる 論述 を 川.^ て 之 を 

"s. 迎 する 事で あらう。 今此 一 冊より 何人に も 興味 ありと 思 はれる 數節を 採って 次に 抄錄 しょう。 

『此女 は i: 人の 夫の 霧婦 であった。 恐ろしい 女 だ。 戀と いふ 事の 外 は、 何事に でも 嫌疑 をう けて ゐ 

る。 I それ たれば こそ 尊敬 せられても ゐ ろの だ』。 

こんな 事 を 寄き さうな 人 は 今の 世に ひとりし き や 居ない。 社會は 婦人に 向って、 愛情 以外の 事なら 

ば： e でも 容：！ K するとい ふ事實 を、 冷評 半分に 一 W つたの だ。 眞 綿で 宵 をし める 筆法 だ。 概して 誰の 作 を 
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、！ て も、 毎 頁 必す其 人で なければ こんな 赛は 書くまい と 思 はれる やうな 文句が 少く とも 一 つ 位 は 出て 

来る。 

フランス 氏の やうに 鋭い 反語 を 使 ふ 人 は 稀 だ。 氏 はいふ、 

『シセ a は 政治 上に 於て、 最も 激烈な 種類の 温和 派 だ。』 

富者が 貧 人 のために 作り、 男子が 女子 のために 作った 法律より は、 先づ 平等と いふ 事の 方が さきだ， 

などと いふ やかましい 論が 出る。 すると下のゃぅな！^^-を首ひさぅな人は唯の 一 人し き や 居まい。 『橋の 

下で 眠ったり、 街で 食 を 乞うたり、 飽麵 を盜む 事な ど は、 贫者 にも 富者に も 併せて 之を禁 する。 これ 

が 法 禅の 立派な 平等で ある。』 

アイ n  ー| ィ 

この 唯の 一人 こそ は アナ トオル。 フランス 氏で ある。 その 文章で 目 ざまし い 特色 は 反語 だが、 どう 

見ても これ は ルナンの 衣鉢 をつ いだ もの だ。 併し 同じ 反語で も兩 者の 種類 は 非常に 異なって ゐる。 ル 

ナンの 方は應 史家と しても 批評家と しても、 常にお のれ 自ら 語って ゐる。 たと ひ 彼が $n 學的戲 曲のう 

ちに 假 作の 人物の 口 を かりても、 ルナン 其 人が 直接に 讀 者の nn につく。 ところが フランス 氏の 反語に 

至って は、 全く ナイ イヴな 性質の 裏に 隠れて 见 えない。 ルナンの はほんの 假裝 だが、 フランス 氏に 至 

つて は 全く 自己と いふ 者を變 じて 仕舞 ふ。 時には 自己と 正 反 對の兑 地から すら も 書く、 そしてよ く 思 

ふところ を "1," 人に 傅 へ る の だ。 此點は 全く 他に 類例 を兑な い 。 
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氏が 作 中の 性格で 最も 生氣 躍動せ る もので も、 或は また 氏の 文章で も、 みんな この ナイ イヴ だとい 

ふ點に 著しい 特色が ある。 素朴で 無邪氣 で、 皮肉な ところに 非常な 面白味が ある。 そして その 裏面に 

は 極めて 鋭い 諷刺が 藏 めて ある。 たと へば その 作 『ベ ルジュ レエ』 のなかに 出て 來る リケ ェ とい ふ 飼 

犬な ど は 最も 巧く 描き出され たもの だが、 その 一節に この 犬が 自分の 『思想』 を 述べた ところが ある。 

いかにも 巧く 犬の 無邪氣 さと 簡潔な 反語と を 結合した もの だ。 いま その 中二 三 を；： する。 

『人で も 動物で も 石で も、 近寄る に從 つて 大きくなる。 そして 全く 接する に 及んで 非常に 巨大な もの 

になる。 が：.； 輩 はさう ではない。 どこに 居ても 同じ 大きさ だ。』 

『"ic 輩は噪 古り た い 時に 喋 舌る 。 吾輩 の 主人の 口から も 意味の あるら しい 昔が 出る。 併し その 意味 は 

お：：， 減の 聲で首 ひ あら はすのより は 不明瞭 だ。 吾輩の 聲で發 する もの は 皆 何 かの 意味が あるが、 主人の 

n から は 多く わけの 分らぬ 音響が 出る。』 

『街に は at が 鬼いて 行く 車が ある。 恐るべき 扠だ。 叉ぼッ ぼと えらい 音 を させて 獨 りで 動く 車が あ 

る。 這 奴 はまた 惡性 極まる 奴 だ。』 

『それ を爲 たから 或 者が 打 たれる と 云 ふやうな 行 爲は惡 ぃ行爲 だ。 そのために 可愛がられ 食物で も 貰 

へる やうな 行爲 ならば、 善良な 行爲 だ。』 

こんな 調子で フラ ンス 氏の 反語 は、 常に 他の 何もの かに 蔽 はれて その 裏面に 潜んで ゐる。 
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作家と して フランス 氏 は、 人 を 動かす 二 大要 素 を 具へ てゐ る。 第一 は實 直な 事で ある。 ために 作 中 

の 性格が 操 や 人形 風の 造り 物に ならす、 人物が 皆 作者 を 離れ、 作者に 煩 はされ すに 勝手次第に 躍動して 

ゐる。 そして ナイ イヴな ところが あるた め、 それが 極めて 自然に 出來 るの だ 。第二の 要素 は その ァァ 

トに 在る。 フラ ンス 氏が 呼んで 怫國 作家の 三大 性質 だと 言って ゐる點 は、 氏 自らが 之 を 具へ てゐ る。 

卽 ち先づ 第一 に 明亮、 第二に 明亮、 第三に、 そして 最後に また 明亮。 然し これ は 氏の ァ アトに 於け る 

I の 根本的 性質に 過ぎない。 また 氏の 筆致に は 常に 控へ 目な ところが ある。 小說 家と しての ゾラ を 氏 

が 厭うた の も、 畢竟 この 適度と いふ 事 を 全く 缺 いた 點 にあった。 

フランス 氏 は •¥ ろ 情熱 を缺 いた 人 だ。 作 中には 隨分 肉感的な ところ はあって も、 それ は 寧ろ 知的な 

分子に 壓 せられて ゐる氣 味が ある。 大體 から： a て 哲學的 傾向の 人 だ。 感情より は觀 念の 方が 勝って ゐ 

るの だから、 あらゆる 事物、 —— 單に 人事の みならす、 自然 そのものに 對 しても 批評 を 下す の だ。 そ 

の 一例と して、 氏が 自然 を攻擊 した 面白い 例が ある。 それ はかう だ。 自然 は 『靑 春』 とい ふ もの を餘 

り 早く 人 ii に 1 ハ へて 仕舞 ふ。 だから それから 以後の 生 は、 此 『靑 春』 とい ふ もの 無くして 送らねば な 

らぬ。 これが 甚だ 不都合な 次第で、 『靑 春』 はま さに 人生の 最高 極致と して 最後に 來 るべ き 笞 の もの 

だ) 恰も 蟲が 幼蟲ゃ 藤の 時代 を經て 後、 はじめて 胡蝶の 美しい 時代に 入る と 同じ だ。 そして これが 發 

達の 最高 最終のと ころ だから、 それから 直ぐに 死と いふ ものの 来る のが 當然な 害 だ。 實際 かくい ふフ 
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ランス 氏 其 人の 生涯が また 此 通りで、 年老いて 後、 勇猛の 戰士 として 现 はれる に 及んで 機鋒 ひ 化々 鋭 

く、 光彩. 炎に 燥た るの 觀が あるの も 面白い。 

フランス 氏が 生れた の は 一八 四 四 年 だから、 今では 隨分 老人の 方 だが、 その 名高くな つたの は 比較 

ァカデ 、-、 . 

的 新しい 事 だ。 翰林院に 列せられ たの も、 今から 漸く ナ 三年 以前 だ。 

若い 時から 文舉、 史を 論じ、 詩作 もやった。 かの 『黄金 詩集』 ( 一 八 七三) など は、 明らかに 高蹈 

派の；；^^風を帶びたものでぁる。 併し 此方 は あまり 得意で もなかつ たので、 以後 は 全く 散文の 方に 赴い 

た。 今 曰まで 小說 だけで も 約 三 卜卷の 作が ある。 しかし かの 『シ ルゴ スト ル • ボナ アル』 の 物語で、 

初めて 世人の 注目 を惹 いたのが 三十 七 歳の 折 だ。 

氏が 名 を 成す 事の 晚か つたの は、 第： その 完全な 個性の 發 展が遲 かった からだ。 併し 他に も理. S が 

ある。 今 はすで に殁 した 乇ォ パッ サン、 ドォデ H、 ゾラな どの 小說 家が、 當時 なほ 文壇に 覇た るの 地 

位 を 卜：： めて ゐ たの も 原因 だ。 のみなら す、 また ブル ゼ H ゃヒ ユイスマンスが 宗敎の 方に、 ジュ ウル， 

ルメイ トルが^ 家主 義に、 エル ギュが 劇界に 未だ 赴いて ゐ ない 顷 であった。 殊に また 最も 大切な 原因 

は、 文お に 於て に 氏の 先進 者と もい ふべき 懐疑 家 H ル ネスト • ルナンが、 其 頃 まだ 存生 中であった 


からだ. -  > 

ドォ デェ、 ゾラ、 モ ォパッ サン、 ルナン、 エル ギュ、 ブル ゼェ、 ヒ ユイスマンス、 皆 揃 ひも 揃った 

田舍者 だ〕 プロ-、 ワン ス だの、 ノルマンディ だの、 アミアン だのの 生れ だが、 フランス 氏に 至って は實 

に 生 粹の巴 里 ツ子 だ】 プ 口，、 ワン ス、 ノルマ ン ディ 生れの 人な どに 比して 蠻 的な- 她 いところ の 無い の 

は、 さすがに 巴 里 生れ だけで ある。 

巴 里で 生れ 巴 里で 育った 人 だ" 羅 甸 街の 家 ごとに 配達って あるく 牛乳屋 も 石炭 屋も 子供心に 兑 

てゐ たの だ。 巴 里の 職人 や 小さい 店桥 をよ く 知って ゐた。 繪草 紙屋の 店 さきで 我 を 忘れて 立って ゐた 

事 も ある。 殊に かの セ イス 河畔の 古本屋で 書物 を いぢく つて、 ここに 氏 は li^l 初の 敎育を 受けた の だ y 

否 な 氏 自ら も 本屋の 息子で ある。 書物の なかに 生れ 書物の なかで 育った 人 だから ゆかしい。 僕 等が、 

氏の 作 中に 屢見 える 愛書家の 事 を 護んで、 さて 作者の 幼時 を 想 ふと、 興趣. 災に 一段の 深き を覺 える * 

今：！ I の怫 人中、 恐らく フランス 氏 位に 怫 人的な 人 は 他に あるまい。 中世 以後 傳統 ある 佛國の 文化 は 

眞に此 文豪の 一身に 體 現せられ てゐ る。 大膽 にも その 名に 『フランス』 の 國名を 取った の は 無理 も 無 

い。 話 は 違 ふが、 ロゼッティの 名に 冠した 『ダンテ』 の 文字と 同じく、 想へば 共に 深い 意味が ある (氏 

の 本名 はァ ナ トオル • ティ ポオで ある)。 

セィヌ 河畔の 街 こそ は 凡ての 知の 人、 趣味の 人が 第二の 故鄕 である、 と 氏 は 言った。 また 
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『c 分は此 河畔に 有った。 ここに は 古い 書物が 景色の 一部 をな して 居る。 げ にわれ を 喜ばす もの は 

セィヌ であった。 ：：： その 河 It 小 色、 靈 は 流に 空 を 映 じ 舟 を 運び、 夜に は 寳玉を 飾り 燦 たる 花 もて 粧 

ふに 

氏 は 昔 も 今 も 愛書家 である。 佛 國 の 他の 作家と は、 文藝 の 素養に 於 て 全く 趣を異 にして ゐる のが 第 

1 の特徵 だ。 獨 逸お 族 を 除いての 歐洲の 文化に 博大 深遠の 造詣が ある。 英. 語 も 知らねば 獨逸語 も 知ら 

ないい これが ルナンな どと よほど 異なった Si で、 ルナン は 束 邦の 文献 舉に 精し く、 希 伯來の 語に 通 

じ、 If 逸の 科 學で頭 を 養った 人 だが、 フランス 氏 は 羅.； I 希 職の 古文に 造詣 深く、 また 能く 中世の i 維甸 

^太 利 文學に 通じて ゐる。 徹頭徹尾 これ 純粹の ri, 印 趣味の 人 だ。 

『若し 此方 面の 研究な くんば 佛 i:h< 才の美 は 失 はれる であらう。 吾等 は羅甸 人種で ある。 牝の 狼の 

5 で」 そ は 吾等が 血統の 要 部で ある 。』 

とVV.H^5:^^<し.^-へ羅馬のー_S先ロ ミュ ラスが、 パラ ティ ン の丘づ 

と L— 叫：， ^しん 1- の篮で 狼の 乳で 有った 故事 を 言 つたの だ J 

作 {,?^ として またん 物と して、 氏 は 近代と いふ ものに 重き を 置いて ゐな い。 或：！： のこと、 氏 は 客に 自 

分の 書物 を a- せて ゐた。 意外に も その 書物の 數が少 く、 中に 近刊の 書が まるで 無い の を 客 は 不思議に 

忍った *  "てこで 氏 は 

『私 は 新しい 本 は 持ちません。 寄贈 をう けたの も 乎 許に は 無 いんです。 皆 田舍に 居る 友人に 送って 
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仕舞 ふんです。』 

この E 舍の 友人と は 恐らく 例の 佛人 一 流の 婉曲： fii 法で、 實 はお 馴染の セィヌ 河畔の 古本屋へ 遣った 

の だら う。 

『しかし 贵下は 新刊書 を 知らう と はなさらん のです か。』 

と客が^?3く。 

『現今の 人ので すか。 なに 八 「の 人の 謂 ふ 位の 事なら、 私 もちやん と 知って ゐ ますよ。 マン， テス を？ IS む 

よりも、 ペトロ ォ 一一 ァ ス からの 方が 得る ところ は 多い のです。』 

だから、 フランス 氏が 『ルタン』 新聞の 文藝 擱に數 年の 問、 新刊 批評の 錄を 執って ゐ たの も、 半ば 氣 

が 進まなかった の だ。 然し 此 評.？ I を 集めて 今 は！： 卷の 書物に なって ゐ るの を输 くと、 非常に 面白い。 

この 書中に は、 終始一貫して 下の やうな キ 張が 見られる。 卽ち純 粹な非 個人的な 批評 は 到底 不可能の 

事 だ、 評 家が つまり a 己 を 語る に過ぎない。. 從 つて ホレス ゃ沙 翁の 事 を 語る とすれば、 これ はホ 

レス、 沙 翁に 關 して 評 家が 自己 を 語って ゐる に過ぎないと いふ" だから 評 家と しての フラ ン ス氏は 常 

におの が 偶人 的 印象 を 書いて ゐる。 ffll し n 分の 作が よく うれる やうに なって 以来、 氏 は 全く 批評の 筆 

を棄 てて 仕舞った" 

『私 の 家 に は - 新刊書 は ありません。』 
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とフラ ンス 氏が 答へ た その 友人 は、 微笑 を堪 へて 更に 訊いた。 

『では、 あなた 御 E 身の 作 もお 手許に は 無い のです か。』 

『はい、 自分で 趙て たもの は —— たと ひそれ が 宮殿 だと 想像し て も —— 自分に は よく 分って ゐ ます 

から、 兑る氣 がしな いんです。 自分の 作 を 手許に！ jSl くの は大嫌 ひで、 どうして それ を 見る もんです 

か。』 

『重複 を 避ける ためにです か。』 

『いや 私 はいつ も 自己 を 繰返して ゐ るんで す。』 

いかにも これ は .Is 際 だ" フランス 氏 は 自分の 作 中に、 同じ 思想 を 殆ど 同じ 言葉で 何度でも 書く。 時 

として は 一 冊の 書中に すら、 前と 後と に 同じ 事 を 平氣で 繰返して ゐる。 

『赤き 百合』 のなかに 出て 來る 彫刻家 は、 あきらかに 作者 フランス 其 人 を 描いた の だ * 

右の 話と 下に 揭げる 一 節と を 比較 すれば、 すぐ それが わかる。 

『あなたの 作 は、 彫刻で も凸 彫で も、 まだ 一 つも 拜！ 13- しません。』 

と マダム 二、 ルタン つへ レ ェム がい ふ" 

『自作 を 並べ立てて その 中で 暮らす の を偷快 だ、 と あなた は 思 ひます かね。 自作 は餘 りょく 知って. Q 

ラるさ 

るんで、 …… 見る の も 五月 蠅ぃ 位です よ。』 


ドウ ：ンャ ル トルが フラ ンス 氏の 假 面に 過ぎない 事 は、 下の 文句で も 知られる。 

『私 は 惡ぃ像 を 幾^. I 造って 兑 たが、 自分 は 決して 彫刻家で は 無い， 1 1 キろ哲 學者風 だに 

氏の 作に は 前後 二期 ある。 その 間に は 非常の 相異が あるた め、 殆ど 別人た る 二人の フランス 氏が あ 

るかと 思 はれる だ。 

第一 期に 於け る 氏は氣 品の 高い 諷刺 家 だ、 白眼に して 世を脾 睨す ると 云った 風 だ。 自己 を 群衆より 

は 一段 高い 地位に 置いて その 努力 葛藤 を觀、 靜 かに 微笑 を：^ らして ゐ たもの だ。 それが 第二 期に 人つ 

て は 直ちに 戰鬪 者と して 現 はれた。 單に 自ら 一個の 黨 派に 與 する に 至った ばかりでなく、 今まで は 嘲 

つて ゐた 事物 そのものに 對 して 自信 を確說 する。 民衆の 健全な 本性、 多數 者の 意義、 進歩 の^して 行 

く .ぼ 相、 また 以前に は 思想家と して 斥けて ゐた 民主 說、 社會 主義、 これらに 對 して 氏 は 自己の 確信 を 

發 表する に 至った。 

氏 は その 前半生に 於て 常に 多數 民衆 を輕侮 嘲笑す るの 態度であった。 自己が 旣に 民主々 義者 たる を 

公に して 後す らも、 なほ 下の やうな 事を喾 いた。 ベル ジュ レ ェ， I 假に 氏が 此 人物の ロを藉 りて 言 ふ 

，のお 11 がその 犬に 向って、 
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『お前 は 明 日 巴 M へ 行 くだらう。 そこ は饗に 立派な ■: 咼尙 ぃ都會 だ。 が、 3M 資 その 高尙 いとい ふの も ^ 

住5^^が悉く然ぅだとぃふ のでは無ぃ。 單に 市民の 少數 者に のみ 限られた 事 だ。 併し 一 つの 市府 - 

とか 全！； 民と かいふの は、 畢竟 他の 人々 よりもお 力な 正當な 考へ方 をす る 少數の 個人 に^^するの 

だ。』 

それから また、 

『國 01< を くす る もの は、 街 上 に 大聲疾 呼す る 0 か な 叫び ではなく して、 §根^^ の 窒 で 出來た沈默 の 

思想で ある。 それが いっかに は 世界 ケ 動かす。』 

と も； w つて ゐる。 たと ひ 三千 六 百 萬の 聲が擧 つて 之に 唱和しょう とも、 愚かなる 叫び は 依然と し て 愚 

かで ある。 S 異理に は 不可抗力が ある。 たと ひた だ 一人に よって 觀 破せられ 唱道せられ ようと も、 また 

た と ひ 幾 百 萬 人が 聯合し 協和しょう とも、 眞理は 遂に 終局に 於て 世界の 支配^ であると 氏 は 信じて ゐ 

た。 

氏 は 決して 樂：大 觀の人 ではない。 佛蘭 西に 於ても、 また：^ 羅巴 全體に 於ても、 まのあたり 墮 落し 沈 

淪 して、 王 義を棄 て 去る 者 多き を兒、 不斷の 進歩と いふ やうな 事 は 信じ 難くな つたの だ。 一般の 人が 無 

無感覺 になって、 いかに 鋭い 刺衝 を與 へても、 彼等 を 考察に 導き、 況 やまた 活動に くに 足らな 

いやう な^代 を、 氏に 通って 来たので ある。 人々 の 精神が 不正 を 求めて 飢 ゑて ゐる 時には、 敎 化の 淸 
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新な 飮料を 之に 與 へても 何の 效も 無い。 これ を 氏が 作 中の 語 もて 言へば、 

『渴 して ゐ ない 驢馬 をして 飮ま しめんと 欲すろ、 また 難い かな。』 

である。 

さりと てまた フラ ン ス氏は 悲觀の 人で も 無い の だ。 世界 は必 すし も 武装した る蠻 勇者 流の 獨壇 では 

ない。 孤立し、 身に 寸鐵 を帶 びす して 起つ 眞理は 何もの よりも 力強い。 暴力が 之に 反抗しょう とも、 

そ は 甲斐な きわ ざ だ。 强き 道理と 贵き 思想と、 この ニ^の 相 合する ところ： 大下 また 恐るべき 無しで あ 

る。 例の 作 中 人物に 一 百 はすれば、 

『どの 時代に 於ても 折：： 人の 昆 は、 活動の 人 を 喚起し 來 つて 遂に 之を篱 現せし める。 吾人の 思 が 未 

來を 造り 出す の だ。 爲 政^た る 者 は 吾人の 遣した 方策に 從っ て 仕事 をす る の だ。』 

いかにも 未來 とい ふ もの は隱れ たもの だが、 吾人 は フランス 氏の 言 ふ 如く、 ゴブラン 織 を 造る 機 織 

が、 その 織り出さう とする 模様 を 全く 昆 すして 織って ゐる と：！ 2 じ やうに やらねば ならぬ- 況 やまた 未 

來と云 ふ もの は 全く 隱れ てゐる もの だと は 限らない では 無い か。 

以上 二つの 方面から 述べた やうな 解 を 抱く 人 は、 ^進 派と しても また 保守派と しても 立！^ に 立ち 

得ろ 苦 だ。 恰も 北歐の イブ セ ンが或 時期に 於け K 立場と 1： 樣だ。 現に フラン ス氏は 保守 黨に 加盟して 

ゐ た。 そして 後に は 同志と なった 人人 を も、 以前 は 酷く 攻掣 して ゐ たもの だ。 ゾラな ども その 一 人 
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で、 初 は 趣味の 點 から 大に 排斥して ゐ たが 後に は 共に 提携す るに 至った。 現に ドレイ フユ ス 大尉 事件 

の 折な ど は、 氏 は ゾラの 味方であった" 

果然、 氏 は 突如と して その 態虚を 改め、 遂に 戰士 として 現 はれた。 今や 道德の 危機に 際して、 佛蘭 

西 全體の 文化 及び 正義の 保護者た K, 佛蘭西 在來の 地位が 危 きに 瀬した、 と 氏の 股 中に 映 じた 事が 確か 

に その 一原 因 だ。 しかし_„1?しも外部から之を^^慂する者が無かったらば、 氏 は竞に 動かなかった かも 

知れぬ。 それ は 多年 氏と 無 一 一の 親交あった 一 婦人の 感化に よるの だ。 

氏の 作に は 藤 史的の 物語が 多い が、 さすが は 古典に 造詣 深き 人 だけあって、 その 寫 して ゐる 時代の 

精神 を 能く 荐み 込んで 書いた もの だ。 恰も 其 時代の 人が 話したり、 考 へたり すると 同じ やうに 描いて 

ゐる。 これ は 特に 『クリオ』 と题 した 物語 などに 著しい。 この 中には ホ ォマァ 、ダンテ-シイザア、 

那破 翁と いった やうな^ 上の 大人物が 澤山 出て ゐ るが、 明らかに それと 分る やうに 書いた の はホォ マ 

ァと那 破 翁と だけ だ。 外の は 大抵 かすかな 影綺の やうに 出 來てゐ る。 いづれ も 作者が 素直に 其 時代 や 

の 信仰 S い： 想な ど をよ く 味 はった 上で、 それらと 現代 精祌 との 對照を 強く 現 はした ところに 特色が あ 

る。 

Ig へば 『ファリナ タ』 と题 した 對 話の 物語な どに も、 古代と 今人との 物の 考へ方 を 比較して、 その 

兑 おの； へ 十-く；. ii 反對 なと ころ を 昆 た點に 趣が ある。 言 ふまで もな く ファリナ タは ダンテの 『神曲』 地獄 


界 にある、 かの 興味深き 人物 を 取った の だが、 戰爭 に關 する その 說が 最も 面白い。 卽ち今 B ならば 或 

國の 人が 外國の 軍隊と 戰 ふの は^だ 立派な 事で、 內亂 なぞ は 決して 褒めた 話で は 無い。 ところが ファ 

リナ タの說 は 正反對 で、 かう 言って ゐる。 

しま ひ 

『吾等 フ 口 レ ンス 人に とって は、 爭を 終まで 仲 Si 同志の 間で やって 仕舞った 方が 善かった らう。 內 

亂 こそ は に 立派な ことで、 外人 を この 中へ 卷き 込む やうな 事 は、 出來 得べ くんば 避くべき 笞 なの 

だが、 …… 他國 との 戰爭に 至って は 決して さう では 無い。 或は國境の^2禦擴張とか或は商業發展の 

ためと かで、 外戰も 時として 有用で も あり 又必耍 でも あらう。 併し 先づ 概して 言へば、 こんな 卑し 

ぃ外戰 など を やって は餘り 利签も 得られす、 さりと て名譽 でも 無い。 聰明な 人なら ば 外 戰には 雇 兵 

を 使 ひ、 率ゐ るに 經驗に 富んだ 將帥を 以てする。 そこでよ く 小勢 を 以て 偉い 事が やれる の だ。』 

今と 昔と の 此對照 は、 無論 ダ ンテの 作な どで 全く！ られな い 興味 ある 點だ。 

E 里人の 近代 生活 を寫 した 短篇 集 『クラ ンクビ ィュ』 ( 一 九 〇 三年) は、 確かに 氏が 傑作の 一 つ だ。 

此 書の 表題と なって ゐる卷 頭の ー篇 は、 ssf 純で 而もよ く 人の 肺肝 を 突く やうな 鋭い 筆法で 行った もの 

街 を寶り あるく 靑物屋 の 老人、 これ は 元来 謹^な 男 だが、 非常に 繁華な 通の 或 店先で、 荷車 をと ど 

めて ゐた。 ぃま資 つた 葱の 代 惯を貰 ふの を 待って ゐ るので ある。 そこへ 巡 木 はが 來 て：： 十く 行けと いふ。 
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老人 は 小聲で 『ぉ錢 を 受取ら うと 思って』 とい ふが、 巡 木 は それにお 構 ひなく、 矢も循 もた まらぬ やう 

に 嚴命を 繰 返す。 そして クランク ビィュ を 『法橫 抗拒』 だと 言って 捕縛した 揚句に は、 官吏 侮 とい 

ふ 譯で法 {n の 前に 引きす り 出した。 勿論 老人に は； 史に覺 えの 無い 事 だ。 法官 は 可憐な 此 老人の 一一 一；：： より 

も 寧ろ 巡 茶の 斷言に 信 をお いた。 isn: 物屋の 老爺 はかくて 遂に 拘留 二 週 問、 罰金 五十 フランと いふ 宜吿 

を 受けた。 

さて 老人が 監獄から 出て a ると、 得意先 は 皆 他の 商人に 取られて しま ひ、 それに また 前科者と いふ 

ので 誰も 相手に しなくな つた。 益々 貧窮に 陷 つた その 揚句の 遂に 一策 を 案じた。 卽ち 前に 不 営に 

も處剖 を 受けた あの 通りの 文句 を 今一度 巡 1^ に 吹き かけて、 雨露 を 凌ぐ 場所 を 得ようと する。 ところ 

が 巡^ は 降りしきる 雨の なかに 街燈の 柱 に 凭れな が ら、 今度 は いくら 侮辱 を 受け て も 平然とし て 全然 

和，^^にしてeKれなぃ。 可憐の 老人 も かくて 竟に 百計 盡 くるに 至った とい ふ 筋 だ。 話 は簡單 だが、 現代 

社，^ の 缺陷を 諷して 痛ましく 人の 心 を 動かす ところに 妙味が ある。 

t::!:!^ ゆと しての "ii 史に信 を 措かない 人で、 その 說 はかう だ。 歴史 は 過去の 事件 を 書き表 はした も 

ので ある e 饼し 事件と は 何 だ。 著しい 事 實を いふの だ. I さらば 15. 一事 實が 著しき と然ら ざると は して 

誰が 決める。 それ は 史家が 勝手次第に 自分の 考で 決めたん だ。 それから また 一 の 事實は 非常に 複雜 

たる 紫 合性の もの だ。 歷 史家 は Ei^ して その 紫 合 的な もの を れたム くかく かとい ふに、 それ は 無論 出來 
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たあい 相談 だ。 從 つて それ を 摘み 剪り 手入れした 上で 吾々 に 示す ので ある。 更に また- 的 事 K は、 全. 

く 世に 知られない 種々 の 事 實 から 出た 最後の 結果で ある。 その 連鎖 を應. &M. 豕が 何う して 表 はす 事が 出 

來 よう。 

ブ  1^ の當否 は塹く 措き、 氏は此 論法で 同じ 懐疑 說を 三度まで その 著書に 述べ た。 過去 を 知らう とする- 

の は 到底 不可能 だ。 讀む 必要 ある 物 を 悉く 讀ま うとしても 駄目 だ) 氏が 此論を 次の 寓話に 託した のが. 

二度まで も 出て ゐる。 

若き 王子 ゼミ ィルが 父 王の 後 を： まいで 波斯の 王位に 卽 いた。 さて 阔 中の 擧者を 集めて いふ。 

『王者た る 者 もし 過去の 歷史に 通ぜば 過つ 事少 からん、 と はわが 師の敎 だ】 卿 等 わがた め. に 世界史. 

を 作り、 その {兀備 を 期せよ。』 

と" それから 一 一十 年 を 經て擧 者 は 科び 王の 前に あら はれ、 4-1 一頭の 賂駝の I 隊を 率ゐて 一 頭に 五 百 卷_ 

苑を 積み、 すべて 六 千 卷の書 を 王に 献 じた。 國 政に 忙殺 せられて ゐる王 は、 深く 學 者の 勞を 謝して 後 

『朕 は旣に 中^で ある e たと ひ老 ゆるまで 生きよう ともこの 浩潸な 歷史 は讀 めぬ。 之 を 短縮せ よ。』 

と 命じた。 それから またもや 精勵」 一十 年、 學者は 之 を 千 五 百卷に 約め て 王に 捧げ、 耍點は 毫も 省いて 

無い とい ふ。 王 は 


『さう であらう が 朕 <fr は 旣に 老いた a 更に 之 を 縮め、 出來 得る だけ 早く 仕上げよ。』 

と 命じた。 今度 は 十 年を經 てから、 學者は 一頭の 若き 象に 僅か 五 百卷を 積んで 持って来た。 王 は 

『まだ 不 4- 分 だ。 朕の 餘命は 幾何 も 無い。 更に 縮めよ。』 

とい ふ。 また 4；! 年經 つた。 今度 は學 者が 杖に すがって、 一匹の 驢馬に 大きな 書物 一 冊 を 戦せ て 持つ 

て來 た。 王 は 此時旣 に 臨終の 床に 在す、 と或官 人が 告げる。 王の 言 はるる に 

『朕 はい ま 逝く、 遂に 人 問の 歷史を 知らす して。』 

と。 老いた る舉 者の 答、 

『陛下よ、 K:: な、 臣 これ を 約め て 三 語と なさん。 曰く、 生と 苦と 減と。』  . 

フラ ン ス 氏が 研究家と しての 偉大なる 天賦 を 有しながら、 歴史家たら すして 小說 家と なった 所以 は 

卽ち ここに 在る。 

以上い ふ ii 史に對 する 疑 は、 よく 氏の 懐疑 的 性質 を 代表した もの だ。 科 樂宗敎 政治道徳 等 あらゆる 

方面に 於て、 氏は懊 疑の 人で ある。 これ は 『H ピキュ ラスの 園』 『わが 友の 書』 などに 於て、 明らかに 自 

分の 口から も吿 白して ゐる のみなら す、 他に 作 中 人物の に隱れ て此懷 疑說を 吐いた の は 甚だ 多い ゥ 
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今から 殆ど 四 年 前卽ち 一九 〇 四 年 十一月の 或 夜、 巴 里の トロ 力， テロで 氏 は朗讀 演說を やった。 此時 

ブラ ン デス 氏も聽 衆の 一 人で、 當 夜の 印象 を 趣 ある 筆で 書いて ゐる。 フラ ンス氏 演說の 一 節に 極 束 問 

題. V 論じた ところが ある。 例の 皮肉な 離 刺で 黄禍 論を說 いた あたり は、 我が 國の讀 者に 最も 興味 あら 

うと 思 ふから、 そこ だけ を抄錄 する。 氏 は 歐洲と 東亞-との 關係を 論じて 下の やうに 言った。 

『支那に 可 か騷 動が 起る ごとに 欧洲 列國は 軍隊 を 派遣す る。 一 國が獨 立で やる 事 も あれば、 數ケ國 

聯合の 場合 も ある。 そして その 軍隊 は窃盜 暴行 狡戮 放火な どの 手！^ を 用ゐて 秩序 を 恢復し、 砲火 を 

以て 國を鎭 める の だ。 

『武力な き 支那 人 は 防禦 はしない、 また 爲た ところで 駄： H だ、 易々 と^されて 仕舞 ふだけ だ。 彼等 

は 丁寧で 禮に 厚い、 併し 吾々 は 彼等が 歐洲 人に 對 する 好意 を缺 くと 言って 非難す る。 卽ち 彼等に 對 

する 吾々 の 苦情 は、 恰も， テュ セ イリ ュ 氏が 大 猿に 對 する 苦情 も 同様で ある。 

『ギ ュ セ イリ ュ 氏が 牝の大 猿を擊 つた。 擊 たれた 猿 は 胸に しかと 子 猿 を 抱きしめて 死んで 仕舞つ 

た。 そこで 子 猿 だけ を 無理 に 母の 腕から 離して、 それ を歐 洲で賣 るた め 亜 弗 利 加 を 通って 遙々 と W 

つばって 來 たが、 これが 卽ち 正當な 苦情の 出る もとであった。 猿 は 毫も 狎 付かない。 狎 付いて 生き 

ん より は 寧ろ 餓死した 方が よいので ある。 餌 も 喰 はない の だ" そこで 彼 はかう いった。 性質の. 惡ぃ 

奴 だから 何う も 手に 合 はぬ" 


f 此 人が 若し 猿に 對 して かかる 苦情が 言へ る ものなら、 吾々 も 支那 人に 對 して 苦情 を 言って よから 

う。』 

フラ ンス氏 は 進んで 歐 洲に對 する 荧禍を 論じ、 これ は 亞細亞 にと つての 白禍と は 比較に たらぬ i 喝 

破した。 黄：^人は巴里、 倫敦、 聖彼 得傻な どへ 未だ 曾て 佛敎の 宣教師 は 送らない" 黄人の 軍隊が 佛國 

に 上陸して ュ m 外法 機の 地を耍 求した こと もない。 また 東鄉- 大將が 艦隊 を 率ゐて 我が 國に來 り、 n 佛貿. 

屡 を 改善 せんた め. フレ スト 軍港 を砲维 した こと も 無 いんだ。 優れたる 文明と 道 德とを 名と して.、 エル サ 

ィュに 火 を 放ち、 或は ルゥ ヴル より 搶齧を 奪 ひ、 磁器 を H リゼ ィ王宫 に 取って、 之 を is- 京に 運び去つ 

たこと も 更に 無い の だ" 

フラ ンス氏 はこの 分り やすくて 而も 反語 的な 論調で、 頻りに 聽 衆の 心 を 奪った。 演說を 聞いて ゐる 

の も 勿論 面白い が、 聽 衆が 之 を 耳に して 心大 に 動き、 熱心なる 賛同 を以 て 傾聽 する と ころ を兑る の も 

亦 甚だ 興味が あつたし 

氏の 一一 i 一 I； がかくまで も 深く II 衆 を 動かす の は、 その 辭 句の いかにも 巧妙な ための みで は 無い、 フラ ン 

ス其 人の 人格の 力で ある。 作家の 背後に は 『人』 が ある。 大 なる 作家の 背後に は 勇猛な 『人』 が ある。 氏 

の講演も文^11ャも、 すべ て 最もよ く此 laiiHa を 示した ものである。 


- ~ 270 


^  (散文詩) 


—— マ ル セル • シュ ヲブ作 —— 

シン =-ァ  K おんき やう  ， 

Sic;Ha の 沃野、 海より 程遠から ぬと ころ、 美しき 巴旦杏の 林 ありて、 そこに 年經 たる 黑き 石の 床 

あり。 むかし 牧人 はいつ もこ こに 座 をお めたり。 

こまかき 燈心 草に て 造れる 螳の 籠と、 魚 を 入ろ るが 常なる 籐の 籠と は、 眞近な る樹の 枝に 懸 りぬ。 

石の^^£に眠れる女、 足を絲 にて 德ひ、 頭 は 尖りた る 赤き 藁の 帽に隱 したる が、 歸 り來ら ざる 牧人 を 

獨り 待ぬ わびぬ。 

牧人 はかって 手に. m 蠟を 塗りて、 しめりが ちなる 叢に、 _盧 を 摘まん とて 出で 行きし なり。 かれは f.;- 

もて 七つ の^を 造らん と 欲しぬ、 パァ ンの 神が 敎 へし 如くに。 

時 七つ を 過ぎて、 先づ 第一の 調 は、 いま 眠れる 女の 眺め ゐ たりし、 黑き 石の 床に 近く 震 ひ 起れ り。 

その 響 は 近く 淸く、 銀の ごとくな りき。 

更に また 七つの 時を經 ぬ。 日影 うらら かなる 野 を 過ぎて、 第二の 調 は ひびきぬ" 樂 しき 黄金の ひび 

气 

時 七つ を經る ごとに、 け ふ 眠れる 女 は、 新， き 笛の 調、 一 つづつ を 聞く こと を 得たり。 
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さ て 節； 二 の 調 は 遠く、 また 鏘然た る鐵の 響の ごとくに 荒々 しかりき。 

竹：^^ の は、 更にな ほ 遠く 深く ひびきて、 靑 銅の 音に も 似たり き。  . 

^五の は 切れぎ れの斷 音に して、 錫の 器の 昔。 

され ど^ 六の は、 鈍りた る、 忍びね の 冴えざる ひびき、 さながら 網に つけたる 鈴の 錘の 打ち合 ふが 

ごとし。 

^七の 調 を こそ、 け ふ 眠れる 女 は 待てる なれ。 され ど そ は 遂に 響かす。 

B は 白き 霧 もて、 夕闇 は跑 墨い ろの 霧 もて、 また 夜 は 紫紺の 霧 もて、 巴旦杏の 林 をつつ みぬ。 

恐らく 牧人 は、 光明の 海の 濱邊、 暮れ行く 夜と 歳との かげに、 第 七の 調 を 待てるな らん。 

牧人 を 待てる 女 は、 また 黑 き 石の 床に 坐して、 眠に しづみ ぬ。 

 Marsjl  Schwob の 散文詩 集 -Mimes* のうち XI  L£  six  notes  de la-  a£;e の譯 
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平和の 勝利 

俗衆が 『流行』 と 名 づける 一 切の ものに 超然た らんと する 私 も、 人な み 人 マ 度の 流行 感冒に は 襲ら れ 

た" 製ら れた どころ か 十-ばの 髙埶- "に惱 まされて、 十日 餘りを 床上に f "いたの は 我ながら 心外に 思 

ふ。 その あ ひだまけ なかった 曰 記帳 を 見る と、 幾 m かが 餘白 として 殘 つて ゐる。 」i ^を 上げた 日に 平和 

の 報 を 聞いて 餘 りの 嬉し さに、 感想の 二三 を その 餘.！ ：！ に 書きつ けようと て维を 執る。 まだ 腰が 痛くて 

机に 凭る こと もなら す、 苦しい 胺這 ひの 儘で。 

久しく 暗瞻 たる 戰 雲に 鎖され た 歐洲の 一角に、 突如と して 一道の 光明が 認められてから 問 もな く、 

そこに は 世界の 人々 が 待ちに 待った 女神 『平和』 の 美しき 姿が 現 はれた。 倫敦は ダウ -1 ングの 街頭に 

害び 狂へ る 群集 ありと 聞けば、 我 も提燈 行列と やらに 狂奔して 見た くなる。 光明が 暗黑 を、 正義が 私 

愁を、 秩序が 擾亂 を、 自由が 專制 を、 心地よ くも 拂 ひのけて 現 はれた 此 『平和』 の 勝利 を 見て、 誰か 

狂喜し ない 者が あらう か。 
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株式相場 を 人生の 最大 事と 心得、 領土 擴張、 利 權猜得 を 民族 生活の 至上の 幸福と 心得て ゐる 者が あ ； i 

る。 彼等 は 世界 戰亂 とい ふ 文明の 破壞、 人 問 屠殺の 慘劇を よそごとに 23- る は 愚か、 これ はまた 『何ん 

てきが 好 いんで しょ』、 機に 乘 じて 私腹 を 肥す はま さ に 此時ぞ と？ み 立 つ た" そ のく せ 正 (us に 先進！； の 

商工業と 競爭 する lal 力 もなければ 勇氣 もな く、 戰 前に は 氣息奄 々たる 連中であった" 平和 は 成るべく 

i いが 好い、 もう 一 一三 年も戰 (辛が 長び けば 配當 もうん と 瓶え よう、 この 上：！； 本 は まだまだ 金が 儲かる 

もの を。 さう いふ 察 を 言って、 此 平和の 吉報に He を^め てゐる 火事場泥棒が、 どこか 北 ハ邊に S やしな 

いだら うか。 血 を 見て 微笑む は 悪魔の こころ。 彼等 は 人類 共同の 敵で ある。 

今は何蔡にも速^^：站 一 の 世の中 だ。 戰ゅ もさう だ。 昔の 鐵 砲で 十 發 打つ に、 今の 機關 銑で は 百 

發千發 を 打つ。 從 つて 同じ だけの 時 ii に與 へる 戰爭の 慘害は 昔の それに 十. 仆" 百倍して ゐる。 僅か 叫 年 

や k;: 年間の 戰 といへば、 昔から -胺 史上に 前例 は ざら にある。 然し 現代の 戰爭 の破壞 力が 敏速で あり 

猛烈で ある だけに、 今の 四 年 五 年の 戰は 昔の 五十 年 百年の 戰 よりも に 恐る ベ き 慘害を 人類に 與 へ 

る。 殊に その 规 校が 大きくて、 世界の あらゆる 强國を 災禍の 渦中に 捲き 込んだ 點 から 曾 つても、 この 

. 度の 戰亂は 人 問の 歴史あって 以来の 最も 悲惨な、 最も 不吉な、 そして また 鼓 も 馬鹿げた 現象で あつ 

た" 

さう ハふ戰 が 今 終った。 否 な少 くと も 終結に 近い 所まで 漕ぎ着けた。 あれ だけの 大きな 核 牲を拂 ひ 


ながら、 今 もな ほ 永久の 平和に よる 人 問 生活の 根本 改造に 氣附 かない ほど、 人類 は 愚かな 動物で はな 

い 害で ある。 若し ほ^かな 者が ありと すれば、 私利 私愁に 目が 眩んで ゐ るからで ある。 此戰 によって 內 

生活、 思想 生活に 與 へられた 貴き 敎訓 に氣附 かすに ゐ るから だ。 

獨 帝の 蒙 塵 は 一 篇の 悲劇の 大 團 圓を 見る やうで 面白い。 自己の 滿々 たる 野心に 驅られ て中歐 大帝 

阈 の 建設 を 夢想し て 、 事 遂に 成らす。 最初 先づ 自分が 牢屋 に 叩き込ん だ 社會黨 首領 リイ プ クネヒト 

を、 やがて 四函の 狀況に 迫られて 釋 放し、 今度 は 逆にせ ハリイ プ クネヒトから 退位 を耍 求せられ た あ-の 

いきさつ 

前後の 經緯 なぞ は、 派手 やかな スコットの 筆に でも 寫 されたならば、 さぞ 面白い 歷 史小說 になら う。 

同じ やうな 事で も、 露 西亞の B マノフ 王家の 末路 はよ ほど 趣 を 異にして ゐた" 皇帝 一一 コ ラスの 境 遇 

や 態度が 然 受動的で あり、 その 性格が 詩人 的であった ために、 陰森赛 慘の氣 全幅 を蔽 うて、 主人公 

が沒 落まで 行く 間の 事件の 進 行に も 戯曲 的の やまが 少しもなかった。 之 を 描く に は、 どうしても 矢 

張り 露西亜 近代 作家の 寫實 的な 挚に 待たねば ならぬ やうな 氣 がする。 

獨帝设 後の 悲運 は 決して 彼の 力量が 足らなかった からで はない。 また 必す しも 獨 逸の 國 力が 世界 を 

敵と する に 不十分であった からとの みは 言へ ない。 如何なる 英傑の 力 を 以てしても 如何と もし 難き 時 


代 精祌の 力が 然 らしめ たの だ。 いつも 政治 外交 經濟 などの 表面的 事實の 背後に 勖 いて ゐる^ 押た る 思 

潮の 大勢が 然 らしめ たの だ。 

1 將功 成って 萬骨枯 る。 戰 場に 花やかな 功名 を樹 てんとす る 一 人の 英雄の 前に、 千 人 萬 人が 跪いて 

我が身 を 捧げた の は 昔の 浪漫的 時代の 事であった。 前世紀の 偶像 破壞、 幻影 消滅の 自然主義 時代 以後 

に は、 英雄と いふ ものの 存在の 眞 意義が 根本から 無くなって ゐる。 個人 銘々 の 自我の 覺醒に 伴うて、 

昔の 人の 心に あった 英雄 崇拜の 淺夢は 拭 ふが 如くに かき 消された。 今 は 一 人の 英雄の 寨業を 千 入お 人 

の 凡人が 爲てゐ る 時代で ある。 民本主義の 優勢 は 他の 一 面から 言へば、 十 萬 百 萬の 群小 衆 の 方が、 I 

ジンギスカン 

人の 英雄よりも 遙 かに カ强 くな つた 事 を 意味す る ものである。 たと ひ 成 吉思汗 や シイザア や シャル レ 

マン ゃ那翁 ほどの BR でも、 若し 現代の 如き 時代思潮の 前に 立た しめたならば、 恐らく あの 半分の 仕事 

さへ も 出来なかった だら う。 之に 反して 若し 獨帝 をして、 たと ひ 中， 封建の 世で はなく とも、 せめて 

は 前世紀 浪漫主義の 勃與 時代た る那 翁の 頃に 出で しめたならば、 一 度 は歐洲 大陸 だけ を席卷 する か、 

或は その 宿望であった バ グダ ッ ド， 们林 連結 鐵 道の 半分 位は實 現し 得た であらう に。 『鳴 呼 もし 世が 世な 

らば』、 これが 恐らく 英雄 王維廉 I 一世の 最後の 嘆きの 聲 ではなから うか。 

獨帝は その 祖 〔4" 維廉 一 世が 帝業 を拓 いた 頃の、 まだ 浪 m 主 義 全盛期 を 距る遠 からざる 時代 を 夢み 

てね たのが、 彼のた めに は 千慮の 一 失であった。 、王戰 派の 頭目た る 皇太子 も 亦 極端， なる 那 翁お _^拜 者で 
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あつたと いふで はない か。 その 腦 裏に こびり 附 いて ゐた唯 この 一 つの 時代錯誤 のために、 彼等 は 遂に 

令 日の 悲境に 陷 つた。 聰明な りと 云 ふ 英雄 王 も、 案外に 目の 見えない 氣の 毒な ものである。 

歩が 金に 化けた の を 成金と 云 ふなら ば、 獨 帝の ホォ H ンッ オレル ン 王家の 如き は、 大名が 成り上が 

つた 『成 王』 と 言 ふべき もの だ。 もとは 高が 知れた ブラ ンデン ブルクの 一 選舉侯 ではない か。 そして 

此 度の 悲運 も 身から 出た 錡 だと 思へば それまで だ。 そんな ものが 亡びた とて 覆 願った とて 別に 驚く 

にも 足らな 5, が、 塊 多 利の ハァ ブス ブルク 王家の 末路に 至って は、 あれ は 何とした こと だ。 も祌聖 

羅馬 帝國の 正系 を傳 へて、 欧洲の 君主のう ち 一番 系圖の 立派であった 王家の あの 憐な 最後に は、 さす 

がに 人の 淚を誘 ふに 足る ものが ある。 

ロマノフ 王家と い ひ、 ハ ァ プ ス ブルク 王家と いひ、 また ホォ エンツォ レ ルン 王家と い ひ、 それらの 

§ な 末路 を 見る につけても、 わが 同盟 國 たる 英國の ヰ ンザァ 王家が 使 然として 民本主義 の 上に 立つ 

て、 歐洲に 於け る 最も 光雠 ある 王統で あらせられる 事 は アン グロ  ，サ クソン 民族の、 今 もな ほ 昔の 如 

くなる 隆運と 光榮と を象徵 する ものの やうで、 如何にも 貴い。 

平和 は 嬉しい。 しかし これが 若し 萬が 一 にも 中歐 側の 勝利に 歸し たか、 或は 五分五分の 引分けに で 

もな つて 出来た 平和であった ならば 奈何 だら う。 その 結果が 思想 上に 與 ふる 惡 影響から a て、 人類の 

不幸 は戰爭 そのものよりも なほ ー曆 甚だしかった かも 知れぬ。 今更 事新しく urn ふまで もな く、 今度の 
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戰亂は 思想 上から： れば、 人類 進歩の 前に 横た はれる 危險 思想と 目すべき 專制 主義、 利己的！： 家主 

義、 武力 萬 能 思想に 對 して、 民本主義、 叫 海 同胞. 王義、 平和 思想 を旃 幟と する ものの 戰 であった e 若 

しこれが 獨逸 側の 勝利に 歸 して 居たならば、^ 界の 人心 は猶暫 らく はかの 保守 頑冥の 舊 思想 危險 W 心 想 

に 執着して、 武力 を 信じ 侵略 主 蘧を調 歌す る 者が 多かった であらう。 現に H 本 なぞに は獨 軍の 戰 場に 

於け る 優勢 を諧 して、 獨逸は 偉い、 どうしても 阔 として 立つ に は あの 態度に 限る、 敵ながら も 感心 

だ なぞと 馬鹿な ia! を 言って ゐた普 移 西 文明 心醉の 徒が あつたで はない か。 そして 英米 系統の 健全なる 

E わ 想 を 目して、 あべ こべ に 之 を危險 思想 視 し-て ゐた者 さへ 多かった の は事寳 ではない か。 

然し まあ 好かった。 聯合 側の 勝利に よって 世界 は 文明の 逆轉 退歩から 免れ 得た の だ。 かくて こそ 世 

界の 人類 はま さに その 進むべき 正しき 方向に 向って 進み 得られる。 m ぬうて ここに 及べば、 この 芽出度 

き 平和に は 平和 以上の 大 なる 喜びが ある。 

わたくし は 支那の 思想 史に 何等の 造諧 ある 者で はない。 しかし^お にして 若し わたくしの 一知半解 

の 言 を 許さる るたら ば、 かの 戰國 時代の 思想家 墨 子が 非 攻篇に 述べた 所說の 如き は、 立派な 近代的の 

平和 W し， 想で はない かと 思 ふ。 それに は 現代の ソォ シャ リズ ム の 色彩す らも ある、 と 西 人 は 評して ゐ る"" 


しかし Ml より 東洋の 事 だから、 墨 子の 兼 愛 交 利の 說は 禽獸に 等し なぞと 途方もない 事 を 首って、 誰も 

相手に しなかった。 孔孟の 說に對 して これ は 外道 扱 ひされた もの だ。 西洋で も大折 =韓11 の 永久 平和 論 

が 出た 時代に は、 政治 上に 何等の 寶際的 影響を及ぼさなかった。 あれ は 折 n 舉 者の 寢 一一 一一 n か 空想ぐ らゐに 

多數の 俗衆 は 思って ゐ たの だら う。 それが 前世紀の 末から は歐 米に 於け る 平和運動 となり、 微力な が 

らも 海 牙の 仲裁裁判の 形 を 取る に 至った。 日本 も 勿論 赞 成して、 あの 裁判所の 建物に 壁掛の 織物 か 何 

か を 寄贈した やう だが、 サ アベル 萬 能の 迷信 を脫し 得ない 國 民全體 は、 裔は 甚だしく 此 平和 思想に 對、 

して^^淡極まるものでぁった。 日淸 n: 露の 大役に だいぶ 純益が あつたと いふので、 まだ 武力 萬 能の 迷 

夢から 醒め 得ない のであった。 戰爭を すれば 國が榮 える ものの やうに 思 ひ 込んだ の だ。 稀に 平和 論 を 

唱 へる 人で も あれば、 意 氣地 なしの 腰 拔か何 かの やうに 呰が 嘲って ゐた" 私の 友人に 某 博士と 稱 する 

男が あった。 其 男 は 幅 子の 下に チヨ ン 髢を隱 して ゐ るかと 思 はれる 程、 頭腦の 古い 男であった。 わた 

くしが 外遊 中に 永久 平和 論の 事 を 彼に 話した 時、 彼 は 罵って 言った。 馬鹿な、 そんな. 事が 出來る もの 

か、 s 想 だ。 ぢっ とかう して 息 だけ 爲 して ゐりゃ { 仝氣 中から 食. 物が 吸 取され る 時代が 來る だら-つと la 

ふの も！： じだ。 ^一  日本の やうに 小さい 國は 奈何す る。 さう 言って 彼 は 永久 平和 說を  一？^ に附 した。 

こんな 5?^ なぞ はどうで も奵 いが、 世界平和に 對 する 日本人 多 數の现 解 は、 先づ ざっと 此 程度の もの も 

のかと 思 ふと 心細い。 
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否な 日本ば かりで はない、 欧洲 人 も 矢張り 左様で あつたれば こそ、 今度の 大_啤 は突發 したの だ。 問 

戰 以前から 此 平和 思想に 最も 熱心な の は 米！： であった。 極端な ス $g 對 平 和の 空想 說を すら 信す 

る 人の 多かった 米 國 が、 最後に f« 思想 打破 のために 劍を拔 いて M と 今次の 大戰亂 も 終を吿 げた の で あ 

る。 

かうな つて 兑 ると 平和 遝動は 旣に 軍なる 思想 問題の 域を脫 して、 ff; 際 上の 政治問題 にたって 了つ 

リイ グ .ナゲ*ネ イシ ヨン ズ 》• ィゲ ェンフ ォォス ，ビ イス  』 1: ？ u-rjtj 

た" 英來が 熱心に 投 i? して ゐた國 際 聯 盟ゃ 平和 强制 同盟な ど、 世界 永遠の 平和 策が 講和 談 

钊 の 俊 も 重要な 部分 を 占める 155- になった。 つい 此 問 まで 人 切 庖丁 を 二 本腰に さして ゐた 日本人、 そし 

て 今まで 此 系統の 思想に 最も 冷淡に、 殆ど 全然 無理解 無頓着であった 日本人が、 今や 後れ馳せながら 

時運の 大勢に 强 ひられ、 此 四海同胞 主義に 基づけ る 永久 平和の 問題 を眞 面目に 研究し なければ ならぬ 

時が 来た。 ま那 (或は 露西亞 も) と 云 ふ、 何だか 將來の 巴： 爾粋牛 島の やうな 列 國競爭 の 地に 接 壊して 

ゐる だけ、 日本に とって 此問题 は 一 翳 W 難な 重大問題 である。 英米の 政治家と ちがって 少しも 思想家 

としての 色彩な く、 跃 引と 巧智 との ほか 何もの を も 知らない 我が 國の 政治家に、 百^^餘年前韓阖が提 

唱 した 此 思想 上の 大 問題が、 して 现 解し 解決し 得られる だら うか。 米國に は、 eJHfq; にして 理想主義 

の 政治家た る ヰルゾ ンが ある。 佛蘭 西に は 偉大なる 愛！； 的 理想家 タレ マン ソォ がー 國の 宰相で ある。 

そして 英國に は、 文^の 士 として 優に 丁冢 をた し、 かの ベルグ ソンの 說に 批評 を 加へ る 程の^ 舉者バ 


ル フォアが 現在の 外務大臣で ある。 日本の 政界に は 誰が あるか。 

巧 人よ、 平和 S 想が 史上に 現 はれた 例と して 色々 の もの を擔ぎ 出す。 うんと 古い 所では 約 二 千 五 

百 iji. 前の 希 t 時代に、 十二の 國 民が デル フ アイの 神殿に 奉仕す る 宗敎的 意義 を 有って ゐたァ ンフ イノ 

ティ オン # 議を擧 げたり、 また 希職羅 馬の 文獻に 見える 片言隻句 を 拾 ひ 出しな どして ゐる。 が、 古 

くして 而も 立 1^ な 思 和- 體系 を存 つて ゐた點 から 言へば、 it りながら 東洋の 墨 子の 說の 方が 紅毛 碧眼の 

人た ちょり は、 やっと 先 K である。 具體 的の 事實 として は、 遙 かに 後れて 十六 世紀末に 於け る 顯理四 

世の 平和 司盟案 や、 或は ユウ ト レクト 條約當 時に 出た 同盟 案な ど を擧げ るが、 何れも 皆 言 ふに 足る 程 

の ものではなかった。 これが 眞に 西洋で 大 思想家の 考察に 入った の は 矢張り 韓圖 以後の 事 だら う _】 

近^^ 學の 開祖 韓圖 が、 十八 世紀末 戰亂の 慘狀を 目撃して 書いた 『永久 平和 論』 が、 約 一世紀 を隔 

てて 大西洋の かなたに ヰル ソンの 政策に なって 現 はれて ゐる ところに、 思想界と 實際界 との 極めて 興 

睐 ある 交涉が a られ る。 理想主義の 濃厚な 色彩 を帶 びて ゐる 米國の 政治家 は、 此 哲人の 思想 を 遂に 世 

界 政策の..^ に 持ち 來 した。 はじめ 衆愚に よって 空論な り 迂遠な りと 嘲られた 大 思想 は、 十 年の 後、 百 

e- の 後、 寺て. 或は 千华の 後に 於て、 或 犬なる 外的 事件と 自然が 促す 氣 運と に觸れ て、 それが 遂に 现實 
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5^^^た運動となる。 これ は藝術 {豕 レオナルド *ダ， ギン チが 四百 年 以前に 旣に考 へて ゐた 飛行機が， 二  ^ 

十 世紀のへ r 日、 實戰 上の 最大 武器と なって 立派に 寶 現せられ てゐる 事よりも、 更に 驚くべき 文明. s.^ 上 

の 事" 接で はない か。 英國の 詩人 テ 一一 ソ ン がその 名作 『口 ッ クスリ 館』 のうちに 明らかに 飛行機 を豫言 

し、 is: 時に まな 

1- に 11 the  wilr-(h.um  thj-oblyd  no  longer,  aiul tl5  kittlc-flafjs  wcro  furl-ll 

MP  thii  parliament  of  man,  the  IFCdcra-ticu  cf  tho  wcrld. 

眾玆は 鳴り を靜 め、 5* 旗 は 捲 かれぬ、 

人類の 議會、 世界の 聯合 遂に 成る。 

と 歌った の は、 今より 八十 年 前：； 十く も旣 に 彼 が 燃 犀の 詩 眼 に 映 じた 國際 聯盟 の 豫言 ではなかった か。 

新閒雜 誌の ほか は 平素 文羅 齊 竹舉 書の 一 冊も繙 かす、 ただ 股 前、 送迎 遑 なき 軍事、 政治、 外交、 經濟 

の 上つ つらな 事實 だけ を： 0^ て、 根抵に 深く も 潜める 思潮の 進 轉に思 を 致さない 淺 薄な 實用的 人物の 如 

き、 令 H に 於て は 旣に新 代 時の 新 生活 を 語る 資格な きもので ある。 

議決せ， f して 將に 閒 戰 しょうと する 兩^ 民が、 共に 興ハ おし 切って 眞赤 になって ゐる。 一 寸 した 事 

件から それが 爆發 して 一た び 火盖を 切った が 最後、 引く にリ かれぬ 破目に なって 遂に 屍 山 血 河の 慘剌 

を？ ゆする。 これが 戰-爭 の 常態 だ。 だからその廣赤になって今火^^！！^を切らぅとする矢先、 横 合 ひから 國 
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際 裁判 か、 仲裁 か、 或は 之 を 制する 他の 方法 を 以てして 一時 その 氣 勢を拔 きさへ すれば、 武力に 訴へ 

すと も 済む 場合 は §w 際 甚だ 多い。 現に 數年 前、 一 時 甘 木々 一 一 國の關 係 か 急迫した 折な どに も 之に 類した 

事が あつたと 聞く が、 危機 一 髮と云 ふ 其櫞を 逸せ しむべく、 多くの 第三者が 共同して 何等かの 方法 を 

if しさへ すれば、 それで 雙 方と も劍を 鞘に 納めて、 事 は 意外に 落着す る 場合が ある。 平和？ 1； 制 同盟 や 

國際 聯盟な ども、 耍 する にこの 熱し 易く 冷 め き 群衆 心理の 作 W を 利用しょう とする ものに 外な らな 

い。 八 r 度の 大戰 (平 も. その 動機と なった もの は 巴： 爾幹 半島に 突發し 一  小事 變に 過ぎなかった が、 あ 

れが 遂に 幾千 億 萬の 財 帑を费 消し、 千有餘 萬の 人命 を 損 ふ^ 界的 悲劇に ならう と は、 開 戰の當 時！ ^\洲 

め 政治家 は 誰 一 人と 雖も考 へて ゐ なかった のが i^H 貧 だ。 

群衆 心理の 研究で 廣く 日本に 知られて ゐる佛 蘭 西の ギュ ス タァヴ *ル* ボン は、 今度の 大戰に 就いて 

新著 『戰爭 の 心现』 を 公に した。 その 屮に 大戰爭 の 根本に は 三つの 內的 素因が ある 事 を 論じて ゐる。 

坑 一 は 生物 舉的 素因、 ® ち 飢餓 欲望に 促されて 起り、 第一 一に は 感情的 素因、 卽ち 憎悪 貪 _^な ど" 第三に 

は 祌祕的 素因、 卽ち 如何に 知性の 發 達した 人に でも 免れ 難い 推理 以外の 力が あって、 今度の 戰 ゆの 如 

きも {§ この の もの が 最も If を なし てゐ ると 一一 一一" つ た (辆， ^J- 腿鄉 SD。 此 神秘的 素因 を E 盟內 の 

访； 二者が 共同の 武力 または 經^€ 的壓迫 によって 取 除か うとす るの が、 心 现狀 態から 兑た國 際 聯盟 の 目 

の 着け どころ だら うかと S 心 ふ。 それでも 構 はす 火蓋 を 切る ものが あらば、 同盟 の 第三者が 巡 W 一の 役 


.IE を勒 めて 之に 共 R の 制裁 を 加へ ようと 言 ふ。 聯盟の 主唱 者た る 英國の 前 外相 虞禮 子爵の 言葉 を 借り 

て 一一 一一：： へば、 『此點 に 於て 各の 國家は 自ら 主樯を 制限して 聯盟の 義務に 服從 す』 る 必要が 出來る わけ だ。 

人と しても！： としても 利己主義 ばかりが 盛んな 今の 世界 文明の 進度で は、 富 際 t= ^だ 姑息な これ 位の 事 

より 以上 は出來 ない ので あらう。 

ゅ界の 大戰を 終へ た 今にして 始めて、 ひしひしと 人々 の 胸に 思當る 一事が ある。 それ は 外で もな 

い。 前世紀 末から 今世紀の 初に かけて 歐 洲の視 聽を聳 てた 名著 ブ B ッホの 『未來 の戰爭 』 や、 ノォマ 

ン *  二 ンゼル の 『大 なる 錯覺』 に 現 はれた 戰パザ 不可能 論で ある。 卽ち 今日の 如く 交通 機 關の發 達した 

時代、 外交 經 f れ關 係の 複雜な 時代に 於て は、 對等國 の 問の 戰 はた だ雙 方の 自滅 を 招く に過ぎない。 一 

1: の 利益と な る ベ き 昔の やうな 戰爭は 不可能で あると いふ 論であった。 所が 問 もな く 今度 の 戰爭が 突 

發 したので、 それ 兑 たこと か、 H ンゼ ルゃブ B ッ ホの說 は {4： 論で あつたと 言って 多くの A 、は 冷笑し 

た >  しかし 今と なって 世界 大戰の 結揚を 見よ、 講和 會議 がた とひ 如何なる 結末 を 見ろ にもせ よ、 また 

非併合非賠償と民族^！！！決主該が奈何なるにもせょ、 あれ だけの 生命 財産 を蕩盡 して は、 差引勘定の 上 

に 交 戰國が 何等 i£ ると ころの な いのは、 十分 寳の 上に 證明 された ではない か。 あんな 慘劇を 演じ 損 

寄を& うてまで、 プ a ッホゃ H ンゼル の 所說を 確かめる S 驗を、 御 丁寧に も演 つて 見た ことかと 思へ 

ば、 利 巧 さうな 西洋人に も 似合 はない ffi^i な 事 をした もの だ。 が、 そこが 卽 ちル， ボンの 所謂 祌 W 的ホ 
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因の あつたと ころで、 今と なって は 彼等と 雖も 後悔す る 外 はない ので ある。 

この 幻滅 時代に、 己れ の 英雄的 功名心に 驅られ て開戰 しょうと いふ 程まで 時代 後れな 誇大 妄狂 も、 

さう さう は 出 もしまい。 また 開 戰を大 なる E 非惡 なりと する 觀念 も、 日  一 nz と 深く 世界の 人心に 泌み込 

んで 行く。 これ はかの 獨 帝の やうな 男で さへ、 如何に 苦心して 開 戰の責 を 英國に 塗り 附 けようと した 

か を 見ても 明らかで はない か。 かくの 如くに して 戰爭の 原因が 漸次 少く なって 行く 以上、 永久 平和の 

大 理想 を 地上に 竄現 する 事 は、 必す しも 空中 樓閣の 類で は 無い と 思 ふ。 

一 口に 愛國 心と 言っても、 その 發 達に は 色々 の 段階が ある。 最初 は 先づ他 固に 對 して 無闇に 好戰的 

態度 を 執り、 從 つて 尙武 思想 を 中心に した 極めて 幼稚な 野發 時代が あり、 次いで は 利己的 國家 主義 卽 

ち Q ら 富み 自ら 榮ぇ、 自らの み 威張らん とすろ 時代。 自國 あって 眼中 他の 國家 なき は 二者 共に 同じ 

い。 最後に 最も 進歩した もの は 自國を 愛する と共に 他國の 利益 を も 尊重 せんとす る愛國 心、 換言 すれ 

ば 他國を 重ん する 事に よって 自 國を大 にし、 自國を 益 せんとす る 愛國の 精神 だ。 卽ち コラム ビア 大擧 

のバ トラ ァ總 長が 所謂 『國際 的 精 神』 の 上に 確立 せられた 愛國心 であらねば ならぬ。 かの 幼稚な 

、ン ョ オギ 11 ズ ム ゃジ ン ゴ オイ ズ ム の 如き、 旣に 遠い 遠い 過去の 時代に 屬 すべ きもので、 こんな もの を 

現代に 高唱 するな ど は、 十字街 頭に 出 匁 鹿 丁 を 振り 廻 はすよりも 危險 な藝當 である。 自ら 大な らんと 

して 却って 自國の 衰滅 を 招く 外な き 事 は、 獨 逸が 旣 にこれ を 事實の 上に 證 明した。 愛 國の眞 精神 は 慾 
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^^^^爺の^：女想でもなければ、 田舍 者のお 國自^ でもない。 

嘗て 丁 妹の 文藝 批評家 ブラン， テスの 平和 論 を讀ん で、 その 一節 を 令 も 摘記 憶して ゐる。 それ は、 個 

人と 個人との の (サ議 解決の ために 遠い昔から ハ仏 はれて ゐた 決闘と 云ふ錢 行が、 近代の 文明！！ に 於て 

は 全然^ 止されて 了った ではない か、 人に 正義の 思想が 發逹 すれば 國と國 との „ぱ の 決闘 も、 個人 問に 

於け る と 同じく 之 を 除去し 得る 日が いっかに は來る だら う、 とい ふ 意味 の 語であった。 決鬪は 無く て 

も 漢を取 押へ る 巡 木：？ に 武器の 必耍が あると 同じ 意味で、 永久に 陸海 軍の 必要 は 勿論 ある だら う * 唯 

それが、 今までの 陸海 軍と は 甚だしく 存在の 理. H を 異にした もので あらねば ならぬ。 また 各圃の 軍備 

制^が 當然 必耍條 件と なる 事も豫 測し 得られる。 

しかし かう いふ 計 粛 の 完全 な資現 に 至って は 前途な ほ 遼遠 だ。 これに は 多大の 困難が ある 事 は 固よ 

り 一一 n ふまで もない。 我利々々 亡者の 多い 今の 世界で は、 或はな ほ 一片の. S 想に 終る かとさへ 疑 はれ 

た" しかし 空想と 思 はれた 事が、 文化の 進歩 人心の 開發 によって 今日まで いくら も 立 _ ；! M に 事資の 上に 

-毁 現せられ てゐ るで はない か。 不可能と 見 ゆるまで 困難な 仕事で あれば こそ、 萬 人が 萬 雞を排 して 努 

力す る 甲斐が あるの だ。 人 iw? 权戮 とい ふ 慘釗を 再び 演じない やうに、 また 此 世界 戰亂を 以て、 ；l^.B„^fe 

頁 を 彩る 恥づ べき 设 後の 血痕と なすべく、 各國 各人が 審心 一意に 努力す る： 事、 此 努力に よって 後代に 

誇ろ べき 二十世紀 文明の 特色 を 造り上げる. ¥ は、 現代人の 最大 任務で あらねば ならぬ。 これが また こ 
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の 度の 戰亂が 吾人に 與 へた 最大の 教訓であった。 所謂 『戰爭 を 終る 戰爭』 の代價 として は 三千 rfi 百 七 

トー 一億の 戰費、 千數百 萬の 人命 は 寧ろ 廉な るに 過ぎた かも 知れない。 

日本で は國際 聯盟の 闳難ゃ 不可能 を 一一 一 C ふ 人の 聲 のみが 甚だ 高い。 特に 日本の 立場と しての 利害 關係 

から 打^した 說を 最も 多く 聞く。 白人が 人 稀 的 偏見 を 以て 黄人に 臨み、 寧ろ 之を壓 迫す るの 策なる か 

の やうに さへ 言 ふ 人 も あるが、 かくの 如き は 偏見 を 以て 偏見に 報 ゆる もので 此流 俵の 態度で は、 未來 

永劫い つまで 經 つても 相互の 間に 完全なる 理解 を 生す る 日 は あるまい。 他の 有色 人種の 事 はい ざ 知ら 

す、 n: 本人に 對する 西 人の 偶：：^ は、 吾々 自らの 精神 上 道徳上の 進歩に よって 他日 必す之 を 根 絡し 得る 

の 日が あると 私は詹 じて ゐる。 此點に 於て は遣憾 ながら 吾々 自らの 方に もな ほ 十分 反 翁の 餘 地が あ 

る。 また 實 際の 手段と して は、 今度の 講和 會議の 好機 會に 於て 何故 平等の 待遇 を 要求し ようと 努めな 

いので あるか" 更に また かの 米國が 口に 平和 を唱 へつつ 海軍 擴 張の 企 11 ある こと を 指摘す る 人 も 多い 

が、 おれな ど はもと もと 勢力 あ： つ 一 部の 造船 衆 者が、 尤もらしい 现窟 をく っ附 けて 私腹を肥や さんと 

すろ 企てで、 あれ を 目して 直ちに 米國 の軍圃 主義 化な りと 斷す >y が 如き は、 稍 速斷に 失する 嫌 ひ は 無 

からう か" 私利 を營 まんと して 邦家 百年の 計 を 誤らし むる 者 は 何 處の國 にも ゐ、 る。 
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更に かの 一般的 不可能 論、 例へば 同盟の 監# 者が 無い とか、 原料 や 食物の 關 係から 植ぉ 地の-印 奪戰 

は 免れない とかい ふ 種々 雜 多の 反對論 は、 西洋人、 殊に 軍國 主義者であった 獨 逸人な どが、 開 戰の前 

にも、 後に も、 口 本の 論お より はすつ と 巧い 議論 を澤山 聞かせて 吳 れてゐ る。 それら は 英米の 新聞 雜 

誌 を讀ん でゐる 問に、 {5;. 門 家なら ぬ 私の 0 にさへ！ « とまった。 讀んで a ると 如何にも 皆 尤もらしい 說 

であ ス。 

クオ オタ *ひ* ゥ 

去年の 秋、 雜誌 『四囘 評論』 の 紙上に 『眞の 大戰』 と 題した 面白い 議論が 出て ねた。 それ は 《: 本の 

論者が 今まで 餘 り受賣 して ゐ ない、 人口問題から 永久 平和の 不可能 を說 いた ものであった。 地球の 表 

面 は 一億 九 千 六 百 六十 萬 平方 哩、 そのうち 五 千 五 百 五十 萬 平方 哩が 陸で、 あと は 水 ださう だ。 そして 

地球に 生息し 得べき 人口 總數を 六十 億 萬 人 だと 見 積る と、 现 在の 殖 率から 考 へて 先づ 紀元 二 千 一 百 

年に は 此數に 達する。 卽ち 今から 二百 年ば かり も經 つと、 地球上に は それ以上の 數の人 g! が 生きて 行 

かれなくなる。 勢 ひ强ぃ 奴が 他の 同胞 人類 を？ 权戮 して その 地 を 奪 はなければ 立ち行かぬ" だから 戰爭 

は 避く ベから すと いふ 論 3:1 であった。 

わたくし は 之 ^^證 んで、 なるほど 數 字と いふ もの は 馬鹿々々 しい もの だと 思った。 俗物 を 脅かす 道 

具と して は 便利 だら うが、 數字 はいつ も 半面の 眞 だけし き や 語って ゐ ない。 ちゃう ど 或國の 政府が 自 

分に 都合の 好い 時 だけ 統計 9;^ を發 表する やうに、 時々 眞 亦な 嘘を吐く に は 至極 fi 齊な ものである" .可 


でも 犬文舉 者が 數 字で 計算す ると、 ハ レイ 彗星と 地球と が數年 前に 衝突して ゐて、 人類 は 今 顷 もう 疾 

くに 絕 減して ゐた ネ；： であった。 たと ひまた 此人 n 論を眞 だとしても、 これから 百 八十 二 年 さきの 戰 t- 

に、 今から 何も 刀 を 研ぎ澄まして 置く 必要 も 無から うで はない か。 今度の 大 戰に拂 つた 程の 機 牲を惜 

します に、 また 今から 百 八十 一 一年 かかって 世界の 全人 類が 懸命に 智慧 を紋り 出して 工夫 さ へ すれば、 

さう いふ 恐ろしい 世界の 『末日』 に、 野 獸の噬 み 合 ひだけ は爲 なくても 濟 みさうな もので はない か。 

ちゃう ど 全世界の 石炭 を 消費し 盡 くした 揚句、 これが 代用 物に 心配した 人が 多かった やうに、 數 字ば 

かり を土臺 にして 心配し 始めたならば、 物價 騰貴の 昨今、 贫乏 人の 節季 なぞ は 到底 越せる わけの もの 

では あるまい。 ^すれば 通す で、 匁 物 三昧 だけ はまた としない とい ふ 殊勝な 心掛 さへ あれば、 數 字の 

威嚇な ぞ必 すし も 驚く に 足らない ので ある。 

まるで 不勉強な 生徒.^ 試驗 場に 引 張り出した やうに、 『出來 ない、 出來 ない』 のー點 張りで、 この 世 

界 文明の 大 理想の 資現 のために 勇往邁進 しない 者 は、 惰に非 すん ば 則ち 怯で ある。 

しかし 軍國、 王義の 滅亡 を象徵 せる 普魯 西の 末路 を 見て、 直ちに 地上に. M 返の 『羅 馬の 平和』 が出來 

ると 思 ふの は餘 りに 單純 だ。 また 國際 聯盟に よってた とひ 武力に よる 蠻 人の 蠻釗は 無くならう とも、 

それで^ 界が 平和に なると は 思 はれない。 まだ 吾々 に は 大きな 敵が ある。 個人と しても 或は 國家 とし 

てもハ 々勢 を 逞しう せんとす る、 かの 淺^なる 利己的 唯 物 m や 想 こそ、 更に 恐るべき 人類 共同の 敵で は 2 


ないか。 吾々 が 行住來 臥、 一 日 一 刻 も 忘るべからざる 最大の 勁敵 はこれ だ。 

武力の 爭闘 なから— むれば、 これに 代るべき もの は卽 ち陰險 狡猾なる 猾智の 徒で あらう。 理想主義 

者た る ヰルゾ ン が祕密 外交 を やめたい と 言 ふの も、 これ あるが ためだ。 また 平和 や 人道 を唱 ふる 外國 

政 冶 家 を 疑って、 單に 利己心 を蔽 はんとす る 者 の 虚構の 言 だ と 嘲笑し、 自己 を 以て 猥りに 他 を 忖度 せ 

ん とする が 如 き 猜疑心 も、 亦大な る 障害 で あ る 事 は 言 ふま で も 無 い 。 

人生 は 永久の 戰 である。 生れ 落ちた 其 瞬時から、 吾々 は 幾千 幾 萬の 徵菌 と戰 つて &る。 吾々 は 兵器 

や 滑！？ 以外の 新しい 力 を 以て 阈際 的に もまた 個人的に も、 なほ 多くの 新しい 戰を戰 はねば ならぬ „】 そ 

して 生 JiS 改造と 新 文明 建設との ために 努力せ ねばならぬ。 

n は靈齊 な もの、 泥 梓に も：：： 分の 一一 一一 c 分 は ある。 獨逸は 神の 國、 超人の 國、 吾等 は 世界の 選お だ。 獨 

逸が 世界 を 統一す る は 天意に つるが 故に、 吾等が 戰 場に 流す 血汐は 祌に捧 ぐる 血 だ、 と 途方もない 

事を言 つて ゐた獨 逸人 も、 今度 はいよ いよ 目ケ ましたら う。 むかし H ナの 戰に奈 翁の 鐵 蹄に 蹂躪せ 

られて 辛い E を せられた 其 あとから、 あの 軍 HE 普教 西が 生れた の だから、 今度の 失敗 だって 當 てに 

はならない、 * お 二の カイゼルが また 出ない にも 限らぬ と 心配す る 人 も あらう が、 時勢の 全く 異なれる 
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今日、 私 は それ を 一片の 祀憂 に過ぎないと 思って ねる。 未 來の獨 逸 政體が 何で あるに もせよ、 逸人 

が 5^ 本 化して 普魯西 主義 の-科び 起つ 能 は ざ る 事 だけ は 疑 は れ ま い 。 かくして 成れる 獨逸 文明の 將來は 

如何なる もの であらう か。 

獨 逸人に は 露 西. 亞人 ほどに 激烈な 感情 性が 無 い。 たと ひ 變轉期 に會 しても 露西亞 人の やうに 膀史 の 

階段 も 踏ます、 國家を も 超越して 一 足 飛びに、 一 本調子に 熱中 狂奔す る ものと は 思 はれない。 理知に 

秀で 秩序に 惯ら され、 科舉的 組織 性に 富む 獨逸國 が、 一朝に して 今の 露西亜の やうに 牧 拾す べんら 

ざる 無政府 狀 態まで 急轉 直下し ようと は、 先づ考 へら，；；； ない。 

わたくし は普魯 西の 審制を 離れた 獨 逸の 聯邦が、 これからまだぅんと內輪揉めをした揚：^に、 各自 

由 獨立を 享有して 今日の 米國 四十 八州の やうになる ので はない かと 思 ふ。 これ は單に 外面 的な 政治 組 

織な どに 就いて 言 ふので はない、 その 將來の 文明の 性質に 於て、 特に その 形而下 的 文明に 於て 米國と 

極めて 近似した ものと.； なり、 歐洲の 中原に 新しき 合衆國 文明の 出現 を 見る の 日の、 必す しも 遠から ざ 

る を 信じて ゐ る。 

一 口に 獨逸 文明と 云って、 北 獨逸も 南 獨逸も ごつ ちゃに 言 ふ 事 は 出来ない。 普魯西 思想 を 代表して 

ゐた 伯林 文明と 共に、 巴诚の 首府 『藝 術の 都』 と 云 はれる ミュ ン へ ン 文明の ある 事 をも考 へて 見ねば 

ならぬ。 獨 逸が 惡 いので はない、 苷魯 西に よって 統一 せられて ゐた獨 逸が 惡 かった ので ある。 ゲイ マ 
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ァの 詩聖 ゲ H テが、 きの 尺な りと BJ^ つた 普魯西 人が 怪しから ぬ もので あつたの だ" 伯林 大舉の 講堂 

から 史家 トラ イチ ケュが {"n: 傳 した 普魯西 主義が、 世界 文明の 敵で あつたの だ。 その 普 魯西主 權の憐 

むべき 末路に よって、 獨逸は 今や 新しき 民族 生活 を營 むべ く  W 生した ので ある。 新生に 人った の だ、 

救 はれた の だ、 また 放 たれた の だ。 その 未来に は必 すゃ大 なる 光輝が あらねば ならぬ" 普魯西 統一 の 

以前に か へって、 W び韓 II ゃゲ H テ の大 天才 を 生 むの ほが 無い と 誰か 言 はう ぞ。 

獨 逸人の 堅 剛な 意志 と 組織的な 頭腦 に よ つ て 將來 、 自由な £^主 制 の 下 に 建設 せ ら る ベ き そ の 新文 

は、 米國の それと：^ ど；！ 1： 1 方 を 取って 而も 尙-史 に 一段の 光彩 を 加へ たものと なる だら う。 殊に その 

勒勉性 を 以て 國 カ恢设 に 注ぐ 努力 は 露 に 中外 を 驚 動す る に 足 ろ ものが あら う、 物質的 方面 に 於ても、 

また 精神的 方面に 於ても。 

將氷米 化する 獨逸 は^して どんな ものに 成る だら うか。 その： a 本が 現在 一 っ旣に 立派に 出來 上って 

ゐる のが ある。 それ は 米 國の市 俄 古で ある。 あの 邊ー帶 は米國 中で 最も 獨 逸人の 多い 所で、 開 戰後殆 

ど 獨 探の 撤 たと 言 はれた もの だ。 あの 市 俄 古と 云 ふ 市の &!； 烈な <f.6 速な 進歩の 現 狀を考 へる と、 わた 

くし は 未来の 獨 逸 も 遂に あ-の やつな 風になる ので はない かと 思って ゐる。 市 俄 古の 空 氣がボ ス ト ン紐 

育と 全く 異なり、 また 南部 諸 州の 都會 とも 著しき 相異 あると ころに、 將 來の獨 逸文 明が 聯想され る。 

米！！ が 今日の 國カを 養 ひ國際 上の地位 を 得て、 世界史 上に^ 例な き 急速 偉大な 進歩 をした の は、 そ 
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の 特有の 民主政治 の もとに 完全の 自出 を享樂 し、 各 州各侗 人が 縱 横に 驥足 を の ばし 得た 結^で あ る 。 

そして 全く 專制的 劃 一 中： 篛 によらす、 複雜 のうちに 歸 一 あり、 變 化のう ちに 調和 ある K の國 民的統 一 

を 全うし 得た からだ。 換 さ：： すれば 米國は 民主政治 を 以て 尊 制 政治の 爲し 得た こと を 完全に 行った から 

だ。 殊に 11 戰以來 の 米 阔の狀 態 は、 その 國民 生活が 何等の 束縛 制塑 なしに 各人 をして 肖發 的に 能動的 

に 給 _ ^せしめ、 軍國 主義 的！^ 度 や」 執る に 極めて 便なる を證し て餘 ある ものであった。 

獨 逸人に は 昔から 驚くべき 蠻 勇が ある、 意力が ある。 また その 國： 的 結束 力が 如何に 强大 であるか 

は、 五 年に 亘れ る大戰 によって 疲 .5 困憊の 極に 達して ゐ ながら、 最後の 一瞬まで 結束 を 固う し 歩調 を 

亂 さなかった 事で 知られる。 此蠻勇 を 揮 ひ、 此 意力 を W ゐ、 此國115^的團結カを提げて、 民本主義 平和 

思想の 文明 を 建設しょう とする 時、 彼等の 民族 活動 は眞に 文^史 上に 一新 時期 を 割す 事 だら う。 普 

魯西、 王義の 滅亡に よって 新しく 獨 逸人に 與 へらるべき 新 生活 は、 これ こそ 洵に 鬼に 金棒で ある。 變勇 

を 以て 平和 文明の 活動に 從 し、 政治に よって 軍國 主義の 實を擧 げた こと、 これが 米國發 達の 素 

因で あつたと M じく、 將來の獨逸國：！^も亦これとほぼ同 一 の 徑路を 取って 進む 事 は、 今 口に 於て 旣に 

ト 知し 得られる。 


列國 文化の 發 逹と國 力の 現狀 とを譬 ふれば、 英吉利 はま さに 大舉 卒業後 三 四十 年 も經っ た老 先輩、 

金 も あれば 勢力 も あるが、 滿 つれば^ くるが 習 ひの 世の 様 を 2^ て は、 さすがに 老境 を 1： つ 一片の 憂心 

は あらう。 光榮 ある 維 馬 文明の 正統 を 傅へ、 中世の 『n オラ，.， の 歌』 以來の 男 猛心を 失 はす、 今 もな 

ほ 明敏の 智 性と 典雅 優麗の 文化 を 世界に 誇れ 佛蘭西 も、 旣に 老熟の 境に 入った。 己れ の 靑年舉 生 時 

代の 花やか さを囘 顧して は、 何とな う 物 足らぬ 心地 もす る だら う。 また 伊太利 は その 國民 生活が 旣に 

節 の 色を帶 びて、 氣 焰揚ら ざる 五十男の 類 か。 このたび 塽匈國 を 破って 少し は 元氣づ いたらう。 露 

西 亜 は 高等 ゆ 校 か大擧 の學生 時代に、 うっかり 革命 騷亂の 放蕩に 身 を 持 崩して、 これから 架して 改心 

する もの か廢 物になる もの か、 友人 どもが 心痛の 稷 である. - 獨り 米國に 至って はま さに これ 優秀たる 

新 卒業. iH、 親ゅづりの^！！然が與へ て吳れた國富もぁれば、 自己の 天分 も豐か だ。 年 は 三十 歲 前後の 新 

進氣 鋭の 士、 殊に かれ 自らの 民主政治と 人種 If 合 世 帶の紐 11 によって、 世界 將來 の新氣 運と 叫 海 同，吔 

、王義 との 好 標本 を c: ら：： 小しつつ、 はて は *1 界全體 を 一 耱め にして 各州獨 立の 合衆國 組織に しょうな ど 

と い ふ 途轍もな い 大望 を 抱 いて ゐ る 。 後世 疑 も 恐る ベ き は 此男 だら う。 现に 此度 も先づ 主 として 内分 

の 力で 獨 逸の 軍！： を破碎 して Ed いて、 直ぐ その あとから 窮乏 を 救 はんがた め 今度 はまた 一 一千 萬 顿の食 

料 品^ 給を聲 一一 一一：！ し、 フ ゥヴァ を 欧洲に 遣 はした あの 遣 口た ど は、 正々 堂々 5^ 愛人 笾 を！^ 榜 して 而も 寸 

分の 拔け n なき 此 の特 iEJ を遗憾 たく 發 揮した もの、 支那 や 露西亞 にも 此 手で 行かう とい ふの だ。 彼 


—— 294 


は 先づ他 を^して 己れ を 利 せんとす る 者、 耶蘇 坊主の 法衣 を 纏うて 前垂 掛の 機敏た 商 ひ をす ると ころ 

は 偉い。 昔 マホメット は 片手に 劎、 片手に 經 典で 行った が、 二十世紀の アンクん • サム は 右手に 聖 

書、 左手に 算盤で 世界 を壓 しょうとして ゐる。 ちょっと 他人に は 眞 似の 出来ない 藝だ。 さて また 獨逸 

あたま 

は 之. V 譬 ふ.：， ば 大舉の 優等生、 彼の 頭腦が 好くて 仕事 も 見事な のに は 久しく 敎師も 擧友も を 接いて 

ゐた。 が、 诸 いよいよ 卒業論文と 云 ふ 段に なって、 一 つ 根本と なる 重要な 判斷を 誤って ゐ たため、 論 

文 八，.： 體が 出來损 つて 了って 通過し ない。 もう 一年 原級に 留めて 論文 は 遣り直し、 併し この 次に は さぞ 

見事な 製作が 出来よう。 そしてい よいよ 卒 tl- の 際に は 彼の 働き 振 は、 さぞ や 先輩 師友の 耳 H を！ $ ^動す 

るに 足る ものが あらう と豫 期せられ る"" 

若し それ 年 i 右き 新逃國 わが n 本に 至って は、 こ はこれ 大舉 生か はた 中 梨 生か、 優等 的 か 劣等生 か、 

勉强 もす るし、 品行 も 正しく、 亂暴 もしない 代り、 平和 文明の 戰 後に 神 經 衰弱の 靑瓢 第たら すん ば 幸 

ひで ある。 

筆の 序に 書き 添へ たいの は、 今度の 騷 ぎで 著しく 男 振 を 上げた 米國 大統領で ある。 成程 ヰル ソン は 

偉い" 偉い に は 偉い が、 決して 東洋人の 東洋 流の 目に 映す る やうな 拔山蓋 世 式の 英雄で もなければ 豪 

傑-? もない。 前に も赏 つた 通り、 近代 は 一人の 英雄 や 天才の 仕事 を 千 人の 凡器 凡才が 演る 時節 だ。 米 

國の 如き 特に その 極端なる もので、 斷 じて 英雄の 存在 を 許さない 國柄 である。 すべ て を 群小 衆愚の 判 
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斷と北 £. 金力と 機械 力と で運轉 して ゐる國 柄で ある。 現に 米ん 自身が ヰ ルゾン を 以て 常 代访ー の 人物と 

考 へて ねない は、 一： 度：：： のヰル ソン 選舉の 時、 私 は 米 國に滯 在して 常時の 事情 を 見て 感じた 靠 であ 

る。 米國. K 民 キ 政の 國 では、 何とい つても 群衆が 總 ベての 力の 根抵 で、 之 を 左右す る 者 は 少數の 親分 

である。 此ボッ ス の 力が 更に 一 人の 代 辯 者. V 動かして ゐ るの だ。 ヰル ソン の 背後に は、 餘り世 Si の 目 

に附 かない 此 偉大な 親分 的 勢力が いつも 後 押 をして ゐる、 それに また 例の 米國 一 流の 嚼子鳴 物入りで 

字. に呼號 する の だ。 つまり ヰル ソン は 賢明なる 代 辯 者に 他なら ぬので、 舉者 として 頭 暇が 明敏な 上 

に、 口が 逹 者で おまけに 文^が 巧い と 來てゐ るから、 代 辯 者と して 眞に. m. 分がない。 だから i 右し あの 

男 だけ を 一人 離して、 例へば 日本の やうな 國に 置くならば、 矢張り ジョ ンス • ホプキン ス大學 の 研究 

で演ぉ をしたり、 プリンストン 大與 で 憲法 財政の 講義 を やり、 文舉膀 史に關 する 著述 をして ゐる 一 

ゅ究で 終った ので ある。 さう いふ 风 ff お をい つも 最も 巧妙に 手際よ く、 あらゆる 方面に 利用して ゐン つも 

の は 米 だ。 ヰルゾ ン ばかりで はない、 前大統領い タフト だって、 今 はもとの H ィル大 學に歸 つて、 

村夫子 をして ゐる ではない か。 

米！： はすつ と 昔から 自由 民、 干： 正義 人道と 云 ふ 立派な 旗印 を 持って ゐる。 殊に 現代の 世界の 大勢に 乘 

する に 最も 適合した、 そして 今世界 中 どこ へ 出しても 一 骄 幅の 利く 此 旗印 を、 建國の 初から 幸 ひ 持 合 

はせ てゐ た、 卽 ちヰル ソン は 此旃印 を 祸げる 旗竿と なり、 また $4 ハ手 となる に は 最も 適當 した 人で あ 


 296 


る。 それ以上の 人で もな く、 また それ 以下の 人で もない。 政治 { 尔- として は、 英國を 除いた 歐洲， の舊國 

や 或は R 本た どに、 多く 例を兑 ない 新型で ある。 

勃國の 降服に 始まった. E 歐 側の 土 崩 瓦解 は、 思った よりも 急速であった e また 此夂 A を も 越す ことか 

と 思 はわた 戰爭が 意外に n 十く ん だの は、 いくたび 思 ひ 返しても 立：； ばし い。 殊に 此戰爭 の 結末が 勝利 

の 平和で たくして、 『平和』 の 勝利であった に 犬なる 文明 史的 意義 の 存す る こと を も 喜 ばす に はゐら 

れな い。 

歷史の 軸 は 急速に 廻轉 する。 平和 同盟の 聲を 聞き、 眼前に 獨逸ュ ンカァ 一味の 凋落 を兑 るに つけて 

も 鳴 呼 世事 曰に 非な り。 澆季の 世に、 げ にす まじき もの は 長生きよ。 昔 祈りし 武運の 侵 久も今 は あだ 

なれ、 と 腰なる 畏劍- つち 眺めつつ 啷ち給 ふらん 翁た ちょ、 幸 ひに 储 在な れレ (大正 七 十一月.： KW) 


小 泉 先生 そのほか 終 
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印 


卷 頭に 

書 を 讀む時 は 必 す先づ 序文 や 緒言 を讀 まねば なり ません。 前 ロト： を^ いて 置かない ことが、 內容 の 

正 《もな 批判と 理解と を 妨げる 場合が 多い からです。 ごたごたと 十 翁 K の 文字 を卷 頭に 羅列して、 なほ 

それでも 足らす、 往往に して 他人の 筆 を 煩 はして まで 序と 云 ふ ものな- 附 する 所以 はこ こに 在る のでせ 

う。 序文に 目を通さす 本を讀 むこと は、 一面識な き 人の 家を訪 うて、 案 內も乞 はす 座敷へ 通る よりも 

更に 亂暴 だ、 と 思 はれる 場合が 無いで はありません。 

しかしながら、 最初から 讀 者に 親しまう とする caiiseric の 積り で 書かれた 此 『印：^ 記』 は、 全く 

序文 を耍 しない 木です。 取次 や 案內の 面倒な しに 座敷へ 飛び込む は 無論の こと、 臺 所で も書齋 でも 便 

所で も、 どこでも 勝手次第に 視 いて 貰って 少しも 差 支の 無い 書物です〕 そして 主人公た る 著者が 極め 

て 無 邪；^ な 好人物で、 世の 俗衆が 平 氣でゐ る 事に 獨り 感服して a たり、 愤慨 したりして ゐる 正直者で 

ある 事 を 昆屆 けて 貰へ ば 可い のです。 

序文ら しき 序文 を 書かない 事が 卽ち此 寄の 序文で あると 考 へました から、 これ だけ 餘 計な 事 を 書き 

添へ ました。 


J 九 一 八 年 四月 


京都に 於て 


著  者 
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I 自繩 自縛の 民 

人 問 は 自由 を 求める。 求めた 自由が 得られる と、 今度 はまた 好んで 餘 計な 壓迫ゃ 束縛 を われと わが 

手で 持へ、 自ら 求めて 苦しんで ゐる 奇怪な 動物 だ。 自由の 民と いふの を 唯一 の 誇と し、 ^板に して ゐ 

る 米 人 もまた 自繩 自縛の 民で ある。 藤史ゃ 因襲で 出来 あがった 欧洲 舊國の 窮屈な 生活に 堪 へられす、 

食 ふに も 困る とい ふ 人た ちが、 ぞろぞろと 襤褸 を- 2 へきす つて 大西洋の かなた 自由の 鄕を 求めて 押し 寄 

せる。 M ゥ， it ぎ 頭 高く 燈を かかげて 雲表に 聳えた る 自由の 神 像 を 船の 甲板から 仰ぎ a- たと き、 そこの 

新しい 世界に はまた 歐洲 の舊國 に： ra- らおない 恐ろしい 不可思議な 暴虐と 抑壓 との 力が 潜める 事 を、 憐 

むべ き 彼等 は 夢に だ も氣附 かな いので ある。 

政 讃 や 制度の 上からの み 見れば、 米國は 如何にも 自由の 天地 だら う、 また 眞に 民本主義の 樂土 だと 

も 言へ よう。 しかし 私 なぞの 目から 2- ると、 たと ひ 官僚政治の 治下に あらう が、 固陋 頌 迷の 奮 思想に 

支配 せれよう が、 また 國家 社會の 因襲に 壓 迫せられ ようが、 矢張り 日本人の 生活の 方が 遙 かに 氣 梁で 


遙 かに 自. m だと 思 はれる 點が あ る 。 

自由 を 誇と せる 米國に は、 そこに 絕對 無^の 權威を 以て 君臨せ る 二つの 暴君と 一 つの 女 Hi とが あ 

る。 米國人 はこの 三者の 腿 迫の もとに、 或^は 人權を 奪 はれ、 或 者 は 思想 首 論の 自由 を 妨げられ、 時 

に 或は 生命 財産の 安全 をす らも 脅かされつつ、 而も 自分 たちだけ は 平氣の 平左衞 門で ゐる。 まことに 

不思議な 民 だ。 

英人も 米 尺 も：；^ じく アン グロ  • サ クソン だと 言って ゐる、 そして 同じ 阈語を 話して ゐる。 しかし 英 

吉利 人が 米 國へ移 作す ると、 一代 か 二 代のう ちに は その 鈍 m の 特色が 失 はれて、 機敏と なり 巧慧 とな 

り怜悧 となって、 か 體 は 細り 聲は癎 高になる。 悠揚：； 3 ら ざる 如き 態度 は 失 はれて、 ただ- 嬾齪 とこせ こ 

せす る。 そり 返って 歩いて ゐた英 人が、 いつの 問 にか 米阔 では 前屈みに あるく。 故國の リヅプ ウルで 

は 二 本 飮んだ 酒が、 紐 育へ 來 ると 一本し きゃ飮 めなくなる と 一一 一一 " つた 老 船長が ある。 かう して ジョ ン， 

ブルが アン クル • サム に變 つて 了 ふまでに は、 尠 からす 骨が折れ るの だ。 之 を氣候 風土な ど、 ただ 環 

境の 外的 和 異にの み歸 する の は安當 ではない。 これ は 英吉利 人の 故 岗 では 左程 暴威 を 退し うしない 新 

しい 力が * 米國に 於け る 彼等の 生活 を內 外から 壓 迫して ゐ るからで はなから うか。 

この 壓 迫力 を 代表せ る 二つの 暴！ と は 『群衆』 と 『黄金』 とで、 一 人の 女王と は 『女』 の 威力 をい 

ふので ある。 
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二 『群衆』 の 暴威 

米國は 群衆の II である、 衆愚の 國 である、 彌次 馬の 國 である。 多數者の舆論が獨り^^,^威ケー逕しぅせ 

るが 故に、 群衆の 心理 を 眼中に 置かす して は、 一代の 英傑と いへ ども 乎 も 足 も 出せない 國 である。 唯 

もう 群衆の 爲す ところに さへ 盲從 し 雷同 すれば、 如何な る 一一 一一 "行 と雖も 許され 正當視 せられ 喝采せられ 

る國 である。 賢なる も 愚なる も、 富める も 貧しき も、 等しく 皆 この 暴せ：" 『群衆』 の 前に は 跪 坐し 平伏 

して、 その 鼻息.； 窺 ふに 汲々 たる 冇様 は、 わきから はれば、 ぁれでも^：：山のぉかと怪しまれるほどで 

ある。 孤高 介な どと 云 ふ 觀念は 米 人の せ ダ想だ も 及ば ざろ ところ、 之を說 いて 聞かせれば、 恐らく は 

狂人の 囔語 だと 思 ふだら う。 

理窟よりも 先づ 事實を 見よ。 か の對 獨宜戰 の 前に 輿論が 急激 に 、王 戰^ に 傾いた とき、 米國の 群衆が 

唯もう、 わいわい と 騷ぎ立 て て、 平素は 尊崇し 敬慕し て ゐ た 平和論者に 對 する 輿論の 横暴なる 壓迫は 

實に 烈しい ものであった。 上院の 外交委員長 スト オン 氏に 對 する 國 -i^ の 言動 は、 あれ は 何事 ぞゃ" 私 

は その 頃、 首都 華 盛頓に 近い ポオ ルティ モアに 居た が、 ある n かの 平和論者 として 名高い ジ J11 ル ダン 

博士が、 この 地で 第一の 剌場を 借りて 演說 しょうと すると、 雲霞の 如き 彌次 馬が 押し寄せて.^ 場 を 包 

圍し、 形勢 頗る 不 なる Q みか、 はては^^瞎^^：をさ へ出すとぃふ騷ぎとなった。 ジ ヨルダン 氏 一行 は 


遂に 1 言 一 句の 演 說ケ」 だに 爲す事 を 得すして、 僅かに 警察力の 保護の もとに 八 叩から がら 逃げ延びた】 

0 由 を 誇れる 米 人が 言論の 自由の 發 達しな い 日本 を 野. 14 視 する の は 可い が、 自國の あの 舆 論の 壓迫を 

何と 見る の だら う。 ある. m 西 人が 私に かう 一 百った。 舊ロ マノフ 王 〔\ ぶの 壓迫 時代に 在って すら、 公の 表 

向きな 一一 一 H 論 を だけ 愼ん で 居れば、 お 互の 間の  一一 一一 C 論 に は 思想の 發 表に 自由の 餘地 はあった。 米國に 於け 

る 奥 論の 壓迫 ほどに 烈しい ものではなかった と" 私 は あの ポオ ルティ モアの 騷ぎを 見て、 露 に 民主 國 

の 國辱 となし、 米國 のために これ を 悲しま ざ る を 〔むな かった。 

米 人 は 獨 逸 を ほして 民 本 主教の 敵 だとい ふ >  しかし 今で こそ 幽闪の 身で は あれ、 11 戰の當 時には 獨 

逸 社.^ E の 首領 リイ ブ クネヒトの 非職 論 はま だ 盛んであった。 マての 後 も、 かの 獨 逸の バ アナ ド • ,ン ョ 

ォだと 云 はれる 『未 來』 の、 王 筆マク シ ミ リア ン • ハ アデ ン の戰 爭悲觀 論は唱 へられ、 ミ ュ ン へ ン大學 

の 敎援フ M スタァ が 普魯 西の 利己的 國家 主義 を痛擊 したる 侃々 誇々 の 議論 も 開かれた。 かくして カイ 

ゼルの 治下 に はな ほ 多少の 貢 論 の 自出も あらう が、 自 .m を 誇れ る 米！： の 『群衆』 王の もとに は、 一人 

のジ 3 ル ダン 博士 を さ へ容 るるの 餘 地がなかった ので ある。 

人間 は 群衆と なれば 感 にの み 走って、 善惡 正邪の 問題に 冷 靜な， 掏 立の 批判 を 下す 能力 を 失って 了 

ふの だから、 米國 一流の 所謂 『成功』 をしょう とい ふ 者 は、 先づ 群衆 を 動かす 事 を H 夫 せれば たらぬ" 

それに は 最良の 手^の 一 たる 廣吿の 巧妙 を 競 ふは霄 ふまで もたい、 卅. 一 人の 知る 通り 廣吿の 激烈た る こ 
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と、 また その 效 力の 偉ハ、 なること、 I 界屮で 米國に 及ぶ ものの な いのは、 全く 群衆の 暴威の 前にす ベ 

てのものが 屈服す るからで ある。 如何にく だらない 品物で も それが 一 つ 人氣に 投じて 『當 る』 となる 

と、 猫 も 杓子 も それでなくて はならぬ とい ふ 事に たる、 それ を用ゐ ない 者 は 人 問 並に 极 はれない とい 

ふ15^-になる。 これ は 他の 國の 場合の やうに、 人 問 自然の 模倣 性から 生す る單 なる 『流行』 と は 少しく 

趣を異 にして ゐ る 。 ( 米 國 で 廣吿が 偉力 を する の はこの 外に、 人々 が 古き を棄 てて 新しき に 就く 事の 

速 かなの も 確かに 原因の 一 つで あらう。 尊賣 特許で 巨利 を 博す る 者の 他國 よりも 多 いのは 卽ち 此理に 

よるので、 日本た ど は 新奇な 物 を ひろめる のに 最も 骨の 折れる 國 であらう。) 

廣吿 も、 寶藥ゃ 化粧品な らば 不思議 はない が、 私が 著しく 奇異に また 不快に 感じた の は文學 者、 著 

述家、 講演者 —— 米國 では 講演 業と いへば、 講談 か 浪花節の やうに 一 種の 職業で ある 11 は智、 ちゃ 

んと 自分の 引 札の やうな もの を挤へ てゐ る。 一 1 三枚の 紙に 其 人の 經歷 から 著述 目錄 から 寫眞 まで m 刷 

し、 機 3: ある ごとに それ を 配布す るので ある。 自家 廣吿 もこれ 位 露せ に 行けば、 却って 罪が 無くて 好 

いと： w ふ 人 も ある だら う。 

米 11 の 新聞 廣吿の 盛んな 事 は 誰も 知る 通り だ。 日曜日な どは大 新聞 は 二三 十更 が廣吿 で、 あと はボ 

ンチ输 か 寫眞粛 報の 類、 讀む ところ はほんの 少しば かりで ある。 また 通俗 雑誌の 如き は 廣吿を 以て 頁 

數の 大部分 を 占める はま だ 可し として、 肝^ 讀 むべき 部分 は 過半、 廣吿攔 の 片隅にぶ つぶつ 切れに 少 
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しばかり づっ 机み 込んで ある】 廣吿 料のお かげで 雜誌を 廉く買 はして 貰 ふの だと 思って、 讀者は 我慢 

する 外 はたい ので ある。 その他 風致 も 何も 一切お 構 ひなし に、 繪 看板の ペンキ 璧を 所せ まきまで 列べ 

立てる 具 ペリ は、 近 2- の俗惡 たる 日 木と いへ ども、 まだまだ 米 國の足 もとに も 寄りつ けない。 

世界中で E|4 も 多く 熱心に 新聞 を讀む もの は 米 人で ある。 元來が 世界中の 人 問が 寄り集まって、 唯 も 

うが ダ かやと 騷 いで 毫も 巾 心と いふ もの の 無い 國 であるから、 自然と 新聞が 社會の 嚮導お となり 與論 

の指導^1<?ともなる。 上品な 新聞紙ば かりなら 可い が、 例の 黄& 紙が 勢力 を 退し うする。 少数の 口 本 I® 

負が 何と； 一 n はう が、 黄^£3紙が少し排日熱を煽れば、 群聚 とい ふ： め，^^ は 忽ちに して 共 方に 倾 くの は 世人 

の 知らる る りで ある。 新聞の 方で もまた この 衆愚 を 喜ばせん がた めに、 セン セ イシ ョ ナルな 殺人 事 

件た ど は、 一一； 面 記^ どころ か 一面 記事に 祭り上げて、 爭 うて 我勝ちにと 書き立て るの は 世界で 有名な 

話 だ) 私が 歸朝 する 少し 前 ごろ、 コッ キイと いふ 伊太利 人の 色魔が 妙齢の 處女を 殺害して、 數年問 そ 

の 死體を 地下 { おの 下に 深く 埋めて 隱 匿して 居った のが 發 兌され た。 ところが 紐 育 t: 察の 不行屆 で、 以 

前旣に 犯人 は 故 國へ歸 つて 了った ので、 ながく 其 女 は 行方不明と いふ 事に なって ゐ たの を、 漸く 或 私 

營の女 探 似の iTC 心で、 事の 眞 相が 分った ので ある) すると 全！： 幾. も の 新聞 は此 事件 を 書く は 書く は、 一 

寸 四角 も ある 大活 字の 兑 出しで、 合 衆 s; 全體の 新聞が、 まるで 世界史 上の 大事 件が 突發 した かの やう 

に SHE き 立てた。 驚いた 事に は 堂々 たる 紐 育 時 ielf の 如き、 品格 も あれば 名聲も ある 第； 流の 新聞紙 ま 
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でが、 一面の 左端 上部に 歷々 と此 三面記事 を揭 げた 15^ であった (ra; よりこれ に は 紐 育 お- 攻擊の 意味 

もあった であらう が)。 

その他 俗惡 なる 低級 趣味の ^冠 も、 禮節を i んじ ない こと も、 大 集 "やお 祭騷 ぎの 流行 も、 國 全 

體 として は 少しも^ 着きの 無い こと も、 ル，： n たと ひ 他に 極々 の 原因 はありと しても、 主として 群衆の 暴 

威： 虐が 全社 會を 墜 して ゐる 結^で ある。 個人 一人 づ つに 就いて 見れば、 米 人 は 日本人な どよりも 敎 

育 も あり 知識 も あり、 殊に 政治 思想な どは遙 かに 發途 して ゐる" それに も拘 はらす 以上の やうな 現象 

を！ 5^ るの は、 全く 群衆の 心理に 支配 せられて ゐ るから と考 へる 外 はない。 むかし 怫蘭 西の ルナン は 米 

1:を評してかぅーーーー：1った、『嚴肅な高級の敎^»なくして、 ただ 著しく 通俗 教育 をのみ 振與 させた 合 衆 II の 

やうな！： は、 その 知 U 性の^ 劣、 風俗の 野卑、 淺 薄なる 氣風、 一般的 才智の 缺乏 によって、 此缺陷 を 補 

ふに は 一:^ 日 月 を 要すべし』 と。 今から 牛 世紀 以前 はやく も 旣に此 言 をな したる 大 思想家の 達觀に は、 

確かに 人 をして 敬服せ しむる に 足る ものが ある。 

三 暴お 『黄金』 

米國が 黄金 萬 能の 國 であり、 その 文明が 成金 文明、 黄色 銅臭の 文明で ある こと は 今 さら 事新しく 曾 

ふまで も 無い が、 資際 行って 見る と、 思った よりも^だ しい。 どこの 寄席で も米國 特有の 下品な 荼番 
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狂 一一 一一 C のなかに は、 必す 一度 は：^ の 紙幣 びら を 出して 見せる isl! が ある。 またたと へば 旅人が i9 一に 兌る 

案内 記の 類に は、 此^ 築 は 幾 十 萬 弗、 幾 百 萬 弗で 出來 たとい ふ裹が 一 々t^ 頭に 麗々 と 書いて ある" 0 

築 物 は. Iwsng であると 同時に 藝術 品で あるから、 それが 若し 俗惡 なる 成金 式 金ピカ 式の 物 か、 或は 無 

意味に 高 く^えた 摩 天 樓の 類であるなら ば、 たと ひ K 萬の 財 を 費した とて 三文の 値 打 もない 笞 

だ。 大火 事が あると その 新 K 記事の 見出しに は、 先づ 『何十 萬 損失の 火事 1 と 出て ゐて、 人命の 損 

傷の 如き は 下の 方に 小さい 活字で 書いて ある。 人の 命より 金の 方が 大事 だと 兒 える。 富豪の 死んだ 記 

事に も、 財産 幾， n: 萬 弗の 人が 死んだ と 書いて ない のが、 寧ろ 不思議に 思 はれる 位の もの だ。 彼等が 黄 

金王の奴^！となって忠勤を擢んでるとき、 命 は 鴻\ ^よりも 輕 いので ある。 道徳 を 重んじ 信義 を 貴ぶ の 

も、 その 方が 結局 金錢 が！^ かるから である。 平和と 人道と を唱 へる の も、 その 方が 米國 では^ 富 を增 

すの 良策で あるから だ。 米 入が 賠 博の 好きな の も 半ば は 黄金の ため、 その他 兵隊に 行く の も學問 をす 

るの も 人と iB- 嘩 をす るの もみた、 少しで も 黄金 王の 恩寵 を 辱う せんがた めに 他なら ない。 私. なぞの や 

うに 年が年中、 黄金 王の 御覺 えめで たからぬ のみ か、 實に犬 tl^ も啻 なら ざクっ 間柄の ものに は、 とても 

生存の 餘 地ケ- 見出せない 國 である。 古人が、 駟馬高 蓋 は 暴 甚だし、 贫賤の 志を肆 にす るに 若 かすと 傲 

語した、 あの のびのびした 自由な 心 持 は、 我から 求めて 桥 へたる 黄金の 桂牿の もとに 藻摄 いて ゐる米 

人が、 未来永^ 理解す る 能 はざる ところで ある。 


私の 或 友人が 公園に 遊んで ゐニ 子供の ほ、 で つて やった。 ^;3したのを後から送ってゃらぅと言ふ 

と、 可愛い 子供が 『いくらで』 と 訊いた ので 興が さめた。 义贫 家の 子供と も 思へ ない 五六 歳の が銜上 

で 私 どもの 後から 隨 いて 來て、 白銅 を吳れ とせが むの は 決して 珍ら しい 事ではなかった。 黄金 王への 

忠義 心 は その 父母から 遣傳 されて、 可憐なる これら 幼兒 の^ 細胞に n いく もえび り附 いて ゐ るので あ 

る。 

かく 言へば 米 人の 或 者 は 言 ふだら う、 黄金 王の 奴隸 たる ャ i2i 猶太 人に して 吾人 は然ら すと" しかし 

一た び米國 とい ふ 世界人 種 混 滑の 一大 熔爐 のうちに 投ぜら るれば、 マての, 太植 たると 獨逸植 たると 日 

本 極た ると 英吉利 極た る を 問 はす、 また 色の 白き と黑 きと 黄な ろと を 論ぜす、 すべて 皆 一 切 平等に こ 

の 暴^の 足下に 平^しなければ、 人^ 並に は 取扱 はれない ので ある。 猶太 人、 ことに 獨逸系 猶太 人の 

ごとき は、 1* だしく i 瑰視 せられて ゐ るに も拘 はらす、 實際上 その 勢威 は 歐洲に 於け るよりも、 この 金 

横 萬 能の 米國に 於て 更に 偉大な ろ ものが あるの は 何よりの 設據 ではない か。 

さて 以上 述べた 『群衆』 と 「黄金』 とい ふ 二つの 暴君の 力 は、 つ ひに 相 合して また 一 つの 不思議な 

現象 を 生す るに 至った" 卽ち米 國 は 中心の ない 寄 合 ひ 世 帶の國 であるに 似 あはす、 驚くべき 劃一 主義 

の國 である。 卽ち 群衆 力の 北 = 後 には横：^^^なる资本家 とぃふ黄金カが控へ てゐて之七左右するのだか 

ら、 あの 龙大 なる 國 土の 東の はてから 西の はてまで、 どこへ 行って a て も 旅館 も 藥屋も 八百屋 も 菓子 
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屋も 洋服 厘 も、 何もかも ル UEi: 一  の營業 法で、 同一 の 商品 を 商って ゐる。 米國は 人の 言 ふ 通り 機械文明 

の！； である。 いくら 勞働资 金が 髙 いと 云っても、 手でした 方が 巧く E£ 來る ことにで も、 機械 を W ゐな 

ければ 承知の 出來 ない 國 である。 だから 大资 本家が 大規模の 機械 力 を 用ゐて 造り 出した る 製品が、 ど 

こも！ 1； じ やうに 々浦々 にまで 行き渡る の である。 煙草屋と 一一 一一：； へ ば iE^ はボ ス トン から- €1 は シアトル ま 

で、 ^Is じ 赤 板の 聯 ん" 煙 草 店で ある。 新 M とい へばどれ^^-見ても冋じゃぅな內容、 同じ やうな 

體戏の ものば かり。 大资本 主が 經營 して ゐる！ 2 種の 澤 山の 新 問 紙が ま を 揃へ て、 各地で2じゃぅな^！ 

.i,- ま：； き 立てて^ 衆 を 爆れば、 それが 何時の まに か國の 與論と なって 了 ふ。 此點は 例の ハァ スト 系の 新 

昍 紙で 日本に よく 知られて ゐる i$ 資 だが、 ぃま軍需品の製造にカ^-^3|^らにしてゐる大资本家が、 戰 

後に 需要が 無くなれば 困る とい ふので、 も 一つ 次の 戰 〈卞熟 を 今から り 立てて 置く。 日米^ 戰 論の 如 

き は 牛ば、 かかるf,^:J木家が新閱紙を利fflした結^^でぁることは人の知る通りだ。『群衆』 王の 他の 好物 

たる 動 ^；！眞 たど も、 また 全く 黄 ^£3 紙と 同様の 性質の ものである。 その他 洋服で も 靴で も、 幾 十 と 

いふ 數ケ」 一 つの 工場で 造り上げた 旣 製品 を、 どこの 店に も 列べ て くと いふ 有様。 たと へば カラ ァで 

も、 束 部の 米國 では この 襟 や 折 襟 を かけて ゐろ人 は 殆ど 见られ ない、 皆が 二重 襟 だ。 これでな 

ければ 罰金 を 課する ぞと 言っても、 かくまで 統一され はしまい と 思 はれる 位 だ。 英吉利 人 なぞ は、 此 

SJ は 一  一 m,^ が^ 迎 だとしても、 十 人のう ち 一 ；人ゃ 三人 は單 襟の が ある。 また 靴で も 古風た 深 ゴムた ぞ 
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と. S ふ もの は、 絕對に 今 は 米國の 靴屋に は 見られな いが、 これ も佛ぃ  1 西 あたり だと 今にな ほ、 日本人 

に 便利な あの 深 ゴム も 無いで はない ので ある。 すべてが かう いふ 風 だから、 少し 自分 一個の 趣味に か 

な ふ 物 をと 特に 求めるならば、 一 一倍 三倍 以上の 高惯を 吹き掛けられる。 

は 今 カラ ァと 靴と を 例に 擧 げたが、 帽子に 就いても 珍談が ある。 或 怫蘭西 人が 米國 の田舍 市で 講 

演 をした。 ところが 翌日の 新聞記事 を 見る と、 講演の 事 は 僅か 十數 行程 書いて あって、 其 人 の^子の 

記事が 約 一 欄の 半ば を 埋めて ゐる。 とい ふの は、 此人は 茶色の 中折れ を 冠って ゐ たが、 其 顷米人 は 皆 

悉く 黑の 帽子 を 冠る のであった。 苟も 群衆の 爲す ところと 異なった 事 を すれば、 米國 では 衣 辩の琐 事 

と雖 もこれ 程の 制裁 (？) を廿受 せねば ならぬ。 これが 倫敦 でなら ば、 たと ひ 赤 洋袴を 穿いて ピカヂ 

イリ や リイ ゼント の目拔 きの 銜を 歩いた つて、 決して 行人の 步を 止める に は 至らぬ。 英 國 は 鉋く まで 

個人の 個性 を 尊-直し、 劃一 統一 を 忌む 國 であるが、 米國は 全く その 反對 だ。 又 何の 職業で も 製造業で 

も 大きな 糾 な：： 組織が つくられて、 そこへ 仲 11 入りし なければ 仕事が 出來 ない。 仲 11 入り すれば 例の 

『群衆』 と 『黄金』 との ffi 迫で、 IC 力 働 者の 如き は 全く 個性 も 人格 もない 一種の 生きた 肉塊に 過ぎない 

機械と なって、 盲動す る ほか はない ので ある。 

獨逸 では 政府が 設けた 規則 や 法律の 力で、 萬般の 設備が 皆よ く 統一 されて ゐ ると 言-つて 感服す る 人 

が あるが、 米！： も 亦 以上の^ 様で、 不 m 心議に 一切の 事物に 劃 丁 王義統 一 主義の 行 はれて ゐ. る國 であ 


る。 しかし 獨 逸に は 意外に も 個人の 自由が あって、 施^の 巧妙な ために 不 も 不滿も 起らない の だと 

いふ。 だから 若し 獨 逸が 帝王 政治 を 以て 民主 政の 爲す ところ を 行って ゐる とすれば、 米國は 民主主義 

を 以て 帝王 政治の 爲す ところ を 一 曆 烈しく 行って ゐる もの だと も 言 はれる だら う。 殊に 近-頃の 米國 

は、 群衆の 威力が 政府 を 動かして 凡ての やりかたが 專制 的に なり、 中央 集- 械的 になりつつ ある；，： 卞は 著 

しき 現 J^- である。 

四 女の 天國 

界人 の雜 地で ある 米 國は说 在に 於ても、 新世界に 於け る 新 文明の 建設^で ある。 地上の あら 

ゆる， 弋 族の 血統 を壤 めて、 ここに 過去の 據 史上.. や だ 類例な き 特殊なる 文明の 新 現象 を 生み出しつ つ あ 

るの だ。 善き もの も惡 しきもの も、 世界の あらゆる もの を 集める とい ふ 包容の 博大なる 點に 於て は、 

古 へ の 『維 馬 帝 國と雖 も 遠く 及ばざる の觀が ある。 

將來は 言 ふに 及ばす、 現在す でに この 新 文明の 勢力 は 驚くべき 偉大なる ものである。 一 一十 世紀 文 

の 一大 現象 は、 世界が 急激に 米！： 化せられつつ あるの 事實 だ。 $K 米國 文明の 祖師であった 歐洲の 先 

進阔 でさへ、 今では それが 逆に 米！： 化されつつ あるの-た。 頑丈な 爪 尖の 圓ぃ 米！！ 製の 靴が、 伯林の 靴 

屋の 陳列棚に 舶來 品と して 威張って ゐる 時節で せない か。 物堅い 英吉利の 問 鋭まで が 盛んに 黄 ^ 
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紙 ふ-なり、 米國の 資本主義が 生み出した ディ パ アト，、 ント • スト オア (米 國のは 流石 その 元祖 だけに 

頗る 大規模で、 rn 本のよりも 遙 かに 商品の 種類が 多い。 賣 つて ゐ ない 品物 は先づ 棺桶 位の もの) が 世 

界 中の 到る 所に 繁昌して ゐる 時代で ある。 英佛獨 の 諸國で すら、 その- M 史 ゃ傳說 を破壤 して は 何事に 

も 實：^ 寳 (敬 ー點 張りの、 群衆 本位 黄金 本位の 米國 式を學 ぶの が 今の 時勢で ある。 日本人の 如き は 色々 

と米國 のこと を 惡く言 ひながら、 近- 3! そ の 米 51 化し て 行 く 勢は實 に 凄じい ものが ある。 他の 點 はさて 

おき、 上來 述べた 『群衆』 と 『黄金』 との 二つの 暴君に、 漸く 後れ馳せながら 我 劣ら じと 忠勤 を摺ん 

でようと すると ころな ど、 n.;^ 人と して まことに 殊勝な 心掛 である。 誰かが 音頭 を 取れば 忽ちに 附和 

雷同して、 左程で もない 人物 を 神様 呼ば はりす る やら、 何かとい へば わいわい とお 祭騒ぎ や 燒打騷 ぎ 

をす ると ころな ど、 最も 群衆』 王の 御覺 えめで たき 所業で あらう。 若し それ 『黄金』 王に 對 する 熱 

烈 な る 忠誠 に 至って は、 今まで 曰 本が あまり その 御覺 えめで たく 無かった だけに、 このたび こそ はと 

男み 立った る 近頃の 忠義 振り、 まことに 見上げた ものである。 

しかし 日本人が その 社 會的發 達 のために 少し は 米國を 見習って 然るべき 點で、 而も 斷乎 として 擧ぶ 

こと を 欲しな いのは、 他の 一つの 『女王』 に對 する 忠-訕 である。 西洋 はみ な 女尊 卑 だと 人 は 思 ふだ 

らうが、 近代の 欧洲で は米國 ほど 極端に 此 虱 は 烈しくない" 

私 は 先 v 米 人の 日常生活に 就いて、 此 『女王』 の 威勢 を例證 すべき 二三の 昆聞を 語らう。 
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着か ざった 女が 夜に なつてから 外から ：！ つて 來る。 今まで 子供 を 相 乎に 神妙に 留守番 を 勤めて ゐた 

亭主が 笑顔で 迎 へる。 その 鼻 さきへ 女 は 靴ば きの 儘の 足 を 突きつ ける と、 

『イエス、 ディア、』 

謹み 畏まって 跪きながら、 女の 靴の 紐 を 解く 者 は 米國の 亭主で ある。 

旅館 や ァパァ トメ ント の；： 升 降 機の なかに 婦人が 居れば、 ，識 る識ら ぬに 論な く 男子 は先づ 之に 對 して 

脫^ しなければ ならぬ" 出る 時 も 隅の 力に 小さくな つて 女の 3^ から 隨 いて 行く d 之 をし なければ 禮節 

を 心得ざる 野人 ジ ャ ッ プ だと 兑 下げられる。 貴賤 上下の 分ち なく、 乞 風 も 百 萬 長者 も 大統領 もみな 一 

切 平等で ある 1： に、 m?! は 女に だけ は 絕對の 尊敬 を拂ふ 攀を餘 儀な くされる。 大統領に は脫帽 したくて 

も、 かかる 場合 婦人に 對 して は 必す 脫帽の 禮を拂 はねば ならぬ。 

細^が 來 客と 話して ゐる。 その 問 主人 はぢ つと 傍で それ を 眺めて 靜 肅に控 へて ゐる。 横から 嘴 を 入 

れる とき、 、； ト-人 は先づ 細君に 向って 『ェ クスキ ユウ ズ • ミ』 とこと わる。 細君の 前で 煙草 をのむ とき 

にも、 此 『ェ クスキ ユウ ズ • ミ』 を やって ゐる或 大舉敎 授を私 は 知って ゐる。 

郵便局に 行って 色々 の揭示 板を讀 んでゐ ると、 ふと 郵便貯金の 廣吿が 目についた。 その 頭の 一行 

に 曰く、 『旣 婚^ 人 は 夫の 干渉 を も 監督 を も 受けす に、 自由に 貯金す る 事 を 得。』 細君の 衣服 を 典して さ 

へ 遊里に 足 を 入れる ことの 平氣な 日本の 男子 は、 之を晃 たらば 何ん な 顔 をす る だら う。 
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昨年の 秋 ごろ、 私 はしばしば 市街 電車の なかに 『婦人に 吿ぐ』 とい ふ 廣吿を 見た。 それ は 大統領選 

擧 運動の 酣 なる 頃であった。 其 廣吿の 文句に は 『爾の 夫 や 兄弟 ゃ愛兒 をして 砲口の 铒 食たら しめな か 

つた 人が ヰル ソン 氏なる こと を 思へば、 再び 此人 を選擧 せよ』 と 云 ふので ある。 一 國の 統治者 を選擧 

する にも、 先づ 婦人の 心 を 動かして 掛からう とする の は 米國の 面白い ところ だ。 

電車の なかで 男が 女に 席 を 譲る。 つんと 澄ました 女が 當前 だとい ふ 顔 をして 其 席に 就く。 なかには 

サン • キ ユウと も 言 はない のが ある。 それでも 女が 席に 就いて 吳れれ ば、 男 は それ を 身に 餘る 光榮と 

でも 心得た もの か、 席を讓 つたが 上に まだ 脫帽 する。 これが 紳 士 たる 者の 禮 だと ある。 

夫婦で 戶外を 歩く とき 男 は必す 女の 腕 を 取る か、 さもな くば 後から 行く の は歐洲 でも 米國 でも 當り 

前の 事で 珍ら しく はない が、 途中で 女の 靴の 紐が 解ければ、 それ は必す 男が 結んで やる。 これ は 婦人 

が 腰に 雜 劍の 胴の やうな コォ セット を 嵌めて ゐ るから、 前に 屈む ことの 闲 難な ためで も あらう が、 日 

本に この 眞 似の 出来ろ 男子が 幾人 ある だら うか。 赤ん坊 を 連れて ゐる時 之 を 抱く 者 は必す 男子、 乳母 

車 を 押す の も 十中八九まで は必す 父親の 役目 だ。 買物 を 持され るの が 男で あるの はま だ 可い として、 

女の 脫 いで ゐる 淡紅色の 毛 上衣 や 外套の 派手な の を、 停 主が 持た されて 歩いて ゐ るの は 聊か 見 もの 

だ。 日曜 曰な どに は 公園で、 親 一人で 赤ん坊の お守り を さされて ゐ るの は 甚だ 多い。 

ある 怫蘭西 人の 書いた 物に かう ある。 私 も：^ かう いふ 0 に 遇った。 
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翻 育の 大 通で ひどく 込み合った 電車に 乘る。 やむ を 得ない から 入口の 所に 立って ゐる。 男子の 客な 

らば 降りようと するとき、 必然 『どうぞ』 とか 『御免なさい』 とか 斷 つて 行く。 ところが 婦人 は 減 多 

ゆ 一き 

に そんな 事 は 言 はない。 指 端で ちょいと 私 を 押して、 何んだ こんな 所に 邪魔 氣な 奴め がと 言 はぬ ばか 

り、 まるで 道に ごろた 石で も轉 がって ゐ ると いふ 扱 ひかた。 さう してお まけに 恐ろしい 一 睨み。 

英佛米 三國で 男女の 地位の 相異 は、 夫婦 ものが ホテルの 食堂へ 這 入って 来る 所 を れば わかる。 二 

人が 相 並んで 互に 睦まじげ に 微笑みながら、 食^^で定めの席に就く者は佛蘭西人でぁる。 また 亭主が 

先に 立って 衣 錢に手 を 入れ 右左 を 尻目に かけつつ 傲然と して 胸 を 突き出して 入り 来れば、 細君 は 後 か 

ら 之に 隨ふ、 これ は 英國式 だ。 ところが 見た まへ、 米國 では 令夫人が 先づ 威容 堂々 としての 御 入來、 

左右の Hi 下に 一 臀 を吳れ ながら 女王の 玉座に 就かせ 給 ふ。 亭主 は その後から …… これが 米！： 流 だと あ 

る。 

6  0 ボケ ット 

外から 歸 つて 來た まま 脫ぎ棄 て て ある 亭主 の 衣 物の 衣 囊を調 ベ. る こと は、 米國 では 細君 の 袋 も 好 ん 

でする^1*^^の 一 つで ある。 若し 外の 女と でも 關 係して ゐる證 據品を 抑へ て、 それ を 法廷に 持ち出せば 

離婚； 弥訟に 勝 を 制し、 敗訴と なった る 亭主 は、 終身 その 收 入の 幾 部分 を 別れた る 妻に 捧げねば なら 

ぬ。 ^は あとから 此 訴訟の 時の 辯 護士と 再婚す るな ども 往々 にして 聞く 話 だ。 かう して 夫婦 關 係の 事 

にも 金錢の 題が 附耱 ふので、 米國の 男子 は 『黄金』 と」 女王』 との 二つの 暴君の 挾 难ちを 喻 ふので あ 
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る。 すると 一方に は 例の 『群衆』 が控 へて ゐて、 よくも 事情 を 聞かす に先づ さきに 女の 方に 同情して 了 

ふ-勢 ひ 一た びかう いふ 事件 を 出来した 男 は、 一般 社 會に對 して 面 目をつぶして 了 ふ 事になる。 こ 

れは 私が 新閒で 讀んだ 話で あるが、 或 男が 商用 か 何 かで 旅行 をした。 その 旅先から 細君へ と隱し 女へ 

と 二 io 手紙 を 書いた。 よほど 有頂天に なって ゐ たものと 見えて、 此の 二つの 封筒の 宛名 を 取 違へ て 

封じ込み、 そのまま 郵便に 出した。 そこで 內證の 方の 手紙が 細君の 手許へ 舞 ひ 込んだ の だから 堪らな 

い、 忽ち 右に 言 ふやうな 大事 件が 持 上った さう だ。 

私 は 理！！ r た の 數字だ の 法律 だ のと 云 ふ ものに 何の 趣味 を も 有た な いから 調べて は兑 ない が、 獨逸ゃ 

佛蘭 西に 比して、 米 國の女 は 法律上 遙 かに 有利なる 地位に 在る 事 だけ は事實 だら う。 また n 本 は 世界 

に 珍ら しい ほど 離婚の 多い 國 であるに も拘 はらす、 これが 法廷の 問题 となる 事 は 極めて 稀で あるが、 

米國 では 離婚訴訟 は 毎日の やうに 聞く、 そして 多く は それが 女の 方の 勝訴になる さう だ。 

^洋人 は 皆 さう だが、 殊に 米 國の女 は 日本の 女の やうに 子供の 世話 を燒 かない。 子供の 方で も 小さ 

い 時から、 成るべく 自分の 事 は 自分です る 習慣に なって ゐ るから、 從 つて 獨立獨 行の 精神 は 自然に 養 

はれる。 n 本で は 細君 は 夫に 對 して 奴隸 であると 共に、 子供に 對 して 乳母 女中 同様で ある 事が 世間 並 

になって ゐる」 女と して は 何より 大切な なりふり さへ 構 はすに、 唯もう 懸命に 子供の 世話 を燒 く。 子 

供 はいつ まで も いつまでも 母親に 甘えつ く。 或 西洋人 は 日本 は 子供の 天國 だと 言った が、 米國 こそ は 
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女の 天國 である。 何 はさて 措いても 先づ 『婦人 第一』 の國 である。 翻 育の 大きな ティ ハ アト メント • 

スト オアつ 「 前に は、 寒中の 吹き曝しに 赤ん坊 を 人れ たま まの 子供 車が 列 をな して、 十臺も 十五 臺も 

了： こてあって、 間違 はない やうに 一 々それに 桥號 札が つけて ある。 まるで 日本の 芝居の F 足极 ひで 

ある。 n 十く 初孫の 顏 がの i きたいと 言って、 子供 製造 機 また 育 兒用喃 乳 器と して 息子の 嫁 を 貰 ふ、 日本 

の葡 弊な 家庭の 舅姑が 之を兑 たらば、 して 何と 言 ふだら うと 思 ふと 可笑しく も ある。 俗に 獨 逸の 女 

は. トゅ ト4 よく、 佛 西の 女 は 妾の やうに、 英吉利の 女 は 主婦に 適すと 言 ふが、 日本の 女 は 恐らく 乳母 

こい S すと でもい ふの だら うが、 さて 米 國の女 は 何に 適する と 言ったら 可から うか。 私が 下に 述べる と 

こ ろ を は. て 、 讀者は 何 か 巧い 一 W 葉を兒 出され る だら う。 

米：^の^?^子は§^^.02§孝行を少くとも着板にする。 家の 中で 入の la ない 處 ではた とひ 夫婦喧嘩 を やり 

打 する やうな 事 は 有っても、 人前 だけ は愼 むので ある。 お 客への 御馳走に 細君に 小言 を霄 つて 見せ 

る：；： 本の 亭主と は 千 m の 差 だ。 然し 親孝行 を 自家 廣吿の 看板に 使 ふ 日本の 實業 家より は、 此方が 罪が 

無くて 好い。 

米國の W 子 は 外にあって は 『黄金』 とい ふ 暴君に 苦しめられ、 內に 人って は 『女王』 に 審へズ え こ 

れ だから 婦人問題 も 割合に 面倒が 少く、 また かの 女子 參政權 問題な ども 欧洲に 於け る ほど 解決が 困難 

ではない。 現に 昨年 モンタナ 州から は.^ 名なる 婦人 代議士 ランキン 女史が 出て、 下院に 於け る 萬 綠^« 
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中の 紅 一 點 ある 事 は 世人の 知らる る 通り だ。 女史 はこの 次 は. ヒに上 院議 r として 議席に 列す る だら う 

とい ふ 事 も 聞いた- 去年の 選 擧戰の 時 も、 ラ ン キン 孃 はせ、 和黨 の^ 補 者と して 民主 黨の 政敵 を收 つた 

勢 は 凄じい ものであった。 

米國に 於け る 『女王』の權威は^^りに1|;端だ、 從 つて その 弊 も 無いで はない。 しかし 私 は R 本の 

女が また あまりに その 反對の 極端に あるが ために、 社舍 文化の 發達 を^ 害しつつ ある 事 の^だ 大 なる 

を 昆て、 此機會 に 於て 日本 婦、 の 無勢 力と 米國 婦人の 勢力と を對 照して 觀 察して la たい。 少しく 餘談 

にわた るの 罪 は 偏に 讀者 諸君 の 寬容を 願 ふ ので ある。 

n 本 は 幾 百年 問 婦人の 人格 をみ とめなかった. 國 である。 子が そり 返って 歩いて ゐ ると、 女子 はい 

つも 俯いて 歩く 國 である。 亭主が 威張り $,5 らして 女 1：：5 を 下女 か 乳母の やうに 极 ひながら、 それで 意外 

にも 賢母 良妻 を說 いて ゐる國 である。 婦人の 人格 を さへ 認めす、 之 を 玩弄 視し 饥隸視 してお きなが 

ら、 女の 偉大なる 天 f たる 賢母 良妻の 任務 を せよ と 求める の は、 雨足 を 縛り上げて、 歩け とい ふよ 

り も 無理な 注文 だ。 かう いふ 無理な 注文 をす る 世の中 なれば こそ、 一に は あの 突飛な 『新しき 女』 な 

ぞとぃふ時勢の崎形兒を^<^み出して、 一種の 不健全なる 惡 a 潮 を 一時、 世に 瀰漫 せしめた ので ある。 

私 は 賢母 良妻 主義に 少しも 異存 は ない。 ただ 婦人 をし て 露 に よく 賢母 良妻たら しめんが ために は、 

日本^^人の地位を今日ょりも遙かに高めるぁ耍ぁりと信するのでぁる。 


325  


-326 


私の 知って ゐる或 業 家に 氣の 毒な 男が ある。 その 人 は 世に 所謂し つかりした 人物と か、 手腕家と 

か、 やりてと かいふ 類の もの だら う。 なるほど るから に 俗物ら しい 顔附 をして ゐる。 審 業の 經營に 

は 今まで 隨分、 目的の ために は 手段 を 選ばない 行り 方 もした の だら う、 世間に はと かくの 批評 も ある 

やう だ。 然し 今日で はとに かく 巨 萬の 財 を 抱いて、 社會 上に も 相 常の 地位 を して ゐる人 だ。 此 ffl- が 

近 at だいぶ 老境に 入って 何 不自由の ない 身と なつてから、 朝に 夕に 苦にして ゐる、 と 私 は 語った 一事 

が ある。 それ は 二人の 息子の 出 來が惡 いとい ふ 事 だ。 中學 だけ は、 どうか かう か 曲り なりに 卒業 はし 

たもの の、 高等 擧 校の 入 學試驗 は 二人とも 幾度 やらしても 駄目な ので 斷八？ ^し、 外の 學校 にも 這 人れ な 

いから、 今度 は 一 つ 長男 だけ を米國 へやって させようと 思 ふが 奈何で あらう と 言 ふ。 その 撫 然と 

して 大息して ゐる ところ はまこと に 氣の毒 だが、 今 * 史 何とも 致し方 はない。 

このお 巧と いふの は舉問 こそ は 出来ない が、 決して 馬鹿で はない。 親の 子 だけに なかなか 機 威な 男 

で、 うまく 親類 を 口車に 乘 せて は 金 を 引き出し、 放蕩の 修業 は 無論して ゐる。 之 を 知って ゐる 者は不 

良 少年 だと 云って 惡く言 ふが、 親 が旣に 不良 老年で 成功した の だから 仕方がない。 不良 老年が 不良 

小 年 を 生んだ のに 何の 不思議が ある。 梅の 木に 梅の 實が 生る、 とい ふよりも 更に 平凡な 事寶 ではない 

か。 出で て は惡辣 手段 を 用 ゐて財 を 積み、 入って は 酒色に 沈湎 して 遂に 今日 ある を 致した 其 親の 子で 

ある。 ^り 架て たる 淫蕩の 血 は 遺 傅して、 いま その子の 血管 を 流れて ゐる だけの 事 だ。 
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そこで 私 は 此實業 家の 細君の こと を考 へて 毘た。 其 人 は 普通の 日本 流の 婦人で、 溫良 貞淑と いふ 言 

葉 を 以て 形容して 先づ差 まの なさ さうな 人で ある。 社交の 事な どに は 相當に 如才ない 所 を 見れば、 固 

より 馬鹿で はない。 しかし 普通の 日本人と して 夫 の亂行 に對 して 敢然 として 之 を 制止す る 事 も出來 

す、 從 つて 淫蕩の 血が、 神聖なる べき 家庭に 流れ 入る の を默視 する ほか は 無い やうな 境遇に あった 事 

は 言 ふまで もない。 されば とて 夫 を 感化し また 子 を 導く だけの 力 もな く、 奥様と いふ 頗る 體 裁の よい 

美名の 下に、 ！ 種の 乳母と 下婢と を 兼業して 今日に 至った ので ある。 西洋の 事は暫 らく 別と して、 日 

本に 於ても 古來 賢母と 一一 一一 " はれた 女 は 多く は 所謂 『男 まさり』 で、 その 夫 をして 己れ に對 する 相 當の敬 

意を拂 はしめ た 婦人であった。 子 を 立派に 敎育 する だけの 頭の ある 婦人 は、 夫に 對 しても また 十分な 

る 感化 力 を 持って ゐ たので ある。 一夫  一 1^ では 滿 足し 得ない とい ふ 男子の 野獸 性、 また 旣に習 ひ 性と 

なって 矢 隠に 威張りたがる 男子の 虚榮心 1 . それ は 女子の 虚榮 心の やうに 單純 でない だけに  一 2^ 惡む 

べき もの だが， I に 制動機 を かける だけの 力が、 是非とも 婦 人の 手に 存在し なければ ならぬ と 思 ふ。 

また 殊に 生存 競爭の 烈しくな るに 從 つて、 男子が 物質的 活動に 忙殺 せられて 殆ど 餘カ を剩 さざる と 

き、 文 舉敎育 宗敎藝 術 或は 思想 問題 等の 不生産的な 精神的 方面の 事に 關 して は、 少く とも 家庭の 內部 

では 婦人の 努力に 俟っ ところ 甚だ 大 なる ものが あらねば ならぬ。 これな くして は 遂に 一 國の 文化の 發 

逹は 多大の 障害 を 受ける ので、 今日日 本の 多くの 實業家 やその 他 或 一部 社會の 有様 を 見て、 私 は 特に 


^切に 日本 婦人の 勢力の 足らない 事 を 感ぜざる を 得ない。 婦人の 眞の 自覺 と覺醒 とに よって その 地位 

の 向上 を はかり、 やがて 遂に 男子 をして 婦人に 對 する その 暴慢の 態度 を 改めし むる の 域に 逹し なけれ 

ば、 いくら 近學 先生 や 宗教家 ゃ文學 者な どが 論じ 立てた とて、 又 論語 を 振り 廻 はして 見た とて、 到底 

今の 日本に 於け る 物質文明の 餘弊 を！！ める 事 は 出来ない ので ある。 西洋 は 言 ふまで もない が、 この 日 

本に 於て すら も 男子の 亂行、 放埒、 沒 趣味、 無理 想、 無 信仰が、 異性の 力に よって 制止せられ 感化せ 

られ lai 正せられ た 事例 は 決して 徵 くないので ある。 

米 國は卽 ち 最も 著しい この 異性の 力に よって、 その 黄金 文明、 群衆 文明の 餘毒を 免れつつ ある 國 

だ。 米國 にして 若し この 『女王』 の 勢威な くんば、 國を 擧げて 騒擾の 巷と なり、 野卑 |g: 硬なる 亂 民の 

寄 合 ひと 化する ことで あらう" 

談は 少しく 岐路に 人った。 いやに 女の 肩を持つ と 言って 笑 ふ 人 も あらが (現に 私の 親友の 某敎授 

は、 わたくしが かう い ふ 議論 をした と き、 & どうも これ は ER だけに 聞かして E くの は 惜しい よ』 と 皮肉 

つた C 其 人 は 細君に，：： 粉 を S ゐる事 を嚴禁 したと いつ て 得 であろ 人 だ)、 私 は 更に 以ト： 述べ たる 立 

場から 33- て、 米 國 の 『女王』 -, 其^ 一般 文化の 發達 のために 貢献す ろと この 如何に 大な るかに 就いて 

1 言したい。 

春洋 丸に 乘 つて 私が 太平洋の 航海 をす る 時であった。 長い 船旅の 退屈し のぎに、 お 寄 や 無駄話に も 
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飽き^て たとい ふ 連中が 集まって、 どの 船で もよ く演る 甲板 遊戯に、 老人 連まで がき やっき やつ 言つ 

て騷 いで ゐる。 米國特 の國戲 で旣に 日本の 運動界 を 風靡して ゐる 野球の 眞似 をす るのに は、 バ ット 

と 大きな 柔 かな ボ オルと を 持 出して 來て 無闇にた たきつけて ゐる • 長さ 五六 尺 も ある 杓子の やうな 棒 

で 木の 平 IS 板 を 突つつ く 甲板 球 突 は、 例によって 一番よ い 腹 ごな しで ある。 かう いふ 遊に は 少數の 日 

水 人 船客 も 大勢の 米 人の 中に 交って、 いつも 盛んに 演 るの だ" 喫煙室の 無駄話に 身が 人って 出て 行か 

たいで ゐる と、 西洋人の 方から わざわざ 呼びに 來る など は、 頗る ョ米 親善の 實を擧 げてゐ る。 ところ 

が、 ここに 一 つ 西洋人 のみでなければ 決してない、 そして 日本人 船客の 滅多に 加 はらない 遊戯が 一 つ 

あった。 それ は 空瓶 鼓爭 である。 

足の 不自 山な ために、 いつも 側の 籐椅子に 腰 を かけて 見物して ゐる私 は、 特に 此遊 戲を與 ある 事に 

思った。 鐡 道の やうに ニ條の 平行した 曲線 を 地 闘狀に 白墨で 書いて、 其 線. i に は 一尺 位づ つの 間隔 を 

おいて 空瓶が いくつ も 列べ て ある、 それが 通路 だ" 布片で 目隱し をされ てこの 通路 を 歩む もの は必す 

男子で ある。 そして 男の 肩先から 長く 後へ、 右と 左に 垂れて ゐる布 片の端 を 背後から 婦人が 兩 手に 持 

つて 之 を 操りながら 進む ので ある。 BR 子の 方 は 目隱し をされ てゐ るから 何も 毘 えない。 唯 無 閣に當 て 

すつ ぼうに 前進す ると、 壜を 蹴飛ばして 脫線 する。 脫線 させない やうに と 背後の 女 は 適宜に 右 や 左に 

布片を 引つ ばって 方向 を 誤らせな いやう にして 進む。 男女が 同一 體 になって 男子の 一本調子の 前進 
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が、 後に あるき 弱き 女性の 手に よって 巧く 操られ、 壜を 蹴倒さす^ 線 もせす に 進み 終へ た 者が、 この 

競技に 最後の 勝 を 制する の だ。 如何にも これ は 西洋人の しさうな 事で、 又 日本人の 多くが 爲すを S ま 

ざる 遊戯 だら うと 思った e 

rt^ はこの つまらない 一 つの 遊戯 を a て、 女子に 相當の 勢力 ある 歐洲 先進 國の 文明の 或 一面 を 》^ せら 

れ たやうな 氣 がした • 米國の 女の 勢 は 更に 之 を 極端に やった やうな もので、 背後に 立つ 女が 單に 布片 

を 引く だけで はなく、 恰も に軛を はめて びしびし とそれ を 鞭つ が 如き 行り かたで ある。 それ 位に し 

なければ、 米國の 如き 植民地 時代 を距る こと 未だ 遠から ざる 黄金 萬 能の 國に 於て は、 文明の 弊寶 

を 防ぐ の 道 はない ので ある。 若し それ^ 人が 5?^ 子に 對 する 勢の 絶無なる 日本の 狀 態を此 遊戯に 醬 ふれ 

ば、 背後に ある 異性の 手に 布片 もなければ 鞭 も 無い のと 同然、 男子の 亂行、 惡辣、 不人情が 盛んに S 

瓶 を 蹴飛ばして 首 ほ 的^ 進 をして ゐる その後から、 妻た る 女 はた だ 無意味に、 唯 おとなしく 手 を 拱い 

てく つついて 行く に過ぎない • 異性と して 男子に 對 して 爲 すべき 任務 は、 その 半ば をも盡 くして ゐな 

いの だ。 米 図式 も 5桢 端 だが 日本 流 も亦餘 りに ひどい。 男の 方 はと 言へば 人生 五十 年の si、 朝から 晚ま 

で離齪 として 得た ると ころの もの は 唯 黄金と 虚名と あるの み。 老境に 入って 行きつ く 所まで 行って か 

ら、 はじめて氣が附ぃたゃぅに^：：^子の出來が惡ぃなぞと言ってゐる氣が知れなぃ。 息子 どころ か、 自 

分 そ Q ものから して 旣に 物に なって ゐ ない 不良 老年で はない か。 ^*1だしぃのになると、 自分の 腐れ ra^ 


 330 


てた 血が その子に 遣傳 して ゐる事 は 棚に ほり 上げて、 『子供 はお 前の 育て かたが 惡 いから』 と 細君 を責 

め てるのが ある。 女 こそ 氣の 毒な もの だ。 闩 本と いふ 國は 女の ために は 牢獄で あり、 地獄で ある。 

閑話休題、 米國の 男子 は 生れてから 死ぬ まで 一生涯の 大部分 は、 殆ど 婦人の 手に よって 敎 育せられ 

指導せられ 監督せられ てゐる 。 襁棵の 時代 や 幼稚園 時代 は 勿論の 話 だが、 先づ擧 校に 行く やうになる 

と 女の 先生に 敎 へられる ので ある。 n 本で は 小 擧校敎 育 は 殆ど 男子の 手に よって 行 はれ、 教師 總數の 

僅かに 四 分の 一 が 婦人で ある さう だが、 米 國の小 舉敎師 は 4" 人中 九 人まで が 婦人で ある。 過去 幾 世紀 

間に わたれる 男子 横暴の 歷史 のかげ に 隠れて、 人と しての 力 を 半ば 失って 了った 日本の 婦人に は、 か 

うい ふ 仕事が 適しない ためで あるか、 或は 他に もっと 重大な 原因が あるか、 それ は 今 ここに 問 ふと こ 

ろで はない。 とにかく 事資 はさう だ。 

それから 上の 中攀 時代 以後 は、 舉 校の 先生 は 男子で あっても 家庭で は 矢張り 父親よりも 母親に 多く 

世話され るの は、 日本で も 同じ 事 だ。 さて それから いよいよ 一人前になり 結婚 をす ると、 八 r 度 はまた 

細君に よって 敎育 監督 せられる ことになる" 

五 婦人と 文化  f 

米國の やうに 物質 上の 發 達の 急速な 國 では、 男子 は その 日 その 日の 劇務に 忙殺されて 殆ど 請 書な ど お 
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をす る^のないの は、 日本の 近 © の 業界の 人た ちと 同じで ある。 宗敎 ゃ藝術 ゃ文擧 やその 他 一般の 

思想 ii: 题 などに 就いても、 自分で それに 注意して ゐる だけの 餘 力が 無い の は、 まことに 無理から ぬ 事で 

ある。 しかし 若し かう いふ 狀 態で 行けば 國 としても 民族と しても その 文化の 發 達に は 大 なる 缺陷が 出 

来て くる。 そこで この 缺陷を 補 ふ 任務 は >  米國の 如き 國に 於て は 勢 ひ 婦人の 雙肩 にか かるの だ" 私の 

狹ぃ2-關の範图から^!;?へ ても、 文藝 上^し く は 思想 上の 最近の 問题 などに 就いては、 の 人 は 固よ 

り刖 問^だ が 一般から 言へば、 子よりも 遙 かに 其 細君の 方が 書物 も 多く 讀んで ゐれば 研究 もして ゐ 

る。 藝術 上の 趣味の 事な どに 至って は、 亭主 は 全く 細君の 指導 を 仰いで ゐ ると 言っても 可い 有樣 であ 

る" 私 は 自分の 商寶 がら 矢張り 文 舉の話 をす る もの だから、 さう いふ 時 は 細君 やお 孃 さんの 方が 盛ん 

に 喋 り 立て て、 御 亭主の 方 は唯默 つて それ を 聞いて ゐ ると いふ 有様た。 男子で も 相當の 階級の 人 は 

昔 學 校で 沙翁 ゃチ ョ ォサ ァは讀 んでゐ るから、 うろ 覺ぇ でも これらの 古い 文 學に關 すろ 知識" たけ は あ 

るが、 ゾ リツ. チスゃ イエ イツ や メイス フ イイ ルドの 物を讀 んでゐ るの は、 審門 家の 特別の 人で ない 以 

上 は先づ 婦人で ある、 だから 英米の 新作 家 や 新 詩人で 米 國の讀 書界に 認めら るるに は、 先づ 新聞の 文 

0  ^ の 批評家 ！- 新聞 は かかる 場合に 於て も大 なる 勢力で ある 11 に 認められて、 それが 次い で 人 

の 人氣に 投じなければ たらぬ- 例へば 先師へ ルン 先生が 日本の 事 を 書かれた 文章の 米國に 於け る聲愤 

は； k< に 非 な もので、 今 は 旣にス ティ イヴ ン ソン ゃキプ リングと 同等に 极 はれて ゐ るが、 これ は 先生 


の纖麗 巧^な 文體が 英米と もに、 特に 婦人の 心 を 動かす こと 大 なる ものが あるから だ" 先生の 文章 を 

左程に 思 はない と 言った 男子 を 幾人 も 知って ゐ るが、 婦人が 先生の 文章 を 喜ばない 人 を 私 は 未だ 曾て 

： 入 も 聞かない。 また 翁に わたくしが 或 日本の 雜 誌に 『愛蘭 文學の 新星』 (本 集 本 卷に牧 む) として 紹介 

した、 一幕物の 新作 家 ダン セィ 一一 卿の 作物の 如き は、 英國の 方で まだ その 眞價を 認められない 昨年 中、 

早く も 米國の 文壇と 劇壇と を 風靡して 富に 素晴らしい 勢で 持 嘴され た。 あれな ども 固より 藝術 品と し 

ての 價 iMQ 大 なる ものに は 相違ない が、 此 人の 作物の 性質 上、 かの 粗 硬な 趣味 を 持つ 人た ちの 心 を も 

動かす とい ふ SR 性的の 文學 11 若し こんな 變 挺な 言葉が 許される とすれば II ではなく、 寧ろ 幽趣 微 

韻 を 解 ぶ 付る 鋭い 祌經を 持った 女性の 心 を 動かし さうな ものであった。 S 際 あの 一幕物が 昨年 紐 育の 

ボ オトマン トォ 座で 上演 せられた 時 は、 知識階級の 婦人 問の 評判 は 富に 非常な ものであった】 どの 芝 

居で も 一 iSt ー膨 5 ^ま. 固より 九分まで 婦人の 觀客 であるが、 夜の 部に しても 矢張り 細君が 行く と 言へば 亭、 d 

もい やと は 言へ ぬ國 だから、 男子 も 解る 解らぬ に 論な く 後から 隨 いて 行く。 婦人が 夜の 外出の 護衛 

か、 或は 娘さんな らば 先 ^5ノ まへ i ンの 代りにで もな つて、 男子 も いやいやながら 芝居 見物に 行く。  てゐ 

るラ ちに は 面白味 も 解ら うし、 細君 ゃ讓 さんの 講釋も 聞かう とい ふ もの、 その 中には 株式相場の 方と 

は 少し つた 趣味 もお のづ から 養 はれる 事になる。 『黄金』 王の 奴隸 となって 終日 働き 盡 くした 人に は 

讀 書た * どよりも 却って かう いふ 事の 方が 趣味 涵養の 法と して 適する ので あらう。 (勿論 これ は 低級な 活 
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動 寫爲 の チヤ ァリ • チヤ プリンと か、 米^ 一流の メロドラマ や 滑稽 歌；^ などの、 藝 術の 範 Hi 以外の 物 

に 就いて 1 百 ふので はない。 踊 子が 例の 肉襦抨 一 枚の 裸體 になって 躍り 狂ふバ ァ レ スクの 如きに 至って 

は、 滿場 殆ど 皆 3^ 子の 觀客 のみで ある)。 何 を 言 ふに も 細君の 睨みが 利いて ゐ るの だから、 さう いって 

もい つも バァへ 行って 醉拂 つたり、 力 バレ H に 行って 歌 女の 踊 を la て ゐる譯 に は 行かない ので あ 

る。 如何な 道樂^ でも 時には 夜 は 家に ゐて新 の 夕刊で も讀 むと か、 乃至 は 己れ よ ひも 學問も あり 趣 

味 も 高い 細君の 講釋ゃ 說法を 聞いて、 おとなし くして 居なければ ならぬ 次第と なる。 

私 はい ま 芝居と 讀書 とに 就いて 言った が、 美術展 覽會 (未 來 派 ゃ立體 派の が米國 では 隨分 流行る 

iA" でも 博物館で も、 入場者の 多く はまた 婦人で ある。 これ なぞ も 著しく 日本と は 異なる 點だ らうと 

思 ふ" 文展ゃ 院展は 別問題と して、 博物館の 陳列 品な どに 對 して 眞に 興味 を 有つ 日本の 婦人 はま ださ 

ぅ澤. ？. はない やう だ。 

昨年 佛蘭 西の 女優 サラ • ベ ルナ アルが、 その 袋 脚 を つて 米國の 各地 を 巡業した 時であった、 ^ 

は それ をボ オル ティ モアの 抒情詩 座で 觀た とき、 すぐ 後の 席に ゐ た 或 男の 鼾聲 雷の 如き を 耳に して 驚 

かされた 事が ある。 怫蘭西文化の美を貴んで努めて^！！！國文明の短を補はぅする米國では、 敎育 ある 婦 

人の 佛蘭西 語に 通じて ゐる 人が 多 いのは 當り 前で ある。 ところが サラ • ベ ルナ アル は 全く 自分の 國語 

で演 する の だから、 細君の 方に は 解る だら うが、 御 亭主に は 足の 一本し き やない 女優の 藝を a- ただけ 
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で ま rH- の }J3 白 未 もない。 起されても 起されても、 またぐ うぐう やり 出す ので ある。 これな ど： S 卒书に 

お 止： を 命じた まで はよ かった が、 まだ その上、 一段のお 仕込みが 足らなかった ものと 昆 える。 かか 

る 場合、 日本なら ば 亭主が 觀に 行かな いのは 無論の こと、 細君の 觀劇 さへ 『馬鹿め』 の  一^に 薛られ 

て、 おじ やん になる ところ だら う。 

英吉利の 新しい 詩人 や 文舉者 は、 殆ど 皆 誰でも 一度 は 米！： へ來て 自作の 朋讀 講演 を やる。 私の 居る 

問に もバ アナ ド， ショォ が 米國へ 講演に 來 ると いふ 噂が 新聞に 出た ので. 私な ども 期待して ゐた方 だ 

が、 例の 皮肉 を 以て 自國 の惡 n を 米 國で演 られて は堪ら ぬと でも 思った もの か、 英國が 彼の 渡米 を禁 

じたと か 禁ぜね とかの 嗶 だけで その 儘に なった。 しかし ァ ルフ レッド • ノイズ は プリン ス ト ン大學 で 

英文 舉 講義の 旁ら!^ ユウ ts- の 他で 講演し、 メイ スフ イイ ル ドゃ ギブ ソ ンも 私の 滞米 中に 議演朗 讀の巡 

業 (？) を演 つて ゐた。 さう いふ 時に も 入場者の 七 八 分まで は 矢張り 婦人で ある。 日本なら ば 先づ男 

子の 攀 生が 多數を 占める とい ふところ だら う。 

私 は 厘 詩人 供樂 部の 會合 などに 行って 見た が、 これな ども 婦人の 出席者が 大多數 を 占めて ゐる。 殊 

に 自作 を朗讀 し. -』 り 講演 をしたり する 詩人に も 婦人が 多い •  « 際 現代 各國の 文壇で、 女 詩人の 數の多 

フ n- ィ •V' ァ ス 

いこと 恐らく 米國が 第一 であらう。 いま 米國 詩壇の 中心 問題の やうに なって ゐる 自由詩の 運 ffi- の 旗頭 

ェ イミ • p ォ H ル女史 は ハァヅ アド 大學總 長の 令妹で、 この 人が 近代の 佛蘭西 詩人 を 論じた 昨年の 新 


著 は is に 日本の 請 書 子の にも 行 はれて ゐる。 その他 ゼ ッシ， ビ， リツ テン ハウス、 エディ ス， トマ ス、 

ショ七 フィン • ブレス トン ピィ ボディ、 アナ *ブ ランチ、 エラ *ホ ヰ イラ *ヰ ル コックス など 米國 詩壇に 

觀を稱 して ゐる人 は、 現代に 於て は 女 詩人の 方が 遙 かに 多い ので ある。 これ はわが 國史に 於け る 婦人 

解 於 時代と も 云 ふべき 平安朝の 文 學に紫 式部、 淸少納 言、 和 泉 式部、 赤 染衞門 等 巾幗の 才人が 楚 出し 

たのと 思 ひ <? 口 は せれば 興味 ある 現象 だとお も ふ" 

之に 就いて 思 出す の は 昨年 rn 本に 來 遊し、 次いで 米國 にも 講演に 來 たタゴ オアで ある。 氏の 作物 は 

M やくから 英米の 讀書界 に 持 離され、 私 も はじめて 『ヒ ツバ アト • ジけ アナ ル』 の 誌上で その 紹介 を賨 

ん だ顷、 その 思想 は 吾々^ 洋 人に はさまで らしくな いもの だと 思った。 のち 詩集 『チ トラ』 や r キ 

タン ヂャ リ』 を 請み、 その他 散文の 諸 作に 接する に 及んで 流麗なる 文辭の 美に は 打 たれた が、 m 心 想 傾 

向のhに於てはl^j"々にはさぅ新しぃものでは無ぃとぃふ感を益々深くした。 それから 後、 丸 善へ タゴ 

ォド の 木が 澤 山に 来る と n 本で も 非當な 評判に なった が、 私 は 依然として 何；! あの 作物が 左程までに 

朿洋 思想の 口 本人 を 感服させる のか を 不審に 思った。 タゴ オアが 日本 來 遊の 時の 熱烈な 歡迎 振り は、 

私 力 外 9g 屮の 事で あるから よく は 知らないが、 何でも 『詩人と は どんな 商赍 をす る 人です』 とい ふ奇 

問を發 した 實業 家まで が.. 氏 を歡迎 した さう である。 それから 氏 は 米 人へ 來て桑 港に 上陸した。 そこ 

では； ニ囘 講演-てした 切りで、 何故 だか 直ぐに 引上げて 束 部に 來た" 平素 タゴ オアの 著：^ を 愛讀し C 


 336 


ゐる米 國の讀 書 子 は 固よりの こと、 知る 知らぬ に 論な く 氏の 來遊を 侍ち、 紐 育 あたりの 各 書店に も 

其 頃は澤 山に 氏の 著作 を 陳列棚に 出した。 ー かしい よいよ 講演 をして から 後 は、 評判 はさ ほどで もな 

かった。 婦人 連から して 思った 程に は騷 がない 位 だから、 子の 方 は 寧ろ 冷やかに 迎 へたので あつ 

た。 印度 古代の 吠^ si^ 學の 思想 傾向の 人が 現代文明 を 呪 ふの 聲が、 米國の 人に は 喜ばれなかった のか、 

或は タゴ オアの 講演が 寧ろ 氣 持の よい ほど 単純な 說で、 小 理窟な ど を 少しも 言 はない のが 却って 一部 

の 人に は 幼稚と か淺 It とかい ふ 風に 思 はれた ため か、 また 大聲 俚. 斗に 入らざる がた めか、 その 邊の理 

由 は 知らないが、 とにかく 期待した ほどに は歡迎 せられなかった。 詩 は 好い が 講演 は 面白い と 思 はぬ 

と 首った 人 もあった。 とにかく タゴ オア は n 十く 米國を 切り上げて 歸途に 就き、 船に 乘 つてから 米國の 

事を赏 めて ゐなぃ 談話 をした その 筆記 を、 私 は 或 新聞で 讀ん だ。 タゴ オアの これらの 講演 は旣 にー卷 

の 書に 集められて 最近に 出版され たが、 して その 詩染 ほどに 人々 が愛讀 する かどう か を 私 は 知らな 

；:^ が 朝す る 少し 前 ごろ、 怫蘭 西から s:^ 學 者の ベルグ ソン も來 たやう だが、 これ は 全く 最初から 微 

行で あるら しい。 講演 をしたら ば、 さぞ また 澤 山に 婦人が 聽 きに 行った こと だら う。 

六 婦人の 敎宵と 活動 
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話が またしても 横道に 外れた が、 米國の 婦人 はさす がに 男子 を 抑制して ゐる だけあって 確かに 偉い 

ところが ある。 第一 體 育が 發逹 して ゐる爲 に體 格の 立派な 事 は 一一 一一：： ふまで もない が、 これ は 風に も堪へ 

ぬか-^. J>s>r ゲ した 者 を 美人と 考 へた 日本と は . し異ふ • 歐洲の 方で も 今度の 戰 亂以來 男子 不足の 結 

果、 今まで は 男子で なければ 出来ない とせられた 種々 の 1 か 女子の 手に うつり、 それが 立派に 女の手 

によって 爲し 遂げられて ねる， かく 婦人の 實 力が 上に 證 明せられ た 事が、 戰 1 洲に 於け る 女 

子の 地位 4V 高める に與 つて 力 ある だら うと は、 すでに 多くの 8- の 信す ると ころで ある (たと へば 目 

下 英！： 文- M の 流行 兒 である H ルズ 氏が 昨年の 新著 『將 來は 如何、 歐 洲の豫 想』 中、 f 問題 を 論 

じた 一 章に も此 事を說 いて ゐ た)。 かう いふ 點 から 言へば、 在来す でに 米國 の 地位の 高かった 事 は 

當然の 結 架で あらう。 それから また 知識 ゃ敎 養の 方面から 言っても、 米國の 婦人 は 男子に 比して 決し 

て 劣る もので はない。 米 s: の坊 一流の 大^の 或 ものに は、 本科の 方に 女子 は§ いが (それ は^に 女 

子 大學が あるから)、 專攻科 或は 大學 院と稱 すべき 課程で は 男女 混合で、 これ はせ ドクトル 試 驗を受 く 

べき 人た ちで ある。 多く は旣 に大擧 卒業後、 敎師 その他の 職 紫に 從 isfJ して ゐた人 だ。 これが 文 學の方 

などで は 十 中の 八 九まで 女子であって、 その 學 業の 成績 も全體 から 言へば 確かに 男子 を 凌駕して ゐる 

の は 事 S である。 舉 才ゃ腦 力の 點に 於ても 婦人が 本來必 すし も 男子に 劣る 者で ない 事 は、 最高の 教育 

を 受けて 居る 此 種の 米國 婦人が 充分に 證 明して ゐる。 
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また 米國で 婦人の 地位の 高 いのは 女子 敎 育の 盛んな ことが 重要なる 一 原因で ある 事 は 今更 ふまで も 

ない が、 各地の 州 立 大擧は 多く は 男女 共學 で、 男 も 女 も 全く 同じ 講義 を 聞く ので ある。 ハァゲ アド、 

コ ラム ビヤ 等の 大きい 私立 大學！ • は 女子 を入擧 させない 代りに、 別に 同じ 教師が その 附屬 女子大 擧と 

も 云 ふべき ラ ドク リツ フ* 力 レ ッヂ や、 パ アナ ド • カレ ッ. チに敎 鞭 を 執って ゐる。 だから 結局、 男子と ほ 

ぼ 同じ 大學 講義 を 女子に も聽 かせる わけで ある。 また^に 純 粹の獨 立した 女子大 擧には ブリン • 乇 

ァ、 ス ミス、 ゲッ サァ、 H ルス レイ、 ガウ チヤ 等の 如き、 かなり 程度の 高い 大規模の ものが 多い。 そ 

し て これら は 最も 多く 文 舉藝術 の 方面の 敎 育に 力 を 注 いで ゐ る 事 も 注意す ベ き點 であらう。 

米國の 女子が 知識の 程度の 高い こと は、 日本人た る 私が 感心す るば かりで なく 多くの 歐羅 巴人が 舌 

を 捲いて 驚嘆して ゐる。 私 は 玆に佛 蘭 西の 文人 マクス • オレルの 米國 紀行から、 次の 興味 ある 一節 を 

引用しょう。 

私は鈕 育の 或會 合の 席で 遇った 一 一十 前後の 美しい 米國 婦人 を 常 も 思 出す。 はじめて 紹介され た 

時、 その 女 は 隣席の 或 婦人と 巴 M で 流行の 帽子の 話 をして ゐた。 そして 今度 私の 方 を 向く と、 だし 

拔 けに、 

あなた ルナ ンの 『イス ラエ ル 民族史』 をお 讀み になって？ 

と來 た。 私 は 暇が無い ので まだ 讀 まない と 正直な 所 を白狀 すると、 其 女 は 自分が 讀 んだ此 名著の 內 


容を 話して かせた。 それが 少しも 氣 取ったり 舉哀 つたり する 風がなかった。 此事を 私の 著書の 

巾に^い たの を讀ん で、 一  一一 二の 佛 蘭 西 人が かう 一一 IE つた、 

『その 米國の 美人と いふの は金緣 眼鏡 を 掛けて ゐ たらう ね。』 

ところが そんな 風 は 少しも 無かった。 ちんと 整った、 そして 意氣な 好みの 服装 をした、 極めて 女ら 

しい 女であった" 

マクス • オレルが ここに： 一一 〔ふやうな 女 は、 確かに 米國 では 珍ら しくない と 思 ふ。 

卯 のかげ に は必す 婦人が あると いふが、 米國 では 私 どもの 敬服して 措かない 色々 の 方面の 5^ 動に 

は、 必卡 面に 女性の 働が ある。 宗敎 運動、 平和 論、 慈善 邀動、 禁酒 述動、 公i^廢止、 凡て かう いふ 

類の 、米！： が^ 界に 誇る に 足るべき 立派な 活動に は、 すべて その 背後に 有力なる 婦人の 手が あって 之 

を 動かして ゐ るの だ。 『群衆』 と 『黄金』 との 暴威が あるに も拘 はらす、 米國の 文明が 世界 を 動かす 底 

力 を 有って ゐて、 物！ iws 能の 半面に また 偉大なる 理想主義 精神主義の 美 を も 具 へ て ゐる の は、 全く 

f 女王』 の 勢力 あるが ためで ある。 

亭主が IS 飮み である 事 を 女が 喜ばな いのは、 どこの 國 でも 同じ だ。 ことに 西洋人の は 日本の やうに 唯 

晚. £ なぞと いふので はく、 白*^刖向きで外出の途中にすら居洒屋に這入って飮むのだから、 仕 察の 妨 

となる 事 も 甚だしい。 殊に 米 國の大 都 會には 共同便所の 數が 甚だ 少 いために、 この； 1^ 酒屋に 這 入って 
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用 を 便す るの が 一番 都合が よい。 また その 11^ 酒 SlJ なる ものが 甚だ 手輕 なので、 街 上で 知人に 逢 ふ、 す 

ぐに 握手した まま 其 手 を 執って 手近に 在る 居酒屋に 引 張り込む とい ふ 有様、 これで は 細君が 苦い 顏を 

する の も 無理 はない。 そして 酒と 色と が 離る ベから ざ る關係 の ものである 以上 は、 禁酒 運動と 公 iS 魔 

止と は實は 二に して ：、 一 にして 二なる ものに 過ぎない。 合衆國 四十 八州 中、 禁酒 令 を 布いた もの は 

旣に その 半に 近いが、 最近^に 上院に 於て は全阈 禁酒の 法案 を 通過した さう だから、 米 阈が國 を擧げ 

て 禁酒と なる の も fi^ からざる 數 年の 後で あらう。 殊に 人 マ 次の 戰亂 のた め、 何よりも 大切な 食料品た る 

穀類 を 酒に 化して 消^す るの はよ くないと 云 ふ 議論 や、 或は 國 家の 此 一大 危機に 際して ただ 徒らに 醉 

を 買 ふ 如き は、 人と して 愼 むべ き だとい ふやうな 說が 益々 有力と なって、 禁酒 運動 は 米國に 於て 此機 

を 利用し て大 なる 成功 を を さめた ので ある。 

いよいよ 禁酒 令が 出來 て、 现 にこれ がた とひ 表 }S だけで も 立派に 行 はれて 行く ところ はさす が米國 

の 偉い ところ だ。 私が 桑 船から 紐 育へ 行く 大^ 横斷の 汽車に 乘 つた 時、 最初の晚は食堂車の^^-上に酒 

目錄が 出て ゐた。 次の 晩に は それが 無い から 黑 人の 給仕に 訊く と 首 を 振って ゐる。 なる 程 同じ 汽車で 

も禁 酒 州の なか を 走る il おけ は 一 滴の 酒 も 許されな いの だ。 次の 晩に は 酒 n 錄が び 食い；； いの 上に 

現 はれる といった 風で ある。 酒好き. k は 率屮で 辛抱が 出來 たくなる と、 こっそり 豫め 忍ばせた る あの 

ビス トルと 稱す る 衣^ 川 のヰス キイ 瓶ケ 出して、 汽率 便所の な かで 錠 を 卸し て 置いて 飮む など の 珍談 


も 聞いた。 また 私が ボストンから 日本へ 歸る とき、 五六 日 問の 汽車 旅行で 寢害： 車で 搖ら れた疲 勞の揚 

句、 沙 港へ 着いて 久し 振に 日 木 食 を 食べに 行く と、 日本酒 は 一滴 もない とい ふ。 日本料理 店で 酒を飮 

まさない と 云 ふの は先づ 日本の 本國 では 滅多にない 事で ある。 なるほど 沙 港の 在る 華 盛頓州 は、 つい 

K ライ 

近 -3 から 禁酒に なって ゐ るので、 私が 三 四日 間 船待ちに 滞在中 も、 街 上で 酒 氣を帶 びた 二三の 米 人 

が、 巡 j^- に 拘引 せられた 事 を 新聞で 昆た。 しかし また 外で はとに かく、 家庭 內 ではと 思 ふ 人 も あらう 

が、 それ も 或 程度まで は 例の 細君の 睨みが 利いて ゐ るの だ。 酒造業 者の 猛烈なる 反對 運動よりも、 眞 

面目な 婦人の 運動の 方が 勝 を 制する ところ は、 さすが 米國の 面白い ところで ある。 

物質の ための 釗務に 忙殺される 男子が、 人生 問題 ゃ宗敎 信仰の 事に 心 を 傾ける 餘裕 のない 間に、 婦 

人 は 此缺陷 を 補 ふだけ の 動 をす る。 日曜日に は 無理に でも 亭主 を 引立て \ 敎會に 同行す ろ 者 は米國 

:g 人で ある。 どんな 敎會 の說敎 でも、 まさか 致 富の 耍訣を 說く者 は 無い から、 自然に 人生 や 宗敎ゃ 道 

德の 問題 をも考 へさせられる。 また かの 平和運動の 如き も、 その 根柢た る 思想」 於て 基督の 敎と 密接 

の關 係が あるの は 言 ふまで もな く、 そのほか 赤十字と か 慈善 運動 または 敎育 事業な どに、 米國の 富豪 

が 歐洲人 を 驚かす ほどの 巨资を 惜し 氣も なく 出す の は、 背後に 力強き 女性の 活動が 潜んで ゐ るからで 

ある。 

卜 九 世紀の 英國に 功利 唯 物の 弊 極まれる とき、 カァ ライル は その 熱烈 矮激の 文 を 以て 一 世 を 痛罵 
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し、 ラスキン もしば らく その 藝術 批評の 筆 を を さめて 理想と 道德と 信念と を說 いた。 詩人 モリス も 亦 

俗惡 なる コマ ァ， ンャ リズムに 反抗して、 自ら 装飾 美術の 製作に 從事 せる ほか、 掾大の 筆を揮うて 社會 

改 を 叫んだ。 むかし 那 翁が 店 番 と 嘲った 英國 おの 文明が、 今日な ほ獨 逸の 如くに 俗化して 居 

な いのは、 かくの 如き 大 思想 〔あが 大 なる 解毒 劑を與 へて ゐ たからで ある。 豫言 者と しての カァ ライル 

や ラスキン や モリスが 野に 叫ぶ 聲に、 國 氏が 夙に 耳 を 傾けた からであった。 等しく 英語 國 民た る米國 

に 於て は、 また H マソ ンゃソ 口 ォ があった • そして 同じ 流れの 思想が 今では 婦人の 絶大なる 勢力に よ 

つて 實 行の 方面に 現 はれ、 その 物質文明の 餘毒を 除きつつ あるの だ。 

私 は 決して 一部の 宗教家の やうに、 また タゴ オアの 如き 思想家の やうに 現代の 物質文明 を 呪 ひたく 

はない。 ただ 個人の 生活が 靈と 肉と、 精神と 物質との 完全なる 調和の 上に 建てら おなければ ならぬ 如 

くに、 一 國家 一 民族の 文明 もまた 靈 肉の 完全なる 融合 一 致の 上に 建てら るべき もの を 信す るが 故に、 

米國の 婦人が 精祌 的に その 國 文明の ために 貢献す ると ころの 如何に 大 なる かを說 いたので ある。 中世 

の 騎士が 出陣の 祈に § ^の 緒 を 締める 者 は 女であった、 とい ふ 一 W 葉に 私 は 傑 遠なる 意義 ありと なす 者で 

ある" 娘子軍 だの 婦人 參政 だのと いふ 事よりも、 新しい 意味の 賢母 良妻と いふ 事を眞 面目に 考 へて 昆 

たいので ある。 私 は 近頃 曰 本の 富豪が 女子の 高等 敎育 のために 資を投 する 人の 多い の. V 聞いて、 心 か 

ら なる 喜び を 禁じ 得ない と共に、 それが 単なる 家 察經濟 とい ふやうな 資用的 方面よりも 更に 一歩 高く 


^み 出して、 文 學ゃ宗 敎ゃ藝 術 や 教育 ゃ道德 などの 所謂 金錢 にならない 方面の 仕事に 十分の 素養と 理 

解との ある、 『人』 として 新しい 婦人 ： 一 人で も 多く 社.^ に 出して 貰 ひたいの である。 今や 曰 木の 如く 

盛んに 米國 化せん としつつ、 而も 『女王』 を 有せざる 『黄金』 と 『群衆』 とみの 文明 は、 眞に戰 1^ す 

べき ものである からだ。 

米國 では 婦人が 何故 さう 贵 ばれる のか、 とい ふ 問 を 私も遥 訊かれた。 その 原因の 一 つ は I 一口 ふまで も 

たく 歐洲屮 世の 騎士 時代に 於け る 女性に 對 する、 宗敎的 拜の遗 風で は あらう が、 特に これが 米！； に 

1^ て 盛んで あるのに は、 また 別の 理由が あると 思 ふ。 卽 ちその 植《< 地 時代に 歐洲 から 米國に 移住した 

もの は 多く は啻 年であった。 徒手 空举を 以て 新しい 土地に 新しい 運命 を、 自分の 努力で 開拓し ようと 

する 血氣 盛りの 青年が 多數 であった。 物質 活動の 出來 ない 老人 や 女子供 は 成るべく 出て 来ない とい ふ 

風であった。 たださへ 靑ハ ヰに は 浪漫的な 熱情が ある 上に、 彼等 は 中世からの 浪漫的な 女子 拜の 精祌 

..v 傳 へて ゐる。 殊に^ 子に 比して 婦人の 數が 甚だ 少 かった ので あるから、 この 崇拜と 尊 まと は 益々 甚 

だしなる。 今 U でも is^i 州より は、 植民地 時代 を距る こと 遠から ざる 西部 諸 州に 於て、 女尊 Ei- 卑の 

風 は 更に^だ しいと 聞いて ゐる。 私 は 西部の 事 はよ く 知らないが、 紐 育 や ボストン では 電車の 中に 嫁 

人が 立って ゐる事 は 少しも 珍ら しくない のに、 中 西 部より 西の方で は數年 前まで は、 殆ど 電享內 に 

立って ゐ -fe 人 は 無かった さう だ。 苟も 紳 士 たる 者」 此 地ぶ では 告必す 婦人に 席を讓 つた もの だ 七 
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聞いた。 

米國に 於け る 婦人の 威勢が 餘 りに 強いた めに、 また その 弊害 も あると いふ 事 を 私 は 多くの 米國の a? 

子から 聞いた。 しかし 米國も 極端 だら うが、 日本 もまた 餘 りに 極端で ある。 そこ は 矢張り 英怫の 如き 

先進 の 屮_ ^を 得た る£;； 女の 地位 を考 へて 見なければ ならぬ と 思 ふ。 日本の 女 は、 世界の 文明 固のう 

ちで 男の 我儘に 最も 都合 よく 出 來た女 である。 今の 日本の 社 會の病 疾が此 原因に 基づく ものの 甚だ 鈔 

くない 事 を 思 ふと、 私 は 米國に 於け る 『女王』 の 威力の 決して 無意味で ない 事 を 切言した いので ある。 

私 は 眷て閑 を偷ん で、 或 米 人が 日米 關係を 論じた 新刊 害 を 護んだ。 これ はよ ほど 排日 的な 議論 を 書 

いた 木で、 ロ本人に歸化權^^與へ る事の不可なるを言ふ现出の 一 として、 女に 對 する 日本人の 思想が 

根本的に 與 なれる ため、 之 を 米國の 社會に 入れる 事 は 困難 だと 說 いて ゐる。 米國の 東部に 於け る 

日本人た ぞは、 人に 對 して 立派に 米國 式に 行って ゐる 人の 多い ところ ケ見 ると、 こんな15^?は少しも 

反對现 山に はならない の だ。 ただ 之 を n 本文 明の 一問 题 として るなら ば、 他山の石 として 問いて お 

く 值打は あると 思 ふ。 

米國へ 行った 日本の 男子 は、 日本 も 大に米 國に舉 ぶべき 點が あるが 女の 事 だけ は學 びたくない、 と 

殆ど ゆ Z 異ロ同 昔に 言 ふ- 私 は 平素から それと は 全く 反對 の意兑 であるた めに、 特に 此 『女王』 の 一 項 

を 長たら しく 書いた。 冗漫に わたった 點は讀 者 諸君に 對 して まことに 濟 まない と 思 ふ" 
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七 日本と 米國 

日本 はい ま 海 を 隔てて、 世界に 於け る 最も 大 なる 三つの 謎の 國に 取卷 かれて ゐる。 希臘祌 話に ある 

女頭獅 身の 怪物 スフ ィ ンク スが與 へた 謎 は、 之 を 解き 得なかった 總 ベての 者の 運命 を危 からしめ たや 

うに、 わが 闕述 の將來 もこの 三つの 謎の 解^ 如何によ つて 決せられる。 ところが 此三國 は 何れも 人口 

多く、  土の 餘 りに 尨大なる がた めに 統一が 困難な ばかりでなく、 また 人種の 複雜 なる がた め、 何人 

も 能く その 國民性 を 理解して 將來 をトし 得る 者がない。 三つの 國とは 言 ふまで もな く 露西亞 と 支那 と 

米國 とで あるが、 前 二者の 事 はしば らく 措き、 米國 のこと は 米 人 0 身す らもよ く は 解らない ので あら 

う。 これ は 曰 本の やうに 小さくて よく 賴 まりのつ いた 國と は、 到底 同日に 談る ベから ざる ものが ある 

からだ" その 設據に は 米國を 政體の 上から 觀 察した 本に は、 昔から トツ ク. 井 ィュの 『米國 民主 政』 や、 

前 駐米 英國 大使 ブライス 子爵の 『米國 共和政治』 の 如き、 今日で は 殆ど 不朽の 世界的 名著に なった も 

のが あるに は拘 はらす、 米國 人の 生活、 その 國 民の 心理な ど を 書いた 本に は、 眞の 名著と して 信頓す 

ぺ きものが 甚だ 少ぃ。 殊に國民性とか或は國0^^の內的生活とかぃ ふものは、 其 時々 の 周圍の 情況に 支 

配され て 多 かれ 少 かれ 變化 流動 を 免れない。 單に 自己の 觀察を 基礎と して 確信 ある 斷案を これに 下さ 

うとす るが 如き は、 特に 米國の 如き 國を對 象と する 場合、 殆ど 無謀の 舉 だと 言って 可い。 


米 人の 國民性 やその 生活 を 書いた 本のう ち、 比較的 新しい もので 而も その 著者が 第 一 流の 文人 ゃ學 

者で ある もの を通覽 して 見ても、 眞に 感服す る ほどの 本 は 甚だ 少ぃ。 ス ティ イヴ ンスの 『弗の 國』、 マ 

ルクス • オレルの 『ジョ ナサ ン とその 國』 『米國 での 一 佛人』 など は、 著者が 著者で あるから 別問題と 

しても、 近代の 小說 家で 最も 心理 解剖に たくみ だと 言 はれて ゐる 故へ ン リイ .ジ エイムズの 『米圃 情 

景』 や、 ェチ*ジィ*ェルズの 『米國 の 將來』 など は、 これらの 著者の 筆と して は 決して 傑作と は n す 

ベから ざる もの だ。 また 舉 者の 書いた もので は 故ミュ ンスタ ベル ヒ敎授 の 『米 人の 特性』、 おなじく 

ハ アブ アド 大學 の 英文^ 敎授ブ リス • ペリイ 氏の 『米 人の 心』、 コラム ビア 大學の 劇文學 敎授ブ ラ ン グ 

ァ • マシュ ゥズ 氏の 『未来の 米 人』 など も、 決して 著者の 名 を 重から しむる に 足る 傑 著 だと は考 へら 

れな いので ある。 唯ミュ ァ ヘッドの 『對 照の 國、 米國 JT ワン • ダイク 敎授の 『米國 の 精神』 は、 私 は 

まだ 讀んで 昆 ないから 何とも 言へ ない。 

旣 にかう いふ 人た ちで さへ 成功し なかった 仕事に 私の やうな 者が 飛び出して、 一 っ演 つて 除け よう 

などと 云 ふ 野 心 深い 企 て をす るので は して 無い。 殊に 私 は 自分 ひ 仕事で ある 文學の 研究の ため 

に 合衆阈 東部の 二三の 大擧 を歷訪 したに 過ぎない の だから、 眞に米 人の 生活 を 批評し 說 明し 得る とい 

ふ ほどの 自信 を 有たない ので ある。 ただ 自分の 狹ぃ 昆 聞 を 基と して、 以下 少しく 米 人と 日本人と を 比 

較 して 考 へて 見たい。 
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人 極の こそ 異なれ、 ひとしく 横 鼻の 人 問が 集まって 國を樹 てながら、 米國と 日本と ほど 甚だ 

しく 遠った 國が 世界に またとち らう か。 

似に 今日 人類 文化の 中心地が 歐洲に 在りと する。 想像の 便せ. 上、 一 脚 を 失った 私が E 人と なって こ 

の 中心地に 立ち 世界 を 跨いだ とすれば、 切り ffi- てた る 短い 方の 左 脚の 一端 は米國 であり、 長い 右 脚の 

一端 は 日本に 達する。 日米の 兩國は 世界 文明の 兩 極端に 位して、 漫々 たる 太平洋の 水 を 隔てて 相對峠 

して ゐ るので ある。 米國は 西洋の 最も 西洋 的な もので あり、 日本 は 東洋の 最も 束洋 的た もの だ。 この 

1 ー國の の 理解 を 進めん がた めに は、 政治 上經 上の 利害 關係を 外にしても、 なほ 4- 分 これらの 點に 

就いて 考 へて 見ねば ならぬ。 

女性に 對 する 男性の 態度が 根本的に 異なる こと は旣に 述べた" しかし その他の 點に 於ても rn 米： 刚國 

は "ィ恐 11 なほ ど、 事 ごとに 對 照の 觀を呈 して ゐる。 先づ 地理 上から 言っても 日 木は岛 n で 米！： は大 

陸 だ』 尺寸の 地 を も 惜しんで 餘 さじと 耕せる 小さき！： と、 茫々 漠々 たる 大 平原に 利 牛 鋤 を 加へ すして 顧 

みざる 大國と は、 全く 趣 を 異にして ゐる。 すべてが 小规 校に 能く 纏まった 園と、 無闇に だ だ くて 纏 

まりの 附 かぬ 國とは 大きな 差 だ。 日本 は 今日 現存せ る 世界の 文明 國 のうち 最も 古き 感史を 有て る もの 

の 一 つ だが、 米國は 全く 宮殿と 古城と を 有せざる 最新の 文明 國 である。 從 つて 曰 本に は 藤史が 遺した 

る 多くの 因襲 や 習 俗が あるが、 米國は 全く さう いふ ものに 囚 は，；； てゐ ない 國 である) 敎權 義 保守 
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主義と 自由、 王義 急進主義との 差 だ。 日本に はいくら 船 成 #1、 紙 成金、 骨 童 成金、 濫樓 成金 は 出来て 

も、 國 として 矢張り 『成らん 金』 の 貧乏 國 であるが、 米國 はいつ も 『黄金』 王の 君臨せ る富國 である。 

口 本 を 米國と 較べる と、 つ K 點が 恐らく 一  番 心細から うと 思 ふ。 

E 本 は 束 洋風の 立派な 君主 國 であるが、 米國は 西洋風の 立派な 民主 國 である。 日本 は 家族 主義、 米 

國は侗 人 主義。 階級の 一!il 別の 厳格な 國と 一 切 平等 無差別の 國と。 官僚の 勢力 ある 國 と ボスの 勢力 ある 

國と。 基督 敎國と 佛敎國 と。 これらの 差 は、 男の 天！： と 女の 天國 との 差よりも 更に 大きい。 

n 本人 は古來 農業 國民 -- して 古くから 一定の 土地に 住し、 動く 事を好まない 固定の 民族で ある。 

可愛い 子に は 旅 を させよ と 言 ふ ほど、 旅を綦 いもの、 つらい ものと 考 へる 民 だ。 米 人 はむかし 水草 を 

逐 うて 移住せ る 遊牧民 族の 子孫、 ことに 故國を 厭うて、 はるばると 大西洋の かなたまで 出掛けて 來た 

ほどの 移.^ の 民 だ。 人 マで も 一年中、 女房が 儉約 をして 置いて S に は 遠い アラスカ あたりまで も 旅する 

事 を、 人生 無上の 快樂と 心得て ゐる 民で ある。 

かう して 一 々反 對の點 を 擧げれ ば 1  んど 際限 はない ので、 寧ろ 類似 共通の 點を 見出す 事の 方が 困難な 

のか も 知れない。 歐洲 はちゃう ど： E 米；.！ 極端の 中 問に あるが ために、 まだ 日 木と はいくら か 一致の 點 

見出し 易い の f  、殊に 西班牙、 伊太利 等の 羅甸 民族の 國と は、 よほど 類似した 點が 多い やうに 思 はれ 

る。 現に また 米 人の 或 者の 如き は、 日本が 獨 逸に 似/ ゐ ると 言って 頻りに 氣 にして ゐる 位で はない か。 
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八 公開と 秘密 

日本と 米國 との 著しく 異なった 點 のうちに は、 確かに 口 本人の 短所に して また 米 人の 長所なる もの 

が 甚だ くない。 日本 文明 將來 の大 なる 發達 のために は、 私 どもが 在 來の偏 a- や 執着 を棄 てて、 太平 

洋 彼-：; li; のこの 新進 國に舉 ばなければ ならぬ 點が 甚だ 多い ので ある。 

私 は先づ 日本人の 束 洋式 秘密、 王義、 獨占 主義、 墙壁 主義の 氣 風と、 米 人の 西洋式 公開 主義、 共同 主 

義 との 著しき 對照 ある こと を 指摘したい。 

n 本人 は 何と 言っても、 しめ やかなる 四疊半 裡の淺 酌 低唱 を 好む 國民 であるが、 西洋人 殊に 米國人 

は、 電燈の 光 もまば ゆき 大廣 問に、 男女が 幾 十 組 幾 百 組と なく 集まって 相 抱いて 踊り狂 ひ、 笑 ひ 興 

する ことをこの 上 もな き快樂 とする 民で ある。 驚 鴦の契 睦まじき 夫婦 も、 一歩 戶 外へ 出 づれば  一 Si も 

二 問 も、 否な 三 間 も 四 問 も 離れて 歩く のが 日本 流で あるが、 西洋の は 街 上に 腕 をと つて 歩く は 勿論の 

こと、 公^の 芝生に は 若い 相思の 二人が 寢轉ん で、 行人 を羡 殺せ すん ぼ 止まざる 國民 である。 旅の 門 

出に多勢の兒^^人がぁれば、 戀 しと 思 ふ 妻子に は顏を そむけても、 あかの 他人と は 虚偽と 虚飾と に滿 

ちた る^ 令 を 交換す るの が 日本人 だ。 汽車 汽船の 乘場 などで 夫婦 親子が 相 抱いて 接吻し、 傍人が ちょ 

と Is にも 寄りつ けない ほど 盛んに 情愛の 示威 運 動 を 行る の は 西洋人で、 米 人 はか かる 場な n 殊に 無 
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遠慮に 且大膽 に 公開 的で ある。 

私たちが 妻子 を 家に 錢 して 一 一年 も 三年 も 海外 萬 里の 地に 平 氣でゐ る 事 を、 旣に よほど 不思議の やう 

に 思って ゐる米 人に 右の やうな 話 をす ると、 妻子に 別れて 出立す る 時で も キス は爲 ない のかと 訊く。 

無論 しないと 答へ ると、 目を圓 くして 驚いて ゐ るから 可笑しい。 

口 は禍の 門な りと して、 寡 首 沈默を 人間の 大 なる 美德の 如くに 言 ふ は 日本人で ある。 喜 怒哀樂 これ 

を 色に 現 はさす、 胸に 一物 ありと 雖も おくび にも それ を 出さぬ の を 誇と する は、 米 人が 厘 次 誤って 之 

を 東洋人 特有の 陰險 性と なし、 滅多に 油斷 のなら ぬ 奴と 思 ふ 所以で はない か。 米 人 は 人前 も撣ら す、 

遠慮 會釋 もな く 自分の 思 ふ 事を官 つて 了 ふ。 勢 ひ 他人と 說が 合はなくなる。 合 はなく なれば 今度 は 口 

角 泡 を 飛ばし 卓 を 叩いて 激論す る。 滿面 朱を濺 いで ぐんぐん 相手 を やっつけ るかと 思へば、 翌日 はけ 

いとして また 睦まじく 相 語り 相 交 はると いふ 風 だ。 俱樂部 や 公開の席 上での 議論 を わきで 問いて 居 

て も、 はら はらす る やうな 事を兩 方から 無頓着に 一一 一一 C ひ 合って ゐる。 まるで 餘 計に 喋 舌った 方が 勝つ と 

でも 云った やうな 風 だ。 かう いふ 風 だから 自然 腹の 中には 输 りが 少 くなる。 巧言令色の 必耍も 減じ、 

口と 腹と は 別の 事を霄 ふ 面倒 も 比較的 少 くなる 譯 だつ 『互に 胸襟 を披 く』 とか 『腹藏 なく』 とかい ふ 事 

を、 何 か 珍ら しい 特別 仕 立の やうに 一一 目 ふ 必要 もない 害 だ。 日本人と 比較して 見れば 米 人は遙 かに 正直 

で單 純で、 まるで 子供の やうに 美しい ところが ある。 そこにつ け 込んで 日本人が 詐欺 同様の 狡 搰ぃ事 


を やる おが 多かった ために、 米 人 も 懲り懲り してべ マ では ジャップ とさへ 云へ ば、 ^必す 口と 心と に 表 

裘の ある 老^なる 碰 爺 の 類 だとの み 思 ひ 込んで ゐる人 も 決して^くない。 まことに 迷惑な 話 だ。 

これ だから Ln 本 は 何事 を も 一 Bi^ 面で コソ コソ やる 祕密の 待 八：： 政治の 國 となり、 英國も 米國も 公開の 議 

K 政治、 論 政治の 模範 國 となる の だ〕 從 つて 又 口 本 語 は 四 疊半裡 の喃々 喋々 に は 適する だら うが、 

英語の やうに 强 勢が 明瞭で 齒 切れが よく、 公 il 演說に 適する やうに は發 達して 來 なかった ので ある。 

-ぽ際 米 人 ほど 築お と 演說と を 好む もの はない が、 大政 治 家 なぞが 智必す 雄 辯 家で ある 事 は 今 さら 事 新 

しく 一一 一一：： ふま でもな い- ヰル ソン は演說 文章 共に 優に 一 家 をな して ゐる人 だが、 ル ゥ ズ 、、ェ ル トは 文章 は 

相 常に 巧い が演說 では とても ヰルソ ンの 敵で はない. - これが 近- S 人氣の 集まら なくなった 原因の 一 つ 

だと も 一一 n はれる 位 だ。 また 全く 別の 話 だが、 英國の 新 宰相 a イド • ジ ョォ. チが、 むかし 南阿 ir" 爭の時 

チ H ィ ンバ L ィ ンの選 擧區バ ァ ミ ン ガムに 出かけて、 猛烈なる 反抗 をす る聽 衆に 向って 舌端 火 を 吐く 

が 如き 熱 辯を挪 ひ、 その 非 戰論を 叫んだ 時、 これが 若し 口木なら ば、 フン あれ は n 舌の 雄 だと 嘲 けら 

れ ただけ だら う。 後 二む 年 を 出です して 宰相の 印綬 を帶 び、 今の 危急存亡の時に 営って 大英帝 の 運 

命 を ； 乎に 支配す る 身と は 恐らく 成れなかった だら う。 待合の 奥まった 離れの 一室で、 ， 秘密 裡に ^政 

を料现 する に 巧みなる 日本の 政治家 は、 米國 (或は 英國) の 如き 公開 議院 政治の 國 では、 恐らく 陣笠す 

らも 覺 束ない ので はなから うか- 
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口の 達者な 政治家の 行る 仕事 だから、 米國 政府 も 矢張り 他國 のに 比して よほど 公開 的な やうに 思 は 

れる。 日々 の 新聞 を讀ん でゐて も、 他國 ではち よと 發 表しまい と 思 ふやうな 事まで、 米國の 政府が 公 

表して 悼らない ところ は 面白い と 思った。 殊に 外交 はとに かく、 內 政に 關 する 事柄に 於て 私 は 展次さ 

うい ふ 事 を 感じた。 

公開 演說 のとき 米 人 は、 日本で 決して 昆られ ない 『ォ ォプン • フォ オラム』 とい ふ 事 を やる。 卽ち演 

說の 終った 後、 特に 二十 分 三十 分の 時間 を 設けて 聽 衆が 思 ひ 思 ひの 1^ 問 を 出す。 辯 士は演 擅に 立った 

儘で 一 々之に 答 辯し なければ ならぬ。 言質 を 取られな いやう 義理 一遍の 朗讚演 說で胡 魔 化す が^ひの 

日本の 政治家に、 此眞 似の 出來る ものが ra^ して 幾人 あらう か。 (本 集 第三 卷參 照) 

むかし マコ ォ レイ 卿が、 陰 謀と いふ 事 を まるで 束洋の 特産物な るかの やうに 書いた の は 少し 酷評 

だが、 とにかく 祕密 主義が 不正 邪 惡を行 ふに 便利で、 多くの 奸譎陰 險の徒 を 生む こと は 言 ふまで もな 

からう。 

ことし 六月、 私は絲 育の 電車 內に 『一仙の 値上げ、 これ は正當 ではない か』 とい ふ 意味の 揭示を 見 

た。 うっかり 早合點 して 私が 白銅に 銅貨 を 一枚 加へ て 出す と、 車掌 は 直ぐ その 一仙 を 返す。 よく 見る 

と 電車 はま だ實際 値上げ をして ゐ るので はなく、 唯 その 意向 だけ を會 社が 豫め 市民に 公表して、 實施 

以前 先づ 輿論に 問 ふ ものであった らしい。 これ も祕密 主義の 日本で は 一寸 昆られ ない 事 だと 思った。 
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九 共同と 獨占 

獨 身の 生活 をして ゐた チヤ アル ズ • ラム は、 その 『ィ リア 論染』 のなかに 面白い 事を誉 いた。 世の 

なかに 何が 疲に 障る と 云った つて、 新婚の 夫婦が お 互の 愛を獨 占して 甘い 所 を 人に 見せびらかして 居 

る 位、 癎に 障る もの はない。 世に はおの が 知識 を 鼻に かける 街^ 者と いふ 奴が あるが、 これ は 一 絡に 

談話？ も すれば 此方に も 多少の 得る ところ は ある。 また 金 持で 庭園 を 自慢に する 男が あるが、 これ も 

眺めて さへ 居れば 他人の 物で も 矢張り 樂 しい。 夫婦の 奴 どもが 互の 愛情の 獨占を これ 見よ がしに する 

に 至って は、 最も 不 都な 口 極まる ものであると。 しかし 纏 壁 を 設ける 事の 好きな 日本人の 社會 では、 す 

ベての ものが 呰獨占 的であって 共同 公益の ためで はない。 ラムの 目に 映 じた 新婚の 夫婦 以上に 瘤に 障 

る ものが、 日本に は 到る 所に 累々 として ゐる。 

ラムが 言って ゐる 庭園 も、 日本で は贫乏 人に は 滅多に 拜 は 出来ぬ。 外に は 高利 貸の 家の やうな、 

また 監獄 31!<F の やうな * 見上げる ばかりに 高い 用心 堅固な 土 稱を繞 らして、 奥座敷から 主人 だけが 宜 

しく 眺めようと いふ 風 だ。 識る識 らぬを 問 はす、 他人と 共に 樂 しまうな どと いふ 殊勝な 心掛は 毛頭な 

い。 米 11 の 底 園に は あの やうな 突拍子もない 高い 耱壁 なる もの を、 見聞の 足らない 私 は 不幸に して 未 

だ 曾て 一 つもはなかった。 富豪の 住宅地 は 米 國 でも 歐洲 でも 多く は 市の 郊外に あるが、 それが みな 殆 
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ど墻 壁と いふ 程の 物 もなければ、 なかには 區劃 さへ して 無い のが ある" たと ひ 形ば かりの！ 5- はあって 

も、 行人がしばしの歩をとどめて目^^-樂しますを妨げるほどの物では決してなぃ のでぁる。 殊に 庭園 

は 多く 家の 前面に あるの だから、 赛の花 どきに 靑ぃ 芝生の あちこちに 咬き こぼれた る 百花 繚亂 のな が 

め、 錄樹靑 草の 美し さが 家 ごとに 道の 雨 側に 連なって、 戸外 を 通る すべての 人に は 庭園 そのものの 中 

を趙遙 する よりも 以上の 快感 を與 へ る。 斯く言 へ ば 例の 墻壁主 篛獨占 主義の 日本人 は 一一 目 ふだら う。 日 

本で そんな 眞似 でも 爲 よう ものなら 花卉と 云 はす 木石と 云 はす 片端から 盜 まれて 了 ふ。 一 日 だって 堪 

まる もので はない と。 しかしながら 33- よ、 英國 では 稀 だとい ふが、 米國の 公園に は 今 もな ほ 『樹木の 

枝 折 取る ベから す』 の 立札が あると ころ を ると、 米 人 は 未だ 公德 心に 缺 くると ころあって 隨分枝 も 

花 も 折り 兼ねない のだろう。 此點は 日本 も 同じ だ、 而もな ほ 私人の 庭に は墙壁 を繞ら さすして、 立派 

に 公開 的 精 祌を發 抓して ゐる ではない か。 そこ は 人情の 不思議な ところで、 矢 露に 高い 解 なぞ を 設け 

るから、 たと ひ 瘤に は 障らなくても 花の 一 つも 物數奇 にち ぎって 遣らう とい ふ氣 になる ので、 そこい 

らに ざら に投り 出して さへ あれば 誰も 取な 氣 はしない ので ある。 先方が、 お前た ちに は： a せて は 遣ら 

ぬぞと 1! 目 はぬ ばかりの 造り 方 をす るから、 こちら はまた 無理に でも、 る どころ か、 ちぎって 折って 

むしり 取っても 吳れ ようとい ふの が 人情の 自然で ある。 相當な 人まで が 他人の 所有物 をち よろ まかさ 

うな どと する 不心得 は、 もともと 幾千 年来の 日本人の 墻壁 主義と 獨占 根性と が 生み出し たる 惡弊 だ。 
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泥棒が あるから^ を 造る、 * が あるから 泥棒で ない 者まで も 泥棒 式に やる の だ。 殊に 無 邪氣な 子供な 

ど は、 米國の やうに 到る 所、 {豕 ごとに 花で も 何でも 外に ほり 出して あれば、 少しも 珍ら しくない から 

却って 惡戲 もす る氣 にならない のかと 思 ふ。 また 苟も 庭園の 一 つも 持って ゐる 程の 者が、 樹の 五本 や 

十本 盗られた とて、 あの 高い 墻壁を 造る， と は 何たる ケチ 臭い 根性 ぞゃ とも 言 ひたくなる。 

また 日本の 家 は 構造が 遠 ふから、 米國の やうに 墻壁 なしで は專門 家の 本式の 泥棒に 困る と 言 ふ 人 も 

あらう。 然 らば 大 阪の濱 寺 公園の なか はどう だ。 なるほど あすこ は少々 不用心 ださう だが、 とにかく 

公の 命令で 風致の ために、 どの 家に も 高い 垣 を 設ける 事 を 許さない と 閱 くが、 それで 實際 また 立派に 

行 はれて ゐる ではない か。 況ゃ 本式の 泥棒に とって は 一 丈 や 二 丈の 高 群の 如き、 一 本 足の 私が 小さい 

溝 一 っを路 ぐより は遙 かに 易々 たる もので あらう。 

獨 逸の やうな 國 でさへ、 カイゼルの 王宮 は 日 を 定めて 公衆の 拜觀を 許す さう だから、 無論 米 國の首 

府華盛 顿の公 共 建築の 如き は、 日曜日に は 何處も かも 開け放しの 公開 主義で、 見物で も 通り抜け 

でも 何でも 自由自在と ある。 金 儲に かけて は 世界 第一 のべ ン シル. 、エイ 一一 ァ鐵 道會社 は、 n を 選んで 紐 

育からの 割引 列車 を 出す。 並" 通 は 往復 十二 三 弗 ほどの 處を、 僅かに 三 弗で 一 日限り の 往復が できる の 

だから、 其 日の 華盛頗 はお 上りさん の a 物で 大 繁昌。 實は斯 く 中す 小生 も 一度 は此 汽車，. 行った。 大 

統^ 官舍の 白 館 は 言 ふに 及ばす、 國會 議事堂 も議 院圔書 館 も 何もかも、 なか は 有象無象の 兑 
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物 人， うようよ して ゐる。 日本で ならば、 うかう かそん な 所へ 踏み込まう ものなら 忽ちに して 門衛の 

一 喝を喰 ふ。 

大舉 などで は、 昆す 知らす の 私の やうな 外國 人が 行っても、 敎授も 事務員 も ® だ 懇切な もので あ 

る。 講義 も傍聽 させれば 書 廊 も自. H に 使 はせ る。 一片の 名刺 か 轺介狀 さへ あれば、 外に 面倒な 手續は 

何も 耍ら ない。 これ も その 公開 的な 自 山な 空氣が 甚だ 嬉しかった。 また 製造 工場 ゃ會社 銀行の 如きで 

も、 數年 以前まで は 外國人 だら うが 自國人 だら うが 構 はすに、 どしどし 內部を 見せた さう だ。 そして 

少しも 營利 的の 意味の ない 場合に でも、 自由に 觀覽 させた 上に 辨當 まで 御馳走し たもの ださう だが、 

今 は 日本人に 對 して はさう も 行かない 所 も あると か、 これ は 私に は 用の ない 方面の 事 だから 友人から 

聞いた ので ある。 ちよと 外から 兑て も、 日本の 工場の やうに 門前に 匿々 と、 『縱覽 謝絶』 などと いふ 例 

の墙 壁-王 義の 看板 は餘り 出して ゐ ないやう に 私 は as けた。 

米國 では、 }e 萬 長者と いふ 言葉が もう 古くな つて、 此 では 億 萬 長者で なければ 威張れ なくなつ 

た。 その 數多 いく 長者の なかで、 故ジョ ン* ピア ボン ト* モォ ガン 氏の 名が、 妙な 事から 日本で は 最も 廣 

一一 ユウ ョォク • メト B ペリ タン ュ ジ アム • オケ 

く 知られて ゐ るから、 ここに 澤山 のなかの  一^として 擧げ るので あるが、 紐 育 首  都 博 物 

館の 宏壯な 石造 大 建築の 正門 を 這 入る と、 突當 りの 大理石の 階段の 上に 『モォ ガン 蓝集 品』 とい ふ 文 

字が 先づ 目につく。 この 富豪が 巨 资を擲 つて 遠く 海の かなたから 集め 得た る 支那の 磁器 幾百箇 と、 ま 
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た^ 下の^ 室に 在る 歐洲の 彫刻 品と は、 さながら 一 個人の 黄金 力が 如何なる 事 を爲し 得る か を 誇る も 

のの 如くに、 衆 入の P 、を 欲て しめてね る。  - 

僅かに 二三の 例外 を 限いて は 私 は 日本の 富豪 や 貴族 が、 その 所藏の 古器 珍什の 全部 若しくは 一部 を 

舉げて 之 を 博物館に 寄託し、 或は 公衆の^ 賞に 供した る 事 を 聞かない。 幾 百年 喑ぃ 暗い 藏の 隅く だに 

a もれて ゐた古 突 術 品が、 何 かの 事情の ために 入札に 出る。 この 時 はじめて 僅かに 一度 公衆の 目に 觸 

れ たる 美術品が、 忽ちに して 成金の 黄金 力に 購 はれれば、 今度 はまた 再び 藏の 隅の 奥深い 閱 の 中へ と 

葬られる ので ある。 持主が 沒 落す るか 或は 身代限りで もしない 以上、 日本の 多くの 美術品 は 闇から 閣 

へと 傅 はって ゐ るので ある。 まるで 世 への 顔出し も 出来ない n 蔭 ものの 扱 ひだ、 间 より なかには 顔 

^しのなら ぬ， 物 も 多から うが …… 。 

H 本人の 獨占极 性 をよ く 現 はした る 一 W 葉に 『祕 藏』 とい ふの が ある 、『門外不出の 書』 などと いふの 

も ある。 くだらぬ 物で も藏ひ 込んで おけば 値 打が 附 くと 思 ふの は 曰 本人で、 なるべく 多くの 人に 見 

せれば 條 打が 上る と 思 ふの は 西洋人、 殊に 米國 人で ある。 

口木 人 は 何でも 錄 へし まひ 込む。 藏 だけで は濟 まない から， I に 入れる。 凾 も 一 つで は 承知が 出來な 

いで 二重 三重の 函に 入れる、 まだ その上から 風呂敷まで かぶせる とい ふの が ある。 西洋人の は、 額と 

云へば 一室に 十 も 十五 も 掛ける、 彫刻で も 花瓶で も 同じ 部屋に 四つ も 五つ もなら ベる。 ある 限りの も 


—— 3.jS 


の を 何でも かで も さらけ出 すの だ。 装飾 法と して 床しい 床しくな いはしば らく 別問題と して、 人と 共 

に樂 しまう とい ふ 心と、 墻壁 式獨占 流との 違 ひ は 各室の 装飾に も 現 はれて ゐる。 米國 では 富豪の 家 や 

或は 舊家を 訪問した とき、 その 應接 室に 五分 や 十分 待た される 事 は 少しも 苦痛で ない のみ か、 寧ろ 懾 

快 だと 5^ つた 事 さ へ 屡であった。 

また羡 術 品ば かりで なく、 日本に はこの 秘藏獨 お 主義 あるが ために、 I 人の 有た る 古書 珍籍の 類に 

して 全く 世に 知られない 物が 如何に 多から うかと 思 ふ。 たと へ ば 數年前 物故した 某 醫舉士 の 文庫の 如 

き は、 俳 寄の 鬼 集と して は 日本に 於け る 有数の もので、 中には 眞に稀 潮 書と 目すべき 物 も！^ くない 

と 聞いた が、 それが 某 富豪の 手に入つ たのち、 どこに どうな つた もの か 杏と して その 消息 を 聞かな 

い。 まさか 散逸した わけで もなから うが、 公衆の E に 觸れる 圖書館 や 博物館に は 出て ゐ ないやう であ 

る。 日本で 近 頻りに 故人の 文 廊を買 入れる 事が 流行る の は、 ー國 文運の 進歩の ため まことに 鹿 I 只す 

べき 次第 だが、 これらの 書籍 をして 眞に惯 値 あらしむべき、 公開 §1 書 館の 設備が 遲々 として 進まない 

の はどうした もの だら う。 

米國の 富豪 はたと ひ 成金で も 成り 上り 者で も、 そこ は 感心 だ。 その 所 藏品は 見す 識ら すの 者が 行つ 

て も 喜んで 快く 見せて 吳れ る。 博物館に 寄託し なければ、 毎年 或 時期 を 限って 自分 私有の 陳列 所 を 無 

料で 公開す る。 たと へば 米國で 日本 美術品の i 菜と して 最も 有名な 物の 一 つで ある、 ポオ ルティ 
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モア 布の ヲ オタ ァス 美術館の 如き 卽 ちその I 例で ある。 

近 S! は英 II の贵 族の 疲弊が だし いために、 その 所蔵の 美術品が 米國 富豪の 手に入る 事 は 夥しい も 

ので ある。 米國 では それが 來る 毎に：： 十 速 博物館に 寄託せられ、 世 問の 呼び物と なって、 新聞が 書き 立 

てれば 解っても 解らなくても 公衆が みな 博物館へ 押 掛ける とい ふ 有様。 いっか も 『サ ロメ』 の 一幅が 

一一 ユウ ョォク •/ ト u ボ リタ ン* ミュジ アム •  ァ アト  えら 

かう して 紐 育： f::: 都 博物 館に 出た 時な ど は 偉い 評 1： であった。 

日本の やうに 極端なる 獨占 主義が 無いた めに、 米國 では 圖書 館、 博物館、 學校、 慈善 圑 等の^ 備が 

發逮 する ほかに、 市街の 美 觀壯觀 も 全く 共同 公益の 精祌 あるが 故に 出来る ので ある。 たと へば 沙 港の 

如き は 西部の 新開地に 勃興した る、 米 國で言 へば 一つの 田舍 市に 過ぎない、 謂 はば フラン ティア *タ 

ゥン である。 しかも その 公園 近路の 壯麗に 至って は 日本の 帝都 や、 商 H 業の 中心地た る大 阪を遙 かに 

凌 鶴して ゐる のみなら す、 歐洲の 新開地な どの 遠く 及ばざる ところで、 公共 的 設備の 發 達の 速 かなの 

は 驚嘆に 僚す る ものが ある。 入 はよ く 米國は 金錢が あるから と 言 ふが、 いくら 米國 にだって 黄金の 塊 

が 路傍に 轉 がって ゐる わけで もない から、 これ は 全く 公共 的 精神の 結 架 だと a る 外 はない。 たと ひ 金 

錢 はあって も、 日本の 秘藏獨 占 主義で はとても かう は 行くまい と 思 ふ。 現に 大 都，^ の 市 121： 改正の 所な 

ど、 相 當の惯 格 を 以て 土地 を 公共の ために 提供させる 場合で さへ、 日本で は 例の 獨占 主義の 人た ちが 

言 を 左右に 託して、 ひどく 手數が 掛かる とい ふこと ではない か。 


― m 


米 國の小 都會に 於け る 公共 設備の 完全 は、 歐洲 人の 驚嘆す ると ころで ある。 たと へば ヅァ モント 州 

の 聖ジョ ンスべ リイ 市の 如き は、 人口 僅かに 六 萬の 町 だ。 しかも ここに は 十二の 敎會が あり、 また 博 

物 館 も 一 つ ある。 基誓敎 靑年會 には讀 書窒、 大 講堂 等の 設備が 行 屈いて ゐる。 殊に 公立 圔書 館に 至つ 

て は 一 萬 五 千 卷の書 を藏 して、 閱覽室 は 殊に 見事な ものである。 佛蘭西 人 マ タス • オレル は 此事を 書 

いて、 自國 ならば 知識欲 求に 對 する これ だけの 設備 は、 先づ巴 里で なければ 見られな いと 言って 感心 

して ゐる。 

一 〇 中央 公園 

何でも 調子外れに 馬鹿々々 しく 大きな 事の 好きな 米國 で、 また 最も 大きな 都 舎 は、 五 百 萬の 人間が 

一 塊に なって 大きな 事ば かり を考へ てゐる 紐 育で ある。 小さい 日本の なかで も 最も 可愛らしい 京都と 

いふ 都から ここへ 來 ると、 あの 小波さん のお 伽噺 でよ く 日本に 知られて ゐる 『ガリ ゲァ 漂流 記』 の、 小 

人國 リリパ ッ ト から 大人 國のブ ロブ， ティ ング ナツ グ へ 上陸って、 大に度 膽 を拔 かれた る 如き 恰好で あ 

る。 そこで、 大きい 物に 出喻 はしたら 何でもせ せら 笑って 吳れ よう、 と 私は豫 てから 十分 覺悟 をして 

行った。 幸；^ にして 何 を 《6 て もせ せら 笑って やる 事が 出來 た、 決して 驚いて は 遣らなかった。 が、 爱 

一  つ 私 をして、 驚く どころ か 頗る 閉口せ しめたる 上、 これで も かと 言って とうぐ 私 を降參 させて お 


了った ものが ある * 

去年の 二 e: の 初、 紐 育へ 着いて から 三日 目 か 四日 目の 午前であった。 I つ 博物館 を昆に 行かう と 思 

つて、 まだ 土地の 勝手 も 全く 分らない のに 大 吹雪の なか を 一人で 宿 を 飛び出した。 物 館 は、 公園の 

プィ フス *ァ>-1| ュ 

束 通 第 五 情に ある。 ところが 私が ひとかど 心得 顏に乘 つた 雷 車 は、 其方へ は 行かす に 途中から 曲 

つて 公園の 西 通へ 出た。 しかたが 無い から 博物館の IGJ^ 當に あたる 八十 丁目 あたりで 私 は 下りた。 な あ 

に 公園の 事 だから 此邊を 直に 通り 拔 けて 束の 万へ 三 四 丁 も 歩けば、 博物館に 到^ 疑な しと 獨合點 し 

たのが 抑 もの 誤】 大雪の 降りしきる 中に 人通り はおろ か、 犬 ころ 一匹 ゐ ない 所 を 痛い 足 を 引きす つて 

行け ども 行け ども 博物 做ら しい もの は： a 當ら ぬ〕 やがて 小山の やうな 所へ 上って 見る と、 そこに は 馬 

鹿々々 しく 大きな 池が ある、 何でも 紐 育 全市に 水を^ 給す る 貯水池 はこれ であるら しい。 塞 さと 疲勞 

で 弱り mi^ てた 私 は 今更 あと へ 引返す こと もなら す、 さりと て 肝腎の 博物館 は どこに あるの やら 影 も 形 

も 見えない。 尋ねよう にも 人はゐ ない。 まるで 西 伯 利 亞の大 荒原の 眞 中で 行き暮れ たやうな 心細 さで 

あった" 痛む 足をぢ つと 摩って 漫々 たる 池の 水 を獨り 茫然と して 眺めた 時ば かり は、 この 途徹 もない 

大きな 公園に 對 して 心から 私 は § ^を脫 いだ。 仕方がな いから 十 丁 あまり も 足 を 引きす つて、 やっとの 

こと 博物 飽へ迎 り =lfS いた 時 は 旣ぅ氣 息奄々 として 病める 野良犬の 如く、 とても 陳列 品な ど を 見る 男氣 

も 何も 無かった。 これ は 私が 如何なる 場合に でも、 地 岡ゃ數 字に 不注意で ある 天罰 だと 言って 友人が 
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笑った。 

此 大公 園 は その 名の 示す 如く 市の 中央 目拔 きの 地に あって、 假に之 を 私有地 だと すれば 確かに 土 1 

升 金 一升の 地面、 ちゃう ど ie- 京の 日本 橋 あたり か、 大阪の 船 場の やうな 位置に 在る。 それ を 惜し 氣も 

なく 南北 ニ哩 半、 東西 約 一 哩を區 劃って 公園と し、 E 萬の 財 を 之に 投じて 園藝 術の 極致 を盡 くし、 ち 

やう ど 上野 公園と 日 比 谷 公園 を 合 はせ たやうな 設備 をした ものである。 その 餘 りに 廣大 なる ために、 

鈕育 土着の 人で すら 場 この 中で 道に 迷 ふとい ふの は 有名な 話で ある。 鈕 育の 市中に は ハ ドソ ン 河畔の 

リヅ アサイド か、 さもな くば 餘程 場末で でもなければ、 私人が If 占の 庭園と 目すべき もの は 尺寸の 地 

だ もない。 そこで 大小 無數の 公園 は、 倫敦 人が 所謂 市の 『肺臓』 ともな.s^、 黄塵 萬 丈の 地に オアシス 

ともなって、 五 百 萬の 布 民に 貴賤 貧富の 別ちな き 共同の 恩 惠を與 へ るので ある。 獨占主 篛の國 に 生れ 

た 私 は、 土 一升 金 一升の 町の まんなかに、 こんな だ だ廣ぃ 大きい 公園が あらう と は 夢にも 知らぬ ばか 

りに、 驚かされた ろの みか 閉口し 降參 させられた のであった。 

英京 倫敦へ 行った 人 は、 誰でも ハイド • パァク の 大きい のに UK- れる。 併し その 面積 は 三百 六十 一英 

反で、 之と 隣した ケン シン トン • ガァ ドン を 合 は せても 六 百 三十 一英 反、 卽ち 七十 七 萬 八 千 五 百坏、 

ちゃう ど ia- 京：：： 比 谷 公園の 約 十八 倍で ある。 ところが 紐 育の 中央 公園に 至って は 八 百 七十 九英 反の 地 

をお めて、 英京の 此！ 一大 公園 を 合 はせ たるよりも 更に 遙 かに 大きい。 たしかに 日本人の 度 瞻を拔 くに 


足る だけに 大きい。 

口 本で は 海水浴^な どへ 行って 见 ると、 形勝の 地 は 多く は 貴族 富 一 豕の 別莊に 占領 せられて、 ちょと 

寄りつ けさう もない。 少数者が 盛んに 獨占 主義 墻壁 主義 を發 揮す るた めに、 一方に 於て は 共同の 便宜 

となるべき 旅館が 少しも 發逹 しないで、 いつまでも 設備の 不完全な 土地が 遊 だ 多い。 私 は 米國で 最も 

有名な 海水お 場た る费 府 附近の ァ トラ ン テイク • シティに 行って 見て、 公共の 設備の 行 屈いて ゐる 

コントラスト 

半面に は^ 莊と いふ ものの 頗る 振 はない の を = ^て、 ここに も 日本 流と 米國 流との 著しき 對 照 を 2:^ 

た。 ここの K 館ト レイモ マ の 如き 幾千 人の 客を容 るるに 足る 宏莊 なる 設備 は、 歐洲に 於け る 海水浴 旅 

館で 之に 匹敵す る もの は 一 も 無い と 言 はれて ゐる。 かう いふ 大規模の 旅館が 相 並んで 海に 面し 雲表に 

マイル  ポオ ルド • ヲォク 

錄ぇ てゐる 處は、 八哩の 海岸が 悉く 幅 七 八 の 板 敷 歩道に なって ゐる。 波打ち際から は いくつかの 

『il^&k 梭橋』 ァが 遠く 海に 突出して、 口 光 浴 や 音 樂遊戲 の 便に も 供 へられて ゐる。 矛盾した 注文で は 

あるが、 これで 若し 例の 『群衆』 本位の 俗 .惡 趣味 さへ 無ければ、 と 惜しまれる ほどの ものである。 金 

錢 があって 獨占 主義が なく、 人と 共に 樂 しまう とする 心が あれば 公共 設備の 發 達する の は 當然の 事 

だ。  . 

米^の 社き で 富奈が 尊敬せられ るの は必 すし も 黄金 崇拜 のた めの みで はない、 彼等が 金 を 儲ける と 

共に それ を 使 ふ 道 を 知って ゐ るからで ある。 慈善事業、 平和運動、 敎育、 舉 術の 進歩に 貢獻 し、 文舉 
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藝 術の 保護者で あるが ためだ。 子孫の ために 美田 を購 はない と 言って、 幾千 萬 弗の 金錢を 公共事業に 

捧げる 多くの ァ ン ドル ゥ • カァネ ギィが あるから だ。 

單 にかう いふ 赛ば かりで なく、 金錢を 儲ける 場合に でも 日本人に は 此獨占 主義が 累を なして、 大き 

い 儲が 出来ない の だと 言 ふ 人 も 多い。 若し 重役が 獨占 根性 を 出さす.、 共同の 利益 を さへ 謀るならば 立 

派に 經營の 出来るべき 會 社まで が、 このために 瓦解して 了った 例 も 決して 尠 くないの だら う。 して 見 

ると、 日本の 金 持と いふ 者 は 金錢を 儲ける 事 も 知らす、 本 當に使 ふ 道 は尙更 知らない、 よほど 變 挺な 

者ら しい。 思 ふに 日本に はァ スタァ や ゲ ン ダビ ルトゃ ロック フェラ ァの やうな！ け 方 をす る 入 も&? 

い 代り、 あの やうな 使 ひ 方 をす る 人も少 いの だら う。 私 は經濟 上の 事 を 言 ふ 資格の 無い 人間 だ。 しか 

し 蓄積せられ たる 個人の 富が 公益に 用 ゐられ ない 場合に、 それが 世の中に 及ぼす 害毒の 大き い 事 は 門 

外漢 にで も 氣が附 く。 極端な コ ンミュ 一一 ズムの 不可なる 如くに、 また 極端なる 獨占 主義 も 困った もの 

だと 思 ふ。 米國 富豪が 公共の ために 金 を 惜しまな いのは、 民主 國 として 當り前 だと 言って 了へば それ 

まで だが、 これが また 現代文明の 餘弊を 救 ふ 道 ともなって ゐる事 は 注目すべき 點 ではない か。 

ディッケンズの 小說 『マァ ティ ン* チヤ ヅルヰ ット』 の 中の マァ ティ ンと云 ふ 男 は、 眼中 私利 私愁の 

ほか 何者 もない 人間で あつたが、 米國へ 行って 貧乏した 揚句、 熱病に 權 つて 死に かける。 或 親切な 米 一 

人から 金錢を 出して 貰って 漸く 歸國 し、 これが 動機と なって 遂に 翻然 大悟し、 私利 私愁 をのみ 謀る の お 


非 を 悔いる とい ふ 話が あるが、 かう いふ 辛い 修業 をす る 事 も 或 種の 人に は 必要な ので あらう。 

また これ は 少しく 餘談 にわた るが、 英國に は 『良 心の 金』 とい ふ ものが ある。 毎年 英國の 大藏大 

臣の もとに は 意外の 歲 人が あら はれる。 それ は 誤って 脫稅 した ものが 自己の 良心に 顧みて あとから 納 

稅 する ので、 その 額 は 邦货に 換算 すれば かなりに 大きい。 數年 前に は 一 人で ト W 萬 圓を此 『良心の 金』 

として 納めた ものが あった。 最少 額 は 唯の 一片 を 納めた 者 さへ ある。 これ は 政府ば かりで はない、 鐵 

瓦斯 會社、 その他の 商店な どで もこの 不意の 牧入を 得る 事 は 少しも 珍ら しくない ので ある。 

日本で は 酒造： y2 や 營業稅 を 胡 魔 化したり、 成金が 所得 稅 納入に 虚偽の. e. 吿を すると い ふ 話 を 聞く が、 

これで は眞に 神様と 畜生と 程の 差で はない か。 大英 帝國が 世界一 の 富强國 となり、 日本が 贫乏國 であ 

る 根本の 因 は此點 にある。 獨 占と 私慾と、 支那 人 は 現に これが ために 國勢を 失墜して 了った ので あ 

る。 よそごと では 無い。 

一一 情 實 

S 本人の 內部 生活 を 最もよ く 描いた 巢林 子の 世話物 は、 多く は 義理と 人情との 衝突 を 悲劇の 骨子に 

して ゐる。 これ は 西洋での 昔の 運命 劇 や 性格 劇、 或は 近代の 社會 劇と は その 根柢に 於て 甚だしく 趣 を 

異にした 點 である。 
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日本人の する 事に は 如何なる 場合に でも 人情が 絡み 附く。 吾々 の 生活 を 美しく して ゐる もの はこの 

人情 主義で ある。 しかし これが 餘 りに 極端で あるが ために 私情の 纏綿、 情 i おの 紛糾が 動もすれば 自由 

な 活動 を 制 肘し、 ひいては 國家社 會の發 達 を 阻害して ゐる第 も 大きい もの だ。 

西洋人 は 私 生 活の 上に は 人情 を 重んじても * 公生涯の 上に はこの 人情 主義の 力が 甚だ 少ぃ。 だ 

から 隨分忍 ひ 切った 事 も 出来る。 西洋の 最も 西洋 的なる 米 人に 至って は、 凡てが 能 率 本位、 內容 

本位、 敏速 主義、 實利寳 益 主義で あるが ために、 仕事 をす る 時には 殆ど 人情と か 私情と かいふ 事 を 全 

然 度外視して 掛かる。 『人情 どうも 左様 は 行かない』 とい ふ 日本人の 口癖に する 言葉 を、 米 人 は 滅多に 

言 はない。 私 なぞから 晃 ると、 これ は 甚だしく 殺風景で 不快に さへ 思 はれる 事が あるが、 米 人が 大き 

い 車 業 を 着々 として 進涉 させて 行く の は、 資 はこの 殺風景が あるから である。 截然と して 公私の 關係 

を 別ち、 事業の 前に は 殆ど ー點の 私情 を さへ 揷 むの 餘 地がない からだ。 非人情 主義 (不人情で はない 

が) は 米 人の 短所に して、 また 長所で あると 思 ふ、 

曰 本で はいつ も 人情に 絡まれる ために、 老朽 を 馘首す るに さへ 禱躇 する のみ か、 却って 之に 重要の 

地位 を與 へて 平 氣でゐ る。 姻戚の 關係 あれば 無能の 人物 を も 重く 用 ゐる事 は、 米國 では m 本 ほどに 烈 

しくない。 裸一貫で 國を 飛び出して 来た 三十 臺の 若造が 大會 社の 重役に なって ゐる など は、 ちょと 日 

本で は 見られない 現象 だ。 政治 界で も實 業界で も、 これ あるが ために 米 國は靑 年の 國 となり、 日本 は 
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老人の 國 となる のお。 後進の 少壯^ 爲の士 を拔擢 する に 躊躇す ると き、 情 i 笛と いふ 事の 外に は 何の 理 

由 もない 場合が 多い からで ある。 

米 人の 發 明した 言 紫で、 今は廣 く歐洲 にも 行 はれて ゐる 『科 學 的經營 法』 とい ふの が あるが、 

如何にも これ は 能 率 本位で 實利實 益ー點 張りの 米 人； T (考 へさうな 事で ある。 科舉 的經營 法、 一名 

絶對的 非人情 主義 營業 法と 呼ん で 差 支な いもの だと 私 は 思 ふ。 

一 々人情 を しく； 一一 C つて 居て は、 大きな 團體 の經營 など 迎も 出来る もので ない。 世界中に 比倫 を 見 

ないやうな 米國に 於け る 大規模の 電信 會社、 鐵 道き 社、 通運 會社、 その他 製造 工業の 會社 などが、 立 

派に 仕事 をして 行く の は资本 主義の 關係 ばかりでなく、 全く 此 非人情 主義が あるから だと 思 ふ。 共同 

の 利益の ために は 私情 を 顧みない からで ある。 

E: 洋 殊に 米國 では 殆ど られ ない 事で、 日本 特有の 名物で ある 舉校騷 動な ど は、 全く 情 赏線 綿の 產 

物 だ。 その他き 社 ゃ阒體 の內訌 とい ふ もの も、 墻壁 主義 獨 占の ほかに、 この 惡ぃ 方の 意味 のん 情 主義 

が其丄 である 場合の 甚だ 多い 事 は、 事新しく 私が 述べ立て るまで もなから う。 

軍人で ある 私の、 或 友人が、 米國で 有名な 某. K 學總長 を 訪問した。 勿論 相 常の 紹介 狀を 持って行った 

の だから、 直ぐに GI 分の 窒に 通した。 すると 握手して から、 立ちながら、 二言 三 言 口 を 利いた ままで 

廊下の かなた を 指さして 『舞 降 機 は あすこに』 と敎 へた。 私の 友人 は それ を だしく 不 決に 思った 
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が、 E= 向が あつたので 更に 後日 再び 訪問す ると、 今度 は ゆっくり 話 をした のみ か、 親切に 世話 をして 

吳れ たので 意外で あつたと い ふ 話 を 私 は 聞いた。 

忙しい 仕事 をす る 時、 大切な 時 21 と 云 ふ 事の 前に は 愛嬌 も 禮儀も 何もない のが 米 人で ある。 これ は 

日本人た る 吾々 にはちよ と 出来さう も 無い 藝當 である。 いくら 忙しくても、 悠々 閑々 たる 来客の 長話 

を謹聽 して ゐ るの は 日本人で ある。 初對 面の 挨拶 も そこそこに 昇降機 を 指さす 非人情 主義 を斷 行す る 

事 は、 日本で は 全く 通用 しないの である。 米 人が 禮傣を 構 はない とい ふの は歐洲 でも 日本で でも 定評 

の やうに なって ゐ るが、 これ も 一 つ は 非人情 主義の 常然 の結榮 であらう。 

米 人 は 仕事に 對 する 報酬の 事 をい ふのに 平氣 であるが、 金 錢の事 を 口にする を 卑しと する 日本人に 

はとても あの 露骨な 眞似は 出来ない。 例の 『人情 どうも 左様 は 行かない』 からで ある。 商店 ゃ會 社で 

使用人 を 僅かに 十分 餘 計に 店に 居 殘りを させても、 給料から 割出して 幾 仙と かいふ 金 を 特^に 支拂 

ふ。 拂ふ方 も 受取る 方 も、 人情 を 外にした 合理主義から 言へば これが 正當 だ。 

かかる 點に 於ても 日本と 米 國とは 全く 正反對 だが、 私は此 非人情 主義の 裏に は 強い 個 入 主義が ある 

事 を こ こに 言 ひ 添へ てお く。 

一二 ビ リケン 
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二十世紀の n 本の 福の 祌は、 惠 比須大 Mi が 流行ら なくなって ピリ ゲンが 珍重され る 世の中に なつ 

た。 笑って る やう な^めて る やうな、 何だかむ づ痒 いやうな 變 な顔附 の、 あの 不行儀な 形 をした 人形 

が 店先 や 茶の間に 飾られて るの はま だ 可し として、 はて はこれ を やん ごとな きな にがしの 宰相の 異名 

に出ゐるとは何^5^ぞ" 

ビリ ケンは 今から 八 九 年ば かり も 以前に 米國で 流行した 人形で ある。 或 貧乏な 美術家が 喰 ふ 事に 困 

つて. E 焚氣 味に なった 投句、 ふとした 思ひ附 きから あの 如何にも 人 を 馬^にし たやうな 人形 を 造って 

出した。 そこ は 例の 群衆の 國 だから 何が 當る のか 分らない。 それが 忽ち 一 代の 人氣に 投じて、 世間 

の！^ ぎ屋 から はお 守りと して 歡迎 され、 はて は 海 を 隔てた る 遠き かなた、 束 海の 君子 國 へまで も 渡つ 

て來 たの だ。 近頃で は 本家の 米國 では 餘り 流行らな いやう だが、 それでも 紐育ブ „1 ォド エイ あたりの 

緣紫 書屋ゃ 土産 店に は、 今 も猶 この 醜惡 なる 下司 張った る 人形が 澤山列 ベら れてゐ る。 

ピリ ゲンの 『ピリ』 は 人名 ヰリ アムの 略語、 たと へば 讀本 によく ある ボップが ロバト、 ディックが 

ディ ：- 二 ュ 

リ チヤ アド、 ジムが ジ エイムズ、 ベッシィが イリ ザべ スの 略名で あると 同じい。 これに 英語の 縮小 表 

愛 語で ある 『キン』 とい ふの を附 けて、 親しみの 意 を 表 はした の だ。 この キン は獨逸 語の 『へ ン』 と 

語 IS を 同じう し、 洋食の 時 膝に 掛ける ナプキンの 『キン』 など も 全く 同一 の 語で ある。 だから ヰリ アム 

と 云 ふ 男 を 『ピリ ケン』 と 呼ぶ の は、 例へば 私の 名の 辰 夫と いふの を 『辰 公』 とか 『辰ち やん』 とか 
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いふが 如き 類で ある (但し 私に は 誰も こんな 表 愛 語を附 けて、 略名 を 呼んで 吳れる 人 も 無い が)。 時 は 

恰も 米國 二十 七 代 目の 大統領、 <fr は H ィル 大擧 政治 舉敎授 たる ヰリ アム • タフト 氏が 在職の 時で あつ 

たから、 此 名と 此 人形と は 忽ちに して 天下 を 風靡した の だ。 

米^の この ピリ ケン 人形 は、 色々 の 意味に 於て 能く 米 人の 一面 を 語って ゐ ると S 心 ふ。 第一 あの 無 作 

法な： 好が 中流 以下の 米 人の 不行儀と、 荒削りな 野性と を遣憾 なく 示して ゐる。 米 人 はよ く 事務室に 

居て 客に 接する 時な ど、 椅子に 凭れて 雨足 を 揃へ て 卓上の 上に 上げて ゐる。 それ を 格別 無禮 だと も 思 

つて ゐ ないやう だ。 私 は それ を昆 ると き、 いつも ビリケ ンが兩 足 を 投げ出して ゐる形 を 思 ひ 浮べ た。 

次に あの人 形に 一種 不快な 下司な 滑稽 味が あるが、 これ は设 もよ く、 米 人の 極めて 淺 薄なる 樂 天主 

義を 語る ものである。 元來 アン グ n  *サ クソン 人種 は、 その 嚴肅な 半面に は 甚だしく 滑稽 味を甚 ぶと 

ころが あるの は、 すっと 昔から チヨ 才サァ などの 文學 によく 現 はれて ゐる。 その 『キャン タ ベリ 物語』 

は 一一 目 ふまで もな く、 『空の 財布に 寄す る 繰言』 等の 小篇 にも これが， よく 見えて ゐる。 恰も 敎 の ある 氣 

品の 高い 人が、 打ち解け たる 折の 破 額 微笑 を 見る やうな、 所謂 『ドライ • ヒュ ゥ モア』 である。 これ はす 

. つと 後世に なっても デ イツ ケンズ の 小說の 滑稽 味な ど、 英文 舉を 外にして は斷 じて 見出す 事の 出来な 

い 性 lin の もの だ。 ところが！ ：！： じ アン グ n  • サ クソンで も 米 人の 滑稽に は 少しも 此氣 品がない、 嚴肅味 

がない。 米國 新聞の H 曜附錄 といへば 日本の 新 の 新年 號の やうな もの だが、 その 大切な 部分 を 占め 
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てゐる の ボン チ繪 は、 之 を 英國の 『パンチ』 や、 或は マ タス • ビア ポオ ムの漫 粛 などに 比較して 

は 到底お 話に もなら ぬ淺 it な 下品な ものである。 滑稽 專 門の 雜誌 『パック』 や 『ライフ』 の 發行高 も 

非 な もの だと 聞いて ゐる" 米 人 は 何でも 物 を 茶化して 見る 事が 好きだが、 その 背後に は 少しも 嚴肅 

沈痛の 趣が なく、 且敎 養の 足らない ために 凡てが 上調子 だ。 同じく 世の中 を 茶化した もので も、 漱石 

先生の は 猫で ある』 に 見る 如き、 裘 面に は 世 を 憤る 悲壯な 心 持を藏 して、 一 切 の^を 擾き むしらね 

ば已 まない とい ふやうな 趣 は、 米 人の 滑稽に は 微塵 だ も 無い ので ある。 さきに 擧 げた ハァダ アド 大舉 

の 英文 敎投ブ リス • ベ リイ 氏の 著書の 第五 章に は 米 人の 滑稽 味. V 論じて あるが、 あの 論に は 私は餘 

り 感服して ない。 とにかく 米 人の 滑稽 趣味に はァ ング a  • サクゾ ン風は 無くて、 寧ろ 雜駁 なる 人種 混 

から 出來た 一種の 『群衆』 式の 低級な 滑稽 味で、 それが ピリ ゲンに 最も 能く 现 はれて ゐ ると m 心 ふ。 

ァァ ギン グの 『紐 育史』 以來、 この 滑稽 味が 米^の 文舉に 著しく 現 はれて 居る 事 は 言 ふまで もない。 

人の 知る マァク *トェ インの 滑稽 小說 は、 今日で は旣に 廢れて 了った が、 最近に は 到底 文攀の 領土に 

は 入れられな いやうな 下品な 滑稽 物が 行 はれて ゐる。 日本語に も譯 されて 廣く讀 まれた オル ドリ ツチ 

の 『い たづら 小份 日記』 の 如き は 米 人で はすつ と 古い もの だが、 茶目 式の 子供の い たづら を 材料に し 

た 小說は 殊に 多い。 私 も 以前よ く マ タス • アドラ ァ廉價 版の 小説 を 暇 I しに 讀ん だが、 あれな ど は IH 

は 憑な 物で あると 思 ふ。 近 IS の 米 國滑榜 小說で 一番 讀み ごた への あるの は、 先 づ人氣 作^の リ チャァ 
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ド • ハ アディ ング ニァ ギスの 物-たらう。 殊に その 短篇が 好い。 人生の 嚴肅な 1 面 を 茶化す 所に 面白味 

が ある。 

英國で 一 時流 行った 『社 會 詩』 とい ふ 滑稽 詩の ー體が あるが、 これな ども 源 を ぬれば 矢張り 米 

國の ：1 ォ H ル の 詩歌が その 源 をな して 居る と 思 へ ば、 米 人の 洒落 も 馬鹿に はならない。 

日本に は 冗談 を 言 はれて むきな つて 怒り 出す 人が あるが、 さう いふ 人 は 決して 米國に 行かない が 好 

い。 米 人 は どんな 眞面 目 な 人で も 滑稽 趣味が あるが、 日本人の うちで は 全然 諧謔の 何たる を 解し 符な 

ぃ不 議な 人が あるから だ" 

一 三 殺 名と 略語 

ビリ ゲンに 就いて、 も 一 つ £ 心 出す こと は、 米 人の 簡略 主義と 綽名の 好きな 事で ある。 前者 は 敏速 簡 

捷を贵 ぶが ためと、 後者 は卽ち 卑俗な る 滑稽 を 愛す るに 甚づ く。 

タフト 大統領 を 『ビル』 とか 『ピリ』 とか 呼ぶ 事を好んだ 米 人 は、 また シォド オア • ル ウス.、 H ルト 

を 『テツ ディ』 と 呼ぶ。 これ は シォド オア を 略した る 表 愛 語で ある。 ピリ ゲンが 流行った と 同じ 

く、 『テツ ディの 熊』 とい ふ 玩弄 品も此 意味で 一時 は 非常に 流行った。 今でも 新聞の ボン チ鎗に は、 ル 

ウス，、 H ルトは 多く 熊に なって ゐる" 今度 は ウッド 口 ォ • ヰル ソンが 大統領になる と、 それ を 略して 此 
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顷 はいつ も 『ゥッ ディ』 として 新聞に 書かれる。 大統領選 擧の 時な ど は、 日本なら ば先づ 役者の 人氣 

投 ルと いった 風の 騷ぎ 方で、 その 候補者の 名 は 『ピリ』 であり、 『テツ ディの 熊 『 であり、 『ゥッ ディ』 

である。 まるで 熊 公 八 公の 呼び かた だ" かう 呼ばれて 不快な 思 を するど ころ か、 帽を擧 げて莞 雨た る 

微笑 を 以て 群衆の 喝采に 應へ 得る 人で なければ、 米國の 大統領 は  一 n も 勤まらないの である、 少 くと 

も 人心 を牧攬 する 事 は 出来ない ので ある。 借？ 1； す 我が 宰相 尖 頭 伯、 ra^ して ビリ ゲンの 名 を 喜び 給 ふや 

如何に。 

私が いっか 京都 四 條の南 座で 芝居 を 見て ゐ ると、 隣の 桝に 茶屋の 女將 らしい 女が 居て、 俳優の 應治 

郞の isl- を 頻りに 脇 やん 臈 やん と 言って 居る の を 聞いて、 面白い と 思った。 此女 をして 若し 米阔に 生れ 

しめば 恐らく は 大統領 閣下 を 目して 『宇 やん』 と 言 ふの 無 禮を敢 へて する こと だら う。 

is^ 洋 殊に 日本 は禮 儀； 二百 威儀 三千の 國 である。 口で は 一 かど 物の 解った やうな 事 を 言 ひながら、 令 

に 矢張り 『位』 とか 何とかい ふの を 無闇に 嬉しがる 人た ちの 多い 國 である。 尊大に 構へ て 肩書と， 形式 

と をのみ 贵ぶ 大名 式の 國で ある。 来國は 之と 全く 正反對 に、 體 位と 勳章を 初から 造って 居ない 阈だ。 

一圃の 大政 を 左右す る 大統領 も、 職 を 去って 野に 下れば 一平 民と なる のが 初代の 華 頓以來 の 國風だ * 

法 性 寺 入道 前， 1,::: 太 政 大臣 は米國 では 一 切通 W しない。 桓武 天皇 九 代の 後胤と 呼ば はって 見たところ 

で、 誰も r.? き やしない。 何でも 皆す ベて を 『臈 やん』 で 行く 國 だから 堪らない。 私 は 又しても 此點に 
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於て、 ^闽も 極端た が 日本 も 極端 だとい ふ 陳赛の 句 を 繰 返す 事を餘 俊な くされる。 

事大主義と 簡捷 主義との 差 は、 必す しも 人名の 呼に 止まる ので はない。 これが 日常生活の すべて 

を 一貫して、 日米 雨！： 人の 著しき 差 をな して 居る。 一例 を 一一 一一 n へば 見送り 出迎 への 大翳 なの は、 恐らく 

忙しい 世界の 文明 國で 日本に 及ぶ 國は 無から うと 思 ふ。 歐 洲諸國 も此點 は簡單 なやう だが、 西洋の 最 

も 西洋 的なる 米國に 至って は、 特別なる 場合 を 除いて は 殆ど 見送りと いふ 事 を しないの である。 誰か 

が 僅か に niE と 鼻との の大阪 から 東京 へ 轉 住か轉 任で もす ると いへば、 梅 田 停享場 の プラト フォォ ー 

ムは 見送り 人で 3 具 mi になる。 執務の 時間 を 割いて 無慮 幾 十 幾 百の 人が 虛僞 虚飾の 辭令を 交換すべく 兹 

に 集まる かと 思へ ば、 見送り も隨分 高價な もの だ。 一 人が このために 平均 一 一時間 を すと しても 一 一 百 

人で 四百 時 問。 一人の 毎日の 勞働時 問 を 約 十 時間と して、 總計 四十 日間と いふ もの を此ー つの 俊 式と 

盧禮 とのた めに 全く 棒に振る わけで ある。 性來が 偏屈 者の 私 は、 米國へ 行く 時 も 出 發時問 を 示さす に 

出立す ると、 あとから 君 は 借金取りに 追 はれて 夜逃げ をした かと 冷やかされた。 

私が 紐 育に ゐる 時であった、 日米 人間に 頗る 令名の 高かった 或 外交官が 歸朝 するとき、 私共 は 大 

中央 停. sal- 場に 其 人 を 見送った- 大勢の 日本人が あの 大遮 築の 中央に 集まって ゐ るの だから 甚だし 

く 目立つ。 あたりの 米 人の 旅客が 目を圆 うして、 見す 識ら すの 或 男が 私に 向って そっと 『け ふ は 何事 

が あるの か』 と 訊いた。 わけ を 話す と 彼 は 感心して 去った。 これ は 午後の 二 時 ST 無論 執務の 時 中 
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であった。 

旣に 幾た び も 懇な这 刖會 のあった 事 だから、 西洋人の 方 は 停車場に は 見送りに 來てゐ なかった。 こ 

の 時 不思議な るかな、 ただ 一 人 長身 瘦驅の 米 人が、 多數 H 本人の 一 團の 中に 恰も 鶴 群の 孤 鶴の やうに 

交って ゐた。 これ は 法律家で 長く n 本の 學 校に 敎鞭を 執り、 曰 本人の 習慣 を 十分よ く 心得て ゐる 人で 

あつたから だ。 齊 通の 米 人 は 特刖の 場合を除き、 身內の 者か餘 程の 親友で でもなければ、 大切の 執務 

時 問 を 割いて まで 見送り なぞ しないの が 普通ら しい。 

日本で も 見送りの 風 は 東京が 殊に 甚だしい。 これ は參魏 交代の あった 江戶 時代の 遣 風 だか 何だか 知 

らな いが、 新橋 や 中央 停車場の 送り 騷ぎを 米 人に 兑 せたら ば 架して 何と 言 ふだら うか、 と 思 ふと 可 

笑し くも ある。 會 社の 一重 役が ちょと お 隣の 米國 まで 見物に 行く のに、 幾 百の 見送 人が 東京から 横濱 

まで 一等車 殆ど 買 切りで 輸送せられ るの を 見た とき、 私 はよ ほど 呰 閑人 だな と 思って つくづく 感心し 

た 事が ある。 おし 閑人の 暇 t しなら ば、 入場料と いふ a 送り 稅を うんと 高く したら どう だ。 f 

またしても 餘 計な 無駄口 を 叩いた が、 米 人 は 凡てが 簡捷 主義 だから 人名ば かりで なく、 凡ての 場合 

シム ブリ/ アイ 

に 略 宇 略語 を 用ゐる 事が 大好物で ある。 かの たしか ル ウス ゴ ルトの 大統領 時代に 始められた 簡 捷 

0 宇 法、 卽ち thoug;- を tho と 書き、 catalogue を catalog,  hlbir を labor と 書く 類 は、 英國 

では 行 はれない が米國 では 之 を 使って ゐる 新聞 雜誌 及び 擧 校の 數は隨 分と 多数に ある。 そのほか 日刊 
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新聞抵が略語ゃ簡短な新！？^1を使ふ事は寳に甚だしぃもので、 マ レイ 博士の オック スフ ォォド 大^ 典に 

は迎も E? 當ら ないやうな 新語が、 頗る 亂ぉ * に 或は }g 落 半分に 使 S せられて ゐる。 m 本で も 近頃 は 『帝 

大』 とか 『滿 鐵』 とかい ふ 類の 言葉が 無闇に 流行る が、 實に 不快な 事 だ。 二字 や 三 字を滿 足に 發 音す 

る 暇の ない 程までに 時間と 勞カ とが^しければ、 何故 あの a 送りの 虚禮に 貴き 四十 日間 を 棒に振る の 

だ、 と 惡ロも 言って 見た くなる。 

一 四 『ジャ ッ プ』 

誰でも 故 國の土 を 離れて 西洋へ 行く と、 自分は日本人だとぃふ^^^^を痛切に感じ、 その 意識の みが 非 

常に 強くなる。 國 外へ 出て 昆て 始めて 己れ の 日本人なる 事 を發兑 したと 言った 人 さへ あった。 そ の 

みならす 故國の 同胞 を 離れて、 人種の 色から 言語 風俗まで 凡て を 異にした 本當 の、 あ、 かの 他人の みと 朝 

に 夕に 交 はると なると、 如何なる 人物で も 多少 は 心の 狀 態が 變 つて 來て、 理性より 感情が 强く なり、 

神經 質に なり、 セン ティ メンタルになる の は 免れ 難い。 ちょっとした 事に も 日本の 國際 上の地位の 低 

い 事 を £ 慨 して 見たり、 かなりの 俗物 までが 柄に もない 鄉 愁の氣 分 を 味 はって 見た. nN する の は、 

全く 此 心理 狀 態の 變 化に 基づく ものである。 此點 から 考へ ると、 反對に また 西洋から 來て 日本に 在留 

し 或は 旅行して ゐる 多くの 外人に 對 して、 吾々 が國 土の 主人公と して 十分の 禮 遇と 溫 情と を 以て 之 を § 


迎 へねば ならぬ 所以が、 よく 理解され ると 思 ふ。 

ぢ つと 米 國に滯 在して ゐ ると、 私共 は 米 人 特有の 親 切と その ざっくばらんな 開放 的の 態度と を 非 

常に-お" しく ふと 共に、 また 彼等の 一一 一 n 動に 對 して 時々 は 不快に 思 ふこと もあった。 或 新聞紙が —— そ 

れ はたし か 世界で 最も 寶れ 高の 多い 『市 俄 古 トリ ビ ユウ ン』 であった と 記憶す るが —— 我が 國の 御大 

典に 關 して 爲 したる 批評 や、 ボストン 市長、 コォ ネル 大舉總 長、 その他の 人々 の 排日 論な ど は、 之 を 

言 ふ 者が 立派な 人で ある だけに 時々 は 甚だ 快から や 思った。 日刊新聞 紙 を a てゐて も、 日本に 關 する 

記事 論說は 特に 0 分た ちの 注意 を惹 く。 寺 內內閣 の 出 來た時 は隨分 色々 な赛が 逢1 かれた。 今年の 三 四 

月頃の 新 問に は、 日本が 金貨 を 澤山持 出して 行く とい ふ 事が 每 日の やうに 書き立てられた。 鐵村 船腹 

の 問題な ども、 ボストン 巿 長の 如き は 夙く から 熱心に 論じて ゐた。 それが 近頃 遂に！：^ 際 ^題と なって 

はれた ので ある。 しかし かう いふ 事 は、 米國の 立場から 言へば 議論と して は 立派な 极據も ある 事 だ 

から、 それ を 不快， に m 心った とい ふより は、 寧ろ 唯 私 どもの 尖って ゐた 神經が 少しく 刺戟され たに 過ぎ 

なかった。 

ところが 爱にー つ ひどく 日本人の 不倫 快に 思 ふ 事が ある。 それ は 米 人が 日本人 を 呼んで 『ジャ ップ J 

と 首 ふ 事 だ。 これ は 極めて 詰らない 一 小 些事に 過ぎない が、 僅かに 單綴 音で ある 此 一語が 米 人の 唇 を 

^れ 一」、 それが 吾々 の 耳朶 を 打つ 其 刹那、 之 を 不快に 思 はぬ 者 は 在米 幾 萬の 同胞 中 恐らく は 唯の 一人 
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も 無から うと 思 ふ。 かの 米 化 n 本人 中 0 或 種の 輕 i 一 5 兒と雖 も、 『ジャ ップ』 と 呼ばれて はさす がに 苦い 

顔 をす る 事で あらう。 彼等の 腦味 の 隅く だの 何處 かに こびり 羞 いて 辛くも 殘っ て ゐ ろ n 本 魂が、 其 

時 だけ は びくびくと 異様な £| 動 をす る だら うと 思 ふ、 

私 は 之に 就いて また 二つ 三つの， 間 話 を附け 加へ よう。 

紐 育の 或 ディバ アト メント • ストアに 買物に 行った 時、 階下に 降りる 昇降機に 乘 らうと して その 戶 

口に 行った。 そこに は 人の 顧客が 澤山 集まって 待って ゐ たから、 私 は 謹み 畏まって 彼等の 背後に 立 

つて ゐた。 やがて E 升 降 機 は 上の 方から 來て 女た ちは呰 その 中へ 人った が、 私 は 後の方に 居た ために！ 

人取殘 された。 うっかり 其 儘戶を 閉めて 了った ボ オイが、 ふと 私の is るのに 氣附 いて、 

『お 氣の毒 さま ジャ ップ』 

と 一一 目った 儘、 私 を 置いて きぼりに して I:?? 降 機 は 降りた。 兹に 二百 註釋を 入れて おくが、 純 育の ディ パ 

アト メント • ストア は皆實 によく 行 GS いた 營業 振りで、 决 して 客の 氣を惡 くす る やうな 不注意 を 店員 

は爲 ない ので ある。 此 時の 『ジャップ』 の 一語 は、 必す しも 嘲弄 侮辱の 意 を 含んだ ので は 無かったら 

う、 と 善意に 解釋 する 事が 出来る。 

また 或 大擧の 或 研究室に 私が 出入して ゐ た顷、 主任の 敎 授ゃ舉 生が 寄り集まる 『セミナ リ』 で、 

或 時 その 教授が 盛んに 語源の 事 か 何 か を 論じて ゐた。 談 ははから す も 東洋の 事に 及んで、 教授 はう つ 
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かり 『ジャップ』 とい ふ 貢 葉 を 使った。 ふと 私が 其 席に ゐる 事に 氣附 いて、 慌てて 私の 方に 向って、 

『エタ スキ r; ゥズ • ミ』 (これ は 失禮) 

と 言った。 私 は 吹き出した、 皆 も 笑った。 この 敎授は 英文 學の或 方面の 研究に 於て、 今 英米の 舉界に 

重 望 を 負へ る 15 儒で ある。 個人と して も^が 十分の 感謝と 敬意と を 捧げて ゐる人 だ。 此 人の 口から 不 

用意に： g れ 出で たる 『ジャ ップ』 の 一 語 は 面白かった、 まことに 滑稽に M えた。 これ は 私が 在米中 こ 

の 言葉 を 耳に して 少しも 不快な 思 をし なかった 唯一 の 例と して、 今 も 猶想ひ 出す 毎に 微笑 を 禁じ 得 ざ 

る ものである。 

また 私が 或 家に 下宿して ゐた 時、 隣家に は 支那に 長く 居た 宣教師 夫婦が 居って、 私の 下 il? の 主婦に 

『あなたの 處には 何故 ジャップ を 置く のです。 ジャップと いふ 者 は實に 狡猾です よ。 近頃 澤山亞 米 利 

に 來てゐ るの は、 あり ゃ呰 u 探です ぜ』 と 言った とかで、 日本人 >® 負の 宿の 主婦が その 語氣 をも寫 

して 私に 話した。 これ は 餘り偸 快で も 滑稽で もなかった。 

曰 本人 を 『ジャップ』 と 呼ぶ の は 英語の 一 つの 鄙 語で あるから、 何も 愤慨 する に は當ら ない の だら 

う。 また これ は 米 人に 限ら や 英人も 勿論よ く 使 ふ。 讀者は 夏 目さん の 『色 鳥』 の卷頭 『倫敦 消息』 の 

一文 屮に、 C 分が を 歩いて ゐ ると、 あちらで 誰かが A llandsclllc  Jap と 評した のが 耳に 入った と 

いふ 一 節み 想 ひ 起される だら う。 
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しかし 米 人の 作った センチ ュ リ大 辭典に も、 『ジャップ』 の 條には 『合 衆國、 俗語』 と 註して ある 通 

り、 之 を 最も 多く 使 ふ 者 は 疑 もな く 米 人で ある。 これ は必 すし も輕蔑 嘲弄の 意の みで はなく、 前條す 

でに 述べた る 通り 米 人の 滑榜 趣味から 出た 綽名 好きと、 例の 簡捷 主義から 來る 略語^と の 結^た るに 

他なら ない。 

,s 名の 好きな 米 人 は、 自ら を 呼ぶ にも 矢張り 『プラザ ァ* ジョナ サン』 や 『アン クル • サム』 を濫 

用して ゐる。 然し 此 二つの 一 K 葉の 歷 史を考 へて a ると、 そこに は 少しも 輕 蔑の 意味が 無 いのは 勿論、 

この兩方とも古く獨立戰爭の顷から出來てゐる^^名でぁる 『ジャ ップ』 と は 確かに 用法 も 歷史も 異な 

ゥてゐ る 事 は 一一 目 ふまで もない。 

親愛の 意 を 表し 輕 蔑の 意を寓 する 時に 略名 略語 を 用ゐ、 敬意 を 表する 時に 省略 を 避く るの みか、 更 

に餘 計な 名稱 をまで も 添へ るの は 東西 古今 通有の 習慣 だ。 すべての 米 人 は 本人 を 『ジャップ』 と 呼 

ぶ ほどまでに 親愛の 意 を 表して 居る のか は 知らないが、 それならば 此 ー讀 書生 を 目して 曰 探 呼ば はり 

は 聊か W に 落ちない ではない か。 少く とも 『ジャップ』 とい ふ 言葉の 裏に 敬意の 無いだ け は 確か だら 

う。 これ は 電話 を 略してい つも 『フォ オン』 と 言 ひ、 高架 鐵道 を單に L と 言 ふ、 米 人の 簡捷 主義の み 

なりと 解す る 事が Ei- して 出來る だら うか (『ジャップ』 と 書いて 後に 略字 點を附 し、 ジャパ ニイ ズを短 

^して 書く のと は 別問題 だ)。 
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米 人が 使 ふ 『ジッ ャプ』 とい ふ 言葉に、 むかし 支那 人が CI 本人 を 呼んで 倭 奴と 言った と 同じ 意味が あ 

るか 無い か は、 賢明なる 讀者諸 1;; の 判斷を 待つ 事に しょう。 

異鄕に ゐ，， て祌終 過敏に なって ゐる或 人た ち は、 また 米 人が lfln々 に 『チヤ ァ リイ』 と 呼び掛け るの を、 

支那 人と 問 遠へ てゐ るの だとい つて 不平ら しく 言 ふ 人が ある。 しかし これ は 思 ひ 違 ひで はない かと 思 

ふ。 『チヤ ァ リイ』 は 無論 チヤ アル ズの表 愛 語と して 英語に は 極めて 1,= 通なる 形で ある。 米 人の 卑俗 

な^^ 味 をよ く：； 小して ゐる 活動 寫眞の チヤ ァ リイ • チャップリン の 名 も 矢張り これで ある" また チヤ ァ 

ルズの 名 はもと もテ ユウ トー 一 ック 語源の 『雄』 とか 『强』 とか 云 ふ 字に 営る 立派な 性的 名稱 だから、 

西洋に は 一希 多い 名前で ある。 米 人 同志の 問に 在っても、 一面識 だに 無い 人に 例の II 放 主義の 心 易 だ 

てから 『ジ ョ ォ』 (ジ ョ ォゼ フ の衷愛 略語) だの、 『チヤ ァ リイ』 などと 呼び掛け るの は 彼等の 癖で ある。 

今年 二月 の 或 寒い 日に、 私が 大舉の 前の ひどい 雪解け 道 をび ちゃび ちゃやって 歩いて 行く と、 彼方 

から 郵便 配逮の が やって 來て、 

チステ ィ*ヲ ォ ク 

『チヤ ァ リイ、 ひどい 道 だな』 

と 言って 行き過ぎた。 ふと 顔を昆 ると 可愛い 顔 をして ゐた。 私 は 少しも 不快な 思 はしなかった。 ナス 

ティと いふ 宇 を 濫用す るの も 米 人の 口 で、 英 人が 笑 ふ 事の 一 つで ある。 

また 米 人 は 時々 -f;: 々を 『ジ ャパ 一一 ィ』 と 言 ふが、 これに も 侮辱 輕 海の 意 は 少しも 無い と 思 ふ。 ただ 
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I 種の 俗語で、 スを 略した に過ぎないの だら う。 かの 詩人 ホヰ ット マンが 名作の 一 つに、 熱烈な 愛國 

の 精神 をうた つて 『ブ a ォド H ィの 壯觀』 と 題した のが ある。 冒頭に、 西の 海 越えて 顿の 色黒く 兩刀 

さした る 使節 HI 本より 來れ り、 とい ふ 句が あって その 第二 節目に は the  tanii に 1 Japane  。と ある。 此 

綴 字 も 時々 書物の 中に 見る 位 だから、 不快な 思 をす る 程の もので は 無から うと 思 ふ。 

しかし 『ジャップ』 だけ は 少し 困る。 米 人 は 如何にも 吾々 に 厚意 を盡 くして 吳れ るの だら うが、 こ 

れ だけ は 白 璧の微 瑕 だと 言 ひたい。 センチ ユリ 辭典から 此 一語 を 抹^ はしな いまでも、 せめて は 『稀』 

ォ ブソリ イト 

とか 『廢 語』 とかい ふ 字 を 之に 附加 する 日が 早く 來れ ばよ いと 思 ふ。 國際 感情 は 動もすれば 極めて 微 

細なる 事の ために 害せられ 易い。 嘗て 支那 人が 魯西亞 の 魯の字 を 改めて 露と したる 如くに、 米 人 も 

『ジャップ』 だけ は 何とかしたら 好から う。 又 n 本人に して 今な ほ 外人に 不快の 感を與 ふる 如き 或 種 

の 語 を用ゐ つつ ありと すれば、 吾々 自ら も それ を 改めねば なるまい と 思 ふ。 『チャン』 など は 確かに 

『ジャップ』 と 同じ やうな 言 ひ 方 だら う (米 人 は 日本人 を 支那 人と！ 誤って、 『チン、 チン、 チャイナ マ 

ン』 なぞと 揶揄 ふ 事 も ある)。 

I 五儉閱 

活動 寫 腐 は- 『群衆』 王の 好物 だ。 あの方 外に 物價の 高い 紐 育に、 入場料 僅かに 五 仙な どと いふの が 
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ある。 私 も 他人から 誘 はれて 在米中に 二三 度 は 行って 見た。 歐洲 でも 米國 でも 左様 だが、 辯士 とい ふ 

者はゐ ない。， あれ は 恐らく 日本の 新案 かと W 心 ふ。 

5i£ 動 で 驚いた のは當 局の 干 涉の餘 りに 寛大なる 事 だ。 殺，^ 强盜 物な どで、 之 を 公衆に 示す は 百 

害あって 一利な き 物 は 無論の こと" 同盟 罷ェ騷 ぎの 頓 末まで も 平 氣で演 つて 兑せ るの は 意外で あつ 

た。 何が さて、 あの 通り 勞働 者の 勢力の 烈しい 國で、 昨年 鐵道從 業 員の 八 時 勞働 問題の 待な ど は、 

あぶな  ストライキ 

危 く 全 國 の 交通 機關 が杜 絡しょう とした 程の 國 でありながら、 まるで 同盟 罷 ェ の 實 物敎授 をす る やう 

な 活動 寫 露が 公然 許されて ゐ るの だ。 ここに 到って は 放任主義 もまた 餘 りに 底が 拔 けて ゐ るので 一寸 

かされる。 かう いふ 有樣 だから、 國 際關 係に 惡 影響を及ぼ すかの 排日 寫眞 など も、 大抵の 場合 官憲 

は 之 を 大目に見 るので あらう。 そこが 米國 の米國 たる 所以で、 これ また 日本と は 極端と 極端との 對照 

である。 

いっか も 紐 育で 百 二十 五丁目 を 散歩して ゐた 時、 ふと 何 心なく 其處の 寄席に 這 入った。 桥附も 何も 

見す にう つかり 飛び込む と、 その 出し物の 一 つに 『日 探』 と 云 ふ 芝居が ある。 これ は 失敗った と 

しま ひ 

思った が 今更 出る にも 出られす、 終まで 辛抱して 見物した。 ある 日本人が 米 画の 兵隊 募集に 應す ると 

見せて 軍事の f 秘密 を盜み 出さう とする、 そこ を 見附 けられる。 すると 大に 抵抗して 柔術の 奥の手 を 出 

し、 は 人の 喉 を 締め上げ ると 云 ふ 筋" 馬鹿々々 しい もの だ。 2- 物の 幾 百の 西洋人の なかに 陣取って ゐ 


る猛の 顔 を 皆 の 者が じろ じろ a るの は、 如何な 鐵 面皮 の 小生 も 聊.？ 閉口した" 

國際 問題に 闢 する 米國 黄色 紙の 評論が 隨 分と 無 遠 慮な もので、 全く 當 局の 干涉を 受けない 事は讀 

者の 知らる る 通りで あるが、 ここが 米國の 偉い ところで、 例へば 排 m の 半面に は、 また 私共の 想像 も 

及ばない やうな 狂 熱 的の 親日 主 一- 貌者 がその 反動と して 出來 るので ある。 所謂 大國の 襟度で、 凡てが 淸 

^w}!;;; 主義の やりかたで あるから、 日本 負 *S の 人の 熱心と 云へば これ また 驚くべき ものが ある。 坊主 

が份 けり ゃ装裟 までの 反對 に、 日本の 物と 云へば 鰯の 頭まで 珍重す る 人 も 操くない。 日本に もなかな 

か 米 國微负 は ある やう だが、 あんな 猛烈な の は先づ 無から うと 思 ふ。 日本人の は 何 も 凡てが. fS ぶら 

りで、 微温で、 ^害 打^的 だから 私な ど は 甚だ 面白くな いと m ケか。 

何 ご と ぞ花兑 る 人の 長刀。 鏘た る 佩 細の 音が 美しい 藝苑 のなかにまで 聞え るの は 日本ば かりで は 

ない、 米國 にも 少し は それが ある。 治安と いふより は 風俗の 取締と してで ある 事 は 言 ふまで もない。 

ra: より 四ト 八州 各 その 法 を 異にし、 宵 憲の能 { 度 にも 非 $e な 相違の あろ 合 衆 國の事 だから、 一 缀には 

言 へない 興行 物な ども ボストン は八签 しいが、 紐 育 は 寛大 だ。 市 俄 古と なれば 更に  一 5» 放任主義 だ 

と閒 く。 唯 肉襦枰 一 枚 だけで 全身 何 一 っ蔽 はない 女の； „1、 たと へば バ アレス クゃ紐 育の ヰ ンタァ • ガ 

アド ゥンの 如き は、 何處 でで も 許して あるが、 不 3^ 議に 女の 素足 は 厳禁され てゐ る。 日本の 浮世， 結に 

ある やうな 女の 美しい 素足 は、 米國 では 如何なる でも 先づ 兑られ ない もの だ。 この 誰 一 の 除外例 
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として 人：' 私の 記 惊に殘 つて ゐる もの は、 紐 育の メトロ ボリ タン • オペラ • ハウスで はた、 力の 世界^ 名 

^の ある ィサ ドラ • ダンカンの 舞 M であった。 さすが は歐洲 藝苑の 耳目 を 幾 動した もの だけあって、 

§単色の^#と絨|-のほか何 ！ つ 背景 を 置かす、 誰 肉體の 運動と 光線と 昔樂 とだけ で、 人を醉 はす カは資 

に は な ものであった。 これ は 衣裳と いふ 程の 物 を ffl ゐす に、 上腿の半ょり下は全く皮^^を露川して 

ゐる の である。 

斗 た^のお 劇. e:- を 織いた 人 は、 IKJip  i^ 劇と は * "から 仲の 惡ぃ 者で ある を記愤 せられる であら 

う。 その il ュ £i 氣 質の 今も^ 残って ゐる顽 固な ボストン では、 近代 藝苑の 驚異と 一 K はれる 露 四 亜 舞 I 

が のために 修正 を餘傣 なくされた。 レオン • バクストの 舞薹 装飾で、 近世 舞 M 劇の はや X 傑作 だ 

と 一一 H はれて ゐる 『シ H ヘラ ザ アド』 の 一曲に、 無殘ゃ 修正の 斧錢は 下された。 これ はかの 『亞 刺比亞 

i.ii』 の冇名^^&,"詞にぁる後宮の悲劇を村とした物だから、 淸敎徒 風の 目から 兑れば 如何にも シ ョ ッ 

キングで あるか も 知れない。 しかし 米國で こんな 野暮な 途方もない 長刀 を 振り 廻 はす 處は、 先づ ボス 

トン 近傍 だけ かと 思 ふ。 

lag ザた わ 角 小 說に崇 る。 かう いふ には设 も聰 な 理解 を i?: っ佛^ 西の 政府で さへ、 八 r から 七寸年 

ほど 前に は、 フロォ ベ H ルが 一代の 大作 『マダム - ボブ リイ』 に對 して、 作者の 罪 を 法廷に 問 ふ ほど 

の 野暮 を敢 へて した。 また 英國ん 檢閱官 に 至って は 以前 は 隨分沒 分 曉な事 をした もので、 これ は小說 
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ではない が、 あの マァ テル リンクの 『モン ナ •* ワン ナ』 を さ へ 禁止した 事が ある。 ベ 1? 随の 昔から 說か 

れてゐ た 『詩 の 正義』 とい ふ徽の 生えた やうな 舊說を 岡 持した もの だら う。 之に 對 して ス ヰンバ ァ 

ン、 ヲッッ • ダントン 以下 三十 幾人と いふ 當 "文壇の 名家が 連署して、 抗議 書 を 『ァシ  一一 \- アム』 の 

誌上に 祸 げたので 撿閱官 が 四 垂れた とい ふ 珍談 も ある。 然し これ は 前世紀 末の こと だから 今では 旣ぅ 

古い 話で ある。 伍し ピネロ もショ ォも皆 法廷に 引 張り出された 事が ある。 If 逸 は 例 1 1; 枘 とて 最も 迎 

だしく、 、、ェ デキ ントの 劇な ど は 幾た び 禁止され たか 知れない 位 だ。 

さて 米國 では 小 說に對 して、 政府の 禁止よりも もっとも つと 不思議た-所から 長刀が 飛び出す のでお 

る。 如何にも 米國 でなくて はと 思 はれる 意外の 方面から か來 るの だ。 私 は 之に 就いて E;^ 近の 一例 を 

語らう。 

昨年の 蔡で あった、 シォド オア， ドライ サァ とい ふ 作者の 小說 『天才』 と II した の が、 ジ ヨン • レ 

イン (殆ど 文學書 出版； 9 は J の 英米 一流の 大 書肆) から 出た" ドライ サァは 今日の 米國. 鬼に is: 袋 も 有 

名な 作家の 一人で、 いつも 社 會の晤 mi 面ば かり を 描き、 人生 を 無 现想無 解決な りと 兑る 極端なる 否定 

的 麼世觀 を 抱く 人 だ。 私 はま だ此 新作 を讀む 暇が無い ので あるが、 世評で 見れば だいぶ 猛烈な 物で あ 

るら しい。 ところが 米國 の社會 では なかなかに 勢力の ある 惡 風 禁 止協會 の ジョン .サ 

ムナァ とい ふ おが、 こんな 本 は 悟し からぬ と 言 ひ 立てて、 出版 齊肆に 向って 原版の 破壞を 迫った ので 
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ある。 これ は 確か 成功し なかった と 思 ふが、 米國 では Igf 風.^ とい ふ ものが こんな 所にまで 出しゃばる 

ので ある。 

此 作者に 就いては、 も 一 つ 面白い 話が ある。 今から 卜 七 八 年 前. ドライ サァ がその 處女作 『シス タァ • 

キヤ リ』 を辔き 上げて、 先 づ米國 第一 の 出版業者 ハァ パァス 社に Ig 稿 を 送った が 刎ねつ けられた。 そ 

こで 今度 はこれ を 紐 育の 大書 肆 ダブル ディ • ペイ ヂ 社が 引受けて 出版す る 事に なり、 契約 は出來 た。 

印刷 も 大半 出來 上った 頃に それ を 一 店員の 細君が 護んで 見た。 『女王』 のお 目に止ま つたの だから、 さ 

あ ij^ だ。 こんな 亂 倫の 害 を 夫の 店から 出版す ると は 奇怪 至極、 是非とも 中止し なければ ならぬ と 一一 一一；： つ 

て、 夫と 问 僚と に 迫った。 门 十 速，^!; 儘 は 問 かれた。 出版 を兑合 はさう とい ふ 車に 衆議 は 一決した が、 作 

^！响の方は契約書を循に取って頑として承知しなぃ。 そこで 書肆の 方で も ひどく 《"3 惑した が、 幸 ひ 印刷 

製本の 體 裁に 就いては 契約書に 何等の 記載 も 無かった。 それで は申譯 だけの 出版 をして、 成るべく 世 

問 に 知れぬ やうに する 他 は 無い とい ふので、 極小 さな 本に 仕立て、 表紙 も；^ して 人 ほ を惹 かぬ やうに 

碌に 表紙 も 印刷せ す、 僅かば かりの 部數を 出して 名ば かりの 契約 履行 をした" かかる 不思議の .|_-史 を 

おて る此 t?, 〔の 第 一 版 は、 今 は旣に 珍本と なって 愛書家の 贵ぶ ところで ある。 その後 之 を 摸 刻した る 第 

二 版 (一 九 〇 七 年) でさ へ、 時 價數十 金に 上る と 聞いた。 

此小說 は 今では 英國の ハイネ マ ン 社から E£ 版され てゐ る。 1^ 育と 市 俄 古との 中流 以下の 社 生活 を 


—— 3S8 


f5 めて 寫！： i 的に 寄いた もので、 歡樂を 追へ る 或 女が 墮 落の 徑路 を、 精緻なる 自然 派の 擎を 以て 描いた 

作た。 

矯風き が 手厳しい 抗議 を 出したり 、『女王』 が あられ もない 長刀 を 振り 廻 はして 發寶 禁止 を やる とこ 

ろ は、 さすがに 米 國 だ。 

花兑る 人の 長刀。 『ながが たな』 と 一一 K つたの は、 警保 局長の， 水 E 君 をもぢ つたので はない。 思へば 二 

十 年の 昔、 私が 三 高の 嶽水會 難 誌の 編輯 員であった 時、 同じ 學 校の 生徒であった 君 は、 

破產 する^ ありし を 門の 松  靑嵐 

と 云 ふ：？ を その 文苑 憫に 寄せた もの だ。 詩人 青嵐^い ま^ 健在な り や 如何。 

一六 大規模 

：；： 本で は 圑體の 名 ii に 冠す るに、 先づ 東京と か大阪 とかい ふ IT 名 を 以てする。 少し 大きく  て、 關 

西と か n 本と かいふ 字 をつ ける。 よほど 威張った 横り で 東洋と でもい へば 旣ぅ關 の 山 だ。 ところが 米 

國 のに は 『世界』 と 云 ふ 言葉が 附 いて ゐる、 ュ 一一 ヅ アサ ル とか、 インタ ナショナルと 云 ふの も 珍ら し 

くない。 ^$業を計靈する初に當って、 意 氣旣に 宇內を K 口んで 掛かる の は 豪い。 

米 人が 凡ての 仕事に 先づ 大きい 世界と いふ もの を 股 中に！ e くの は、 そ C 國が 世界人 種の 寄 合 ひで あ 
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るの も 一原 因 だら う。 また 大 資本 ® 結果で も ある だら うが、 とにかく その 氣 宇の 宏大なる 點は、 日本 

の- 國的 小規模と 全く 正反對 だ。 極めて 小さく 愛らしく また 小 ざ かしき もの を 呼ぶ に、 米 人 はよ く 

cute- と. S ふ 一一 一一 I： 葉 を 使 ふが、 日本 は 確かに 何もかも 一切が キ ュゥト な國 だ。 

我！； ならば 日本一で も 威張れる が、 米 人 は 世界一で なければ 承知し ない。 世界一で 大きく さへ あれ 

ば 何に でも 感心して ゐる。 景色と して は格刖 取得の 無い ナイ ャガラ の 瀧で も、 大きければ 彼等 は 世界 

一 の 絶 I： 京 だと 心得て ゐる。 

米！； に は 世界一 の ものが 澤山 ある。 そこで 先づ、 一寸 考へ ると 甚だ 小さ かりさうな もので、 而も 世 

# 竹 ルーの 大きさ を 有って ゐる もの を、 ここに 一例と して 擧げ る。 核め て 俗な 話 だ。 

紐 育、 ボストン を はじめ、 あの 廣大な 米國の 到る 所に 五 仙屋十 仙屋の 店が ある。 赤^ 板に 『ゥ ウル 

ヮ ァス』 と 害いて、 その 廣 い 店の なかには 書籍 文房具から 臺所 道具に 至る まで、 一切の 日刖 雜货を 商 

つて ゐる。 幾 百 種の 商品 一 として 十 仙 以上の 代價の 物の 無 いのは その 名の 示す 通り だ。 降誕 祭と か 祭 

n とかの 前な ど は 老^男女 貴賤 都鄙、 すべての 人が すべての 買物 を此處 です るた めに、 店- S は 立錐の 

地 だ も 無き 雑^で ある。 

^4^!^す^>店の廉ぃ品物などを仕入れて來る外に、 此ゥ ウル ヮァス は 一種の 廣伞 门 機關 として W ねられ 

るが ために、 品物 を 跟惯に 供給し 得る の だと^く" 卽ち 新しい 製造品 や 輸入品の 俗受けし さうな 物 


は、 此 店に 托して 先 づ廣吿 として 十 仙の 廉價を 以て 賨り弘 める" 特に 好評 を 得た 商品に 對 して は、 ゥ 

ウル ヮァ ス から 製造者 ゃ輸人 者に 賞金 を 出す の ださう だ。 私共が 見る と 慚汗背 を 潤す やうな 粗惡な HI 

本 品 も- 砂から す 此處に 國 威 を發揚 して ゐる。 

この 十 仙 展は千 八 百 七十 九 年 二月 二十 二日に、 紐 育 州の ュ ティカと 云 ふ 小都會 で、 贫乏な 小 商人 フ 

ランク .ゥ ウル ヮァス とい ふ 男が 創めた もの だ】 のち 彼が 紐 育に 同じ 店 を 問いて、 事業の 端緒に 就い 

たの は 今から 約 三十 年 前- この 彼 はいくた びか 健 廢を損 ひながら、 千 辛 萬 苦して 遂に 全くの 運、 

根、 鈍で やり 上げた。 合 衆！： 內の 人口 八 萬 以上の 都"" はもと より、 今では 加奈陀に も英國 にも 此店を 

11 き、 行く行く は 全世界の 大都會 到る 所に 自分の 店 を 問 かう と 計 書して ゐる。 彼の 顧客 は 現在 合衆國 

內で  一 口 平均 二百 二十 五 萬 人、 使 S 店： as の數 無慮 五 萬 人に 及ぶ ので ある。 これが 今世界に 於け る 4^ 大 

の小寶 商人 だ。 

僅かに 五 仙 十 仙の 品物 を寶 つて 世界 访ー の 名 を 博し 得た る 彼 は、 之に よって 得た る 巨利 を 以て 更に 

も 一 つ 世界 第 一 の 物の 所有者と なった。 

紐 育の 人 問 は 一 日中に 地上 を 動く 距離よりも、 {4^ 中 を 上下に 動く 距離の 方が 遙 かに 長いと 言 はれて 

ゐる。 それほどまでに 三十 階 四 十 階の 摩 天 樓が 多い の だ。 先頃 英國の 特派 使節と して バルフ オア 

が 紐 育へ 来た 時、 新聞の 第一 面に 卿が 仰いで 天 を 見上げて ゐる 寫眞が 出て ゐた。 何かと 見れば 下に 題 
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I- て 曰 ふ、 『英國 の 使節 摩 天 樓を： a て 驚く の 圖』。 

^宵の 大通り ブ a ォド M ィは パァク • プレイスの  一^、 この あたりに 櫛比して 屹立 せる 多くの 高閣 

を 眼下に 眯 睨して、 ^？^んたるものはゥゥル ヮァ ス* ビルディング 五十 五 階の 大截 築" 雲 を 凌げる その 

尖塔の 金ぴか は、 まさに 米國 文明の 象徴で ある。 

高さ 七 百 a 十呎、 昇陪 機の 數三 十四。 これが 今日 世界で 第一 の高樓 である。 フランク *ゥ ウル ヮァ 

スと いふ 一 筒の 小賣 商人が 獨 力お 以て 經營 せる 十 仙 店の 牧 益から、 千 ii 百 萬 の E 资を 割いて m 來た 

る もの は卽ち これ だ。 途方 も 無い ものである。 

へ マ は：！！ 本で も 東京の 祌^ 邊ゃ、 京都の 叫條 あたりに は 小さい 十錢 店と いふの が ある やう だが、 世界 

に 於け る此 極の 店の 嚆矢 は卽 ちゥゥ ルヮァ ス である。 米國の は單に 下級 社會の 女子供 をうる ほ はすの 

みで なく、 中流 以上の 人々 にも 多くの 頓 客が ある。 現に 今ゥ ウル ヮァス は、 扭 育の R; 本 橋 通と か心齋 

橋 is とも 云 ふべき 第 K 街に、 新しく 宏壯 なる-九 仙 卜 仙 店 _v 建樂 開 業しょう として ゐる。 此邊は 

殆ど 下級：^、 などの 決して 買物に 行かない、 極めて 貴族的なる 市の 中心地で ある。 

一七 未 來 

極めて. 0 山飢 放なる.^ 風の 創始者と して、 燃 ゆるが 如き 生命の 譜笑 者と して、 また デ モ クラ クイ 
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の謳馱 者と して、 ヲルト • ホ ヰット マン は 確かに 米 國 が 生める 最大の 詩人で ある。 米！： 文舉ぉ 上の 天 

才 で歐洲 近代の 文藝 思潮に 最も 偉大なる 影響 弋與へ た 者 は、 ヱ マソ ンと ボォと ホヰッ ト マ ンと G 三人 

の 外に は 無い。 就中 あらゆる 點に 於て 最もよ く 米 II の.； 乂 明と 精 祌とを 代表して ゐる もの は、 ホ ヰット 

マンの 詩篇で ある • その 作で 最も 有名な ものの 一 つに 『率先 者』 と 題した のが あるが、 これた ど は 米 

人で なければ 決して 作られない 詩で ある。 海の かなた 歐洲の 故國を 振り 棄 てて、 新しき 世界に 新しき 

生活 を 創始 せんとす る 努力の 人 を 歌った もの だ。 今 その 一節 を 引く。 

『先進の 民 は旣に 停止れ るか。 

海の かなたに、 彼等 は 旣に氣 1- おへ、 業 を 終へ て 屈した るか。 

吾等 は 永遠の 任務と 負擔と 大業と に當れ り。 

ぉ& 率先の 人よ。 

吾等 は 一切の 過去 を 放 菜して、  ， 

更に 新しき、 更に 大 なる 面目 一新の 世界に 突出す。 

吾等が 捉 ふる は 新鮮に して 強健なる 世界、 勞 役と 進取との 世界。 

お-" 率先の 人よ。』 

神話と i=« 殴と 城 驟とを 有せざる 米國 にも、 過去 一-一一 百年の 歷史は ある。 しかしお のれが 生れた る舊國 


を 見す てて、 年 ごとに 新しく 入り 來る 移住の 民に は、 この 短い 歷史 すら 何の 力 も 無い ので ある。 これ 

ら新來 のおに よって 結えす 新しき 生命の 力が 窗 される 限り、 米國は 老いん としても 老 ゆる 能 はざる 國 

である。 老人の 眼が いつも 過去に のみ 向へ る 間に、 澄剌 たる 生 氣に滿 てる 青年の 眼 は 遠い 將來に 注が 

れてゐ る。 獨往 邁進の 1^ と 生活 改造の 努力と、 これが 米 人の 有する 總べ てで ある。 

S へに 若々 しい 國 である 米國に は、 保守 退 嬰の 氣 分が 少しもない" すべての 行り 方が 極 的の 淸燭 

併乔： セ， 該 である。 惡 しき 事を爲 なと いふより は、 進んで 善い 事 も惡ぃ i3s- もせよ とい ふ！； である。 君子 

は危 きに 近 よらす とい ふ 老人 じみた 消極的 態 麼は、 如何なる 場合に も 米 人が 斷じ て爲す を 欲せざる.. V 

ころの ものである。 

^# は 前段に 米 人の 車 業の 大きい 事 を 言った。 しかし 世に は 大きい 仕事 を 創めても、 あと は 行り つ 放 

しで行先の事を少しも^！^-へ なぃ人がぁるが、 未來に 生きん とすろ 米 人に は 常 も 百年の 大計が ある。 過 

去 を 15^ してぎ f にの み 注がれた る 彼等の 眼中に は、 常 も 驚くべき 遠大の 計が ある。 日本人の 目の m 

かない やうな 遠い 遠い 未 來を考 へて ゐる。 これ を大 にして はかの モン ロォ 主義の 如き、 パン アメリカ 

一一 ズムの 如き、 平和 強制 同盟の 如き、 通俗 教育 獎勵の 如き、 源 保^^ 動の 如き、 また 之 を 小に して 

は 紐 育 市の 設計の 如き、 一切の 土木 建築 isi;^ 業の 如き、 一として 永遠の 計なら ざる は 無い。 少しの 洪水 

にも 泣れ る やうな 防 を 米 ， ならば 決して t3 らな い。 


 394 


nl 本人が 木 や 竹の 箸 を 使 ふ 所に、 西洋人 は鐵 製の フォォ クを使 ふ" 障子 を 紙で 張る 所に 砲 子 を 使 

ふ」 木材で 家 を 建てる 所に 石 か 煉瓦 を 使 ふ。 日本人が 布 か 板 を 川ゐる 所に、 西洋人 は 必す皮 か 金屬板 

を用ゐ ねば 承知が 出来ない ので ある。 すべてが この 流 俊 だ。 殊に 米 人に 至って は その 最も 極端なる も 

つ CJ.tp 一  つ： へても 馬鹿に 頑丈な、 驚くべき 耐久力 ヶ 有つ 物で なければ 滿 足しない。 日本製 品の 粗製 

濫造 は、 色々 の 意味に 於て 日本人の 短所 を 最も 露骨に 語る もので あらう" 

また 日本で は 會社ゃ 學校を 建てる にも、 十 年 二十 年の 後に は 明らかに 狹溢を 告げるべき 地所の 上に 

平氣で 建てて ゐる。 困ったら ば また 何とか 成らう、 と 姑息な 老人 風の 安心 をして ゐる。 これ は；^ して 

米 人の きない 車で ある。 一 寸考 へる， V 無用な やうな 馬鹿々 々しい 大きな 地面 を 先づ取 込んで 置いて、 

少しづつ 建埒 して 行く とい ふ 風 だ。 これ だから 擴 張の 時に 少しも 困らない。 勢 ひ 事 戴 は 容易く 大きく 

なる- 米 人の 仕事の 大規模な の は 最初の 大計 HI の 外に、 また この 遠き 未 來を考 へる 百年の 大計が ある 

がら だ" 

未来の 米國の 恐るべき 所以 は此點 にある。 何を爲 でかす か 分らない。 

一八 日米の 解 

日本 は 空前の 大 洪水に 惱 まされた。 平安の 都に 住んで 居る ばかりに 此 災厄 を 免れた 私共 は、 多くの 
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^災の 人々 に對 して 心からなる 同情 を 寄せねば ならぬ。 それにしても、 天 は 今の 日本 を 何と 見て こん 

な^い 事 をした もの だら う。 

多くの 古代 民族 は 洪水 俾說を 有って ゐる】 創世記の ノアの 洪水に 似た 話 は、 印度に も シリアに も 巴 

比倫に も波浙 にも ある。 羅 馬の 詩人 ォ， 井 ッドの 『變體 詩集』 に 出て ゐる. テュ カリ オン もこれ だ。 そし 

て それらが ル M 何れも 祌が 不完全な もの を壞 し、 洗 ひ 流して 世界 を 革新し 改卷 する の だと 云 ふ 根本 思想 

に 於て、 殆ど 一 致して ゐ るの は 面白い。 私の 『印象 記』 も 先日 一 たび、 洪水に 遭って 押 流された る 給 

と问 じく. S. 斷 して ゐた 事が ある。 西洋で は 古臭くて 役に立たな いものの 辜 を洪 水 以 前と 云 ふが、 

私が 最初 書き 始めた の】 k 案 も、 どうやら 今では 洪水 以前の もので 駄目ら しい。 

さすが 日本人 だけあって、 姑.： の 一時逃れで 少しも 遠大の 計 をし ない 私 は、 別に 乎控の 用意 もせす 

に 漫然と 稿 を 起して、 思 す 儘 を 其日暮 しに 害き 連ねて 來た。 上 來十數 囘に百 一って 爲 したる 如く、 米 

人と n 本人との 著しき 相異の 點を對 照して 書き 續 けようと 云 ふ- 1； りで はあった が、 とても 駄 n: だ。 そ 

んな isl- を 行って ゐて はま だ 五十 囘ゃ 百囘は 絞き さう だ。 讀者 の 倦厭 を 恐れて 私 は 斷然 こ の 計 誠を變 へ 

る 事に した。 

考 へれば- 'へる ほど、 凡ての 事に R 木 人 >  米 人と は 正 反 對の兩 端に 在る。 之 を 兩方對 比して 列擧 

したならば、 確か に 3^ 瀚な る 一 卷 の 害 を爲す だら うと S 心 ふが、 私に は 今 左様 い ふ 事 をす る ？ぉ収 が 無い , 
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nn 本から 米國へ 行けば 凡ての 事物が みな 冠 歷颜倒 だ。 日本人の 善い と 思 ふ 事 は 米 人が 惡 いと 思 ふ 事 

だ、 米 人が；：^" いと 思 ふ 事 は 日本人が 惡 いと 思 ふ 事 だ。 吾々が國ぉ道德の根本として奉じてゐる忠^|^0-の 

思想 を さへ、 米 人 は 頭から 馬鹿にして ゐる" 米 人が 國 民 的大现 想と して、 之が ために は 身命 を も 捧げ 

ようとす る デモ ク ラシィの 思想 は、 n 本で は  旣ぅ 言はなくて も 解って る だら う。 要するに 民 埃 生 

活の 根柢が 異 ふの だ。 

たと ひ 政 IS 上 經濟上 に 利害 關係 の 衝突 點は 無くても、 かかる 兩 極端の 者が 互に 理解しょう とする 事 

は 非常な 難事 だ。 之を爲 すの 唯一 の 道 は、 雙 方が しばらく 先入の を 去り、 心 を 空しう して 互に 相 研 

究す るの 外 は 無い。 現に かの 英佛の 如き、 あれ 種に 密接な 歷 史的 關 係が あつたに も拘 はらす、 英吉利 

が 個人主義の 國 であり 佛蘭 西が 家族 主義の 國 であるた めに、 雙 方の 間に は 幾 世紀に わたって 殆ど 理解 

を缺 い てゐ た。 それが 漸く 前世紀 末から、 かの H ド モンド • デモ オラ ン の 著 『アン グロ  • サ クソンの 

優越』 の 如き タノく の眞摯 にして 精 殺なる 研究が 出た 結 架、 初めて 今：！！ の 如き 親善の 關係を 結び 得た の 

である" 

相互の 精神的 理解の 最も 大 なる 障碍が、 國 おの， y 惚と 自負心と ぉ國 自慢と である 事 は 勿論 だ。 とこ 

ろが 此點に 於て ：！！ 本人 は斷 じて 人後に 落ちざる 者で あるの は 一一 一一 I： ふまで もない が、 米 人の 自惚と 來た日 

に は 例の 世界的の 大規模で ある だけに、 ちょっと 手の 附け やう も 無い ので ある。 全く 文明の 性 K を異 
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にした 兩國 が、 自惚 と自惚 とで 兩 方から 睨み合って 居る の だから、 理解の 困難な の は 常然の i5T た。 g 

支那が 自ら 稱 して 屮國 と霄 ひ、 一切の 外！： を 南 蠻北狄 東夷 西 戎と稱 して 巧みに 『えびす』 とい ふ 字 

の 使 ひ 分け をした やうに、 また 羅馬 人が 本来 一 異國』 とい ふ 意味の 『バ アバ ロス』 とふい 字 を 野蠻未 

,S の 意に 轉 W したと 同じく、 八 マ の 亞米利 加 人に は 外 國の事 はよ くも 知らす に、 文明 國は 自分の 虚 ばか 

りの やうに 心得て ゐる おが 1^ だ 妙くない。 歐洲 列國で すら 近. S は 米國に 使節 を 送って 物を賴 みに 來る 

位 だ から、 自惚心 はい やが 上に も增ぉ し て 、 n 本な ど は 支那 比 律 賓と共 に 立派な 野蠻國 だと 信じて ゐ 

る J さう いふ 人^に 私 は 在米 屮 いくたび か 出 喰 はして 閉口した (勿論ロに出してそんな^^^^は：ー：ー：：ゃしな 

I 力 ) 

私 は 米 人の 極端なる 自惚の 一例 を その 國文舉 史上の 一大 傑作の 中から 取らう。 オリ ゲァ *ュ ン デル • 

ォォ トク. ト* ォゲ ，ジ， ブレク ファスト • ティ ブル  きっす rf:  こ 

ホル- ムズの 名著 『s- 餐 卓上の 霸 王』 は、 生粹の ボストン 兒 たる 作者が 奇警なる 感想 を筚 

に 任せて 思 ふ 存分に 街き マ- - てた 面白い 本で あるが、 その 竹：^ 六 章の 初の 所に 『ボス ト ン州廳 は 太 El 系の 

ハツ ブ (車の 穀) なり』 と 云 ふ 驚くべき 文句が ある" 今 も米國 では 血 n 通に ボストン 市の 事 を穀と 云つ 

\ ゐる。 自分の 鄉土を 世界 文明の 中心と m 心 ふ ：1|- の 騒ぎで はない、 太陽系の 中心 だと 一一； n ふの だ。 日 ：！！： 星 

辰 森 羅萬象 皆す ベて ボ ス ト ンを 中心として I- 一  it すと 言った の は、 さすがに 米國 式で 自惚も 大きい。 『ジ 

ヤップ』 な ，て は 車輪 の 端くれ にくつ 附 いた の魏 位に 思って るの だら う。 


米 人が 世 問 知らす の 馬鹿. 肚 子の やうに、 illi 分の 國 ばかり を 偉い と 思 ふ 自惚に 就いては、 大正 五 年 九 

2^-の 『中央 公論』 に 野 n 米 次. 郎君が 詳しく また 痛快に 論じて ゐ るから、 私 はこ こに 省略す る 事に した 

(S; 君の 論文 IT 米國 人の 解剖』 參 照)。 元來 自尊 排他の 精祌 は、 個人と しても 尺 族と しても 或は 國ぉ、 と 

しても 競爭 心の 极抵 であり、 やがて それが また？ T 達 進歩の 基礎で あるから、 地上に 國を樹 つる 者、 亡 

國に 非ざる 以上 は 一 として これな き は 無い。 唯 米 人の は 少し それが 度 を 外れて ゐて、 誇大妄想に 近い 

ので ある。 これ は 野 口 君の 一 百った マ？」 り、 米 人の 極めて 淺簿 なる 樂天 主義に 基づく の だ。 

今日 世界の 文明！： のうち、 日本の ぼ、 價を認 むる 事 E 取 も 少き國 は 米！： である。 問 國の當 時 だいぶ 米國 

のお 世話になった からと 云 ふので、 何時までも 我が 國を 子供 扱 ひに する。 そして 近 顷は其 子供が 成長 

したので、 生意氣 になって 惡戲 をして 困る 位に へて ゐる。 米 人中 日本に 對 して 好感 を 抱いて ゐる人 

で すら、 かう いふ 兌 方 をして ゐる赛 は 確かに 事 S だと 信す る。 

英 SI は その 唯 一 最大の 齊廊 たる 印度と いふ 大 領土 を 東洋に 有する 限り、 日本の 政治 上の地位 を 認め 

ない 譯には 行かない。 Si 西亞も 日露 戰爭と 今度の 歐 洲戰爭 とで 明らかに 日本の 實カを 認める に 至つ 

たレ 獨逸は 在 來嚴も 多く 日本から 维 者の 行った 國 である、 從 つて 今では 少く とも その 知識階級の 問に 

は、 日本人の 3 具惯は 多少 認められて ゐる (一例 を 言へば 们林 大學の 如き は、 米國の 小さい 大學 から 行 

つた 留舉 生に 對 して は 担 絶して 與 へない 研究 上の 特權さ へ、 曰 本の 官立 大學の 卒業生に は 安んじて 與 


へて ゐる ではない か)。 殊に 日本と 獨 逸と は、 米 人が 動もすれば 危惧の 念 を 抱く ほどに、 その 文明 ゃ國 

民 性に 多くの 類似の 點が あるの は爭 はれない 事實だ (これ あるが ために 日 木の 方に も、 多くの 獨 逸文 

明 心 醉の徒 を 生す るので ある)。 佛蘭西 は 政治 經濟 上に も、 亦 擧藝の 上に も、 日本と は 在 來比校 的關係 

の少 かった 國 では あるが、 我が 國が 世界に 誇るべき ものの 一 つで ある 日本 美術の 精神 を、 によく 消 

化し 现 解して ゐ るの は あの 國 であった • 殊に 今次の 世界 戰爭は 政治 經^ 關 係の 上に も、 怫蘭西 をして 

日本の 價を 認めし むる に 好简の 機會を 造った 事 は 疑 無から うと 思 ふ (然るに 日本に は 今も^、 佛蘭 

西の 文明 や 3^ 術の 偉大が 世界に 冠絶せ る 事に 氣附 かない 人の 多 いのは 困った もの だ)。 

ところが 獨り 米國に 至って は、 その 地理 的關 係が n 本と は 對 跪 の 位 澄に 在る と 同じく、 文明 

の 性質が 根本に 於て 正反對 である 上に、 在來 いまだ 日本の 眞 價と實 力と を 認識すべき 一 の 機會を すら 

も I？ たなかった の だ。 

米国が 他の 列強の 如く 日本 を现 解す る 機會を 有たなかった と共に、 今日まで 日本 を^ 解す る 最も 多 

くの 梭會を 有った 國が 米國 である 事 は、 に大に 悲しむべき 車- 寶 であると m 心 ふ。 一時 は 親善なる 日米 

の^ 係に 危機 を 生す とまで 傳 へられた 移民 問题に 就いては、 今更 これ を 首 ふに 忍びない。 また 支那 問 

题の 如き は 私の 如き 門外漢の 容噪 すべき 限りで は 無から う。 しかし これら を 外にしても、 なほ 日米 ii 

の 理解 を 妨げた llwli 要な 點の ある 事 を 、私に 次に 指摘したい。 
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米 人 は 日本の 中流 以上の 社會の 人た ちに 接觸 する 場合が 甚だ 少 かった。 物質的に か 或は 精 利 的に 貧 

しい、 比較的 低い： n 本人 をのみ 最も 多く 見て ゐ たので ある。 德川 時代に 士農工商と いふ 社 # 階級の 最 

下歷に 置かれて、 素^人と して 長い間 蔑視 せられて ゐた 時代の 餘 弊が 明治 以後に もな ほ殘 つて ゐて、 

殆ど 道義、 レの麻 卑して ゐた 日本 商人と、 米 人 は 最も 多く 接觸 する の 機 食 を 有った。 商業 上の 掛 引より 

も 更に 大切な 商業 道德を 無視して、 西洋人と さへ a れば胡 魔 化して 金錢を 捲き 上げる 事に 掛かって ゐ 

た、 さう いふ 種類の m 本人 を 最も 多く a てゐ たもの は 米 人であった。 我が 對外 貿易の 三分の 二 を 占め 

る もの は米國 との 取引で あ つたから、 曰 本 商人 の 不德義 を 今まで 最も 多く 經驗 した 者 も 米 人 で ある。 

從 つて 日本 品の 粗製濫造に 最も 甚だしく 手 古 つた 者 も、 亦 恐らく 米 人であった らう。 今では 日本の 

商業界 も 進歩して、 以前の やうに 野卑な 似 をす る 人 問 は 居ない 事で は あらう が、 米 人の 腦裡に は 今 

口 なま 先入主と な つて、 R 本人の 德 性に 十分の 信 を m はかない 人の 甚だ 多い の は事寶 である。 

また 海外 移：^ は その 本來の 性質 上、 知識 敎 養から a て も 富の 程度から 毘て も、 決して その 國 民の 中 

流 以上 を 代表す る もので な いのは 勿論 だ • これ は あの 紐 育の 波止場に 上陸す る歐洲 諸國、 殊に 南歐羅 

巴からの 移 li^ の 狀態を a て も 知られる。 獨りロ 本からの 移民 をのみ かれこれ と^むべき では 無い。 と 

ころが 例の 人種的 偏 la から、 米人は日本移：！^^を南歐のそれょりも更に劣等なりと^^てゐる。 そして そ 

れを、 以前に n 本 商人との 取引で 經驗 したる 恶 印 象 に 結び 附 けて、 日本 移：^ を 以て 日本人の 凡 
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て を 代^す る ものの 如くに 斷定 して かかる" 勢 ひ 日本人 は 貧乏で 知識 もなければ 德 義心 も 無い、 唯 こ 

ぞひ r 、てす る 未 開 の 人 だと のみ CH ロ點し て 了 ふ。 これで 若し 正常なる 理解が 出来れば 不思 tl な 位 の も 

の だ。 

米 大陸の 西部に 發展 せる ほ 本人が 今のところ、 富の程度に於ても知識敎養に於ても遠く.^^人に及ば 

な いのは 遣/ながら is!^ 實だ。 昨年で あつたか、 日本の サ 侯 夫人が 米 國に來 た 時、 或 日本人の 米 B; 生 

れり 子供が 『日本に でも 彼麼 人が あるの か』、 と 驚いて 父母に 語った とい ふ 話が ある。 その 本國の 上流 

中流の 社 < ^を 知らなければ、 同胞 n 本人の 子供に して 尙且 この 有様で ある" 米 人が 日本人の 惯を認 

めな いのは 寧ろ 怪しむ るに 足りない だら う。 

だから 米 人に して 我が！： へ來 遊しての ち、 始めて 日本 文明の 眞 を 知り、 在来の 躍 a を棄 てた 人 も 

連 だ 多い。 しかし これ とても、 全く 日本語に 通 ぜす通 辯 を 介して n; 本人の 皮相 外面 をのみ 見て $1 り、 

so  一  ^！の名所！^物をした位では、 西洋と 全く 異なれる 二 千年の お を 有て る 日本 文明 を 理解す る こ 

と は 到底 _个 一 S 能で ある。 

米 \ の 多数が 今 n なほ 日本の^ 物に 關 して 全く 無知で あるの は、 眞に 驚くべき ものが ある。 日 木と 

支那と を 混 M してお へる 位 はま だし も、 ：^だしぃのになると比律ぉも同^^に川心ってゐる" n 本に も議 

<|;;^,ぁる.^と、 おへよう によって は 一寸 皮肉に も 聞え る IT 問な-私 にした 者が あった。 また 電 車 は あ 
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るかと 訊いた 女が あつたから、 私 は旣ぅ フェアリ • ランドで はない と 答へ た。 そして、 近- 的に = ^も 

俗な 物なら 何でも 米 n からお ぎ 込む から 御 安心 あれ、 と附け 加へ た。 講演 をした 後な どで は、 寄って 

群って かう いふ 奇問と 愚問との 包 圍攻维 をす るので、 一 方なら す 閉口 させら わた ものである" 

- 河か擧 問の 話で もす ると、 あなた は 米网の 何處の 大擧を 出た のです と來 る" n 本に だって 立派な 敎 

、-; ソ シ ヨン ス クウ ル 

育機關 はあります よと 答へ ると、 それ は 1  な； 教師の 學 校です かと 出る。 頓と 始末に 行かない もので あ 

る" 殊に 私が 滯 米中い つも _个 快に 思った の は、 米 人が よほどお 追從の 積り で、 日本の 進歩 は 驚くべき 

ものです なと か、 rn 本國民 は微 i|  く 可く 進歩的です とか 云 ふこと だ。 何が ワンダ フル だ、 何が プ a グぃ 

シヴ だ。 當り 前で はない か。 德川 三百 年の 燦爛たる 文化の 後 を 承け たる 今の 日本 だ。 奈良朝 平安朝 か 

ら數 へる と 日本の 文明 史の 長さ は、 米！： の 文明 史の 十倍 化 ある。 rl; 馬 は 一 曰に して 成らす だ〕 叶 S 賀の 

砲-一 i を 聞 い て から 野蠻 人が 急 に 居直り の 文明 國 になった やうに m 心 ひ、 明治 大正-お 代の み を るから、 

こ んな 憑な 事 を も 貢 ふので ある。 維新 以後の 日本 は そのみ： カケ！ 擧げ て 物質 上 の 進歩に 捧げた ために、 

その 精祌的 方面に 於て は 却って 德川 文明の 時代より は 退歩し 俗化し、 ！！ 色 ありと さ へ毘 ゆる 位で はな 

いか。 これ は も 過去の！，" 史を 顧みない 米 人の 如何にも 一 百 ひたさうな 事で は あるが、 外國の 事に 關し 

て此 種の 誤解 をす る 人 は、 邦人 中に も t„r た尠 くない。 例へば 日 木 人 はよ く 英國を 目して 常識の 國 だな 

ぞ と 一一 一一 " ふが、 それ は S 単に 日本の 明治時代に 相當す る. 井 タト オリ ァ朝 だけ を兑 て 、 その 以前の 浪漫的 時 


代 や 或は 设 の 英！： を：： is- ないから である。 識ー點 張りの 國 に.、 ハイ 口 ン ゃシェ リイの やうな 他お に 類 I 

の 無い 詩人が I 何して 生れる だら うか、 ロイド *ジ ョォヂ の 如き 政治家 や、 バ アナ ド* ショォ の 如き 思 

上 

想 家が 如何して 現代に 現 はれる だら うか。 少し は 書物な りと 讀んで 見る が 可い。 

米 人が 日本 を 曲解す る 原因のう ち、 更に 知識 的 方面に 關 する  一 二の 事實 を擧げ よう。 

日本の 政治 經濟 突術宗 敎社會 等に 關 する 英文 書籍のう ちで、 學術 的の 研究に 屬 する もの は、 讀 者が 

比較的 少數 であるから 後猶 はしと して、 最も 多く 一  般 人士の に讀 まれる 通俗 書 或は 小說 などの 屮、 

『ブ武 "士 II』 や マン， ブ の 如き もの は、 たと ひそれ が 明らかに n 水 人の 一 面 を 示した ものであるに 

もせよ、 米 人の 设も 好まざる、 或は 最も 现解 する を 困難な りと する 日本人の 特徵 のみ を 甚だしく 誇張 

して 誓いた ものである。 また 藍 花 氏の 『不 如歸』 の 英譯の 如き も、 米國の 婦人で 日本に 與味を 有つ 人 

たちの 問 に は 廣く行 はれて ゐる 本で あるが、 あの 小說に 出て ゐる やうな 極端な 家族 主篛の 思想 は、 到 

底 M 人 キ： 義の米 人が 现 解し 得ざる ものであるの みならす、 あれに よって 日本の 上流 肚會の 家庭の 形態 

を 想 像 すると、 米 人に は それが 甚だしく 蒙 味 野 幾な ものの やうに 受取ら れ るので ある。 全く 個人と し 

ての 自覺 のない：.^、 子と いふ 女 主人公 を 見て、 あれ は 狂 かと 評した 人 も あれば、 また あの 作 を 馬鹿な 物 

g. ビと 私に 首った 人 もあった。 何分に も 作品と して は 極めて 低級な 物の 事で も あるから、 私 も あれ を 

辯 護す る 程の 男氣は 出なかった。 兎に角 日本の 此 類の 書物 を英譯 する 場合な ど は餘程 原書の 選 擇に注 


意す る 必耍が あらう と 思 ふ。 殊に 一た び 英語に 譯 さるれば、 それが 忽ちに して 獨、 怫、 ^、 露 等の 國 

0 にも ffi 譯 されて 歐 洲全體 に傳 へられる ので ある。 現に 右の 三 書の 如き 今では 欧洲 各國 の 語に^ 譯さ 

て、 或 場合に は 世界 をして 甚だしく 日本 を 誤解せ しむる 事が 無い とも 限らぬ と 思 ふ (『武士道』 は最 

初から 英文で 書かれた 本 だが)。 

かう いふ 齊 物を讀 み、 坊 問の 案 內記を 讀んで 术人は 日本に 出掛けて 来る。 通 辯の 說明を 聞いて 名所 

a 物 をす る。 平時に は米國 では 見られない 軍人の 威勢の よいと ころ を 昆て歸 る。 かくて 米 人の 腦裡に 

は、 R 木が 可 時まで も ヨシ ワラと フジ ャ マと ゲイ シャ *ガ アルと サミュ ライと、 そして 軍人との 國で 

あるかの やうに 考 へられる の は、 寳際 無理から ぬ 次第で はない か。 

歐羅巳 見物に、 到る 處で 無簡 にぎ % を 撒き ちらす 旅客 は 先づ米 人と 定まって ゐる。 貧乏な 癖に 日本 

IP オデイ ィ スト 

人 もよ くこの 旅 大盡を 行る が、 それ は 固より 米 人に は 敵 はない。 巴 里の 衣 服 店に は、 ちゃう ど 日本 

の 成金 相場の やうに； =51 米 利 加 相場と 云 ふの が ある、 と 或米國 富豪 の 奥 さ ん で よ く 巴 里 に 行 く人 が し 

てゐ た。 また 讀 者の 知られる 通り、 日本 漫遊の 外客 も その 過半 は 米 人で ある。 米 人 はかく 費用 を 惜し 

ます 海外へ 旅行 をす るに も拘 はらす、 外 阈に關 する 知識の だ 乏しい 國民 であるの は 有名な 話 だ。 こ 

れ ま. 自 II が 世界 一 の 文明 國 だとい ふ 自惚に 原因して ゐる 外に、 また 疑 もな くその 研究心の 缺乏 にも 因 

るので ある。 
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英、 獨、 佛に 較べる と、 米 II に 於け る 日本 研究 は *1 だ 貧弱 淺^な ものである。 これ は 力の 一 上 ンクス 

チ ル ン 君の 編^した 有名な 『？ < 日 ％ -書 を 一 閱 すれば 忽ち ハ湫附 く 事で、 何き にも 研究心の 旺ぉ i 

な^ 逸人の 著書 は^ 問 5^ として、 じ .f^K 國で 書かれた 本の 中で は、 曰 本 研究の もの は 米 人の 手に 成る 

もい よりも 英 人の 著述の 方に 遙 かに 良書が 多い ので ある。 今日まで 西洋で 日本 摩の 權威を 以て せら 

れてゐ るァス トン、 サ トォ、 チェイン バレ イン 諸氏の 書に 匹敵すべき もの は、 文學語學の方では米^! 

に は； つと して 出 來てゐ ない" また 米！： に は大學 程度の 雜 校が 二百 以ヒ あるに も かか はら"^、  . ^^と 

は 國際關 係の 密接な = 本 を 研究す る 設備の ある 所 は 殆ど 無い。 僅かに ヱイ ル大 < おと ス タ ンフォ ド大舉 

とに あるの みで、 ハァヅ アド 大舉 のは今 は 中絶の 有様 だ。 その他 コ ラン ビア、 ジョン ス* ホプキン ス、 

プリンストン、 ^俄つ M 等の 世界 第一流の 大學で すら、 支那 维 印度 S 卞の 講座 はあって も n 本 舉の方 は 全 

く 屮ぃ^ てゐ ない の だ。  1,:. 

先づ i うい ふお 様 だから、 米 人の 筆に 成る n 本 研究の 書 は、 例の 移， 問題に 關す るお 物の ほか、 多 

く は： 白 半分の 旅行記 か、 茶の？ 生花の 講-粹 の 類が 多數を 占めて ゐ ると て 差 支ない。 此 問に 在って 

我が 京都 大舉の ロム バ アド 君の 『明治 以前の 敎育』 や、 お 應大學 の マ クラ レ ン 氏の 『H.^= 取 近 政治 史』 

の 如き は、 その 3 は 筆なる 硏究的 態度に 於て 近刊の 書中 寧ろ 出色の 文字 だと 一一 n つて 可い。 

米 人が 日本の iiK 術 を 愛し、 E せ を 投じて 我が 繪豁 彫刻の 類 を購ふ 泰は謓 の 知らる る 通りで ある。 
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また ボストン 博物館の i 集の 如き は、 さすがに 岡倉覺 一二 氏が 力 を 盡 くされた だけに、 世界で 最も 有 

名な ものであるの みならす、 日本の 本闻に 於て すら、 あれ だけの 物 を 一 筒 所に 集めて ゐる所 は 寡 問な 

る 私 は 未だ 知らないの である。 その他 市 俄 古、 紐 育、 ブルックリン 等の 博物館に は、 皆 立派な 日.^ 部 

が 設けられて ゐる。 しかしながら 比 方面に 於ても、 かの 倫 敦の大 英 博物館の 口 オレン ス • ビュォ 

ン 氏の 著書 程の ものが、 まだ 米國に 出来て 居な いのは 如何した もの だら う。 

ォ門家 はさて おき、 一 般米 人の 日本 美術. 1 は 露に 藝術 鑑賞の 態^で あるより は、 例の 珍ら し 物す き 

の 好奇心が 手 傅って ゐる 場合が 甚だ 多い。 また 日本で 近頃 市井の 銅臭 兒が、 何等 藝 術の 趣味 もな くし 

て 徒らに 書 富 を 漁る と 同じく、 單 に英怫 批評家の 尻 馬に 乘 つて 成金 振り を發 揮した に過ぎない もの も 

操から すと 思 ふ。 

私 はこ こまで 書いて、 ふと 面白い 事 を 思 出した。 

米 人の 女の 帽子の 飾と 云 ふ もの は 頗る 奇拔な も の だ。 何とか 云 ふ 鳥が 交尾期に だけ 生やす 妙な 羽 を 

頭上に 缂 やかして 見たり、 眞 赤な 木の 赏を 幾つ も ぶら下げて 晃 たり、 例の ゥ ウル ヮァス の 十 仙 店で 買 

ひ 集めた 造花 をで こで こと 盛り上げて 見たり、 十人十色で 皆銘々 が 勝手な 意匠 を 凝らす の だから、 な 

かに は 露に 奇想天外から 落ちる 類の が ある。 R 本の 女 の^や 髮 飾を昆 慣れた 目に は、 何とも 批評の 仕 

方の 無い ものである。 ところが このな かに 近 IS 妙な 物が 流行って ゐる。 水兵の 帽子の やうに 緣が 無く 


て、 その 鉢 卷には 幅の 鹿い 派手な リボンが 錢 付けて ある。 此 リボンに は 漢字で 『帝阈 軍艦 海防』 と 色 

も tt; やかに 染め出し たの は 好い が、 西洋人に 漢字 は讀 めない から、 それが 街 倒 とんぶ りで ある、 『帝國 

；,^ tel 海^』 と 云 ふま 係. お。 之 を 冠って 澄まして 行く どころ か、 雙肩風 を 切って 子 を镢 飛ばさん 許 hN 

の 勢 は、 SM に 街 の奇觀 である" 

私は此 帽子の 女 を る 時い つ も 左様 思 つた、 米 人が n 本 美術 を 愛す とい ふ も 或は 此類 であらう かと 

さて 日米 の 理解と 云 ふ 事に は 常 も 出る 米 人の 人 種 的 偏 ra- も、 K 際 行って 見る と閱 いたより は 

列？ しい ものである。 大 陸 西部に 於け る黃色 人種に 對 する. 21 人の 態度に 就いては 一 „ も 知らないが、 紐 育 

の 如き 最も コズモ ボリ タンな 土地に 在って すら、 黑 人に 對 する 白 哲人の！ W 惡輕蔑 は 否定す ベ からざる 

車 富 だ" 此 調子で は 八 r も猶 他の 地方で、 かの 基督 敎國 の國 辱と も 云 ふべき 人 私刑が Mn. 仃 はれ、 去ぬ 

る 六月の セ isH.,? に 於け る 如き 慘劇を るの は 毫も 怀 しむに 足らな い と 思 つた。 (私刑と 云 ふ赞 的行爲 

は、 お 色 人種の 者が 白人の 女 を 凌辱した 5? 合に 行 はれた のが もとで、 これに は 人種的 愤惡の 外に 例の 

米 人 の 極端な 女人 拜が 加勢し てゐ る。) 

加奈陀の 或 旅^で 心 = ^くな つた-一 ユウ • ジィ ランドの 銀行の 支配人が、 私に かう いふ 話 をした。 

人 が iili 人 を 嫌惡す る 事 は 吾々 英んの 想像 以上で あ る 。 或 時 自分が 黑 人と 共 に 晚经を 喫 して ゐ たの を兑 

た 或 f 人が 後に、 君は黑 人と 一 緒 に 飯 を 喰 ふの か、 とさ も不 {If ご うに 驚いて 言った 事が ある。 英^ 植 
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民 地で は 黒白 人相 交って 一堂に 會し、 歡語 談笑す る 事 は 少しも 珍ら しくない と。 

私 は 之 を 聞いて、 英！； 植：^ 政策の 成功が 故な きに 非ざる を 思った。 實^ ボストンの 如き！ a 狹な氣 風 

の 地で は 勿論の こと、 鈕 育に 於て すら も 白人が 黑 人と 食卓 を 共に する 事 は、 如何なる 場な 口と 雖も 絶對 

に 無い ので、 チョップ • ス ニイと 稱 する 支那 料理店に すら、 黑人は 殆ど 出入す る 事 を 得ない ので あ 

る。 紐 育に ゐる幾 萬の m 人 は 一たい 何 鹿の 如何な 家で 晝飯を 食って るの か、 と 怪しまれる 位で ある。 

市中に 大小 幾千 軒と ある 旅館 料理屋の 食堂に、 黑 人が 白人と 共に 食事 をす るの を 私 は 未だせ て 一た び 

も た 事 は 無い。 

勿論 黄色 人に 對 して はこれ ほどまでに 極端な ので はない が、 桑 港で 以前に は H 本人に 食事 を させな 

い 料理屋の 多かった 事 を 私は邀 聞いた。 食事 は 軍に 一 例に 過ぎない、 一 事が 萬 事 すべてが 此流 懐で あ 

る。 

raf に 人種的 嫌惡 のみなら す、 宗敎的偏《-も亦之に加はる場合が^^だ多ぃ。 基 S ^敎國 ほの 異教徒に 對 

すろ 激烈なる 反感 は、 昔の 十字軍 時代から 4- も^ 變りは 無い ので、 米國の 淸敎徒 な 人 叫な ど は、 基 

赞敎 信者で なければ 人で 無 い と 心 5^ て ゐ ろ 。 ま た それ 程で 無くても、 基督 敎國 以外に 文明 闘な しと 思 

つてる 者 は 4- 中 八 九まで がそれ だ" 私 はかう いふ 人 問に 出 i^J はす 毎に 常 も 左様 言った、 1^ 等 は 欧洲 文 

明 の 淵源 を爲 した 古代 希 職 の 花やかな 異敎 文明 を 何と a てね る の で あ るかと 。 5 好 て 菊 池 男爵が 英米 に 
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講：€ を はられた 時、 日本の 教育に は 基 将敎の 感化 は 少しも 無い と 言 はれた のが 一 部 人士の 批^の 的と 

なった さう だが、 そんな 事 は當り 前で はない か、 何も 今页 怪しむ にも 驚く にも 足らない では 無い か。 

世界 到る 所に 異敎 文明が 絶滅せられ たるん r. 口、 基：^ 以外の 新 文明 を 東洋に 建設 せんた めに こそ、 • 五"々 

は 努力して 25 ので ある。 

イン-:. レ クチ ュ+ル • アンヌ ント 

！九 知：" 的 協商 

I;" 的 協 商の 語 は 私が S つたので はない。 英！： の 現代 文 isi に 能文 逹識 かくれな き ト マンド， 

ゴッ スが、 昨 ハ小佛 蘭 西の 〔附 世界 評論』 誌上に 揭 げた 論文に 用 ゐた言 紫 を 借りた ので ある。 

ゴッ スの論 ほ は 獨 逸の クルト ウル を排 して、 英佛 文明の 勝利 を 高調した ので ある。 千 九 百 十 ハ牛十 

月 卽ち歐 洲戰爭 突 發後問 もな く、 獨 逸の 九十 三人が 述：. r"<= して 公に したる 宜 言 書 を 以て、 ゴッ スは 

P 逸 精祌界 の晤黑 -KAI^ が^に その 軍！： 主義 的野蠻 よりも 烈しき を 示せる ものな りと 一一 K ひ、 竹舉科 m 等 

に 於て 英佻 米の 諸國が 獨逸與 t 徒の 言に 耳 を倾 けた 時代 は旣に 過去の ias- に 場すべき を 論じた。 ゴッ スの 

霄 によれば、 十九 世紀の 大部分の 英佛の 思想 上の 關係は だ 棘 遠であった。 千 八 百：ー： 十七 ハ牛 竹： n 

囘 の 英佛 ISE 息 の 如き も、 思想 文藝 の 上に は 何等の 影響を及ぼす 事 も 無く、  H ル ネスト • ルナン や アナ ト 

オル • フ ランスの 思想が 英！； の： f; 擅. V 励 かすに 至った の は、 僅かに 最近 二十 年 位の 事に 過ぎない。 英 


幽は怫 蘭 四 を 目して 不道德 、信仰の 國 なりと 言 ひ、 佛蘭. S は 英國を 嘲って 陰お な 偽 普 者の 國 なりと し 

て 居た。 それが 近年に 至って 文明の 媒介に よって 兩國 ii の 理解 は增 進せられ、 殊に國：化の內部生^^^を 

赤裸々 に 描いた 小說 が、 英怫 入相 互の 問の 默會を 造った 事 は 著しき 事實 であって、 今や 英佛は 政治 上 

に 於け ると： M じく 祌 的に も 協商 國 となって、 現在 及び 將來の 親善なる 關係を 致した とゴッ スは論 結 

した。 

文明の 性質 を 異にせ る英怫 ii に、 近年 露摯な る 研究の 結^と して 完全なる 理解 を 生す るに 至った 事 

は、 私 も 前に 之 を 述べた。 これ は 私共が rn 米 §1 に眞の 解 を 造らう とする 時に も、 大 に參考 とすべき 

點 だと 思 ふ。 

政治 經^ 上の 利 {_1： 關係 によって $i ^散 離合 常な き 列國の の IIS 盟ゃ 協商 は、 單に 一 時 的の もので あつ 

た 事が 多い。. しかし 世界の， 义 W- と 云 ふ 大きい 立場から 首 へば、 列 國各 異なれ る そ の 長を發 揮して 特有 

なる 文化の 美 を 競 ふと 共に、 和 互の 問に 3m の智的 精神的の 理解 を 生じ、 恰も 昔 色 も 調子 も 異ふ数 独の 

樂 器が、 完全なる 融合 調和に よって 一 の 管；^ 樂を 造る やうで なければ、 民族と しても 人類と しても 資 

に大 なる 不幸で ある。 かう して 出 來た智 的 精祌的 協商 は、 水久 にわた つて 力 あるの みならす、 政治 上の 

親善 關係も 亦 之に よって 益々 促進 せられる 事 は 1E ふまで もない。 米國 と英佛 一 ー國 との 在来の^ 係の 如 

き、 明らかに 之を設 する もので はない か" 


阔 の內部 生活の 偽らざる 表現で ある 文 li 宗敎 •IHi.^ 一 5i 等に、 辇資 なる 誠意 ある 研究 を も 積ます し 

て、 僅かに その 現在の 政治 行動 や 外部の 生活 狀態 のみ を 観察して、 共國を现解しょぅとするのは^！かど 

無謀の 舉だ。 

紐 育に 行って 兑てゐ ると、 近 顷は歐 li 巴へ 行かれない 多くの 日本人が、 用の 有る 者 も 無い 者 もぞろ 

ぞろ とやって 來て、 而. JE さう に 贷乏國 の 金貨 を 使 ひ 散らして ゐる。 まことに 結構な 事で は あらう が、 

曰 刊新問  一 213 めない あの 俗 や 1:- 菜 家に、 米 國の或 方面 だけで も^して 现 解が 出来る の だら うか。 

かく 巾す 小生 も 米 國の宗 敎膝史 その他に 關 する 知識が 淺 いため、 上來 色々 な 事 を 書き立て はした が 本 

常 の 现解は 矢張り 出来て 1$ な いの だら うか、 と 自ら み て 竊 かに 忸怩たる 次第で あ る。 

これと 間 様に、 日本の 文學も 一一 一一：： 一語 も 膝史も 何も 知らない 外人が、 通 辯 を 介し 案內記 を讀ん で、 通り 

一遍の 見物 をした 位で は 何の 理解 も出來 ない のみなら す、 殊に 其 人に 觀察 眼が ある 場き なぞ は、 外面 

を兑 て速斷 する だけに 却って 有害で ある。 私 はかの 一代の 文豪 キプ リングの 日本 紀行 を 請み、 また 先 

年 我が 國に來 遊した ブライス 子 餅が 歸國 後の 口 本 評 を讀ん で、 あれ 程の 學殖 文才 ある 人で すら、 通り 

1 遍の 見物で は 矢張り 露の 理解 は 出来ない もの か、 と今页 の やうに 感じた。 

人 ii は 極めて" 皮肉な 動物 だ" 他の もの を觀 ると き、 自分が それと は餘 程の 段 違 ひで 一 H: 匿いて 掛か 

る^で 無い 以上 * 先づ 其お の 晤 黑而ゃ 短所ば かり を见 ようと す る 。 誠實な る 研究 の 態度 を 以て 臨 まざ 
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る 限り は 他 を 理解す る 事の 出來な いのも、 全く この 性質 あるが ためだ。 今まで n 米^に 正常な 理解の 

無かった の も、 畢竞雙 方に 毫も 此 研究 的 態度が 無かった からだ。 これ は 支那 問题 よりも 移 n ^問題より 

も、 更に 大に考 へなければ ならぬ 點だ らう。 

或 米 國の蔡 者が 私に 語った。 今から 半世紀 後の 太平洋の 地位 は 今日の 太 西洋の 如くなる だら う。 桑 

港が 他；！！ の 紐 育と なるとい ふの は必 すし も 痴人の 夢で はない と。 それ は 兎に角、 將來の 世界 文明 は歐 

洲に 於て、 中 歐の獨 逸 系 文明と 西 歐の 英怫系 文明との 對立 とたり、 太平洋の 兩 岸に 於て、 パン， ァメ 

リカ 一一 ズム の米國 文明と 日本 を 代表^と せる 東洋 文明との 對立 となる だら う。 各 異なれる 民族性と 國 

民 思想と また 地理 的關 係と に 根ざせる この 四つの 文明が、 互に 牽引し 競爭 し進轉 し、 また 協力 調和し 

て 行く 所に 將來の 世界 據史は 出来る の だ。 日米 間の SB 的 協商 は、 太平洋 文明 建設の ために 必要な ので 

ある" 獨 り兩國 のた めで はなく して、 世界 文明 將來 のた めで ある 事 を 思 はねば ならぬ。 

二 〇 外交 . 

辭 令の 巧妙と、 法律 や 慣例の 知識と だけで 外交官 は 勤まる もので あらう か。 西洋の 外交官 を 見る と 

如何 も 左様で はない やう だ" 

いま 米！； 華盛頓 外交 圑の 〈りに は、 a& 蘭 西 大使 ジァ ン* ジ ュスラ ン氏 である。 駐米 大使と して 勤絞旣 4 


に 十 a 年に 及べる 溫雅 老熟の 1 紳士、 之 を かの 米國. K 戰前、 ハァゲ アド 大 m,- のミュ ンスタ ベル ヒ敎授 

と 呼應 して 米 S 內を搔 き まぜた 獨逸 大使べ ルンス トル フ 伯の 如き 俗物と 對 比する と、 如何にも それが 

獨 逸と 佛； との 文明の 比較 を 二つの 人格に 現 はした ものの やうに a- えて 面白い と 思った。 ジュ スラ 

ン 氏が 外交官 としての 閲歷は 四十 年の 長き に 互って ゐる。 その 問 倫敦の 大使館 參事官 として 或は 丁抹 

駐^ 公使と して、 各國に 使して 重要の 任務 を 鬼され たる 功鋭 は 枚 擧に逼 あらす と 閒 くが、 その 方面の 

事 は 鬥 外漢 たる 私に は 解らない" 唯 アン グ a  • サ クソン 民族の 文舉を 最も 誠！： { に 研究した る 世 的舉 

^として、 苟も 英文 擧を學 べる^に して ジュ ス ラン 氏の 功 衆を證 嘆せ ざる 者 は 無から うと 思 ふ。 氏が 

『英文 g^f 史』 三卷の ほか、 『沙翁 時代の 英國 小說』 『中世の 英國 生活』 『ビ ィァス • プ ラウマ ン』 『怫購 西に 

於け る沙 翁』 (原文 は 勿論 佛文、 みな 英譯が ある) 以下の 名著 は、 獨逸 大學に 於け る 英文 舉の顿 Hi 的 研 

究に對 する 無言 の 嘲笑 だ と 言 つて 可い。 

米 人の 怫ぃ SiH 小拜は 今に 始まった 話で はない、 ラァフ H ィ エツ トが 米國獨 立戰爭 のために 力 を 致し 

たる 十八 世紀 以来の 事 だ。 今度の 米 闽參戰 に 常っても、 自. H の 大義の だめ 米國は #： 佛 蘭- tra より 受けた 

る 恩 親に 報いん とて 兵火 を 開いた、 とさへ  一一 一一 C つて ゐる米 人が ある。 しかし 人 も 羨む この 米佛 親〕」 はの 關 

係が、 深く アン グ B  • サ クソン： 族の 文獻に 精通せ るジュ ス ラン 大使の、 十五ん 十 問の 努力に 负ふ とこ 

ろ W だ大 なる は 言 ふまで も 無から う。 大使が 米！： 駐 剳の 問、 年 ごとに 紐 育. ほ 由； t 像の 記念 式に 臨席し 
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て 述べる 演說 など は、 追に 史竄と 英文 摩と に 精通せ る 氏の ことと て、 尊 常 一様の 外交的 辭令を 以て E 

すべから ざる ものが ある- その 筆記が 新聞紙 上に 現 はるる 時 それが 米國 人心に 及ぼす 好影響 は、 岡 際 

の 親善 「係よりも 更に 偉大なる 或 もの を 米 人の 心 胸に 傳 ふるに 足る ので ある。 昨年 氏 は 更に 英文 を以 

て、 米 佛の國 交と 1么 史的 關係 を說 ける ー卷の 論集 を 公に して 米國讀 蒈界の 注意 を惹 いた。 能文 健 華に 

加 ふるに 淵 博なる 舉殖と 圓滿な 人格..^ -を 以てせる、 かぐの 如き 外交 宫を 有せる 怫闞西 は 幸 ひなる か 

な" 

開戰 以來佛 ira 西 は 大使 をまで も召禁 した ものと 見えて、 唯 さへ 忙しい ジュ ス ラン 大使 は 部下の 

人員 不足の ために 非常な 多忙であった らしい。 昨年華^^ル頓で珍田大使が私を氏に紹介して？^<れられた 

後 も、 時局に 妨げられ 長く この 硕舉に 親炙して 英文 舉に關 する 敎を 仰ぐ 事 を 得なかった の は、 私が 滯 

米中 の は取大 恨事 とす ると ころで ある。 

文人 をして 遣外 使 151 の iid に らしむ ス事 は、 必す しも 昔文藝 復興. わ 代の 伊太利の 諸.： ：- 祁國が これ を 

爲 したば かりで はない" 现 代に 於て 米國は 最も 多く 此 極の 外交 〈R を 有って ゐる。 元 來米國 からの 遣外 

大使 公使 は、 他 國と任 川の 法 を 異にして ゐる ため、 例ゃ禮 儀に 嫻は ぬと いふ 批評 は あるが、 S 業 家 

か 辯護士 でなければ 舉者ゃ 文筆の 士が 多數を 占めて ゐる。 米闕 では 詩人と しても 批評家と しても 一 流 

の 成 肌 名 あ るブ リンス トン 大擧の 英文 舉敎授 ヘン リつ ワン • ダイク 氏は、 ヰル ソン 大統領が 元ブ リン スト 
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ンの總 長であった 關係も あらう が、 和-: g 公使の 職を帶 びて、 昨年 私が 此大舉 を 訪ねた 時 はま だ 任地 か 

ら it つて ゐ なかった (氏が 任 を辭 して 51 米した の は 今年に なって からだ)。 また 今の 駐英 长國 大使で 時 

時よ く 氣焰を 吐く ペイ ヂ氏 は、 確か 米國の 有名な 雜誌 「世界 事業』 の 主筆だった と 思 ふ" また 歷 代の 

倫敦駐 剖米國 大使 中 最も 勢力の あった 人 は、 誰 あらう、 詩人 ジ H ィムズ • ラッセル ォ M ルで ある。 

此 人の 作 は 旣に米 國文攀 史上 不朽の 物で、 以 は 日 木で もよ く 英文 舉の敎 科 書と して 読まれた もので 

ある。 a ォ H ルが 『アト ラン テイク • マンス リ』 の、 }f-s- や、 ハァグ アド 大舉の 近世 文舉敎 授を辭 して 

伎、 大使と なった の は 千 八 百 八十 ギ 代であった らう。 その他 米 西 戰爭の 時の 駐土 大使 は ミシガン 大舉 

S, 今の 希 職の 米國 公使 はコォ ネル 大學 の總 長。 又 以前 ハァヅ アド 大舉 の總長 で、 米 人が 祌 様の や 

うに 一一 一一" つた ヱ リオ ッ ト 氏が、 嘗て 駐英 大使た らん 事 を 勤められて 辭 したの は 公然の 祕密 として 名高い 

話。 これら は 今單に 私の 記憶に 浮ぶ だけ を舉 げたの だが、 米國の 外交 家で 此 種の 學者 文人の 例 を舉ぐ 

れぱ まだまだ 非常に 多から うと W 心 ふ。 古い 事 を 言へば、 日本の 英語 敎科 書で ある 『スケッチ • ブック J 

の 作. 衣ァァ ギン グが、 西 斑 牙駐剖 公使であった 事 は 請 者の 知らる る 通りで ある。 また 昔 フランクリン 

は怫 蘭- €： に 使し、 歷 家 バンクロフト は 英獨に 公使と なり、 詩人べ ィァ アド • ティ ラァ も獨逸 駐在の 

米阔 外交官であった。 

また 英国の 外交官に 就いて 言へば、 今の 駐米 大使 スプリング • ライス 氏の 前 者であった プライス 
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子爵が、 その 名著 『米國 共和政治』 を 書いて 文名 を 大西洋の 兩 岸に 高から しめた 如き 例 は 甚だ 多から 

うが、 それよりも 英國の 外交官と 我が 日本の 文物と は 最も 深い 更に 密接な 關 係が ある。 英文で 書かれ 

た 最も 完全なる 日本 文學史 は、 東京の 英國 大使館に 書記 (：：：！ であった ヰ リア ム. ジョ ォヂ • ァス トン 氏の 

筆に 成る ものである。 氏 は 本來英 國大舉 で文舉 を專攻 した 人であった だけに その 歐洲 文學に 於け る 造 

詣の淺 から ざ を 事 も、 かの 『日本 文 學史』 を通讀 すれば 直ちに 肯 かれる。 また 明治の 初年から 日本 駐 

剂の 領事館 員と して 我が 國に來 て、 後に は 再び 公使と して 來 住した サァ • ァァ ネスト • サトォ 氏の 筆に 

成る、 多くの 論文と 著述と が 極東の 島 帝國の 文物 を 世界に 紹介した 功勞は 永く 沒 すべから ざる もので 

あった。 西洋人で 眞 によく 日本の 文物 を 研究し 理解した 人々 は、 先づ これらの 人々 であった。 また 今 

の 倫 敦大學 の 日本 舉 敎授" ングフ ォォド 氏が、 束 京、 祌戶、 長 崎、 臺 南の 各地に、 三十 年 以上の 長き 

に亘 つて 领 事の 職 を 奉じ、 日本 文明の 最も 埶 ^ 誠なる 研究者であった 事 は 世人の 知る 所で あらう。 又 さ 

き-頃 故人と なった リデズ ディル 男爵 (卽 ちフ リイ マン， ミト フォ ォ. ド氏) は ロゼッティ、 スキン バァ 

ン 等と 親交の あった 有名な 文人で あるが、 これ も 明治の 初年 東京の 公使館の 書記官と して 來 住し、 深 

11- ィルズ • ォげ • す オル ド* ジャパン 

く 日本の 文物 を 研究して、 かの 名著 『昔の 日本の 物語』 を 書いた。 日本に 興味 を 有つ 外人で この 

名高い 本 を 知らぬ 人 は 無から う。 また 咋年 出版 せられた 『リ デズ ディル 卿囘 想錄』 の 中に も、 英國 近代 

の 文人 を 論じた 文と 共に、 維新 a- の 日本の 事 を 書いた 救 篇の思 出の 記が 添 へられた の を 見て、 さすが 
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此人 の 筆で なくて はと 私 は 殊更 それ を 興 あり と 思った。 

まだ 日本が 今日 ほどに 開けて 居なかった 頃に、 歷史も 人種 も- F 語 も 何も 何もかも 一 切 を 異にせる こ 

の 絶 まの 異國へ 来て、 その 文明 を现 解し、 これ をお のが 祖國に 紹介すべく 努力した これらの 英國 外交 

官は、 區々 たる 政治 經濟 上の 利害 問題よりも 以上に、 更に 高く 大 なる 永久 的なる 使命 を 2!^ したので あ 

つた" そして これ は 枯淡なる 法律の ほか 何も 知らない やうな、 無學 無趣味の 人に でも 出來る 仕事 だと 

は 思 はれない。 

佛广  1 西 現代の 詩壇に 新 詩人の 翹楚と 仰がれる ボ オル • ク a オデル は、 支那から 米 W へ轉 勤した 佛蘭 

西領審 である。 私 は 一 々こんな 事例 を 文 藝界と 外交 界 とに 求めて、 烦 はしい 片 假名で 讀 者の 倦 厥 を 招 

く 専 を 好む 者で は 無い。 た^ 人 文に 關すン "擧藝 の 素養 ある 人に して 始めて 異國の 文化 を 理解し、 

國際 問の t» 的 協商 をつ くる 能力 ある 事 を 指摘 すれば 足る ので ある。 

私 は祕密 外交 の 本家、 探偵 組織 の 元祖で ある 獨 逸の 外交官が 衆し て 如何なる もので あるか を 言 ふ を 

博る。 ただ 英怫 米の 外交官に は、 優に 他國の 文明 を 批評し 现解 研究し 吼嚼し 得る だけの 素養 ある 人の 

冬 い つたまで だ。 以前 n 本に も、 外國の 思想界 や 杜龠狀 態 や 或は 敎 育文 藝 などの 近狀を 研究す 

るた め、 リ テラ リ • ァタシ H の 如き もの を 設けて、 海陸 軍の 公使館 附 武官の やうに すれば 好い とい ふ 

飛な^ を唱 へた 人 もあった と 聞く が、 かくの 如き は 固より 事情の 許さざる 不可能の 事で ある。 こ 


は 寧ろ 外交官 其 人に 向って 望むべき 事で、 阈際 間の 意志の疏通 にも 重大なる 關係 ある その 任務の 一 つ 

ではない か。 殊に 外交官 は此 極の 研究と 觀 察と を 爲 すに 當 つて、 最も 便宜 多き 境遇に 在る もの だら 

う 0 

人 若し 政府の 留舉 生に 望む にかくの 如き 任務 を 以てするならば、 これ も 甚だしき 迂論 である。 現在 

の §H 舉生は 極めて 狹 S な る範 園の 專攻學 科に 就いての み 研究す る 者であって、 他 を 顧みる の 餘暇も 無 

ければ また 待遇 も與 へられて は 居ない。 殊に 歷史文 學敎育 その他 人 文に 關 する 學 科と は、 全然 沒 

交涉 なる 方面の 研究 をす る 人が その 大多数 を 占め て 居る の だ。 

近 『帝國 文學』 の 誌上に、 東京 文科 大學 の芳賀 教授の 法科 萬 能-王 義を排 すと いふ 論文 を讀ん だ、 

また 試験 制度が 問題に なって ゐる事 を も 聞いた。 私 は 今 法律 萬 能 を 思想界の 一問 題と して 論究す るの 

餘収を 有たない が、 とにかく 地方 敎育 監督の 衝に當 るべ き 官吏 や 或は 國際 間の 事情の 疏通を 計る ベ き 

外交 赏 を 採用す るに 當 つても なほ、 單に 法律 知識の み を 重し とする 試驗 をな すが 如き は、 誰が 見ても 

隨分 不穏 常な 事で あらう と 思 ふ。 法治 國の 官吏と いふ 者 はそんな 者で あらう か。 

ニー  黄金 街の 仙寰 

利 巧な 西洋人 も 時々 は 馬鹿な 事 をす る。 今度の 戰爭 がそれ だ。 英士  2 利の 政治家 も獨 逸の 政治家 も、 


とんな 事に 成らう と は 問 戰の當 初、 夢にも 考 へて ゐ なかった。 全く 歐洲の 自殺 ハ仃爲 である。 お 隆で米 

闽の 人き い 金 持 は彌が 上に も 大きくな つて 仕 末に 行かない。 日本で は 百 萬 圓かー 一 百 萬圆の 目腐れ金— 

—米國 富豪の 目から！ れば， 百 萬 圓卽ち 米貨 五十 萬 弗 は 確かに n 腐れ金、 端金に 相 遠ない —— を 儲け 

て、 『何ん て ^ が 好 いんで しょ』 を 歌った 人た ちが、 近頃 は旣 うそれ さ へ 少し 怪しい とい ふ 心細 い 時 

に、 米 阔は戰 爭に參 加して 少 し 位 金を使った つ て 平 氣でゐ る の だから 面白い。 

1 時 は 世界 令： 融の 中心が 米 國の紐 育へ 移る とまで 一一 一一 口 はれた 其 紐 育の、 兜 町 か北濱 かに 相當 す. る 所 は 

1K オル 銜， である。 街 上 を 幾千 幾 萬の 我利々々 亡者が 一たい 何の 必要あって、 あ \ また 忙し さう に 血 

眼に なり、 一分 一秒 を爭 ふとい ふ額附 をして 奔走す るの だら う。 いくら 紐 育に 黄金の 津浪が 寄せて 來 

たって、 3： も^ 麼まづ い 額附を しなくても 濟 みさうな もの だと 思 ふ〕 悲劇 は 常に その 半面に 於て 喜釗 

であるが、 あの 我利々々 亡者の 顔附に 至って は 確かに 人生の 悲喜劇の 最も 詩的な 表現で ある。 これ は 

金 儲に 關係 のない 贫乏 人の 私が 抵^ 趣味 か 何 かで、 あの 邊を ぶらぶらして 行人 を 眺めて ゐた 時の 偽ら 

ざる 感想 だ。  ト 

n 木の i. 數に 直して 僅か 三 町 か 四 町に 滿 たない 此ヲ オル 街 は、 西半球 全體の 富が 集散し 運轉 して 

ゐる屮 心地で ある。 紐 育に して は 比較的 町 幅の 狹 いその 兩 側に は、 株式取引所 だの 國立 銀行 だの 信託 

何 だの か だのと いふ、 私に は 少しも 譯の 解らない 大 建築が 軒 を 列べ てゐ る。 軒で はない、 


树の； 一 一十 階 四十 階の 摩 天樓が 幾つ となく 列ん で 、 上 きに 雲上 へ の 競爭 をして ゐ るの だ。 

スト リイ ト  スト リイ ト  パン カァズ • トラスト • カムパ ニイ ビルディング 

例へば ヲ オル 街と ナツ サゥ 街との 角に ある 銀行家 信託 會 社の 建 築 は 三十 九 階の 高樓、 高 

さ汪 百； 二十 九呎。 ここの 地 惯は數 年 前に 於て  一 s< 平方が 千 六 百 五十 圓 であった から、 一 评約六 萬 圓。 

これが 世界に 於け る 最高 の地價 だとい ふ。 

才 オル マイ テ， V ダラ ァ  スト リイ ト 

『全能の 弗』 と 云 ふ 暴君が、 人間の 物慾に 附け 込んで 絕對の 權威を 揮へ る此ヲ オル 街に、 一つ だ 

け 甚だ 面. E い 物が ある。 近頃 は 物慾 を賤 しとす る やうな 人間 は、 人 たるの 資格の 無い 畜生 同様の も 

の で 、 狹 贵 偏屈 寧ろ 憐む ベ き 動物 だ と 承 は つ て ゐ るが、 狹量 と 偏屈と に 於て は 斷じ て 人 後に 落ちな い 

事を大 なる 幸福と なし 光榮と 心得て ゐる 私が、 ヲ オル 街 に 近い 或大 建築の 五 階の 一隅に ある 日本 正 

金銀 行へ 旅費 を 受取りに 行く とき、 いつも 會 心の 笑 を：^ らして 眺める 物が 一 つ だけ ある。 我利々 々亡 

i の巢窟 の眞ん 中に 在って、 暴！ Jf^  -  S  . 王 をして 一指 を だに 染 むる を 許さない 一大 仙境が ある。 そ 

れは 三位 一 體 寺院 だ。 _ 

さすが は 寺院 だけに 少しも 金ぴかの 無い 古色蒼然たる 石造の ゴ シック 建築。 さながら 人 問の 物質 活 

動の 『空 の g』 なる を 笑 ふ ものの 如くに 高く 聳えた 此 寺院の 尖塔 を、 例の 亡者 共 は 何と 見る。 街 

路に して 鐵 柵で 圍 うた 墓 地に は、 グレイが 『墓畔 の吟』 の それに は あらで、 ハミルトン や フル 

トンの 如き 名士の 墓が ある.】 革命 戰爭 に、 身 を 以て 阈 難に 1^ じた 烈士の 碑 も ある。 無論 富豪の 墓 も あ 
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る だら う。 蔡 地の 前はブ II ォド H ィの 11^ 耀穀 解の 巷、 後 は 高架 雷 単が 潜々 たる 響 をな して 走って ゐ 

る。 

寺院の 境 內が廣 いば かりで なく、 此邊 一 帶の 地に 寺院^ 嵐の 地面 も 甚だ 多い と 問く" 

信託 會 社と 寺院と、 黄金と 天 國と、 相 と奈敎 と、 肉と と、 物愁と 信仰と、 二つの ものが 遊 だし 

く 矛 せる が 如くに して 矛 W せざる 所に、 米 國の大 なる 特色が ある、 現代 文 の 面. 21^ も ある。 ヲォ 

ル 頭に 錄 ゆる 三位 一 體 寺院の 高 塔 は、 よく 米 人の 半面 を 語る と共に その 宗敎的 勢力の 偉大なる を 示 

す ものである。  . 

ニニ 米 人の 半面 

大きな 人物の 性格に 矛盾が ある 如く、 大國 の國民 性に もまた 大きな 矛盾が ある • 米國の 如き は 最も 

多くの 矛质を 有する 點に 於て、 確かに 大國 たるの 资 格が ある。 極端なる 物質主義の 半面に 極端た る 精 

祌 主義が あり、 大 なる 現資 主義の 蔭に 大 なる 现想. 王義の 起る 事 を 思 はなければ、 米國 文明の 特色 を理 

解す る 寧 は出來 ない。 

ト 9 ー1 モ ィ • チヤ ァチ  ォ オル マ ィ ティ ，ダ ァーフ 

菌 街の 眞 中に 儼として 動かされざる 一一 一位 一 體 寺院の 仙寰が 在る と 同じく、 『萬 能 の 弗』 が 威 を 

へる 米 1： の 社 < ^に は、 宗敎i^^德の驚くべき勢カがぁる。 唯 注意すべき 事 は、 『群衆』 王の 威力が 此點 


に 於ても 著しき ために、 個人の 生活の 上に は 宗教の 力 は 甚だ 弱くても、 社.^ r 的圑體 的の 一大 勢力と し 

て は 宗敎は 今 も 猶米國 の 民衆 を 動かして ゐる。 これ は 我が 國に 於け る狀 態と 全く 正反對 で、 日本に は 

侗人 として は 敬虔なる 信者 や 宗教家 はあって も、 社， お： 的 團體的 勢力と して は、 佛敎も 基 将敎も 到底 米 

國に 於け る 如き 橫成を 有する ものと は 思 はれない。 S は 米國の 宗敎を 以て 『群衆』 王の 宗敎 なりと 斷 

言して 博らない。 

お を 顧みな い 米 人に も歷 おは ある。 憶へば 十 七 世紀 の 初、 歐洲の 迫害 を 逃れて 天外 萬 里 の 異域 に 

信仰の E 由 を 求むべく、 一葉の 小舟 メイ フラ ヮァ に 身 を 託して 百 二人の 淸敎徒 は プリマ スに 上陸し 

た。 北米 建國 の膝史 の 第一 K に 誌され たる この 百 二人が、 マサ チュウ セッッ 州に 柘 いた 淸敎徒 植民地 

の 遺風 は、 今 も 猶米國 社會の 根柢に 潜んで ゐる。 その 現在の 宗敎的 勢力 は 一 に此應 史的 關 係に 基づく 

もの だと 言って 可い。 

たと ひ 個人と して は 如何に 宗敎 に對 して 冷淡で あり 無頓着で あっても、 群衆と 史と いふ 强大 なる 

二つの 者 を 後 质 とし て ゐ る 社 <I!s 的 勢力と し て は 、 何人も 宗敎を 顧みな ぃ譯に 行かない のが 米國の 實狀 

だ。 自ら は 坊主の 子に 生れながら、 基脊敎 攻搫で 名高くな つた インガソル (一一 ッ ゲルの 安 時計 尾 イン 

ガ ソルと は關係 はない) の やうな 男が 米國に 出た の は、 確かに 一種の 反動 だと！ て 可い。 敎育 感化 事 

業 は ーー目 ふまで もな く、 米國の 名物た る 矯風き、 禁酒 運動、 平和 論、 すべて 皆 基^ 敎 24 想 を 標榜せ ざる 
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は 無い の • ひ、 物 w::^ 能の 風潮と は 一見 甚だ 相容れ ざるが 如き、 また 甚だ 矛盾せ るが 如き 多くの 社會改 

S 運 が 立派に 效を 奏する の は、 旣に 述べた 婦人の 勢力の ほかに 宗教家の 偉大なる 社.^: 的 勢力が ある 

からだ。 

な：： 衆國 1; 卜 八州の 一 つみ 鹾育州 だけで も 曰 本の 面接と 同じ 程 だとい ふから、 その 國 土の 大 なる 享は 

想像せられ よう"" 銜 いだけ に 各地 方の 空氣 にも 非 (.？ な 相 遠が ある。 先 づ紐育 や 市 俄 古 を 店 だと すれ 

ば、 =f::: 府華 盛頓は 座敷で、 あの 宏壯な 議事堂 ゃ圖書 館の 建築 は、 富 人が 金に あかして 捲へ 上げた 床の 

^の？ は 物 だ。 ところが 先祖の位牌 を 祭った 怫間 とも 言 ふべ く、 また 書齋 とも 言 ふべき もの は、 昔の 斩 

英 ira 諸 州の 中心地た るボ ス トン に 在る。 この あたり ー帶の 堅苦しい 淸敎 徒氣質 も、 風 秋雨 三百 

,チ では 荒れ si^ てて よほど 怪しい ものに はなった が、 如何な 慾 深の 亂暴 もの も 位^ を 黄金に 代へ る 

事 もなら す、 祌， ぃ敎 だけ は 鬼の 念佛 でも 貴ばねば ならぬ。 座敷 や 佛？？ に 絞 ベれば、 まさに 毫所ゃ 雪 

の 隅に 相當 すべき 土地にまで も、 宗教の 勢力 は 波及す るので ある。 今でも ボストン 人に は 乃公 は 米 人 

ではない、 ボス ト ン人 だぜと 言って 威張って る 男が ある- 

； t 戶の 『ジャパン • クロー 一  クル』 に 出て ゐた此 拙稿の 英 譯に關 して、 或 批評家が 同紙 上に 寄せられ 

た 文屮、 その おは 敢 へて 當ら ない が、 群衆 論の 元祖 ギュ ス タァヴ *ル* ボン を 引 張り出して 米！^ 特有 

の W 衆 を 冷やかした に、 頗る 我が 意 を 得た 痛快なる 一節が あった。 曰く、 米國 には澤 山の 宗派の 
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『道 學 尾』 が ある。 此 連中に は 人 も 多い し、 また^ ffl であるの も 無 S の も 居る が、 一様に 總 ベて 

が告 暴君 だ。 なかで 比較的 無害な のは卷 意の 偏屈 者と でも 言へ ようが、 その他 はもう 正眞 正銘の 宗敎 

狂で、 もとは 矢張り ァ ン グロ • サクゾ ン から 出た もの だ。 一一 道 學屋』 は 大きな 面 をして、 そして 干涉好 

で 最も 不偸 快な 群衆で あるが、 これに 似た者 は 歐洲大 陸 では 夢にも 見られない。 4^ も 英國と 濠洲と に 

は此 型の が 多少 居る が、 米國 ほどに 多人數 ではなし 又 勢力 もない。 特に 傲 侶で ある 場合、 この 道學屋 

が 米 國の政 治敎 育社會 生活 に 及ぼす 勢力 は S に 非常な も ので、 ちょっと 聞いて も 信じられ ない 程 だ。 

彼等 は國中 また 训に 一 國を爲 す ものの 如く、  .3- 北 及び 中 西 部の 諸 州は此 暴君の 前に は 全く 頭が 上ら 

ない。 若しも かう いふ 連中が 到る 處に 勢を逕 しう するならば、 世界 はやが て、 めそめそ 泣いて 讚美歌 

を 歌って、 酒も飮 ますに 茶ば かり 喂る男 や 女の 寄 合 ひになる だら う。 侗 人の 趣味と いふ 事 は これらの 

道德家 ゃ敎育 家に は 全く 解らない ので、 人生の 歡 樂は此 極の 專制家 5 眼中に は 全 く 罪 .3| ③ と a えて ゐる 

の だ。 色戀の 沙汰 は 怪しから ぬ、 接吻 も 不都合 だ、 とい ふの はこの 連？ -だ。 米國の 端から 端まで 禁酒 

にす るの も此 連中、 煙草 を 吸 ひ 或は 嚼み又 停車場の プラッ トフ ォ ムに唾 を 吐く 者 を 禁錮したり、 罰金 

を 課する の も 矢張り この 連中で、 その 勢力 は米國 以外、 南洋 ゃ朿洋 にまで も 及んで ゐる、 云々。 

外人の せ；： として は 隨分思 ひ 切って 痛快に 遣って 除け たもので あるが、 私は必 すし も此 言の 全部に 同 

意 を 表する 者で はない。 評者の 目から 昆れば 私 も 或は 道お }r屋 の 一人と 思 はれる かも 知れない が、 米國 
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に はこの 群衆 式の { 一 Ifi 家が あれば こそ あの 特殊な 文明が 成立して ゐ るので、 婦人と 宗教家との 勢力な 

き米國 は、 に 想像す る だに 戰慄 すべき もの だら う。 腹で は 何と 思って ゐて も、 社會 的に は 『侗 人』 

を 衆て て宗 敎狂 道學屋 の 言に 耳 を 傾けざる を 得ざる 所に、 矛盾に 富める 米 人の 半面が ある。 こ 

れ は歐洲 大^の 人が 英人を 目して 偽善の 民な りと 嘲る 如く、 矢張り 英蘭、 蘇 格 蘭の 淸敎 徒から 傳 へて 

來た、 T. 牛 乎と して 動かすべからざる 特性 だと 私は考 へて ゐる。 米國が 物質 萬 能の 國 でありながら、 そ 

こ に宗敎 家の 偉大なる 群衆 的 勢力 ある 事 を TI6 るの 點に 於て は、 こ の奇赞 なる 批評家の 言に 私 も 十分の 

同意 を：？^ する。 

小む つかしい 例 を 引く よりも 私 は 先づ、 米 人が 安息日 を 守る 事の 嚴 重なの を 此宗敎 的 勢力の 一例と 

して 與 せげ よう。 紐 育 その他の 大都會 で、 平日 は 肩 摩 穀擊の 巷で さへ も、 日曜と 云へば 火の 消えた より 

も靜 かなもの、 藥屋か 煙草屋 か 新聞 店の 外 は 一切の 商店が 嚴 重に 閉鎖して ゐる。 酒場 なぞ は 無論の こ 

と 皆 固く 鬥戶 を銷 して ゐ るから、 日曜日 は 酒 は 何よりの 禁物、 祌 さまの 罰が 當る となって ゐる。 但し 

これ は竊 かに 勝手口 から 這 人る とい ふ 便法 も あると 聞いた が、 私 は 生^ 寳行 する 必要が 無い の 

で 確かな 事 は 知らない。 だから 勤め人 なぞ は 買物 をす るに も 困る とい ふ 有様- 平日 は 五 時 か 六 時まで 

に is 員が 歸 宅して 了 ふから 無論 夜 は 閉店、 そして 日曜日と 云へば 此の ざま だから、 亭主の 買物 は 皆 

細君が ちゃんと 調へ て g く。 自然 『女王』 は 自分の 物に は 金錢を 惜します 流行 を 追うても、 亭主に は 
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高い 品物 は 買って 遣らない し、 また 赞澤を させない 事に も 成る。 1^ 身 者に 至って は、 平日 晝 飯の 時間 

にで も 買物 をし に 行って かないと、 シャツ や 襟 飾 さへ、 夜と 日曜と では 買 はれない ことになる。 だ 

から 降誕 祭 前と か 或は 他の 特別の 場合に は、 百 貨 店 なぞ は 土曜 だけ 夜に も 店 を 開いて、 これら 

の 顧客 を迎 へる の も ある。 平日 百貨店の 顧客 は 十中八九 までが 婦人ば かりで、 金 錢を使 ふ 者 は 細君、 

亭主に は それ を爲 せない やうに、 其邊 はちゃん と 巧く 出 來てゐ るから 豪い。 

日曜日に は 寄席、 芝居小屋 は 閉鎖す るか、 或は 平生と は 出し物 を變 へて、 肉の 歡樂と は 成るべく 緣 

の 遠い 物を演 る。 劇場 なぞ は 例の 慈善 會ゃ 宗敎 運動 の 演說會 場 に 使 はれる もの も 多い 。有名な ビリィ * 

サン ディの 落語 式說敎 もこの 仲 問" また 私が 何時か 見た 排 H 芝居な ども、 日曜 だけ は 平日と * 附を變 

へて 色氣の 無い 排日 物を演 つて 居た ので ある。 すべて 以上の やうな 次第 だから、 若し これが 日本で な- 

らば、  他の 一切の 商店 も釗 場も營 業して ゐ ない 時、 自分の 所 一軒 だけ は 平 0 通りに 開店して 獨り 巨利 

を博さぅなぞと考 へ る^1<?が必す出るだらぅが、 米國の 『群衆』 王は斷 じて それ を 許さない ので ある。 

しかし これら はま だ 辛抱が 出来る。 遠来の 旅客に とって 最も 困る の は、 郵便の 配達が 日曜に は 全く 

無い 事で ある。 『家書 彼 萬 金』 と 云 ふの は 誰し も 異鄕に ゐる時 は 同感 だが、 日曜に は 一切 手紙が 來な 

い。 これ は 英國も 同様で ある。， (序に 言 ふが、 米國は 他の 交通 機 關の發 達に 似合 はす 郵便 は 頗る 天 ロ氣千 

萬な もので、 小包 郵便な ども 通 運 會 社の 反對 があった ため、 やっと 數年 前に 出來 たばかり。 振替 
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金と いふ 便法 は 無論ない。 絲 育の やうな 忙しい 處 でさへ も 郵便配達 夫ば かり は、 のそのそ 散歩で もし 

て ゐる如 *?|\き 板 だ。 家 ごとに 呼 鈴 を 押して 家人の 出て くるの を 待って、 『グッド • モォ 一一 ング』 か 何 

か を 言って から 郵便物 を 渡す、 そして 二言 三 言 愛嬌 を 言って 行く とい ふ 風。 配達の 囘數は 一 日 僅かに 

三囘か 四囘。 あの 大都會 で すら 郵便 だけ はまる で 日本の 片田舍 の やう だ。) 

あの 忙しい 國 でありながら、 日曜と いへば 汽車 發 着の 度 數も少 く、 時 M 表 も 平 H と逮 ふ。 何故かと 

いへば、 これ は 安息 n だから。 

英國 e はべ マ から 弋レ ほど 前に ^^"條例 とい ふの を 出して、 日曜 に麵 麴を燒 い て 寶る考 は 科料に 處- 

すと いふ 厳酷な 规定 をした 話 を、 何 かの 書で 讀んだ やうに 記憶して ゐ るが、 祌の 安息日 を嚴 守す る 事 

は、 じ 敎國 -i- でも 歐洲 大陸の 方 は アン グロ  *サ クソン 程に 極端で は 無い ので ある。 忙しい 俗務. 

こ 追 ひ； 11 よ. される 寺な ど、 私共 は 日曜日 を 自分の 仕事 をす る 日に 定めて ゐ るが、 米國 では 讀み 書きの 

仕事 すら、 B 曜 にこれ をす るの は： 種の 罪惡 と： a 做される だら う。 

日 を  一 n 枠に 振って 祌 様の ための 安息日に して、 それならば どうして 米 人 はこの 一 曰 を 暮らす か 

とい ふと、 .：.：. 前 は先づ 細君の 後から 鞠躬 如と してお 寺詣 のお 作 をす る。 女 も 男 も 衣 物 を着換 へて 日丰 

の 正月と 同じ やうに ー订 る。 中流 以上の 子に は、 n 曜 だけ モォ 一一 ングを 着用して 箱 幅 を 冠って ゐる 

人 も 多い。 ：！： をして 遊ぶ かと 言へば、 親類 や 家族 友人が 集まって 談話 や ピアノで 時 を 過す 外に、 
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睦まじげ に 公園 を 散歩す るか 寄席で 日 探 の 芝居で も M "ると いふ 風 だ。 戀 愛の 示 威 運 と排 

日と だけ は、 神様 もお 咎め は 無い ものと 見える。 

米國の 中流 以上の ぎ 館の 各室に は、 必 すみな 化 被臺の 上な どに 聖書が 一冊 備へ附 けられて ゐる。 一 

旅館に 客室の 數 一 千 以上の もの は 砂くない から、 一 軒 だけで 一 千 冊 以上、 全 國幾百 幾千の 旅館で は 非 

常な 數に 上る こと だら うが、 此 聖書 は 皆 富豪 の 寄附 である。 

米 人 は 不行儀 だと 言 はれて ゐ るが、 苟も 淸敎徒 傳來の 思想に 背いた 事 だけ は 他人 前で は愼 むので あ 

る。 宗教の 事と 婦人の 問題と に關 して は、 その 何よりも 好物な 駄酒洛 を さへ 遠慮して ゐる。 あれ だけ 

廣吿の 流行る 國で、 花柳病の 廣吿は 電柱 は 勿論の こと、 新聞に も 全く 揭 げられ ない。 大統領で も 裁判 

宫 でも 上院議員 でも、 何でも かで もめち やめち やに 悪罵し 嘲弄す るが、 坊主の 惡ロ だけ は 滅多に 言 は 

ないから 不思議 だ (公然 一一 目 はないだ け それだけ 多く 蔭口 を 利く 事 は 別問題と して)。 

つまり 米 人に は 曰 曜日の 米 人と 平 曰の 米 人との 二つの 面が ある わけで、 神の 安息日 だけ は、 彼等が 

衣服 を 改める と 同じく 根性まで も 入れ 換 へて ゐる。 平日 は商賣 繁昌の 福の 神 を 拜んで 株券の 相場ば か 

りを氣 にして ゐる 奴が、 R 曜 だけ は 聖書 を讀み 讃美歌 を 歌って 神の 敎を 守る ので ある。 平日 不斷 着の 

儘の 米 人 は 行 懐が 惡く、 愁が 深く、 肉の 歡樂を 追うて 飽くを 知らざる 俗物で あるが、 安息日に 他所 行 

き 姿の 米 人 は 盤 慰で 丁寧で 親切で、 信心が 深く、 眞 にこれ 靈の 世界に 生きる 修道の 高士 だと 言って 可 
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い。 どちらが 、して その 眞 面目で あるか は今敢 へて 問 ふところ ではない。 ただこの 千里の 差 ある 二つ 

の 面の 問に、 何等の 不調和な くまた 必す しも 窮窟な 思 をせ す、 極めて 倫 快げ に樂天 的に、 のびのびと 

生お して 行く 所 に 米 人の 特色が あると 思 ふ。 ここに 至って 杠壤萬 丈 の 黄金 街に 淸淨の 別天地 を 割せ る 

三位 ； 體寺院 も 亦、 ネ國 文明の 他の 半面 を 示せる 一 小縮圖 として 見る に 足る。 

戰國 時代の 英雄に は、 『論語』 を 頭痛の 書 だと 正直な ところ を 言 つた 者が ある。 しこ た ま 私財 を^ み 

上げてから、 よい 潮時 を 見計らって 虚業 界を 去り、 今したり 顔に 孔孟の 敎を 振り 廻 はせ る 老人 も あり 

と M く。 米國 にもお ほかた 聖書 を 頭痛の 書な りと 言 ひ、 世 を 欺く 偽善の 道具に 使 ふ 輩 も 多から うが、 

左樣 いふ 人 に は 社 个5: が 少しも 尊敬 を拂 つて 居ない 所が、 日本と 米國 との 大きな 違 ひだ。 

二三 理想家 

藝 術と 宗敎 との 世界 は 壁一重の 隣 同志で あ >  る 。もともと 新 英 州 を 起源と して 發展 して 来た 米國 

の文藝 に、 その 淸 敎徒氣 -iA の 最も 著しき 反映 を！ る 事 は 首 ふまで もない。 日本に よく 知られた ホォソ 

オンの 大作 『緋 文 字』、 『アン クル • トムの 小屋』 の 作者 スト ォ 夫人の 小說の 如き 類 は 殆ど 枚擧に 

sls^ なき 程で あるが、 韻文の 方面に 於て は、 ク H イカ ァ敎 徒の 詩人 ジ ョ ン • グリ イン リイ フ. ホヰッ テ 

イ ァを 以て その 最も 大 なる 代表者と する Q 
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新 英 州の 淸敎 徒の 中に も 珍ら しい ほど 物堅い 百姓の 子に 生れた 天才 ホヰッ ティア は、 極めて 荒 

前り な 組 硬た 詩 をば かり 作った 男 だ。 從 つて 厳正なる 藝術 批判の 前に は、 到底 大 詩人た る を 要求す る 

に 足る もので は 無い かも 知れぬ。 之を彌 兒敦以 第の 第一 人で あるかの やうに 感服して ゐる者 は、 一部 

ラウス * デ ナ 

の 米 人 だけ だら う。 單に 宗教 詩人と して 見ても、 その 名作 『祌 の證 美』 の 如き、 到底 英國 十七 世紀の 

ジョォ ヂ*  〈アバ アトの SI- を さへ 摩する もので はない。 少く とも 異教徒た る 私に は 左様 える ので あ 

る。 ただ 淸敎 徒の 根本 思想た る 友愛、 禁愁、 自由、 信仰な どで 固め 上げた 氣 風と 生活と を 通俗な バ ラ 

ッド體 の 詩 風で 歌った ところ は、 確かに 後人の 追隨を 許さぬ ものが ある。 恩師へ ルン 先生が 昔 大擧の 

講堂で 此 詩人 を 推賞され た 事 を 今 も記惊 して ゐ るが、 先生 も 彼の 『モ ォド， ミュ ラァ』 や 『力 サンド 

ラ* サ ウス ヰ ック， の やうな 物語 風の 作ば かり を 好まれた らしい。 殊に 石の やうに 頑固な 淸敎 徒の 勞 

働 者 を 歌った 『勞 鋤 の 歌』 の 詩集の 如き、 確かに 彼が 獨 得の 壇場で ある。 

ク H イカ ァと云 へば 祌擧 上で は 固より 淸敎 徒の 思想に 反對 して 起った もの だが、 その 堅苦し さは 兩 

方と も 似たり寄ったりの もの。 此 宗旨の もの は 英語の 二人 稱に 『ユウ』 と は 一 W はす 『ザ ゥ』 や 『ジ ィ』 

を 使 ひ、 七曜の 名 なぞ は 日月 雷神な ど 異敎の 神の 名が 附 いて ゐるは 怪しから ぬと 言って、 第一 日 第二 

日と 呼ぶ 程の 頒 固さ 野暮 さ 加減の 者で ある。 この 連中の 生活 狀態を 赤裸々 に、 簡明 素朴な 言葉で 詩に 

歌った のが ホヰッ ティアと 云 ふ 男で ある。 


いや、 文擧は 不良少年 を 造り、 藝術は 善良の 風俗 を紊す もの ださう だから、 餘り 長たら しく 詩人の 

事を：^ぃてはぃけなぃ。 私 は 更に 米 國建國 以来の 此宗敎 思想が 其國 文化の 他の 著しき 特徴.^. 爲 せる こ 

と を^ 摘して、 上來 幾た びか 脫 線した この 『印象 記』 の 稿を畢 へる 事と しょう。 

米 人で ある 察 は 徹底的で ある 事 だと 或 人が 言った。 しかし 同じく 徹底的 だと 言っても、 露西亞 人の 

は 動もすれば 消極的 破埴的 否定的の 傾向 を 有する がた めに 欝憂騰 世の 色を帶 び、 果て は 『トス 力』 と 

いふ 言葉で 首 ひ 表 はされ る 一種の 世界 苦惱 となって 行 詰る。 米 人 はこれ と 全く 正反對 に、 その 徹底 主 

^は^くま でも 積極的に 建設的に 肯定的で ある、 從 つてい つも 晴 やかな 樂： 大主蓊 奮 岡 主義と なって 勇 

往 一進しょう とする。 彼等が 新しき 事物 を 採用す るに 急な の も、 また 大規模の 百年の 計 をめ ぐらす の 

も、 一に この 徹底的 樂天觀 が あるから だ。 その 民主政治 はかくの 如くに して 成り、 その 物質文明 も 亦 

かくの 如くに して 興った" 

私は& ^こ 米 人が 『未来』 に 生きる 民で ある 事 を 一一 目った。 徹底的に して 且 『未来』 に 生きん とする 者 

は、 勢 ひ 理想家 たらざる を 得ない。 彼等が 極めて 刹那主義の 現實 主義者で あるに も拘 はらす、 その 半 

面に は： ssffi なる 理想主義の 傾向 を 有って ゐ るの は、 このため である。 そして 此 理想主義 は、 疑 もな く 

濟敎 徒から 何 へ られた 濃 なる 宗敎的 色彩に 染められて ゐる。 

歐洲ぉ 国の 驪紗を 擴り棄 て、 大西洋の かなた 未昆の 新世界に at 小憬れ て、 そこに 自己の 信仰と 努力と 


によって 地上 樂圜を 建設 せんとして 移住した 百 二人の 淸敎 徒は大 なる 理想家であった、 口 マ ン ティ シ 

ストであった。 次から 次へ と 移り 來 つて、 絡え す 新しい 生命の 力 を齎す 新来の 移住 民 も 亦 同じく 理想 

家であった。 そして 直接 間接 この 最初の 淸敎 徒の 影響 感化 を 受けて 今日に 至った ので ある。 米 人の 生 

活には 燃 ゆるが 如き 青春の 浪漫主義が ある、 宗敎的 理想主義が ある。 彼等 は 今 もな ほ 地上に 『神の 國』 

を 富 現せん 事 を 理想と して ゐろ。 先 づ之を 新 英 州の 諸 州に 始めて 合 衆國の 全體に 及ぼし、 更に 之 

を 南北： ゆ 米に 擴 めて 全米 主義 を提撕 し、 今や また 平和 强制 同盟 を唱 へ、 獨 逸の 軍國 主義 を 打破して、 

全世界 を 民本主義の 理想的 合衆國 となさん と 努力しつつ ある。 その 國民的 理想の 高遠に して また 雄大 

な だけ は、 確かに 買って 遣らねば なるまい。 

n 本の 政治家に 高遠の 理想が あるか 無い か は 私の 言 ふべき 限りで はない。 しかし 米國の 政治家に は 

昔ジ H ファソ ンの 如き 理想、 王義 者が 多かった やうに、 今 もな ほ 前の！； 務卿武 雷 安 氏の 如き 純然たる 宗 

敎的 理想主義 を 持す る 政治家が ある。 現 大統領 ヰル ソン 氏の 如き も 亦、 今 代の 最も 大 なる 理想主義の 

政治. ぶたる は識 *f の認 むる ところ だ。 ただ 或 種の 淺 薄なる 現實 主義者の 中には、 今 もな ほヰル ソン 氏 

がせ 戰の眞 意の 那邊に 在る やに 疑 を 抱く 人 も gi くないと 聞く が、 大統領が 歐洲戰 爭突發 以来の 一一 一一 口論と 

政策と 態度と を 公平に 考 へれば、 氏の 高遠の 现 想が 輩に 口先 だけで 無い 事が 首肯 せられる。 民本主義 

と 正義と 人道と 自由と を 人類の 大现 想な りと した 淸敎 徒の 宗敎的 精神が、 依然として 今の 民主 黨 政府 
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の 半面に も 假# せる 事 だけ は 疑 ふべき では 無い と 思 ふ。 ただ 其 時々 の 施設に 批評と 非難と を 招く 多く 

の點の ある 事 は 言 ふま で もな い 。 

元 來流敎 徒の 宗教 は、 行爲 そのものに 重き を S く 事 を 特色と して ゐた。 卽ち 信仰 は 何等かの 社會的 

行 爲に現 はれて 始めて 價恤 ありと 昆る のが 米 入傳來 の精祌 で、 現代に 至って 此 傾向 は 益々 盛んで ある 

ために、 彼等 は 今日の 國際關 係 社會問 题經、 S 狀態 などの 上に、 基 lq ^道徳の 理想 鄉を樹 てようと 絕ぇ 

す焦にぽし5=^^してゐるのでぁる。 女子 幼 者の 保 誰、 贫民學 校の 設立、 病院、. 感化院な どの 事業、 種々 

の 社き 改良 運動、 さう 云った やうな 方面の 團 體に關 する 記事が 二つ 三つ 新聞に 出て ゐ ない 日 はない。 

先づ 中流 以上の 米 人で これらの 會ゃ 團體の 八つ や 九つに 關 係し て ゐ ない 人 は 稀 だと 言っても 可から 

う。 數年 前の 統^で a ると、 敎育、 宗敎、 慈善 等の 事業に 個人と して 米 人が 寄附した 金額 は、 一箇年 

の 總額六 惊王千 萬圆を 超過して ゐる。 私の 滯 米-： ：- にも 。• 耳 義催災 民への 寄附 金の 如き、 莫大なる 金額 

に 達して ゐる 事を兑 た。 かくの 如き は米國 でなければ 決して はられない 现象 だ。 

海の かなたに 新しい 现想鄉 を 建てよう として 新 英 州に 渡って 來た 淸敎徒 は、 ただ 夢幻の 國に 

斷 ない 理想の 影 を 追 ふやうな 浪漫主義 者ではなかった。 彼等が 浪漫的な 半面に は、 實 行の 世界、 现實 

の 生活に 於け る 絶えざる 努力が あった。 彼等 は 終始 一 貫して 信念と 實 行と を 結び 附 けなければ 已 まな 

〈お： 8! の 入であった。 最初 新世界に 移住して 來た其 年の 冬、 瘰烈 なる 寒 氣に惱 まされて 彼等の 多數は 
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命 を？^ した y それに も 屈せす 僅かな 生存者 は 生活の ための 惡戰苦 鬪を續 け、 その子 孫 は 爾後 二三 世紀 

を 出です して 先住の 民を逐 ひ、 佛蘭西 人、 和 蘭人 を 同化し、 西班牙 人 を驅逐 し、 遂に は祖國 たる 英國 

の 竊紗を さ へ脫 する の 偉 を 成就した。 そして 今も猶 世界の 各地から 蝎集 する 新来の 移住 民 を 同化す 

るか、 然ら すん ば これ を驅逐 し根絕 せんとしつつ ある 有様 だ。 現に 此 度の 米 獨開戰 の 如き も、 かの 動 

も すれば ァ ング a  • サクゾ ン 系と 相容れ ざる 獨逸系 米 人の 勢力 を、 國 中より 排斥し 去らん とする 一 手 

^だと も 云 はれて ゐる。 かくの 如き は 一 民族の 活躍の 藤史 として 實に 驚くべき 奇蹟で はない か。 古 

代、 中世、 近代 を 通じて 世界史 上 未だ 曾て 比倫 を昆 ざる 大業であった、 と 言っても 過  一一 一一 C では 無から 

う。 そして 能く 之 を爲し 遂げた もの は、 强烈 なる 宗教 的 色彩 を帶 びた 理想主義に 伴へ る、 淸敎 徒の 物 

質的 努力と 現實卞 義 の 精神と に 外なら なかった。 詩人！！ 1 ングフ H  ！ 1 ォが 歌った 『村の 銀 冶屋』 が 『何 

ケ なしき 

か. 考 へれば 何 か 遂行した』 の も、 『かんかんと 叩く 鐵砧の 上に 一 つ 一 つの 行爲と S 心 想と が 出来た』 の 

も、 これは^ 今に 至 つ て 猶米國 文明の 特徵 を爲す もの だ。 聖書 を讀 みながら 勞 働し 金 儲 をして ゐる者 

は、 昔 も 今 も 米 人で ある。 

二 四 ゆかしき もの  一 

十七 世紀の 米 阈淸敎 徒が 奮闘の 物語 は、 今にして 憶へば ただ ー篇 の建國 神話に 過ぎない かも 知れ お 


ぬ。 しかし 最も 雄 辯に 米 人の 特色 を 語る もの は卽 ち此祌 話であって、 南方 ブ アジ 一一 ァ移 住民の 藤史で 

は あるまい。 

今から 半世紀 前、 南北戰ー？^？-までは新 英 州の 地が 米阈 文明の 中心で あり、 また 導 者であった。 

以後 西部と 南部との 政治 經 i 傚 上の 勢力が 急激に 增大 すると 共に この 中心 は 失 はれた が、 その 古い 宗敎 

的 理 想 主義 は 今な ほ 依然と し て 米 國全體 を 支配して ゐ る。 

アン グ B  • サ クソンの 移住 民が 十七 世紀の 昔に 祖國 から 潇 して 來た占 いものが、 I； 化 移り 物變る 三百 

年の 間に、 いっか 本 闽の英 1： では 滅びて 却って それが 米！： に 接って ゐ るの は 面白い。 彌兒敦 時代の 竪 

苦しい 思想が 今な ほ米國 文明の 裏面に 潜在せ る 事 は 上述の 通り だが、 これに 似た 事 はな ほ 他に も く 

ない。 第二 ic 語の トーな どに も、 英國 では 今日 旣に 廢れた 古い 語法が 今の 米 人の 日常 語の なかに 用ゐら 

れてゐ る。 例へば ビフテキ などの 生 燒けを 米 人 は rare と 言 ふが、 今日の 英人は i^n 通 lllKlcr(rne と 

いふ" 英 闕の應 5 フ リイ マンが 米！： に 来て、 米 人の 此語を 用 ゐるを 聞いて 驚かされと いふ 話 を、 私 

は ヰ リア ム. ァァ チヤ ァの 「今日の 米國』 の 中で 讀んだ やうに 記憶して ゐる。 『稀』 と 云 ふ 意味の 『レ 

ァ』 は羅甸 語源の 宇で T 生燒 け』 の 方 は 純粹の アン グロ  *サ クソン 語源の 古語 だ。 形 こそ M じで も、 

この 二つ は 全く^の」 「： 葉で ある。 ベ マ 日の 英人は 前者 をのみ ゐて、 後者 を廢語 同様にして 殆ど 使 はな 

い。 しかし 英文^の うちで 十ヒ 世紀の ドライデンの 詩まで 溯れば、 この 『生燒 け』 の 意味の 『レア』 
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と 云 ふ 字が 立派に 使 はれて ゐる。 無 學な英 人が 米國 の田舍 一一 一一：： 葉と して 笑 ふ 者の 中には、 往々 にして か 

かる 立派な 典據 ある 英國 古語が ある。 米 人の 日常 俗語の I ち 1CSS など も、 卜 四 世紀の チヨ ォサァ に 

.  ァ n ング ヱイ ズ 

あるのと 同じ 語法 だと 見れば、 あながち 輕蔑 する 譯 にも 行かなくなる。 また 大人 はよ く  A longways 

サ ム ホ エア ズ  ヒィ ゴ オズ アウト ナ イツ  エス 

だの、 Somc-wheres だの、 He  woes  out  nights だのと 妙な 所に s を附 ける が、 これ も 遠い 遠い 六 

七 世紀の アン グロ  • サ クソン 語法 だと 言へば 立派な 辯 解が 立つ。 かう いふ 事 は 何 處の國 にも あるの 

で、 i« 京人が 笑 ふ 田舍言 葉の 中には 立派な 古語が 澤 山に 殘 つて ゐる。 大和 地方の 人が 今日で も 『お ほ 

したてる JK 育てる)、 『うたて い』 (難^) などの 雅言 を 曰常會 話に 使 ふ 如き 例 は、 他に も 決して 珍ら し 

くないの である。 

かう いふ 床しい 話の 一例と して 特に 私の 與味を そそった もの は、 米 國の片 田舍の 山奥に 今 もな ほ 聞 

かれる 樵 夫の 歌の なかに、 ん穌格 蘭ゃ英 蘭の 古い バ ラッド (歌 謠) が あると いふ 話 だ" これらの 歌 

も 英國の 山男 はべ マ では 歌 ふまい と W 心 ふ。 

ノォス  I 

たと へば 北 力 口 ライナ 州から 西の かた テぇ ッシィ • ゲン タツ キイ 州に 亘る 一 帶の 山岳 重疊の 地方に 

は、 十ヒ 世紀 頃から 近頃まで 殆ど 二百 萬の 移住 民が、 他との 交通 少く 恰も 桃源 鄕の やうに 隔離され て 

孤立の 狀態 にあった。 此 あたりで は 特に 英國の 古謠が 最も 多く 口から 口へ と 語り 傳 へられて 現せし、 一 

また チヨ ォサァ 時代の 言葉で 今 はもとの 英 國で廢 語に なって ゐる ものが、 日常 語に 用 ゐられ て ゐる例 ^ 


が 多い と 問いて ゐ る。 

殊に 十七 世紀 頃の 英國 からの 移住者に は 門地 高く、 敎育も あり 舉問 ある 人が 多かった。 プリマス 植 

民の 牛耳 を 執った ヰリ アム， ブル ウス タァの 如き は英國 での 名門の 出で あり、 劍 橋大舉 で敎育 をう 

け 後 イリ ザべ ス 女王の 宮廷に 仕へ た 人で、 米阔 移住の 時に も 數ぼ卷 の 書を携 へて 來た。 <^のハァヅァ 

ド大學 の もと をな した ジョン • ハァヅ アド も、 自分の 文 扉 を 遣して 置いた。 かう いふ 人た ちの 文庙 に 

は沙翁 ゃスぺ ンサァ のゃラ な文學 物が 少 くて、 祌學 宗教の 書物ば かりが 多かった と 云 ふのに も 深い 意 

味が ある。 

米！； 黄金 文明の かげに 卜 七 世紀 以前の 古い 英國が 在る 事 を 思 はなければ、 あの 大きな 謎の 國を 理解 

する 事 は 出来ない。 

私が ボストン 郊外、 ハァヅ アド 大舉の ある 劍 橋に 居た とき、 或 日 コンコ ォドの 地に 折：： 人 H マ ソン. 

の }^ 居を訪 うた。 友が 示す 案內 記に 『コン コォド は！^ 逸の ゲイ マァ (、ゲ H テの舊 跡) や、 英！： のス トラ 

トフ ォォド • オン •  H イデ ン (沙 翁の 舊跡) 程に 俗化して は 居ない』 と あるの を讀ん で、 さすが 兑物嫌 

ひの 私 も 心 を 動かされた のであった。 靑 葉の 蔭な つかしき 五バ のなかば、 むかし 淸敎 徒が 耕した 麥隴 

|^34圃の^を行くこと數里、 コンコ ォドの 何とかの 旗亭に 憩 ひ、 所謂 『，新 英 州の 質 素. を 想 はせ る やう 

た田舍 料理 を 味 はって 後、 綠 したたる 美しい 森の 木の を 流れる 小川の ほとりに 古風な 馬車 ケ- 走らせ 
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た^ば かり は、 俗惡 な米國 にも こんな 所が あるの かと 思った。 超絶 哲舉 を 以て 世界 を^ 力した る 

思想家 H マゾンの 家 を： or 森林 生活の 讃美 者ソォ 口才が 筆 を 執った 池の ほとり を 逍遙 ひ、 去って また 

オル コット が 敎を靑 年， f 弟に 授けた 學 堂の 遣 跡 を 尋ね、 小山の ほとりに ホォソ オンの 墓に 詣 でて、 私 

は樂 しい 夢の やうな 半日 を 過した。 市 俄 古 や 鈕育ゃ 華盛頓 はた だ 僅かに 米國の 一面 を 語る ものに 過ぎ 

ない。 ボストン 郊外の 劍 橋、 コンコ ォド、 さて はまた 清教徒に 最も 緣の 深い セィ レムの 町な どを訪 

うて、 始めて 米國 文明の 奥に 潜める 理想主義の 面影 を 見る 事が 出来る の だ、 と 私 は 共 時に しみじみと 

感じた。 日本に は 桑 港 や 沙港を 見て 直ぐ 米國を 批評す る 人 さへ あるが、 これ は 今日の 殺風景な 京 市 

街 を 見て 日本 を 評する 米 人よりも、 更に  一 亂 2^,5 な 事 だら うと 思 ふ。 (大正 六 年 九月 下句より 十一月 上^ま 

で、 京都に て) 


I 米國 研究に 關 する 書籍 

米 國の產 業、 文舉、 宗教、 藤史 などの 特殊 研究で なく、 ただ 一般的に 現代の 米國を 理解し、 その 國民 

性と か 生活と か 云 ふ 方面 を 研究す るに 参考資料と なるべき 書籍 數種 を、 思 出した 儘 ここに 書き 附 ける。 

】• l\>cql1c.vlTe,  be  la  I き lociie  3  A さ srique. 

これ は 米國の R 本 政治 を 研究した 最初の 名著で、 第 一 版の 出た の は 千 八 In 三十 五 年で あるが、 その 英譯 

の 如 き 八， n な ほ 米 3： 大學 で 教科書 や 參考 書に ffl ゐら れて& る。 

2.  James  IBryce,  Tile.  Amcri 顏 Commonwealth,  18SS.  (New  Ed.  1910) 

3.  G.  \V.  Stecvcns,  The  Land  of  the、  Dclklr. 

-t.  Max  o-well, >  Frsch  M(m  is.  America. 

ひ. Hcnrv  T ョ "(.s-  The  y<  scene. 

ジ H ィムズ の小說 のうちに は、 米 人の. を 歐洲の それと 比較 封 照し、 二者の 如何に S ^なり 如何に 不 

調和で あるか を 描いた 作品が 澤山 ある。 卽ち A  P き sisQate  rilsl-im  a875)，  The  AiricHU  (1877)， 


The  Europeans  (ls7i^)，  Daisy  MilL-r  OSS ン The  B5-toni;lns  (1 ま Theprinc-ess  Capa3ass】 ョ a 

VK、 

(188G). 等 は ijj 近代 英文 學 史上の 大作で は あるが、 文章が 非常に 讀み 難いから 1 般の讀 者に， M くか奈 

何 か は 別問題 だ。 

二.  H.  0.  wens.  The  Futvre  in,  JLm-erss. 

7.  II11<<.o  IvHi ns tel. berra-.  American  Trails. 

8.  .Bliss  Perrv,  TJte.  A 纖 ricau  Mild. 

9.  Brander  Mattllews,  Ttte  yt さ. ericas  of  tJie  Future  arid  Other  Essays. 

10.  ； Mllirllea 二，  、二ミ -r/.cnf-,  the  Land  of  confmst. 

11. Henry  Van  Dvkc,  The  Spirit  of  ytirica. 

1 に. Myx  0-1-Jcll,  Jonathan,  osd  ifis  Cmtmmt. 

1;.5.  J.  C.  p-irtll,  OS.  Kin  P9.i  the  Sea. 

14.  A 一 exynclcr  pvtscis,  Americans,  §  JmpresMsl. 

15.  woodbridfre  Wiley,  America さ Thought,  from,  pwwfslii  to  Pragmatism. 

ir 一.  JKiitherine  G.  Busbey,  soi  Life  in.  America. 

17.  Stanton  c"cit,  Tz~c  Sotil  of  Am2,ic? 

IS.  H.  Mw.  Roljit-son,  The  .FlvstiMh  Cmlury  ^sswocw. 

5.  Gcorg  von  Skal, bas  amenkantschc  volk. 
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20.  A.  Bennett,  Y.OS-  united  States,  Impresswns  of  a  Firtd  Visit. 

21. I,vlwjn.d  >.  FJoss,  Changing  America. 

22. 1. こ siali ； Rovce,  Race-Questions.  Pr ご rinr-kfli き i  mid  Ot 一 5.  >~^s..s§  probh-ms. 

23.  Kmik-  Boutcsy,  ElsmentM  tr- ミ s  pa.}jchol~><J す d-  pe~ 勢 ミミ Tn- ミ？ 

24.  AJlx.rt  J.  Kcveridge,  vt ミミ. icrss  一 \f  To-dall  and  さ amyw. 

その. = ^昔から よく 知られた Mal.tiuca- や rr-snKul や Dickons 等の攀 になる 北米 印象 記と も 云 ふべ 

き 物 は 略してお く。 

一 一 英字新聞 『ジャパン • ク a 一一  クル 』 所戟 批評 

『北米 印象 記』 の 最初 数 項が 祌戶、 横濱の 英字新聞 紙上に.， "ii 介せられ たと き、 下の 興味 ある 批評が 『ジ 

ャ パン • クロ-一  ク ル』 に 出て ゐた。 後. にわた くしが 本文の 中に 答へ たの は 此^ 評に 對 してで ある。 讀者 

の參 照に 便 せんがた めに こ こ に揭げ る。 

>  JAPANESE  VIEW  OF  AMEF- 一 CAN  UFE. 

T->  the  Editor  of  the  chromcl-!. 

SiK, — I  have  reiul  the  extracts  fn51  the  article  by  p*l.ol.cssor  KAlriyagawa  liaktison, 

published  in  your  issue  cf  o(-tclx.r  7th,  with iii 一 idi interest.  As  rar  as  I  know  the  A ョ c- 


ncans  ami  their  country,  I  thinlc  the  p*rofcssor-s  iiiiprcssions  awe  in  the  nlal.ll  correct. 

ne 】s  evidently  close  obs2,vcr  J3(l a  clever  student  of  liunian  nature,  who ョ. Klerstands 

hcnv  to  relate  hjs  experiences.  His づ wlosoJ】hicaI  placidity l.n  recordinj^  facts  enhances  the 

ralue  of  liis  statements.  Yet  able  as  Mr.  :Kuriy£l^awa-s  articles  are  I  venture  to  offer 

a  rcnv  rclllMrks. 

I  i;hinK  tliere  is  notlliag  lllysten.olls  a 一 Jout  tlie  influences  oi- け yraiinv  "  lire  slx-a 一 <s  of. 

They  cau  be  ex づ lamed  F-sycho】ogica】ly.  Fm.thermore  it  seenis  to  me  that  Mr.  Kurlya や， rwa 

lays  a  littl ひ too  such  stress  UJSll  the  inHutmcc  of  the  American  crowd  taken  as  a,  whole. 

In  laci;,  all  tlsl る bcin ぬ etltsl,  the  psychology  of  crowds  is  in  the  main  verv  much  the 

is  everywhere.  Altllcligh  Mr.  wuriya 巧 i\va  acknowledges  "elsewhere"  also 

crowds  aie  swayed  by  sentiment  and  are  absolutely  rcason-procf  "Iwllich  is  und 一 5btedly 

.t3e——ll ひ srterss  cn-2.I()ok  ^11 ひ fact;  .tlltlt  in  o.tlK レ i- civilised  c()21t;rirts  <X5 叶 tie-  crcnv(】s 

can  be づ ery  tyrannical  and  Isreasollablc.  wut  there  is  one  thin^  pertain.nrT  to  lis 

crowd  which  the  professor  does  m>t  nlelltiol-. I  mean  a  certain  subdivision  ©f 叶 he 

Amencall  crowd ン vnlt.h  belongs  to  t,h2  foules  一 smogi-mes,  distinctive  from  the  foides  hder 。ず es, 

accoldjn^  ic  Gustavc  Lc  Bon>s  classification.  It  is  the  numerous  sects  of  Moral  Mcnwcrs 

Tsljnshlng  in  the  creat  Reptiblic.  The  members  of  these  sects,  among  which  there  are 

nianj  women,  nlaY  belong  to  the  clergy  or  not;  but  tyrants  they  are  all.  Some  of 


them,  comparatively  haTalless,  sight び 2  called  wdl-lllerlnils  cranks,  while  others  are 

real  ranadcs.  All  these  people  are  possessed  by  the  intcle311t  spin-t  of  the  r-il^rhll 

rathers  adapted  to  iiioderri  conditions.  Of  Anglo-Saxon  origin,  these  religionists  an(l 

ctllcrs  arc  a  swaggerit-g,  TncHkllesorne.,  an(l  50st  unjllrtwsan 汁 crowd,  tlic  like  of  wllicll  is 

acfver  (Irejlnlt  of  on  the  continent  of  Etlrollc  Kilt  one  can  seet  spedniciis  of  the  type  in 

G-reat  BnUim  and  Australia,  where,  however,  they  are  much  less  frequent  £111(1  wield  less 

IX】 さ er.  、rhe  influence  of  these  Moral  Mongers,  especially  if  they  are  derfTvtnc-.n,  C3 

politics,  education,  i5d  social  ll.fe  in  the  united  states  is  tremendous,  wclrllitrll  incredible. 

ヒ h(.y  t.(msT.lt=tc,  as  it  were,  a  state  iii a  state,  and  tlic  majority  of  Americans,  in  the  Ncrtll- 

.past  ami  nllddk-  west  in で artk.lllar,  "remain  tame  and  submissive"  IK.forc  ^--O^.M.  tyl.alllly. 

A>hls  SIKX-Jal  Isnlogcncolls  crowd  is  also  "  absolutdv  l.celson-proof."  IMicy  arc  \vcul{l-t>e 

reformers.  If  they  had  their  f.u】l  swily  everywhere  the  world  would  crc  一 01 ミ be  inhabited 

l)y  whimpenn タ hymning,  and  tcasippillJJ"  masses  llK-n  and  wc ョ 21. The  i 一 idiviihial 

ami  personal  ^^-x^^.x  do  not  co ヨ it  with  tlK-se  lllcralists  ami  (-dlll-at こ rs.  、rlK-  iovs  ct- life 

and  everything  c:llllcc.t(.(l  with  it  arc  Si-Is  in  the  eyes  :f  tlK-st-  (k-sllcts.  It.  is  thev  wllo 

liavc  flirting  l>unlsll£l.blc  jiiid  cclldcnnl  Idssinp..  It  is  tlicv  \vli こ arc  Inaking  Arncrk.a 

dry  rroal  ocean  to  cccan.  It  is  tliey  \vl-c  w こ iild  illlpriscn  and  f^T-c  a llK-ll \\.ー1{>  -lares 

.tc  s ョ ckc  or  chew  tcbaccj,  cr  spits  cn  tlic  lilatlcnll  ct  a  railw-ay  tkjjct.  TIHV  wcllkl 
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； put  in  jail  a  western  Indian  wllo  s  not  legally  nlMrried  to  his  squaw.  Tliey  arc  IcilHna- 

the  SC51  year  ilfT-er  year  of  tll()llstu.Kls  of  Indian  1)ovs  {Ir-d  wirls  t-v  tlie  Chc2.】ess  jukI 

rigul  system  B  their  schools.  They  try  to  meddle  with  the  private  ilArairs  of  others  t-v 

fair  incjins  or  f21L  .The  illfluclK.C  of  these  fanatictil  cranks  is  even  felt  outside  tlie  States. 

In  the  ^-^  Seas  二 icir  iiiissionarics  Jirc  ruling  the  (locik-  natives  witli a  rod  of  iron- 

As  a ln.o(>r  CI  tlicir  jestnctic  taste  they  liave  inlp<.)se(l 11】 つ ll^ly  Mctllcr  Hubljard  "  cll 

the  V 雲 nes. ひ everju  years  ago,  whcll  tlie  Anlcrk.an  IJattleslll-p  Hcct  was  c.(>lninr>- 

to  Jal:>J.5,  some  or  ulesc  20rill】sts  11a(l  die  illlplldcn?-  t()  propose  t こ the  l-alKlnes つ 

authorities  IKrw  the  bhicjac.kcts  should  Is  cnterlailK.d  iii port.  Iii 11: drt-llnlstallccs  were 

.these で lu.c  and  virtuous  young  IllcM  tx)  -  o  £lno\ve"(l tc  appnKK-ll  tlic  native  fair  s:-x. 

Gc-lslla-djlnccs,  一 I-  unavoKlal>】 つ, hful  tc  t>e  vle.vve《l  fn)lr-  a  sak-  distance,  ctt-.  H:\v  all  this 

rtnded  I  (loll-l-  Know,  as  I left  JafKul. 

I  now  turn  tc  ； mother  thinj2j  which  Mr.  Kurlyauawa  has  m>t 11K-Ilti:m. 二,  and  yet  it 

js  typically  AUKTicall-  ILatin  peoples  and  orientals  fed i ミ tlll-llg  for  it  luil  ridicllL-  and 

contempt.  I lllsln け lie  IKTPL-ttul 一  riisli  all{】 一三 rrv  iii cvc-rydilv  lifi.-  hn.  nc  apparent  reascll. 

Hundreds  or  thcuslulds  cf  nK-r-  an(l  wclllcn  scclr-  to  labour  under  an こ ljs(,ssicn に hat-  they 

h-ave iio  tl5e.  Many  of  tlK.ls  work  wltll a  sort  of  frenzy  a  sif  tlidr  kist  liour  l.sd  come. 

レ t; 】s  a  cunclls  nervous  】llcllc5ania  which  is  hie-hlv  infections  and  lias  ruined  th ひ healtli 


of  I 匿 and き i.  As  regards  her  il  Majesty ま 霞 I  ？  1^ 

f  slavclhe  I  I—I  coulU  SI  at  length  o 一一  Mr.  Kuriyalas 

I 霞 i(ー,  but  space  ids.  Only  this:  to  i  f  I  , 

but  lersll  and  1 1 is.  An(一  if  the  olc 一  I 一一 一 g  "s  true  that 

I  is  laiy  what  San  has  lie  of  he 一-,  ths  ip  the  [  I  arc  I 

1r  edits  s,  il  the  Jal>al t  I  p  It, 一一 一  li"  —さ-一- -  o.o. 


K(£K  ..  ？. r  9th,  1917. 
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左 脚切斷 


三月の 末であった、 私 ほ 海の かなたへの 旅に 發 たうと した。 族を朿 京に 移さう と 思って 色々 の 準 

備に 忙しかった 時で ある、 ふと 左足に、 ほんの かりそめの 傷 をした のが 原に なって、 ひどく 腫れ 上つ 

て 痛み 出した。 發^^も甚だしくなり、 我慢に も 歩行な ど は出來 なくなった。 醫 者のと ころへ 行って 切 

問 を し て ふその 途中 も、 篤 籠 の 中に さなが ら 病めろ 獸の 如くに 息奄 々として 横た はって ゐ る と い 

ふ、 至：！ 惨な 有様と なった。 折角お も ひ 立って 遠い 旅へ^ 掛けよう とい ふその 矢先に この 次第 だ。 豫 

定の 船の 出る 日 は 曰 一 曰と 迫って 來る、 ぢ つと 養生 なぞして ゐる氣 に はとても 成れない。 殊に 家时な 

ぞは旣 う 東京へ 途り 出した あとな ので、 まるで 空屋 同然の 處に 病人が 轉 がって ゐ るので ある。 子供ら 

はもつ いくつ 寢 たら 東京 へ 行く の かと 言 つて 樂 しんで 待って ゐる。 早く 發 たうと 思 つ て 氣 ばかり は 焦 

るが、 痛む 足 は 思 ふやう に 動かない。 自分の 足と はい ひながら かうな つて は 旣ぅ仇 も 同前で ある、 惡 

魔が そこへ m くって ゐ るの だ。 ー&? ひと 思 ひに 切り 棄 てて 吳れょ つかと、 床上に 呻吟きながら 僕は獨 
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りで おへた。 むかし 大 燈國師 は、 足が 不具であって 坐禪 をす るのに うまく 坐れ ない とい ふので、 或 時 

途に 『この 足め が』 と 言って 無理に それ をへ し 折って、 その 儘 跏 して 死んで 了った さう である。 痛 

快な 坊主 も あ つた もの だ と 感服し て、 僕 はこ の 話 を 何 か の 本で 讀んだ 時から 面白い と 思 つて 今に 記憶 

し ゐる。 これし きの 傷で 弱って は、 大 燈國師 にも 恥づ かしい と 僕は考 へた。 

片足 切り 棄 てて 二 本の 脇 杖に すがった らば、 せめて 東京まで は 行ける だら う、 乃公の 行く手 を 遮る 

.Is- 魔の 所業に おめお め 降参して なる もの か、 と 我慢 をして 滿 身の 力 を こめて 奮起して は 見る が、 矢 張 

り 駄：： ：： だ、 一 步も 動け ない。 一歩 どころ か I？ ふ 事 も出來 ない。 かう して 煩悶して ゐ ると、 或 夜 どうし 

た 拍子 か忠 部から 非常に 澤山 出血した。 繃帶は 血み どろに なって、 夜具の 上に は 一面に 血が 流れて ゐ 

る。 かう いふ 風で は 何の 設備 もない 自宅で とても 養生 は出來 ない、 と 人 もさう 言 ひ 自分 も 成程と 思つ 

た。 成 と 思 ふの はもう 體 力が 弱って 我慢が 鈍って 來 た證據 である。 熱 はこのと き 四十 度の 邊を 昇降 

して ゐた。 

先楚ゃ 友人の 切なる 勸吿も あり、 且神戶 から 來て 吳れた K 醫學士 の 取 計ら ひで、 僕 は その 翌日 途に 

京都 大學の 病院の 一室に 身 を 横た へる 事に なった。 生れて はじめて、 病院の ベ ッ トに圓 かならぬ _c 々を 

結ぶ 身と なった ので ある。 

埶 一の 高い 所爲 であらう、 からだ は ベット を 離れて 何だか 中空に 浮いて ゐる やうな 心 持 だ。 患部 は 痛 
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むし 贫愁 なぞ は 全く 無い。 たださ へ瘦 せて ゐる 身體は 惟悴し 衰弱し 切って、 0 分に は见 えない が 容貌 

の 如き 僅かに 數 日の^に、 十 年 二十 年 ほど も 老けた 老衰 者の それの やうに 變 つて ゐ たさう だ。 あとで 

くと、 この 時は旣 に命且 夕に 迫って ゐ たので、 醫 2 ほ窒 では 助 乎の 入た ちが 氣の 毒な 事で あると 言つ 

てゐ たさう だ。 もう とても 助かる まいと 云 ふ 意味な の だ。 看護し て ゐ る 妻 や 友人 は嚴か に そ n を 私に 

* ぐ 

f がして ゐた" レょレ ょ切斷 しなければ ならなぬ とい ふ 事 も、 その 手術の 前日まで は 私に 吿げ なかつ 

た〕 何も 知らない 私 は ss^ にも、 矢張り 一週 問 か 十日 も すれば 退院して 遠い 外國へ 出掛ける つもりで、 

船 なぞ 次の便 船 を 心待ちにして ゐた位 だ。 あとで 心 やすい 醫 者の 話で は、 若し あの 時 院 もせす に 我 

慢を 張り 通して 横濱を 出たならば、 みごと 太平洋 上の 鬼と なって ゐた であらう。 もう 四 五日 も 乎 術が 

後れ、 熱が. T ら なければ 無論 生命 は 助からない のであった さう だ。 

忘れ もしない、 M 月 e: 日の 未明で ある。 宿直の 醫 員が 僕の 病室へ 来て 何百 グラムと やらの 食 >M 注射 

をした。 前 U から 旣に 絶食 を 命じられて ゐる。 いよいよ 手術 をして 足 を 新 するとい ふ 5^ だ〕 朝に な 

i- のら 

つて W 教授の T さんが 來て、 生命に は 代 へられません から 切斷 します、 ときつ ばり 申 渡した。 足 を 切 

つても 幸 ひあなた の 仕事に は 差 支が 無い ので、 とまで 言葉 を 足した。 私 は 素直に、 何分 宜しく 願 ひま 

す、 お任せし ますから と 答へ た • 頗る 平氣 であった。 あまりに 平氣 なので、 わきで n3- てゐる 私の 友人 

や 妻 は 甚だ 意外に 思った さう だが、 私 自ら も考 へて て、 どうして さう 平氣で 返答が 出來 たの か 我な 
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がら 不思議に 思って ゐる。 かう して 達者に して ゐる 時、 若し 誰かから 11 たと ひそれ が 自分の 充分に 

信顿 して ゐる醫 おであらう とも、 —— あなたの 足 を 切ります よと 言 はれたら、 とても.， めんな 平 氣な挨 

拶は 出來な い 苦で ある。 少く とも 私の やうた 人 として は、 多少の 澳惱と 苦痛と なくして は あの 中 渡 

し を 受取る 事 は出來 ない 香で ある。 考 へて 兒 ると、 もう 其 時は體 力の 二 退 と共に、 我慢 もな けれ ぼ 我 

意 もない、 ただ 他人の 言 ふ 儘になる とい ふ 眞に憐 むべき 弱者に なって ゐ たので ある。 實際、 病勢の 甚 

だしく 募って ゐた s; は 0 分の 周圍に 動いて ゐる 人た ちの、 やさしい 美しい 方面ば かりが 目についた。 

シ 一- - ッ クな ミサ ンス ロビッ クな心 持 なぞ は 微塵 もな くって、 他人の 心の 情と か 愛と かいふ 側ば かり を 

見つけ 出して は、 それにた よらう！！ らうとの みして ゐ たので ある。 癎瘕を 起さう にも、 その 瘤なる も 

のが どこへ 行って 了った のか、 影 も 形 も _-な く 屏息して 居る ところ は、 私の 生活 史の 上に 於て 特筆大書 

すべき 不可思議な  一 n であった と 思 ふと、 寧ろ 滑稽の 感が ある。 

いよいよ 死に かけて ゐる 時に、 私の 先 Ssf も 友人 も 妻 も 皆 心から 私の ために 盡 くして 吳れ た。 私が 危 

く 失 ひかけ た 生命 を 取り止め たの は 全く これらの 人々 のお 蔭で ある 事 は 言 ふまで もない が、 それと 共 

に 忘れられな いのは 外科 敎窒の 人た ちの 厚意であった。 ー體、 世 問の 醫 者と 云 ふ 者のう ちに は、 物慾 

に驅ら れ虛榮 にあ こがれる 言語 道斷の 雲が 多 い。 私 なぞ は 死んでも あんな 者の 世話に なりたくな い 

と 思 ふの がいくら も 居る やう だ。 ところが 此大學 の 外科 敎 の 人た ちに 接して、 私 は 未だ 曾て 一た び 
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も モんな 不快な 感を 抱く 機會 がなかった" 贫塞な 一 個の 請 書生で ある 私に 對 して、 、王 任 敎授を 始めと 

し-- 一 看護 51 に 至る ま でも、 {|：1 に 丁寧 懇切 を^め たも の であ つ た。 、王 任 の IN 博士が ョ 本に 於け る 外科 

舉の 泰斗で ある 事 は 世人の 知る？ g り だが、 私 は はじめて 診療 を 受けて、 更に その 淸 節の 士 であり、 ま 

た 溫情 の 人で ある 事 を もよ く 知 る 辜 を 得た ) 當代 稀に る 高 節 の士 であるのに BI 分 は 深く 敬服す る と 

共に、 かう いふ 人の；^.^ 療を 受ける 分 は 心から 幸福 だと も 思った。 七 切に あまる 人院 中の 隨分 長い §1 

を、 自分 は 一度 も； i 疲も 起さす 我儘 も霄 はすに、 ただもう 喜んで 快く 治！^ を 受けて ゐた〕 旣に 、干-任 敎 

投 かかう いふ 立派な 人 であるから、 その 下に ゐ た醫员 はも とより 謎婦 の 末に 至る まで も、 一 isi に 丁寧 

で 親切で 廉潔 で、 私 はこれ らの 人た ちから 受けた 溫ぃ 情 を <f マ もな ほ 淚を以 て 感謝し てゐ る" 

叫 巧の 三日と！： 日と は 大祭 日と 日曜日であった。 しかし 今 は 一 日の 猶豫 もな り 難いと 言 ふので、 閉 

ぢて ある 乎 術窒を わざわざ n かせて、 敎授、 助教授、 その他す ベての 人々 が W て吳 れられ た。 三日に 

は 病 から 運搬 車に 載せられて 長い 廊下 を 手術 〔至に リ 出された〕 教授が 先づ 一度と くと 忠部を 『點 

檢 一！ する のであった】 その 際に 手術 臺の 上に 仰臥して ゐて、 自分 は 女々 しく も 『痛い』 とい ふ 聲を思 

は チ^ら した" 忽ち H  H テル を g< がされた。 半醒 半睡の 狀 態に 人って から 私 は 何でも 大きな 聲で喋 舌 

つて ゐ たらしい。 何 を 喋 舌つ たかは 全く 記憶して ゐな いが 喋 舌った と 云 ふ 事 だけ は 漠然と 覺ぇ て ゐ 

る。 あとで 妻の 話に よると 其聲は 手術 場の 外まで も^えて、 何だか 演說の やうであった さう だ。 手術 
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場から 病室へ 歸 される 時 も、 述搬 率の 上で まだ 嘆 語を鑌 けて ゐ るの を 妻が 制した。 いかにな かば 知覺 

を 失って 居た と は 言へ、 自分が さう いふ 取亂 した 態 をした と 云 ふ 事 を 後に 聞いた 時には、 我ながらに 

恥 か ー くて ならなかった。 

の 午後、 私の infernal Ic^ は 遂に 切り 棄 てられた。 何とか コッ ゲンと 云 ふく だらぬ 徽菌 を、 

門戶を 問いて 歡迎 しゃがった 揚句、 私の 總身を 苦しめ、 生命の 源 を さへ 絡た うとした 惡 むべき 呪 ふべ 

き 私の 片足 は、 みごと 切り放 たれて 手術 場の 一隅に 轉ん だので ある。 生れて このかた 三十 揮 年 わが 身 

にくつ 附 いて ゐた 物で は あらう とも、 今では 更に 懐かしと も 惜しと も 思 はぬ。 二度と わが a: に は觸れ 

ぬ やう、 腐った 足よ、 奈落の底に 落ちよ、 惡 魔の 國へ 失せよ、 と 私 は 呪った。 

手術^の 上に 身 を 横た へた 時、 助手から 『大きい 呼吸 をなさい』 と 言 はれる 儘に 思 ひ 切って 麻醉劑 

を 吸 ひ 込んだ、 お 藤で 其 時の みならす、 手術の 後に も 何の 苦痛 も 知らなかった】 仰臥した 儘で は 自分 

の 足 もとは はえない から、 切られた 後の 感覺も 矢張り 足が あるのと 同じであった。 線帶 がして ある 所 

爲か、 切られて 無くなって ゐる 足が m かったり、 あり もしない 指さき に 何 か 物の 觸れる やうな 氣持も 

した" 足 は旣ぅ 無い の だと 云 ふ 事 を眞に 意識し 得た の は、 少し 快くな つて 自分の 眼で 足 もと を 域 見る 
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や うにな つてから 後の 事であった。 

食愁が 全く 無くなって、 唯 僅かに アイス ク リイ ム と小ノ 量の 粥と で 危ぃ命 をつな いでなる 頃、 私は獨 

りで &々 淋しい 菜敢 ない ことば かり を考 へた。 ；大は 私に 生來 弱い この 身 體 そ與 へて おきながら、 この 

上 ま だ 左 脚 をまで 奪う \ > 迫害 を 加 へようと する ので あるか。 あらゆる 不幸 に な やま された 舊約書 の 約 

百の 話に ある やうに、 何の 罪あって H< はかくまで も 此身を 苦しめる の だら うか、 とうらめ しく 思つ 

た】 今にして 思へば 如何にも 意氣 地の ない 話で は あるが、 意氣 の 衰 へた Si は實 際さう 云った 女々 しい 

物 思 ひに のみ 耽る のであった。 生れ 落ちてから さまざまな 不 24 議の述 命に 翻弄され て、 餘り 幸福で も 

たかった 我が身の 過去 を 思 ひ 返して は 眠 をな さぬ 夜 も 多 か つ た。 系統 を 立 て て 物 を考へ る だけ の 精力 

が 無くなり、 瘦 我慢 を 突 張る 體カも 失せて 了 ふと、 かう も 人 は セン ティ メンタルになる もの かと われ 

ながら 愛想が 盡 きた。 

入院した の は 三月の 二十 五日、 春と は 言 ひながら まだ 塞い 日であった。 それから 殆ど 十 曰ば かりと 

いふ もの、 自分 は 殆ど 瀕死の 狀 態に あつたから 戶外 のこと を 全く 知らなかった が、 或 日、 手術 場から 

の 歸途に 運搬 車に 仰臥しながら 廊下の 窓から 外 を 眺めた。 入院した 頃の 冬 景色と は 打って 變 つた 卷の 

美し さに、 私 は 思 はす 驚嘆の 聲 を：^ ら すと、 単を曳 いて ゐた 看護婦 も 暫く 歩 をと どめて 吳れ た。 私 は 

この 時 ほど 鮮やかに また 强く、 春と いふ ものの 印象 を受 入れた 事 は 未だ 曾てなかった。 三春の 行樂を 
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瞬時に ii めた とで も 首 はう か、 私 は その 短い 數十 秒の 間に 春と 云 ふ ものの 淸 刺の 氣を 十分に 吸 ひ 

込んで、 はじめて 蘇生した やうに 思った。 - 

1^ も 漸く 老 いて 病院の 靑 々 した 芝草の 上に 樱の 花の 散る ころから、 靑紫 のかげ 懷 かしい 初夏の 候に 

かけて ユー 月 あまりの 長 い^を、 私 は 淋しい 病床に 日 を 送った ので ある。 脇 杖に 槌 つて 少し 散歩が 出來 

る やうに なつてから は、 色々 な 齊物を 取り寄せて 濫讀 した。 椅子 を 芝生へ 持 出して、 日な た ぼつ こ を 

しながら 三 i: 時 問 も讀書 をす る 口が あった。 平生 あまり 俗 川が たて 込んで 忙しい 時 なぞ は、 一月 位な 

ら輕ぃ 病^で 人院 して 思 ふま まに 臥 轉んで 本ば かり 讀ん でゐ たい なぞと Hit 鹿な 事 を 思つ た 事 も あ る 

が、 ほかうな つて： 15- ると、 ぃくら時問に餘裕はぁっても^^院では本當の讀書なぞ出來るものではな 

いと 思った。 讀書は 何と 言っても 矢張り 自分の 書齋の 机の 上に 限る。 S の 避籍地 ゃ溫. M 場へ 行く とき 

に 行李の 巾に 重たい 書物 を うんと 詰め込んで 行って、 その 半分 はおろ か、 三分の 一 も 役に立た なかつ 

た 經驗は 今までに いくたび か ある。 況ゃ 病院 なぞに 於て を やで ある。 

生活と いふ もの は、 どうしても 詩に はなり さう もない 殺風景な いやな ものである。 殊に 私の 受 

けた やうな 外科 手術 を詩题 にした もの は、 自分の 平素 親しむ 英文 Sjf のうちで 考 へ て： 13- て も その 例は甚 

だ少 い。 誰に も 第一 に思ひ浮ばれる最も^^名なものは、 ヰリ アム • ァァ ネスト • ヘンレイ William 

Ernest  Ilcnlcy  ( 一  八 §： 九 年生— 一 九 〇 三年 5^) が 一 代の 傑作と して 數 へられる 『病院に て』 すべ て 
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二. h 八篇 である。 よほど 以前に 讀ん でお ほかた 忘れ かけて ゐ たこの 詩集 を、 私 は 自分の 病苦と 共に ま 

た 思 出して、 それ を 病院へ 取り寄せた。 毎日 手術 場に 引出されて 繃帶を 交換され る 苦しい 病院 生活の 

I？ に、 この；！^^集を！^び讀み直して味はって見ょぅとした。 

ヘンレイと 云 ふ 人 は 詩人と しても 批評家と しても、 やはり journalist の 肌 あ ひの 人であった。 彼 

の 詩集に は 口 ン ドォ とか ギラネ ル とか 云 ふ § 西 古詩の 體を模 した 名作な ども あるが、 かれの 特色 

はや はり 在來の 因襲に 反抗して 新 倾向を 創めた 作品、 たと へば この 病院の 歌 なぞに 最もよ く 現 はれて 

ゐる。 郎ち 今まで は 詩歌と さへ 一 W へば、 みやびた 優美な 言葉で 詩的な 題： in をのみ 歌 ふの が 常であった 

の を、 ヘンレイ は n 常の 平：：；^ 通俗な 首 葉で、 現在の 事實ゃ 自分の S 接 經驗を 極めて 寫赏 的に 描かう と 

云 ふ 新しい 試み をした。 ちゃう どキ プリングが 汽關車 なぞ を 詩题に 取ったり、 平：； 一? な 俗語 を 詩に 川ゐ 

たのと 同様で、 二十世紀 現代の 英吉利の 詩歌が、 全體に 於て だしく 散文的に 寫實 的に なった の は、 

時勢の 然 らしむ ると ころな りと はいへ、 また キプ リングと へ ン レイと 二人の 感化 もぁづ かって 大にカ 

があった らうと 私 は 信じて ゐる。 この 病院の 歌 なぞ は、 まさしく 新倾 向の 曉鐘 とも 言 ふべき もので あ 

つた。 

へ ン レイ は 十八の 歳に 舉校 生活 を やめた が、 病氣 のために 遂に 左 脚 を切斷 しなければ ならない 事に 

なった。 當時 H ディン バラに リス タァと 云 ふ 名高い 外科 醫が 居て、 この 人が 新 1^ 法 を發晃 して 近せ の 
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符界に 一新 時期 を 刻した。 時 は 千 八 百 七十 三年の こと、 當時 貧と 病と にや つれた、 まだ 名も無い ー靑 

年 詩人の へ ン レイ は、 はるばると ヱ ディ ン バラ に來て 此^ 手 を 訪ねて 手術 を 乞うた。 かれは 其 時 二十 

叫 歳であった。 ヘンレイ は 二 卜ケ： =： とい ふ-おい 院に 居た。 その 間に 得た 自分の 經驗を 基と して 出 

來た 製作が、 卽ち この 『^院 にて』 二十 八篇 であった。 

先づ S 翁？：^  ：  に、 忠^^が入院するところケ歌った 一 篇が ある。 その 結句に、 

A  tragic  scallncss  scerns  £0  lo  cnvlron 

Th(se  c(Jridors  ami  sttiirs  ()f  stone  anu Iron, 

CLd,  naked,  二 cal,.  lla;f-\vcrkhollsc-  and  hali-jail 

悲痛なる 慘さ に 包まれたり と a ゆ る 石と 徵と の 廊下^ 段、 

冷やかに、 赤裸々 に、 また 淸ら たり 11 半ば 救お 院、 半ば 牢獄" 

この 设 後の 一 句の 如き は 最もよ く 印象的に、 狗院 とい ふ ものの 感じ を 言 ひ 現 はして ゐる やうに 思 はれ 

る- 

その 次に は 待合室 を 詠 た 一 ^があって、 終に 下の句が ある。 

C-0 lias  a  pl.obe  it  fcc.ls  to  me  a  crcwv-ar. 

A  small  t-cy  siiifTs  i ョ (1 sl-l<l<lcrs  after ヷ luestone. 
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A で oor  old  tramp  explains  tiis  f>oor  old!  ulcers. 

.Life  is  (I  think)  a  blun-icT  iuid  ti  sllnme. 

一ん は 探 針 を 持てり、 吾 は そ を 鐵捧の 如くに 思へ り。 

小さき わらべ は 綠雜を ゆ、 ぎ て 身ぶ る ひせり。 

又 みじめなる 老漢 のおの が 滑 瘍を說 明せ る あり。 

われ 思 ふ、 生 はかくて 大 なる 過に して、 また 恥辱なら ややと。 

ハ；： 乎 術 場に 出て 繃帶の 交換 をして 貰 ふとき、 探 針 —— 卽ち獨 逸 語で いふ ゾ ン， テ —— とい ふ 奴が 私に 

とって は 何よりの 苦手であった。 醫師が 看護婦に ゾンデ を 持って 來 いと 命す るの を いただけで、 い 

つも ぞっとした。 あの 探 針 を 傷口に 突 込まれる 痛 さ を 思 ふと、 いかにも 一本の 太く もない 針が 鐵 棒の 

やうに 感じられる。 朝起きても、 け ふ はまた あの.. ソン デ かと 思 ふと、 思 ふだけ でも 痛かった。 また あ 

の 手術 場の 慘愴 たる 光景 を兑 ると、 人 はかくて 摘 生きなければ ならぬ もの か、 と 私 は 時々 さう も 思つ 

た。 いかにも 此 詩の 句に ある やうに、 生きる と 一； ム ふこと が 何だか 一 つの 過誤で あり、 また 恥辱で ある 

かの やうに 思 はれて、 此 一 句の 意が 最も 痛切に 私の 胸に 響いた の を 記憶して ゐる。 

私 は 前後 三囘 ほど 乎 術 をう けたが、 その 度 ごとに 全身 麻醉 をされ た。 數 をかぞ へて 大きい 呼吸 をし 

てゐる に 身體は 何だか 3 呉 暗な 深い 深い 穴の 底へ 沈んで 行く やうな 心地が した。 へ ン レイ は 『乎 術』 


と题 した ー篇 のうちに、 の 麻？ かけられた 折の 心 もち を 歌って ゐる。 醫 S 息 者の 面 を布片 S 

ふ、 總 身の 感覺は 段々 に 失 はれて 行く。 その 時 だ、 

And  yoii  gasp  and  reel  and  shudder 

In  ； 1 rushing,  swaying  rapture, 

wllilrt  t-llc  voices  id  your  cllocnv 

Fade —— receding —— fainter  fartl-.er. 

Lights  about  yoii  shower  all(l  hniib 一 c. 

And  ycur  blood  seems  crystallising 

EtllTed  and  Aribrtst,  yet  Avitlun  you 

rJaokcd  an(l  liurticcl  back ョ 1(1 forward. 

Then  tlie  lights  grow  fast  and  ？ ri<5s, 

All-1 vou  hear  anoisc  (>f  waters. 

Ami ycu  wrestle,  一 Jli=(l  and  <】iz7 ふ，， 

111  ail  ilwf>-.-y  ()『 r-sfcrt. 
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かくて 汝は 喘ぎ、 よろめき、 身は慄 ふ. • 

突きく る 動搖の 恍惚の たかに。 

その 時、 そばの 物 昔 は 

かすれ 11 退き 11 かすかに も —— 遠ざかる。 

そば 近き 光 は 雨と 降り、 轉び 落ち、 

汝が血 は 結晶す るかとば かり 覺ゅ — 

微動し、 震動し、 され どまた 五體 のうち を 

責め苛まれ、 前後に 激流す。 

やがて また 光 は、 しかと 烈しく も 照らす。 

耳 もとに 水 聲を閱 く。 

かくて 汝は 努力の 苦しみに、 

目 盲 ひ、 目く るめ きても がくな り。 

肉 la の 苦痛 を かくまで 寫實 的に 描いた 詩 は、 他に あまり 多く 例 はない と 思 ふ。 最後の 第二 十八 篇は 
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『i::6?u" れャた ァズ， と 題して、 長い 問の 苦しい 病院 生活 を 免れて、 いよいよ 退院した 時の 心地 をお し 柳 

て わる。 牢獄の 幽囚から 釋 放された もので も、 かう は あるまい と 思 ふ ほどの 嬉し さ • いつも 見なれ て 

ゐた g が 景色 さへ ゆ"、 新しい 美しい 別世界の やうに 思 はれる * あの 心 持 は、 自分で 病院 生活 をした 經 

験の ある 人に して はじめて 知る 菓 が出來 るので あらう。 いま 最初の 數行を 引く と、 

carry ine  out 

Into  the  .wirKl  and  tlie  sunshine. 

Into  1.11e  1〕eautlful  world. 

〇， the  wonder,  the  spell  or  the  streets  I 

Tfi ひ stature  and  strength  of  the  horses, 

Th ひ rustle  and  ocho  <:  f  footIa】ls, 

IMie  flat  roar  alKl  rattle  o  wrccls  I 

A  swift  tram  floats  huge  on  us  

It*s  a  (Ircanl? 

Ttie  smell  of  the  mud  in Iny  nostrils 

Blows  brave  like  a  l>rcti け h  cf  the  seal 


われ を 出で しめよ、 

外氣と R 光と へ、 

美しき 世界へ。 

ああ 銜の 不可思議、 魔法！ 

馬の たけ 高く、 力つ よき、 

足 昔 の * かさが さ と 響く も、 

低-背の どよめき、 車の 縑 きも (みな 不 m ゎ議 ー こ" 

快速の 鐵迸 馬車 は、 形 大きく、 こなたへ 來る …… こ は 夢 か？ 

泥土の 香、 鼻 をつ きて 

强 くに ほふ —— さながら 一 陣の 海風の 如く。 

病院 を 出て、 久し 扱で 街 上の 景色 を たと き、 耳目に 觸れる もの 一として 不可思議の 種なら ざる はな 

く、 すべてが 何だか 魔法 をで も かけられた 別天地の やうに 感じられる。 私の やうに 僅か 七十 日 位 を 病 

院に途 つた もので も^ 院 して 電車 を たと き は、 何だか 不思議な もの を 見る やうに、 子供の やうな 心 

もちで 物 珍ら しく 思 はれた。 況ゃ この 詩人の やうに 二十 ヶ月 も 病院に ゐて は、 退院した 折の 心 もちの 
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この，《^述は決して虚偽でも誇張でもなからぅと思はれる。 馬が 無 ii に 背が 高く 見えて、 重い 車 なぞ を ^ 

いて 行く その 力の i5 さも、 すべての 布 街の 躁昔 も、 皆 悉く もの 珍ら しい。 殊に" 長い： =： 日 を 病院の 藥 

くさ い iifj にの み閉ぢ こもって ほた ものが、 はじめて 戶 外に 出て 久しく 忘れて ゐた懷 かしい 土の 香 を 嗅 

いだ その 强ぃ 感じ は、 さながら 一陣の 海 虱に 送られる 潮の 香の やう だとい ふ此 最後の 二 行な ど は、 最 

も 巧妙に 暗示 的に 出 來た句 だと 思 はれた。 

-li^ 院生 沾の 苦疝を 細かく 私の 拙い 筆で 寄き 立てて は、 却って 讀 者に 迷惑 だら うと 思って、 かくはへ 

ン レイの 詩 Si を 借 川した 次^で ある。 

『もう ひと： ：！：、 もう 二！！ i^、 と氣 休めば かり を 言って 引っぱって 來 たのが、 今度 はいよ いよ 癒り ま 

したね』 

助 敎授の T さんが 笑 ひながら かう 言って、 繃帶を 取 去って 吳れ たの は 八月の 初であった。 それでも 

切斷 部の 近所の 皮膚が 直ぐに 爛れたり 何 かする ので、 T さん は その 手當 をしながら、 

『實に 弱い 皮將 だな あ』 

と、 さも 感に 人った やうに 一 一 一一 II ふ。 僕が 


『tj の K ばかり 厚くな つて、 他の 所が 薄い ので』 

と 言 ふと、 そばに ゐた 看護婦が くすくす笑って ゐた。  3^>.,ょ.^..せに，，も匿 

,i  -  i  > 刀 火 cs- こなる と 肉つ きは發 病^よりも 

この頃 らして、 私の 體カ はすで に 舊に復 したの み 力 初秋び 頃-す ク 

こよ 4 つて、 tn 養 を附け 5 上 を 横行 i まやう になる と、 fi 

Hh.. つえら II』、 llifll^. 

『；"4rif -ゐる| ないか』 なぞと 失敬な 事 Is も ある。 震菱、 

litil やる u^yMUU る 暴て ゐ たらう と、 ！奪 友人に 

死に かけた とき は 何故 あんなに S 甲 f い 女々 ；v^^,-  rr^ts  ... 

封しても うら 恥づ かしい。 全快し 一 i と 何 だ s い 仇敵 4 も 打 勝った や" な "は 

P 墓した やうき 持になる。 英氣 今 は 十倍して 滿身 にはち 切れる やう だ〕 これ 力ら はと f は^ 

いて ある やうな 氣 がする。 天下 また 恐るべく， べき 無しと 思 ふ。 生の よろこ ひ 力 しみし みと 味 は 

は："： は 4 シジふ 事が ある。 得る ところ あれば 失 ふところ あり、 Jd^0. 

ると こ ^ t。 私 は 左 脚 を切斷 してから、 不思議に も年來 の瘤疾 であった 胃病と いふ もの を I な 


くな つた、 消化不良 のために 生やる 胃の 苦痛と いふ も 0 を 忘れて 了った の だ。 この頃で は旣ぅ 大抵の I 

-iM 氣は、 誰でも 足 一 木 切り放てば 治る もの だと 私 は 信じて ゐる。 この 前人 未 發の新 療法 を 以てしても、 

まだ 治らない やうな 頑固な 病氣 は、 足 を 二 本と も 切って 了へば よから う。 また かの 愛錢 病、 虛榮 病、 

怠惰 病な どい ふ 下等な 痼疾に 至って は、 思 ひ 切って 首を切 斷 して 了へば 治る こと 疑な きもの だと 確信 

して ゐ る。 

私が 病院で 左 脚 を切斷 した 時、 いろいろの 事 を 言って 慰めて 吳れた 人が あった。 脚 を 切る と 大隈さ 

んの やうに 口が 達者になる、 頭が 良くなる、 12;^ 生き をす る 3 かう いふ： * を-他聞いた。 しかし 私. I:,;^ で 

は、 明治 初年の 名優 田 之 助の 事ば かり を考 へた。 脫 S のために 手 も 足 も 皆 切って 了った 此 女形 は、 終 

に は胴體 だけ を 竹 の 上に 載せて 花道 を曳 いて 行った さう だ" それで 立派に 振 事 を 演じて 物 を やん 

やと 言 はせ たもの だ" 妙技 神に 入って は、 乎 足を缺 いてな ほ 立派に 役者が 勤まった ので ある。 大隈さ 

んも 偉から うが、 僕 は 田 之 助に 於て 更に 大 なる 不思議なる 人 il 力の 顯現を 讚嘆せ すに は ほられな かつ 

た。 人 はすべ て、 根本の 『生の 力』 を さへ 失 はなければ、 肉體が 受けた 多少の 損傷の 如き は 言 ふに 足 

ら ぬと 私 は 信じて ゐる。 

友人 久野法 舉士の 令妹で ある 音 樂冢 は、 自動 革の ために あれ だけの ひどい 負傷 をされ て、 しかも 今 

e は 全く 健：！^. v.-lf: 设 して 再び 樂壇に 立 たれる と 問いた。 また 私が 人院 中に 病床で 護んだ 一 一月 I 一十 六 口 


の 41 敦 タイムズに は、 佛ー § 西の サラ • ベ ルナ アルが 私と E じ やうに 右 脚 切斷の 手術 をう けたと いふ 記 

事 を a た。 而も 今 で は こ の 老女 優 も W び 盛 ん に 活動 して ゐる らしい。 私た ぞ もぐ づ ぐづ し て ゐて は、 

かう い ふ 人 に對 しても 恥づ かしい わけ だ" これから はん， までの 二 it "三 估 も奮勵 努力す る 必要が あ る 

と W 心って ゐる。 

『はじめは w 本の 脚、 なかごろ 二 本に なって 遂に は 一一： 本に たる。 脚の 數の少 いほ ど强 いもの は 何？』 

これ は讀 者の 知られる 通り、 希 鼠の スフ ィ インク スの謎 だ。 この 謎 を 解き 得ない もの は 命 を 失った 

ので ある。 王 イイ ディ。 ハス は、 みごとに 『人 だ』 と 答へ た。 赤ん坊の とき は 四つ足で ふ、 老年に な 

ればニ 本 足に 杖 を 添へ るから 三本、 中年の 時 は 僅かに 二 本で、 これが  一 ^強いと いふの だ。 しかし 私 

の やうな 一 本 脚の こと は 少しも 一一 一；： つてない。 若し 脚の 數が少 いほ ど强 いとい ふなら ば、 一 本 脚 は #：： 通 

の 人 II 以上に 更に 强 いもの だら う。 それ こそ スフィンクスの 謎に も 無い 强者 である。 人 11 とい ふ もの 

が. に 一段 進化す ると 脚 は 一本で 濟 むので、 これ を 名 づけて 超人と 云 ふ。 どうも 私の やうな 超人の 目 

から！ 0- ると、 一 一本 脚の^ 通の 平凡な 人 問 なぞ は、 甚だしく 不恰好で 不體裁 極まる 弱者に 見える。 

一本の 脚で 立つ と 云 ふと、 私は直ぐに白^^？のことを思出す。 あの 長い 嘴 を 前に 突き出して、 頸 を あ 

とへ 引いて、 哲舉 者が 落着いて 物 を考へ 込んで ゐる やうに ぢ つと 目 をつ ぶった 傣、 片足で 水際に 立つ 

た あの 姿 はいかに も淸 く、 いかにも 美しい。 ^ら はしい 肉の 生活 を 離れ、 塵寰 を超脫 した 仙せ の士と 
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まで は 行かなくても、 あれ を 見る と 何だか 孤高 淸 節の 人 を 見る やうで ゆかしい。 動物園 なぞで 澤 山の 

水鳥が 群 をな して ゐる ところで も、 白 驚 だけ はいつ も獨り 離れて ゐる。 例の 片足で 立って、 外の 鴨 や 

家鴨な どが が あが あいって 餌 を あさるの を、 さも 五月 蠅と言 はぬ ばかりに 白眼で 兑 下して ゐる。 人 は 

何でも  一口に 禽獸と 言って 侮って 了 ふが、 あの 白 驚の 美し さ 清らか さ を て は、 名利 をのみ 追へ る、 

Si ぎった る 俗 惡の人 gi ども は、 自ら 頓 みて 少しく 恥 づる所 あるべき だら う • 驚の やうに 瘦 せた 細い か 

らだ を、 これから は片 脚で 支へ なければ ならぬ 私 なぞ は、 先づ この美し い 鳥に あやかりた いもの だと 

思って ゐる。 

ひとなみ 

私 は 世に 平凡と か-!" 通と か 云 ふこと 位、 つまらぬ もの はない と 思って ゐる。 若し CI 分が よい 方で 他 

人に 勝れて 居なければ、 わるい 方で でも 構 はない から 他人と は變 つて ゐ たいと 思 ふ。 ところが つく づ 

く考 へて 見る と、 .E 分 は 頗る 平々 凡々 たる 2；! に出來 あがって ゐ るの だから 仕方がない。 外の こと は 鬼 

に^、 容貌から して 先づ 頗る 平凡 だ。 美 でもた ければ、 さりと て^に 醜男で もない。 横目 竪 暴の 何 

の奇 もない 面 を さげて ゐる。 勿論 その E たる や、 维生 時代に 或 S?! が 八方睨みの 掬模 だと 評した 位に 多 

少 ぎよろ ついて、 異彩 を 放って はゐ る。 葬な ろ もの も 亦：：： 本人に は 珍ら しい ほど 高くて、 氣 障な ss^ 眼 

鏡が 安全に かかる 位の もの だ。 然し 共に 未だ 以て 大に 天下に 誇る に 足る ほどの もので はない。 ところ 

が 今度 脚が 一本に なった ので、 ここに はじめて 僕の 向 體は流 俗の 平凡 界を超 K し 得て、 かの 二 本 脚で 
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無ければ 歩き 得ない なぞと 云 ふ 凡庸の 徒 を、 眼下に 見く だすに 至った の は 自らの 大 なる 喜びで あり、 

また 誇と する 所で ある。 ，：：： 分が たと ひ 人間と しての あらゆる 點に 於て 平凡で あらう とも、 この 隻 脚で 

あると 云 ふ 一 事が 俗衆と 異なって ゐる こと を感 する だけで も、 禁じが たき 一 種の 愉快 を覺 える ので あ 

る。 世の 識寓 能の 俗輩に は 到底 かう いふ 心 もち は 解るまい が、 この 愉快 を 思 ふと、 多少の 不便の 如 

き M より.〉 n ふに 足らない ので ある。 (大正 四 年 十二月、 東京に て) 


太平洋 上より 

『長き 旅路の つれづれなる ままに』 

かう 齊き 出して は兑 たもの の、 文句が 如何にも 並で いやになる。 この 一枚の 原稿紙 を 引き 破って 

更に 出直さう かと も考 へる。 考 へて EH」 も、 やはりう まく は 行かない。 ー&書 くこと を 止めようかと 

つた。 

一 S む ^でも 書く ことで も、 私 は 今まで 書箫の 外で は餘 りした 事がなかった。 しかし これから 一年 牛 

も 二 年 もの 長い 旅 をす るのに、 いつまでも そんな 赞澤は 一一 目って 居られない。 これ も 惯 だからと m 心つ 

て 東京に 滯在 する 一 一 H ほどの 問 に、 電車の なか や 停車場の 待合 窒ゃ 珈琲 店の 卓上な どで 請み 書きす る 

事 七 だいふ 稍 古した。 そして 船に 乘 つて 見た ので あるが、 やはり 駄目 だ。 讀む方 はとに かく、 霄く氣 

に はとても 成れたい。 これで はならぬ と 思って 兑て も、 矢張り 物に はならぬ。 

みづ から 太-平 洋の 女； 土 だと 誇る； ー萬餘 ^の E 船 も、 こな ひだから 一 一三 曰の 風雨で 尠 からす 動 指し 

た。 食堂に 出る 人の 數も 益々 少 くなる。 殊に 私 なぞ は はじめての 船旅で、 iS はば 人 Si の處女 航海 だか 

ら、 たと ひ 1^ には醉 はな いまでも、 生活の 模様が. il. ん變 したので 全く 仕事が 手に つかない。 同，^ の 海 
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士官の A さんで さへ、 船 を 家に してなる 人で ありながら、 どうも かう 商船に お客さんで 乘 つて ゐ ると 

氣 になって、 勉强 は出來 ません な、 と 言って ゐる。 况ゃ 僕の 如き 陸上 動物 を や。 

すう とけいやに 人れ て 持って 來た、 ハツ ガ アドの 『クレオ パ トラ』 も？ m んで 了った。 中央 公論 や 太 

陽 その他 いろいろの 雜 誌の 新年 號も お ほかた 讀み盡 くした。 今から 小む づか しい 本 をと らんく の&か 

ら引 張り出す の も 面倒 だ。 しかたが 無い から 何 か 書かう と 思って 客 窒 へ來 ろと、 わかい 女が ひと 

りび あの を彈 いて ゐる。 あちこちの 長椅子に は 小 說ゃ雜 誌 を讀ん でゐる 人が 三 四 人 ある。 少しく 離れ 

た 物 書き 机に 行って、 私 は 原稿紙 を SS してべ ン 取り上げた。 

珍ら しく もない 太平洋の 航路 だ。 書くべき こと は旣に 多くの 人が 書き ふるした。 强 ひて 物め づ らし 

さう に 書き立てれば、 何 だ あの 赤毛布め がと 讀 者から 笑 はれよう。 ままよ、 雜談 でもす る 稍り で、 I： ん 

聞 や 感想の 斷片を 書きつ けて 置き さへ すれば、 やがて 懐かしい 故！： の讀 者の 目に も 觸れる わけ、 また 

多くの 未見の 友に 自分の 消息 を 語る ことに もなら う。 むかしの 雙が 岡の すね 者の それと は途 つても、 

これ もや はり 徒然 草の たぐ ひか。 

西洋へ 行く こと は、 十 年 ほど 前に 一度 機會 があった の を 我から 振りす てた ので、 さてべ マ 度 出掛けよ 

うとなる と戰爭 は 始まる、 片足 は 切って 了 ふ、 碌な 事 はない。 ー曆 もう 行く 車 を 思 ひ 切ったら ばと； 百 

つた 友人 もあった。 
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し か I 私 は 行く、 矢 り 行 くんだ。 多年 書物.^ 通しての み 兑てゐ る 異邦 の 文明 に 自分 は 禁じ が た き 

あこがれ を 持って ゐる" ラフカディオ • へ ルン 先生が ie^i の はてに 詩 美の 鄉を 求めて、 はて は 身 も 心 

もれち 込んで 此國を 慕 はれた あの 心 持 を、 たと ひわが 師の 君に は あらす とも、 贵ぃ ゆかしい もの だと 

自分 は 平生から 思って ゐる。 國語. V 異にし 膀史 を 異にした 萬 里の 異鄕 に、 自分が 未だ 曾て 味 ははな か 

つた 新しい 空氣 を、 心 ゆく ばかり 呼吸して 兑 たいと 思 ふので ある。 異邦の 情趣に 深く も 身 を ひたし 

て、 それ を. E 分の 血に もし 肉に もして 歸 りたい と 思 ふので ある。 私の 旅 は 名所の 見物に 行く ので はな 

い、 また 度 衆 家の 『視察』 でもなければ、 人の すなる 『洋行』 とい ふ もの 吾 もして 見ん とて 行く ので 

は、 決してない。 むかし 歐 洲の舉 徒が ボロォ 一一 ャゃサ ラマン 力の 大舉 に笈を 負うて、 舉藝と 文化の 中 

心 を 慕うて ffi^ まった あの 心 持で、 私 はい ま 海の あなた へ と 赴く ので ある。 

出發 前^ 京に 暫く ゐる 問、 この は 準備で お 忙しいで せう と 他 からよ く 言 はれた が、 私に は^に 

さした る 準備と いふ ものがない ので、 一本 足の 案山子の 化物が、 謂 はば 義足 行脚に 出かける ので あ 

るし 一 笠 一杖 * ふらりと 家 を 出れば それで 濟 むので ある。 

*  *  * 

キャビン セン ジ ャァズ 

船室 旅客の 數 だけで も 二百 人 以上 は あるが、 その 大多数 は 白人で、 日本 入船 客 は 僅かに 二十 幾人 

とかに 過ぎない。 どうも いささか 心細い と 一人が 言へば、 な あに 二等 三等の 方へ 行けば 日本人の 方が 
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多数で 大に國 威 を發揚 してね るから 安心 だと わきから 言 ふ。 横濱を 出た 翌晚 か、 晚餐の 卓上に 配られ 

た^ 客 名簿 を 見る と、 いかにも 米：！ 人の 名ば かりが 多い。 しかし あの 獨逸 種の 所謂 liyplicnatcd 

American はさう 澤山 居ない やうであった。 

船中の 生活 は 寶に單 調 無味な もの。 とにかく 设 新の 最も 赞澤 な設案 をした 此 船の 事 だから、 唯もう 

食うて 寢て 煙草 を 吹かして さへ 居れば、 ひとりで 太平洋の 彼岸へ 着く ので あろ" 安逸 無爲 なること 恰 

も 亡國の 民の 生活で ある-" かう いふ 事ば かりやって 日 を； 5 ほって ゐ ると、 人生 觀 もお のづ から 變る よと 

誰かが 言った。 

食後の 珈琲 はいつ も 喫煙窒 とき まって 居る ので、 そこに は s 本人が 一 國を なして いろいろ 勝手な 氣 

焰を 揚げて ゐる。 この 中には 軍人 も あれば # 社 も 新聞記者 も ある、 技師 も あれば isHP も ある。 話が 

はすむ と 話題 は 政治 宗教 文藝 H 業 軍備の すべてに わたって、 天下の 大 問題 は 大抵 ここで 解決が つく や 

うだから 偉い。 さう かと 思へば、 皆が 銘々 に 自分の 職業 はつ まらぬ と 言って 泣 言 を 言って ゐる時 も あ 

る 0 

文舉 好きの Z さんが 私に かう いふ 話 をして ゐた。 

『私が 以前 英吉利から 扭 育へ 渡る 時、 ある 會 社の 課長と 同船した のです。 バァに 行って ヰス キイば 

かりょく 飲む 五十 恰好の 男でした がね、 或 時し きりに 今の 靑 年の 風紀が わるい の、 意 氣が銷 沈して ゐ お 


る の と 首った 揚句、 これは近3^-の文维が_惡影響_^與 へ るから だとい ふ 例の 名論 を 出した ですな" 理窟 

を『1ー；3 つ て 爭 ふ の も 大人 げ な い と 3心 つ た か ら ；；^^は 默 つ て ゐ ま し た 。 そ れ か ら今度 紐 育 へ 行って しばらく 

宿して ゐる 間に、 この 課長なる ものの 品行 は 殆ど 成って ゐな いのです。 或 時 あまり 瘤に 觸っ たか 

ら、 あなたがた がさう いふ 行狀 をな さる 事 は、 文舉 などよりも 遙 かに 恐るべき 惡 感化 を 後進の 子弟に 

與 へる ぢ やありません かと 一 百ったら、 な あに 僕 なぞ は 自分の 努力に よってす るので、 親の すね を かじ 

つ てす るのと は逮 ふ、 と 言って 澄まして ゐ ましたよ。』 

今の 新しい 文 ゆや 一.:::: 年 は、 絕 えす 此 種の 不良 老年に よって 迫害され つつ あるの. た、 と Z さん は 今 

の 事の やうに W 慨 して ゐた。 

無線電信と いふ もの は 雨 白い ものである。 電波 磁^の 小む つかしい 理論 なぞ は 別と して、 S 際 やつ 

て兑 ると 如何にも 奇蹟と しき や 思へ ない。 樅濱を 出てから 二 口 も 三日 も經 つての ち、 遠く 海 を 隔てた 

故 Ei の 友から まだ 『ボン、 デ アヤ アジ ュ』 の 電報が いくつ も來 るので ある。 こちらから も 面白半分に 

返宽を 出す。 i3B^ の 親戚から、 『今 何 をして ゐ るか』 なぞと いふ 奇拔 なの をよ こした から、 こちら も 

負けて はゐ す、 『太平洋 上 ー痕の 月、 うたた 遊子が 胸の 思 を！？ さしむ』 と、 洒落た やうな 洒落ない や 

うた 馬鹿々々 しい 文句 を 返して やった。 富 際 その 晚は 二三 日 来の 雨が 晴れて、 雲^ を^れ る 弦月の 光 

の：！' となう 悲しい 夜であった。 毎晩の 食卓の 上に は、 船 內で發 行す る 無線 宽報 新聞と いふの が mil いて 
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ある" ま國太 公の 來朝 とか、 ^伯の 爆 彈 事件と かいふ やうな 報知が 話题 になって、 いつも 食卓 を 服 

はした。 

しかし 航海の 幾 3 めかに は、 口 米 いづれ から も此 無線電信の 全く 到達し 得ない 距離の ところに 來 

3. ここ こそ は 腐の 浮：^ ばなれ をした ^天地で、 あの 相場と か 取 W とか 云 ふ 事ば かり を氣 にす る 先生 

たちで さへ、 この はかり は 身 を 仙境に S くの 外 は 無 いんだから、 一寸お もしろ いと 思 ふ" 

5. 板の 子に $ ^れ てル S 何 かしら 讀 んでゐ る。 白人 は どんな 物を讀 んでゐ るの かと 氣を つけて る 

と、 ま聞雜 誌の 類 は^として その他 は 大抵 小說 である こと 首 ふまで もない。 それ も先づ Basncss 

0r3y の 作と 云った やうな ものが 多い。 なかには H.  P  Wells の 科 舉小說 や Galsworthy の 近業 

rThc  Frcclands" などに 讀み 耽って ゐる人 もあった】 Kvr.y ョ an-s  の 本 をい つも 讀ん でゐ 

る 老人が あつたが、 それ は Ainsworth の 『倫敦 塔』 と ラスキンの 論集と であった。 思 ひなし か此人 

は" 1 のよ い 老人の やうで あつたが、 その；^ さんら しい 若い $1 人 は、 いつも ドロ ォ イング • ルゥ ムにシ 

ョ パンの 樂 顿2 を 持って 來て、 かを彈 いて ゐる。 

*  *  乂 

n 水に 居れば 暖爐に 尻 を あぶ つて ゐる頃 だのに、 こ こ熱帶 の 海で はこの 二三 日來の 蒸；？ id さ と r ム つ た 

ら ない。 窒の！ f 虱 機 を 動かした 位で はとても： お付かない。 すべて 夏服に 着かへ て、 扇子まで 使 ふと 
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いふお^" それに 天氣 がわる いので じと じと して、 ちゃう ど 日本の 梅雨 時分の やう だ。 桑 港へ 着く ま 

でに <sr へようと 樂 しみに して 行李に 人れ て いた 曰 木 菓子 tv 出して 見る と、 すっかり かびて ゐる。 瘤 

に觸 つたから 箱 ごと 窓から 海中へ 投げつ けた。 

浪に ゆられ ゆられた 十 ：= あまりの 單 調な 生活に 飽ぃ たものに は、 陸地が 戀 しくて ならぬ。 毎日 E. 板 

をよ ろけ てゐた 私に は、 たと ひ 一本 足な りと も、 しかと 踏みし めて terra  Hrnia を あるけ る 事 かと 

思 ふと、 布哇へ 着く ことが 無上に うれしい ので ある。 ちゃう ど その 夜は滿 月に 當 るから、 ^子の 林の 

§ に 训莊の 明るい 窓 を：^ れ て 問える ぴ あの や、 ワイキキの 濱に 打ちよ せる 波の 昔に 环を 澄ます の も 

而，： ： からう と 一人が 一一 一一 口へば、 いや 乃公 は 浴衣が けで びいる だ、 しるこ も^ひに 行く、 いや 薄麥を 1  伎 ふ 

の だ、 とへ？' から 旣ぅ n 本 趣味に 渴 して ゐた もあった。 

食堂で いつも 私と ネ子を s: じうす る汽關 長から、 十七 日の 朝 十 一 時には 布哇へ 着きます と M いて ゐ 

た。 

いよいよ 十七 n の 朝 だ。 いつも 寢坊 をして 朝釵 だけ はボ オイに 命じて 船室に 取 寄せる 私が、 この 日 

は 勢よ く 食堂に 出かけて 行って、 ォ オト ミィル ともう 一 皿 何やら を 平らげた。 

が、 天 氣は駄 nr た" 〔偺 風雨で 波 は 高く、 船體の 励搖も 烈しい。， 水先 案 內の小 蒸氣は 大波に 木の葉の 

如く 弄 ばれながら やって 來た。 さあ 上陸す るんだ よと 皆が 勇む。 
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ところが 十 一 時が 十一 一時にな つても 船 は 入港し ない。 晝飯を 食って から 樊煙窒 で 話 をしたり^ 板 を 

散歩した りして、 待て ど 暮らせ ど 船 は 港に 這 入らう ともせぬ。 餘 りの じれった さに 訊いて 兑 ると、 か 

う 船體が 波に 揉まれて は、 あぶなくて とても あの 狹ぃ 港口 を 通る ことが 出来ない の だとい ふ。 

船客 はみ な 甲板に 出て、 さも 恨めしげ に 布 哇の島 を ながめて ゐる。 そして 色々 のこと を 言って ゐ 

る 0 

E 何でも 布哇 では 四 五日 以來 この 風雨 ださう だ。 十五 六 年ぶりの 大雨 だとい ふ ぜ。』 

『いくら 冬で も、 この 邊で こんなに 荒れた ためし は 無い さう だ。』 

『ホノルル の 港に 船が 這 人れ ない なぞい ふ 事 は、 はじめてで すと 船員 も 言って ゐ たよ。』 

『これ は 誰か 餘 3^ どうも 精進の わるい 奴が 乘 つたので、 海祌の 怒に 觸れ たの だよ。 まさか 船の なか 

で わるい 事も爲 まいが、 横 濱で乘 船す るまでに、 祌の 怒に 觸れる やうな 事 を やって 居た ものだね』 と 

一 人が 一一 一一；： へば、 

『先づ 第一、 君の やうな 男が 乘 るから いけな いんだ』 とわきから 一一 一一 c ふ。 

『誰か 一 人 犠牲に して 海へ 投げ込 むんだ ね" そして 神の 怒 を 解 くんだ。』 

『それなら あの X を 投げ込んだら よから う。』 

『馬鹿 言へ" あんな 者 を 投げ ri- ん だら、 それ こそ 益 々海神の 怒を增 さあね』 と 悪口 屋が まぜ か へす。 
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みなが en 菜に なって かう いふ 無駄口 を 利いて ゐる 問に、 船 は 全く 進行 をと どめて ゐ るので ある。 今 

夜 は 港外で このまま 漂泊して、 上 陸 は 明朝の こと だ、 とき まって 了った。 天な り、 命な り、 鳴 呼 何と 

一一 n つても 仕方がない。 

—ぬ： n: の 夜に、 布 で 名 一： S い：：：： 夜の 虹 を 兌 よ う と い ふ 望 も 絡 えて 了った。 しかたが 無い から 今夜 は 早 

く か ら ベ ッ ト にもぐ り 込む " 

きの ふ 夕 かた、 ほんのし ばらく. _ ^れて ゐた 11 に、 タ陽を 浴びた 布 味： のお やま を 港外 はるかな 屮 板の 

上から 望んだ 時 は、 いかにも 突し いと 思った。 あれが ワイキキの 濱、 これが ダイヤモンドの 卿、 と 他 

人から^ きながら 双 服錢で 眺め 入って ゐる 心 もち は！； i によ かった。 冬 を 知らぬ 常夏の 國と 言 つて 了へ 

ば^に 怀 しむべき でもな からう が、 故國て 居たならば 八：' ごろ 京の 底冷え 1」 惱 まされる、 靠 がりの 私 

は^55=&2の棚^くゃぅなこの f 太平洋 上の 樂土』 を 眺めながら うつと いして、 いっか 自分 は 夢の 國に來 

てゐ るの ではない かと 思った。 

はじめて る 南阔の 景色 を いろいろに 想像しながら、 その 夜 は n 十く 寢に 就いた。 翌朝 起きて a- ろと 

風 は 止まない どころ か、 きの ふよりも： 史に 烈しくな つた" 廊下で 行き あ ふ 誰彼の 颜に は、 如何にも 

ロったなとぃ ふ；^3が見ぇる。 これで は 上 陸 しても 仕方が あるまい と i^I が悄 げてゐ る。 
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船へ 訪ねて 来られた 布哇の 三つの 新聞の 記者と 奥 煙- rfi でしば らく 話してから、 とにかく 雨 を 胃して 

上 陸 す る こ と に し た 。 橋 を 出 る と 、 そ こ に は 布 で 文 攀 の 人 と し て 知 ら れ て ゐ る T さ ん が 迎 ひ に 來 

て 25 られ た。 本願 寺の I さんが 病氣 なので その代りに わざわざ 來て吳 れられ たの ださう だ" 道して 

先づ 本願 寺の^ 院を 訪ねて 暫 らく 休憩して から、 今度は^^動単を驅って擧校を！！-に行った。 寄宿 舍ゃ 

敎 室の 清楚な 建物が、 綠樹靑 草の 色 あざやかな、 ひろびろとした 庭に 散在して ゐる所 は、 何と 言って 

も 曰 本で は られ ない 景色で ある" 

新聞社の F さん も 一緒に 案内の 勞を 執られた。 據 つく 雨の なか を 三人 は 自動ポ で定 りながら、 私 は 

色々 と 布 f1 の 話 を 聞かせて 貰った。 はるかむ かう の濱 邊に奇 せて は碎， t る 白い 波 を ながめて、 椰子の 

並木の を 驅け拔 ける 折に は、 白砂青松と いふ 月並 を はなれた 南 國の海 Ili を、 車の 幌の 問から 私は飽 

かす ながめた。 たださへ 鮮やかな 濃厚な 色 合 を 持った 熱帶の 樹木 は、 述： H の 雨に 洗 はれて 塵 一 つ 止め 

ない。 木 機の やうな hiWscus の 花の 雨に なやむ 風情 や、 nj 本の 柳に よく 似た 何とかい ふ 木の 新綠な 

ど は、 殊に 美しい ゆかしい ものであった。 これが 若し 四 五： n: の 頃であるなら ば、 紅 紫 ゆ、 き 亂れた 百花 

S 璨亂 のな がめ に、 毒々しぃほど^_|^な、 剌^ の强ぃ 色彩の 色に も醉 ふこと が出來 るので あらう に、 惜 

しい こと をした と^は 獨り でさう 思った。 

最：： は 博物館 を 兌に 行った。 人 マ は 亡國の 民で ある この 國の 十； 人の 祌話 や、 古俗に 關 する 色々 の 面白 
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い 遗物を はる ことが 出來 た。 人類 學ゃ考 古舉ゃ 土俗 舉に 何等の 知識 を も 持たない 私に さへ、 興味 ある 

物 は 決して 尠 くたかった。 たと へば 『歌の 瓢』 とも 云 ひ 『戀 人の 口 w』 とも 云 ふ、 n 本の 木魚の やう 

な义 班 牙の 力 ス タネ ッ トの やつな 小さい 瓢が ある。 南歐ァ ン ダル シァの H 夜に 戀 人が 彈くマ ン ドリ 

ンの 昔よりも かすかに、 セ レネ イドの 歌に もまして あはれ な悲 調が、 12- 始 的なる この 樂器 にも あり は 

しない かと 思 ふと、 士 人の 歌 なぞ も 一 度は聽 いて 見たい もの だと m 心った。 

今」  1>5 は 世界， に 名高い とい ふ 水族館に 行って！ a る。 そのまま 圖 案の 村 料に したら ばと m わ ふやうな、 色 

の：^ めて 派手 やかな 珍ら しい 负が 水糟 を： 冰 いで ゐる。 一博 喏ぃ 人口の 所に しょんぼり if りで 椅子に もた 

れて ゐるハ 牛よりの 西 注 人が、 何故 だか 私の 注意 を惹 いた" 前に 置いて ある 魚の 總本を 一 冊 買 はない か 

ふ-私たちに 勸 めて ゐた W 

3: 上：；^ 仉樂 部と いふので R 木の！！ 身 を 食った こと、 近頃 布哇の 島で 出來る やうに なった とい ふ：^ ぃ麥 

洒を 砍んだ こと、 いかにも 植ぉ 地ら しくて 而も 立派な ホノ ル ル の 町の 大 通の さまな ど は、 今更 私が 書 

き 立てる まで も 無から う。 

私 は 布. の 島へ 寄って 思 ひがけない 事 を F さんがら 問いた" それ は 昨年から ジャック •  a ン ドン 氏 

が ここへ 來て^ 作に 從 isi!- して ゐると 云 ふ 一一" i である。 どこに 居る のかと 問く と、 シィ サイド 。ホテルの 

莊だと いふ- それならば， 1" や-つどへ：^ 中 だから 何より の！^ 都合と い ふので、 n 十 速 F さんに 案內 して 


—— 47S 


貰って 訪問した。 

口 ン ドン 氏が 『野性の 聲 3 の 作で 文名 を 織 かし、 英文 小說 の人氣 作者に なつてから 旣ぅ十 幾 

になる。 每 年少く とも 一 つ は 新作 を 公に して ゐ るから、 著作の 數は隨 分と 多い。 私は此 作家の 書いた 

動物 譚の 外に、 いろいろな 詩的な 短篇 集 を も 面白い と 思って 讀んだ 事が ある。 さう いふ 人が 今 この 絕 

海の 孤島に 來て 居ようと は 夢にも 见 はなかった。 迂澗な 私 は 全く それ を 知らなかった ので、 思 ひ 掛け 

ない 儲け物で もした やうに 此 作者の 假 寓を訪 うた。 

快く 出て 私を迎 へた。 ン ドン 氏 は 六尺 ゆたかな 巨漢、 身に は 日本の 浴衣の やうな 所謂 キ モ ノを羞 

て、 使 川 人 なぞ も 日本人 を 使って ゐる。 以前と は 違って だいぶ 日本び いきに なって ゐる やう だ。 私 は 

先 づ來意 を 語り、 全く 豫期 しなかった この 奇遇 を 喜ぶ 事を吿 げた。 私の 事 は、 一昨日と か此 地の 英宇 

新聞 『アド、、 ヮ タイ ザァ』 にあった 記事 を 見て 氏 は 知って ゐ たの ださう だ。 私 は、 あなたの 作物 は隨分 

以前から n 本で 英文 を 讀む 人の 間に 知られて ゐて、 現に 私の 大學 の圖書 館に も 四 五 冊 は そな へて ある 

と 語った。 日露 戰 ハサのと き 軍事通 信 M として 下關 まで 來 たでせ うと 言 ふと、 いや 日本へ は それより 十 

年 も 以前に 行って 知って ゐ ましたと 言 ふ。 へ ルン 先生の 著作の 話 も 出た。 こんな 南海の 孤島に 夾-て 筆 

を 執る の は、 何だか ス ティ イヴ ンソ ンがサ モ ァ の島で創作に從靠したゃぅだと；^#が言ふと、 いや 自ダ 

は あんな 肺^ 息 者で はなく、 この 通り 達者 だと ー百 つて 大きな 胸 を 前に 突き出して la せる。 布哇の 話の 
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序に 何 か 近作で この 島 を 村 料に した ものが あるかと 額いたら、 "The  House  of  Pride" とい ふ 短篇 

架に 布 のこと を 寄 いたと 一一 n つて ゐた。 こ と し の 七月 ま で こ の 海岸に 滯在 する の ださう だ。 

, 明 夕 こ の^；^しぃヮ ィキ キの景&をながめて、 氏 は 毎 n 幾 枚 かの 原稿 を 日課の やうに して 書いて ゐる 

の だと 問いた から、 長座 をして 邪魔 をす るの も氣の 毒と 思って、 ゎづか 十五 分ば かり 話して 私 は^し 

去った。 かへ る 時に 氏 はかた く 私の 手 を 握って、 いっか また 必す 會の機 ある こと を 望んで 別れ を吿 

げた。 

私 は 以前から 作 ni を 通して： a た n ンド ン氏 を、 どこか 露 西 亞 のゴ ル キイに 似た ところの ある 人 だと 

思って ゐた。 共に 幼い 時から 胃險 的な 放浪 生活 を 送った 人で、 常に 因襲 的な^ 偽に 反抗しょう とする 

恐 想 上の 態度に 於ても、 この 二人 は ^=3 だ 相 近い もの だと 竊 かに 思った 事が ある。 恐らく 二 作家の 性 

情 に も 共通な 點が あるの だら う と 想像し てゐ たが、 今會 つて 見る と 容貌 ま で どこ か寫 眞で昆 た ゴルキ 

ィに 似た 感じが ある 事 を 知った。 荒 削の やうで 而も 詩情 ゆたかな、 此 二人の 维 致に も 無論 相似た 點が 

ある" 

この n の 夜、 新聞社の 階上に 集まった 同好の 士に 招かれて、 私 は 文 藝に關 する 一場の 講話 をした。 

故 3： を 離れて 遠い 遠い 南海の はてに、 かく も 多い 末 見の 友と 相會 し、 共に 詩 を 語る しめ やかな 雨の 一 

夜 こそ、 忘 はがたく 嬉しい ものであった。 (大正 五 年 一月 十九 = 夜、 ^；^^^丸にて) 


ジャック •  口 ン ドンの 小說 

横濱を 出てから ト幾 nl めかに、 太平洋 上の 樂 土と 呼ばれる 布哇の 島に 春洋 丸が 着いた 日で ある。 雨 

を 七 かし：. 上陸す ると、 私 を案內 して 吳れ られた 某氏の 話に、 ジャック •  ロンドン 氏が 此 間から ここ 

に 滞在して 創作に 從 事して ゐ ると いふ 事 だ。 今の 米國 文壇に 第一流の 作家と して 知られ、 また 英文 小 

說界に 特異の 地位 を 占めて ゐる此 作者の 小說 は、 私 も 以前 かも 一  一一 二種 は 讀んで 面白い もの だと 思った 

事が ある。 犬と 狼の 生活 を、 此 作者 一流の 筆で 人間の 話の やうに して 描いた 『野性 の 聲』 『白 牙』 

などの 名作 は、 私の 『狂犬』 のなかに も^ 合に 出した 覺 えが ある。 その B ン ドン 氏が、 いま 思 ひがけ 

なく この 絶海の 孤島に 逗留して ゐ ると 聞いて、 私 は 是非 一度 會 つて 見たい と 思った。 訊いて 見る と、 

カツ テ イジ 

シィ サイド • ホテル の 貸 刖莊. V 借りて 夫人と 一 緒に 居る の ださう だ。 幸 ひそ こ は 博物館から 水族館 や 

望月 5- 樂剖 の 方に 行く 途中に なるとい ふので、 布哇 に は 珍ら しいと いはれ る 程の 烈しい風 雨の なか を 

自動車 を 走らし て 訪問す る こ と に した。 

直ぐ 出て 來て 私を迎 へた a ン ドン 氏 は、 豫て雜 誌な どに ある 寫眞で 見た 通りの 木强漢 であった。 六 

尺 ゆたかの 偉丈夫、 額には亞米利加でょく商店ゃ銀行の^6^-務員なぞが用ゐる靑ぃセル ロイドの eye- 
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sllad(- を かけて ゐる。 無 やけの 人で、 その 血色の よい 額附 とい ひ、 ® 、丈な 骨格 i いひ、 世に いふ 所謂 文 

士 肌の 人で はたくて、 さすが は 長く 下級 勞働 者な どの 仲 に 出入し、 一葉の 小舟に 大洋の 大浪 を- 乘り 

切った の 人で ある 事 を 思 はせ る。 雨に 洗 はれた 靑々 した 熱 帶樹の 葉 かげが 窓の 子に 美しく 映 じて 

ゐる 淸楚な 一室に 机を据 ゑて、 二三 十 冊の 小說雜 著の 類 を 無雑 作に 積み上げた 棚 を そばに して、 氏 は 

創作 の^^；-を執 つ てゐ るので あ つ た。 

私 は 先 づ來意 を吿げ てから 談は 氏の 舊 作に 及び、 また 氏が R: 露 敏爭 の 頃 新聞 通信員と し て 下 之關に 

來 たこと を 聞いて ゐ たと 首へば、 否な それよりも 以前から 日本の 海岸 は 知って ゐ ると 語る。 何 かこの 

f  '  h  r  〈ウス オケ ブラ イド 

.f;F.iJ をお 4;^ にした 作物が あるかと 訊けば、 『誇 の 家』 とい ふ 短篇 集に 此 島の 話 を 書いた と 答へ る。 

肺 を 病んだ ス ティ イヴ ンソ ンが 南. 浮の サ モアの 島に 行って 筆； W 執って ゐ たやう に、 かう いふ 美しい 南 

國の. お^に 靜 かに 詩 思 を 養へば、 さぞ 創作の 業も涉 取る ことで あらう と 語る と、 自分ば ス ティ イヴ ン 

ソ ン とちが つて この 通りに 建 者で あるが、 まだ ことしの 六：；' まで はこ こに 滯在 する つもり だ と 一一 一一：； つ 

て 、 そ の 大きい 胸 廓 を 前に 突き出して 健^^，て誇 つて ゐる。 私 は 同行の 人が 門に 待つ て 吳れ てゐ るので 

急いでも ゐ たし、 また 殊に 長座 をして 仕事の 妨 をす るの も 心なき わざと 思った から、 十五 分 問ば かり 

話 をして 立 去らう とした。 氏 は 『今度 は必す カリフ ォォ 一一 ァの家 を 訪ねて 來 給へ、 それ は 非常に 

景色の よい 所-たから』 と 言って、 その 家の 寫眞、 を 持って 來て說 明して ゐた。 St ると き 氏 は 更に かたく 
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私の 手 を 握って 再會を 期し て^れた。 

それから また 一 週間 ほど 太平洋の 浪に ゆられて、 いよいよ 桑 港に 上陸して 一 泊した とき、 .4 は 早速 

その 晚に 本屋へ 行つ 一-、 ロンドン 氏の 作で 私の まだ 讀 まない 物 を- A 六 冊 買った。 それ を 大陸 横 斷の四 

日 問の 汽車 中の 證物 とし、 紐 育の 宿に 着いて から も讀ん だ。 ここに 少しく 讀 後の 印象と 氏の 略 藤と を 

^^liって、 故 國の讀 者に 紹介した いと 思 ふ。 

米國の カリフ ォォ 一一 ァと いふと、 誰し も 皆？ 权 風景な 移住 民ば かりの 耕作地 かと 3 わ ふが、 これが {® は 

なかなか 新しい 文事に 緣の 深い 土地な ので、 近代の 大 詩人 だと 言 はれた 故 Joa 二- liii  Nlillcr  (ホ アキ 

ン。 ミラ ァ) も、 ここの ョセ ミテ の 絶景に 自然と 親しんだ 人で ある。 つ い 此顷も I ョ I  Co: ヨ irth  (ァ 

イナ • クウ ルバ ァス) とい ふ 女 詩人 や、 Geo ョ e  sterling  ( ジ ョ ォ ヂ • スタァ リング) とい ふ 詩人が 此 

州から 出て、 頻りに 批評家の 注目 を惹 いて ゐろ。 ジャック •  口 ン ドン 氏 も K に また この 州の 桑 港で 生 

れて、 今 は 米國の 誇と せられる 作家の 一 人で ある。 

口 ン ドン 氏の 生れた の は 千 八 百 七十 六 年 だ， から、 今ち やう ど 四十 歳の 男 ざ かりで ある。 十 一歳の 時 

から 斜地 の 勞働者 のなかに 這 人 つて、 规^ 正し い 敎^:: た ぞは餘 り 受け て ゐ ない。 大抵 は 公立 圖書 館で 

獨學で やり 上げた のらし い 1 円ハ牛 時代 に は クックの 旅行 記 や、 ァ ァ ギン グ とか ヰィ ダ 女史 の 小說 など を 

n マン テイク 

請んで、 いろいろ 浪漫的な 空想に 耽って は、 まだ 見ぬ 廣ぃ 世界の はてに 美しい 詩 美の 鄕を 夢み てゐた 
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の である。 

やがて 氏 は 父母の 家 を 去って 桑 港 近海の 牡蠣の 密獵 者の 仲間に 這 入った が、 漸く その 興味 も盡 きる 

頃に は 八 r 度 は あべこべに 漁業 巡邏に なって、 さきの 同類の 奴 ども を 捕縛す る 役人に 早變 りした。 これ 

は隨 分、 時々 は ビス トル なぞ を 向けられて、 本當の 命が けの 仕事であった さう だ。 後に この 常時の 經 

驗を村 料に して 書いた のが、 卽ち 『巡邏 物語』 "Tales  of  the  Fish  patrol- である。 浪漫的な 話 を 極 

めて 面白く 寫實 風の 筆で 描いた のが 評判に なった。 

此 b; から 口 ンド ン 氏の 1： 險 的な 海上 生活 は 始まって ゐ るので、 ベ エリ ング海 や 日本の 沿岸で 漁獵を 

やった 經験 は、 ル 2 巧みに 戲 曲 化されて その 作品の 村 料と なって ゐる。 由 や 英語 英文 舉は 海上 生活と 甚 

だ緣が 深いので、 遠い昔の アン グ a  • サ クソン 時代から 近代の 大 詩人 ス ヰンバ アンに 至る まで、 その 

豐 富な 詩文に は 浪の音 や 潮の 香が つねに 跡， V 絶たない ので ある。 現存の 詩人で 一 百っても、 ジョ ン.メ 

ィ スフ イイ ルドの 海洋 描寫 はい ま 天下一品の 名 を：^ かし、 小說の 方で はコン ラッドが、 これ も 自分の 

若い 時の 船乘 生活の資 麼を かいた 幾篇の 名作に よって、 現代 文 學に第 一流の 作家た る 盛名 を 博して ゐ 

る" 米國 のこの a ン ドン 氏 も 海上 胃險の 描寫に 於て、 まさに 英吉利の コン ラッドと 相對 すべき もので 

あらう。 

勞懺は 神聖で あると 力 ライル は 旨った が、 ロンドン 氏 も、 勞 働と 云へば いかなる みじめな 苦 III を も 
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.顾 はすに 從 事した 人で ある。 ダ ルガ 河畔 G 勞働 者の 仲間に ゐた 露西亜の ゴル キイの やうに、 蓬 頭 IJf 面 

の ー靑年 はやが て 文筆の 人と して 世界に 名 を 成す に 至った。 しばらく 放浪 生活 を 送って から 十九， 歳の 

時に また 舉 校に 這 入った が、 洗濯屋に 奉公して 所謂 苦 mlf 生 を やった ので ある。 のちに は それ も 面 内 く 

. な いとい ふので、 北國の 寒い 寒い クロ ン ダイクへ 砂金 取りにまで 出掛けた。 私が すっと 以前に 讚んだ 

『J? 性の mi? や 『白 牙』 などに 犬の 話 を 書いた 小說 は、 此時 の實景 を 描いた ものであった。 

氏 は 更に、 今度 は 英國の 倫敦へ 行って その 贫 K 窟に這 人り、 つぶさに その 慘狀を 目 載して、 之 を 村 

料に して 『奈落の 人』 "The  psple  of  the  Abyss-- を 書いた。 到底 相 I" 像 も 及ばない やうな 悲 慘た窮 

民の 生活 を、 純粹に is! 寶 的に 描いた もの ださう だ。 氏が 社會 問題に 注目し、 階級の 爭、 貧富の 懸隔と 

いふ 事に 就いては 一家の 見 を 持して ゐ るの は、 全く 此 時の 觀 察に 基づく ので ある。 

かう いふ 多年の 苦勞 をして 來て 人 問社會 の あらゆる 方面 を觀察 し、 足跡 世界 にあ まねき 人 だけ あつ 

て、 周 園の あらゆる ものに 對 して 氏 は 同情の 筆 を 有って ゐる。 だから その 著作；：！： 錄 にあら はれた 殆ど 

四十 餘 種の 作品 も、 決して 單 調な： E 種類の もので はなく、 眞に千 種 萬 態と 言って 可い。 殊に 短篇 小說 

の 方が 得意な やうで、 この 點 から 言 ふと 何だか キ プリ ングの やうな 感じの する 作 も 多い やうに 思 はれ 

. る" 文章の 簡 到で 齒 ぎれ のよ い 所 も、 ニ^の 間に はたし かに 類似の 點が ある やう だ。 

おも ふに ロンドン 氏 は本來 極めて 浪漫的な 詩人 肌の 人であった のが、 周 園の 境遇に 壓 せられて、 ま 
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の あたり 慘儋 たる 人生の】！？ 黑面を 見る に 至って、 ここに 遂に 一種の 寫寶 家に なった ので あらう だ 力 

ら 若し 氏 をして 純然たる 書 齋裡の 文人たら しめたら ば、 決して あの やうな 作 は 來 なかった らうと 思 

はれる." 問く ところに よると、 氏の 血統に は 父 組 四 代の 問に 英古 利、 和 蘭、 ユイ ルズ *  ^西、 佛蘭 

ほ、 獨 逸の 六ケ國 人の 血統が 混 港して ゐ ると いふが、 之 を 思 ふと、 氏が 二. r 年の 放浪 生お 中に、 世界 

の 各地 ではた あら ゆ る 事物に IS 情 を 寄 せ る の 出來た の も、 決して 怪しむ に 足らない】 

氏 はかって ICetch とい ふ 一葉の 小舟に、 夫人と 料现 人と R 本人の ボ オイ を 一人 連れて 世界 周遊 を 

企てた が、 之に 就いて 氏 は 自ら 下の やうに 言って ゐる。 その 言葉に は 氏の 人^ 觀の 一端が 窺 はれる か 

ら、 ここに 抄譯 して する。 

『離 事た 成し遂げる 事 は、 刻薄 無 淺 な外圍 にうまく； 週應 して 行く 事で ある。 その^が 雞 ければ 難い 

ほど 之 を 成就した ときの 滿足は 大きい。 玆に我 あり。 人 §1 と 呼ばれた る 一 小 物、 生物 の 一 片 であ 

る。 肉、 血、 种經、 節、 竹、 §. 合せて 一 百 六十 五 封 度、 みな 柔か いもの、 いつ 何時 損傷 をう ける 

かも 知れない 脆弱な ものである。 ^掷の ある 危げな この 一片の 生命、 これが自己の全^5でぁる。 とこ 

ろが、 私の 周 囡 に は 偉大なる E 然 力が ある。 E 大 なる 威嚇 力 を 以て 迫る 破壞の E 人、 無情の 怪物で あ 

つて、 この 自然力が 私に 對 して 無頓着な こと は、 ちゃう ど？ 14 が 足下に 一片の 砂利 を路 みつぶ すのと S 

じだ" ^！然カは無意識でぁり無慈悲でぁり無道德でぁる。 旋風、 風、 雷靈、 海 嘯、 地^^ぉ、 火山、 


浪、 渦卷、 —— すべて これら 非情の 怪物 は、 ここに 人^が 名 づけて ジャック •  ロンドンと 呼ぶ 一個の 

弱小なる 生物 ある 事 を 全く P 屮に歷 いて ゐ ない。 この 大動搖 大混亂 の 間に 身を處 して、 あぶない 道 を 

切り^いて 行く のが 私の 住 だ。 我と いふ 一 片の 生物 は 今 これらの 外敵に 勝ち誇ら うとす るので ある。』 

周 圍に對 する 奮闘 S 力 力の 生活、 自然力の 壓 迫に 對する 反撥と 抵抗、 これが 卽ち 氏の 胃險 生活の 本意 

であって、 そこに氏は人：！^-の；！呉味を兑出さぅとするのでぁった。 

*| 蘭く ところに よると、 氏 は 平生から わざわざ 生の 肉ば かり を 食って 野獸の 生活 を さ へ學 ばう として 

ゐ ると いふ 話 だが、 その 作物 を讀 むと、 いかにも 文明と 因襲の 虛僞を 嘲って、 自然の 儘な 單 純な 原 

始 生活 をな つかしむ 跡が 一 然として 現 はれて ゐる。 これ はさきに も 言った 北極の 動物 生活 を 書 いた 

『野性の 聲』 にも 著しく 現 はれて ゐ るが、 ぉ史 以前の 人類 を 極めて 科學 的に 精細に 叙述した 『アダム 

以前』 "Before  Adam  - の 作 は、 设 もよ く此 特色 を 代表して ゐる物 だと 5 心 ふ。 

この 點に 於て 氏 は 同じ 米國の 詩人 ホヰッ ト マ ン と、 たしかに 一 脈の 相 通す る 所が ある やうに 思 はれ 

る。 今 B の 人 g| 杜 會の虛 偽を顿 うて、 むしろ； S 始 人類の 時代に 立ち かへ り、 自由な 偉大な 新 社 會を創 

造したい とい ふ 一種の 理想 {永 ではなから うと 私は考 へる。 氏 は 狼 や 犬の 話 を 書いても 人 と 同じ やう 

に 觀てゐ るし、 人 問 を 描く のに も 之 を野獸 として 兑てゐ る ものら しい。 少し 極端に 言 ふと、 氏の 眼中 

に は 野獣と. <. 類との 間に 何等の 牆壁 を 設けない ので あらう。 


しかしながら 氏 はまた 1 面に 於て、 美しい 人情の 機微 を §k つて 之 を 解剖す るのに 非凡な 手腕 を 有つ 

て. Q る。 そして 此方 面 は、 特. に 氏の 短篇 集を讀 んで毘 ると よく 解る と 思 ふ。 いかにも 詩情の ゆたかな 

作で、 靑 春の 戀を 描く ところな ど は 確かに 近代の 名文で あると 信す る。 例へば 『神の 笑 ふとき』 

"when  God  Laughs: とい ふ 短篇^の 卷 頭の ー篇の 如き は、 眞に すぐれたる 抒情詩 を 誦する が 如 

く、 あのむ くつけ き 作者が こんな 美しい 物 を 書く のかと 思って、 私 は 繰返し 讀ん だ。 貧民の^ 狀を細 

叙し、 10§ 始 生活 を 憧憬す る此 作者の 他の 半面が、 最もよ く かう いふ 短篇 小說 にあら はれて ゐる。 

『祌の 笑 ふとき』 の 主题は 寧ろ 陳. M な 材料 を 取った もので、 この 作者の 詩 筆に よって はじめて 而白 

く！； S まれる 性質の ものである。 結婚 は戀 愛の 坡墓 であろ、 とい ふ 古い 曾 葉の 示す 眞理を 繰返して、 戀 

愛の e; 味 は 求む る 所の 心 持に ある、 得る とい ふ 事、 餉 滿 するとい ふ 事 は 滅亡で あると いふ 意味 を かい 

たもので ある。 力 アキ イネと いふ 男が、 ある 他の 結婚した 女の 戀 の-最後 を 物語る の だ。 書き出しの 

第  一 このところに、 

力 アキ イネ は 遂に 寛いだ。 がたがた いふ 窓 を 彼 は そっと！ a 上げて、 烈しく 家に 吹きつける^ 南風 

の荒々しぃ^^きに、 しばらく 耳 を 傾けた。 酒盃 や- 擧げて 火影に それ を 透しながら、 黄金の 美酒な 見 

てうれ しさう に^った。 彼ば 言った" 『美しい 洒だ。 甘い 甘い 酒た。 女の 酒 だ。 また 鼠色の 衣 を 着 

た 聖者が 飲む やう に 出 來た酒 だ。』 


—— 4S8 


力 アキ イネ は藝 術の 人で ある。 南 國の氣 分 を 有った い 眼で、 長く 延ばした 髮の 毛の 蔭から 入を兑 

る 時はメ フィス ト フエ レスの やうに a えろ 5^ だ。 此 男が 話す の は、 結婚して から 死別れ た ra^ 敢 ない 或 

男女の 戀 物語であった。 

戀は 願望で ある、 甘い 苦痛 だ、 と 二人 は 思った。 男 はいつ も 求めて なた。 そして 求めて ゐ たもの 

を？.^ た 時に 彼 は 死んだ。 斥けられ たる 戀は 生きた 戀 である。 得られた る戀は 滅びた 戀 である。 貪つ 

てな ほ凯 ゑて ゐ ると いふ 藝當は 人間に は 出来ない。 滿 腹と いふ ことが 問題 だ" わがもの にして 而も 

なほ 鋭い 欲求 を 有つ こと、 これが ふたりの 問题 であった。 かれら は 戀を戀 したので あつたから だ"" 

得た、 遂げた、 と 思って 我 も 人も甚 んで爲 るの は、 實は 神の 惡戯 に過ぎない。 これが 此ー篇 の 要3 曰 

である。 

:1 ン ドン 氏が、 布哇 のこと を 書いた 物 だと 言って 私に 語って ゐた 『誇の 家』 も、 極めて 詩的な 短篇 

の 物語 築で ある。 各篇 みな 此 島の 風俗 を 村と して、 地方色 を 鮮明に あら はした 作で ある。 人 マ その 二三 

を こ こ に 紹介しょう。 

『誇の 家』 の 主人公 フ ォォド とい ふの は 所謂 道心 堅固な、 酒と 女が 何より 嫌 ひな 男で ある。 結婚と 

いふ 事 すら 夢にも 考 へない 程の 極端な 男で ある。 或 夜の こと、 南國の 常と して 海 濱には GT 光 を 浴びて 

在留の 軍人 どもが 踊り狂って 歡樂に 我 を 忘れて ゐる さま を、 彼 は獨り 離れて いかにも 苦々 しげに 眺め 
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てゐ る。 中で も 特に 彼が 憎 惡の目 を 以て 凝視して ゐ たの は、 今し きりに 音 樂に合 はせ て 布 哇の歌 を 歌 

つて ゐる、 ジョォ • ガァ ランドと いふ 道樂 者の かな か (土人) である。 彼 はこの 靑 年が 自分の 異母 弟 

だと は 夢にも 知らす、 以前から 色々 と 迫害 を 加 へて ねたので ある。 

そこへ 一人の 友人が 來て、 フォ ォドに 向 つて 『どうして 君 はそんな にガァ ランド を いぢめ るの か。 

1^ 七 あの と は 人生の 方が 极 本から 遠って ゐ るんだ。 あいつに はな かば 土 入の 血が ある。 君 は 堅 苦 

しい 一 方の 新 英洲種 だ。 君の 血 は稀潘 いが あの 男の 血 は 熱して ゐる。 君に は 愛と いふ 察が 解らない ん 

だら う。』 友 はかう 言って 遂に 事情 を 明した" 卽ち 宜敎師 として 新英洲 から 來たフ ォォド の 父が、 嘗 

て 土人の 女に 生ませた 子が ガァ ランドな の だから、 いくら その 放埒 活蕩 を惡ん でも、 兄弟た る こと は 

^はれない 事實 だと わかる。 そこで 友 はまた 更に かう 言った。 『それ は 誰に でも 知れ渡って ゐる 話で、 

知らな いのは 君ば かりだ。 また さう いふ 類の 事は此 島で 決して 珍ら しく もない 話 だ。 そこが 人生の 面 

白い ところで、 君のお 父さんの 身内に あった 放 将の血 をす つかり ジョォ • ガァ ランドが 受けつ ぎ、 禁 

愁 苦行の 方面の 血統 を 君が 又す つかり 承け 雛いだ。 それだけの 話 だ。 君のお 父さんに は此 二方 面が あ 

つたの だから、 Ijf^ はお 父さんの 右 乎で あり、 ガァ ランド は 左手で あるの だ y 左手が. 惡 いからって 右手 

で それ を 打ち落す わけに も 行く ま い ぢ やな いか。』 

友 はかう 言って 立 去った。 無言で それ を 聞いて ゐたフ ォォド は、 今度 は 四 十 來 この 岛にゐ るホテ 


ル の 下男に 向って 更に ガァラ ンドの 身の上 を 訊く と、 矢張り さまの 友の 話の 通り 自分と は 異母 弟の 間 

抦だ とわかった。 彼 は燭り 思に 沈んだ。 

それから それへ と考へ 込む。 自分 は アイザック • フ ォォド (父の 名) の 子 だ。 父の 身に 起った 事 

はこの わが 身に も 起る かも 知れない。 思 ふだに 頰が 紅くなる やうな 氣 がして、 彼 は 鋭く 羞恥の 感を 

覺 えた。 自分の 血の なかに ある もの を 恐ろしい と 思った。 恰も 父が 癩病患者であって、 自分の 血の 

なかに も その 恐る ベ き 病毒が あるか も 知れない とい ふこと を、 突如と して 閱 いたやう な感 じがし 

た。 神の 嚴肅 なる 兵士 I . 古 の 偽善者なる アイザ ッ ク • フォ ォド よ。 あの 波止場 人足と 自分と ど 

れ だけの 差異が あるか。 フォ ォドが 以前から 造り上げて ゐた 『誇の 家』 が、 いま 耳 もとで 崩れ^ち 

てゐ るので ある。 

フォ ォドは ガァラ ンドを 呼んで 金 錢を與 へ、 米國 大陸へ 追ひ拂 ふこと にした。 

ガァ ランド は 歩み 去った。 しかし 別れの 言葉 は 口にしなかった。 フォ オト は 手 をた たいて、 ポオ 

ィれ もね えど を、 と 日本人に 言った。 れ もね えど を 飲みながら、 長く ま， だ 如何にも 滿 足げ に フォォ 

ドは獨 り 微笑んで ゐた。 

これが 一 篇の 結語で ある。  - 

また この 一 卷 のなかで：？ 取 も 抒情詩 風な の は 『ァ 口 オハ • ォォ H』 と题 しだ 短篇で、 父と 共に 此 島に 
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來て、 はじめて 戀と いふ もの を 知った 亞米利 加の わかい 娘が、 ホノルルの 港 を 去る 時、 混血の 靑 年に 

後髮そ 引かれる 思 をして 切ない 別 を 惜しむ 所 を 書いた もので、 いかにも 此布 唾に はあり さうな 話で あ 

る。 私の 乘 つて ゐ た赛洋 丸が あの 港 を 出る ときに も、 .cc 衣の 金髮 婦人が 誰から 贈られた のか、 美しい 

花 飾 を 頸から かけて 甲板 を 行きつ 戾 りっして ゐる、 其 折の 光景 を 思 ひ 浮べて 私 はこの I 篇を 殊に 面白 

いと 思って 請んだ。 

いよいよ li の 出る とい ふまぎ はに、 娘が 頸に かけて ゐた花 飾 をぷッ つり 切る と、 花 は 3^ 珠の 雨の や 

うに 戀 人の 上へ 降り かかった。 うっとり として 唯 戀人を 見つめて ゐた此 女の 目 は 淚に曇 つた。 靑年は 

混血 兒 であると いふので 結婚 は 思 ひも 寄らぬ。 再.^: は 期す る を 得ない。 女 は 泣いた。 船が 港 を 出る 時 

に 皆の 歌 ふ 布哇の 歌が ある、 

A lolly  oe,  Alolia  Qc,  e  kc  oruiona  no  iio  ik«  Hpc- 

A  lond  embrace,  tihoi  ae  au, 15til メ vc  meet  y^2.3. 

わが 思 は 君に、 またの 逢瀬 を ！ とい ふ 歌の 言葉 は、 それが 自分に かな はぬ 戀 である だけに、 強い 

酸の やうに 女の 胸 を 刺す のであった。 

この 寄の 或 他の 篇 のなかに ロンドン 氏 は、 米 1L 近 來の詩 客と して 知られた 故 スト ッダァ ト 氏の 

.-Hawaii  Noi" の、 
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:Thy  life  is  snlsic  Ftt〔e  tli ひ notes  prolong! 

Each  isle  a  stanzy,  MTKl  the  whole  a  sonw-" 

とい ふ 句 を 引いて、 『布 i 上の 生活 は 歌で ある。 この 國で 「肉」 は 黄金で ある。 土着の 女 は 日光に 熟し 

jy ジ ユウ ノォ であり、 は靑 銅の アポロ ォ である。 かれら は 歌 ひ 舞 ひ、 すべて は 花 を ちりばめ 花 を 冠 

する ので ある。 やかましい 宜 教師と いふ ものの 圏外に、 白人 は 南 11 の 風土に 化せられて、 いかに 忙し 

くと も 舞 ひつ 歌 ひつ、 耳のう しろに また 髮 のなかに 花 を 飾る』、 と 書いて ゐる。 私 は、 此 『歌の 國』 に 

ぼ をと どめて 今し きりに 筆 を 進ませて ねる 口 ン ドン 氏が、 更に また 此島 を材 とした 新作 を 文壇て 貢献 

する 日の  一 n: も 早 からん 事 を 祈る ものである。 (大正 H- 年 二月 紐 有に て) 

(ジ ャャ ク. D ン ドンに 就 いて 附記) 

私が 布 ゆ； に 立 寄った 時に その 健康 を 誇って ゐた氏 は、 思 ひがけな くも 其 年の 暮 ちかく、 カリフ ォ ォ -ー ァ洲で 病死 

した。 氏よ 米！： 作家のう ち、 歐洲 各國に 最も 多くの 愛 讀者を 有する 人であった。 以前から 獨逸 では 氏の 作 を 英語 

^^科書として用ゐた程で、 殊に 北歐 の諸國 では 氏の 小說は 最も 多く 歡迎 せられて ゐた。 最近に は 英米で も 敎科書 

として 出^せられ、 死後の 名聲は 更に 高く、 社 < 濟問 题に關 する その 論 若 も 亦廣く 世に 行 はれて なる。 


一 杜 伯の 日記 

としつき  6 

歲 月の 經 つの は：： t いもの、 ヤス ナヤ • ボリ ャ ナの老 伯が 逝いて から 旣 うかれ これ 六 年になる。 說に 

於て は 私な ぞ必 すし も 全然 かれに！ I！ 意す る 事 は出來 ない と 思 ふが、 何にもせ よ 近世 最大の 思想家の 一 

人と して、 全世界の 尊敬 を 得た の は、 人 r もな ほその 斷簡零 墨に 伯の 人生 觀の 片影 をで も 窺 ひたいと m 心 

ふ 人の 多い ので 知られる。 思 ひがけない バルカンの 問題から、 遂に 歐洲. V 戰 鹿の 巷と 化して 了った 今 

^の 大騷ぎ を、 杜们 はべ マ 菜して 地下で 何と 見て ゐる だら う。 

斷簡零 8^: といへば、 つい 近 のこと、 露西亞 では 杜 伯の 日記と いふ ものが 新に 發 見せられて、 かの 

^の 文 擅の 耳 In を详 ti; して ゐ ると 聞いた。 それが 一部分 だけ、 前週 はじめて 米 國に傳 へられて 英譯さ 

れた。 固より 入に 一. 小す 镜り もな く、 杜 伯が こんな 曰 記 を 記け てゐ たと 云 ふ 事 さへ 多くの 人 は 知らな か 

つたので、 殊に 世人の 注意 を惹 いたので ある。 これ は杜 伯の 遺 首 によって 一切の 著書 遣 文 を 保管し て 

ゐる、 伯 生前の 親友 チェル トコフ 氏の 手から 發 表せられ たので あるから、 出處は 十分 確かな 物 だと 信 


ぜら 几る。 

このたび 公に せられた 日記の 第 一 卷は 一 八 九 五 年から 一 八 九九 年までの 分で、 以下 數卷に 分って 順 

次 刊行され る さう だ。 日記と 云っても 其 n 々々の 出来事 を 書いた ので はなく、 ただ 感想の 斷 を 折に 

觸 れて錄 した ものである。 さすがに 世界 を 動かした る 一 世の 一 大 思想家の 語錄 だけあって、 たと ひ 咳 

t 一成 珠と いふ 程の 趣 はなく とも、 不用意の 筆の 跡に ももの づ から 其處に トル ス トイ イズムの 特色が 現 

は れ て ゐ る か ら 面 い 。 た だ 近 頃 の 英吉利 文壇 な ど に よ く流行 る 警 句 と 云 つ た や う な 寸鐵殺人 の 言葉 

でもなければ、 鋭い 皮肉で 人の 肺赚を ゑぐ る やうな 類の もので もない。 そ；； より は 寧ろ 深みの ある、 

悠揚 として 迫らざる 大 思想家の 面影 を ここに 窺 ふべき であらう。 通讀の 際、 私 は 筆に 任せて 以下 その 

救 節 を抄錄 する 事に した。 

( 一 八 九 五 年 十 一 月 九日の 條 に)、 『すべて を 现解 する はすべ て 許す 所以， r 理性 はおの づ から 人の 心 

に 潜める 正義の 愛 を 導き出す とい ふ事實 が、 此 言葉に よって 確かめられる。 若し 人 を 許すならば 爾は 

また 人 を 愛する 事 を は じめ るの だ。 許す こと は 非難し 憎惡 する 事 を 止める の 意 だ。 

(一八 九 六 年 一月 二十 一一 一日の 條 に)、 3 異 正の 藝術品 は傳染 的の もので、 藝術 家が 求め、 あこがれる 時 

にの み 始めて 製作 せられる。 *  *  * 藝 術の 道 を 踏み外す ものが 二つ ある。 それ は 猥褻と 技巧と だ。 こ 

の 二お の 問に は 極めて 狹ぃ 一 條の 道が あって、 そこに 衝動 あり M 的 ある 時に のみ 此 一 條の道 は 思 出さ 
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.ri る。 また 此時 にの みさきの 二つの 横范 —— そのうち でも 技巧の 方 は 一 歷惡 いが —— に 入ろ の危險 を 

免れ 得る の だ。 

心  11 の 要求し ない もの を、 强 ひて 理知の 力で 分析し 試驗 しょうと しても、 それ は 無 现な話 だ。 

(一八 九 六 年 五月 十七 日の 條 に)、 段々 に發 育す ス 種子が、 はじめ 種子の 時代から 萌 茅の 時代へ と經 

して 行く の を 自分で は 無意識 でゐ るのと M じ やうな こと を、 ぢりぢ り 歳 を 取って 行く 人 は 經驗す る 

もの だ" 自分で は それ は衰 へて 行く の だみ 思って ゐる。 そして 更に 刖の生 とい ふ 新 境地に 自分が 發 

育しつつ おる 事に は、 全く 氣附 かない。 

さう いふ 事 を 人 r 私 も 感じ はじめた- 動物 的 生活が 自己の 全部であって、 精祌 生活 は 動物 的 生活の 所 

ャ tvb ある、 と 人 は m 心って ゐる。 これ はちゃう ど 動いて ゐる 舟に 乘 つて ゐる 人が、 自分 は 動かないで 岸 

ゃ设が 動く の だぶ-思 ふの も 同然 だ。 

自己の 思想 を 抱いて 殆ど 絶 的に 寂寞 孤 獨を感 する 時、 他人から 誤解され ると いふ 事 は、 爾の 生お 

に 於け る 最も 痛ましい 精祌的 苦惱の 一 つで ある。 これが 慰藉と なる もの は、 人々 若し 爾を 解せ すと も 

神 之， V 解し！， お ふとい ふ 事 を 知る に 在る。 

( 一 八 九 六ハキ 七月.；' 凡 n の條 に)、 美と は何ぞ や、 美と は 吾々 が 愛する ものである。 *  *  * 何故に 愛 

する か。 类 であるが 故に 愛する、 とい ふの は ^氣は 快き が 故に 呼吸 するとい ふのと 同じ だ。 呼吸し な 
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ければ ならぬ が 故に 吾々 は 空氣を 快し と 思 ふので ある。 それ， V 同じく、 吾々 は 愛しなければ ならぬ が 

故に 美 を yj- 出す ので ある- 何人で も 精神的の 美 を 見る 事の 出来ない 人 は、 肉體と 愛と に 美 を 見出す 事 

が出來 るの だ。 

(一八 九 六 年 七 W: 十九 日の 條 に)、 夕暮、 そこに は 美と 幸福と 祝福と が 立て こめて ゐる) しかし 人 問 

の 世界 はどう だ。 貪楚、 愤怒、 羨望、 殘忍、 情愁、 姦淫 あるの みだ。 人 問が 自然の やうに な ズ-の は 何 

時の 事で あらう。 自然に も爭は あるが、 しかし それ は 正直な 單純 な荣 しい 爭だ。 そして 人間界の は I 

—卑しく もまた 忌 はしき もの。 

( 一八 九 六 年 十月 三十日の 條 に)、 私 は 自分の 信仰の 宜言 を？ へた。 け ふ は 小 西からの 手紙 を 持って 

來た或 日本人が ここへ 來た。 日本人 は 我が！： の 敎會の 基 1^ 敎 徒より は、 疑 もな く 基督教に もっと 近い 

者で ある。 私 は 日本人が 非常に 好きだ。 

( 一 八 九 六 年 十 e:: 二.^ 日の 條 に)、 蘇 術 品に 於て 主要な もの は 作家の 精祌 だ。 平凡の 作品で は、 女性 

作家の 物の 方が 好く も あり 面白く も あるの はこれ がた めだ。 女と いふ もの は、 何とかして 自分の 精神 

の 祕奥を 暴露し 表明す る もの だ。 . I . 女 は 匿す と いふ ことの 出來な いもので ちる。 

( 一 八 九ヒ年 一 五日の 條 に)、 結 品物 を 如何に 壓拷し 破壊し 溶解 させても、 機會さ へ あれば 早速 ま 

た舊の 形に 復 する だら う。 社.^の組織もこれと同^!$で、 たと ひどん な試驗 にかけ て 昆ても 結： siw 然と 
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して 同 じ ものである。 結晶 物 は化學 的の 內部 的な 蒙. 化 を 受けて ここに 始めて その 形を變 する に 至る の 

で、 社 舎 もこれ と 全く 问じ である。 

( 一八 九 六 年 十二月 十七 n の條 に：、、 權威を 認める こと 位、 藝 術の 理解 を混亂 させる もの はない。 ホ 

ォ マァ、 ダ ン テ、 沙翁、 ベ エト ホす、 >1 ン 、バッハ、 ラファエル、 マイケル • ァ ンゼ 口 等の 作物が * し 

て 露 の蕩 術の 中に 入れられるべき もの か 又 それ は 如何にして かとい ふ 事 を、 或明確な藝術觀を^^ し て 

定める こと をせ すに、 今日で は藝術 は、 單に 偉大 だと 認められた 作家の 或 作品 を 通して 定義され てゐ 

るので ある。 批評す る價恤 もない 名家の 作が 隨 分と 多く も あれば、 また 偶然の 事で 有名に なった もの 

も ：® だ 多い。 ダンテ や 沙翁は それ だ。 

^ 威 を 信す る こと は、 それらの灌威のゃった過-^？^を手本にして了ふのだ。 

「.■ ォォク で，、ュ ウジ ク 

W 衆 樂、 音 樂、 また 一般に 藝 術が 墮 落す るの は、 天分の ある 人た ちが 皆 金 持ゃ贵 族の 慰み者に 

なって 買 取られる からだ。 

(一八 九 七 年 二  二 卜 四日の 條 に)、 舆論は 法律 や 軍隊よりも 强ぃ、 そして 輿論 は 婦人の 掌中に ある 

の だ" —— その i?^ 據には 下の 事. la が ある) 婦人 は 家屋 食物の 一切 を 司り 富 を 消費す る。 從って^^子 

の 勞働を 支配し、 堂 「籍 ゃ藝術 品の 相場まで がそれ で 定めら おる。 *  *  * 男子 は 婦人からの 解放 を こそ 

求める べきで、 婦人が 5^- 子から 求めるべき もので はない と 言 つたの は 至 ； 一一 In. た。 
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( 一 八 九 七 年 八月 九日の 條 に)、 審美と 倫理と は 一 つの 槓杆 の兩端 だ。 一方が 長くな り輕 くなる に從 

つて 他方 は 短くな り ま： くなる。 人が 道 德心を 失 ふや 否や、 美的 方面に 應 する やうになる。 

( 一 八 九 七 年 十一月 十七 日の 條 に)、 科學は 宗敎的 基礎 を 失 ふに 至って 無意義の 研究に 轉 じた。 そし 

て 主として 重耍 なる もの を 研究す る 事 を 止めた。 その 時から して^ 驗科學 とい ふ ものが 出來 た。 ペイ 

コ ン が 出た。 

( I 八 九 七 年 十一月 二十 八 曰の 條 に)、 諸君が 他人と をして ゐる 際、 突然 その 人の 顔附が やさしく 

成り、 瘩 しさう に 成る ことが 時々 ある。 何 か 諸君に とって 非常に 好い 報知 をで も 傅へ て吳れ さう だ わ 

い、 と 思 はせ る やうな 風で 何 か 其 人が 話し 出す その 時 は、 —— なに 其 人 は 自分の 事 を 話す の だ。 

(一八 九 八 年  一 H 十三 日の 條 に)、 團體 とい ふ もの は、 如何なる 團體 でも、 何等 人情 的な、 人格 的 

な、 道德 心と いふ もの を 心から 有って ゐ ない。 世界に 於け る あら ゆろ 害惡 はこれ から 生す るの だ。 

二八 九 八^ 二月 三日の 條 に)、 人 問 を 善人 惡人、 愚人 資 人と 分ける の は 誰もよ くす る 誤 だ。 人 問と 

いふ 者 は 絶えす 變 化して ゐて 多くの 可能性 を 具 へて ゐス。 愚かな 者が 賢く なれば 惡 人が 善人に も變 

る、 また その 反對も ある。 そこにん の 偉大な ところ も あれば、 また 人 を 1- 斷 する ことの 不可能な 所 

以も ここに 在る。 諸君が 判斷を 下して ゐ ると、 そ C 人 はもう 變 化して 了つ てゐ る。 『彼奴 は 好かぬ』 

と-一 S つてる と、 其 男 はもう 別な 人 問 になって ゐる。 (大正 五 年 八月 『時事 新報』 所載) 
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二 英 獨の學 風 

.ー 

この あ ひだ 英國 から ギル. パト • マ レイ 敎投が 紐 育の コ ラン ビアた 學に 講演に 來た。 この 老敎授 はい 

ま 盛名 かくれな き 英國舉 界の著 招で、 その 專 門の 希 臘文舉 では、 獨 逸の 學者、 たと へば 先 jl^ 们 林大學 

の總 長に なった ギラ乇 ギッッ エレン ドルフ なぞより は 以上の 人で あらう。 その 希 腿 劇の 英譯 など 

を！；^ て も、 この 老 教授が 軍に 一 個の 事究 でない 事が 知られる。 

紐 宵に 來て 老！^ バ授は 先づ英 獨學風 の 差に 就いて 語った。 それが ちゃう ど 私の 平生 考 へ て ゐ る 事と ぴ 

つたり 合って ゐ るので、 嬉しい とも 面白い とも 思った。 別に 珍ら しい 說 ではない が、 私 も M: 感 だから 

ここに 紹介す ろ。 

『私 ども は 乾燥無味な ©.究 ではなくて 人 問で ある』、 と 先 づ老敎 授は言 つた。 さらに 微笑 を 含んで 白 

5^ を撫 しつつ、 英 國の舉 者と 獨 逸の 學 者と は 全然 その 型 を 異にして ゐる事 を 述べた。 然 らば その 相異 

の點は 何處に 在る。 

最も 簡單 にこの 相 異を言 ひ 現 はせば、 獨 逸の 舉 者は黑 入らし く、 英國の は 素人 風 だ。 黑人 風に も 長 

所が あれば 素人 風に は亦大 なる 長所が ある。 
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獨 逸と いふ 國は元 來が專 門 家の 國 である。 銘<. 皆 極めて 狹ぃ 自分の 專 門の 範？ i に 首 を 突 込んで、 他 

を觀 すに こっこつ やって ゐる ところ は寳に 偉い。 _5^の睪丸の硏究に五年の歲月^^費し、 蚯蚓の 何やら 

を 調べる G に 十 年 を 惜しまぬ 人た ちの 國だ。 その 調べて ゐる 事柄 は、 ぢ つと 傍から 考 へて 見る と、 そ 

こに 何の 美 もなければ イルミ ネ イシ ョ ン もない。 ところが 英！： の學 者に はもつ と 人 問. 味が ある。 人生 

そのものに 對 すス與 味が 深い、 もっと 常識的で ある。 獨逸舉 者の 深遠 は： a られ ない 代りに、 また その 

ti 僻 も 無い。 そこが 素人 風と m 一人 風との 相異 だ。 血 もなければ 淚 もない やうな 腐儒 は、 だから 英國に 

は餘り 居ない やうで ある。 ちと こちらの 花 を も 見やし やん せ、 と 言って 遣りたい やうな 人は獨 逸の 擧 

徒に 多から う。 

二 

だから 深遠に して 紬心 精微な 研究の 方面に 於て は、 獨逸 は實に 世界 學界 の 霸 モ 稱す るので あ る 。 こ 

の點に 於て は 何から 何まで 行 届いた 研究 法が 備 はって ゐる。 マ レイ 教授 は 自分の 專攻の 古典 學に 就い 

て、 しきりに この 點を强 めて 首って ゐる。 獨 逸は羅 甸語毚 及び 希臘 語彙の 大規模の もの を 計！！ し、 希 

獵 文法で も、 キ ュ ゥ ネル • ブ ラスと キュ ゥ ネル • ゲ ル トの 四卷の 右に 出づる もの は、 今のところ 他に 

無い ので ある。 パウリ， ウイ ソゥヮ の 通 典 は 古典 舉の 最大 權威 であり、 ti シヱル の 辭典 はい ま祌 

Js^il の 最も 偉大なる もので あらう。 殊に 編竊 ものの 大 著述に 至って は 何と 言っても 獨 逸が 偉い。 そ ^ 
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の 他、 專門擧 <13 の 研究報告 論文と いふ やうな もの だけで も、 量に 於て 獨逸は 英國の 十倍 も 十五 倍 を 出 

し て ゐ るの は、 何人も 熟知せ る 通り の 事實で あ る。 

獨逸學 風の 長所 は そこに あると して、 更に また 英國の 學風も あながち 淺 薄の 識の もとに 蔑視 せらる 

べき もので はなく、 ここに もまた 大に攀 ぶべき ところが ある 事 を 知らねば ならぬ。 

マレ ィ敎 没の 說は、 . ！- 私の考 も ほぼ 同じ だが、 11 主として 古代語 學 とか 文 擧 とかに 就いて 言つ 

たもので あるが、 獨 逸の 學風 は、 古文 舉に對 して どこまでも 訓詁の 學 であるか、 さもな くば 非常に 凝 

り 固まった 煩琅 な哲學 論の やうに なって 了 ふ。 一 つの 作品に 對 しても 語源 語法 を 論じたり 或は -膝 史的 

に 研究し、 また 作者の 閱麼 との 關係を 究めたり、 ぎごちない 解剖 的 批評 を 試みたり する 事 は 如何にも 

巧い が、 それ を 一 つの 藝術 品と して 生きた 儘で 鑑賞し 味して 行かう と 云 ふ 態度が 全く 缺 如し て ゐ 

る。 たと へば 希 職 文法で は、 何と 言っても 今では 獨 逸の キ ユウ ネル • ブラス • ゲルトの が 最上の もの 

であるが、 さて 希獵 語の 極めて デリ ケ イトな 點だ とか、 或は 希 職 語の 『に ほひ』、 感じと 云 ふやうな 

事になる と、 これ は 英米の 學 者の 著書 を 以て 遙 かに 獨 逸の ものに 勝れり とせねば ならぬ。 だから 一 つ 

の 事柄 を 確かめる 段になる と 私は獨 逸の 著書 を 重ん する が、 感じの 問題になる とこれ はどうしても 獨 

逸人の 書いた もので は 物 足らない。 たと へば 希臘 語で 詩 を 作らせて 見る と、 英國 の大學 生です ら獨逸 

$S 1 流の 希 臘^ 者よりも 遙 かにす ぐれた もの を 書く のが ある。 古代^^2で詩作をしょぅがしまぃが、 そ 


んな事 は どちらで もよ いが、 とにかく 英國の 舉風は 感じと か 理解と か を 主にし、 獨逸は 『知る 事』 そ 

れ 自らが 本意な ので ある。 獨 逸人 は、 だから 希臘の 韻律 法 を 詳論 はする が、 自分で 希 臘の詩 を 作った 

りする 事 は 殆ど 出來 ない。 知る と 味 はふとの 差-たと もい ふべき だら う。 英國の は 『科 擧』 とい ふより 

リベラ ti- *ァ アツ 

は 『藝』 に 近く  (固より 枓學的 根據は あるに しても)、 どこか かう 昔の 支那で 言 つた 『士』 のきぶ 

べき 『六 藝』 と 云った やうな 趣が ある。 

三 

11: じく 昔の 典籍 を 事ぶ にしても、 それが 單 に考證 とか 訓詁と か 云 ふ 事に 終始せ すして、 直ちに 其 人 

の 肺腑に 人って 血と なり 肉と なり、 人物の イン テグ ラル • パ アトと なる 所に 英國學 風の 長所 は ある。 

『舉 者に して また 紳士た る 者』 を 養成す るの は、 今 も 昔 も英國 高等教育の 本意 だ。 英 人の 貴ぶ 『擧 

.^1^』 と 云 ふの は單に 物識りで はない、 美 を 解し デリカ シィズ を 感じ 得る 土人の 謂 ひだ。 

英！ i の此 『素人 風』 の擧風 は、 獨 逸に 於て は 殆ど 見られぬ 一種の 人物 を 産み出して ゐる。 かの 虞 翁 

や 前の 首相 アスク 井ス、 又な がく 駐米 大使であって 日本に も來た 憲法 史の 名家 ブライス 卿、 その他、 

ク 3 ォマァ 卿に しても 乇ォ レイ 卿に しても、 これら 政界の 傑物が 等しく 古典 舉者 であって、 ホ ォマァ 

を諧ん じ、 プレイ.、 -ォを 味 は ひ、 ルゥク リイ シァス を 誦する 人た ちで ある。 獨 逸で ならば、 これ は 所 

謂 幕 門 の 舉究が 群 寄 堆裡に 頭 を 埋めて やる 仕事で ある。 英國の は、 ベ ル ン ハ ァ， ティ の 言った^ 味で な 
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くて ァァノ ルドの 一一 一一：： つた 意味の カル チ ユアが 目的 だ" 人物 養成 本位 だ。 獨 逸の は、 研究と 例の アル バ 

イトと やらが 身上で ある。 

老敎授 は 更に 趣味 ある 一 語 を 以て その 說を 結んだ。 曰く 『素人の 精神 は 結局 これ 藝術 家の 精神で あ 

to』 と - 

四 

以上 マ レイ 教授の 說を 紹介す る 積り で 書き出し たのが、 よい 氣 になって ffi. を 滑らして ゐる にいつ 

か 私の 自分勝手の 事 を 言って 了った の は、 まことに 相濟 まない が、 この； hMli が 言った 希 職 li 馬の 古典 

以外に、 私 なぞの 攀 科から 言っても、 中世 文擧に 於け る ケア 教授の 如き 學風 Q 人は獨 逸の 學 徒に は 極 

めて 少ぃ。 沙翁 研究に 於ても ダウデン ゃヲ ルタァ *  口 オリ ィ敎授 の やうな 本 を liE く 人 は 英國に 限る。 

の 他 ゴッス とか、 或は 此人 たちより は遙 かに 後進で は あるが、 オリ、、 ヮァ •  H ル トン 敎授の 著書の 如 

き は、 英國に 於け る文舉 研究の 能： 度-^ 代表した もので、 獨逸舉 者の 企及すべからざる 『藝術 ，；}^6 精祌』 

な-失 はない ものである- 極端な 例 を 言へば、 ペイ タァの 『文藝 復興』 一 卷の著 は、 これと同じ 題 n を 

論じた獨！^^^^者が萬卷の書にまさるも0がぁるではなぃか。 

に 英國の 古典^ 育に 就いては、 在來 もこの 保守的 風に 就いて 場 異論が あつたが、 今度の 戰爭で 

1 段と やかましい 議論が もちあがって、 舉制 改革で どさくさの ある 所 は 一寸 日本に 似て ゐる。 かの ホ 
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ルデ H ン 卿が 上院で 英！： 敎 育の 根本 改革 を 叫んで から、 クル ゥ侯を 國民敎 育 改良 委員と して 政府 は 任 

へ g したが、 この 騷 ぎで つい 此問も 文部大臣が 更迭した 位で ある。 要するに 在来の 古典 本位の 『紳士』 

敎育 や-菜て て、 近世 科舉 本位の、 また 近^ 語 寧に 重き を 置く 敎育 にしなければ、 阔 力に 於て 將米獨 逸 

と對抗 する 事が 出來な い、 と 云 ふ 論 が 力 を 得て ゐ るので ある。 從夾 何事に も まで 傅統乞 重んじた 

英吉利が 今度の 戰爭 あって 以来、 急に 徵兵 制度 を寳 施したり、 敎育 制度に 變更を 加へ ようとしたり、 

少し どうかして ゐる わい と 思って、 私 なぞ は 興味 を 以て la てゐ るので ある。 かう いふ 色々 の變 革の 可 

否 は、 國家 生活の 上から は 鬼に 角と しても、 個人 生活の 上から！ 5- れば 疑問の 餘地 はな ほ 十分に あらう 

と 思 はれる。 

新進 國 たる 米國な ぞを昆 ると、 舉 風に 於ても 敎 育に 於ても、 すべて この 英怫の 中間 を 行って ゐ ふや 

うで ある。 殊に 大舉敎 育が さう だ。 わが 日本 なぞ も 此點に 於 一-犬に 考慮すべき ものが ある だら うと 私 

は 思 ふ。 (大正 五 年 十月 『時事 新報』 所載) 

三 H ェ チニ  H ガ ァ ラ ィを憶 ふ 

西班牙の H  H チ H ェガァ ライが 死んだ。 歐洲 の文檀 は、 近世の 最も；？^ 漫 的なる 一大 曲 家 を 失った 

ので ある。 


奇才 縱^ のこの 作家 は、 お f の 人であった と共に 乎の 人であった。 思想家で あると 共に 實 行の 世界に 

も 活動し 努力した 人であった。 その 晚年は 稍 振はなかった 感は あるに しても、 かって 政界に 入って は 

國務大 ほと なり、 また 科學 1^ としても 社會 改良 家と しても、 到る ところに 凡なら ざる 天 禀の才 を發揮 

した 人であった。 お 商務 大臣 かと 思へば 經濟學 の 著^で あり、 マ ドリ ッドの ェ藝學 校に 敎鞭を 執った 

R も あれば、 數舉物理の學^1<?として斯界に重きをなした事もぁった。 かう いふ 多方面な 閱 は、 現代 

の 文人と して は餘り 他に 例を昆 ない 位であった。 

文藝 にあら はれた る 西班牙. とい ふ國 は、 どこまでも 浪漫的な 國 である) 私に 若し 金錢と 時間との 餘 

裕 があるなら ば、 人の贵ぶ#:^w;西など へ行くょりは、 八， もな ほ 昔ながら に 浪漫的な 西班牙の 人情 風俗 

を こそ 見たい と 思 ふ。 欧洲 戰亂の 巷 をよ そに して 幾 世紀の 榮 華の 夢の 跡 を たづね、 衣 幅の 末に も 毒々 

し い 額 した 南 國の色 を 誇る 此國の 俗 を 昆れ ば、 遠 い 昔の セル 、グ ン テス や 口 オペ ェ • デ H  • .ヹ H ガの 

作も^ ばれ、 .-ェ ラス ケズゃ ゴャの 藝術も 味 ははれ よう。 國 主義と 『メト ドロ ギィ』 との 榮 える 恐ろ 

しい！； なぞ は、 先づ後 はしに して m はきたい と 思 ふ。 

北方の 人の 夢想 だ も. 夂 ばぬ？； -I 厚な 色 影 を 喜び、 刺戟の 强 いあく どい、 常軌を逸した 趣味 をのみ よろ 

こぶ 西班牙の^ 風 は、 今 もな ほ 闘牛の 技に 若い 女；！ ちまで が騷ぎ 立てる と 云 ふので も 知られよう。 自 

然主^^^；ゃ問题文藝の^苦しぃ作品が時を得額に榮ぇた歐洲近時の文壇に、 西班牙の みは 獨り 美しい 浪 
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漫. な 藝術を 生んだ ので ある。 北歐 の イブ セ ン が 社會刻 問题釗 S 心 想 劇 4V 書 い て 天下 を展 靡して ねた 

に、 西班牙の ヱ ヱ チェ H ガァ ライ は 美しい 浪漫的な 戲曲を 作って ねた。 これと いふの も 西班牙に は、 

北 歐諸國 に P しる やうな 精神 生活の 苦痛 煩悶が 紗く. 不安 動搖が 烈しく たかった からで ある。 イブセン 

ゃショ ォ ゃブリ ュ の 作 を 生んだ やうな 社會 問题宗 敎問题 51 人 問題が、 さまで 痛烈に 人の 心 を かき 亂 

さなかった からで ある" れんび りした 理想主義 や、 raisi- 應 報と 云った やうな 所 挑 S 『古い』 思想が、 矢 

張り 此國の 近代 文 寧の 北み 調 をな して ゐ るの も その 結 茶で あらう。 せち 辛い 『近 代』 の 風潮 をよ そに 

して、 遠く 南歐 のかた ほとりに、 いつまでも 浪漫的な 夢を樂 しむ 班 牙 人 こそ、 思へば 幸福な 人た ち 

である。 

戯曲 家と して の ェェチ H ェ ガァラ ィは 何と い つ て も 矢張り、 昔の 力 ルデロ ンゃロ ォ ぺェ 二ァェ • 、、ェ 

ェガの 流れ を 傅へ た 人であった。 評 家が 之 をギク トル • ュゴォ に 比する の も 無理 はたい と 思 ふ- 今 か 

ら約 三十 五 年 ほど 前に 出た 傑作 『ガレ オト』 は 世界 戯曲と 銘打って、 ^題から して ダンテの 大作に あ 

る 戀の なかだちの 名 を 取って ゐる。 夫^の なかへ 水をさす 讒言が もと をな して 出來た 悲劇に は、 此表 

题に旣 に 無限の 意味が 含まれて ゐる。 また 『ド オン • ホ ヮァァ ン の 子』 は イブ センの 『幽 靈』 と M じ 

く 病的 遣 傅 を 村 料に した もので は あるが、 後者の やうな 沈痛 暗擔の 趣はなくて、 どこかに 明るい 所が 

ある" 殊に 昔から 名高い 西班牙の 蕩兒の 傅 說を材 とした だけに、 その 浪漫的な 所が イブセンの 作と は 
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全 .g 異な つて ゐる ん. ら. § 白い。 

"dv?* こなつ 一- -ゐる H  H チ H ェガァ ライの 作 中で、 ，仇しながら 私の 一番 面. H いと 思って 證ん だの は 

『マリアナ』 で， わる。 戀 愛と いふ もの を 唯一 の 契機と して 出 來てゐ る 戯曲で は、 沙 翁の 『 ロォ ミオと 

ジ ユリ エツ ト n を 最大な りと すれば、 近代に 於て は ダン ヌン チォの 『パオロと フラン チェスカ』 と、 

七ェ H チニ  H ガァ ライの 『マリアナ』 を雙璧 とすべき だら うと 私お 思 ふ" 何だか あまり 血 なまぐさい 

§而 が ，、つて、 メ  B ドラマ 的な 趣の あるの は缺點 といへば 缺點 であらう が、 面白く 讀 ませる 上から 

.11 一一" へば、 イブ セ ンの やうた 問 苦しい 物ば かり を 珍 ffi する でも あるまい と 思 ふ" 

かチ i とか 意氣 とか 云 ふ 事 を 重ん する の は 昔からの 浪漫的な 思想で、 殊に これ は 西班牙 趣味の 中柄で 

ある。 昔の カル デ 口 ンの 作に はこれ がよく 出て ゐ. ，リ。 英國 でも ポオ モント • フレ ツチ ャァに 描かれ、 

怖. 5 西の コル ネィュ の 作に は 殊に 通 これが 中心思想 になって ゐる。 資^ 物質. 王 能の 近代に、 こん 

た a 想 を^， 0 骨子と する の. に H  H チ H ヱガァ ライの ヱ H チ H ェガァ ライた る 所以であった。 右に 述べ 

た 『ガ \ オト 1- にも 『マリアナ』 にも 此名譽 とい ふ 思想が 重き をな して ゐ るが、 特に 際 だって それが 

. 出 てね るの は"！.. ^ かマ& 』 の 一 篇 である。 これ は、 m 人 公が どこか 頓梭 翁に 似て ゐ ると 云 ふので 名 一 „ ；-ぃ 

#ej あるが、 私 は 寧ろ イブセンの 『人民の 敵』 に 仕組が 似て ゐ ると W 心 ふ。 、王 人 公 は 不正 を あばいて 之 

. ^天 T こ發 表しよう とする。 これが 發 表されれば 周圍の 人た ちの 破滅になる ので ある。 そこで 友人が 
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取 計らって 彼 を 狂人と いふ ことにして 了った。 さう いふと ころが イブセン ほどに 峻烈で なく、 また 全 

く 趣を異 にして ゐる 所以で ある。 

國運 甚だ 振 はざる 西班牙に とって、 戲曲 家と しての ヱ ヱチ， - ヱガァ ライ を 有して ゐた事 は 《 に國と 

しての 誇であった。 しかし 彼の 死 は單に 西班牙の ためにの み 悲しむべき ではない。 文學藝 術の 發達カ 

今や 前古 未曾有の 『砲火の 洗禮』 によって 阻害され つつ あるの 時、 この 一大 天才 を 文 5^ 一から 失った こ 

と は S に 世界 文明の 大 なる 損失で ある。 (大正 五 年 九月) 


ナイ ァガ ラを 見物せ ざる 記 


有名 だの 著名 だのと いふ 事に 寸毫の 價値を 認めす、 名所 名物 はもと より、 名士 名家な どと いふ もの 

にも， riw な 人 ii のない 事 を 腹の 底から 確信して ゐる僕 は、 天下の 名所 ナイアガラ の 瀧を昆 るに 至って 全 

く 愛想 をつ かした。 

ひ t 

この 數行を 讀んだ わが 故 國の友 は、 杖と 義足と に槌 つて いま 異鄉を 漂浪せ る 黄色ん 坊の 小男 カー 

人、 懸崖.. V 流れ^ち る 千 丈の 蕩布を まへ にして、 ふふんと せ せら 笑って ゐる 妙な 顔つき を、 はやく も 

眼前に 勞鬆し 得 給 ふや 如何に。 

工場の 技師 や 測 i 師の使 ふ，^ のさし と 云 ふ 道具で 測って 見る と、 ナイアガラ は 成る ほど、 田舍^ お 

どし の 案- 2： 記 や 名所 圖繪 にある 通り、 救 字の 上で は 何百 尺 何千 尺の 大 51 布で あらう が、 雄大 崇高の 感 

i から 11 一：： へば、 斷 じて 日光 華嚴の 瀧の 足 もとに だ も 寄れる もので はない。 

幽趣 を 解し 風 額 を贵び 得る までに 發 達した る、 東洋人 の 自然 詩 觀は西 人の 遠く 及ばざる ところで あ 
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るが、 その 日本人の あたまに は、 瀧と 言へば 必 チ先づ せ として 幽逮 なる 山嶽の 美 を 聯想す る。 とこ 

ろが、 ナイアガラに は 肝 in の此 背景が 一 つもない。 唯もう 茫々 漠々 たる 大 平原の まんなかに、 大きな 

水の 流が 二股に なって 落ちて ゐ ると いふ 頗る 藝 のない もの だ。 天を摩すろ綠樹餺？^35の山かげ、 靑嵐衣 

袂を染 むる ところに 垂れた る 百 尺の 素絹、 その^ 镗の昔 は 谷に 響き 山に 癱 いて こそ、 瀧の 美し さも 貴 

さも ある。 一分 間に 幾 尺 立方の 水 を 落した とて、 僕が 水力 電氣の 職人で ない 以上、 一向お もしろ く 

も 可笑しく もない。 ズ；： むした る 岩の はざま を ちょろちょろと 流れ 落ちる 『瀧の 白糸』 こそ、 ここへ 來て 

見て ひとし ほ 懐かしい もの だと 思った。 

何事に も先づ 大小に よって 價使を 論じ、 でり けいとな 趣味より は 大味な ものば かり を 貴 ばう とす 

る、 感性の 粗 硬な 俗物に は、 一種の 見せ物と して ナイアガラ も 結構で あらう。 世界の 11 方から 例の 名 

所兑 物と いふ 事 をし にくる 田舍 者が、 黑 ん坊、 白ん 坊 はもと よりの こと、 黄色ん 坊 までが 千里 を 遠し 

とせす して こんな 所へ 集まって くるの は、 いかにも 尤も 千 萬な 次第で ある。  ソ 

瀧の 牛 一命 は凉 味に ある。 大きくても 小さくても それ は 問題に ならぬ。 綠の こかげ を 見えが くれに 落 

ちて はたぎ つ 水の 音の、 遠く かすかに こだまに 響く を 聞いた だけで、 nl くも 所謂 凉風 腋下に 生す るの 

感 あって こそ 瀧 は 有難い の だ。 一掬の 凉味 だに なき ナイアガラ は、 此點に 於て 遙 かに 京の 清水の 音 羽 

の^に 劣れる ものである。 
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また 幽 速に 作 ふ 祌祕の 趣味 も 瀧の 生命の 一半 だ。 殊に 日本の 瀧に は 宗教 味の 色せ が あるから" おし 

い。 ^^からして華，；-败、 般 おの ゆかしき は 言 はす もがな、 那智 のサ覺 上人 を 引合に 出さす とも. 善 男 善 

女が 祈願 を こめての 修行 は南禪 寺の 鈹が 瀧に でも 見られる ではない か。 ナイアガラに 至って は、 水力 

宽氣の 雄が ま はって ゐて、 そこ を 兵隊が 立番 して ゐる とい ふ 始末。 

京见 物に くる 出舍ぉ i よく 淸 水の 音 羽の 瀧の 小なる を 笑 ふが、 小さくても あれに は どこ か 趣が あ 

る、 風 もないで はない。 ナイアガラ を. m 突く 大 3^ に譬 ふれば、 晋 羽の 瀧 は 可愛らし いお 姬 さまの や 

うだ。 燈を ささげ 寄 をたい て、 合掌しながら あの 美しい 水 をいた だいて ゐる 若い 女た ち を 見る と、 何 

だか ゾラが 書いた 佛蘭 西の ルゥ ルドの やうな 冇難 味も^ ばれる、 

んの 自然 美感 は 甚だ 幼稚な もので、 異常の 1K 才を 除いて 一般に 首へば、 まだ なかなか 鬼洋人 ほど 

の dcHcacy の 域に は 達して ゐ ない。 何だか 理窟め いて 可笑しい が、 これ は 東西 文藝の 著しい 相 異の點 

だと 思 ふ。 希臘の 昔から 歐洲の 文藝は 人間に 卽 する 興味 を 以て 中心とし たもので、 此方 面に は 著しい 

な J! 達 をした。 その代り 自然美に 對 して は 到底 支那 や 日本の 文 藝に現 はれた やうな 幽遠 深 邃の趣 を 求め 

がたい" つまり 希瞧以 米、 西洋の 文 藝には 人 問が 主で 自然 は從 であった。 東洋の 文 藝には 常に 自然が 

、H- で、 人 問は從 たるの 位置に あった。 西 人が 自然の 美に P ざめ て眞に 天地 山川 そのもの を 解す るに 至 

つ.^ の は、 十八 世紀末 浪漫主義 勃興 以後 僅かに 一世紀 あまりの 事で はない か。 西 人 は ゲイン ズボ 口 


コ ンスタ フル 出で てはじめて 山水 盡の美 を 解し、 ヮァ ヅヮス など 湖畔 詩人の IT 抒情詩 集』 出で て はじ 

めて 鋭し く自 の 凝 興に 觸れ たので ある。 わが 萬 葉 詩人が 一 一千 年の 昔から 山川 草木 花鳥 風 の 美 を 歌 

つて、 よく 幾 •  白篇の 抒情詩の 珠玉 を 後代に 傳 へたのと は 問より 同日の 談 ではない。 

自然美 を 感得す る こと 深く、 これ を 愛する こと 強き 日本人 は、 人爲を 加へ ざる 自然の 儘を樂 しまう 

とする、 西 人 は 人工 を 加へ て 後 はじめて 自然 を 享樂し 得る ので ある。 これ は 西 鹿 園の 造り 方 を 比 絞 

しても 明らか だ。 日本の は 純然たる 自然 風景の 模倣で あり、 西洋の庭園は極カ^^然を破壊して幾何^. 

的こ&^水ゃ樹木を排列し、 人工の 美 を 喜ばう とする もので、 自然 本位と 人 問 本位との 差 だ (.0 然を模 

するとい ふ 所謂 英國式 庭園 だけ は 稍 趣 を 異にした 除外例で ある )。 

僕が ここへ 着いた 晚は、 十三夜の 0: がむ かう の 山の端 ——— と 言 ひたいが 山 はない ので、 瀧の 向う の 

低い 森の に 出て ゐた。 何 萬 燭光 かの 電燈 をち やう ど 探 照燈の やうに、 大蕩 布の 一方の- MQ 上と 他方 

の議の 下と、 兩 方から 對角 線の 方向に 斜に 瀧の 面 を 照らす やうに 仕掛けた 具合 は、 僕の 大嫌 ひな 活動 

！！：ま與その儘の光：^：^でぁる。 一風呂 あびてから ほてる のぼお ちへ 出て 凉 みながら、 かげ を 宿した 水の 

流. V 見ようと 思った 僕 は、 先づ この 米！： 式淺草 式で がっかい させられた。 そして 電燈の 光に けおされ 

て！； y 乎して ゐ るお H: さま を 氣の毒 だと も E 心った。 

月と いへば、 紐 育の 街 を あるきながら 僕 はいくた びか、 本 當に月 を 見たい と 思っても さなかつ 


た。 人力の^り を盡 くして 描へ 上げた あの 大 都の、 四角な 摩天樓 の 問から はる 月と、 §=哦 野の 奥 ； 3! 

にす だく 蟲の昔 を 聞いて 軒端に ながめる 月と は、 似ても 似つ かぬ 別 ものであると は 知りながら も、 今 

更の やうに 呆れ s!^ てた。 

よそごと ではない、 日本 も 今に かうな るの だ。 僕が 大阪の 中學の 生徒であった 頃に 魔 遠足に 招かけ 

て 行った あの 1^ 面の 瀧 を、 いっか 家族 を 連れて 二十 年ぶりに 行って a たら、 人 問 力と 黄金 力と が 猛烈 

に c;;,^ 威 を 振って ゐ るのに 恐れ入って つて 來た。 

瀧と いへば 僕 は 先 づ華嚴 の 瀧 をお も ふ。 オンタリオ ゃィ イリの やうな 平原の 湖水と ちがって、 山の 

みどりに 深く 包まれた 幽邃な 中 g 寺 湖の 水が、 千 尺の 懸燥を 一息に 落ちる あの 水の 姿に は、 雄大 も あ 

れば莊 厳 も ある。 山々 を ゆり ® かして 落ちた ぎつ 水の 昔に は 祌祕の 靈感が こもって ゐる。 僕が あすこ 

へ 行った の は旣ぅ 十二 三年 ほど 昔の、 忘れ もしない 七月 一 日 だ。 殊に 其 頃 は、 藤 村 操の 死と いふ 『神 

話』 で 此髓が 殊に 名高かった 頃で ある。 僕 は あの 話 を、 明治の 或 時期に 於て 若い 人た ちの 思想 を 支配 

して ゐた 一種の 浪漫主義が、 日光 山澈の C 然 美と 相 結んで 產み 出した 近頃の 唯一 の 『神話』 だと 今 も 

思って ゐる。 

その 時の 一 行 はたし か 五 人であった。 樗 牛の 弟で 今 は 故人に なった 齋藤 (野の 人) llf^ もゐ た。 いつ 

も浪 rti 的な-： C 夕の 國に 住んで ゐる やうな 齋藤 は、 何だか にゃにゃ 笑って ゐる 人であった。 詩人に して 


哲人の おもかげの ある， <^ は 代議士の 0 君 も 其時ゐ た" 僕 は あの人と 歌が 濱の 湖上に 舟を泛 ベて、 バ 

ィ ロンの 集 を 誦した 事 を 思 出す。 そばに は 白馬 銀 鞍の 貴公子 を 想 はせ る やうな A 君もゐ た。 Hl^ の や 

うな 美髯を 振りた てて 一喝 すれば 山賊 も 逃げ出し さうな S 君が、 僕 を 見 あげて ゐる 顔つきが 今 も 目の 

前に ちらつく、 瀧壺 まで 降りて 行った 一行 は、 仰いで 華厳の 壯麗を 見て しばらく 言葉 もなかった。 今 

まで 物凄い 暗い色 をして ゐた空 は、 此時 俄に 沛然た る 雨 を 下して、 天地 も碎 けよ と 雷鳴が 頭の 上で おに f 

く" これに は元氣 のい い 一行 も膽 をつ ぶして、 谷底から クぶ 濡れに なって 山上の 茶店へ 驅け 込んだ 事 

を、 いまだに 記 情. して ゐる。 

ああ 其 頃 11 おもへば 其 頃の 僕 はま だ 浪漫的な 美しい 戀を 夢み て ゐた靑 年であった。 いま 天外 萬 里 

の異鄕 に、 瀧 を 昆 れ ば故國 の華嚴 をお も ひ、 華嚴 をお もへば 古き 友を懷 ふ。 そして 十 年 まへの おの 1 

を 顧み  ろと き 

これで は ナイアガラが 妙な ところ へ 落ちて 行き さう だ。 更に 逆 ia< らう。 

さう いふ 自分 も ナイアガラ 見物に 來てゐ るで はない か、 とよく こんな 事 を 人 は 言 ひたがる もの だか 

ら、 ここに 一言 ことわって 置く が、 僕は斷 じて 兑物 なぞに は來 やしないよ。 名所な どと 名のつ く  § 


ま、 三 a> てまへまで 行った つて 廣を 向いて ゐる。 僕 は 故あって 此 s 休みの 二月 を、 ナイアガラの 正面 お 

の 加奈陀の 側に ある ほてる で暮 して ゐる。 いやで も應 でも、 朝に タ にこの 細からぬ 瀧と 睨み くら をせ 

ざる を 得ないで はない か。 桑 港に 着いた 時、 鈕 育へ 行くなら 途中 ナイアガラ を a 物して 行く のが 順 だ 

と勸 めた 男が あつたから、 一喝に 附 した。 

『故あって』 とい ふの は 他で もない、 この 瀧に 近い ィ イリの 湖畔に 別莊を 有って ゐる F 夫人の 著作 

を 助ける ために、 S おひ まなら ば 來て貰 ひたいと 豫て賴 まれて ゐ たから だ。 

^ちる の 前の 川 一 つ 隔てて 向う は 米國、 こちら は 英領 加奈陀。 その 問に 大きい 徵 橋が 一 つ ある。 橋 

の 上から こ は ご は 下を昆 ると、 祌經 衰弱に あらす とも： E が ぐらぐら しさうな 矢 鱒に 高い 物で ある。 と 

ころが、 此 橋ぐ らゐ渡 るのに 手數 のか かる 厄介た 橋 は、 天下 他に あまり 類 はなから うと 思 ふ。 

橋の たもと には兩 岸に 役所が ある。 稅關ゃ 移民 官の 取調べの 外に、 ここで 橋 錢を十 仙づっ 貪る ので 

ある。 此橋は 官有でなくて 私設 鐵道食 社が 營利 的に やって ゐ ると いふ。 口 本で ならば 先づ よほど 片田 

舍に でも ありさうな 話 だ。 最初、 停車場から ここへ 來る と金 ぼたんの 役人が のこのこ 僕の 自動 ief の そ 

き  かれ 

ばへ 來て 旅券 を しらべる。 職業 は 何かと 訊く から、 そこに 寄いて ある ぢ やない かと 言 ふ。 金錢 はいく 

ら持 つて ゐ るかと 聞く から、 懐に は 二 千 弗 あると 吹いて やった" まだ いろんな 事 を 訊いて、 やっと 

All  right と來 た。 今度 はまた 外の 男が すうと けいす を 調べよう とする から、 お い 待つ て吳れ たま 
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へ、 ここで 撿^ をされ て は あとの 荷^りに 困る から 宿の 方で 調べて 貰 はう、 と 今度 は 頗る 丁- ¥ に、 ち 

よと 哀願の 氣 味で 言 ふと、 宜しい と 承知した。 更に また 二十 五 仙 出せと いふ、 これ は自！ I, 車の 橋錢 

だ。 それ も 濟んで 漸く 無難で ほてる に 着く。 三 個の 荷物 は ほてる のぼお た あが どこへ か片附 けて、 稅 

關 吏の 來 るまで 開ける 譯に 行かない の だ。 待て ど 暮らせ ど 役人なる 者 は 遣って 來 ない。 いめいめ しい 

から 給仕 を 呼びつ けて 訊く と、 明朝で なければ 檢_^： は^みません と 言 ふ。 仕方がな いから その 晚は汗 

じ んだ 襯衣 も 代 へ す に 食堂 へ 出た。 

その 1= かに 今度 は 電車に 乘 つて 亞米利 加 側の 町へ 行く と、 前のとはまた別人の^知らなぃ^！^人 

の 役人が 車 內へ這 入って 來て 一 々調べる。 異人 種の 僕のと ころ 來 てまた 旅券 をと 言 ひ をる。 旅券の 調 

ベ は旣ぅ 前日に 済んだ から 宿に 置いて 來 たと 答へ る。 それなら 一 寸 こちらの 上役の 處 まで 來 い と 言 

ふ〕 そんな 必要 はない 箸 だと 僕が 1« 張る。 いや 來 いと 一一 一 E ふ、 行かぬ と 頑張る。 實際 ここで 電車 を 降り. 

て 了ヽ： は、 それから 二三 丁 あるかなければ ならぬ。 そこで 二  二 ：ll-t  like  to  sk-p  off  the  car;  1ビ1 

a  crippk.: と、 まるで 僕 は 不具者で ある 事の 大 なる 特權 を.！；： する かの 如くに、 頑として 動か やに ゐ 

る。 すると、 むかう から 此 様子 を 見て ゐた 役人が、 共 人 は 可 いんだ、 わかって ゐ ると 曾 ふ。 それで 事 

は 済んだ U 

かう 初から 一 一度 も 苦い 經驗 をした 僕 は、 成るべく この 而 倒な 橋 は 渡らぬ 事に きめて ゐる。 石 川 丈 山 


の鰥の 小川で はない が、 亞米利 加 側の 町へ は 一週 1^ に 一度 も 行かない。 それでも 郵便：：： S なんかに 用が 

あったり、 紐 育の 新聞 を I 貝 ひに 行ったり、 己む を 得ぬ 時 は 出掛けて 行く。 役人 も此； S は、 この界！^に 

唯 二の：：： 本人と して 旣ぅ 僕の 顏を覺 えて ゐる らしい、 面倒な 事 は 言 はない。 こっちから 先づ "H2V 

do  you  do?" とやって やる と、 笑って 其 儘に 濟む。 こな ひだ も 新聞紙に 包んだ を 持って 知らぬ顔 

をして 僕が 行き過ぎよう とすると、 それ は 何かと 咎める。 わきに 銑劍 をつ けた 兵隊さん が桥 をして ゐ 

る、 これ はうまい 葡勒酒 だよ と 答へ る。 爆裂 彈 では 無い よと 附け 加へ る。 この頃 は 戰爭で 非常に 勢戒 

が嚴 重なの ださう だ。 バ ファ B から 僕の 處へ 筆記に くる、 たい ぴ すとの 亞米利 加 人で さへ、 半時？ r はか 

り も 取調べに かかった と 言って こぼして ゐた。 

河！ つ 隔てて 米國と 英領と であるが、 何だか 兩 方の 氣 分が 異っ C ゐて 面白い。 、ほてる の 屋上 高く 飜 

るの は、 何時：^ ても氣 持の 好い 英 國旗 である。 階下の ほおる に は 先帝 H ドヮ アド 七 世 陛下 や、 へ マ の 

ジ ョ ォヂ hti 世 陛下の 粛 像が 掛かって ゐ るの も 目新しい。 ほてる に 隣して 女王. 井 クトォ リア 公園が あ 

る。 

名から して：！^ に 入った この美し い 公園 は、 朝な 夕な に 侯が 唯一 の 散歩の 場所で ある。 西洋の 芝 牛： は 

如何して かう 綺歷な だら う。 靑ぃ毛 鋭 を 敷き つめたと 一一 一一 口へば 少し 门 並 だが、 全く その 文字通り であ 

る 。奈 良の 漱草 山の 卷を 突し と 飽かす ながめた 事 はあった が、 日本で かう いふ 水々 しい、 そして 柔か 
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い 感じの す る靑 の 色 を餘り 見た 事 はない やうに 思 ふ。 その 靑々 とした 中に 女の 白い 着物 や 赤い 帽子の 

ちらつく の は、 色の 配合が 如何にも- 々らしくて 好い。 紐 育 あたりの もさう だが、 ここの 公園に も |e 盤 

木が 少 いために、 すべての 綠の 色が 淺く て晴 やかで ある。 新綠の 頃の 美し さが 思 ひ 造られて ゆかし 

い。 しなやかな 枝 を 地上に 垂れた 大樹の かげに 腰 を 卸して、 請 書に 疲れた 目 を 休ませて ゐ ると、 名 も 

知らぬ 小 や 架 鼠の とんで ゐ るのに、 いっと は 知らす 心 を 奪 はれる。 螺の聲 も 久し 振で 聞いた。 

この 公圜を 行き 盡 した 鬼ての 所に 一軒 料理屋が ある。 自然 石 を そのまま 精み 上げた 雅味の ある 建物 

で、 ニ^の 食堂で 飯 を 食って ゐ ると、 瀧の しぶきが 凄じく 吹きつけ るの も 面白い。 階下 は曹逹 水ゃァ 

ィ スク リイ ムを 費る ところで、 土曜 や 日曜に は 辨當を さげて 家族連れで 出 てく るび くにつ くの 仲間 

が、 この 邊に 大勢 鎮まって 皆が、 さ、 んどゐ 、つ、 ちを頻 張って ゐる。 靑 いべん き 塗の 食卓 づきの 口 ハ裹 とい 

ふ もの も、 私 は はじめて ここで 見た。 

货金愁 と 名譽心 と の 化合物 の やうな 俗物の 俗 腸の なかに も、 ぢっ と 辛抱し て 交際って 見て ゐ ると、 

どこか 一つ 位 は 人間ら しい 取？^ の 出て くる もの だ。 それと 问じ やうに ナイアガラ も かう 毎 曰、 i 十日 

山ハ 十：：： と而を 突き 合 はせ て 睨み くら をして ゐる と、 なかなか 愛すべき もの も あれば 親しむ ベ きもの も 
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ある。 犬に 僕 を 感動せ しめた ものの 一つ は 馬蹄 瀧 である。 奔？ W 激流 一 たび千丈の厳に臨んでザ^^-下 

する や、 碧潭 忽ち 雲 を 起し 霧 をな して 高く 天に 沖す、 と 言 ふと 何だか 昔の 小舉 生の 作文の やう だが、 

全く その 通りな の だから 仕方がない。 飛沫 一 m 々たる 雲霧 をな して 殆ど 大河 2 全面 を蔽 ふと、 これに 午 

後の n ざ かりの 太陽が 直射す る。 七つの も あざやかな 虹が 河の 一方から 他の 方へ と 橋渡しに なろ の 

を见 たと き、 斷 じて 褒めない 積り で 齒を喰 ひしば つて ゐた僕 も、 W 心 はす 知らす 『ああ 美しい』 と 口に 

出た。 ；杼て ラスキンの 『近代 ml 家 論』 を讀ん で、 水 蒸 氣の美 を 論じ、 iridescence  (虹彩) の壯 觀を說 

いた 一 節に ひどく 感服した 事が あつたが、 あの 大 なる 自然美の 批評家 をして この 光景 を 描かせた たら 

ば ：：： と、 如何な 负 惜しみの 僕 も少々 1^ しくな つた。 

この- ms^l の 下 をく ぐって、 名 も ゆかしい 『霧の 乙女』 とい ふ 小 蒸 が、 見物 客 を 載せて しづ しづ 

と、 如何にも 處 女の 脆す るが 如く 恥ぢ らふが 如くに 瀧の 下まで 近づいて 行く" 偉大なる 自然力の 前 

に、 さか しらたる 人 問 力の 如何に 偶むべく 小なる か を 象徴す る ものの やうに 見えて、 これに もなかな 

かすて がたい 趣が ある。 

紐 育で 同じ 宿に ゐた M 君が 日本へ 歸る 途中、 此 地へ も 寄る とい ふので、 前 月 ここへ 來る時 も シラキ 

ュ ウスまで ul: 行して、 そこ で^れた。 氣の 利かない 無器用な 無性 j おの、 おまけに. 本 足の 僕の ため 

に、 出な むの 時 は M 君が 荷造り までして くれた。 その M 君が、 僕が ここへ 來 てから 十日 目 位に、 向 ひの 
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亞米利 加 側の 町の 或 宿へ 着いた と 言って、 僕の 部屋に 電 話 を かけて 來た" 日本；！？： i で 大きな 聲を 出して 

電話で 話 をして ゐる 僕の 聲を 聞いて、 ほてる の 女中が 笑って ゐゃ がる。 どう だ、 日本語と いふ もの を 

はじめて 聞いた かいと 首って やる。 あした 日本人の 友人が ここへ 訪ねて 來 るの だ、 とさ も 嬉し さう に 

僕 は 餘壯な 事 をまで 吹聽 する。 

かねて、 M 君が 來 たらば 夕凉 みに は 一緒に 湖水の ふち を ドラ イヴし ようと 思った ゐ た，；： で、 翌日 ほ 

てるで 共に 食事 をしながら 早速 その 事 を 話す。 ここ に は 僕の 自動車 —— 實は F 夫人の をい つも 借りて 

ゐ るので —— が あろから、 それに 乘せ てあげようと 言 ふと、 な あに 昨日 停車場に 着く が 早速、 見物 自 

動 iaf の 切符 を 買 はされ ましたと M 君が 貢 ふ。 六 弗と か 七 弗と か を奮發 すべく 餘儀 なくされ たの ださう 

だ。 それが また 大きい 五人乘 りで、 一人ぼっち も 可笑しい から 僕に も 一緒に 來 いと M 君が 誘 ふ。 折角 

の 厚意 だから 有難うと 言って 承知した が 最後、 翌日 は みん ごと 赤毛布の ナイ ァガ ラ毘 物と 出かけて、 

僕 も 苦笑しながら その 名所なる もの を 一 周す るの 光榮を 有した。 

運 轉手は 先 づ僕等 二人 を 瀧の 下流 七 八丁ば かりの 峡谷へ と 引 張って 行く" 此邊 ー帶に は、 幾 十 軒と 

ある 貝細工 だの 瀧の 寫眞 だの 土產物 だの を資 店が、 ちゃう ど 一 一見と か 日光と かいふ 所でと 同じ やう 

に、 兑 物と いふ is=s- をす る 田 舍者を 呼 ぶので ある。 峽谷 C 人口に も それが 一軒あって、 店 ケ奧 へ 突き 拔 

ける と^ 段が ある。 それ を 上って 觀 2^ 切符 を 赍 ろ 帳場の そばから 下 を 見る と、 約 四 .AT 問 も あらう と 
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云 ふ、 まるで 地獄の 底 へ でも 降りて 行く やうな ケ イブ ル ，カァ の 軌道が 一 直線に ついて ゐる。 それ を 

33^ ただけ で うんざりした 僕 は 『もう、 よさう や』 と 首って る 問に、 氣早 やな M 君 はちゃん と 一 人前 一 

弗と いふ 切符 を 二 枚 買って ゐる、 そして そんな 事 を 言 はないで まあ 行き ませう と 言 ふ。 そこで 僕 も、 

のそのそし りから 隨 いて 行って 床几の やうな 物に 二人が 腰 を 卸した • ごろごろと 車が 運轉し 下の 方 

に 向って 動き 出す。 何だか 薄氣味 0 わるい 道 を逮く 奈落の 辰まで も 降 て 行く やうで、 おの 下が こそ 

ば ゆい。 いよよ い 降り 盡く すと、 そこの 出口が ちゃう ど保津 川の 急流の やうな 所で、 瀧の 水が この 峽 

谷で 厳に せかれて 激して ねる ので ある。 長さ 三尺ば かりの 赤 硝子と 靑砲 子と を 二 枚なら ベて ある。 こ 

れ を 透か し て 奔流 を 見る と 全く 活動 Ir^pM の 通り だ。 俗惡 趣味 は ここに 至って 遺憾な くそ の 極致 を識く 

して ゐる。 そばに 老爺が 一人 ゐて 記念に ここで 寫 眞を寫 せと 言 ふ。 相手に せす に 横 を 向いて. Q て やる 

と、 今度 は 一枚 iilISM を 持って きて これ を昆 よと 言 ふ。 何かと 見れば、 日本の 何とかい ふ中將 だか 大將 

だかの 額が まんなかに 在って、 同じ 日本人が 二十 人ば かり ぞろ りと 列んで ゐる。 そして 老爺の 言 ひ 草 

が 好い、 『私 は 日本人が 好きです』 と 来た。 瘕に 障った から 『お前が そんな 物 を 見せたり 餘 計な 事 を 

言ったり しなければ、 一枚 ぐら ゐは寫 してやる が』 と 言って、 さっさと^ 上げた。 

待たせて ある C 動 車に 乘 ると、 今度 は Tabic  Kock と稱 する 處へ引 張って 行く。 一度もう 峽ハ 介で 

徽り懲 した 侯 は、 M 君に 『今度 は 君 だけ 行って 昆て來 たまへ』 と 言って、 そこの 床几で かかんと 休 


んでゐ る。 二三 十分して から、 そこの 番人が 僕 を 呼ぶ から 行って 毘 ると、 頭の さきから 足の 爪先まで 

眞黑の 雨 合 で 包んだ、 づぶ 濡れの、 今 海底から^ 上げた ばかりの 潜水夫の やうな M 君が 立 つ てゐ 

る。 その 姿 は 宛と して 一個の 怪物で ある。 わきに ゐる 大勢の 『田舍 者』 の 白人 も，，' 矮小なる 日本人の 

この 異様なる いでたち を 見て 皆く すくす 笑って ゐる。 僕 はちよ と 尻目で M 君 を 見て、 『そり や 何 だ』 

と 言った きり 忽ち 横 を 向いた。 『あなたに 見せようと 思って』 と M 君 いささか 不平で ある。 そこで 由 

來を 聞く と、 この 装束 をして 隧道 を 降りて 行って 瀧壺に 近い 穴から 观 くの ださう だ。 瀧の しぶきで こ 

の 通り びしょ濡れに なるとい ふ。 僕な 感心した。 

また 自動車に 乘 つて 次 は どこ、 次 は どこと 色んな 處を 五六 ケ處も 引 廻 はされ た。 M 君が 車 をお りて 

見物に 行って ゐ る 間、 僕 は いつも 車上 で 主人の 置き忘れた 遣 失 品 の やう な 顔 をし て、 悠々 たる 行 雲 流 

水 を ながめて 待って ゐる。 いそいそと 車に 歸 つて 來る M 君が 其 度 ごとに、 見て 來た話 を 面. 01  く閱 かせ 

て吳れ る。 ふん ふんと 言って 聞く。 

次の 日の 夕 かた、 今度 は 所謂 『僕の 自動車』 に乘 つて M 君と 一緒に 出掛ける。 

いつも 來る F 夫人の 家の 運轉 手に、 け ふ は 友人と 一 緒 だから、 一 時間 あまり 景色の 好 ささうな 凉し 

ぃ處 を. ドラ イヴして 吳れ とい ふと、 例によって にこに こして ず货 く。 

僕 はこの 運轉 手が 無闇に 氣に 入った。 お ほかた 加奈陀 人 か 英吉利 人 だら うが、 いつも 主人の. お 仕着 
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せ の きちんとした； f,- 轉手服 を 着て、 愛想 も なければ 追従 もな い 無口な 大 こ ちらから ：！： か 一一 n へ ば a 

顔に 笑 を^へ て 簡潔に 返事 をす る だけ だ" こな ひだ も 夫人の 山莊 から 僕が 歸り がけに 書物 を 一 ニニ 十箭 

sil 一、」 るへ 持って 歸 るので、 さき へ^5^の中に入れさせて1!^ぃた〕 いつも 僕 一人 乘 るの だから、 水 は れ 

ないやう に 座席の 上に 置いて あった。 ところがけ ふ は 夬人も 町まで 行く と 貢 ふので 途中まで 同じ 車に 

乘られ る。 乘る とき ると、 *1 物が 一杯 S いて あるので 坐る ところがない。 そんな 所へ 置けば 坐る 所 

が 無 いぢ やない かと 一 百って 彼 は 叱られて ゐる。 わるい 顔 もせす に 大きな 身體を また 車の 中へ 人れ て、 

丁寧に 本 を • ；册づ つ 下の 方へ 列べ た。 ー體 日本人に はかう 言った 型の 人間が 甚だ 少ぃ。 車夫 馬丁の 徙 

に 至る まで 猪口才 子 風の、 こまつち やくれ た、 利いた 風な、 所謂 『サ イシ』 風の、 顔を兑 ただけ でも 

-i:^^ を 催す やうな 奴が 甚だ 多い。 倫 敦ゃ紐 育の 巡 茶 なぞに よく ある、 おそろしく 大きくて、 恐い やう 

な 懷 かしい やうな、 どこか 鈍重た-所の ある 型 は 殊に アン グロ。 サ クソン 人種に 多い と m め ふ。 かかる 

connection にリ 合に して は、 先師に 對 して まことに 禮を 失して 相濟 まぬ 次第で あるが、 昔 僕に 英 

語を敎 へて 下す つた L 先生が、 あの 四 斗 樽み たやうな 大きな お，：^ を 前に 突き出して、 のそのそと 敎擅 

へあがって、 布袋 さまの やうな 可愛い、 そして 何だか 恐ろしい やうな 下膨れの 顔 をして 文 舉の話 を さ 

れ ると、 僕 は 一 百 ふに 一 W はれぬ 懷か しさ を 感じて、 筆記す る 事 も 忘れて 先生の 顔に 見とれて ゐ たもの 

だ e 
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またもや 話が 脫 線した。 

ちょと 用事が あつたので 僕が F 夫人の 山 莊に立 寄る si、 今度 は M 君が 『主人の 遣 失 品』 の 如くに 車 

上で 待って ゐて 臾れ た。 幾^ 坪 あるか 知れない 綠樹 ホ；円 草に 蔽 はれた 小山 を 庭に して、 その 中に 古い 英 

吉利 風の 石造の 家が、 、ゑらん だから 木の 問が くれに ナイアガラの 奔流 を： 3- 渡し 得る 位置に 建てられて 

ゐる。 いつも 私が 評して 宗教と 音 樂と繪 « との 部屋 だとい ふ 一室で、 十分 問 ほど 用談 をす る。 日本の 

怫 像の 据 ゑて ある 傍らに、 みごとな 『フ レ ミツ シ ュ • タぺ ス トリ』 と、 グイ イド ォ*レ 一一 ィの眞 筆 『大 

天使』 の 一幅が 懸 つて ゐて、 よく 怫蘭西 語 を 話す 家庭教師の 婦人が、 W つば かりになる 令息と 時々 b 

あの を彈 いて 歌って ゐる 部： lej である。 

ここ を m て 今度 は ナイアガラ 河畔 を 十 哩 ばかり ドラ イヴした。 その 邊の 牧場に ゐた s: 五 匹の 牛が、 

水際の 柳の かげに 水を飮 まう として、 自動車の 響に 驚かされて 駅け 出した。 車 は 近 はたに のりすてて 

wf^ 女 幾人 かが 草原で 辨當を ひろげて ゐ るの も、 のどかであった。 夕ば えの 茵の色 を 水に うつした 湖上 

のな がめ、 そこ を 吹き 渡る 夕風の 凉し さも、 口 本へ 歸 つたら これ もまた 思 出の 種に もなら うか、 と M 

君と 語った。 

Ml?s は その 翌 H かに、 . ^奈陀 を經て a 木へ るべ く 出立した。 僕 はま だ 『主人の 遺失品』 の 如くに 

ほてる に ぼんやり 殘 つて ゐる。 (大正 五 年 十月 『中央 公論』 所載) 
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無 言 劇の 復興 

この あたり 大西洋 岸の 北米で は、 いつも 叫季 のうつ りか はりの 急激な のに 驚かされる。 雪が 解けて 

まだ もない のに、 早く も靑 葉の かげに 晚春 初夏の 色 を 見る ので、 彌 生の 花 どき は 故 國の舂 の やうに 

畏く はない。 殊に： から 秋への か はり 目 は、 それ こそ また 一足飛びの 慌ただし さで、 もみ ぢの 美し さ 

を 赏づる 暇 とてもない 位で ある。 きの ふまで 茂って ゐ たと 思 ふ 稍に、 今朝 は 早く も 一葉 をと どめぬ 果 

敢 なさ。 昔から 竊 旅の 歌な どに よく 出て ゐる あの 淋しい 心 もち、 これ を 今の 言葉で いへば 鄉愁 とで も 

いふので あらう か、 遙 かに 天外 を 望んで は 獨り淚 ぐ まれる やうな 痛まし さ 悲し さが、 强 くも 遊子の 胸 

に：；； J るの はかう いふ 折で あらう。 V のよ く 使 ふ ホォム シ ッ ク ネスと か 云 ふ 俗な霄 葉で、 この 心 持 は 言 

ひ 現 はした くないと 思 ふ。 

色 も 杏 もない やうな 古書 堆裡 に沒 頭して、 こちた き 古文の 寫 本の 誤に 惱 まされながら も、 ふと 研究 

窒の 窓の 外にす がれた 庭の 草木 を 眺めて ゐ ると、 しば らく 遠ざか つて ゐ た 花やかな 藝術 と か 歡樂と か 
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いふ 事 も、 さすがに 思 出されて なつかしい。 英吉利の 大詩人 は、 文藝 復興 期の 學 徒が 『生きる』 より 

も 『知る- を贲 しとした の を fg 嘆した が、 今の やうな 時代に 生れた ばかり か、 殊に また 私の やうな 凡 

骨で は、 さて さう ばかり も 行かな いのは 如何した もの だら う。 

こんな 事 を 思って ゐる 矢先、 ちゃう ど 十一 のなかば 過ぎ、 據な いところ から 講演 を依賴 された の 

を 好い 機.^" に 二三 日の 暇 を 持へ て 紐 育へ 出かけた。 いつ 兑ても 花やかな の は 四十 幾 丁目 あたりの ブ P 

ォド H ィの 夜の 町、 少し 朿へ 折れた 稍靜 かなとこ ろに、 名ば かり は 東邦の 帝都 を 思 はせ るトォ キヤウ 

と 云 ふか ばれえ が ある。 晩餐の あとに 『美人の ほくろ』 のかつ くて る、 盃の ふちに 櫻の 實の 赤々 と 色 

も 鮮やかな の を 添へ たる を 酌み か はしながら、 異鄕の 友と 四方 山の 話に 時 を 過す の も、 萬 里 漂 零の 孤 

客が ここにし ばし は 旅愁 を 忘れん がた めで ある。 

チヤ ァチ ル、 レ クタ ァ などの 旗亭 は 言 ふまで もな く、 曰 本 入に はよ く緣の ある ホテル • ァス タァ、 

その他 旅館 や 寄席 芝居な どの 多く 軒 をなら ベて ゐるブ ロォド H ィは 四十 四 五丁目 邊の此 さかり 場。 大 

阪 の道頓 堀、 東京の 木 挽 町、 京の 四 條をー つに したやうな^ は ひ は、 いま 豪華 を 誇れる 世界の 中心地 

である。 

扭 育に 出た 序に この 邊で 一 つ 芝居 を 見て 行かう と 思って さて 考 へて 見る と、 どうした もの か此 19 の 

季節に 碌な 物がない。 新 問 の 釗案內 で 見る と、 ブ ウス 座で 演 つて ゐ るショ ォの 『結 婚』 が あるが、 
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今更 あの 皮肉な 離婚 論 を 舞臺の 上からまで 拜聽 させられる でも あるまい と 思って 氣が 進まぬ。 も 一 つ 

サッ カレイの 『ベ ン， テ 一一 ス』 が 好評 を 博して ゐ るが、 小說を 作り か へた 芝居 は、 とかく 原作の 眞意を 

沒 して 了って 面. M:  くない。 といって 他 は 多く はめろ どら ま 式 か 際物 か、 さもな くば 米國 一流の 下 な 

喜劇の 俗な 物ば かりで、 這 入って a る氣 にもなら ない。 怫蘭 西から 來てゐ るサラ • ベ ルナ アルが、 紐 

育で は H ム パイ ァ 座で 演る 害な のが まだ 始まらない。 或點に 於て は M に 英雄の おもかげの ある 此 老女 

優が、 脚 を切斷 してから 果して どれ だけの 藝 をす るか、 同じ IS に 一本 足に なった 私 は それ を 見たい 

と 思った が駄门 だ。 そこで、 どの 芝居 を 見ようかと 思案の 結果、 一 つ 思ひ附 いたの は 久しく 唓 だけ を 

环 にして ゐた 無言劇の 『蕩 兒ビ H  B ォ』 (もとの 巴 里で は ： に Enfant  prcdiglle," 今度の ヰ ン ス 口 プ • 

エイムズの 彼 出で は "Pierrot  the  Prodigal" となって ゐる) だ。 これが 小 劇場に 演ぜられて、 いま 

好 劇 家の 問に 評判 ものである。 

小 刺 5^ と 云へば、 倫敦の 同じ 名の 座 も その 通り だが、 小ぢん まりした 極めて 上品た 小屋で ある。 い 

つも 凝った 物 か、 少し^い やうな 物ば かり を 出す ところで、 矢 鍵に 大入を 占めて 客足 を 引かう とば か 

りする 俗： ：！^ がない。 座の 位置から して 旣にブ ロォド エイの 表 通の 騒がし さ を 避けた 四十 四 丁目の ホテ 

ル • ァ スタァ の 町、 あま， 0 電燈の 光の 明るくない 所に 小さく 出來 た、 極めて 清楚な 缝物 である。 觀 

客 は も 女 も、 大も かたは 夜の 正装 をして 行く。 幕間に 煙草 や 珈排. V 客に i¥ 'る^ 下の 窒へ 行つ 
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て 見ても、 S 々しい 亞米利 加 風のと ころがなくて 如何にも 落着いた、 しんみりした 氣 分が 全體に 漲つ 

てゐ るの が 何より 快い。 出し物 はとに かくと しても、 先づ かう した 氣持 になって 靜 かに 藝術を 鑑賞し 

得る だけの 設備が、 n 十く 日本に も、 一 つ 位 は 出来れば よいと 直ぐ そんな 事が 思 出される。 

堅苦しい 思想 釗ゃ 社會 劇に、 所謂 人生の 『問題』 を 取扱った、 見る からに、 また てから 後まで も 

肩の 凝る やうな 近代劇が、 近頃 は 漸く 一般から 飽かれ て 稍 下火になら うとして ゐる。 そして 何 かもつ 

と 純藝術 的な (遊戯的 だと 云って それ を わるく 言 ふ 人 も あらう が) 詩的 感興の 醇 なる 物を迎 へようと 

する のが 设 近の 傾向 だ。 所作事と して は 少し 目先 を變 へた ディアギレフ、 一一 ジン ス キイ 等の 露 西亞舞 

踊 は 去年から 米國 各地 を 逝 業して ゐ るが、 これな どが 歐米 藝苑の 耳目 を聲 動した の は 確かに 此氣 運に 

乘 じたから である。 劇の 上に も 色々 の 新しい 試み をす る 人が 多く、 舞臺藝 術の 上に 輓 近の 進歩 は 著し 

きものが あるが、 それと 同時に 昔の 古い 物 を 復活して 之に 新 意 を 加へ る 事 も 近頃の 流行 だ。 英米の 劇 

壇 に 今 S! 古 い 古い 無き " 劇 >V 喜ぶ 人の 多 いのも、 確かに かか る 新 氣運を 示す もので はなから うか。 

無霄 釗のピ H  口才と 云へば、 私 は 先づボ オル • マル ゲリト の 美しい 散文詩の 句 を 思 出す。 

『月の 庭、 色な き 1^ 薇 は 紫 かげに 眠る。 冷やかな 月 は靑き 池の 水に 影 を 宿して、 夜吿爲 の 歌 地上 
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に 悲し。 白衣 をせ 5 たる ビ H  ロォ と、 淡紅色なる 薄 親の 裳裾つ けたる コ 口 ンビ イスと は、 e: 光 を 浴 % 

びて 互の 腕に 相 抱け り。 石の 床に 言葉 もなくて 坐した る 相思の 二人が、 朱唇 もつれて は 長き 抱擁 I 

に脈掉 てり。 物 狂 ほしき はふたり が戀 なりけ り、 …… 』 

同じく 聖書に ある 蕩 兒 の 話から 思 ひ 付いた ものであって も、 この 佛蘭 西の 文人の 美しい 一 W 葉で 描 

かれた の は、 二十 年 ほど 前に 巴 里で、 昔 十六 七 世紀 ごろ^ 太 利から 傳 へられた 同じ 狂言 を 復活して、 

それ を 作り かへ た 無 一一 一 r 剌ビ H  a ォ であった。 そして 今度 私の 觀 たものと は 稍 趣向 を 異にした もので あ 

つた。 

釗の 發達史 から て 無言 釗の 由來は 甚だ 古い。 遠く 羅 馬の 昔に 溯って 先づ 紀元前 三 世紀の、 詩人で 

あり 名優で もあった リ. 并ァ ス • アンド 口 1 一 カス の 面白い 話 を 思 ひ 浮べよう。 或 日の こと、 ァ ンド 口  A 

カスが 舞臺で 演技の ss^ 中に、 如何した もの かまる で聲が 出な くな つて 了った。 さりと て 芝居 を 中止す 

る わけに も 行かす とあって、 彼 はこ こに 一策 を 案じた。 ある 年若き 奴隸を 笛の 名手と 一緒に 坐ら せて 

置いて、 それに 臺詞 だけ を やらせ、 自分 はた だ 無言で 一生懸命に 身 振 を やった。 その 技 に 神に 入つ 

たの を兑て は、 平生から たださへ 1@ 負の 客 はこれ こそと 言って 心から 感服した。 かう した 機から 出來 

た 無 一 in 刺が、 遂に は li 馬 時代の 流行と なって 了った ので ある。 殊に あの 無闇に 大きい 羅 馬の 圓形剌 場 

では、 役者の ISA, 一隅々 まで 逹 かせる には隨 分せ が 折れる とい ふので、 遂に 劇と して は 一番 大切な 要素 


たる 對話 を、 全く 拔 きにして 了った 無言劇が 大 流行に なった の は 面白い。 疫病 ゃ飢 筵の ために 國 巾に 

死人が 多くて 皆悲觀 して ゐた 時に でも、 存氣な 羅馬人 は 唯 • の 慰みと して (^- うて 大 劇場に 集まった。 

わざわざ タス 力 二 ァ から 役者 を 呼んで 此無言 劇 を やらせた ものである。 また 言葉の 全く 通じなかった 

異國 人に は、 萬國 共通の 『沈 默』 とい ふ霄語 を 用 ゐる此 無言劇 こそ 何より だとあって、 皇帝 ネロに 求 

めて わざわざ 之 を： a せて 貰った 外國の 君主 もあった さう だ。 殊に ゴ ス人 など は ひどく 之 を 好んだ とい 

ふ 話が 物の 本に も 出て ゐる。 この 時代に 文献 研究の 道 を ひらいた カシオ ドラス も、 無言劇の 役者 を 毘 

て かう 寄いて ゐる、 『彼等 は 手 を 以て 語り、 指 はよ く 思想 を 表現す る。 その 沈 默は絕 叫であって、 沈 

默は 能く 說明 をす らも 爲し 得る の だ。 これ こそ 人 問 がー 一一 一 C 葉の 力 を惜ら すに、 如何なる 程度まで その 意 

志を發 表し 得る か を 示す に 足る もの だ』 と 褒めて ゐろ。 

その後、 中世に なって も隨 分無肯 劇 は 行 はれ 、文藝 復興 期に はよ く 王侯の 祝 言 の 席な どで 演ぜられ、 

それが 遂に # 太 利の 道化役者から 佛蘭 西へ 輸入 せられた。 最初の ころ は モリ H  H ルが佛 蘭 西 座へ 出し 

たが、 やがて 新 趣向 を 加へ て變 化し、 ト 八：^ 紀に は. ballet ら action の 所作事と なり、 遂に はビ H  口 

ォ が出來 上った。 近代に なって、 例の 羅ノぽ 街の 雷 家 文人 或は 音樂 家な どの 仲 問で は 盛んに これが 持 難 

されて、 佛蘭西 近代の 詩文に はピヱ ロォの 名が 屦 散見す るまでに なった。 思へば これ も 羅馬藝 術の 正 

統を傳 へた 怫蘭 €1 趣^の 醇 なる もので あらう か。 イリ ザべ ス朝 以来な がく 行 はれて ゐて、 例の ショォ 
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なぞが わるく-; M つた 英國 式の 無 一一 一一！： 劇と は、 全く 異なった もので あろ •  ^ 

ミ 

『Jfg 兒ピヱ a ォ』 三 幕、 筋 は 極めて 简 な もの、 蓮 葉な 女に 欺され る道樂 息子の 平凡な 劇 だが、 ま 

悔してから 罪滅ぼしに 國の ため 軍に 出て 行く とい ふ 趣向が 時節柄 ちょっと 面，：：： い。 登場人物の 救 は 端 

役まで 加へ て 僅かに 六 人。 

第一 幕 おとなし いいんみ りした 昔樂で 幕が あく。 ピ H  ロォの 宅。 何の 装飾 もない 極めて-鼓 素な 舞 

茶而 で、 如何にも 佛蘭 西の 中流の 住 屈と いふ え、 一家 親子 三人で 食"：： 中 を 園んで ゐる。 ピ Hn ォ 父子 

はすつ かり^ を に 塗って 了って に は 黛 を 使って ゐる。 こ の眞 白に 塗った 額 こそ 無 一一 一一！： 劇の 意味の 

あると ころで、 矢張り それが 古代の 假面劇 や 近代の 人 形 芝居 と 異曲同 巧な 性質 の 物で ある 事 を 示して 

ゐる。 一 人 息子の ビ ェ n ォが ひどく 打 沈んで、 食事 もせす、 ふさぎ込んで ゐるの を はて 兩親は 一 方な 

らゃ 心配す る。 何とかして 食べさせよう、 笑 はせ ようとしても 駄目 だ。 息子 は戀の ゎづら ひに 棍っ 

て、 村の 洗 l^se の 娘で 髮の 毛の 美しい ほ 元の 冴えた フ リネットと いふ 女に 懸想して、 親の 言 ふこと な 

ど は 上の {„r ちゃう ど そこへ 洗濯 女が 外から 這 入って 來る。 女の 姿 を はろ や 否や、 今まで 萎れて ゐた 

子 は 忽ち ー變 して 浮々 した 氣分 になって 女に 舶 びろ、 そして思ふに餘る戀を；^！川る。 slt^-を終まして 


から 洗濯 女が 出て 行った あと を、. ほ 子 はまた ぢ つと さへ 込む。 フ リネット はお 轉婆 娘の、 氏な くして 

玉の 典 を 夢み てゐ るので、 ピエ C1 ォの やうな 田舍の 若者に 嫁ぐ 氣は阁 より 無い ので ある。 のぼせ 上つ 

たピ H  ロォの 方で は、 何として でも 娘の 歡心を 得ようと して、 ちゃう ど 『フ ィガ 口』 の 新聞 を 讀んで 

ゐた 父親と. 縫物 をして ゐた 老母と がー 脚の 机 を 中に して、 洋燈 のかげ でう とうと」 M 睡 をした 隙 を は 

すまして、 拔き足 差し足、 そっと 靖笥の 前へ 行って 抽斗から 貯金 を 盗み出す。 そして フ リネットと 駄 

落 をして 了 ふ。 兩親は 後から 目 を さまし て クトん に 驚き かつ 嘆く) 

息子の ピ H  a ォを f 奴った の は、 マ アジ ヨリ たハ タァソ ンと いふ 女優で、 額面の 表情に いま 一 息と い 

ふ 憾み はあって も、 藝は 確かな もの。 洗灌女の這入って來るとき^31-に與裔するぁたりの變化は、 とか 

く 不自然に なりが ちな 所 を 見 ごとに 演 つての けた。 殊に アンドレ • ヲム サァの 作曲の 詩が 之と 相俟っ 

, ,」：  エフェクト 

て .ffl; 言に よ つ て 却つ て 千 一一 一一 r 萬語以 上 の 效 * を 出した の は 偉い。 

第二 慕 今度 はすつ かり 場面 を かへ て、 前と は 打って 變 つて 派手 やかな 巴 里の あば あとかん と、 フ 

リネットの 部 屋 である。 奥の 方に 女. の 美しい 寢 所があって、 そこに フ リネットが 寢てゐ る。 五分 

休^の 後に 幕が 上って、 前の 第一 慕と は 〈+:  く 趣 を 異にした この 上品な 巴 里 好みの 舞 臺面を 見る と、 ち 

- -  ェ クス クイ ジト？ ン ング 

よつ と 誰でも 感心す る" 私の 隣に 坐って ゐ 一広：：！ 人が 小さい 薛で 『見事 だ わ』 と 獨 語って ゐた" 

ビエ a ォが 女に 欺され て樂 しい 夢 を a- たの も 束の 問で、 身分 不相應 な^ 淨 をした 揚句が 遂に は 借金 
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に！ jC も 廻 はらぬ 始末" フ リネット は、 自分が 戀の爲 にかう して 一緒にな つて ゐ るので はなく、 唯赞澤 

がしたい ばかりに ピエロ ォと 1 ^ になった、 金の 切目 は緣の 切目、 とあから さまに に覺ら せる。 そ 

れ でも ビ H  a ォの方 はま. だ 迷が 醒めない。 そこで 窮餘の 一策と して 遂に 1^ 礼 を 使って 博奕 を やり、 更 

に 一 か 深く 隨 落の 淵に 身 を 沈める に 至る。 さう して 得た 金で 一 曰で も 長く 女の 歡心 をつな ぎたいと 思 

つて 出かけて 行く" 

その^ 守に、 女 は 刖に旣 う 金 持の 老 男爵 を たらし込んで 家に 引き入れて ゐる。 この は 如何にも 

佛 蘭- の 喜劇に ありさうな 女す きの 老人に 出 來てゐ る。 かう した 滑稽の 趣味 もた しかに 無言劇の 特徵 

だと 思 ふ。 老人が 金 を 撒く のに 惚れ込んで、 フ リネット は 遂に また 此老男 體と跃 落して 了 ふ。 ピエ a 

ォ はやつ と 不正な 金 を 乎に 入れて 歸 つて 兑 ると、 女 は旣ぅ 居ない とい ふ 始末。 愁傷 落膽 すると ころ は 

パ タァソ ンの藝 が 富に 好かった。 

第三 幕 もとの m 舍のピ H  ロォの 家。 兩親は 一 人 息子の 家出 を 嘆いて、 朝な 夕な に 祈禱を 捧げて、 

いっか は 改心して 家へ 歸 つて 吳れる やうに と 唯 それの み淚 ながらに 祈って ゐる。 すると 或 時、 食 を 求 

める 若い 乞食が 家へ 來る。 母親が 麵飽を 持って行って 與 らうと すると、 それ はわが 子が 家へ 歸 つたの 

であった。 女優 ガブ リ H ル • ペリエ の演るこの母親は如何にもぉっとりし.^-、 人の好ささぅな老^^人 

で、 ：！^ い 改めた 自分の 子と 相 抱いて 罪 を 許して やる。 父親の 方 は 初 はな ほ假 として g| かなかった。 こ 
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の 不幸の 子に 對 して、 さう 容易く は 罪 を 許さう ともしないで 苦悶して ゐる。 すると 急に 軍樂の 音が き 

こえて、 一 聯隊の 兵士が 行進して 來る。 それ を 耳に した ピ H  口 ォの目 は 俄に かがやいた。 太鼓の 音に 

合 はせ て 舞臺を 歩く。 自分 もこれ から 軍隊に 這 入って 國 のために 盡 くし、 これによ つて 罪を賴 はう と 

思ひ附 いたの だ。 母親 は淚 のうちに も 喜び、 父親 も 遂に 子の 罪 を 許して、 ピエロ ォは ここに 別れ を吿 

げて 1$ び 親の 家 を 出て 行く ので ある。 開けた 窓のと ころで、 一人息子が 吿 別して 行った あとに、 兩親 

はま だぢ つと 考へ 込む ところで 幕。 この 最後の 幕 は 最も 面白く、 見事な 出来であった。 

父ビ H  11 ォを演 つた タレ ルゼ とい ふの は 白 耳義の 役者 ださう だ。 その 白い 衣服が、 第一 幕と 第三 幕 

の 舞臺面 全體の 色調に 對 して 甚だしく 快い 感じ を與 へ、 また 引 立って 見える。 極めて 落着いた その 藝 

が、 好人物の 母親の 方とう まく 調和して 行って、 少しも 危 かしい 所の 無 いのもよ かった。 フ リネッ 

トを演 つた マ ルゴ ォ • ケリ とい ふ 小柄な 女優 は 英吉利 人 だが、 その美 醜 はとに かく、 此役 によく はま 

つた 輕 快な 身 板 こそ： 1： よりの 生命 だと m 心 はれた。 どの 役者 も 皆、 生きた 血の 通って ゐる 人形と しての 

十分の 成功 を 示し 一 、ゐ るので、 此無首 劇が いま 劇壇 の 呼び物と なって ゐ るの は、 單に 珍ら しい 試みと 

して 好奇の 眼 を 喜ばす もの だとの みは 忍 はれない。 
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初 一： f など は 動作が 割きに 少ぃ、 そして 肝^な 對 話と いふ ものが 無い の だから、 舞 臺全體 の 色の 感じ 

とい ふやうな 事が 业：： 迎の 芝居と は異 つて 非常に ffi くなる。 此 色彩 感が f:^:: 樂ゃ 表情の 方と も、 ぴったり 

合って 行かなければ、 藝術 として 統 一 した 感興 をよ び 起す 事が 出来なくなる • 此點 でも 確かに ピ ェ 口 

ォ刺は 成功して ゐ ると iE わ はれた。 また 無 赏釗と 云っても 種類 は 甚だ 多く、 倫 敦のド ルリ • レインで 以 

前よ く 淡った やうな 衣裳と 装飾の 色 鮮やかな、 人目 を 喜ばせる やうな 類 も あれば、 また 日本の 壬 生 狂 

首の やうな お 伽芝居 式の や (him 一)  show の たぐ ひも あらう が、 いづれ も寫 laf を 遠ざか つて ゐる 事が そ 

の 特徴 だ。 それ を 今度の この ビ H  n ォの やうに、 普通の 世話物と して 出來る だけ 新しく 寫實 的に やつ 

た12^-も確かに偉ぃ。 ことに あちこち 一寸した 仕草な どに、 昔ながら の 道化 芝居の 趣味 を 句 はせ る 所な 

ども、 すて 難い 趣が ある〕 此 芝居 を兑 ると 人 は 誰し も 皆、 『沈 默』 とい ふ 無言の 一 百 葉が 人 を 動かす 力 

の 如何に 大な るか を 今更の やうに 感じさせられる。 人類の 原始時代、 まだ 言語 の 十分 發 達しな かづた 

時分に は、 报の 方が 11=1: 葉よりも 靈き を なした ので、 今日で も ァリュ ゥ シアン 群島の 土人な どに は 位 

1 C 资别 としてた だき-一一 一一 あるば.^ り". - へ コラム ビア 尺 の 刺 文 _SJf 敎授 ブラン ダァ. マ シュ ゥズ 氏の) レニ ズ 、 

1 ^igi  一  /7iF 虔ま Ixw 力 , I, 近著 雜攻』 のうち；！ 無言劇の 原理』 と 題す る 論. ^象 照 j と 云 ふ 

事. la さ へ 思 ひ 合 はされ るので ある。 

無 首 劇 は、 釗 として 设大耍 素の 一 たる 對話を 全然 取 去った の だから、 芝； 15 として は rai より 一 種の 變 

態 だ。 近 では ライン ハ ルトも之に似た^^みを-し、 また 氣分ゃ 動作 を 音 樂と合 はせ る 一 種の 所作事の 


額と して はパ ヴ ロワと ィサ ドラ • ダン 力 ン の 踊が あり、 ， 露西亞 舞踊に 至って 遂に その 極致 を魏 くした 

が、 これら は 皆 或 程度まで 共通の 性質の もの だと 見て 可から う。 ところが ここに 面白 いのは、 活動 寫 

眞の 流行と この 無言劇との にも 何等かの 關 係が あり はしない かと m や はれる。 とい ふの は、 西洋の 活 

動 寫眞は 日.^ のとち がって、 辯士 とい ふ ものの ない のが 普通 だ。 無言の 役者が 全く 動作と 表情と だけ 

を 主にして (簡 isf な 筋膂は 無論 映 出される にしても) 筋 を 運んで 行く の だから、 寫. M 的な 無 曾釗 なら 

ば 結局 活動 寫眞も 同じで はない かと 言 ふ 人 も あらう。 しかし 資際を 觀れば 二者 は 無論 问ー の談 ではな 

いので、 長 を蓄昔 機で 聽 くのと、 肉 聲で聽 くのと の 差よりも 以上の 懸隔が あるの は 言 ふまで もな 

： 取 恢に私 は 倫敦タ ィ ム ズ の 劇評 家ヲ ォ クレイが 此釗に 就いて 述べた、 例によって 巧みなる 一一 一一 "葉 を 引 

用して 此ー篇 を 終らう。 『私 もピ H  ロォ 式の 批評家に なって、 一一 一 iC 葉で 書かす に 身 振で 此 劇評が 書け る 

ものなら と 思 ふ。 どれ 位 短く、 どれ 位 鮮明す る こと だら う。 私の 顔 をお 白粉で 塗り、 眉す み をつ け、 

口紅 をつ けて、 黑ぃ 頭巾の やうな 帽を かぶり、 大きい 鈕の ついた 銅 衣 を 着る。 ぢ つと 目を据 ゑて 间く 

ォォ 

なって 立つ。 だんだん 私の 顏には 微笑が 浮ぶ。 拍手 をす る。 唇 をまん 圓レ 0 の 字の 形に 突き出して、 

，  キ ス 

それ を 右手で 蔽ふ。 ちゆつ とい ふ 音 を さして 手に 接吻して、 それ を宙に 振る。 かう した 身 振 を すれば 

讃者 は、 私が 『蕩 兒ビ エロ ォ』 の 狂言 を 見て ひどく 面. 21  く  W わって ると いふ 事が おわかりに ならう。 今 
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度 はまた 半ば 目をつぶって 手 を 額に あてる、 ちゃう ど レス タァ • スクエア にある 沙 翁 の 像の やう 

に。 之 を 見れば 忽ち 讀者 は、 私が 此釗 から 得た 印象 を 解剖して、 何故 さう 面白い のかと いふ こと を 知 

ら-リ として ゐ るの だと 氣附か れる だら う。 そこ で また 私 の顏は 一 段と 3呉 面目 になる。 ts- め 面 をす 

る。 あたま を搔 く。 兩 手で 顔 を 抑へ て それ を搖 る。 かう したならば 讀者 は、 無 數の哲 舉 上 審美 上の 問 

題 か此狂 一一 一一 1： によって 暗示 せられて、 私に は 手に 餘 つて ゐる 事が おわかりになる だら う。 併し、 ああ 駄 

目 だ、 私の 身 振 は 直ぐに 行 詰って 了 ふ。 結局 致 方がない から、 言語の 無用 を證 する この 芝居 を說 明す 

るた めに、 ；；^ は 已むを 得す 一 W 語 を用ゐ るの 他ない ので ある。』 

外！： の 劇國は 行詰り さう に 見えても、 またかぅしてれ^-々と新しぃ試みをして行く。 顧みて 曰 本の 劇 

界を兑 ると、 |£2 劇 は旣に 新時代の 耍 求と 知識と に 合せす、 新派 劇の 如き は發 達の 初期に だ も 及ばす し 

て： に蹬 き、 西釗の 模倣 また その 成功の 日の いづれ にある や を 疑 はれる 有様で はない か。 之 を 思 ふ 

と、 私 は 政治と 赏業 と共に 民族 活動の 最も 意義 ある 問題と して、 藝 術の 事 を も 今少しく 眞 面目に 考 

へ、 また 解し 得る 人の 我が 國に多 からん 事 を 切に 望まざる を 得ない。 

I  |( 大正 六 年 二月 『太 E 所載)， 
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愛蘭 文學の 新星 

(ダン セィ 二 卿の 作品) 

いつも は 華やかな 巴 里 も 倫敦も 伯林 も、 今 は^ 濛々 たる 戰 雲に 蔽 はれて 藝 術の 都で はない。 巴 里の 

劇場な ど は 大小と なくみ な 鎖され て、 なかには 軍事 その他の 務 所の やうな ものに 用 ねられて ゐ るの 

さへ 尠 くないと 聞く。 唯 太 西洋の こなたに 世界の 富 を 集めて 豪華 を 誇れる 米國紐 育の 大 都の みは、 い 

ま 時 を i に 獨り詩 神の 寵 a&f て、 劇に 露に 舞 踏に I に S に、 歐洲 籠の すべての よき も 

の を 集めて ゐ るの は 確かに 偉觀 とすべ きで ある。 

米國は 群衆の 國 である、 從 つて 藝術 のなかで I も 群衆 的な 性質 を 有すろ f フ ：^,f 國に榮 える のは當 

然だ らう。 先づ 最近 非常な 成功 をした ものに "fi. ィ&』 が ある。 これ は 昔の 敎訓劇 を 全く 今様で 行つ 

たもので、 或 村の 青年 I 人 S しの 別れ を吿？ 都へ 出かけ、 色 さ 人生 G 行 置 i 遇し、 暗黑 

界こ身 を S じて 辛苦した 揚句、 またもとの 戀 人の ふところへ るまでの 有様 を 九つの 場面に 作った も 

ので、 眷 リイ ITg? ポストン、 到る 處で 非常な 人氣を 博して ゐる。 またす つと 凝った もので は、 0  5 


に 紹介した 無 首 劇 『ピ H  n ォ』 の 如き も ある (本卷 所載 『無 一一 一一：： 劇の 復興』 參 照)。 殊 に 最近 に は少數 

者の せ问級 趣味に； 1^ へようと して、 殆ど 收 益の 問題 を 眼中に かない 劇團が 意外の 成功 をして ゐ るの 

は、 藝 術の ため ぽ 〈に 人 意を强 うする に 足る ものが ある。 この あ ひだ 『武士道』 と 題して 松 王 丸 そやつ 

たヲ シン トン • スク エア 一座の 如き は、 卽 ちその 俊 も 著しき ものであった。 

ステュ アト • ヲ ォカァ 氏が 率 ゐるボ オトマン トォー JM も、 また 純藝術 的なる 新劇 圑の 最も 成功した 

ものである。 そして その 功 緩の 一 つ は、 愛蘭 釗の 1;^ もす ぐれた 新作 家 を廣く 世に 紹介した とい ふ點に 

ある。 二； t 物の 作家と して、 最近に 於て 旣にィ H イツ や シン グの名 を さへ 墮 して ゐる ダン セィュ 卿の 

作品が、 近顷 この 一座の 興行に よって はじめて 米國の 藝苑に その 眞價を 認められた からで あろ。 

一 一 

本國の 愛蘭の 方で も、 ダン セィ -ー 卿の 作品が はじめて ダブリンの アベ ィ 座で 演ぜられ たの は 千 九 百 

〇 九 年の ことで あろから、 眞に文壇にその名の知られたのは^^近七八年のことに過ぎなぃ。 イエイツ 

等が 千 八 百 九十 九た 牛に 愛蘭 文, 座 を 起した- iS に、 ダン セィ 一一 卿 は 南 亞戰爭 で トランス ヴァ ルに 行って 

ゐた 位で あるから、 文 iw- の 人と しての ^歷 はま だ 甚だ 新し いので ある。 

ゆの た-名 を^^けば 1 に wardjol ヨ M 二- ai  L-1-ax  rh-llkat, 十八 代 口の Ik ョミ Dlssany で、 S 
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に 立派な 名門の 出た る贵 公子で ある。 生 ハは千 八 百 七十 八 年と あるから、 今 漸く 四十 歳、 たしか 陸軍 

大尉の 職に ある。 作者 ほら 戰 地に 在る 位 だから、 その 作 は 歐洲に 於て よりも 却って 米國の 方で 持 囀 さ 

れてゐ るので ある。 ィ H イツ や A.  E. と は 以前から 親密な 關 係が あつたの だが、 他の 愛蘭の 作家と ち 

がって 卿の 血統に は 丁抹の 血が ある。 愛蘭で は 第三 希 H の舊家 ださう だが、 ノォ マン 征服の 時に 祖先 

が丁抹 から 愛蘭へ 移住した ので、 卿の 作品に は北歐 神話に ある やうな 祌祕の 趣が あって、 それが 愛蘭 

同 有の 神祕 趣味と いくらか 趣 を 異にして ゐる ところの あるの は、 全く このため だら うと 人 は 一一 一一 口 ふ。 子 

供の 時分に は ダン セィ 一一 城內で 決して 新聞な ど は 讀む事 を 許されなかった さう で、 これ は 粗 雜な霄 葉 

遣 ひを覺 えさせな いやう にと いふ 周 園の 人た ちの 注意から であった。 卿の 文體 がす ぐれて 美しく、 文 

字の 使 ひかた に そつがなくて、 その 高調に 逹 した 美 は 全く 韻文の やうに 出 來てゐ るの も、 幼い IS から 

かう いふ 嚴 重な 訓練が あつたから であらう。 聖霄の 外に は、 グリム や アン デル ゼン のお 伽噺 ばかり を 

讀 んでゐ たとい ふだけ でも、 その 感化の 程が 知られろ。 

ダン セィ 1 一 卿が はじめて 戯=^ に维を 染めた の は、 イエイツ の依賴 によって 例の アベ ィ座 のために 

『きらめく 門』 ：T1K-  Glittering  Gate- を齊 いたのであった。 その 時 ィ H イツが 詩 擅の 先輩と して こ 

の 新作 家に 與へ た助霄 の 巾に、 劇に は 『人の 意^に 出る 事、 それが 何よりも 大切で ある』 とい ふ 一一 目 葉 

があった。 巧みに 人 を 驚かせる 奇想^く が 如き 此少壯 作 { 鬼 のために、 ィ H イツの 助； 一 r の：^、 して 空しく 
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なかった 事 は、 今日 かれの 作物 を讀む 者の 何人も 首肯す ると ころで ある。 

三 

私 は先づ 卿の 作品の 世に 現 はれた 順序に 就いて 語らう。 

ダン セィ, 一 卿の 劇で 一 やせ 最初に 愛蘭で 上場され たの は、 前述の 『きらめく 門』 である。 次に E じァ 

ベ ィ. 11- で 千 九 百 十 一 年 一 一月に 『王 ァァ ギミィ ！ー  ィズと 武士』 "Kinw  Arginicncs  ami  the  ullknown 

warris." が 演ぜられ、 同じ年の 六月 に は倫敦 のへ イマ ァケッ ト 座で 『山の 祌々』 ：Thc  Gcds  -f 

the.  Mmintain" が 上場され た。 翌千九 百. M 一年 の 十 一 月に 倫敦の 同座で 『金文字の 宣吿』 "The 

Golden  Doom" が 上場され て 非常な 人氣 であった。 次に は 千 九- US 十三 年の 八月 マン チェス タァで 

『1- くな つた シルク ハ ッ ト』 "The  Lost  Silk  Ilat" が 演ぜられた。 戰爭が 始まって から 世界 藝 術の 

中心が 絲 育に 移る と共に、 この 英文 樂の新 口 生 もまた 故國に 於て よりも 米 國で持 離される に 至った。. 

卿の 作物が 米國で 非常な 好評 を 博し、 殊に 紐 育 劇壇の 呼 物と なった の は 昨 千 九 百 十六 年の ことで あ 

る。 まだ 英！！ では 上場され た 事の ない 二つの 作、 『宿の 一 夜』 Night  at  ；ョ Inlr と 『女王の 敵』 

"The  Queen-S  Encnlic.s" も、 昨年 はじめて 紐 育で 演ぜられた。 


四 

劇 や 小 說の筋 だけ を 聞かされる 事 は、 よその 御馳走のお 話 だけ を 聞く よりも 有難から ぬ ものである 

こと を 私 は 知って ゐる。 殊に 舞蕞 面の 效果と 巧妙な 對話 とで、 一種 祌秘 的な 思想と 感じと を 現 はさう 

とする ダン セィ 一一 卿の 作の 如き は、 たと ひ 實演を 見な いまでも、 せめて 脚本 だけ は讀 まねば 眞の 面白 

味 はない ので ある。 作 は 多く は 一幕物、 もとより 筋と いふ ほどの ものが あるで はなく、 その 5^ 徵 的な 

點に 於て はマァ テル リンクが 初期の 作、 たと へば 『育 人』 や 『家 內』 の諸篇 とほ ぼ 同じ 性質の もの、 

謂 はば Faiilasy  plays の 類で あるから、 梗概 だけで はな ほさら 與 味がない。 唯 順序と して ここに は 

簡單に  一二の 作の みに 就いて 筋 を 述べよう。 

昨年 絲 育で ポオ トマ ントォ 一座が 演じて、 滿 都の 評判 物に なった 『山の 祌々』 とい ふの は 三幕物に 

なって ゐ るが、 實は 長さから 言へば 普通の 一幕物よりも 短い 位で、 脚本 は 三十 頁ば かりの ものに 過ぎ 

ない。 それでも ダン セィ- 一 卿の 作 中で は 長い 物の 一 つで ある。 

第 一 幕 は 城外の 場、 乞食が 六 人と それに 盜 人が 一 人附 いて ゐる。 總大將 は 極めて 賢明な AgllKlr 

と 云 ふ SR で、 此役を スチュ アト • ヲォカ ァが演 るので ある。 この 仲間が 自ら 山上の 祌樣 だと 偽って、 

町の 人達 を 巧みに 欺いて P- 供物 を 取り上げて は 腹 を 肥やして ゐる。 當 分のう ちはァ グマァ の いかにも 


祌 々しい a- 度が 巧く 成功して、 誰も 之 を 地上の 人と は 思はなかった。 正 體を疑 ふ 者が あっても 巧みに 

胡 魔 化して 了 ふ。 町の 人の 兑てゐ る 所では、 ァ グマァ 一人 だけ は 澄まし 込んで 肉 も 喰 はす 酒 も飮ま 

十、 市 21^ が 去って 了 ふと 戶 n に 桥人を 立た せて 置いて、 大急ぎで 牛飲馬食 すると 云った 風の 男で あ 

る e 乞食の 親方で は あるが、 奇才 縱横眞 に 一大 天才、 一大 豫言 者た るに 恥ぢ ない 風が あるが、 この 全 

く 物質的で 少しも 精神的な 所がない。 手下の 一 人の Ulf と 云 ふの が、 『かう やって 暮らす の はまこと 

に 結構。 ただ 一 つ 恐ろしい 率 は 本 當の祌 様の 怒 を 招く 事で ある』 と 云っても、 ァグマ ァは平 氣でゐ 

る 0 

以上で^ 二 it が^んで 第三 に 入る と、 3 石の 上に 列んだ 地藏 尊の やうに、 乞食の 神様た ちが 揃って 

足 趣 を かいて ゐる。 そして 皆よ ぃ氣 になって 鱒 腹 食ったり 飲んだり して ゐる。 親方 は寳に 巧い 計略 を 

考 へ て吳れ たもの だと せ が 悅に入 つて、 いつも は 決して 口 に 這 入らない やうな 御馳走 を 食って ゐる。 

だまされて 禮拜 に來る 市お を 見て は 馬鹿な 奴 だな と 嘲る。 

0  < おのり 

そこへ 盗人の 男が 這 人って 来て、 さあ 大變な 事が 出来た と 言 ふ。 三日 ほど 前に 路驼騎 者が 二人で 

Mar3a へ 行って、 本 常の 神様の 居所 を 兒に 行った さう だ。 さすれば 勿論 『祌々 はち やん と葡 の 通 

りマァ マに 居な さるで はない か』 と 奴が 言 ふに 相違ない。 旣 うこれ では 俺た ち も 化の 皮が あら はれて 

助からぬ と。 之 を M いた 一同 は 急に 悲觀 する" 『靜 かにせ よ。 俺に^|9がぁる』 と  一一 一一 n つて 落着き 拂 つた 
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の は、 親方の ァ グマァ だけであった。 

見に 行った 路駝騎 者の 二人が 這 入って 來る。 『七つの 祌々 は マ ァ マ のお 社に 御座った か』 と 訊かれ 

て、 不蠢ゃ 『お 社 はみ な 穴. - であった』 と 答へ る。 そこで 今まで 此祌々 の眞僞 を 疑って ゐた 市人 も、 

今 は 傲 早 半 點の疑 ふ餘地 もな く、 これ はいよ いよ 本 當の祌 々が マァ マから そこ へ お出でに たって ゐる 

に 相違た い 事 を 確かめて 非常に 喜ぶ。 乞食 ども も先づ はこれ で正體 を： 屆 けられす に濟ん だ。 

獨り腑 に 落ちぬ はァ. グマァ e これ は 何だか 變 だと 思った。 ァグマ ァが先 n! マ アマ を 通った 時、 確か 

に 七つの 祌々 を 見た ので ある。 その 姿が 今：^ えない と はどう も 合點が 行かない。 ァグ マァの 智慧の 及 

ばない 事が 何 か 起って ゐ るに 違 ひない と 思 ふ。 

さう かう してね るう ちに、 不思議な 足音が こちらの 方へ 問えて 來 ると 思 ふと、 一列に なって 頭から 

手から 衣 物から 悉く 綠 色の 七 人の 大男、 雲つ くば かりなる が 舞 臺に現 はれて 來る。 ちゃう どいつ も 端 

坐す る 日本人の 脚の やうに 曲って 了って、 膝と 膝との 間が 離れて ゐる。 何 をい ふに も 石の 上に 幾 百年 

とい ふ 長い間 足 座 を かいて 坐って ねた、 これが 本當の 神様た ちであった からだ。 乞食 ども は 恐 をな し 

て 逃げようと はする が、 不可思議な 力に 制せられて 逃げよう にも 逃げられない。 

祌樣の 中の 頭の 一人 は 乞食の 僞りを 怒って、 人差指で 乞食 を 片端から 一人 づっ指 ざす。 すると 乞食 

は 足 座 を かき 右腕 を 上げて、 食指 は 上の 方 を 指した 儘、 皆 悉く 硬く 石に なって 了 ふ。 綠 色の 光が その 
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颜の 上に 落ちる。 本 當の祌 さま は その 儘 去って 了 ふ。 

(やがて 町の 人た ちが 御馳走 を 持って 這 入って 来る。 一入の 乞食の 腕に g つて 見て、 また 次のに 

も觸 つて 見る。) 

(市人) ^たいよ。 石に なつち まったん だ。 (皆传 低頭 平 身して 禮拜 する) 

(一人) おれたち は 神様の 眞偽を 疑った。 疑った ばかりに 神様 は 石に なられた の だ。 

(他の 一 人) これ は 本 當の祌 様で あつたの だ。 

(恃 々) 本當の 神様だった の だ。 (^) 

こんな 筋 書 だけで も 大體の 作風と 構想と は 知られる であらう。 ァゲ マァは 物愁の 化身で、 智靈も あ 

り 才能 も あるが、 一た び 戴の 力に 向へば 脆く も 敗滅す るので ある。 人 ii は 人間 を-欺く 事が 出来ても 祌 

を 欺く 事 は 出来ない。 私 は 殊に 右に 引用した 此 作の 結末の 所 を、 非常にうまい もの だと 思って 感心し 

たリ 案徴ゃ 寓意 を 離れて 唯一 つの 芝居と して 毘て も、 藝 術的價 値の すぐれた ものである 辜 を 何人も 疑 

はない ので ある。 

五 

劇に せよ 小說 にせよ、 あまり 詩的で、 そして また 餘り 多くの 『思想』 を寓 した もの は、 とかく 不自 
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然 になり 現 實味を 遠ざかる もの だが、 ダン セィ 一一 卿の 作に は此 病弊がない。 マァ テル リンクの 初期の 

作な ど は 確かに 神， 祕 思想の 象徴と して 話 を；^、 へ. 氣 味が あるが、 ダン セィ 一一 卿の は 話が おの づ から 象 

徵 になって 自然に 出 來てゐ る。 寫實 派と 理想 派との 中間 を 行かう とする 新 浪浪 主義の 作品と して は、 

遙 かに 渾然たる 圓 熟の 境に 入った 感が ある。 殊に ちょっとした 對 話の はしばし にも 巧みに 人物 性格の 

特徵を 現 はし、 一言一句 少しも そつの ないやう にして、 性格 を 描く と共に 筋 を 運んで 行く 技倆 は、 ィ 

H イツの 『砂時計』 や シン グの 『海への 騎者』 の 如き 名作に も 兑られ ない 長所 を 有して ゐる。 前に も 

言った 『人の 意表に 出る』 と 云 ふ 事な ども、 それが 惡ぃ 落ちに なったり する 弊が なく、 これ あるが た 

めに 作 全體を 緊張せ しめる 著しき 効 ™^ を 示して ゐる。 私 はかう いふ 作の 他の 一 例と して、 兹に 一 幕 物 

『きらめく 門』 を 卿が 傑作の 一 つと して 紹介しょう。 

寂寞た る 荒 地の かなた こなたに は 大きな 黑ぃ 岩が 轉 がって ゐて、 無 數の麥 酒場の まだ 口 を 切らない 

のが 岩の 後に 撒き散らされて ゐる。 後 は 背の 高い 花崗 石の 壁に なって ゐて、 そこに は 天國の 門が あ 

る。 そして 戶は 黄金で 出来て ゐる。 

幕が 開く と ジム (もとは 泥棒で、 遂に 絞罪に 處 せられて ここへ 落ちて 来た) と 云 ふ ER が、 麥酒壜 を 

稂氣 よく 一  つづつ 拾って は 塞 子を拔 いて は： a るが、 どれ も 皆 { 仝虛 なので、 がっかりして それ を 投げ出 

す。 その 度 ごとに 何處 から ともなく、 絕 えす かすかな 無 氣 味な 笑 ひ聲が 聞え る (祌々 の 嘲笑で ある)。 
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そこへ、 もと 同じ 泥棒 仲 問で、 これ はまた 鉄^され てこ こへ やって来た ビルと 云 ふの が、 鼻歌で 『ル 

ウル、 ブ リタ 一一 ァ』 を 歌 ひながら 舞臺に 出て 來る。 『は， -ぁ、 ここに 天國の 門が あるな』 と 一一 目って 門 

を敲 く。 『俺た ちに は、 そこ は 這 入られな いよ』 と 傍から ジムが 一一 目 ふ。 

そこで ビル は、 以前 泥棒 をす るのに 金庫 をこぢ 開ける 時 使った、 胡桃 割 器 を 持て ゐる事 を 思 出し， 

國の戶 も それで 開けよう とする。 ジムの 方 は 初 は 冷淡で ゐ たが、 やがて 戶が 少し 開いて 來た。 麥酒 

壜 はいくら 塞 子を拔 いて 昆て も、 渴を醫 する 一滴の 酒 さへ 得られない 空壜 ばかりな ので、 『ここに は 

希望 はない の だ』 と 言って ジム は悲觀 して ゐた。 しかし この 鎖され た戶 のかな たの 1K 國に こそ は、 美 

しきもの ゃ戀 しきものの 數 * が ある だら う、 と 兩人は 稍 男んで 語る。 そこに は 死んだ 母上が 行って 居 

られ ようと ビルが 一 百へば、 あの 酒屋の 刖 嬢の 娘に も天國 では 會 はれる だら うと ジムが 一一 一一 ：！ ふ。 

ビ ルは 懸命に 天 國の戶 に 穴 を あけて それ を 開かう とする。 ジ ム は 相 變らす 麥酒壜 を 開けて ゐ ると * 

無氣 味な 笑 ひ聲は どこから ともた く 聞 える。 ぎい ぎい と 昔が し て 重い 重い 天國の 黄金 の 戶は少 しづ つ 

開く) 

突如と して 穴 は 通った、 大きな 戶は徐 々に 開いた。 あけて 見て ビル は 驚いた。 そこに はた だ 大虚ぁ 

るの み。 燦 として 星の み 輝く 夜の 虚空で ある。 天國 はない。 聖書に 書いて ある やうな 美しい 樂土 はな 

くて ただ 空 あるの み。 
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例 の 淺 忍な 笑 ひ聲は 益 々 烈しく、 益 々 聲 高く 響く ところで 幕。 

ここで も ダンセイニ はまた その 得意の s=rp  ise と 皮肉 を やって ねる。 金庫 を あける 鐵挺 では 天 國 

の 門 は 開けられない。 たと ひ 開けた つて そこに は 虚空が あるば かりだ、 1^ゅゃかな嘲笑の聲を聞くばか 

り だ。 物愁に 驅られ てゐる 俗衆 も 不思議に 天國 だけ は 信じて ゐ るが、 そんな 奴に はどうして 天 國がぁ 

らう ぞ" 絡 望と 空虚と、 そして 嘲笑が あるば かりで ある • かう した 意味 を 作者 は 此象徵 劇に 現 はした 

ので あらう。 麥酒壜 なぞ を 使った ところ は奇拔 で、 實に 面白い 趣向 だと 思 ふ。 

これ は ダン セィ 一一 卿の 最初の 作で、 評 家 はみ なィ H イツの 影響が あると 一一 目 ふが、 いかにも 『砂 時 

計』 の 如き 作と は、 着想に 一 脈の 相 通す る もの ある は 疑 はれない と 思 ふ。 一 幕 物と しても 甚だ 短い も 

ので あろ。 

前に 述べた 『山の 神々』 で本當 の祌樣 たちが あとで 舞 臺へ現 はれて 来る の は、 暗示 を 生命と する 此 

種の 作と して は 少しく 不味い かと 思 ふ- 之に 較べる と 『きらめく 門』 の 方で は、 笑の 聲 だけで 少しも 

姿 を 見せない 或 者と して、 神 11 或は 全能の 不可抗力 を 現 はした の は、 確かに 藝術 としてす ぐれた 表 

現 法 だと 思 はれる。 この 笑ひ聲 あるが ために、 絡大 なる 暗示の 力に よって 超 C! 然の或 威力 を 現 はすと 

共に、 終始 舞臺 上の 効 某を强 める 事 を 得た の は 十分の 成功で ある。 
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劇の： 概を 語る こと はこれ 位に とどめて s いて、 次に 私 は 卿の 短篇 集 七卷に 就いて 一 言しょう。 殊 

に 『- A 十一 篇集』 "Fifty-One  Tales," 『夢物語』 rA  orcalner-s  -rales" たど は 卿の 散文 を 知る には最 

も 都合よ い 本で あらう。 

此； §_篇 集 は 錄と云 はう か隨 筆と 云 はう か、 時々 の 感想の 斷片 お記した る も あれば 散文詩の 類 も あ 

り、 耱 まった 物語の やうな もの も ある。 どれ も $1 極めて 詩想に 富んだ 美しい 短篇で、 そこに は 作者の 

A- 生， おも 哲舉も 窺 はれる ので ある。 住み ふるした 此 世界 を 去って、 ^の 遠い 遠い 詩 美の 鄕に讀 者 を 5^ 

は-" とい ふの が、 いつも 此 作者の 態度 だ。 その 短篇 集の 一つ を 作^ は 名 づけて "A  Chronidc  of  IV 

ttle  Adventlm-S  at  the  Kdge  of  the  world" と 云った の は、 卽 ちかう い ふ 意味から へ て 面白い 

と 思 ふ。 描かれた る 世界 は 現 富の ものではなくて、 ル：： 此 作^の 富 瞻 なる 想像力が 產み 出した 祌 話の 世 

界 である。 この 世の はての まだ 見ぬ 遠い 國の 話ば かりで ある。 千 九 0 十二 ハ 牛に ィ H イツ は 卿の 作の 

撰 集 を 作って、 その 序文に かう 首って ゐる、 『かう いふ 短篇の 妙味 は どこに あるの か、 私に も それ 

を 解剖し 說明 する 事 は出來 ない。 或 もの は 古い 愛蘭の 寳 石細工 を见る やうで も あり、 印度の！^？草校様 

で蔽 はれた 古劍を 見ろ やうで も ある。 が、 何れも 皆 IB- 知らぬ 靈の 世界 を 想 はせ る もので、 十日 ほどの 


間 も 深い 眠のう ちに 見て ゐた 世界 を その後 兑 失って、 しきりと 悲しみ また 忍 ひこ がれて ゐる その 靈の 

國を想 はせられ る やうな ものば かりだ』。 

物語 は 多く は象徵 的な 寓意 的な ものの みで、 矢張り 劇の 方と 同じ 性質の ものである。 散文の 物語で 

ある だけに 劇の 方よりも もっと 深く、 もっと 折：！ 學 的な ところが a える。 謂 はば 大人に 讀 ませるべき 美 

しいお 伽噺 とも 見られよう。 物質主義の 現代 を a て 烈しく それ を 呪ったり、 反語 的に 嘲る ところな ど 

は、 劇の 方よりも 寧ろ 散文 集の 方が 痛快に 出 來てゐ る。 

ダン セィ 一一 卿 は 新しい 浪漫主義 者で ある。 現代 を 超越し 現 ゆ を離脫 したる、 美しい 『象牙の塔』 の 

なかに 生きよう とする 『耽美の 人』 である。 彼 は 千 九 百 十一 年、 倫敦の 『國民 評論』 に 『。マンスと 

近代劇 場』 とい ふ 一文. V 寄せて、 自己の 藝術 親と 人生 觀を 語って ゐ るが、 彼が 先づ 嘆いて ゐ るの は n 

ビズ ネス 

マンスの 影 を 見失った る 現代の 風潮で ある。 廣吿 と商賣 と金 錢 との ほか、 何事 を も 顧みない 今の 劇場 

に 何の 『詩』 が あらつ ぞと嘆 じ、 『劇 はとに かく 人生の 鏡 だ。 虚偽の 時代 は、 虚偽の 人に 喜ばれ 迎へ 

られ さうな 劇ば かり を 出す だら う』 と 首 ひ、 また 

『美しい 時代に は 詩人 は 目につかない。 時代の 美 が^み 出した 向 然の產 物で あ， るから だ、 ちゃうと 
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春の 日に 紫 > 丁 香 花の^いて ゐ るのと 同じで ある。 唯惡ぃ 時代に は 詩人が 如何にも 間が 拔 けて 見 え 

る、 鋪 石の 上に ただ 一本 ある 百合の 花が 何だか 馬鹿げ て 見える やうに』"  . 

いかにも 物愁 と虚僞 とで 固まって ねる 現代 ほど、 詩人と いふ ものの 問がぬ けて 見える 時代 は 無いで あ 

らう。 卿 は 更に 筆 を 進めて 最高の 寫實， 王義、 卽ち 人生の 旅路の 全圓を 見る 詩人の 寫實 主義が、 下等な 

寫 if 主義の 向う を 張って 起るべき だと？：^ いてね る。 

かう いふ 主張で ある だけに、 卿の 作物 は 殆ど 現在の 世界 を 超越した もので、 ほかの 愛蘭の 作家が 皆 

その 國特 おの 祌 話ゃ傳 說を材 とし、 また その 風物 を 歌って ゐ るに 拘 はらす、 ダン セィ 一一 は 殆ど 愛蘭 そ 

の もの を 詩 村と してね ない。 その 作 中の 傅說も 神話 も、 皆 多く は 彼が 空想の 奔 逸に まかせて 作り出し 

た 物ば かりで ある， 此點が 全く 他の グレ ゴリ 夫人 ゃ又シ ング、 ィ H イツな どと 異なる ところで ある。 彼 

の 詩境が どこまでも 夢の 國 であり、 驚異の 世界で ある 點に 於て は、 彼 も 亦 ra; より ゲルトの 天才の 特 

を 具へ てね る 事 は 言 ふまで もない が、 その 作品に は 例の 愛蘭 文 に 特有な、 發昔 のむ つかしい 间 有名 

詞は 出す に、 却って 東洋風の 亞 剌比亞 とか 波斯 とか を 校した 名前が^ 山に 見える の も 面白い。 不思議 

な祌 さまの 話 を 書き 銀め たる、 『ベガ ナの 祌々』 "The  Gods  cf, 1\ お ana" の 一 卷の 如き を繙 けば、 人 

は 誰し も 一 ；十 世紀の 世の中と は 全く かけ 離れた、 遠い 遠い 靈怪 不可思議な； t 仙の 國 へと 我 知らす 導か 

れて 行く ので ある。 
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豪、 殊に 劇に 於て 菌？  H イツの 後 f たるべき 人 を 求 むれば， 

き あらう と は、 ！ 部の 聰明なる 批評家が 今 旣に認 むる ところで 倉。 r タン セィ， 一 


(大正 六 年 八月 『太陽』 所載〕 


歐洲 戰亂と 海外 文學 

埃 まみれの 群 書の なかに 隱れ て、 閑人の 閑 事 違と 人の いふ 文藝の 研鑽に 沒 頭す る讀 書生で さへ、 ふ 

と 目 を あげて 世界の 騷亂を ながめる と、 さすがに 色々 な 感想が 胸に 浮ぶ と共に、 卷を蔽 うて 憮^たら 

ざる を 得ない ものが ある。 

去年の 末に 突如と して 現 はれた 獨 逸の 講和 提議の 如き は 誰も 之を爲 面 E に は 受取らなかった が、 其 

頃 米 國にゐ た 私な ど は、 それでも また こんな 事が 近き 將來の 平和の 曙光と もなら うかと 望んだ の は ほ 

んの 空賴 み、 英吉利の 宰相 イド • ジ ョ ォヂが 新任 cr 々議會 での 烈しい 一 喝に 葬られて それ 切りに た 

つた" 最近に もまた 羅馬 法王の 提議 は 固より 何の を效も 奏しない" かう して 漠々 たる 戰雲 はいつ まで 

も歐洲 の； 大地 を 暗く して、 鳩 を 使の 女祌 『平和』 の 姿 はま だ 人間の 目のと どかない 彼方に 在る。 戰亂 

の 巷. V 遠く 離れた 東海の はてに 獨り 漁夫の利 を 貪れる 市井の 銅臭 兒 のみが、 此慘剌 の 長く 絞け よかし 

と、 机れ る ほか は、 惡魔 にあら すん ばか かる 屍 山 血 河の 慘狀 を； nf- て ほほ ゑむ 者 は あるまい。 
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感史の 頁の ここ かしこに ぼと ぼと と 血の 痕を 印して 來た、 戰 とい ふ ものあって こそ 人類 は 進歩し 

たの だと 唱 へ る 奇怪 至極の 論 は、 現代の 文明 を 理解せ すして ただ 遠い 過去の 時代 をのみ 見る 人の 謬見 

に過ぎない。 世紀末よ りとの かた 精神主義、 民本主義、 新 理想主義の 方面に 進まう として ゐた 歐洲の 

E 心 想と 文明と は、 現下の 大亂 のために 一時 全く その 進 運 を 阻止せられ たるの みか、 更に 幾 十 年 幾 百年 

の 昔に 立ち 歸り、 返 歩し 逆轉し つ つ 我 を 忘れ て 蠻 人の 蠻劇を 演じ てゐ るので はない か。 今度の 戰爭は 

眞に歐 維 巴の 自^で ある。 離 術 商工業の 破 壌 は 言 ふまで もない として、 先 づ之を 政治 上に a て も、 英 

吉 利の 自巾黨 内閣が 多年の 努力に よって 贵族國 の 因襲 を 打破して 進まう とした 民本主義、 個人 自由 主 

篛の 政策 も、 此大亂 の 一時的 必要に 迫られて は、 擧國 一致の 名の もとに、 遂に 聯立 內閣の 成立と な 

り、 徴兵制度の 資 行とまで なって、 祈 角 時代思潮の 大勢に 乘 じて 眞 面目な 發達 をして ゐた英 s: の 新政 

治 はめち やめち やに 崩れて 了った。 むかし 南 亜 戰爭の 折に は 激烈なる 非戰 論を唱 へたる 『無冠の 王ジ 

ョ ォヂ』 が，. 今や 『鐵血 宰相』 の假面 (？) を かぶる に 至って は、 英國の 議院 政治 も 遂に 思潮の 進 運 

ふ 逆行せ ざる を 得ざる に 至った。 由來 自由の 國を 以て 誇と せ， る 米國で すら、 { 一 曰 戰以來 その 政 の 態度 

は 甚だしく 專制獨 裁 の 色を帶 ぶる の 非難 を 免れない ではない か。 ：；^^本主義 と 戰爭と は 到底 調和 の 道な 

きもので ある 以上、 かくの 如き は 免る ベ からざる 當然の 結果で あらう。 思想と 文化の 發 達の ため 戰爭 

の 忌むべき 所以 は、 この 點に 在る の だ。 
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二 

今度の 戰亂は 西洋の 文舉藝 術に 何も の を窗 した かと 問 ふ 人が あ る a 私 は 之に 對 して 勿論 今 のと ころ 

では 絕無 だと 答へ るに 禱躇 しない e 戰爭 が旣に 現代文明の 大勢に 逆行し、 政治 慶業學 術の 進 運 を 妨げ 

てゐる 以上、 それが 獨 り藝苑 にの み幸 ひする 理由が どこに あらう。 如何にも 過去の 膝 史には 戰爭が 文 

藝の 上に 直接 問 接の 好影響 を與 へ、 殊に 戰勝 國國 運の 隆昌に 隨 成せられ たる 藝術 上の 大作が 出た 事 も 

Sgf であった。 しかし それ は 闕際關 係が 今の 如くに 複雜 ならす、 また 個人 思想が 今の 如くに 發逹 しな か 

つた 昔の 話で ある。 世界人 類の 幸福と いふ 點 から 見れば 勿論の こと、 單に nj^ 族 發展の 上から はても 戰 

勝が 國利民 幅 を はかる 最上の 手段で なくなった 个 の 時代に 於て、 藝が獨 り 之に よって 雄篇 大作.^ 得 

る 事 は^ど 期待し がたい 事で ある。 今度の 戰爭 あって 以來、 欧洲の 文 擅 は賨に 冬枯れの 野よりも 淋し 

い。 くだらない 際物ば かり は 山 ほど 出ても、 戰爭 文事と して 不朽の 惯値 ありと 目すべき 大作 は 一 とし 

て 現 はれて ゐ たい。 .n 耳 蕤 のマァ テル リンクが 戰 亂に關 する 感想 を 書いた 『嵐の 破片』 の 如き も、 之 

を 往年の 『贫 者齊』 の 作者の 筆と して は 甚だしく 物 足らない ではない か。 ダン ヌン チォが 文， 筆 を棄て 

て 飛行機の 舵 をと り、 天 i 仝から 愛國の 詩篇 を 撒き散らした とて、 それが 何程の 事で あらう。 彼の 祖國 

A- 世界 文明の ために は、 『死の 勝利』 や 『快 樂兒』 の 一 10； にだ も 彼す る 貢献に はならない ではない か。 
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怫 M 西の 新 詩人べ ギ ィは戰 死し、 n マン •  tl ラ ンの 如き は 今 甚だしい 迫害 を 受けて ゐ ると 聞いた。 戰 

^中 も 例によって 皮肉 冷罵 を 逞しう し、 敵國の 味方で あるとまで 言 はれた 英吉利の バ ァ ナ アド • シ 3 

ォ でさへ、 世の中が かうな つて は 徒らに 『物 を 茶化す 悪魔』 の 名 を 博す るば かり。 最も 滑稽な のは獨 

逸の 前 外相 ャゴォ は 英國を 罵る 時に、 ショォ の 作 『運命の 人』 の 中の 文句 を 層 引用して ゐる。 自 國 を 

罵る 好い 文句 を 敵國の 外相に 敎 へて やった とて、 それ は^に 文人の 手柄で も あるまい。 、ン ョォは 鍵に 

戰举 劇と して 『.sfk クトォ リア 十字 勳章 佩用 者ォ オフ レア ティ』 の 一曲 を、 愛蘭 劇の アベ ィ座 のために 

書きお ろした が、 これ は 興行 發賫を 禁止 せられて 遂に 世 に 行 はれす。 また かれ が 最近 の 作で ある 

『ォォ ガス タス その 微力 を 致す』 の 如き、 英國の 募兵 事業 を 諷した 純粹の 際物で あるが、 例の 辛辣な 

&肉 もな く 逃 だ 不評判で、 戰 ハサの 際物 芝居で は 到底 バ リイの 新作 ほどに 持 離されな いので ある。 また 

英國の 詩人 は 皆 聲を揃 へ て 戰爭を 歌 ひ、 去年 征途に 上つ て 希臘で 客死した 少壯 詩人 ルゥ パト • ブ ルツ 

ク の 遣篇 の ごとき は殊 に 持嚷 されて はゐ るが、 今更 あれ 程の もの を 珍重し なければ ならぬ までに 英文 

舉 は元來 貧弱な もので は 無い ので ある。 ただ 僅かに 注目すべき 作品 は、 國 破れて 山河 ありと 云 ふ 白 耳 

義の慘 狀を材 とした もの、 たと へば 露 西亞の アンド レイ エフの 『白 耳義の 悲しみ』、 英國の 新 詩人 アル 

フ レイド •  ノイズの 戯曲 『ラダ』 の 類に 過ぎない であらう。 いつも 花やかな^ 蘭 西の 藝苑 が、 昨年 一 

ゲ 年の 間に 産した 眞の藝 術 的價値 ある 作物と いへば、 ボ オル ，ク„1 オデルが 戰爭 詩集 ー卷 と、 ルネ * 
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ベ ンジャ マ ンの戰 爭小說 『ガス パ アル』 の 二つ あるの みだと は、 何とい ふ 心細い 事 だら う。 ^ 戰以來 

怫蘭西 文瘦で 最も 多く 注意 を惹 いた 永久 的價愤 ある 作品 は、 恐らく ァ ンリ • バ ルビユ スの 『火』 であ 

らっ。 作者が 自ら 戰 51 に 出陣して つぶさに その 慘劇を 描いた だけに、 吊 一様の 際物と は 全く 選を異 

にして ゐ るが、 然し これ とても、 Ei^ して 後世の 批判が 佛蘭西 近代 文事の 一大 光 榮と考 へる か 奈何 か は 

疑問 だと 思 ふ。 

更に また 偶然の 運命と はい ひながら、 時 も 時、 文 星の 隕 つる こと 昨年 ほどに 多かった 年 は 珍ら しい 

であった。 日本の 文 擅が 漱石、 柳 村の 一 一先 輩 を 失った 年に、 西洋で は ヘン リ。 ジ ヱ エイ ムスが 死ん 

だ。 誰が 目に も 世界的の 文豪と 兑られ た 西班牙の ェ H チ H ェガァ ライ や 波 蘭の シ H ン ヰッッ も、 相 前 

後して 世 を 去った。 米國 では、 つい 此 私が あちらへ 行く  中に 布哇 で. $1 つた 時まで、 人な み 以上に 

壯 他に 兑 えて ゐた ジャック •  ロンドンが 突如と して 逝き、 また 巧みに 俗語 を驅 使して 小 兒を歌 ふので 

人氣 作者の 隨 一であった 詩人 リ レイ も 死んだ。 殊に 最も 悲しむべき は、 歐 州で 最大の 詩人と 目され て 

ゐた 白耳義 の.、 エル ハ ァ レ ンが 長逝した 事 だ。 獨逸 兵の 鐵 蹄に 蹄鐦 せられた るお のが 祖國 のために 叫ん 

で、 『血 まみれの. C 耳義』 の 歌を殘 し、 去年の 暮 ちかく 佛葡 西の ルゥ アンで、 ふとした 鐵道 事故の た 

めに 變 死した の は、 恰も 大 詩人の 死が 祖國の 悲運 を^ 微す るかの やうに も 見れば 見られ るで はない 

か。 佛：^ 西で は 最も 大膽 なる 新 思想 〔潔であった レミ • ドウ *グ ウル モンが、 戰 時の： n 記 f 嵐の 問に』 ュ 
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I 卷を 最後の 作と して 世 を 去り、 また 今年に なって ォ クタ ァヴ • ミル ポオが 死んだ ために、 前世紀 後 

半から の 自然主義 は 遂に その 最後の 代表者 を 失 つて、 西歐" 文壇 から 全く 影を沒 する に 至 つ た。 

ミ 

獨 逸の 事 は 知らないが、 今日の 英國は 勿論、 怫國 でも 露國 でも、 政治と 文 藝とは 日本に 於け るより 

も遙か に 密接 の關 係が ある。 兩 者が 共 に 人 の眞 面目なる 想 活動 で あり 文化 活動で あると すれば こ 

れは 固より 當然な 現象で、 日本の やうに 政治 外交と 文壇との 距離の 遠い こと は、 そこに 何等かの 不眞 

面目な 分子が 附耱 つて ゐ るからで はなから うか。 兩 者の 直接 關係 として は、 —— 間接の 交涉は 勿論 あ 

る こと だが —— た だ 或 種の 爲政 者が 文壇の 新 思潮 に 抑壓ゃ 反對を 試みよう とする 位の もの。 文壇の 人 

人から もまた 直接に 政治 外交に 關 する 一一 一一 II 議を 聞く こ と 極めて 稀な ので ある" これ は 文 學とジ ャ アナ リ 

ズム とが 今日の 如く 接近した る 時代に 於て、 寧ろ 不可解と すべき 現象で はなから うか。 文章 は 經國の 

； K 業と 云 ふ 昔 の 言葉 を 無意味に して ゐ るの は、 あながち 無學 にして 無理解なる わが 日本の 政治家 を の 

み 咎めるべき ではない と 思 ふ。 

平生から 政治 外交に 興味 を 有つ 文人の 多い 英佛 では、 今や 此 文明の 一大 危機に 際して は尙更 のこと 

文壇 は 殆ど 武装した るが 如き 觀が ある。 たと ひその 產 物の 藝 術的惯 値は大 ならざる にもせ よ、 國 運の 
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危機に 當 つて、 そが 人心に 及ぼす 影響と 力と は 決して 侮るべからざる ものが ある。 佛蘭. S の a マ ン* 

a ランが 戰爭の 初に 發 表した 獨 逸に 對 する 公開 書の 如き、 今では 少しも 珍ら I  くない。 翰林院に 列し 

て ゐ る 老大家 ま でが、 殆ど 皆舉 つ て 戰爭熱 政治 熱に う か されて ゐ る 事 は 露に 偉觀 とす ベ き である。 殊 

にいつ も 政界と 文壇との 緣の 深い 英吉利で は、 H ル ズの豫 一一 目 小說、 ベ a ッ クの戰 爭史、 チ H ス タトン 

の 時局 論な ど は、 之 を 他の 滔々 たる 際物と 同一視すべからざる ものが ある" ffi^ として はながらく 文 

^ 1 方の 重鎮であった ホ オル • ケ イン の 如き、 今や 旣に 純然たる 政論 家と して 重き をな して ゐる では 

ないか。 純藝 術の 立場から 見れば 開 戰以來 冬枯れの 野の やうに さびれた 西歐の 文壇に も、 此 現象の み 

は 特に 私 どもの 注目に 値する ので ある。 

ととに 英佛 露の間に 於て は、 これら 文人の 筆 を 通して 國際 間の 理解が 增 進せられ、 双方 國 民の 意志 

が 完全に 疏 通せられ て ゐる事 は 非常な ものである。 私 は 先頃、 英國の H ド マ ンド • ゴスが 『兩 世界 評 

論 一」 の 誌上に 於て、 獨 逸の 『クル トウ ウル』 を排 して 英佛 系統の 新 文明の 勝利 を 高調し、 英佛 ニ國の 

『精神的 協商』 を說 ける 一 文を讀 むに 及んで、 轉た 此感を 深く した。 私 は 昔から 人の 言 ふべ ンは劍 よ 

り も 力 い と 云 ふ 古 い 言葉に、 飽 くま で 十分 の 意義 あ らしめ たいと 思 ふので ある。 

四 
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ト。 ィの戰 が ホォマ ァの大 詩篇の 題目で あり、 また 『われ は 功業と 英雄と を 歌 ふ』 の 句が 羅 馬の 大 

叙事詩の 卷頭を 飾れる こと を 思 へ ば、 戰爭が 古代 文學に 於て 常に 最も 重要な 題目であった 事 は 今更 首 

ふまで もなから う。 戀愛を 除けば、 古代人の 生活に とって 戰爭 ほど 重大な 意義 ある ものはなかった。 

勇者 強者が 戰 塵の 巷に 馳驅 して 功名 を樹 てる 事 は、 いまだ 原始時代 ヶ- 去る こと 遠から ざる 過去に 於て 

は、 彼等が 詩歌 的 生涯 を 飾る 唯一 最大の 事業であった からだ リ . 

文化の 程度が 進む に從 つて、 人？ i 生活に 於け る 戰爭の 意義 は 古代 ほどに 重大で なくなった。 勿論 戰 

爭を 題目と した 詩歌 小 說の類 はいつ の 代に も絕 えた ことの 無 いのは 勿論 だが、 近代に 至る ほど それが 

益々 少 くな つたの は事實 たらう と 思 ふ。 試に 近代 歐洲 での 最も 犬な る戰爭 であつ た 普 佛戰爭 に 就いて 

la て も、 文學の 上に は 肝 肾の佛 蘭 西で モォ パッ サンの 作品の 他、 まづ ゾラの 『沒 落』 に 描かれた も 

の を 以て、 十九 世紀 最大の 戰爭 小說と 見なければ ならぬ 位 だ。 文藝 進化の 歷史の 上に 古代の 叙事詩 時 

代が 過ぎ去った と共に、 戰爭 文舉の 時代 も 亦旣に 過去の ものと なった ので ある。 

しかし  一 口に 戰. 米に 關 係した 文學と 云っても、 戰爭の 外的 現象 そのもの を 描いた ものの 場合と、 戰 

爭が 人間の 內部 生活に 與 へる 影響 を對 象と した ものと は、 おの づ から 趣 を-異にして ゐる。 そして 近代 

の 如く 文 學が單 なる 外面 的の 叙述 描寫 より は、 寧ろ 深く 人間の 內部 生活 を 洞察し 心理 を 解剖し、 思潮 

7 

の 推移に 密接して ゐる 時代に 於て は、 勿論 後者の 種類に 屬 する ものが 重要な 位 蘆 を 占める ので ある。 5 
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しかし かくの 如き 作品 はい ま 戰爭の 眞 最中、 唯 外部の； g 搖 と騷擾 とに 心 を かき 亂 されて ゐる 際に 到底 

&^^^こと の出來なぃもので、 それに は先づ 落着いた、 冷 靜な觀 照 的 態度と も 云 ふべき ものが 何よりも 

必要な ので ある。 ところが、 すべての 觀 照に は 常に、 時 問 的に か 或は 空 問 的に か 或 距離 を 隔てる 事が 

何よりも 必耍 なので、 かくの 如き は 今 現に 前古 未曾有の 大摱亂 の 渦中に 身を投じて ゐ る歐洲 人に とつ 

て は、 到底 不可能の 事で ある。 恐らく は 戰後十 年 二十 年 或は 世紀の なかば を閲 して 後に、 今度の 戰爭 

は はじめて 優 \ ^なる 文藝の 作品に 影 ケー投 する 事 だら うと 忍 ふ。 

五 

すべての 文藝上 の 製作に は 何等か の 意味に 於 て 餘裕を 必要 條 件と する。 ぢ つと 心 を 鎖め て 過去 を靜 

觀 すると か、 身 を 第三者の 位置に 置いて 冷靜に 洞察す ろと か、 或は また 自己の 經驗 そのもの を も客觀 

化し て a ると か、 すべて さ う 云 ふ 態度 は呰こ の 餘裕が あって はじめて 出来る ことで ある。 欧洲 全 體 り 

人心が、 今度の 大戰に 於け る ほど 動 栴し與 資し 熱狂し 激昂して 些 の餘裕 をと どめない 事 は、 近代の. お 

上 殆ど 前例な きと ころで ある。 人 は 動もすれば、 现 代の 歐洲文 Is- に大 なる 天才が たいた めに 戰爭 文舉 

の 傑出した 物が 出ない の だら うと 速斷 する が、 それ は大 なる 誤解で ある。 たと へば 英吉利の ト マ ス • 

ハ アディの 如き、 今ょり約一 百年前の那破翁戰^^を题目としては、 彼の 大作の 一った る 戲曲體 の 叙事 


詩 『主權 者』 A&Er いたが、 さて 今度の 歐洲 戰亂に 就いて 彼の 公に したる 作品と 云へば、 到底 この 大天 

才 をして 英文 舉の 史上に 重き をな さしむ. る もの は 一 つもない ので ある。 百年 前の 大戰； ^描けば 一世 を 

驚かす 程の 大作 を 仕上げる 天才で すら、 眼前 大戰の 渦中に 身 を 置て ゐては 筆の つけ やうが 無い ので あ 

る。 昔デ 。ク ヰン -ンィ は 火災 を昆て 詩的 感興 を 得る と 言った が、 所謂 對 岸の 火災なら ばい ざ 知らす、 

まさか 自分の 家が 燒け 落ちよう とする 際に は 詩作 も 何もあった もので はなから う。 いま 欧洲の 文壇に 

いかほどの 天才 ありと も、 此 火事場 騷 ぎの 眞 最中に 大作 を 出せよ と 望む の は、 望 む^の 無理で あら 

う。 ただん マ後少 くと も 十 年 二十 年 或は 一 世紀 位の 問 は、 歐洲の 人心 は必 すゃ此 大戰亂 とその 影響と を 

中軸と して 囘轉 する 事 だら うと 思 ふ。 さう いふ 時に なって 人心に 觀照 §1 觀の餘 裕を生 するとき、 ここ 

に はじめて 世界 戰爭の 一大 悲劇 は藝 術と して 取扱 はれる に 至る であらう。 那破翁 戰爭も 約 半世紀 を經 

て 杖 翁の 傑作 『戰爭 と 平和』 に 描かれ、 一 世紀 を 隔てて ハ アディ の 『主 横 者 ，11 の 題目と なった の だ。 

杜 翁が クリミ ァ戰爭 の 時に 從 軍して 害いた 『セバ スト ボ オル』 位の 物なら ば、 今度の 歐 洲戰爭 中に も 

之に 匹敵す る 程の 作 は 出て ゐ るので ある。 

殊に 戰 後に 興味 を 以て 期待 せらるべき もの は 露西亞 の文學 である。 前世紀の 後半から、 ながらく 悲 

愁の喑 雲に とざされて 欝積して ゐた新 思想、 また 夙に トウ ルゲ 一一 フゃ ドスト ヱフ ス キイ 等の 作品に あ 

ら はれて、 露 西 * 亞 人の 内部 生命に 深く も 潜 流 浸潤して ゐた 一大 思潮 は、 今度 はからす も 世界 戰亂 とい 
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ふ 外部からの 衝動 をう けて、 突如 大 革命と なって 爆發 した。 恰も 爛熟し 切って 僅かに 枝に とまって ゐ 

た 果物が、 ふとした はすみ に 地上に 墜 ちて 崩れ はてた やうに、 總 ベての 古き もの を 破 壞し盡 くした の 

であ" 俗惡 なる 利害の 打算 を 外にして い つも 豐 かな 感情 生活の 美 を享樂 せる 露！： 民族が、 こ の，， 大騷 

ぎの 鎮まった 後に、 フレッシュ な潑剌 たる 新 生活 新 精神の 勃 舆に乘 じ、 天才の 筆 を 通して 如何なる 作 

品 を 吾々 に 示す か は、 最も 深き 興味 を 以て 昆ら るべき 問題で あらう。 今日までの ところ、 旣に 露國文 

壇に も 八， 度の 戰亂 を材 とした 作品 は 出て ゐる やう だ。 たと へば 日露 戰爭の 時に も 『赤き 笑』 を 公に し 

たァ ン ドリ H フに は、 今度 も 『白 耳義の 悲哀』 などの 新作が ある。 しかし 露に すぐれた 作物 は、 露國 

に 於ても 矢張り 戰後少 くと も 牛 世紀の 問に 生れる 事 だら うと 思 はれる。 

また かの 獰惡 なる 獨逸 兵の 鐵 蹄に 蹂躪ら れて、 殆ど 亡國の 悲運に 遭った. m 耳義 は、 ゴルハ アレン や 

マァテ ルリ ンクの 如き 近世の 大 天才 を 生んだ 國 である。 若し 協商 側の 勝利に よって 戰 後に 此 國 が！； 勢 

を 囘復す るなら ば、 そこ に 如何な る 新しき 文學を 生. f- る であら-つか は、 こ れ また 十分 吾人 の 深き 與味 

を そ, てるに 足る 問邇 ではない か。 

六 

今度の 歐 洲戰亂 にも、 月並な 愛 國の歌 や、 戰爭 の慘釗 の： 部分 を 村と したやうな もの は澤 山に 出て 


ゐ るが、 戰爭の 全局に 目 を 注いで， そが 一代 民衆の 生活に 及ぼせる 影響 を觀 察して 筆 を 執った もの は 

^だ 齢い。 此問 にあって 英國現 布の 最大 作家 を 以て E せらる るハ アバ アト. ジ ョォヂ • ェ ルズの 新作 

は、 確かに 出色の 文字と して 吾人の 注目に 値する もので、 最近 英米 兩國に 於て 著しく 讀書界 の 耳目 を 

聳 動して ゐる もの は 先づ此 人の 作品で あらう。 

H ルズの 近時の 作品 は、 以前の やうに 濃厚な ソ オシ ャ リズムの 色彩 や- 帶 びて ゐ ない。 自分の 社會觀 

の宜傳 者と 云 ふより は、 むしろ 現代の 社會 生活に 對 して 眞摯 なる 傍 觀 者の 態度 を 執って、 偽らざる 精 

細の 描寫を 試みようと する 風が ある。 殊に この 作者の 特色た る 科學的 知識 を土臺 にして 一種の 豫言小 

說の ごとき もの を 寄く 段 になろ と、 殆ど 現代の 歐洲に 於け る 他の 作家 の 追隨を 許さな い 特殊の 技倆 を 

有って ゐる。 たと へば 空 屮戰爭 の 如き、 また 英國社 會狀」 の 變遷の 如き、 今まで 彼の 小說 にあら はれ 

た 現 ポが、 此頃 は旣に 着々 として ^ 際界 にあら はれて ゐる。 もと 科學的 知識 を經 とし 想像 を緯 として 

出來 上った、 その 小說 中の 豫 11  一口が 不思議に も 藤々 として 事 實に當 つて ゐ るの は、 誰し も 皆 驚嘆 を 禁じ 

得ない 點 である。 

健筆 縱 横の 多作 家で ある H ルズ は、 問 闘以來 すでに 數 種の 論文 小 說の類 を 公に したが、 最近に 最も 

世の 注意 を惹 いたの は 『プリ トリング 氏の 洞觀』 『戰爭 と 未來』 『見えざる 王、 神』 など の數卷 であ 

る。 最初の ものの 如き は 昨年 出版 以來、 英米の 知識階級で 最も 廣く讀 まれた 小說 である。 
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『ブ" トリング 氏の 洞觀』 は、 著者が 思想家で あ， 0 文筆の 士 である 主人公 プリ トリ ン グの n を藉り 

て、 現下の 大 戰が英 人の 生活に 與 へた 影響に 就いての 感想 を 書いた もので、 刖に 複雜な 筋と いふ 程の 

ものが あるで は 無い。 、王 人 公 は 英國の 田 舍にゐ て、 息子 は 出征し.， 戰 死して 了 ふ。 一種の 理想主義 者 

である 主へ 公 は 極めて 趣味の 廣ぃ 男で、 政治 宗敎社 會敎育 等の 問題 は 勿論、 園藝 から 自 働^の 事に ま 

で 趣味 を 有つ と 云 ふ 風の 人。 時勢 を逹觀 し、 獨逸氣 質 を 批評し、 英國 政府の 施設 を 非難し、 米 國の態 

度 を 論じて めて 大膽な nX 憚な き、 又往々 にして 皮肉た 觀察を 下す ので ある。 たと へば 開 戰の當 初、 

英！； 政府 の 募兵 の 措置 緩慢 にして 軍器の 不足、 將 校の 無能 のために 益々 時局 を 危地に 陷 らしめ た 有様 

を 叙して、 激烈なる 攻 iftV 加へ た。 固より これら はすべ て 著者 自らの 經験 ゃ觀察 を、 巧妙な 對 話と 背 

景描寫 の 中に 配した もので、 固苦しい 議論の 肩の 凝る やうな もので は 無い。 

しかし 此小說 中で、 屐も 世の 注意 を惹 いたの は 宗教 上の 問題であった。 プリ トリングの 息子が 戰死 

した 後 問 もな く、 以前 その 家庭に ゐた獨 逸人の 靑年も 矢 弱り 敵軍で 戰 死した。 プリ トリング は 自分の 

愛 兒を失 つ た 事と 共に、 彼方の 獨逸 の 方で も 其靑年 の 兩 親が 矢張り 悲嘆に 暮れ て ゐ る だら う とい ふ 事 

に、 强 くも 心 を 動かされる。 かう いふ 事が 動機と なって 思索の 結果、 やがて 色々 と宗敎 信仰の 問題に 

這 入る。 祌の愛 はか かる 事 を 決して 無意味に 爲 される わけ は 無い。 これ は 何等か 人類の ために 幸 ひす 

る 結果と なって 現 はれる に 相 遠ない と考 へる" そこで 政治 上に 各々 國を樹 てて 互に 相 (.^ ひ、 相閲 ぐの 
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HP なき 事に も 想 ひ 及ぶ ので ある。 かくして 主人公 は 遂に 新しき 神 を發兑 し、 新しき 信仰に 到達して、 

『宗敎 は 最初に して また 最後の もの。 人が 神 を發： し 神に よって 發兑 せらる るまで は、 彼の 爲す とこ 

ろ は 毫も 緒に 就かす、 また 何等の 目的に 向 ふ ものに も あらす』 と 云 ふ 確信に 達する ので ある。 

そこで プリ トリングが まだ 未解決の ままで 措いて ゐた此 問題に 關 して、 H ルズ氏 irr らは 次 の 著述 

『見えざる 王、 祌』 の ー篇 に、 未 來の新 信仰 を 論じて ゐ るので ある。 その 發！ a したる 祌と は卽ち 世界 

を 銃 治せる 目に 見えざる 王で、 今までの やつな 偶像 ゃ獨斷 の破墙 せられた る あとから 現 はれた る眞の 

神であって、 著者が 『戰爭 と 未來』 の 書中に、 『人類が 覺醒 すべき 時は來 た。 やがて は 人類と い ふ 一 

圑の 外に は、 世界に は 何等の 國別も 無くなる であらう。 帝王 もな く將帥 もな く、 唯 そこに 人類の 一 つ 

の祌 あるの みとなる だら う』 と 言った の は卽ち この 意味 だ。 戰亂 のた め 荒れに 荒れた る廢墟 から. に、 

やがて 新しき 神 —— 『有限な 努力 的な 必要な 神』 の 出現 を 見る 事で あらう。 一切の 藤 史的 因襲 を 離れ 

た 新しき 基督 敎は、 やがて ここから 生れる だら うと 云 ふの が M ルズ 氏の 豫言 だ。 そして この 復活の 宗 

敎は 決して 自分の 獨 創の 說 ではなく、 現代の 精神 を その 儘に 叙述した までの もの だと 著者 は斷 言し、 

それが また 友人であった 故ヰリ アム たシヱ ィムズ の 所 說に負 ふところ 多き 事 を も 明言して ゐる。 なほ 

少しく ェ ル ズ 自らの 言 を 引用す ると、 

『この 新 信仰と、 在来の 一切の 基督 敎 との 最も 根本的な 相異 は、 一つの 有限の 祌を拜 する の點 にあ 


る。 …… 此祌は 全知全能の 者で はない。 天地の 創造者で もない。 基 省敎で 『父』 となって- Q る 猶太 

人の 傳來 的な 祌とは 同一 の 者で はない。 この 祌は 救の 祌 であり、 一 つの 靈 であり、 人で あり、 はつ 

きりした 知られ 得べき 一 つの 人格で ある。 愛 を 加へ 靈 感を與 へ、 愛し 得べき 人格であって、 一切の 

人間の 靈 のうちに 存在し、 また 存在 せん 事を努 むる 人格で ある』 (『毘 えざる 王、 祌』 第一章 第二 

ケ aj』 

七 

エル ズの これらの 新著 は、 いま 太 西洋の 兩 岸で 英語 國 民の 問に 非常な 注意 を 喚起して、 毀譽褒 の 

聲が 甚だ 喧し い。 現に プラグマティズム では 故ジ H ィムズ の後繼 者を以 て 目せられ て ゐる コラム ビヤ 

大舉 の， テュ ィ敎授 の 如き、 雜誌 【七藝 術』 の 近刊 號 にこれ に對 する 峻厳なる 批評 を 公に した。 .a 來 H 

スの 思想に は プラグマティズムの 傾向が 著しいだ けに、 デュ ィ敎 授の此 批評 は 特に 世 の 注目 を惹 

く 事 だら うと 思 ふ。 

閑話休題、 私 は H ルズ のか かる 豫 言が 茶して 今までの やうに 的中す るか どうか は 知らないが、 とに 

かく 戰 後の 歐洲に 於て 宗教 信仰 精神 生活の 新しい 現象が 現 はれて、 それが やがて 思想界に 一新 時期 を 

割す る 事の 遠から ざる *v 思 ふ ものである。 
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へ マ 度の 戰亂は 之 を 思想 上より 昆れ ば、 前世紀の 中葉より このかた、 極めて 偏頗な 急激な 進歩 をして 

来た 自然主義 物質主義の 行きつ まった 常 然の歸 結に 他たら ない。 物質 4f 義の 一 つの 變態 とも 云 ふべき 

軍國 主義の 如き、 到底 現代に 於て その 目的 を 達する 事の 出来ない 事 は、 今度の 戰亂が 最もよ く 之 を 明 

示した ので ある • その 本家本元 たる 獨 逸が 旣に當 初の 目的 を 達し 得ない のみなら す、 之に 對抗 して ゐ 

る 協商 側 も 遂に 多く 5^ ると ころな くして 終る ので あらう • 雙 方と もやり 出した 事 は 今 さら 後 へ も 引け 

すと 云 ふので、 戰爭 だけ はとに かく 繼繽 して はねる ものの、 結局 は 疲弊 困跑の 結果、 歐羅 巴の 自殺的 

行爲 たるの ほか は 無い ので ある- 此 大擾亂 によって 軍國 主義 萬 能の 迷妄より 覺 めた る戰後 の 欧洲に 

は、 必す やその 反動と して 平和主義が 起り、 物質主義に 對 して 精神-王 義现想 主義が 盛んと なり、 利己 

、王義 個人主義 に對 して 愛 他-王 義 共お 主義 の 思想が 重き をな すに 至る だら うと 思 ふ。 物質 萬 能 の 思想 に 

誤られた る 一 代の 人心 を覺醒 すべく、 天 は 遂に 此大 斧錢を 下して 最後の 荒療治 を 試みた の だと も 見ら 

れる だら う。 

人 ii の 生活に は、 靈と 肉との 完全なる 合一 調和がなければ ならぬ。 之を圍 家の 上より 見、 民 挨の上 

より 兑る も、 露に のみ 倾 くもの は 遂に 印度の 如くに 自ら 滅び、 肉に のみ 倾 くもの は 今の 歐洲列 國の如 

くに 大 なる 禍を 招く の 他 はない。 物質 萬 能の 誤れる は 心靈萬 能の 危 きと：^ じく、 破壞と 滅亡と は 共 

に その 窮極の 運命た る を 免れない の だ。 眞の大 なる 文明 は、 偉大なる 物質文明の 某 礎の 上に 建てられ 
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たる^ 祌 文明で あらねば ならぬ" 欧洲の 列國 が、 過去 半世紀の 間 殆ど その 全力 を 傾け 盡 くして 建設し 

たる 物！ ：！； 文明の 上に、 更に 新しき 精祌 文明 を 建つ るの 日 ありと すれば、 そ は 恐らく はこの 度の 大戦の 

後に ある だら うと 思 ふ。 幾千 萬の 人命と 幾 百億の 財 を犧牲 としたる 此慘釗 も、 忍 想 上に かくの 如き 一 

大進轉 の 氣運を 生す る を 得て こそ、 はじめて 世界 文明の ために ffl 大 なる 意義 を 有する 事と なる ので あ 

る" 

いつの 世に も 一 般 m 心 想界の 先驅^ である 文 擧ゃ藝 術の 上に は、 戰前 はやく も旣に 前世紀 末から し 

て、 ^11:然主^^^物|3;,}^義は亡びて之に代るべき精祌.王義现想主義が現はれてゐたのでぁる。 かの 新 口 マ 

ンテ イシ ズムと 呼ばれた る ものの 如き は、 卽ち 此方 向に 流れて ゐた 一 つの 思潮に 名づ けられた る名稱 

であった。 醒 むる 事の 遞ぃ 一般の 民衆 は、 この 前古 未曾有の 大悲釗 に 驚かされて はじめて、 さきに 旣 

に 藝苑の 天才が 行かう として ゐた逍 を 路んで 進む ことで あらう。 戰後新 E わ 想の 曉の色 は、 戰前 はやく 

も旣 に藝苑 のう へ に 現 はれて ゐた事 を 思 はねば ならぬ。 

近； リンカ アン • コ ルコォ ドと云 ふ 新 詩人が、 『戰亂 の 幻影』 と 題した 作 を 公に して 俄に 世の 注意 

を惹 いた。 ちゃう どホ ヰット マンの やうな 詩形 を ffl ゐた る、 この IS の 米！； あたりで 流行す 自由詩の 


體 である。 今まで 長い間 物質 上の 繁縛を 離れ 得なかった 心靈の 解放 を 歌った もので、 へ r- 度の 大戰爭 こ 

そ實に 世の 因襲 を 破壞し 去って、 人 をして その 本來の 面目に 歸 らしむ ると 共に、 精祌 生活の 歷史に 重 

大な る 一 轉機を 生す る も ので ある こと を 歌つ て ゐ る。 

見よ、 戰の 時- 

生命 は 新奇の 流 を 走る。 

世界 は覺醒 せられ、 靜默は 劈かれ、 平和 は 破滅し JiT 澄せ り。 

整然たり し 因襲 は 今や 破壞 せられ、 幻惑 は 四散し、 突如と して 眞意は 明らかに せられぬ-" 

人々 は 自然と 死と 苦痛と に 面して、 本来の 面目 は 明らかにせられたり。 かなた 遠く かすかに 眞は 

現 はれぬ。 

空に 舞へ る 夢よ、 遠き かなたの 聖 なる 思よ e 

漠々 たる 戰雲 のかな たに、 新 文明の W 光 を 認めた 此 詩人 は 更に 言ふリ 

さながら、 死の 問 際に、 苦痛と 悲哀のう ちに、 また 鋭き 問罪の 折に、 荒々 しく も 覆面の 劈かる る 

時.： 人 は 生の 眞と僞 と を兑、 靈と 愛と、 その 眞 意義 を 昆る 如くに、 

今や 戰に 臨みて 諸 II の 民 は覺醒 しぬ。 

苦痛、 悲哀、 逆境、 いたましき 損害のう ちょり、 人の 最善なる 努力が 生す ると 同じく、 
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世界の この 最大 苦艱 のうちより こそ、 最高なる 夢想 は 來れる なれ" 

戰-， は實 に、 人 問が 有する 一 切の 破壊力 を 使 S して 演出す る 大悲釗 である。 虚偽と 迷妄と によって 

遮設 せられた る總 ベての 物 を 一 する 最後の 手段と して、 ヌ めざむ る こと 遲き 一 般の 俗衆 を t3 酷す る 

„ ^常の 手段と して、 この 鐵 火の 洗 禮 はず ズし 避くべからざる ものであった らう。 ただ 思潮の 流の みはお 

のづ から その 往か んと 欲する ところに 往く ので ある。 戰前は やく も旣に 藝苑ゃ 3.: 想界 に 兆して ゐた、 

新 理想、 義ゃ 精神主義 のために 新なる 道 を 開くべく、 その 障碍 を 取 除き、 新 思想の 跳躍に 一 の 好機 を 

與 へたる もの は、 卽ち このたびの 世界 戰亂 である。 (大正 六 年 十月 『中央 公論』 所載) 
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米國の 新慮圑 

英吉利の ァァノ ルド • ベネットが 數年 前、 米 國の事 を 書いた ものの 中に、 芝居に 就いて こんな 事 を 

首って ねる。 

『或 少數の 場合 を 除いて、 演劇 はい ま 世界 到る ところで 藝術 として は 度外視され てなる" 若し 或特训 

の國 で、 將 来に 多大の 望を囑 すべき もの ありと すれば、 それ は米國 だ。 大 劇場の 流行、 作者の 急激な 

增加、 その 收 益の 莫大な こと、 かう いふ 事情の ある 外に、 また 一般教育の 進歩が 非常に. 速で ありと 

すれば、 勢 ひ米國 にこれ から 眞 面目な 一流の 創作家が 澤 山に 出る だら う。 名と 利と を 得る 宏大な 機關 

が あるの は、 一流の 蘇 術 家を胄 成す るに 何よりも 都合の 好い 事で ある。 倫敦に 較べる と 紐 育に は 第一 

流の 劇場の 數が約 二倍あって、 扭 育の 當り狂 一 百 は 一週 一 萬 八 千 弗 だが、 倫 教の方 は餘程 大きい ところ 

で 一 萬 弗 を 出ない。 そして 米國の 公衆 はどうしても 自國の 作者 を 好む の だから、 將來の 演劇が 藝術上 

重要の ものと なる 事 は 殆ど 疑 を容れ ない と 思 ふ。 …… 』 
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大勢の 33- 物が 無くて は 芝お は 打てぬ。 この 意味に 於て 演劇 は 確かに 群衆の 藝 術であって、 これ は紛 

盡 彫刻 或は 詩歌 小 說とは 稍 趣 を 異にする 點 であらう。 從 つて 群衆の 國 たる 米國に 於て、 演劇が 他の 藝 

術よりも 盛んで あるの は、 極めて 自然な 現 だ。 殊に 歐洲 の大 都が 戰嚷 の卷 となって から は、 鈕育は 

31^ 近に 於て 世界 演劇の 中心地た るの 感が ある。 

演劇 は 群衆の 藝術 であるが 故に、 動もすれば 卑俗 低級の 趣味に 媚びん とすろ。 また 舊 習と 舊 型に 囚 

はれ：：：^ く、 これ を 打破して 革新の 氣述を 喚び 起す にも 常に 最も 多くの M 難が 兑 出される。 しかし 此點 

に 於て は 他！； とちが つて、 米 人が 何蓽 にも 新奇 を 喜び、 また その 徹底的なる を 好む 件 .1^ が 幸 ひして ゐ 

る ie_- は 連 だ 多い。 

だから 米國 では、 所 iS 近代劇と か 新劇と かいふ 方面に 於ても 常に 新しい 試み をして、 世界の あら ゆ 

る 好き もの を 集め、 これ 綜な： ： し 大成しょう とする 氣 運が 旺ん だ。 また 费用を 厭 はすに 大規模の 計晝 

を 立てる 15^ も、 他の 事業に 於け ると 少しも 變り はない。 いま 首府 華 盛頓に 設けられん とする 露天 劇場 

の 如き も その 一例 だ。 單に 歐洲の 作品ば かりで たく、 俳優 も 英佛獨 伊の 第一流 どころ では^、  E 額の 

報酬 を 受けて 米國で 旅興行 をす ると いふ 有樣。 かくて 他の 藝 術と ちがって 演釗に は、 黄金と 群衆との 

力 侮り 難き もの ある 事 を 思 はせられ る。 

また 單に 歐洲 作家の 物を演 する ばかりでなく、 ベネットが 言った やうに、 米國 土着の 作者に も 傑出 
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した 者が 齢から す 出る。 『まこと』 の 作者 クライド • フィッチの 如き、 『大 差 刖』 の 作者 リ チヤ アドつ ヲ 

オン • ム ウディの 如き、 今 はふたり とも 故人と なった が、 日本に こそ 傅 はら ざれ、 歐洲 殊に 英佛の 劇 

界 には餘 St. 以前から 持 雜 された もの だ。 イブ モン 張りの 思想劇 問題劇の 類で 面白い 作 を 書く 人 も、 ィ 

エイ ッゃグ レゴリ 夫人の やうな 一幕物 を 作る 人 も、 米國の 劇界に はかなり 多い。 

また 從 つて これらの 新作 を演 する 劇場 劇 團の數 も 多く、 藝術上 また 經濟 上に 十分の 成功 を收 めて ゐ 

る。 なかには If 怫 の外國 語の 儘を演 する のさへ ある。 11 育の ァァ. ヰング • プレイスの 劇場な ど は獨逸 

役者が 演る獨 逸物 專 門で、 ここで 上場され た.、 H デ キントの 『春の めざめ』 は、 私の 滞米 中に 大評 刺で 

あった 事 を 記憶して ゐる。 ブ 口 ォド ^l ィの名高ぃ大劇場の外に、『リッ トル. シァ タァ」 の 類 も 甚だ 多 

い。 近頃 ダンセイニ 卿の 新作 を 上場して 以來、 殊に 名高くな つた ボ オトマン トォ 座の 如き もこの 類 

だ" そのほか 好 劇 家が 集まって 會員 組織、 俱樂部 組織で、 色々 の 新しい 試み をして ゐる もの は 澤山ぁ 

KM 一思 ふ。 なかで 最も 珍ら しいの は 二三 年 前に、 俳優と しても 作者と しても 米國の 劇界に は、 かなり 

名な-知られた バ ドラ， ダ.、 ェンボ オトと 云 ふ 人が 創めた、 ブラ ムホ オル 座で ある。 紐 育 市の 二十 七 丁目 

ァ. H  二 ュ 

は レク， レントン 街 に 近い 所で、 もとは 普通の 一私人の 住宅であった 小 意 氣な家 を、 更に 造作して、 

芝居小屋に 直した の だ。 內 部の 構 选も 薄墨 色の 石 壁に 佛蘭 西が たの 窓、 それに 山吹色の 窓 かけ、 籐の 

椅子と 云った 風の S い 好み。 見物 席の 數 僅かに 二百 三十 五。 これが 紐 育で 一番 小さい、 そして また 一 
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番風變 りな 『小 剣 場』 として 知られて ゐる。 

藝 術の 上から 兑て 新刺圑 のうち 最も 注目に 値する もの は、 紐 育の ヲ シン トン • スク M ァっフ レイヤ ァ 

ズの 一 座で ある。 

二 

此劇團 は 自由 劇場と して 色々 の 意味に 於て 最も 成功した もの だ。 作^^としてまた舞臺監督として經 

験 も 素 li^ も ある H ドヮ アド • グッドマンが、 千 丸 百 十五 年の 舂に此 一座の 旗 上げ をした。 どこの 國に 

も ある 藝 人の 臭味と 云 ふ もの を 全く 離れた、 眞 にこの 道 を 愛する 素人ば かりで 机 織され た此 一座 は、 

最初から 牧 益の^ 題 を 度 外に 措いて 掛かった。 男女 幾 十 人み な 心から 新劇の ために 盡 くさう とい ふ 執 一 

心で、 すべての 仕事に 一致 協力して ゐた。 この 刺團が 創立 以來 僅かに 兩 三年に して 旣に 今： U の 成功 を 

致し 衆 E やに ゆて しめたの は、 全く この 純なる 藝 術の 愛と 一 致 協力と があった からだと 言 はれて ゐる。 

唯此 頃で はだい ぶ經^ 上に も 有 福に なった がた め、 却って 商賫 本位に 喳 落し 俗化し はせ ぬかと ® ふる 

人 も 無いで はない。 

藝術 品と して は 立派な 作物で、 而も 算盤 勘定の 上から は 到底 普通の 釗 場が 上場し 得ない やうな 物ば 

かり を 選んで 演る のが、 此 一座の 主意であった。 主として 一幕物ば かり を 演じ， ゐる。 最初 二 年間 バ 


ンド ボックス 座 を 借りての 與 行に は 一幕物 三十 種 を 上場し、 うち 二 卜 種 は 米！； 新作 家の 書き下ろした 

もの、 他の 4- 種 は 歐洲の 作者の もので、 この 方に は アンド レイ エフ、 チヱ H ホフ、 シュ 一一 ッラ ァ、 . 、ェ 

デ キント、 ミュッセ、 マァ テル リンク 等の 脚本が 出て ゐる。 なほ これら 一幕物の ほかに、 S いもので 

はマァ テル リンクの 『アグラ ゴ エスと セ リセット』、 チヱ H ホフの 『かもめ』 が 上場され た。 

コメ ディ？ ン ァタァ  I 

次いで 更に 四十  一丁 はの 喜 劇 座に 移って から 演じた のが 十八 種、 歐 米の 新作の ほかに、 R 本^ 

『武士道』 を 上場して 滿 都の 喝采 を 博した の もこの 問であった。 ^考 のた め 私 はこ こに 三年 問 所演の 

總 E 錄 を舉げ る。 ここに 在る 竹 m 出 雲の 名 は 特に 私共の 興味 を惹 く。 

l)Iavs  pr()(llK-c(l  一 w  、ト 11(， \\asmnj^t:n  s(llKlrc  Players 


Akius,  Nc^  The  Magical  sty 

Anonvmous  ATlctller  Interior 

Beach,  L2vis   ,rlle  Clod 

Bolton,  (； Juv  and  carlt(>Ir  Toin  sllKlren 

wrown,  Alicti   ，rhe  sugax-  Hesse 

Crocker,  Bcswol-th  "Tlie  Last  Straw 
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-;_o  ian 〇ecil   "M-tle  ATOe  of  Reason 

Gerstenberg,  Alice  OvertoneR 

Glaspoll,  Su8an   TriSes 

Goodman,  Edward  Eu，ically  Speaking,  Saviors 

Goodman,  Kennfjtl!  and  wen,  Heclit  Tlie  Hero  of  Sauta  Marla 

HudscB,  Holland  The  Shepherd  in  tlie  Distance 

Lanroner,  Liuvrence  Another  メ V;iy  Out 

Lawrenw,  B.isil  Licensed 

Milclfayc,  I>er(.y  The  Anticlc 

Miey,  Edward  plots  and  Playwrights 

Meyer,  J。sephim3  A.  and  JJaw.rence  Langner  The  Red  floajc 

Moeller,  Philip  Two  Blind  Beggars 

； 5(1 One  L-esH  Blind,  Hl;len;_.-S  H 一 IsksKlB, 

The  Roadhou ま in  Arcl§,  Sisters  of  Susanna 

pejsbcrton,  Murdoclc  My  Lsdy-S  Honor 

Rccd,  John  Mccndcwil 

sn-ith,  George  J;-y  r-orbiddcn  f-ruit 

stckeB.  Kerne  I\5tor  13  Alsil 

wtlite,  Hervev  Fire  Jtnd  Water 


AUSTRIAN 


Schnitzler,  Arthur  rlteratus 

Maeterlinck,  Maurice  Interior,  IVIiracle  of  St.  Antlsuy. 

Aglavaine  and  S お lystte.  Death  of  Tintagilea 

Anouyusus  1 ぶ 2.3  p^clin 

ccurtelines,  Georges  ォ Private  Account 

de  gusset,  Alfred  .sarins 

11*3  Porto-Riche,  Georges  Lovers-  L-lu.k 

Mire  fine 

GERMAN 

Bahr,  Herm 醫  Hhe  Poor  Fcol 

Ettlinger,  Karl  Altruism 

A\.cdekind,  Frank  Tenor 


ITALIAN 

Bracco,  Roberto  Honorable  Lover,  Niglit  oE  Snow 

JAPANESE: 

Izumo,  Takcda  1 ぎ hi 二 o 

RU ま IAN 

Amlreyev,  Lecsia  r」i?  cf  Mis,  Lc さ cf  cne-s  Neighbor. 

livreincv,  Nicbolas  Hpc  Merry  Death 

TchekhoT,  Anton  A  Bear,  The  Sea  GuU 


なほこの 外に 時々 演 釗に關 する 講演 を 有名な 劇評 家ゃ學 者に 依 親して、 これによ つて 釗に對 する 公 

衆の 趣味と 知識と を啓發 する に 努めて ゐ るな ども 面白い。 今までの 講演者の うちに は、 ヱイ ル大學 の 

英文 黎敎 授フ H ルプス 氏 や、 演劇に 關 する 二三の 有益な 著書 を 公に した クレイトン. ハミルトン 氏、 

そつ 他ノォ マ ン. ヰル キンソ ン氏、 ステ ュ アト-ラオ カァ氏 等の 名が 見えて ゐる。 

极ゃ は會員 組織で、 サ^テ1ン：&,メン"^5と稱する者は 一 期に 百 弗の 會費を 納める。 その他 普通 會 員に は 

合^ 二十 弗、 十 弗、 4^.=^ の^が あって、 一期 五囘の 興行に 豫約 する 座席の 種類で 差等が ある。 また 一 
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囘ー弗 五十 仙の 場代 を拂 へば、 誰でも 切符 は 得られる。 一興 行 は 一週間で 切り上げ、 毎日 晝 と 夜の 

J 一 罔で ある。 

これらの 收人は 一 切 を 舉げて 悉く 劇 W の 發展と 改良と に 棒 げられ る。 もともと 好 劇 家の 道樂 (金 儲 

仕事で 無い と 云 ふ 意味に 於て) であるから、 俳優の なかに も 隨分變 つた 人物 も ある。 アンド レイ エフ 

の 『人の 一生』 を 上場した とき、 その 主人公 を演 つた H リ オットと 1. ムふ人 は、 かの 米 國學界 に 泰斗と 

仰がれた 前の ハァ、 、ヮ アド 大舉總 長 H リ オット 氏の 令孫で あると 聞いた。 その他 役者の なかには、 素人 

の 釗通ゃ 作者な ども 澤 山に ゐた。 

今まで 上演され た 脚本のう ち米國 新作 家の  ー^;^ 物叫篇 は、 すでに 紐 育の D§bleday,  Page  &  Co へ 

の演釗 叢書 The  Drama  League  Scries  of  Pkiys の 第二 十 卷に牧 めら れ、 

： waslllngtoll  sqluar ひ Plavs  "  Bv  .Four  Authors 

として 最近に 上梓され た。 このな かの 『へ レナの 夫』 と 題した 一 幕 物 は、 新作 家 フィリップ •  メイラ 

ァ の 筆で なかなかに 面白い 物であった。 

ミ  一 

西洋人の 演る 日本 劇と 云 ふ もの は 馬鹿々々 しい 物で ある。 フジ ャ マと キ モノと ムス メと ゲイ シャと ^ 


で 胡 魔 化した る 眞の國 辱 物で、 日本人が 見に 行く と 慚汗背 を濕す 類の が 頗る 多い。 歌劇の 『バタ フラ 

ィ』 でも 『アイ リズ』 でも、 一向 感心し ない。 最近に は 紐 育で 大 評判 を 取った、 コォ ハン ンド， ハ 

リス 座の 三十 三 間 堂 『柳の 木』 など は餘程 工夫 を 凝らした ものら しく、 幕の 代りに 日本の 碎 風 を 使つ 

たりな どして 人氣を 集めて ゐ たが、 日本の 芝居 を la 慣れた 目に は 俗惡で とても 見られた 物で はな かつ 

た) 殊に 近； S は 紐 育の 劇 で 日本 物 を歡迎 する 風潮が 益々 盛んな やうに 受ける が、 徒らに 奇を追 ふ 

と 言 ふ ほか、 餘り 意味 のない ものが 多 いのは 遣憾 である。 

この 問に あって 獨 りこの ヲ シン トン • スクェア 劇 圑の演 つた 『武士道』 ばかり は、 眞に藝 術 的 良心 

ある 者の 离 面目な 試みと して 好評 を 博した。 これ はさきの 番附 にある 通り、 竹 田 出 雲の 『菅原 傳授手 

習鑑』 寺子屋の 段 を 改作した もの、 道具 立から 衣裳から 皆 純然たる 日本 芝居の 通りで、 『への へ の もへ 

の』 から 『南無 阿 彌 陀怫』 の 旗まで、 忠 寶に演 つた もの ださう だ。 ただ 臺詞 はすべ て 英語で、 『女房よ 

ちこく、  . ^十 まち こ 立った ど』 を ，-Iicjoicc,  l)clo-v.cd  wife,  our  soii  has  (IK- 二  tlK-  151>le  -Icatll と 

いふ 流 で 行く.. の だから、 緩急 やめり はりに 多少 を かしな 所 もあった と閱 く。 

私 は 恰も この 出し物の あった 時に、 仕事の 都合で 紐 育に 居なかった ため 見に 行かなかった が、 その 

頃 『タイムズ』 「トリ ビ ュ ゥ ン』 の 劇評 や、 演釗雜 誌の 類の 所說を 詳しく 讀ん で、 この 狂言が 非常に 上 

出來 であった 事 を 知って 喜んだ。 寺子屋 は 十 年 ほど 前に も、 歐洲で マ タス • ラインハルトが 上演して 
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好評 を 得た さう だから、 日本 悲劇の 精神 を 西 人に 理解させる のに は 頗る 適した 物で あらう。 

首實檢 の 場 は 成 ネロ 一  致み な *  one  ()f  tlie  greatest  dranliltic  moments  ever  conceived  、 と 泡 賞し 

てゐ たが、 松 王を演 つたの は ジョォ ゼ， ルゥ バンと 云 ふ怫蘭 西の 俳優 だ。 以前 巴 里の ォ デオン 座で か 

の アン トァヌ の 自由 劇場に ゐ たのが、 五六 年 前 女優 サラ， ベ ルナ アルの 一座に 加 はって 米 國に來 て、 

その 儘と どまった。 米國の 劇壇が 活氣 あり、 自由の is 氣に 富める を 見て、 年 わかき 彼 は 心から 喜んだ 

ので ある。 私 は 後 この ヲ シン トン • スクェア 剌圑が イブセンの 『亡 靈』 を 上場した とき、 ルゥ バンが 

ォス ワルドの 役 を 演じた の を 見て、 ひどく 感服した。 そして あの 技倆で ならば、 首實撿 の 場 も さぞ か 

し 見事に 演 つて 退けたら うと 想像した。 

もとは ス カン ディネ ィ. 并ァに 起って 露佛 にさ かえた 一 ^#物が、 英語 國 民の 間に も 行 はれる やうに な 

つたの は、 まだ 新し い 事で ある。 英國 では 最初 之 を 普通 の 芝居 のお 添 物の やうに して、 curtain-raiser 

として 演じた に 過ぎなかった が、 近頃 は 愛蘭 文舉の 一 派が 盛んに 好い 作 を 出す ため、 一 般の 劇界に 重 

きをな すに 至った ので ある。 そして 米國の 方で は 僅かに ここ 三 四 年来の 流行で、 紐 育に 於て は、 ネィ 

，ハァ フッド 一 斑と 此ヲ シン トン • スクエア 一座と が、 殆ど 一幕物 を審鬥 にして ゐる が 俄に 世人の 
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注意 を惹 いたのであった。 劇通 や 或は 素人の 好 劇 家が 色々 の 新しい 試 み をす るた めに は、 一幕物 

を S: つ 宛 位演る 事が 最も 都ん よいので ある。 H 本で は 先 ハゃ森 蹄 外 氏の 飜譯集 『二 物』 が 刺戟と なつ 

て、 ： 時 だいぶん 流行った やう だが、 例の また、 あれ も 一時 これ も 一時で 終る ので あらう か。 

一 藜 物 は 多くの 點に 於て 短篇 小說と 相似た 長所 を つて ゐる。 後者が 現代 小說の 大部分 を 成して ゐ 

る 如くに、 前お も 亦い つか は 劇 擅の 流行 物と なる であらう。 單 刀い 牡 入先づ その 描かん とする 對 象の 屮 

陋を捉 へ、 毫も 讀者觀 客 を 倦まし めざる 簡潔 直截なる 表現 法 を 用 ゐる點 に 於て、 また 或 情調 や 氣分を 

暗示. y ん とする 詩-的. 印 象 法に 於て、 二  ^は 共に 長篇の 企て 及ばざる 特&を 具へ た、 昔の 文學に 

例の 無い 近代の 特產物 だと 言って 可い。 革新の 氣 運^ん なる 米國の 劇界に、 先づ此 一幕物の 大 なる 流 

行 を 見る に 至った の は、 當然の 結 たと 思 ふ。 

£ 取 初はヲ シン トン • スク H ァ劇围 の 素人 じみた 藝風を 嘲り、 その 全く 商 寶氣を 離れた 興行 振り を 笑 

つて ゐた 梨園の 人た ちで すら、 僅か 兩三 年後の 今日、 旣に 驚嘆の まなこ を 以て その 成功 を昆 るに 至つ 

た。 これ は 一 座の 人た ちが 協力 一 致して 藝術 のために 身 を 捧げん とする 熱意の 致す ところで あると 共 

に、 また 新しき 時代の 要求に 迫られ、 時運の 順調に^ さした からで もあった。 

劇 ま 文^のう ちで も デモ クラ ティ ッ クな 性質の ものである。 米阔の 劇界が 羡 ましき までい つも 

ドラマ • リイ グ*ォゲ* アメリカ 

凝 刺た る 生氣， に滿 たされて ゐ るの は、 一 つ は その！： 柄が 然 らしめ るので あらう。 米國 演^ 惊 會と稱 
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する ものの ほか、 全國 到る 所に 劇の 研究 ffl 體が 組織せられ、 その 多く は 素人の 好釗 家が する 『道 樂』 

仕事で ある。 紐 育、 ボストン、 費府、 市 俄 古な どの 大都會 は 言 ふまで もな く、 ミル ヲキ、 マディソン 

ェクス ベ 

あたりの 地にまで も、 呰 それぞれ 土地の 演劇 會が 設けられ、 これが また 大舉と 聯絡して 研究と 實 

験 との 歩 を 進めて ゐる。 東西 古今い つも 賤劣 卑俗なる 藝人 によって 藝 術の 尊 嚴を瀆 されが ちなる 釗 

界に. 一道の 淸 新の 氣ど 導く もの こそ は lui に此" -= iti:u-  spir;t に 外な-りぬ-な は 术國に は 紐 育の 

演藝學 校、 ピッツ パァグ のカァ ネギィ 演劇 研究所の 如きが あって、 絕 えす 新しき 俳優の 養成 を 怠ら ざ 

るの みか、 また 高給 を支拂 つて 欧洲の 劇界から も 前途^望の 新進 者 を 呼び集め るの だ。 かくて 他の 種 

種の 民族 活動に 於け ると 同じく、 演劇に 於ても 米 國 の 將來に は； S 目して 見る に 足る ベ き 多くの ものが 

あると 思 ふ。 (大正 七 年 1H; 『藝 文』 所載) 


米 園の 大學 

未 來を思 ひ 现想を 抱く 者 は 先づ敎 育に 力 を 致す。 米！： 淸敎徒 は 建！： の 初から して、 物質 方面の 開拓 

に 努力す る 傍ら、 自らの 後 纖者を 造らん がた め 常に 思 を 宗敎敎 育に 潜めた。 通俗 敎 育の 齊 及に 於て、 

米 阔は旣 に 十九 世紀の 前半に 歐洲の 先進 國を さへ 凌駕して ゐ たの は、 全く 昔の 淸敎 徒に あの 高遠の 理 

想が あつたから だ。 

しかし 私は卑 門と して 敎育 事業 を 調 茶： すべく 米！： に 行った ので はない。 從 つて 米" M の敎 育の 全 に 

わたって これ を 批評し これ を 說く事 は、 同より その 道の 人を俟 たねば ならぬ。 言 ふまで もな く敎 # は 

『人』 をつ くる 技術で ある。 器具 器械 を 造る 技術です ら專門 技師に あら すん ば これ を 解す ベから す 

とすれば、 『人』 を 造る 敎 育の 事 は、 尙 さら 門外漢の 容噪を 許すべからざる もの だ。 然るに 日本で は 新 

しき 敎 育に 關 する 何等の 知識 もな く、 況 ゃ經驗 もな き無學 無理 想の 俗輩、 或は 現代の 新 思潮に 何等の 

理解 同情な き 老人 箪 をして、 盛んに 敎 育の 方法に 容喙 せしめて ゐる。 世人 も 亦 好んで 彼等の 言に 耳 を 
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傾く るに 至って は實に 奇怪 至極の 沙汰 だと 思 ふ。 戰術は 軍人が 心得て ゐる、 機械の 事 は 技師が 知って 

ゐ ると 同じく、 敎 育の 事 は 無論 學 校敎師 とその 關係 者との みが、 知って ゐ るので ある。 單 に社會 上に 

有力なる 地位 を 占む とい ふ 故 を 以て、 かの 門外漢 をして りに 育英の 事に 容喙 せしめ、 若し 國家 百年 

の 大計 を 誤る が 如き 事 あらば、 そ は畢竞 今の 敎育 家に 意氣 地がない からで ある" 無學 無經驗 の 俗輩 を 

して 自己の 事業に 容噪 すろ. C 一 許した る 現代 教育家の 罪で ある。 

米國 の 教育 そ の もの を 論す る だけ の 研究 をして 來 なかった 私 は、 門外漢の 癖に 臉面 もな くこ れに向 

つて 批評が ましい 事 を 言って 毘る资 格 ありと は 思 はぬ。 唯 自分の 仕事の ため 東部 諸 州の 三 m の 有名な 

大舉 を； i 遊した る、 その 間の 僅かなる a 聞 を 基と して、 唯 米國の 大舉敎 育に 就いて 二三の 感想 を 語ら 

うとす るに 過ぎない" 

n 本の 學界 では 獨 逸に のみ 擧 問の 光が 輝く ものの やうに 思って、 英佛 はもと より 米 固の 大學の 事 を 

も 少しも 注意して ゐな いが、 米國は 今では 例の その 強大なる 黄金の 力 を 擁して、 英佛 獨の舉 風の 長所 

を 折衷し 綜合して、 新世界に 新 學風を 起さう とする 氣 運に 向って ゐる事 は 注意せ ねばならぬ。 

廣 い 米 國の事 だから 大學と 稱 する もの は 幾 百 あるか 知れない が、 眞に 最高 學府 の 名に 背かな いもの 

は 恐らく 一 一十 校 位の もの かと 思 ふ。 なかで も 世界 第 一 流の 大學と 認めら るる ものの 多く は 私立 大學 

で、 これら は獨 逸の 官僚 大學 とちが つて 飽くまで 自由 獨 立の 精神 を 以て 立って ゐる" デ モク ラシィの 
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E わ 想 は單に 社會上 政治 上の みならす して、 大 學の擧 風の 上に も 著しく 現 はれて ゐる。 カイゼルの 治下 

にあって ブラシ ァ 二 ズムを 擁護し 謳歌す るが 如き、 御用 學 者の 少 いのは 米 國大舉 が 誇るべき 長所の 一 

つで ある。 

米！： では 到る 處に 純然たる 私立 大舉が 州 立 公立の 諸大 舉を應 して 學界に 霸を稱 して ゐ るの は、 富豪 

の 寄附と 云 ふ 黄金 力 の 後援が あ るから だ。 その 宏壯な る 建樂物 の 如き は 到底 歐洲 諸大學 の 及ぶ ところ 

ではない が、 敎授 職員の 待遇、 研究 設備の 完全に 於ても、 k め も 物質 力 を 以て 成し 得べき 限りの もの は 

十分に 盡 くされて ゐる。 單 に大學 のみなら す、 華 盛頓に 在る カァ ネギィ 研究所 (藥術 研究 资金八 千 四 

百 萬 圓) の 如き、 また 紐 育の a ックフ H ラ ァ醫學 研究所の 如き、 富豪が 一 個人の 財力 を 以て 大规 校の 

もの を 設立し、 世界の 學界 に貢默 する 事 最も 大 なる 例で ある。 

或 皮 肉屋が かう 言った。 中世の むかし 歐洲の 諸侯が 都市 を 攻略す るに、 虐狡を 行 ひ 掠 寒を恣 にして 

これ をお のが 所領と した あとに は、 必 すその 町に 寺院の 建立 をす る。 自分の 犯した 罪業の 恐ろし さ 

に、 かう して % 核と 仲直り をしょう とする の だ。 米國 富豪の 寄附 も 矢張り 此 類で、 盛んに 私利 私慾 を 

逞 うした 揚句、 病院 や 大學を 立てて 神様の 御機嫌 を 取る の だら うと。 しかし 盛んに 惡辣 手段 を 用ゐて 

私腹 を 肥しながら、 飽くまで も獨占 主義 を 同 持して 神様の 御機嫌 を さへ 取らう としない 横着 者に 比す 

れば、 勝る こ ii 霞に 數等 である。 
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人 は 一一 一一 n ふ、 米國 富豪が 惜し 氣も なく 巨 萬の 財 を 公共事業に 投す るの は、 父祖の 代から 傳 へられた 財 

產 ではなくて、 きの ふけ ふ 儲けた 所謂 成金 だから、 金 錢に對 すろ 執着が 少 いの だと。 如何にも これに 

は 一 理 ある。 しかし 今 分限^と 云ふ點 から 言へば、 日本の 富豪 も 米 國のも 全く 同様で はない か。 今日 

我が 國で 富豪と 稱 して 大きな 面 をして ゐる 者の 大部分 は、 僅かに 二： 一； 十 年来、 產を 積み上げた 者 ども 

に過ぎないので、 德川 時代からの 富豪 は 極めて 少數 である。 近頃 出来る 成金 をば かり 攻撃して やる の 

は 少 し 可愛 相な 位の も の だ。 而も 彼等が 金 錢に對 す る 執着心 の 強烈な る 事 は 驚く ベ きも の で 、 到底 米 

人な ど の 夢想 だ も 及ばざる ものである。 公共事業 或は 救 濟 事業な どに R 本の 富豪と 稱す る 者 の 寄附 金 

は、 先づ 私共が ニ錢 か三錢 出す のに 相當 する 金額が その 大多数 を 占めて ゐ るから 滑稽 だ。 現在 日本の 

教育界 の 最大 缺陷は 言 ふ ま でもな く 舉校數 の 不足で あるが、 私 は 米國の 如く 富豪が 獨 カを以 て 創設し 

經營 せる 一 個の 大學、 一 個の 導 門！^ 校 さへ 我が 國 にある 事 を 聞かない が、 しかも 彼等の 或 者 は 口先 だ 

けで は 盛んに 敎育 問題 に も 容矂し てゐ るか ら 有難 い 。 

米國の 黄金 力の 恐るべき は、 その 富豪が 如何にして 金を使 ふべき か を 知って ゐ るからで ある。 別莊 

の建築ょりも蓄^^ょりも、 更に 賢明なる 正當 なる 金 錢の使 ひ途を 心得て ゐ るからで ある。 私 はこの 一 

例と して 歐洲 にも 未だ 類例な き 教育家 養老 資金の こと を 語らう。 

しも 小舉 校から、 かみ 大學に 至る まで、 舉 校に はと かく 老朽 者が たまり 易い。 學者ゃ 教育家の 老朽 
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は、 他の 官吏の 古手の やうに 右から 左へ と 使 ひ途 がない。 さりと て米國 でも 日本で も、 恩給 位の 金で Z 

は 到底 衣食が 出来る もので はない から、 勢 ひ 後進の 路を 塞いで いつまでも 老朽が しがみ 附 くこと にな 

る。 これ は 決して 無理から ぬ 次第で、 それ を 一概に 側から 彼此と 非難す るの は餘 りに 同情な き 言で あ 

らう。 しかし 研究 や 教授の ffi 絞 を擧げ るに は、 何と 云っても 少壯 有爲の 人物 を 得る 事が 大切 だ。 學校 

が 養老院の やうに なって は、 いくら 設備が 立派で も實繽 は擧げ 難い。 そこで 此點に 着目した のが アン 

ドル ゥ， カァ ネギィ で、 勤續 二十 五 年、 年齢 六十 五 歳 以上の 老敎育 家の 養老 金と して 毎年 三千 萬圓の 

金 を 分配す る 事に した。 各 專門學 校、 大舉 から 支拂 はれる fig の 外に、 これ だけの 金が 刖に附 加され 

るので ある。 舉 者の 多年の 功 勞に報 ゆると 云 ふ 外に、 これによ つて 舉界 人物の 新陳代謝 を 容易なら し 

めょぅとした^3^は、 さすが カァ ネギィ だけあって 確かに 卓昆 であった。 

米 固の 主なる 大學 は、 同じく 私立で も その 發 達の 歴史から 考 へて 二様の 刖が ある。 卽ち 第一 は獨立 

戰-卞 以前から あった 力 レツ. チが 渐次發 達して 今日に 至った もので、 此 種の もの は 先づ第 一 に ハ ァ，、 ヮァ 

ド大畢 で、 これ は 創立が 一六 三 六 年 だから 淸敎 徒が はじめて 移住して から 十八 年 目、 ボストンに は 農 

家が 三十 戶 しきゃなかった 頃に 開校した る、 米國で 歷史の 最も 長い 大學 だ。 これと 同種の ものに はな 
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ほ エイル、 コラム ビア、 プリンストン、 ペン シル. 、エイ 一一 ァ などの 諸 大學が ある。 これら は 古く 力ら 在 

る英國 大舉の 傳 統 を 承け てゐ る。 卽ち紳 士 養成 本位の 純英國 式であった のが、 後に なって 時勢 

の 要求に 應 じて 舉藝 研究 本位の 獨逸式 を これに 加へ た、 謂 はば 英獨 折衷 式の ものである。 第二 は 南北 

戰爭 以後、 米國國 勢の 伸張に 伴うて 新に 起れ る 純獨逸 風の 大學 で、 こ-^；は專門擧藝の研究と敎授とを 

本せ として ゐる。 今から 四十 年 ほど 前に 出来た ジョ ンズ • ホプキンズ 大學 (首府 華 盛頓の 附近 ボ オル 

ティ モア 市に 在る) の 如き 即ち その 最も 代表的なる もので、 ここの 翳 科の 如き は 米 國醫學 の 中心地の 

やうに 10? 做されて、 日本の 留學生 なぞ も 大勢 ここで 研究して ゐる。 圖書 館の 入口に は獨逸 皇帝 寄贈の 

シ ルレ ルの 半身像 を 飾って ある 位で、 組織から 設備まで 實に獨 臭紛々 たる ものである。 唯 コラム ビア 

や ハァ， 、ヮ アド ほどに は 資金が 豊富 でない と 聞いた。 元來創 立 の 當初 に 他の 大學 と異 つて 建築物に 金 を 

掛けす、 人物 本位に する ために 高傣を 以て 各方 面から 有 爲の擧 者を迎 へた。 これ は大學 創立の 企 富者 

として は 確かに 一頭 地を拔 いた 見識で、 創業 以$ かに ト五年 を 出です して 旣に 此大學 から 出た 硏究 

報吿 は歐洲 の學界 を-驚かした。 ここに は 人文 學 科の 方面に も 多くの 世界的 擧 者が ゐ るが、 唯餘 りに 獨 

逸學 風の 人ば かり を 集めて ゐる のが 私に は 像らなかった。 しかし 此學 校で 一 つ 面白い と 思った 事 は、 

大舉院 の 研究が 中心に なって ゐて、 本科の 方 は 寧ろ 附屬 物の 如き 觀が ある こと だ。 擧 生の 數も 本科 は 

甚だ 少く、 其方 は 頼る 振 はない が、 大學院 の 方 は 他の 諸 大擧の 卒業生 や、 或は 旣に 多年 他 校で 敎鞭を 


執って ゐた 人が 笈を 負う てこ こに 研鑽 を續 けようと する 事 だ。 動もすれば 淺 薄な る實 用向き の 職業 敎 

育に 墮し 去らん とする 大舉敎 育に、 眞の 擧藝の 愛慕と 尊重との 精神 を與 ふるもの は 大舉院 であらねば 

ならぬ。 ジョ ンズ • ホプキンズが 本科の 專門敎 育よりも、 大學院 の 研究の 方で 世界に 雄視 して ゐる靠 

は、 ；？^ 共の 十分 注意すべき 點だ らうと 思 ふ。 (かの 工科の 如き は、 とかく 純學 術の 研究より は 應用實 用 

ー點 張りに 流れ：^ いので、 歐米 では 在 來之を 大學の 中には 加へ ない が t= 通で あつたが、 近^ 此の ジョ 

ンズ • ホプキンズ 大 寧の 如き、 率先して 工科 大學を 起す に 至った。) 

なほ 此^! 一種に 屬 すべき ものに は 理科 工科の 方面で 特に 名高い コ ォ ネル 大學の 外に、 クラ ァク 大畢 

(ボストン 附近の 地 ウス タァに 在る) が ある。 これ はかの 『靑 年期の 研究』 で 世界に 名 を 知られた ス 

タン レイ • ホ オル 氏の 主宰せ る もの だけに、 敎育學 に 重き を 置き、 地方の 專 1： 擧 校の 教師 を 養成し？^ 

練して ゐる。 また 资 金の 豊富と 规 模の大 なる を 以て 名高い 巿俄古 大擧の 如き も、 此第 二種の 中の 最も 

著名な もので、 もと 個人の 寄附に よる 八 千 萬圓を 以て 創立せられ、 創業 日な ほ淺 きに 拘 はらす 今す で 

に 學界の 重鎭を 以て 目せられ てゐ る。 此大 舉の醫 科に ！ ：！ ックフ ヱ ラァが 寄附した 金額 は實に くべ き 

InJ- 額で ある。  - 

以上の ほか、 中部と 西部の 諸 州に は 州 立 大學で 有 爲の學 者 を 集め、 近時 校 運の 隆盛 を 致した ものが 

甚だ 多い が、 此 等の 諸大學 を訪ふ 機會を 有たなかった 事 を遣憾 とする。 
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米 國大學 の 學風は 今や 英獨佛 諸 入擧の 長所 を 折衷し、 更に 新しき 米國獨 得の 學風 を樹 てんとす るの 

氣 蓮に 向って ゐる。 卽ち 品性の 陶冶、 人物の 養成 を 第一と せる 英國 風に 加 ふるに、 獨逸 式の 科 舉敎育 

の 精神 を 加味した る 外に、 更に 佛蘭 西の 高等教育に 重き を爲 せる 文舉的 方面 或は 古典の 趣味 養成の 上 

に 十分の 力 を 致さう として ゐる事 だ。 これ は 日本の 高等 敎 育に 於て、 醫ェ理 農の 各 科に 赴く 者の ため 

に は、 事實上 殆ど 國語 漢文の 教養 を 無視して ゐる現 狀に對 比して、 一顧に 値すべき 事實 だと S ふ。 

實 用の 科舉敎 育に 重き を g けば、 勢 ひ 人物 養成の ために 重ん すべき 文學敎 育、 古典 敎育を 閑却す る 

の 弊が ある。 從來 多年の 因襲 を 固持して、 後者 をのみ 重し として 前者 を 顧みなかった 英國敎 育 は、 令 

次の 獨 逸との 戰维 によって その 短所 を 3^1 露せられ、 英國の 教育界に は 今や 革新の 聲が 高い のみ か、 開 

戰以來 文部大臣の； 史迭を 見た の も 直接 間接 この 問題に 關聯 して ゐる。 もともと 英 國の學 風を瞎 承し 

た 米 國の大 學の當 * 者 は 夙に 此點を 看破して、 一  ー^^の折衷を根本方針としたのでぁった。 

私の 滞米 中に —— それ は 昨年の 六月の 初であった 11 プリ ンス トン 大擧 で此 問題に 關 する 興味 ある 

大會議 が 開かれて、 世間の 注意 を惹 いた。 それ は 近年 米國の 教育界で 頻りに 功利主義の 科 學敎育 をの 

み 高調す るの 傾向 甚だしく、 希 躐羅甸 の 古文 (日本で 言へば 國語 漢文) を輕ん する 結果、 口 ックフ H 


ラァゼ£ケェデ1^ィション，》！ と コラム ビア 大擧の 師範 部が、 リンカ ン學 校と 云 ふ 純 科學敎 育の 擧校を 近い 

うちに 開校す る ほどまで になった 共 風潮に 反抗して、 古典 敎 育の、 王義を 主張す るた めであった。 この 

科^^ 能敎 育の 首 學は、 病理 學の 方で 世界的 盛名 ある フレタ スナァ (辆太 人で ッ フク フェラ ァ研 

究 所の 大立 物) であった。 プリンストンの 大， 議に は、 大統領 ヰル ソン 氏 を 始め 各方 面の 有力者 は 皆 

その > ；总 兑を發 表し、 米！； 全體の 主なる 大學も 亦 固より 皆 その 代表者 を參 列せ しめた。 

舍議の 席上で 述べられ たる 前 大統领 タフト、 國務卿 ランシング、 ル ウス、、 エル ト、 H リュウ。 ルゥト 

など 諸家の 意 Ms を、 一 々玆に 紹介す る 事 は その 煩に 堪 へない が、 耍す るに 古典 敎育は 思想の 訓練、 品 

性の 陶冶、 國 語敎 育の 基礎、 文 の 根本 知識 を靑 年に 與 ふる 上に 於て 絕對に 尊重 せらるべき のみなら 

す、 寧ろ 科舉敎 育より 先ん すべき ものな りと する 點に 於て、 諸家の 說は 一致した のであった。 殊に 私 

の 興味 を惹 いた 事 は、 多くの 鐵道會 社、 製造 會社、 銀行の 頭取、 或は 經濟界 醫學界 の 諸 名士が、 古典 

敎 育の * 張に 對 する 熱烈な 賛成者であった。 

さて 米國ー ：2 等敎 育の 根本 方針 は、 右の 如く 依然として 人 文 の 擧藝に 重き を 置く ので あるが、 ^ 

に 時代の 要求に 應 すべく 高級なる 科擧的 知識 を 有する 技術 家 を 社會に 俳、 給す るた め、 普通の 大擧 以外 

に 多くの 農工 紫 大學が 設けられて ゐる。 かの ボストンの 工業 擧校 の 如き は その 最も 有名な 

る ものであるが、 この 外に も リイ ハイ 大學、 コラム ビア 鑛山學 校、 ス ティ イヴ ンズ專 門學校 等の 如 
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き、 純科學本^^の大學が設けられてゐる。 

米國の 大學で 私の 感心した 事の 一 つ は、 それが 常に 社會と 密接なる 關係を 保って ゐる 事であった。 

敎授が 講演に 論文に 或は 調 # ^報吿 によって、 一般 社會を 指導し 啓發 する 事 は 言 ふまで もない が、 擧生 

も亦會 社の 事業な どに 關 する 硏究調 1^ をして、 重役に 獻策 する 如き 例 を も 爆 耳に した。 何が さて 日本 

の やうに 老人の 跋遍 する 國柄 ではない から、 所謂 青二才の 言 ふ 事に も 耳 を 傾け 易い ので、 また かかる 

點に 於て は 私立 大舉 である 事が 多くの 便宜 を 持って ゐ るので ある。 殊に 米 國大學 の 教授 は 政治 界 にも 

極めて 密接なる 關係を 有する もので、 最近 タフト 大統領が H ィルの 教授、 ヰル ソンが プリンストンの 

敎授總 長であった 事 は 世人の 知らる \ 通り、 その他 代議士、 政治 顧問、 市長、 州 知事 等のう ちに は大 

學 教授であった 人の 非常に 多い 事 は、 確かに 米國の 特色と すべき 點だ らう。 教授の 人柄 を 見ても、 獨 

逸 大擧に 見る 如き 超 世 gi 的な 迂儒 若く は 腐儒の 類は少 く、 社交に 長 じ 實務に 明らかなる 紳士の 多い 事 

も、 畢竞 大學と 實社舍 との 間に 密接なる 關係 ある 原因で あり、 また 結 * であらう と 思 はれる。 

大舉と 社き とが 共同に 仕事 をして ゐる顯 著な 例 は、 ヰ スコン シ ン大學 である。 これ は マディソンと 

云 ふ 町に 在る の だが、 事資 上ヰス コ ンシ ン州ハ 土體が 此大舉 の境內 だと 言っても 可い 位で、 ここの 敎授 

の 一人が 發 案した バブコック 牛乳 試驗 場の 如き、 州 (土 體の 牧畜業 を 補導して ゐる もの だ。 かく 一般 產 

紫界も 大舉を 利用し、 大學も これによ つ て豐 富な る 研究 村 料 と 便. E と を 得て ゐ る 例 は 甚だ 多 い 。 
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また 研究、 教授の 上に 於ても、 常に 實際界 の 社會的 活動と 云 ふ 事 を 眼中に 置いて、 たと へば 頗る 非 

用 的なる べき 文科 方面の 舉 科に 於ても これ を轉 化して、 卒業後 ちに 操 腿 者た るべき 者の 養成に 意 

スク ウル • オケ ャ アナ リズム  It  ,  ：  - '  J, 

を 注ぎ、 かの 新 問 科 なる もの を 設けた の も 恐らく 米 國大舉 が 率先 者で あり、 また 最も 成功 

した もの だら うと 思 ふ。 現に コラム ビア、 ペン シル、 、エイ ニァ、 ヰ スコン シン 等の 諸 大舉に は、 此 新聞 

科 は 十分の 蜜績 を舉 げてゐ る。 また ハ アブ アド 大學 でべ イカ ァァ 敎授の 主宰せ る 劇文學 科で は、 直ち 

に 劇作家の 養成 をな して、 旣に紐 育の 劇界に 名 を 成せる マツ セィの 如き 新進の 作者 を 出して ゐる例 は 

だ 多い ので ある。 

研究 法に 思 ひ 切って 新しい 試み をす る 事 も、 米 國大學 の 長所の 一 つで ある。 たと へば 私の 專攻 科目 

に 就いて 言っても 在來、 文 mff の 研究と 言へば 大抵 は考證 訓詁 か 或は 言語 學的歷 史的 研究の 外に は 一歩 

も 出ない もので あつたが、 4^ 近の 比較 文擧の 研究 法 を 最も 盛んに 行って ゐる所 は 先 づ米國 の大學 だ。 

此點に 於て は 先進の 獨 逸大舉 をす らも 遙 かに 凌 驚して ゐ る有樣 で、 英佛の 如き はとても お 話に ならな 

い。 市 俄古大 舉のモ オルトン は 最も 有名 だが、 ハァ- 、ヮ アド 大藥 のシ ョッフ イイ ルド、 プリ ス* ベ リイ， 

ァ ァ ギ ンゲ • .;, ビ ッ ト、 コラム ビ ァ大 學のブ ラ ンダァ • マシュ ゥズ、 プリン スト ン大學 の レイモ ンド、 

ケ ン クッキ ィ州立 大舉の マ ッ ケンジ ィ等諸 教授が 此方 面に 致した る貢獻 は、 文藝の 研究に 新なる 道 を 

^^したる 點に 於て、 眞に舉 徒の 尊敬に 臉 すると 思 ふ。 


米 國の大 學が詰 込 教育で なく、 飽くまで も 自由な 啓發誘 導の 方法 を 執って ゐる事 も 亦 大に攀 ぶべ き 

點 であらう。 一 舉科內 に 於て 科目の 選擇が 坌く學 生の 隨 意に 住されて ゐる事 は 獨逸 大舉も 様で あ 

るが、 教授法に 於ても 徒らに 多くの 理論 を 授ける より は、 少しの 事 を 十分に 咀嚼せ しめる と 云 ふ 方 を 

主眼と して ゐる： かくして 得た 知識 は 實社會 に 出て 十分に 應 用が 利く からで ある。 詰 込 式で 得た る 十 

の.^ 識は實 際 上に は 三 だけ も 活用 かないが、 米國 式で は、 學 校で 得た 三の 知識 を 十に も 活用 かす やう 

な 方針で ある。 私 は 科擧の 事に は 全然 不案內 であるから、 米獨兩 方に 留學 した 東 京大 學の三 宅 (驥 一 .) 

教授の 所 說を兹 に 引用しょう。 

『(米 國大舉 では) 度驗を 要する 舉 問に 對 して は 講義より は 寧ろ 資驗に 重き を 置き、 講義 一時間に 對 

し て 五 時 ii 乃至 八 時 叫 の 實驗を 試み る。 敎授 もまた 擧生 の 理解 を 主と し て 親切 叮嚀に 反覆 應答 する 

と 云 ふ 有様で、 科舉敎 育に 於て は 米 國は獨 逸 を 凌駕して ゐる、 云々。』 (『中外 新 論』 大正 六 年 十 1 

月號) 

しかし 私立 大學 として、 米國 のに は 長所 も あれば また 短所 も ある。 各 大學が 各 その 特異の 擧 風を樹 

てて 互に 銃爭 し、 有爲の 敎授を 集めて 實 鑌を擧 げんと する は、 官立の 劃一 主義に 於て 見られざる 長所 

であるが、 その代り また 大擧總 長 は 恰も 天 下 御免の 乞食の やうに、 所々 から 寄附 金 を 集める 事に のみ 

忙？ 权 せられ、 學校も 亦 成るべく 多くの 學生 を牧容 して、 他 校と その 規模の 大を競 はんとす るに 汲々 た 
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る 有様 は、 私 どもの 感服で きない 點 である。 

四 

デ 乇 クラ シィは 思想 上に 於に 個人主義に 立脚した ものである。 個人が 自已の 自由と 個性と を 尊 ffl し 

て 他人の 支配 を 受け ない と 云 ふ、 自立の 精神が その 极 抵を爲 して ゐる は 言 ふまで もない。 此倾向 は 

米！： 大 舉の擧 生々 活の 上に も 著しく 現 はれて、 先 づ舉资 を 他に 仰が ざらん とする 獨ー 乂自營 の氣 風と な 

り、 また 擧 習の 上に 於て 徒らに 教師の 講蓊に の み 依 賴せざ る、 山な る 自發的 研究心と もな つて ゐる 

ので ある。 

米國 の大學 生に は 相當の 家の 子弟で ありながら、 或は また 往々 にして 富豪の 息子で も、 屮 休暇に 

は镜 車の 車掌 をしたり、 田舍の 農場に 雇 はれたり して 舉资を 得て ゐる 人が 甚だ 多い。 これ は溫， お 場 や 

海水浴場に 遊惰 の H を 送 つて 女の 尻 を 追 ひ 廻 はして ゐ る述 中と は间ょ り 同日の 談 ではない 單に 摩资 

を 得る と 云 ふ 事の 外に 身體 の鈹鍊 ともなり、 また 精神 上に は勞 働の 神聖 を 解し、 社含觀 察の 知識、 富 

務の 經驗を 得、 將來の 動の ために 资 すると ころ は 甚だ 多い。 社 會も亦 喜んで これら 學 生の 就 樂を迎 

へる ので ある。 また 平生 學 校の 方で も 種々 自活 給費の 途を 設け、 寄宿 舍舍 監窒の 事務と か、 或は 食事 

時 問 だけ 揃 ひの 服 を 著て 給仕 をさせる とか、 種々 の 方法に よって 舉資の 補助 或は 支給 をす る。 また 銘 
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銘 外國學 生に 英語 を敎 へたり、 傳 道の 加勢 をしたり して 獨立自 營の法 を 講じて ゐる もの は、 ハ ァヴァ 

ドの 如き 貴族的な 學 校で すら 珍ら しくない。 

また 擧 習の 上に 於ても、 日本の 學 校の 點取、 王義、 ノオト 萬 能 主義 を 離れて、 學校 以外に 種々 な讀書 

研究 をす る舉 生の 多い の を 私 は 極めて 面白い と 思った。 これ は 前述の 如く 舉 校の 方針が 旣に曰 本の 如 

く 割 一 的、 強制的、 注入 一 點 張りの 形式 敎育 でない ために 自然に 生す る 美風で は あるが、 舉 生の 方で 

もまた 自立 獨 行の 氣魄 が旺ん なからで あらう と 思 ふ。 

日本の 學 校の 大 講堂で 授業中に 耳を澄まして 聞いて ゐる と、 幾 百 幾 十の 學 生が ぺ ンを 走らす 音 はさ 

ながら 戶 外の 雨 聲を聽 くやう である。 教師の 唇 を 洩れる 片言 斐句を も 書き落さ じと する 努力 は 非常な 

ものであるが、 ポオ ルドに 敎師が 文字 や 圖表を HI きながら 說明 をして ゐる と、 その 文字 や 圖表を 一生 

藤 命に 寫し 取って、 肝腎の 說明は 聞く 遑 のない 擧生 さへ 徵 くない。 眞 に聽講 のた めと 云 ふより は、 ノ 

オト を 造り、 それ を 棒暗記し、 賴吞 みに して 卒業 證書を 獲得す る こと を 主眼と して ゐる 如き 觀がぁ 

る。 自分で 參考書 を 讀んで 研究す る 舉生は 極めて 少數 者で、 現に 私が 大擧 生であった 時代、 或 擧生は 

まだ 生れてから 論文 なぞ を 書いて 見た 經驗は 一 度 も 無い から、 卒業論文が 苦しい と 言って 泣き言 を 言 

つた 男 さへ あった。 これ は 今から 4- 五 年ば かり 以前の 話で、 全く 當 時の 高等 學校、 大學に 於け る敎授 

法の 罪で、 今日で は總 ベて がよ ほど 進んで ゐ るから 大學 生で そんな 事 を 言 ふ 者も少 からう が、 とに か 
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く 試驗萬 能、 ノ ー ト萬 能の 點取 根性で、 眞に 消化され た 知識 も 得られす、 況ゃ梨 藝の愛 を も 生じない 

の は 事 新ら しく 私が 述べる まで もなから う。 米 國の大 舉生は 殆ど 筆記ら しい 筆記 をして 居ない。 敎窒 

の 机 も 日本の 舉 校の やうに 筆記に 便に した、 喪 記の 机 やうな もの を銘々 が控へ 込んで はない、 唯 腰掛 

ばかりが 列べ て ある。 そして その 左の 肱掛の 一端に 小さい 板が 附け てあつて、 僅かに 手帳に 覺ぇ書 を 

する に 便す る 位の もの だ。 大部分 は 教科書と 參考 書と によって 學生 自ら 研究す るので、 教師の 講義 は 

極めて 簡單 明瞭、 唯 暗示 を與 へ、 指導 をな し、 質疑に 答 ふるに 過ぎない。 從 つて 授業時間 數は 甚だ 少 

いが、 舉 生が 自宅 ゃ圖書 館で 讀む事 を 命ぜられる 書籍の 分量、 種々 の 演習 文の 數 など は、 到 度 我が 國 

舉 生の 經驗 したる こ となき 多量の ものである。 

口 本の 教育 は 試驗敎 育で ある。 古本屋の 店頭に 立って  一 is すると、 何とか^ 答、 何とか 詳解と いふ 

受 驗參考 書の 多い 事、 世界中 恐. く 日本に 及ぶ 國は 無から うと 思 ふが、 これ なぞ は 最もよ く 我が 國敎 

育の 時弊と 弱 點とを 示して ゐる。 一に も 試驗、 二に も 試驗、 小學 から 大學 まで 十 幾 問 を 點數で いぢ 

がつ ける 一種の 人物 虐待で ある。 私の 知って 居る 或 醫者は ——ー その 人 は旣ぅ 四十 幾 歳 かの 半白の 老人 

だが、 今でも 惡夢に 魔 はれる 時 は 厘攀生 時代の 試験の 夢を見る と 語って ゐる。 元來試 驗维備 のた めな 

どに 姓 強して 得た 知識 は、 後年に なって 少しも 其 人の 血と なり 肉と なって ゐ るので はなく、 唯 眼前の 

i を 通過し、 點數を 川お ると いふ 目的の 外に は 全く 勞 して 益な きもので ある。 舉生 間で 『あたまが 好 


い』 とか 優等生 だと か 云 ふ 者の 中には、 ただ 此得點 術に 一種の 天 禀の才 を 具へ てゐ ると 言 ふ ほか、 殆 

ど 取得の 無い 人間が 往々 にして a られ る。 現に かの 特待生 だの 優等卒業生 だのと 云 ふ 者の 中に も、 頗 

る 怪しい 者が 澤山 ある。 これ は 私 自ら も中學 から 大學 卒業までの 十數 年間、 親しく a 聞し 經驗 して 知 

つて ゐる事 實* たが、 自分が いかほど 好きな 學科 でも、 それが 舉 校で 試 驗ゃ 點數 のた めの 仕事になる の 

かと 思へば 面白くな いのみ か、 苦しみの 種に なった もの だ、 ^ふべき もので もあった。 殊に 中擧 なぞ 

は、 試験の ため 人 を 二度 も 三度 も 落第 させて、 頗る 怪しから ぬ もの だと 令で も 思って ゐる。 

規則 づ くめの 試 驗敎育 を 以て 終始 一 貫して ゐ るが ために、 大擧を 卒業す るに 至る まで 未だ 舉 問の 趣 

味 を 解 しないと 云 ふ 不幸な 人が、 日本に は 大多數 を 占めて ゐる。 これ は 確かに 制度の 罪で、 此缺陷 を 

何とかし ない 以上 は、 舉校 系統 や 年限 短縮 なぞ は畢竞 枝葉の 小 問題に 過ぎない と 思 ふ。 少しく 極端に 

言へば、 今の 日本の 學校敎 育 は 試験 萬 能 主義の ために、 折角 發 達すべき 害の 知識 愁を滅 殺し、 舉藝の 

趣味 を驅 除す るた めの 敎 育た る やの 感が ある。 此點に 於て 日本 は 確かに 米國の 自由主義 の 敎 育に 學 ぶ 

べき 多くの もの を 持って ゐる * たらう。 

これ は 大舉敎 育の 事で はない が、 私 は 嘗て 十 幾年 間、 高等 學 校の 人 學試驗 と 云 ふ ものに 關 係した 

が、 中舉 卒業生の 答案に は實に 驚くべき ものが ある。 英文 解釋、 和文 英譯の 類 はとに かく 歷史の 試験 

答案に、 維新 前の 勤王家の うちに 高山 林 次 郞を擧 げたり、 ダンテ を 飛行機の 發明 者な りと 書き立てる 
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類 は、 年 々歳々 試驗官 のために 睡魔 を擊 退して 吳れる 好 笑 柄で ある。 舉 問に 對 する 何の 興味 を も 感ぜ 

しめざる 五ケ 年 の 中 舉試驗 教育の 結 51^ は、 かの 高等 舉校 試験 委員が 年々 提出す る 調査 報告書の うち 

に、 極めて 露骨に その 失敗の 慘狀を 語って ゐる ではない か。 

g ハ味 のない 仕事に 心身 を勞 する 位、 健康に 害 ある もの は 無い、 日本の 試験 敎 育の 弊害 は、 米 國の如 

き自 山の S 氣に滿 たされた 學 校に 例の 少ぃ、 一個の 學生 病と なって 現 はれて ゐる。 それ は卽ち 祌經衰 

弱 症 だ。 

米國 の大舉 生に は祌經 衰弱が 少ぃ。 R 本の 學 生のに 比較 すれ は 殆ど 無い と 言っても 可い ほどに 少 

(。 元來^ ^衰弱に は、 青年時代の 性慾 問题 なぞ も關 係して ゐ るので、 固より 原因 は複雜 だら うが、 

私 はかの 試 驗勉强 と 云 ふ 馬鹿々 々しい 不自然な 勉擧法 を も 確かに その 原囚の 一 つに 數 ふべ きもの だと 

思 ふ。 生 si 刺た るべき 靑年學 生が 顔色 K お 白 形容： せ-る は、 民族の 將來 のた め眞に S ふべき 現象で 

はない か。 ここに 至って 私 は 遂に 試 驗亡國 論を唱 へたくなる。 

米 國 の大學 は獨逸 あたりと 違って、 試 驗制は 確かに 厳重で ある。 毎擧 期、 毎舉 年の 終に は必す 試験 

が ある。 しかし それ は 日本の やうに 詰 込 一方の 知識 を 考^す るので は 無 いがため に、 記傥 力、 棒晤記 

力の 試験に はならない、 如何にも 試驗 らしい 試驗 である〕 たと ひ 試 驗勉强 をしても、 日本の 舉生 ほど 

には不 {E 然に腦 力 を 苦しませな いので ある。 
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神經 衰弱 は 日本で は學生 病で あるが、 米國 では 老人病 だ。 米 人 は 四十 歳 五十 歳になる と此 病の ため 

に廢物 同様になる 人が 甚だ 多い。 これ は 口 本と 正 反對で 民族 全體の 活動力 を 表示せ る 極めて 與味 ある 

現象 だと 思 ふ。 卽ち 日本で は舉生 時代 は神經 衰弱で も 社會に 出てから の 活動が 極めて 緩漫 なる ため 

に、 四十 歳 位になる とそれ が 恢復して、 小金 なぞ を 貯めてから 所謂 『g: 十ぶ とり』 と稱 して、 でぶ でぶ 

して ゐる。 米 人の は擧生 時代に は實 に蠻氣 横溢せ る 猛烈なる 精力 旺盛の 靑年 であるが、 一た ぴ社會 へ 

出る とその 繁劇 多忙、 とても 悠々 閑々 たる 日本の 社會の 比で はない。 旣に 一 日の 劇務に 疲れ果て たる 

後、 家に 歸れば 『女王』 殿下の ために 靴 をまで 脫 がせ、 芝居のお 供 もせねば ならぬ。 五十 歳 位に なれ 

ば 大抵 凹 垂れざる を 得ざる 次第と なる の だ。 活動 準備の 擧生 時代に 旣に困 M して ゐた 者が、 却って 社 

會へ 出てから 圍碁謠 曲の 片手 問に 仕事 をして、 健康 を囘復 する 存氣さ 加減と 比較 すれば、 民族 全體の 

活動力の 上に は旣に 非常な 相途が ある わけ だ。 同じく 三十 臺の 日本人と 米 人と を 比較 すれば 前者の 生 

活は、 まるで 遊び半分 か、 眠って ゐる やうな もの だと 思 ふ。 つ 大正 七 年 1月 『日本 及 日本人』 所載) 
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